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FDMEEの使用
サポートされているソース・システム

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは次の一般会計デー
タをサポートします:

• ファイル・ベースのデータ・ロードにより、ユーザーは区切りファイルまたは固定幅テキ
スト・ファイルから残高をインポートできます。

• テキスト・ファイルと Excelファイル
• Oracle E-Business Suite 11i

• Oracle E-Business Suite 12

• Oracle Financials Cloud

• PeopleSoft Enterprise Financial Management 9

• PeopleSoftコミットメント・コントロール
• SAP ERP Financial

• SAP BW (Business Warehouse)

• JD Edwards一般会計システム
統合にはデータ・ロードとドリル・スルーが含まれます。
さらに FDMEEは、オープン・インタフェース・アダプタをサポートします。オープン・イ
ンタフェース・アダプタを使用すると、インタフェース表を使用して、任意のソース・シス
テムからデータをインポートできます。
各ソース・システムでサポートされるテクノロジの詳細は、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management System動作保証マトリックスを参照してください。

ファイルベースのデータ・ロード
ファイルベースのインポートおよびライトバックは、Enterprise Resource Planning (ERP)ソ
ース・データに直接接続できないが、テキスト・ファイルでソースのデータを使用できるユ
ーザーのためにサポートされています。固定幅ファイルでも区切りファイルでも、すべての
ファイルをターゲット EPMアプリケーションに容易にインポートできます。たとえば、ソー
ス・システムから生成された試算表レポートを取得して、インポート・フォーマット機能を
使用して Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionにマップで
きます。勘定科目、エンティティ、データ値などのファイルにおける場所や、データ・イン
ポート時にどの行をスキップするかをシステムに指示できます。この機能を利用すると、ビ
ジネス・ユーザーが任意のソースのデータを容易にインポートでき、ターゲット・アプリケ
ーションにロードする際に技術的な支援がほとんど必要ありません。
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また、EPMシステムからファイル・システムにデータを抽出またはライトバックする
方法を決定するデータ・ロード・ルールを定義することもできます。たとえば、予算
データをライトバックする必要がある場合があります。

サポートされている EPM Systemターゲット・アプ
リケーション

サポートされる Oracle Enterprise Performance Management Systemターゲット・ア
プリケーション(Oracle Hyperion EPM Architectおよび Classic)は次のとおりです:

• Oracle Hyperion Planning

• Oracle Hyperion Financial Management (Tax Provisionアプリケーションを含む)

• Oracle Essbase集約ストレージおよび Essbaseブロック・ストレージ。Essbase
がスタンドアロン・モードでデプロイされた場合、Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionで直接実行できないため、Shared
Servicesに登録する必要があります。また、スタンドアロン Essbaseに依存する
Planningアプリケーションも、FDMEEで直接機能しません。

• Oracle Hyperion Profitability and Cost Management

• Account Reconciliation Manager (ARM)

ノート:

EPMシステム製品が分散環境にインストールされている場合は、ファイルを
インスタンス間で処理できるように、FDMEEとターゲット・アプリケーシ
ョンが同じオペレーティング・システム上に存在することをお薦めします。
これは、LinuxおよびWindowsでのファイルの処理方法に関連します。Linux
では行の最後に改行文字のみありますが、Windowsでは改行文字と復帰改行
文字があります。別の方法として、イベント・スクリプトを使用して異なる
ファイル・フォーマットを変換できます。

FDMEEの主な利点
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでサポートさ
れる主な利点は次のとおりです:

• ユーザー・エクスペリエンスの向上 - Oracle Enterprise Performance Management
Systemでの統合。FDMEEユーザー・インタフェースは、Oracle Hyperion
Planningおよび Oracle Hyperion Financial Managementユーザー・インタフェー
スと一貫性があります。

• パフォーマンスの向上 - ユーザー・インタフェースおよびデータ・ロード・パフォ
ーマンスの向上

• 緊密な Oracle Hyperion Shared Services統合 — Shared Servicesのすべてのネイ
ティブ機能がサポートされています(例: ユーザー・グループ)。

• Internet Explorerおよび Firefoxブラウザのサポート
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• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System Lifecycle Managementの
サポート - 他の EPM System製品と同様の、ライフサイクル管理の一貫したサポート
ライフサイクル管理アプリケーションをリリース 11.1.2.3から 11.1.2.4に移行できます。

• 複数のプラットフォームのサポート — すべてのサポート対象プラットフォーム。
• 整合性のあるスケーリングおよびロード・バランシング - すべてのスケール・アウト構成
およびロード・バランシング・ステップは他の EPM System製品と整合性があります。
Oracle® Enterprise Performance Management Systemデプロイメント・オプション・ガ
イドも参照してください。

• FDMEEをプライマリ・ゲートウェイとして使用して、オンプレミスとクラウドベースの
アプリケーションを統合できます。この機能を使用すると、EPMユーザーはクラウド・
デプロイメントを既存の EPMポートフォリオに適用できます。

• データ同期 - アプリケーションのディメンショナリティに関係なく、EPMアプリケーシ
ョン間で簡単にデータを移動でき、その際に EPMソース・アプリケーションからデー
タ・ファイルを作成する必要はありません。ソースおよびターゲット EPMアプリケーシ
ョンを指定して、データをマップします。強力なマッピング機能がすでに使用可能な場
合、データはあるアプリケーションから別のアプリケーションに簡単に変換できます。た
とえば、データを同期すると、レポート用に Financial Managementから Oracle Essbase
にデータを移動できます。

• すべての EPMアプリケーション(Accounts Reconciliation Mangerを除く)から
Enterprise Resource Planning (ERP)アプリケーションへのライトバックのサポート。こ
の機能を使用すると、Planningで作成された予算を Peoplesoftまたは Oracle E-Business
Suite ERP GLにライトバックしたり、調整仕訳を Financial Managementから E-
Business Suiteや Peoplesoftなどの ERPシステムに移行するなど、大きな利点がありま
す。他のターゲット・システムは、引き続きカスタム・アプリケーション・フレームワー
クを使用する必要があります。

FDMEEアプリケーション・フォルダのアーキテクチャ
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、アプリケーショ
ン・ルート・フォルダに作成されるフォルダのセットを使用します。アプリケーション・ル
ート・フォルダは、システム管理者によって FDMEEがインストールされているサーバーに
作成され、FDMEEの「構成」の「システム設定」で定義されます。
基本的なファイル構造を作成するには、「システム設定」画面の「アプリケーション・フォル
ダの作成」ボタンをクリックします。また、アプリケーション・フォルダとロケーション・
フォルダを作成することもできます。アプリケーション・フォルダを使用しない場合、ロケ
ーション・フォルダは最上位レベルの inboxに作成されます。アプリケーション・フォルダ
を使用する場合、ロケーション・フォルダは関連するアプリケーション・フォルダ内に作成
されます。
可能なフォルダ構造の例を示します。
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標準の FDMEEアプリケーションでは次のフォルダ構造が使用されます:

表 1-1 FDMEEアプリケーションのフォルダ構造

フォルダ 説明

data
dataフォルダには、システムによってロード
された各ファイルのコピーが含まれます。ま
た、スクリプト・ディレクトリのルート・フォ
ルダでもあります。このフォルダ内の各ファ
イルには一意の名前が割り当てられ、データ・
ロード・ワークベンチで金額をクリックする
か、「ドリルスルー」画面から開くことができ
ます。
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表 1-1 (続き) FDMEEアプリケーションのフォルダ構造

フォルダ 説明

    scripts
これは、custom、eventおよび importフォ
ルダの最上位フォルダです。これらのタイプ
のスクリプトは、これらのフォルダに格納され
ます。

        custom

        event

        import

custom - Visual Basicまたは Jythonスクリ
プトで記述されたカスタム・スクリプトが含ま
れます。
event - 指定したシステム・イベントに対して
実行され、Visual Basicまたは Jythonスクリ
プトで記述されたスクリプトが含まれます。
import - インポート・フォーマットに関連付け
られ、インポート処理ステップ中に実行される
スクリプトが含まれます。これらのスクリプ
トを記述できるのは Jythonのみです。

inbox
inboxは、ソース・ファイルのインポート元の
デフォルト・ディレクトリであり、すべての元
帳抽出ファイルの中央リポジトリとして使用
します。ソース・ファイルは、アクセス可能な
すべてのディレクトリから取得できるため、イ
ンポート・ファイルをこのディレクトリに配置
する必要はありません。
ユーザーによって作成されたすべてのロケー
ションにフォルダを作成するオプションを選
択すると、これらは inboxに作成されます。
inboxには、batchesディレクトリおよび
archivestoreディレクトリが含まれます。

    archivestore
将来の使用のために予約されています。

    batches
batchesは、最上位レベルのフォルダで、ファ
イルの格納には使用されません。

        openbatches
openbatchesは、ファイルがシステムによっ
て格納される場所です。これらのファイルに
は名前に視点が含まれるため、ユーザー・イン
タフェースで POVを設定しなくてもシステム
によって 1つ以上のファイルが選択およびロ
ードされます。これは、一度に多数のファイル
をロードする必要がある場合に非常に有用で
す。

        openbatchesml
openbatchesフォルダと同様です。ただし、
これらのファイルでは 1つのファイルに複数
の期間が含まれます。
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表 1-1 (続き) FDMEEアプリケーションのフォルダ構造

フォルダ 説明

outbox
outboxフォルダには、FDMEEによって作成
されるエクスポート・ファイル、ターゲット・
アプリケーションのエラー・ログ・ファイル、
ドリル領域ロード・ファイルおよびターゲット
のドリル・ロード・ログが格納されます。

    archivestore
将来の使用のために予約されています。

    logs
ロード処理で生成された EPM-APPLICATION-
NAME_PROCESS-ID.log形式のログが格納さ
れます。これらのログは、FDMEEの「プロセ
スの詳細」ページでログの表示リンクを使用し
て表示できます。

    reports
reportsフォルダには、バッチ・レポート・プ
ロセスによって生成されたレポート出力(PDF、
HTMLまたは XLS)が格納されます。このフォ
ルダには、オフライン・モードで実行したレポ
ートの出力も含まれます。

ノート:

アプリケーションのフォルダ構造を作成するには、「アプリケーション設定」
画面でルート・フォルダを定義し、「アプリケーション・フォルダの作成」オ
プションを選択します。たとえば、指定されたアプリケーションに対しての
みスクリプト・セットを実行する場合は、アプリケーション・フォルダを使
用する必要があります。

データへのドリル
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionを使用してデ
ータにドリルすると、値を構成する内容など、質問に対する回答が得られます。デー
タのドリルには、ドリルアップとドリルダウン、ドリル・バックおよびドリル・スル
ーの 3タイプのドリル・プロセスが使用できます。
ドリルアップとドリルダウンを使用すると、EPMのディメンションや階層に移動で
き、集約されているメンバーを確認できます。たとえば、期間ディメンション・メン
バー「Q4」をドリルダウンすると、「Jan」、「Feb」および「Mar」を確認できます。
ドリル・バックを使用すると、EPMアプリケーション(Oracle Hyperion Planningなど)
から、データが格納されて抽出されたソース・アプリケーションに移動できます。た
とえば、Planningからドリル・バックを開始し、データが Oracle Financials Cloudの
アプリケーションに格納されている場合、Oracle Financials Cloudに戻ります。

第 1章
データへのドリル

1-6



ドリル・スルーを使用すると、FDMEE内のソース残高から、データが抽出されたソース・シ
ステムに戻ることができます。これによって、ソース値を構成する詳細(トランザクション)デ
ータを確認できます。

ドリル・スルー
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionには、EPMアプリケ
ーションから一般会計ソースにドリル・スルーするためのフレームワークが用意されていま
す。人事データの場合、ドリル・スルーはサポートされません。ユーザーは FDMEEを介し
てソース・システムの詳細にドリル・スルーできます。
ドリル領域を作成する機能は「ターゲット・アプリケーション」オプションで有効化されま
す。FDMEEはシナリオごとにドリル領域を作成します。任意のキューブの場合(Planningプ
ラン・タイプまたは Essbaseデータベース、ドリル領域の名前はシナリオ・メンバーの
FDMEE_<name名です)。ドリル領域を作成する場合、FDMEEはディメンションがドリルに
対して有効かどうかを確認します。データ・ロードで選択された有効なディメンションのメ
ンバーは、ドリル領域フィルタに含まれます。ディメンションが有効になっていない場合、
シナリオ、バージョン、年および期間のディメンションがデフォルトで有効になります。追
加のディメンションを有効にでき、後続のデータ・ロードでは新規に有効化されたディメン
ションのメンバーが考慮されます。ドリルの作成に使用されたドリル領域に以前に含まれて
いたディメンションを無効化する場合、それらのディメンションのメンバーは後続のデータ・
ロード時に削除されません。必要に応じて、古いメンバーを手動で削除できます。

ノート:

ソース・システムが Oracle E-Business Suite/Peoplesoftで、メタデータ・ルールが
ある場合、そのメタデータ・ルールに基づいてドリル領域が作成されます。それ以
外の場合は、データ・ロード・マッピングのターゲット・メンバーに基づいて作成
されます。年、期間、シナリオについては、FDMEEでは監査情報を使用してドリ
ル領域が作成されます。

ノート:

Oracle Smart View for Officeおよび Oracle Hyperion Financial Reportingでは、デー
タ・ソースが Oracle Hyperion Financial Management、Oracle Hyperion Planning、
Oracle Essbaseおよび Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの場合
にのみドリル・スルーできます。

ノート:

Financial Managementの仕訳および会社間トランザクションに対しては、ドリル・
スルーはサポートされていません。

ドリル・スルーする際に、データが FDMEEでロードされている場合、ランディング・ペー
ジは Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceの新しいタブまたは
新しいウィンドウで表示されます。ランディング・ページは、ソース・システム内のデータ
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へのゲートウェイです。FDMEEランディング・ページへのドリル・スルーを参照して
ください。

FDMEEランディング・ページへのドリル・スルー
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのランディン
グ・ページには、一般会計勘定科目と、EPMアプリケーションのセルに移入するため
に使用されたハイパーリンク付きの残高が表示されます。リンク付きデータ値をクリ
ックすると、ソース・システムにドリル・スルーし、選択した一般会計勘定科目に関
連する仕訳入力を表示できます。
残高までドリル・スルーして、ソース・システムからロードされたデータを表示でき
ます。ログイン検証後に Oracle General Ledgerの「残高」ページに移動すると、特定
の期間について EPMアプリケーションに表示されるドリル値に使用される一般会計
勘定科目がリストされた表を参照できます。
この表には、すべての一般会計勘定科目の分類がハイパーリンク付きで表示され、
Oracle General Ledgerの仕訳行ページに深くドリル・インできます。これにより、選
択した Oracle General Ledger勘定科目に関連する仕訳帳入力を参照できます。
PeopleSoft Enterprise Financial Managementに移動すると、ログイン検証後に元帳照
会ページが表示されます。これにより、仕訳照会ページに情報を表示できます。ドリ
ル・スルー機能の詳細は、PeopleSoft Enterprise General Ledger 9.1 PeopleBookを参
照してください。

FDMEEのアーキテクチャ
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、Enterprise
Resource Planning (ERP)システムを Oracleの Hyperion EPMアプリケーションと統
合するための主要アプリケーションです。FDMEEは Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceを介してアクセスされ、Oracle Hyperion
Shared Servicesを使用してユーザーが認証されます。統合のキーは、基礎となるエン
ジンである Oracle Data Integratorにあります。
FDMEEは、Oracle Data Integratorの上位にあり、EPMアプリケーションに対するメ
タデータおよびデータの移動を調整します。アプリケーション・サーバーは複数のプ
ラットフォームにデプロイでき(Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemの動作保証マトリックスを参照)、Oracle Hyperion Financial
Management、Oracle Hyperion Planning、Profitability、Account Reconciliation Manager
および Oracle Essbaseなどの EPMアプリケーションに接続します。
FDMEEによってインストールおよび使用される ODIエージェントは、FDMEEユーザ
ー・インタフェース、FDMEEバッチ、Windowsまたは Lynxバッチを使用して実行さ
れる FDMEEジョブなど、FDMEE処理の一部として起動されるプロセス専用です。
FDMEEリポジトリは、製品に含まれる FDMEEオブジェクトを排他的に使用するた
め、またはこれらのオブジェクトに対して顧客がカスタマイズを行うためのものです。
FDMEEで使用される ODIエージェントまたはリポジトリを顧客が他の用途に使用す
ることはできません。他の ODIの処理には別のエージェントとリポジトリを使用する
必要があります。
次の図に、FDMEEの技術アーキテクチャの構造を示します:
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次の図は、FDMEEのデータの流れを示しています。
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次の図は、FDMEEの高可用性を示しています:

 

 

FDMEEでの Oracle Data Integratorの構成
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、定義済ソ
ースからデータまたはメタデータを抽出し、抽出したアーティファクトを
Performance Management Architectインタフェース表に移入するかクラシック・アプ
リケーションに移入するエンジンである Oracle Data Integratorに依存します。EPM
Systemインストーラは、FDMEEがインストールされる際に ODIをインストールしま
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す。インストーラは ODIマスターおよび作業リポジトリと ODI J2EEエージェントもインス
トール・プロセスで構成します。
また、FDMEEを使用する前に、Oracle Data Integratorで手動の構成ステップを実行する必要
があります。

ノート:

ファイル以外のソースからデータをロードする場合は ODIのみ構成します。ファ
イルベースのデータ・ロードはそのまま動作するので、追加の ODI構成は不要で
す。

1. Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムに基づいてデータ・サーバーを設
定します。

2. 物理スキーマを設定します。
3. ODIコンテキスト・コードを設定します。

Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムに基づくデー
タ・サーバーの設定

ソース・メタデータまたはソース・データ(あるいはその両方)に使用される Enterprise
Resource Planning (ERP)ソース・システムに基づいて、該当するデータ・サーバーを設定す
る必要があります。
Enterprise Resource Planning (ERP)ソース(Oracle E-Business Suite、PeopleSoft、SAP)から
インポートする場合は、次に示す該当するデータ・サーバーを設定します。
• EBS_DATA_SERVER - E-Business Suite一般会計の場合
• PSFT_FMS_DATA_SERVER - PeopleSoft General Ledgerおよび Commitment Control
の場合

• JDE_DATA_SERVER - JD Edwards Enterprise (JDE) General Ledgerの場合
• SAP_SERVER - SAP FICO

サーバー接続情報を更新するには:

1. Oracle Data Integratorコンソールにアクセスします。
2. 「参照」タブを選択します。
3. 「トポロジ」を展開します。
4. 更新する稼働データ・サーバーを選択し、「編集」をクリックします。
たとえば、「EBS_DATA_SERVER」または「PSFT_FMS_DATA_SERVER」を選択しま
す。

5. 「データ・サーバーの編集」の「JDBC詳細」で、「JDBCドライバ」に JDBCドライバを
入力します。
たとえば、oracle.jdbc.OracleDriverと入力します。

6. 「JDBC URL」に JDBC URLアドレスを入力します。
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たとえば、jdbc:oracle:thin:@<host>:<port>:<sid>と入力します
7. 「ユーザー」にユーザー名を入力します。
8. 「JDBCパスワード」にパスワードを入力します。
9. 「保存」をクリックします。

物理スキーマの設定
物理スキーマを更新するには:

1. Oracle Data Integratorコンソールにアクセスします。
2. 「参照」タブを選択します。
3. 「スキーマ」を展開します。
4. 「物理スキーマ」を展開します。
5. 更新するスキーマを選択し、「編集」をクリックします。
たとえば、「EBS_DATA_SERVER」または「PSFT_FMS_DATA_SERVER」を選
択します。

6. 「スキーマ名」に、スキーマ名を大文字で入力します。
7. 「保存」をクリックします。

注意:

最初の構成の完了後、Oracle Data Integratorトポロジ・マネージャの物理ス
キーマに対する Enterprise Resource Planning (ERP)システム接続情報を切
り替えると、重大な問題が発生することがあります。たとえば、Oracle Data
Integratorトポロジ・マネージャの ERP Test Instance1を指す 1つの物理ス
キーマ(ERPTEST)の使用を開始してから、Oracle Data Integratorに新しいコ
ンテキストを作成しないまま、この物理スキーマの接続情報を ERP Test
Instance2を指すように変更すると、重大な問題が発生することがあります。
正しい手順は、それぞれ異なる ERPインスタンスを指す 2つの物理スキーマ
(ERPTEST1および ERPTEST2)を作成することです。次に、2つのコンテキ
ストを作成し、該当する物理スキーマをコンテキスト内の論理スキーマに関
連付けます。

ODIコンテキスト・コードの設定
デフォルトの「GLOBAL」ODIコンテキスト・コードを設定できます。ODIコンテキ
スト・コードは、Oracle Data Integratorに定義されているコンテキストを参照します。
コンテキストはソースおよびターゲットの接続情報をグループ化します。
デフォルトの「GLOBAL」ODIコンテキスト・コードを設定するには:

1. Oracle Data Integratorコンソールにアクセスします。
2. 「参照」タブを選択します。
3. 「コンテキスト」を展開します。
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4. 「グローバル」更新を選択して、「編集」をクリックします。
5. 「コンテキストの編集 Global」の「コンテキスト名」に GLOBALと入力します。
大文字のみで「GLOBAL」と入力します。

6. 「デフォルト・コンテキスト」を選択します。
7. 「保存」をクリックします。

JD Edwardsと統合するための ODIの設定
JD Edwardsと統合するために ODIを設定するには:

1. JD Edwards EnterpriseOneデータ・アクセス・ドライバ(DAD)をダウンロードします:

a. My Oracle Supportをクリックして、マイ・サポートを表示します。
b. 「パッチと更新版」タブを選択してから「JD Edwardsパッチ」を選択します。
c. JDEdwardsに、次のように入力します: EnterpriseOne Tools Releases。
d. 「リリース」で、「すべてのリリース」を選択します。
e. 「プラットフォーム」で、複数プラットフォームを選択します。
f. 「説明」 (*text*)で、*Data Access Driver*と入力します。
ワイルドカード検索であるため、アスタリスクを含めます。

g. 「ライセンス契約」チェック・ボックスを選択します。
h. 「検索」をクリックします。
i. プラス記号(+)をクリックし、Tools 9.2,*データ・アクセス・ドライバをダウンロー
ド・バスケットに追加します。

ノート:

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
は、JD Edwards Tools 9.2.5以上をサポートしています。JDE Tools 9.2.x.x
を使用している場合、9.2.x.x DADドライバを使用してください。

j. アイテムのハイパーリンクをクリックし、ツールのリリース固有アイテムをダウンロ
ードします。

2. DADドライバをコピーするには:

DADドライバの拡張子は.parですが、解凍はできません。
a. アーカイブ・ファイルを一時ディレクトリに解凍します。
b. JARファイル DADriver_EAR.jarを抽出(解凍)します。
c. DADriver_EAR.jarから抽出した内容を、EPM_MIDDLEWARE_HOME\odi\sdk\libディレ
クトリにコピーします。

3. JD Edwardsシステム管理者に次のファイルを提供するよう依頼します:

• jdbj.ini
• jas.ini
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• jdelog.properties
これらのファイルは、JD Edwards Server Managerを使用して JD Edwards
EnterpriseOneデータ・アクセス・ドライバを登録すると生成されます。

4. JDEアプリケーション・サーバーから EPM_MIDDLEWARE_HOME\odi\sdk\libディレ
クトリに jas.iniファイル、jdbj.iniファイルおよび jdelog.propertiesファイ
ルをコピーします。

5. jas.iniファイルのセキュリティ・サーバーが正しく設定されていることを確認し
ます。

6. 次のようにして、jdbj.iniファイルを確認して編集します:

a. JD Edwardsアプリケーションのデータベースが Oracleの場合は、
tnsnames.oraファイルの場所を更新します:

たとえば、jdbj.iniファイルの
tns=EPM_MIDDLEWARE_HOME\user_projects\config\dbclient/tnsnames.ora
を変更します。
スラッシュまたは円記号(バックスラッシュ)を使用できます。

b. {JDBj-BOOTSTRAP SESSION]スタンザとパスワード値を暗号化します。
スタンザに変更がない場合、更新する必要はありません。

c. .INIファイルのパスワード暗号化を変更するには、サーバー・マネージャを
使用します。

d. [JDBj-RUNTIME PROPERTIES]スタンザにある次のパラメータ値を設定します:

resultSetTimeout=-1

transactionTimeout=-1

usageExecutionThreshold=20000

usageResultSetOpenThreshold=120000

usageTracking=false

msSQLQueryTimeout=1800000

e. tnsnames.oraファイルを編集します。
tnsnames.oraエントリが存在する場合は、コピーして名前を変更します。
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tnsnames.oraファイルには、次のように JDEサーバーへの参照を含める必要があり
ます。
jdeprod =

  (DESCRIPTION =
    (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = example.domain.com)(PORT = 
1521)) 

    (CONNECT_DATA =      

      (SERVER = DEDICATED)

      (SERVICE_NAME = jdeprod)

    )

  )

tnsnames.oraファイルは EPM_MIDDLEWARE_HOME\user_projects\config\dbclient/
tnsnames.oraにあります。

7. jdelog.propertiesファイルを編集し、ファイル内のすべての参照で必要に応じてログ・
レベルを設定します。
a. 本番環境では、重大なエラーのみがログ・ファイルにレポートされるよう、ログ・レ
ベルは SEVEREに設定します。

b. logの jdelog.propertiesでのファイル・パスを
EPM_MIDDLEWARE_HOME\user_projects\domains\EPMSystem\serever\ErpIntgegrato
r0\logsに変更します。
たとえば、ファイルで検出されたすべてのインスタンスで
FILE=EPM_MIDDLEWARE_HOME\user_projects\domains\EPMSystem\serever\ErpIntge
grator0\logs\e1driver.log と指定します。

8. jdbj.iniファイルに指定されているサーバーに ODIサーバーからアクセスできること
を確認してください。
これを行うには、コマンドラインからサーバーに pingを発行します。

9. 環境変数 JAVA_HOMEおよび TEMPが正しく設定されていることを確認します。
JAVA_HOMEは環境変数であり、EPM_MIDDLEWARE_HOME\jdk160_35\bin下の java.exeを指
しています
TEMPはユーザー変数であり、%USERPROFILE%\AppData\Local\Tempを指しています。
環境変数を設定するには、マシンの再起動が必要な場合があります。

10. JD Edwardsで Microsoft SQL Serverまたは IBMデータベースを使用している場合は、
JDBCドライバをダウンロードして DOMAIN HOME/libディレクトリにコピーします。
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通常、これは EPM_MIDDLEWARE_HOME\user_projects\domains\EPMSystem\libディ
レクトリです。
データベース・プラットフォーム用の JDBCドライバのサポートされるバージョ
ンは、JD Edwards Toolsのドキュメントを参照してください。

11. jdbj.iniファイルで"environment"を検索し、環境値を書き留めます:

[JDBj-BOOTSTRAP SESSION]

user=JDE

password=ACHCJKEBHCJKBKEEGLDDFKBCLBCDBCGBDCMJMBPGKLNO

role=*ALL

environment=JDV920

12.「ODI Studio」、「トポロジ」、「テクノロジ」、「Oracle」の順に選択し、
「JDE_DATA_SERVER」を選択します。
 

 

a. 「定義」 セクションで、次の値を指定します:

i. 「ユーザー」で、JDE_USERと指定します。
ii. 「パスワード」で、JDE_USERと指定します。

b. 「JDBC」セクションで、値は次のようにする必要があります:

• JDBC Drivercom.jdedwards.jdbc.driver.JDBCDriver

• JDBC URL jdbc:oracle:enterpriseone://
JDV920;RMNEQN=1;enterpriseone.role=*ALL

c. 「物理スキーマ」で、ユーザーの JDEを選択します。
物理スキーマである 2番目の(インデントされた)JDEサーバーを選択します。
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13. FDMEEサービスを再起動します
14.「Oracle Data Integrator」で、ODIエージェントを使用して JDEテスト接続を実行しま
す。
a. 「ODI Studio」から、「Oracle Data Integrator」を起動します。
b. 「物理アーキテクチャ」、「テクノロジ」、「Oracle」の順に選択し、「JDE_Data_Server」
を選択します。
ローカル・エージェントではなく、ODIAgentを使用して JDEテスト接続をテストし
ます。

c. 「接続のテスト」をクリックします。
d. 「接続をテストします」で、「OracleDIAgent」を選択して「テスト」をクリックしま
す。

e. 「物理アーキテクチャ」、「エージェント」、「OracleDIAgent」の順に選択して右クリ
ックし、「テスト」を選択します。
テストが成功すると、情報ウィンドウが表示されます。

15. 次のファイルを FDMEEサーバーの場所
EPM_MIDDLEWARE_HOME\EPMSystem11R1\products\FinancialDataQuality\odi\11.2.0
.0\workrepから ODI Studioがインストールされているサーバーにコピーします:

• MFOL_JDE_Adapter_Model.xml

• MFOL_JDE_Adapter_Project.xml

• PROJ_JDE_Adapter_Project.xml

次:

a. 「ODI Studio」および「デザイナ」から、次の手順を実行します:

i. 「プロジェクト」を選択します。
ii. 「プロジェクトのインポート」を選択します。
iii. インポート・タイプ INSERT_UPDATEを選択します。
iv. 「ファイル・インポート・ディレクトリ」から、ファイルがコピーされたディレク
トリを選択します。

b. 「ODI Studio」、「デザイナ」および「モデル」から、「モデル・フォルダのインポー
ト」を選択して次の手順を実行します:

i. 「モデル」を選択します。
ii. 「モデル・フォルダのインポート」を選択します。
iii. インポート・タイプ INSERT_UPDATEを選択します。
iv. ファイル・インポート・ディレクトリの選択を選択します。
v. 「ファイル・インポート・ディレクトリ」から、ファイルがコピーされたディレク
トリを選択します。

16. FDMEEサービスを再起動します。
17. JDE_Adapter.xmlファイルを FDMEEサーバーの場所

EPM_MIDDLEWARE_HOME\EPMSystem11R1\products\FinancialDataQuality\odi\11.2.0
.0\adaptersから FDMEEアプリケーション受信ボックスにコピーします。
その後、次の手順を実行します:
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a. ワークスペースにログインします。
b. FDMEEに移動し、「設定」から「ソース・アダプタ」を選択します。
c. 「インポート」を選択し、受信ボックスから JDE_Adapterをインポートしま
す。

JDEソース・システムからデータをロードするための統合を定義する準備ができ
ました。

セキュリティ
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは次の役割を
サポートします:

表 1-2 セキュリティ役割とタスクの説明

FDMEEの役割 役割ごとのタスク
管理者 アプリケーションを管理し、FDMEEのアクシ

ョンを実行します。管理者の役割でログイン
すると、すべてのリンクが「タスク」ペインに
表示されます。

統合の作成 ソース・システムとターゲット・システム間で
データを統合するマッピングを作成します。
ユーザーは、様々な実行時オプションを使用し
てデータ・ルールを定義できます。

ノート:

ルールを実行し
たり、ソース・シ
ステム登録、ター
ゲット・システム
登録またはソー
ス会計エンティ
ティを表示、作
成、編集または削
除することはできません。

「統合の作成」役割でログインすると、「タス
ク」ペインに「データ・ロード」、「メンバー・
マッピング」、「HRデータ・ロード」、「メタデ
ータ」、「プロセスの詳細」のリンクが表示され
ます。

ドリル・スルー ソース・システムにドリル・スルーできるかど
うかを制御します。
FDMEEでは、この役割は FDMEEのランディ
ング・ページにドリルできるかどうかを制御
し、ソース・システムへのドリルを制御しま
す。
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表 1-2 (続き) セキュリティ役割とタスクの説明

FDMEEの役割 役割ごとのタスク
統合の実行 実行時パラメータを使用してデータ・ルールを

実行し、実行ログを表示します。

ノート:

ソース・システム
登録、ターゲッ
ト・システム登録
またはソース会
計エンティティ
を表示、作成、編
集または削除することはできません。

Oracleまたは PeopleSoft Enterprise
Financial Managementからデータを抽出す
る必要がある FDMEEユーザーにはこの役割
を付与し、データ・ルールを実行できるように
する必要があります。
「統合の実行」役割でログインすると、ワーク
フロー・タスクに「データ・ロード・ワークベ
ンチ」、「データ・ロード」、「メンバー・マッピ
ング」、「HRデータ・ロード」、「メタデータ」、
「プロセスの詳細」のリンクが表示されます。

HR統合 人事データ・ルールを実行し、ランタイム・パ
ラメータを設定します。トランザクション・ロ
グを表示できます。

中間 2-9 中間レベルの役割 2～9は管理者によって定義
されます。

ノート:

FDMEEユーザーが定義できるのは、アクセス権を持つターゲット・アプリケーシ
ョンに対するマッピングのみです。

ノート:

現在、Oracle Hyperion Planningおよび Oracle Essbaseでは、メンバー・レベルの
セキュリティを使用していません。
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統合プロセスの概要
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionを使用して、
Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムのメタデータおよびデータを次
の方法で統合できます:

• 一般会計データの抽出
• EPMアプリケーションからのデータのライトバック
• メタデータの統合

一般会計データの抽出
次のプロセスに従い、一般会計のメタデータおよびデータを抽出し、EPMターゲッ
ト・アプリケーションにプッシュします:

1. ソース・システム固有の Oracle Data Integratorと Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionの詳細を追加することにより、FDMEEに
ソース・システムを登録します。

2. ターゲット・アプリケーションを FDMEEで使用できるように登録します。
3. ソース会計エンティティを選択します。
4. インポート・フォーマットおよびロケーションを定義します。
5. メタデータ・ルールを作成します。
6. 年ディメンションおよび期間ディメンションの期間マッピングを作成します。
7. カテゴリ・マッピングを作成します。
8. メンバー・マッピングとデータ・ロードのルールを作成します。
9. メタデータ・ルールを実行してメタデータを Oracle Hyperion Financial

Management、Oracle Hyperion Planningアプリケーションおよび Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementにインポートします。
Oracle Hyperion EPM Architectを使用する場合、これらのアプリケーションのデプ
ロイまたは再デプロイも行います。

10. データ・ルールを実行し、ソース・システムからデータを抽出してターゲット・ア
プリケーションにプッシュします。データまたはメタデータ(あるいはその両方)
が FDMEEステージング表にステージングされ、ソース・システムから抽出され
て、ターゲット・アプリケーションにロードされます。
ロードされたデータは、各ターゲット・アプリケーション(Planning、Financial
Managementまたは Oracle Essbase)によって様々な目的に使用されます。さら
に、ソース・データは、アプリケーションのWebフォームまたは Oracle Smart
View for Officeおよび Oracle Hyperion Financial Reportingからのドリル・スルー
に使用することもできます。

EPMアプリケーションからのデータのライトバック
次のプロセスに従い、EPMアプリケーションから使用中の一般会計ソース・システム
にデータをライトバックします:
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1. 一般会計データの抽出のステップ 1-5およびステップ 7–8を実行します。
2. 必要なセグメントまたはチャートフィールドのライトバック・マッピングを定義します。

EPMアプリケーションをソースとして選択し、Enterprise Resource Planning (ERP)をタ
ーゲットとして選択できます。これにより、仕訳インタフェース表に書き込まれます。

3. データ・ロード・ルールを実行して、サポートされるターゲット・アプリケーション
(Oracle Hyperion Planning、Oracle Essbase集約ストレージ、Essbaseブロック・スト
レージおよび Oracle Hyperion Financial Management)から一般会計ソース・システムに
データをプッシュします。

ノート:

SAP一般会計ソース・システムにデータをライトバックできません。

ノート:

Financial Managementからのライトバックは、Oracle E-Business Suite
General Ledgerのみに限定されます。EPMからレガシーまたはその他のサポ
ートされていない Enterprise Resource Planning (ERP)システムにデータをラ
イトバックするには、カスタム・ターゲット・アプリケーションにデータを抽
出することをお薦めします。データの抽出後、データ・ファイルを Enterprise
Resource Planning (ERP)システムに使用できる形式に変換し、インポートする
必要があります。

4. Oracle General Ledgerまたは PeopleSoft一般会計のプロセスを実行し、E-Business
Suiteまたは PeopleSoft Enterprise Financial Managementにデータをロードします。

メタデータの統合
Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムのメタデータおよびデータを統合しま
す。

一般会計の統合の理解
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、一般会計ソー
ス・システムから EPMアプリケーションへのデータのロードと、ターゲットの Oracle
Hyperion Planningアプリケーションから一般会計ソース・システムへのデータのライトバッ
クをサポートしています。
• 一般会計ソース・システムからのデータのロード — FDMEEでは、一般会計ソース・シ
ステムからのデータのロードをサポートしています。FDMEEでは、メタデータ(Oracle
E-Business Suiteおよび PeopleSoft Enterprise Financial Managementのディメンショ
ン・メンバーおよび階層のみ)と Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムの
データの両方をロードできます。

• 一般会計ソース・システムへのデータのライトバック - FDMEEでは、データを
Planning、Oracle Essbase集約ストレージ、Essbaseブロック・ストレージ、Oracle
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Hyperion Financial Managementから抽出して、一般会計ソース・システムにロー
ドできます。

ライトバックに対するデータ・ロードは、SAPおよび JD Edwardsでは使用できませ
ん。これらの Enterprise Resource Planning (ERP)システムおよび他のレガシー・アプ
リケーションへのライトバックに推奨される方法は、データをカスタム・アプリケー
ション(データ・ファイル)に抽出し、ERPシステムに受け入れられるフォーマットに
変換して仕訳としてインポートする方法です。

要件
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionの使用を開始
する前に、次の点に注意してください:

• EPMのディメンション要件を満たしていることを確認してください:

EPMアプリケーションは、ディメンションを任意に組み合せて構築できます。組
合せには、選択したアプリケーションの必須ディメンションが含まれている必要が
あります。Enterprise Resource Planning (ERP)システム・プロパティから供給さ
れるメンバー・プロパティで、メンバー・プロパティが Enterprise Resource
Planning (ERP)ソース・システムからどのように供給されるかを説明しています。

• EPMのメンバー要件を満たしていることを確認してください:

– メンバーの重複 - メンバー名が重複する問題を回避するためのベスト・プラク
ティスとして、各ディメンションに一意の接頭辞または接尾辞を追加し、各メ
ンバーが常に一意になるようにしてください。

– 別名メンバーの重複 - アプリケーションに重複する別名メンバーがある場合、
ターゲット・アプリケーション内で重複を除去することが重要です。重複を除
去しないと、Oracle Hyperion EPM Architectにアプリケーションをデプロイす
る際に、検証エラーが発生します。

ノート:

Performance Management Architectでの別名検証エラーを回避する
ため、ソースの説明は一意である必要があります。

ソース・システムからターゲット EPMアプリケーションにディメンションを移動する
場合、命名規則を理解しておく必要があります。Performance Management Architect
の場合は、『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Architect管理者ガ
イド』を参照してください。Oracle Hyperion Planningの場合は、『Oracle Hyperion
Planning管理者ガイド』を参照してください。Oracle Hyperion Financial Management
の場合は、『Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイド』を参照してくださ
い。

必須ディメンション
EPMアプリケーションは、選択したアプリケーションに必要なものがディメンション
の組合せに含まれている場合に、任意の組合せを使用して構築できます。たとえば、
Oracle Hyperion Planningには、Oracle Hyperion Financial Management以外のアプリ
ケーションにある様々なディメンションが必要です。
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必須ディメンションおよび Oracle Hyperion EPM Architectアプリケーションのプロパティの
詳細は、『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Architect管理者ガイド』を
参照してください。Planningクラシック・アプリケーションの詳細は、『Oracle Hyperion
Planning管理者ガイド』を参照してください。Financial Managementクラシック・アプリケ
ーションの詳細は、『Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイド』を参照してくだ
さい。Oracle Essbaseクラシック・アプリケーションの詳細は、『Oracle Essbaseデータベ
ース管理者ガイド』を参照してください。
次のディメンションは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionとの統合の際に特別な考慮が必要です。
• 勘定科目
• 通貨
• エンティティ
• シナリオ
• バージョン
• ビュー
• 年
• 期間
前述のリスト以外にも、カスタム・ディメンションで FDMEEによって設定されたプロパテ
ィをレビューします。カスタムを参照してください。

Enterprise Resource Planning (ERP)システム・プロパティから供給される
メンバー・プロパティ

必須ディメンションごとに、特定のプロパティを定義する必要があります。Oracle Hyperion
Planning、Oracle Hyperion Financial Managementまたは Oracle Essbaseアプリケーション
(あるいはその組合せ)に関連する必須のディメンション・プロパティ。

ノート:

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは必須プ
ロパティの一部は設定されますが、すべてが設定されるわけではありません。

勘定科目
勘定科目ディメンションは、通常の勘定科目の階層を表します。勘定科目は、エンティティ
とシナリオの財務データをアプリケーションに保管します。各勘定科目には、会計の動作を
定義する収益、費用などのタイプがあります。勘定科目ディメンションは、選択した勘定体
系または事業部門のディメンション・マッピング定義に定義されているとおり、ソース会計
エンティティから EPM勘定科目ディメンションにマップされます。Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで設定されるプロパティを次に示し
ます(設定されていないプロパティは、アプリケーションまたは Oracle Hyperion EPM
Architectによってデフォルト設定されます)。

第 1章
統合プロセスの概要

1-23



表 1-3 勘定科目ディメンションに必要なプロパティ

プロパティ アプリケーション・タイプ 移入方法/値
連結勘定科目タイプ 連結 収益、費用、資産または負債のドメイ

ンを持つソース会計エンティティ内
の勘定科目タイプから移入されます。
ソース・タイプが資本である場合は、
Oracle Hyperion Financial
Managementアプリケーションによ
って使用される負債に変更されます。

勘定科目タイプ Planning 収益、費用、資産、負債または資本の
ドメインを持つソース会計エンティ
ティ内の勘定科目タイプから移入さ
れます。

差異レポート Planning、Essbase集約ストレージ
および Essbaseブロック・ストレー
ジ

勘定科目タイプが費用である場合は
「費用」に設定されます。それ以外の
場合は、「費用外」に設定されます。
(デフォルトは「費用外」です)。

「説明」、表示文字列 システム ソース会計エンティティの説明から
移入されます。

タイム・バランス Planning、Essbase集約ストレージ、
Essbaseブロック・ストレージ

損益計算書勘定科目(収益および費用)
の場合、Planningアプリケーション
では「フロー」に設定されます。
Essbase集約ストレージおよびブロ
ック・ストレージ・アプリケーション
では「期末」に設定されます。
貸借対照表勘定科目(資産、負債およ
び資本)の場合、「残高」に設定されま
す。
これらのプロパティはメタデータ・ル
ールの作成時に設定できます。メタ
データ・ルールの定義を参照してくだ
さい。

エンティティおよび会社間
エンティティ・ディメンションは、管理構造および法的な報告構造などの会社の組織
構造を表します。エンティティは、部門、子会社、工場、地域、国、法的部門、事業
部門、部署、その他の組織単位などを表すことができます。エンティティは無制限に
定義できます。
会社間ディメンションは、勘定科目に存在するすべての会社間残高を表します。この
ディメンションは、勘定科目ディメンションと Oracle Hyperion Financial Management
の任意のカスタム・ディメンションを組み合せて使用する予約ディメンションです。
Financial Managementの場合、エンティティ・ディメンションのメンバーにおいて、
会社間メンバーであるメンバーに IsICPプロパティが設定されていることが必要で
す。アプリケーションが移入されると、Oracle Hyperion EPM Architectにより、ICP
(会社間)エンティティとしてフラグ設定されているエンティティ・メンバーに基づいて
適切なメンバーが ICP (会社間)ディメンションに移入されます。
E-Business Suiteには、ソース・セグメントをエンティティ・ディメンションにマップ
するシナリオとして次の 2つがあります: 1) 会社間セグメントがソース勘定体系に存
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在します。2) 会社間セグメントがソース勘定体系に存在しません。PeopleSoftでは、ビジネ
ス・ユニットがエンティティにマップされ、関連会社が ICPにマップされます。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで設定されるプロパ
ティを次に示します(設定されていないプロパティは、アプリケーションまたは Performance
Management Architectによってデフォルト設定されます。)

表 1-4 エンティティおよび会社間の必須プロパティ

プロパティ アプリケーション・タイプ 移入方法/値
名前 連結、システム ソース会計エンティティ内のコード/

値から移入されます。
説明 システム ソース会計エンティティ内の名前か

ら移入されます。
IsICP 連結 ソース内に会社間セグメントが存在

する場合、このフラグは、定義されて
いるルールに従って自動的に設定さ
れます。
会社間セグメントが存在しない場合、
このプロパティの設定方法を指定し
ます。エンティティおよび会社間を
参照してください。
ICPトランザクション・データを正し
くロードするには、ICPに参加する勘
定科目に対してプロパティ ISICP
="Y"を手動で設定する必要がありま
す。Performance Management
Architectでは、プロパティ・グリッ
ドを使用してプロパティを変更でき
ます。Financial Managementクラ
シック・アプリケーション管理を使用
する場合、メタデータを抽出し、更新
してから、再インポートします。プロ
パティを変更した後、ICPトランザク
ションに関するデータを正しくロー
ドできるようになります。

通貨 連結、Essbase、Planning Financial Managementターゲッ
ト・アプリケーションの場合:
エンティティ通貨は、エンティティ・
ディメンションのマッピング・ルール
に定義されているデフォルトに基づ
いて設定されます。(すべてのメンバ
ーに同じ通貨が割り当てられます。)
管理者として、ソースの機能通貨がデ
フォルトのエンティティ通貨と一致
していることを確認してください。

ノート:

FDMEE統合の一部として設定されるのはこれらのプロパティのみであり、他のプ
ロパティはすべて新しいメンバーの作成時にデフォルト設定されます。プロパティ
が元々 FDMEEによって設定された場合、後でそのプロパティを変更すると、プロ
パティは上書きされます。
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シナリオ
シナリオ・ディメンションは、予算、実績、予測などの一連のデータを表します。た
とえば、実績シナリオは、過去と現在の企業経営を表す一般会計のデータを含むこと
ができます。予算シナリオは、対象とする企業経営を表すデータを含むことができま
す。予測シナリオは一般に、将来の期間の予測に対応するデータを含みます。リーガ
ル・シナリオは、リーガル GAAPのフォーマットとルールに従って計算されたデータ
を含むことができます。

バージョン
バージョン・ディメンションは EPMアプリケーションに固有で、通常、ソース会計エ
ンティティにソースはありません。このディメンションは必須であるため、メンバー・
マッピングに必要なデフォルト値を「類似」マッピング・タイプを使用して指定する
必要があります。Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionでデータ・ルールを定義する場合は、抽出したデータに含める必要な"バージョ
ン"を選択します。バージョン・ディメンションはソース・システムから抽出されない
ため、特定のプロパティを定義する必要はありません。

ビュー
ビュー・ディメンションは、カレンダ・インテリジェンスの様々なモードを表します。
たとえば、期別、年次累計および四半期累計などの頻度があります。Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、四半期レベルよりも下のレ
ベルのデータのみを抽出します。このビューは、データ・ルール定義の一部として選
択します。データが抽出されると、ビュー選択が各行のディメンションの値として含
まれます。データを抽出するためのデータ・ロードのルールの定義を参照してくださ
い。通常、ビュー・ディメンションはソース・システムから抽出されないため、特定
のプロパティを定義する必要はありません。ただし、データ抽出プロセスの前に、手
動でビュー・ディメンションのすべてのメンバーを作成する必要があります。

年および期間
ソース・システム・カレンダと年ディメンションおよび期間ディメンション間のマッ
ピングは、期間マッピングの定義で説明されている期間マッピング機能を使用して管
理されます。期間マッピングを実行する前に、必要な年メンバーおよび期間メンバー
を作成します。Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionで、データ抽出プロセスおよび「期間マッピング」ページに含めるカレンダ期
間を選択し、データに割り当てる適切なターゲット年ディメンションおよびターゲッ
ト期間ディメンションを定義します。年ディメンションおよび期間ディメンションは
ソース・システムから抽出されないため、特定のプロパティを定義する必要はありま
せん。

ノート:

Oracle Hyperion Planningアプリケーションの場合、期間ディメンションの
各分岐には同じ数の子が必要です。たとえば、Q4には、10月、11月、12月
の子と、Oracle Hyperion EPM Architectの調整期間が含まれます。
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別名
Oracle Hyperion Planningと Oracle Essbaseでは、言語をサポートするために別名ディメン
ションまたは別名表が必要です。次の特別な考慮事項に留意してください:

• 別名ディメンションには、「デフォルト」という名前のメンバーが含まれる必要がありま
す。

• ディメンション名が Oracle Hyperion EPM Architect Planningアプリケーションの別名と
異なる場合、ドリル・スルーのランディング・ページはデータを返しません。

• ディメンション内に別名表メンバーを作成する場合、E-Business Suiteまたは PeopleSoft
に表示される名前と同じ名前を使用してこれらを定義します。これは、NLS_LANGUAGE
列の値です。

カスタム
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで設定されるプロパ
ティを次に示します(設定されていないプロパティは、アプリケーションまたは Oracle
Hyperion EPM Architectによってデフォルト設定されます。)

表 1-5 カスタム・ディメンションに必要なプロパティ

プロパティ アプリケーション・タイプ 移入方法/値
名前 システム E-Business Suiteでは、この値はセグ

メント名から移入されます。
PeopleSoft Enterprise Financial
Managementでは、この値はチャー
トフィールド値から移入されます。

説明 システム E-Business Suiteでは、この値はセグ
メント値から移入されます。
PeopleSoft Enterprise Financial
Managementでは、この値はチャー
トフィールド値から移入されます。

ディメンションの処理方法
Oracle Hyperion EPM Architectアプリケーションでは、ディメンションの抽出プロセスによ
り、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで作成されたマ
ッピング・ルールの詳細に基づいてインタフェース表にディメンション・メンバーが移入さ
れます。クラッシック Oracle Hyperion Planningおよび Oracle Hyperion Financial
Managementアプリケーションでは、ディメンション抽出プロセスによって、FDMEEで作成
されたマッピング・ルールの詳細に基づきディメンション・メンバーがアプリケーションに
直接移入されます。
抽出プロセスの一部として、Enterprise Resource Planning (ERP)システム・プロパティから
供給されるメンバー・プロパティで説明されているように、定義された特定のプロパティを
使用して、ディメンション・メンバーがターゲットの Performance Management Architectデ
ィメンションに直接ロードされます。ディメンション・メンバーのロードに加えて、適切な
言語をサポートするために関連する別名エントリもロードされます。
EPMAの共有ディメンションは、ロードのために共有ライブラリから直接選択されることは
ありません。FDMEEは、メタデータ・ルールに含めるターゲット・アプリケーションのディ
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メンションを示し、ターゲット・アプリケーションを更新するときに共有ライブラリ
を自動的に更新します。共有ライブラリのディメンションを直接ロードすることはで
きません。Enterprise Resource Planning (ERP)ソースからロードできるようにターゲ
ット・アプリケーションに含める必要があります。
FDMEEのディメンション抽出プロセスは次のとおりです:

1. 一般会計セグメントまたはチャートフィールドの値セットをソース・システムから
抽出します。
• クラシック Financial Managementまたは Planningにマップされたソースの
勘定体系セグメントまたはチャートフィールドに関連する一般会計セグメン
トの値セット・メンバーまたはチャートフィールド・メンバーのみが抽出され
ます。

• メンバーは、ターゲット・インスタンスのステージング表にロードされます。
ステージング表へのロード前に、FDMEEにより、対応する EPMアプリケー
ション・ディメンションに対して定義されている接頭辞がセグメント値に割り
当てられます。

2. 単一のセグメントまたはチャートフィールドにマップされたディメンションを処
理します。
クラシック・アプリケーションの場合、ディメンションはターゲット・アプリケー
ションに直接ロードされます。ディメンションのインタフェース表は単一の一般
会計セグメントまたはチャートフィールドにマップします。これは、ステップ 1で
ロードされたステージング表からのデータのフィルタ処理(ディメンションにマッ
プされているセグメント値セットに基づく)と、対応するディメンション・メンバ
ーのインタフェース表およびディメンション・メンバーのプロパティ配列表(別名
用)のロード処理から構成されます。
ほとんどの場合、次元は、E-Business Suiteソース・システムの単一セグメントま
たは PeopleSoftソース・システムの単一チャートフィールドとしてソースの勘定
体系からターゲットの次元にマップされ、ソース次元内の開始ノードを新しい次元
の基準として選択します。

3. 複数のセグメントまたはチャートフィールドにマップされたディメンションを処
理します。
Performance Management Architectの場合、複数の E-Business Suiteの一般会計
勘定体系セグメントまたは PeopleSoftのチャートフィールドからマップされたデ
ィメンションのためにメンバーのインタフェース表が移入されます。個々のセグ
メント値を連結して、ディメンション・メンバーの値を作成する必要があります。
ディメンション抽出プロセスは、必要なメンバーのエントリ、プロパティ、別名エ
ントリを、それらがソース・システムに存在する場合は作成し、存在しない場合は
デフォルトをそれらのプロパティに適用します。ユーザーはソース・システム値が
使用できなかった場合、または異なる値が必要な場合に、メンバーのプロパティを
更新する必要があります。
場合によっては、ターゲット・ディメンションのメンバーを 1つ以上のソース・セ
グメントを連結して作成できます。ディメンションが連結セグメントとしてマッ
プされると、ソース階層のユーザー定義走査順序に基づいて新しいディメンション
が連結されたメンバー・ターゲット階層の中に作成されます。

言語の処理方法
ソース・システムの登録の一部として、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionは、ベース言語に加えて使用可能なソース・システム

第 1章
統合プロセスの概要

1-28



言語のリストを取得します。ベース言語とは通常、Enterprise Resource Planning (ERP)ソー
ス・システムがインストールされる際に選択された言語です。ベース言語ではない、追加で
使用できる言語は、「使用可能な言語」と呼ばれます。
ターゲット・アプリケーションで定義された言語にマップされたソース・システムからの言
語は、FDMEEブラウザの選択で選択可能な言語には依存しません。ブラウザで使用可能な言
語は、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムおよびターゲット EPMアプリ
ケーションで使用可能な言語と異なる可能性があります。FDMEEがサポートする言語の詳
細は、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemの動作保証マトリック
スを参照してください。
ターゲット・アプリケーションを FDMEEで使用できるように登録する場合、ターゲット・
アプリケーションの登録ページの「デフォルト言語」列が次のように使用されます:

• 「デフォルト言語」ドロップダウン・リストに表示される言語は、FDMEEでサポートさ
れる言語です。これらの言語は背後で Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・シス
テム言語にマップされます。

• Oracle Essbaseおよび Oracle Hyperion Planningアプリケーションの別名ディメンショ
ンには、必須の「デフォルト」メンバーがあります。ターゲット・アプリケーションの登
録時に選択した FDMEEの言語が、「デフォルト」メンバーに自動的にマップされます。
FDMEEの言語はメンバーの説明のソース言語にマップされるため、ソース・システム内
のベース言語または使用可能なソース言語を「デフォルト」別名メンバーにマップしま
す。処理中、メンバーの説明の FDMEEソース言語に別名メンバーが正確に一致する場合
は、その他すべての言語が残りの別名メンバーにマップされます。

ノート:

言語の処理は、Essbaseアプリケーションおよび Planningアプリケーションに
とって同じです。

ノート:

Oracle Hyperion Financial Managementの言語は、ターゲット・アプリケーション
の登録ページで選択したデフォルト言語に基づいて処理されます。

ターゲット・アプリケーションの登録を参照してください。

通貨の処理方法
データ・ルールを定義する際に、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムから
為替レートを抽出する方法を指定できます。ターゲット・アプリケーションの複数通貨オプ
ションが有効になっている場合は、為替レートの処理方法を指定できます。
すべての為替レートが抽出され、AIF_HS_EXCHANGE_RATES表に挿入されます。この表に
は、各通貨の ISO通貨コードを使用してソース・システムからデータが移入されます。ISO
数値コードは、このプロセスでは使用されません。
為替レートは、AIF_HS_EXCHANGE_RATES表内の ISO通貨コードと、複数通貨の Planning
または Financial Managementアプリケーションで定義された通貨との照合に基づいて
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Oracle Hyperion Planningまたは Oracle Hyperion Financial Managementにプッシュ
されます。(ISO通貨コードを使用して Planningまたは Financial Management アプリ
ケーションの通貨を設定することは重要です)。このプロセスの一部として再計算され
るものはないためです。
アプリケーションのデフォルト通貨で入力されるデータは、ロケールにロードされま
す。

ノート:

為替レートに対して交差の確認は実行されません。また、為替レートはドリ
ルスルーできません。

メタデータ・ルールの定義
メタデータ・ルールは、一度作成すれば、その後は必要に応じて再実行できます。
一般会計ソース・システムの場合:

• E-Business Suiteソース・システムの場合、勘定体系は、様々な値セットを持った
複数の一般会計セグメントで構成され、これらのセグメントがディメンションにマ
ッピングされることで、ディメンションのメンバーおよび階層が取得されます。

• PeopleSoft Enterprise Financial Managementの場合も同じように、チャートフィ
ールドがディメンションにマッピングされることで、ディメンションのメンバーお
よび階層が取得されます。

ノート:

メタデータ・ルールは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionの人事ソース・システムとの統合では使用されません。

メタデータ・ルールを定義する前に:

• Oracle Hyperion Financial Managementターゲット・アプリケーションでは特殊文
字はサポートされていないため、ソース・システムのデータに特殊文字が含まれな
いことを確認します。

• ソース・システムおよびターゲット・アプリケーションを、FDMEEで使用できる
ように登録します。Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムの登録
およびターゲット・アプリケーションの登録を参照してください。

• 登録されたソース・システムからソース会計エンティティを選択します。ソース会
計エンティティの選択を参照してください。

• インポート・フォーマットを定義します。インポート・フォーマットの操作を参照
してください。

• ロケーションを定義します。ロケーションの定義を参照してください。
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ノート:

Oracle Hyperion EPM Architectは共有ディメンションとローカル・ディメンション
をサポートします。FDMEEもアプリケーションの共有ディメンションおよびロー
カル・ディメンションをサポートします。

メタデータ・ルールを定義するプロセスの概要は次のとおりです:

1. メタデータ・ルールを作成します。
2. ディメンションを選択します。
3. マッピングの詳細を定義し、会社間セグメントの処理方法を決定します。
4. ディメンション属性を定義します。ディメンション属性の定義を参照してください。
5. オプション: 抽出するセグメントの階層またはチャートフィールドのツリーを定義しま
す。

6. メタデータ・ルールを保存して実行します。
7. オプション: 抽出のステータスを確認します。プロセス詳細の表示を参照してください。
メタデータ・ルールを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「メタデータ」で、「メタデータ・ルール」を選択します。

ノート:

各ターゲット・アプリケーションの同じ元帳またはビジネス・ユニットに対し
て、複数のメタデータ・ルールを作成することはできません。

2. 「POV」バーからメタデータ・ルールに使用する場所を選択します。
3. 「追加」をクリックします。
ディメンション・マッピングのサマリー・グリッドの上部に空白行が表示されます。

4. 「マッピング」詳細領域の「ディメンション」から、ディメンションを選択します。
インポート・フォーマットに基づいてディメンションが一覧表示されます。
ディメンションを選択すると、「ディメンションの分類」フィールドが事前に入力されま
す。

5. 選択したディメンションごとにマッピングの詳細を定義します。
6. ディメンションごとにステップ 4から 5を繰り返します。
7. 「保存」をクリックします。

メタデータ・ルール詳細の定義
単一セグメントまたは単一チャートフィールドのマッピングでは、ソースとターゲット・デ
ィメンション・メンバーとの間の単純な 1対 1のマッピングを定義します。単一セグメント
または単一チャートフィールドのマッピングを作成する場合は、オプションで次の内容を定
義できます:
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• メンバーの接頭辞または接尾辞のタイプと値
• ソース・システムから抽出するセグメント階層
• 孤立メンバーの処理
• 勘定科目の統計的な処理
マッピングの詳細を定義するには:

1. オプション: 「接頭辞/接尾辞のタイプ」で、「接頭辞」または「接尾辞」を選択し
ます。

2. 「接頭辞/接尾辞の値」で、メンバーの接頭辞または接尾辞を入力します。
メンバー接頭辞は、ソース・メンバー・コードの前に挿入されます。オプションで
はありますが、対象のメンバーがターゲット・アプリケーションに存在しない場
合、対応するディメンションに対して定義されている接頭辞をセグメント値に付け
ることは重要です。
メンバー接尾辞は、ソース・メンバー・コードの後に挿入されます。

ノート:

次のステップを実行して親から始まる階層領域を定義する場合、Oracle
Hyperion Planning、Oracle Essbaseおよび Oracle Hyperion Financial
Managementではメンバーは同じルート下にある親にロール・アップで
きない点に注意してください。抽出の際には、すべてのノードが 1つの
親を持つ階層を指定します。E-Business Suiteでは、セグメント値を 2
つの親へロールアップできるインスタンスがサポートされています。

3. 「名前を別名に連結」を選択して、名前と別名を連結します。
4. 「EPMAオプション」で、EPMAメタデータ・ロード・オプションを選択します。
メタデータのロード・オプション:

• プライマリとしてマージ - 「プライマリとしてマージ」ではすべてのセクショ
ンが処理され、ソースには存在するが、共有ライブラリまたはターゲット・ア
プリケーションには存在しない新規ディメンション、メンバー、関係、プロパ
ティおよび関連付けが追加されます。ディメンション、メンバー、関係、プロ
パティまたは関連付けが除去されることはありません。ソースで指定されて
いるディメンション、関係、メンバーまたはプロパティが共有ライブラリまた
はターゲット・アプリケーションに存在する場合、ソースで指定された値で上
書きされます。(メンバーは移動されませんが、上書きされます。)ソースに含ま
れていないプロパティは、共有ライブラリまたはターゲット・アプリケーショ
ンでは変更されません。
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ノート:

あるメンバーが 1つのディメンションで複数のインスタンスを持つ場合、
「IsPrimary」列で、どのインスタンスがプライマリで、どのインスタンスが
共有かを指定します。IsPrimaryパラメータはオプションですが、使用を強
くお薦めします。定義しないままにすると、デフォルトの「TRUE」に設定
され、メンバーがプライマリであると想定されます。IsPrimaryパラメータ
を定義しないか、プライマリとして定義されたメンバーが重複する場合、イ
ンポート結果ファイルに警告が表示されます。

• 移動としてマージ - このモードでは、IsPrimaryで TRUEに設定したメンバーのみが
処理され、他のものは無視されます。処理中、メンバーのプライマリのロケーション
を指定する最初の行が実行され、別のプライマリのロケーションを指定している後続
の行はすべて無視されて、警告メッセージが表示されます。

• 置換 - すべての新規要素が追加され、すべてのプロパティ更新が行われます。ソース
で指定されていないメンバーやメンバー関係は、共有ライブラリまたはターゲット・
アプリケーションから除去されます。置換モードを使用すると、親の下のメンバーの
順序も変更できます。ソースに含まれていないプロパティは、共有ライブラリまたは
ターゲット・アプリケーションでは変更されません。
このモードでは、インポート・ファイルで定義されていないかぎり(IsPrimaryで
FALSEに設定)、共有メンバーは作成されません。このモードにより、新規の親の下
にあるプリマリ・メンバーを検出し、移動として処理できます。

ノート:

「置換」オプションには、「順序変更タイプ」および「既存メンバーの順序変
更」オプションが表示されません。

5. E-Business Suiteソース・システムの場合:

a. Planningおよび Essbaseアプリケーションの場合 — 勘定科目ディメンションのマ
ッピングの詳細。「貸借対照表勘定科目のタイム・バランス・プロパティ」と「損益
計算書勘定科目のタイム・バランス・プロパティ」を選択します。
タイム・バランス・プロパティにはサマリー期間の値の計算方法を指定します。「フ
ロー」に設定すると、期間合計として要約期間のすべての値の集約になります。「タ
イム・バランス」プロパティが「バランス」に設定されている場合、期間合計のサマ
リー期間の終了値とみなされます。

b. 「階層領域」タブから、「追加」をクリックして階層領域を定義します。
c. をクリックするか、または最上位の親を入力します。
d. 「基本階層」を選択します。
基本階層は階層の基本となる部分で、同じ親を共有する階層の部分を示します。基本
階層のすべての非共有メンバーには、「データの保管」プロパティが設定されていま
す。ただし、共有メンバーには「データの保管」を設定できません。

e. 階層の接頭辞または接尾辞を選択し、次に接頭辞/接尾辞の値を入力します。
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親の接頭辞は親のみに適用されます。代替ロールアップ階層を使用可能にす
るには、接頭辞/接尾辞の値を親メンバーにのみ適用します。親メンバーは共有
できない、一意の名前を持ちます。また、親メンバーはデータを保管しませ
ん。

6. PeopleSoftソース・システムの場合:

a. 「階層領域」タブから、「追加」をクリックして階層領域ツリーを定義します。
b. 「ツリー」に、階層構造のツリー名を入力します。
ツリーは、選択したデータベース・フィールドの集計ルールのグループを表す
階層構造を示します。たとえば、ツリーには、レポート目的で製造ロケーショ
ンの集計やロール・アップの方法を指定できます。また、どの部署をテリトリ
に、どのテリトリを地域に、どの地域を国に集計するかを指定することによ
り、ツリーで組織内のレポート関係を表すこともできます。同様に、ツリーで
カタログ内のアイテムを分類することもできます。

c. 「発効日」で、ツリーの発効日を指定します。
ツリーで発効日を使用すると、新しいオブジェクト、部署、レポート関係また
は組織構造を事前に指定し、それらが自動的に発効するように設定できます。
また、現在のデータまたは履歴データに関するレポートの作成時に、過去、現
在または将来の発効日をツリーで使用することもできます。

d. をクリックするか、または最上位の親を入力します。
e. 「基本階層」を選択します。
基本階層では、親を共有する他の階層部分は共有されます。これらを「データ
の保管」に設定することはできません。ただし、非共有メンバーには「データ
の保管」プロパティが設定されています。基本階層のすべての非共有メンバー
には、「データの保管」プロパティが設定されています。ただし、共有メンバ
ーには「データの保管」を設定できません。

f. 階層の接頭辞または接尾辞を選択し、次に接頭辞/接尾辞の値を入力します。
親の接頭辞は親のみに適用されます。代替ロールアップ階層を使用可能にす
るには、接頭辞/接尾辞の値を親メンバーにのみ適用します。親メンバーは共有
できない、一意の名前を持ちます。また、親メンバーはデータを保管しませ
ん。

g. 「ソース孤立メンバーの処理方法の選択」で、孤立メンバーの処理方法を選択
します。
• 無視 - 孤立メンバーはソースから抽出されません。
• ルート・メンバーとして作成 - ルート・メンバーが作成され、孤立メンバ
ーは作成されません。すべてのメンバーが階層の最上位レベルに作成され
ます。

• 子として作成 - 孤立メンバーは、「子として作成」フィールドの右側の入力
フィールドで指定したメンバーの子として配置されます。

7. Planningのみ: 勘定ディメンションおよびエンティティ・ディメンションの「プラ
ン・タイプ」を選択します。

8. Financial Managementのみ: エンティティ・ディメンションをマップする場合は、
ソース・システムに応じて会社間セグメントの次の詳細を入力します:

• 会社間セグメント値
• 会社間のデフォルトについて、「はい」または「いいえ」を選択します。
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会社間セグメントが定義されているシナリオでは、会社間セグメントに基づいて会社間ト
ランザクションが識別されます。通常、会社間における売掛金および買掛金の会計処理に
必要な標準勘定科目セットは 1つです。
会社間セグメントが定義されていないシナリオでは、標準勘定科目セグメントに基づいて
明示的に会社間トランザクションを指定します。通常、取引パートナ会社間の売掛金勘定
および買掛金勘定のすべての組合せがあります。会社間における売掛金および買掛金の
状態は、これらの標準勘定科目を使用した場合にのみ特定されます。

9. 「保存」をクリックします。
ディメンション属性の定義

「属性」タブには、ディメンションの属性リストを含む表があります。属性ごとにデフォルト
値を指定できます。次に示すように、属性値はアプリケーション・タイプとディメンション
によって異なることに注意してください。

ノート:

デフォルト値は検証されていません。有効な値の詳細は、アプリケーションのドキ
ュメントを参照してください。

表 1-6 アプリケーション・タイプ別ディメンション属性

アプリケーション・タイプ ディメンション 属性
Planning 勘定科目 貸借対照表のタイム・バランス

損益計算書のタイム・バランス
データ・ストレージの親(子ノードと
は異なったものにする親ノードのデ
フォルトを設定します。場合によっ
ては、子および親のデータ・ストレー
ジ属性は同じでないことで、親のこの
属性に適切なデフォルトを指定でき
ます。)
データ・ストレージ
費用レポート
勘定科目タイプ

HFM 勘定科目 連結勘定科目タイプ
カスタム 1最上位メンバー
カスタム 2最上位メンバー
カスタム 3最上位メンバー
カスタム 4最上位メンバー

HFM エンティティ IsICP
通貨

Essbase 勘定科目
PeopleSoftソース・システムのメタデータ属性を指定するには:

1. 「属性」タブで、「追加」をクリックします。
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2. 「貸借対照表のタイム・バランス」、「損益計算書のタイム・バランス」および「支
出レポート」で、サマリー期間の値の計算方法を指定します。
「フロー」に設定すると、期間合計としてサマリー期間のすべての値の集約になり
ます。「タイム・バランス」プロパティが「バランス」に設定されている場合、期
間合計のサマリー期間の終了値とみなされます。
システム・デフォルトを使用するには、「システム・デフォルトの使用」をクリッ
クします。

カスタム・デフォルト値を指定するには:

1. 「属性」タブを選択します。
2. 属性のデフォルト値を入力します。
3. カスタム・デフォルト値を使用するには、「システム・デフォルトの使用」フィー
ルドをクリアします。

4. 「保存」をクリックします。
メタデータ・ルールの管理

次のタスクを実行できます:

• メタデータ・ルールの編集 - メタデータ・ルールの編集を参照してください。
• メタデータ・ルールの実行 - メタデータ・ルールの実行を参照してください。
• メタデータ・ルール・プロセスの詳細の確認 - メタデータ・ルールの削除を参照し
てください。

• メタデータ・ルールのディメンション・マッピングまたは階層の削除 - メタデー
タ・ルール・ステータスの確認を参照してください。

メタデータ・ルールの編集
実行中でないメタデータ・ルールは変更できます。
メタデータ・ルールを編集するには:

1. 「ワークフロー」タブの「メタデータ」で、「ロケーション」を選択します。
2. 「ロケーション名」を入力するか、 をクリックしてロケーションを選択します。
3. 必要に応じて、ディメンション・マッピングまたはマッピングの詳細を追加または
変更します。

4. 「保存」をクリックします。
メタデータ・ルールの実行

メタデータ・ルールを実行することにより、更新をロードし、データをターゲット・
アプリケーションにプッシュできます。送信されたルールはすべて Oracle Data
Integratorによって処理されます。
メタデータ・ルールを送信するには:

1. 「ワークフロー」タブの「メタデータ」で、「メタデータ・ルール」を選択します。
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2. 「メタデータ」で、「ロケーション名」を入力するか、 をクリックしてロケーションを
選択します。

3. メタデータ・ルールを選択します。
4. 「実行」をクリックし、「OK」をクリックします。

メタデータ・ルール・ステータスの確認
メタデータ・ルールを実行した後、「プロセスの詳細」ページでステータスを確認できます。
「メタデータ」ページで「プロセスの詳細」ページへリンクする「ステータス」アイコンをク
リックし、プロセスの詳細を表示します。プロセス詳細の表示を参照してください。

ヒント:

ルールのステータスは Oracle Data Integratorで確認することもできます。

メタデータ・ルールの削除
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで作成したメタデー
タ・ルールのマッピングの詳細のディメンション・マッピングまたは階層を削除できます。
メタデータ・ルールのディメンションまたは階層を削除するには:

1. 「ワークフロー」タブの「メタデータ」で、「メタデータ・ルール」を選択します。
2. 「メタデータ」で、「ロケーション名」を入力するか、 をクリックしてロケーションを
選択します。

3. 「ディメンション・マッピング」または「階層領域」領域の行を選択します。
4. 「削除」をクリックします。

ソース・システム階層の EPMディメンションへのロード
ターゲット・システムのメタデータおよび階層構造と同様、ソース・システムのメタデータ
は時間経過とともに変化します。
ビジネス機能および組織における更新により頻繁に変化するため、階層構造の管理は継続的
なプロセスです。ソース・システムとターゲット・システムの間で階層を管理する場合、ユ
ーザーは一般的に、新しい階層を作成するか、古い階層を新しい階層に置き換えるか、また
は階層を更新します。
システム間の階層の管理は、階層のサイズ、システム更新間の待ち時間、および運用システ
ムに対する分析システムの必要性などから困難になります。一般会計の統合プロセスの一部
として階層を管理する場合は、次の点に注意してください:

• ソース・システムとターゲット・アプリケーションの階層管理間の操作は、ターゲット内
でのマージにより階層を作成または更新することのみです。Oracle Hyperion Financial
Data Quality Management, Enterprise Editionではターゲット・アプリケーション内の階
層またはメンバーは削除されません。追加のメンバーまたは階層が指定されない場合、そ
れらは FDMEEにより無視されます。

• ソース・システムからターゲット・システムに階層を統合する場合、ターゲットのルー
ト・ノードとしての役割を果たすノードをソースから選択します。
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• 統合によって、階層がターゲット・システムにプッシュされ、処理中に発生したエ
ラーは報告されます。
「プロセスの詳細」ページを使用して、FDMEEでログに記録されたエラーを表示
できます。また、「ログ」リンクを選択し、Oracle Data Integratorのログ・ファイ
ルを確認することもできます。Oracle Hyperion EPM Architectアプリケーション
の場合、ジョブ・コンソール内でもプロファイル作成エラーを表示できます。詳細
は、プロセス詳細の表示または該当の製品ドキュメントを参照してください。

• ディメンション・マッピングでの階層選択はオプションですが、少なくとも、階層
内にないメンバーの処理方法は指定する必要があります。たとえば、選択したノー
ドの子を孤立として作成したり、孤立を継承しないように選択することができま
す。(このオプションは、Performance Management Architectにのみ適用されま
す)。

FDMEEのナビゲート
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceでは、「ナビゲート」
メニューから Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
にアクセスできます。(「ナビゲート」、「管理」、「データの同期」の順に選択)

ツールバー
標準ツールバーは、Oracle Enterprise Performance Management Cloud の共通機能に
使用されます。詳細については『Oracle Enterprise Performance Management
Workspaceユーザー・ガイド』を参照してください。

ヘルプ
選択した Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionオプ
ションがコンテキスト依存ヘルプに対応している場合は、 をクリックします。
FDMEE固有のその他のヘルプ・トピックをすべて表示するには、Oracle Enterprise
Performance Management Cloudデータ管理の管理を参照してください。
その他のすべてのヘルプについては、Oracle Enterprise Performance Management
Cloudの最新のドキュメント、ヘルプ・トピックおよびビデオにアクセスするためのハ
ブである Oracle Cloud Help Centerを参照してください。
Cloud Help Centerの URL:

Oracle Cloud Help Center.

「タスク」ペインのオプション
「タスク」ペインは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionワークスペースの左にあるサイズ変更可能なウィンドウです。これを使用し
て、FDMEEのオプションや機能に簡単にアクセスできます。「タスク」ペインは、「ワ
ークフロー」タブおよび「設定」タブで構成されます。
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ワークフロー・タスク
「ワークフロー」タブから、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムのメタデー
タとデータを Enterprise Performance Management (EPM)ターゲット・アプリケーションに
統合できます:

ファイルおよびその他のソース・システムからデータをロードすることもできます。
• データのロード

– データ・ロード・ワークベンチ
– データ・ロード・ルール
– データ・ロード・マッピング

• メタデータ––メタデータ・ルール
• HRデータ・ロード -人事データ・ロードのルール
• その他

– バッチ実行
– レポート実行
– スクリプトの実行

• モニター––プロセスの詳細

設定タスク
「設定」タブで、ソース・システムとターゲット・システムの管理、レポート定義とバッチ定
義の指定、アプリケーション設定の管理を行うことができます。
使用可能なタスク:

• 構成
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– システム設定
– アプリケーション設定
– セキュリティ設定
– ユーザー設定

• 登録
– ソース・システム
– ターゲット・アプリケーション
– ソース会計エンティティ
– ソース・アダプタ

• 統合設定
– インポート・フォーマット
– ロケーション
– 期間マッピング
– カテゴリ・マッピング
– Excelインタフェース

• データ・ロードの設定
– ロジック・グループ
– 確認ルール・グループ
– 確認エンティティ・グループ

• スクリプト
– スクリプト・エディタ
– スクリプトの登録

• レポート
– 問合せ定義
– レポート定義

• バッチ––バッチ定義

グリッドでのデータの操作
ほとんどの画面では、1つ以上のグリッドにデータが表示されます。グリッド・データ
を操作するには、1つ以上のアクションを実行します:

• レコードを追加するには、「追加」をクリックします。
• 削除するには、レコードを選択して「削除」をクリックします。
• グリッドのすべてのレコードを削除するには、「すべて削除」をクリックします。
• レコードを編集するには、セル内をクリックして入力を開始します。該当する場合
は、編集する値を選択して、 をクリックすることもできます。
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• 列内のアイテムを検索するには、値の列の上にある空白のフィールドに検索値を入力して
[Enter]を押します。値が一致した場合は、最初の項目として表示されます。

• 行に対するすべての変更を取り消すには、行を選択して「取消し」をクリックします。
• 行に対するすべての変更を保存するには、「保存」を選択します。

FDMEEユーザー・インタフェース要素
次の要素は、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionの各ペ
ージで共通です。
表 1-7 FDMEEの各ページに共通の要素

ボタン 説明
ビューをカスタマイズします。次のオプションが
あります:
• 列 - 「すべて表示」を選択してすべての列を表
示したり、表示する個々の列を選択すること
もできます。

• デタッチ - 列グリッドをデタッチするために
使用します。グリッドをデタッチすると、列
は独自のウィンドウに表示されます。デフォ
ルト・ビューに戻るには、「表示」を選択し、
次にアタッチを選択するか、「閉じる」をクリ
ックします。

• 列の順序変更 - 表示される列の順序を変更す
るために使用します。列を選択し、右側にあ
るボタンを使用して列の順序を変更します。

列グリッドをデタッチするために使用します。グ
リッドをデタッチすると、列は独自のウィンドウ
に表示されます。デフォルト・ビューに戻るには、
「表示」を選択し、次にアタッチを選択するか、「閉
じる」をクリックします。
データをリフレッシュします。たとえば、ルール
を送信する場合、リフレッシュすることにより、
ステータスが「実行中」から「完了」に変更され
るかどうかを確認します。

ノート:

「リフレッシュ」は、
FDMEE設定画面に
は表示されません。
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表 1-7 (続き) FDMEEの各ページに共通の要素

ボタン 説明
フィルタ行を切り替えるために使用します。フィ
ルタ行を使用して、特定の列に表示される行をフ
ィルタするためのテキストを入力できます。
特定の列についてフィルタに使用できるテキスト
があれば入力し、[Enter]をクリックします。たと
えば、「プロセスの詳細」ページで特定のロケーシ
ョンに対するプロセスのみを表示するには、「ロケ
ーション」テキスト・ボックスにロケーションの
名前を入力します。
例による問合せボタンは、次の FDMEE設定画面
に表示されます: 「ターゲット・アプリケーショ
ン」、「ソース会計エンティティ」、「インポート・
フォーマット」、「ロケーション」、「データ・ロー
ド・ワークベンチ」、「プロセスの詳細」。
フィルタをクリアするには、テキスト・ボックス
内のフィルタ条件テキストを削除し、[Enter]を押
します。
テキストはすべて大文字と小文字が区別されま
す。
ターゲット・アプリケーション、メンバー、一般
会計職責などの、ページ上のアーティファクトを
選択するのに使用します。「検索」ボタンをクリッ
クすると、「検索して選択」ダイアログ・ボックス
が表示されます。使用可能な詳細検索オプション
で追加の検索条件を入力できる場合もあります。
「詳細検索」オプションを参照してください。

「詳細検索」オプション
「検索」ボタンは多くの Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionページで共通です。「検索」ボタンを選択すると、「詳細検索」ボタ
ンが使用可能な場合、追加の検索条件を入力できます。「詳細検索」オプションに表示
されるフィールドは、選択しているアーティファクトにより異なります。次の演算子
がサポートされています:

• 次で始まる
• 次で終わる
• 次と等しい
• 次と等しくない
• 次より小さい
• 次より大きい
• 次以下
• 次以上
• 範囲
• 次の間以外
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• 次を含む
• 次を含まない
• 空白である
• 空白でない

POVバーの使用
データ・ロード・ワークベンチでは、POVバーに現在の値が表示されます:

• ロケーション
• 期間
• カテゴリ
• データ・ルール
 

 
デフォルトでは、カテゴリ POVに割り当てられているデータ・ルールのみが表示されます。
ソース・システムおよびターゲット・アプリケーションが、コンテキスト情報として表示さ
れます。

ロケーション POVの選択
別のロケーション POVを選択するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」を選択
します。

2. POVバーで、「ロケーション」フィールドをダブルクリックします。
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3. 「視点の選択」の「ロケーション」に新しいロケーションの文字列の全部または一
部を入力し、「OK」をクリックします。

4. オプション: 別のロケーションで検索するには、「ロケーション」ドロップダウンか
ら「詳細」をクリックし、「検索して選択: ロケーション」画面でそのロケーショ
ンに移動して「OK」をクリックします。

5. オプション: 「視点の選択」で、「デフォルトとして設定」を選択して新しいロケ
ーションをデフォルトのロケーションとして使用します。
POVの選択がデフォルトとして設定されているとき、ユーザー・プロファイルは
デフォルトの選択とともに更新されます。

6. 「OK」をクリックします。

期間 POVの設定
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition管理者は、す
べてのユーザーのアクティブな会計期間を制御します。この機能により、ユーザーが
データを正しくない期間に間違ってロードすることを防止できます。FDMEEにログ
オンすると、アプリケーションがグローバル期間値を特定して、POVを現在の値に自
動的に設定します。
別の期間 POVを選択するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」
を選択します。

2. POVバーで、「ロケーション」フィールドをダブルクリックします。
3. 「視点の選択」の「期間」に新しい期間の文字列の全部または一部を入力し、「OK」
をクリックします。
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4. オプション: 別の期間で検索するには、「期間」ドロップダウンから「詳細」をクリック
し、「検索して選択: 期間」画面でその期間に移動して「OK」をクリックします。

5. オプション: 「視点の選択」で、「デフォルトとして設定」を選択して新しい期間をデフ
ォルトの期間として使用します。
新規 POVの選択がデフォルトとして設定されているとき、ユーザー・プロファイルはデ
フォルトの選択とともに更新されます。

6. 「OK」をクリックします。

カテゴリ POVの設定
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition管理者は、すべての
ユーザーに対してアクティブなデータ・カテゴリを制御します。この機能により、ユーザー
がデータを正しくないカテゴリに間違ってロードすることを防止できます。

ノート:

デフォルトで、「データ・ロード・ルール」画面が表示されるとき、current POVカ
テゴリに対するデータ・ロード・ルールのみがすべて表示されます。POVカテゴリ
に関係なくすべてのカテゴリのデータ・ロード・ルールをすべて表示するには、「デ
ータ・ルールのサマリー」から「表示」、「すべてのカテゴリ」の順に選択します。

別のカテゴリ POVを選択するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」を選択
します。

2. POVバーで、「ロケーション」フィールドをダブルクリックします。
3. 「視点の選択」の「カテゴリ」で、新しいカテゴリを選択し、「OK」をクリックします。
4. オプション: 「ルール」で、カテゴリ POVに割り当てられたルールを選択します。
5. 「デフォルトとして設定」を選択して、新しいカテゴリをデフォルトのカテゴリとして使
用します。
POVがデフォルトとして設定されているとき、ユーザー・プロファイルはデフォルトの
選択とともに更新されます。

6. 「OK」をクリックします。

POVのロックおよびロック解除
POVをロックすると、ユーザーはデータを変更できなくなります。期間またはカテゴリのロ
ケーションをロックしている場合、ユーザーは検証レポートをインポート、検証、エクスポ
ートまたは再実行できません。

ロケーションがロックされている場合、ロック記号( )が POVバーに表示されます。
ロックされた POVが"ロック解除"された場合、ロックされている POVのデータのみがロー
ドされます。
「POVロック」のオプションは次のとおりです:
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• POVのロック
• POVのロック解除
• すべてのロケーションのロック

(すべてのロケーションのロックおよびすべてのロケーションのロック解除機能
は、すべてのロケーション画面の「POVのロック」で管理者のみが使用できます。
すべての (POV)ロケーションのロックおよびロック解除を参照してください。

• すべてのロケーションのロック解除
POVのロックは次の場所で参照されます。
• データ・ロード・ワークベンチ
• データ・ロード・ルール
• バッチ実行
POVをロックするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」
を選択します。
POVバーは、「データ・ロード・ルール」画面と「バッチ実行」画面にも表示され
ます。

2. POVバーで、「ロケーション」をダブルクリックします。
3. 「視点の選択」で、「POVのロック」をクリックします。

(「POVのロック」および「「POVのロック解除」オプションは、すべてのロケーシ
ョン画面の「POVのロック」で管理者が「ロケーションごとのロックの解除を許
可」オプションを使用してのみ使用できます。すべての (POV)ロケーションのロッ
クおよびロック解除を参照してください。
メッセージ「選択した POVをロックしますか。ロックされた POVにはデータを
ロードできません。」が表示されます。

4. 「POVのロックの確認」で、「OK」をクリックします。
情報メッセージは POVがロックされていることを示します。

5. オプション: ロックされた POVのロックを解除するには:

a. POVバーで、「ロケーション」フィールドをダブルクリックします。
b. 「視点の選択」で、「POVのロック解除」をクリックします。
c. 「OK」をクリックします。
情報メッセージは POVが正常にロック解除されたことを示します。

管理タスク
システム、アプリケーションおよびユーザー・プロファイルを設定します。ソース・
システムおよびターゲット・アプリケーションの登録にも使用します。
次も参照:

• プロファイル・リストの事前定義
• ソース・システムの設定

第 1章
管理タスク

1-46



• ターゲット・アプリケーションの登録
• ソース会計エンティティの選択
• 一般会計職責の割当て
• ソース会計エンティティ・グループの操作
• Excelデータのロード

プロファイル・リストの事前定義
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、事前定義済の
プロファイル・リストを使用します。様々なビジネス・ニーズに対応するため、これらのプ
ロファイルの値を定義できます。プロファイルは次のレベルで設定できます:

• システム(システム全体に適用)

• アプリケーション(特定のターゲット・アプリケーションに適用)

• ユーザー(特定のユーザーに適用)

• セキュリティ(役割、レポート、バッチ、カスタム・スクリプト、ロケーション)

システムレベルのプロファイルの設定
システム設定は、システム全体に適用されるシステム・レベル・プロファイルを更新または
クリアする場合に使用します。
システム設定を定義するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「システム設定」を選択します。
2. 「システム設定」の「プロファイル・タイプ」で、「システム設定」画面に表示する特定の
プロファイルを選択します。
使用可能なプロファイル・タイプ:

• すべて
• ファイル - 「ファイル」プロファイル・タイプを選択すると、ファイル特有のシステ
ム設定に加えて、「アプリケーション・フォルダの作成」ボタンが表示されます。こ
の機能により、アプリケーション・ルート・ディレクトリ設定で指定したパスにフォ
ルダ構造が作成されます。

• ODI - ODIのパスワードおよびリポジトリ接続情報を設定する場合に使用します。こ
の情報が追加または変更されていると、「ODI接続の確認」をクリックして ODIエー
ジェントへの接続が正常に作成されたかどうかを表示できます。

• その他 - EPMAデータ・ソース、ユーザーの言語、ユーザー・インタフェースのテー
マ、デフォルトの確認レポートに関連付けるプロファイルを設定する場合に使用しま
す。

• POV

選択するプロファイル・タイプによって、画面で追加または変更できる設定が決まりま
す。

3. オプションを選択して、新しい値を「値」に追加します。
「選択」フィールドに が表示されている場合、その値で検索できます。
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ノート:

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
をインストールおよび構成している場合は、Oracle Data Integratorは自
動的にインストールおよび構成されます。Oracle Data Integratorのデー
タベースは FDMEEと同じデータベース内にあり、Oracle Data
Integratorエージェントは FDMEE管理対象サーバーに配置されます。
インストールのデフォルトを指定または変更する前に、Oracle Data
Integratorについて完全に理解し、Oracle Data Integratorのドキュメン
ト・セットを確認してください。

4. 「保存」をクリックします。
表 1-8 システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
すべて すべてのプロファイル・タイプを含む
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表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
ファイル アプリケーション・ルート・フォルダ このフィールドに指定したアプリケ

ーション・ルート・ディレクトリをサ
ーバー上で設定してください。
FDMEEを使用する際の最初のステ
ップとして、「アプリケーション・フ
ォルダの作成」オプションを実行する
必要があります。
アプリケーション・ルート・フォルダ
は、FDMEEアプリケーションのルー
ト・ディレクトリを指定します。この
フォルダは FDMEEサーバーに存在
し、すべての FDMEEアクティビティ
のルート・フォルダとして機能しま
す。このパラメータに基づいて、
FDMEEは、ログ・ファイルや生成さ
れたファイルとレポートをこのルー
ト・ディレクトリ内の適切なフォルダ
に保存します。この設定ステップと
は別にパラメータをサーバー上で設
定する必要があります。
「ファイル」プロファイル・タイプを
選択した場合、「システム設定」画面
に「アプリケーション・フォルダの作
成」ボタンが表示されます。この機能
により、このフィールドに指定したパ
スにフォルダ構造が作成されます。
フォルダ構造は次のとおりです(それ
ぞれにサブフォルダが含まれます):
data
inbox
outbox
inbox内で、ロケーションが、「ロケ
ーション」オプションに追加されると
きに作成されます。FDMEEアプリ
ケーション・フォルダのアーキテクチ
ャも参照してください。
アプリケーション・レベルのフォルダ
を指定し、「アプリケーション・フォ
ルダの作成」オプションを選択する
と、スクリプト・フォルダを含むアプ
リケーション用のフォルダのセット
が作成されます。アプリケーション
に固有のスクリプトをこのフォルダ
内に作成します。これはアプリケー
ション間で異なるイベント・スクリプ
トの場合、特に重要です。アプリケー
ション・レベルのフォルダを設定しな
い場合は、アプリケーションごとに異
なるイベント・スクリプトを使用でき
ません。
Universal Naming Convention
(UNC)パスを指定する場合、フォルダ
の共有アクセス権で、読取り/書込み
操作のための DCOMユーザーへのア
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表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
クセスを許可する必要があります。
Oracle Hyperion Financial
Managementおよび FDMEEが別個
のサーバー上にある場合は、アプリケ
ーション・ルート・フォルダに
Universal Naming Convention
(UNC)パスを使用します。必要な
UNC定義の指定については、サーバ
ー管理者にお問い合せください。
UNCパスを入力しない場合は、絶対
パスを入力する必要があります。た
とえば、C:\Win-Ovu31e2bfie\fdmee
と指定します

ノー
ト:

"8.3"表
記は、
別名と
しては
受け入
れられ
ていま
すが、
Micros
oftの
オペレ
ーティ
ング・
システ
ムには
存在し
ませ
ん。ま
た、ス
ペース
を含む
フォル
ダ名の
正しい
UNCパ
スの代
替とし
て使用
できな
いこと
にも注
意して
くださ
い。
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表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
ファイル ロケーション・フォルダの作成 ロケーションの作成時に、inboxに

ロケーション・フォルダを作成するよ
うにシステムに指示します。指定で
きる値は「はい」または「いいえ」で
す。このオプションは一度設定した
ら変更しないでください。この設定
はオプションですが推奨します。

ファイル アーカイブ・モード アーカイブされたファイルをアーカ
イブ・ロケーションにコピーするか移
動するかを指定します。「コピー」,、
「移動」または「なし」を設定します。
「コピー」を選択すると、ファイルは
inboxに残されます。
「移動」を選択すると、ファイルはア
ーカイブ・フォルダにコピーされ、
inboxから削除されます。
dataという名前のフォルダがアーカ
イブ・フォルダです。
ファイルがアーカイブ・ロケーション
に移動されると、ファイル名が次のよ
うに変更されます:
<Process
ID><Year><Month><Day>.<Origi
nal Extension>
たとえば、ソース・ファイル名が
BigFile.csvであり、このファイル
が期間Mar-07に期間キー
03/01/2007でロードされ、プロセス
IDが 983であった場合、結果のファ
イル名は 98320070301.csvとなり
ます。

ファイル ファイル・アップロードのワイルド・
カードを除外

アップロードできないファイル拡張
子を指定します。
*.*と入力すると、すべてのファイル
をアップロードできなくなります。

ファイル バッチ・サイズ ファイルからメモリーに一度に読み
込まれる行数を指定します。このパ
ラメータは主にパフォーマンスのた
めに使用されます。データがロード
されるとき、この設定により、キャッ
シュに格納されるレコード数が決ま
ります。たとえば、1000を指定した
場合、1,000件のレコードがキャッシ
ュに格納されます。同様に、5000を
指定した場合、5,000件のレコードが
キャッシュに格納されてコミットさ
れます。この設定をサーバー・メモリ
ーによって決定し、必要に応じて調整
します。
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表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
ファイル ファイルの文字セット テキストを作成、保管および表示する

ためにビット組合せを文字にマッピ
ングする方法を指定します。
各エンコード方式には UTF-8などの
名前が付けられています。各エンコ
ード方式では、それぞれの値は特定の
ビット組合せにマッピングされてい
ます。たとえば、UTF-8では大文字の
Aは HEX41にマッピングされてい
ます。
をクリックして使用可能な文字

セットを表示します。
エンコーディングとは、テキストの作
成、保管、表示のためにビット組合せ
を文字にマッピングすることです。
ソース・ファイルがサポートされてい
る形式のいずれでもない場合、エンコ
ーディングを UNICODEに変換しま
す。

ファイル 暗号化パスワード・フォルダ 暗号化されたパスワードを格納する
ファイルを配置するディレクトリを
指定します。
この暗号化パスワード・フォルダは、
「構成ファイルの更新」ボタンととも
に使用します。バッチ・スクリプトの
操作を参照してください。

ファイル ファイルへのワークベンチ・エクスポ
ート形式

データをエクスポートするとき、必要
なファイル形式を選択します。
使用可能なファイル形式は次のとお
りです:
• CSV (*.csv)
• Excel (*.xls)
エクスポートのデフォルトのファイ
ル形式は CSVです。

ODI ODIユーザー名 Oracle Data Integratorマスター・リ
ポジトリへのアクセスに使用される
Oracle Data Integratorのユーザー
名を指定します。たとえば、
Supervisorと入力します。
この設定は ODIの構成時に自動的に
定義されますが、必要に応じてカスタ
マイズできます。

ODI ODIパスワード Oracle Data Integratorマスター・リ
ポジトリへのアクセスに使用される
Oracle Data Integratorのデータベ
ース・スキーマを指定します。たとえ
ば、Masterと入力します。
この設定は ODIの構成時に自動的に
定義されますが、必要に応じてカスタ
マイズできます。

第 1章
管理タスク

1-52



表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
ODI ODI実行リポジトリ すべてのシナリオが格納されるリポ

ジトリを指定します。たとえば、
ERPI_REFと入力します。
この設定は ODIの構成時に自動的に
定義されますが、必要に応じてカスタ
マイズできます。

ODI ODI作業リポジトリ ランタイム・オブジェクトを含むリポ
ジトリを指定します(実行)(例: シナ
リオ)。作業リポジトリは 1つのマス
ター・リポジトリとのみリンクできま
す。
たとえば、FDMEE_WORK_REFと
入力します

ODI ODIマスター・リポジトリ・ドライ
バ

ODIマスター・リポジトリのドライ
バを指定します。
この設定は ODIの構成時に自動的に
定義されますが、必要に応じてカスタ
マイズできます。

ODI ODIマスター・リポジトリ URL Oracle Data Integratorのマスタ
ー・リポジトリがインストールされて
いるサーバーの URLを指定します。
この設定は ODIの構成時に自動的に
定義されますが、必要に応じてカスタ
マイズできます。
たとえば、
jdbc:oracle:thin:@serverdata
base.oracle.com:1521:orclと
入力します。

ODI ODIマスター・リポジトリ・ユーザ
ー

Oracle Data Integratorマスター・リ
ポジトリのユーザー名を指定します。
この設定は ODIの構成時に自動的に
定義されますが、必要に応じてカスタ
マイズできます。

ODI ODIマスター・リポジトリのパスワ
ード

Oracle Data Integratorマスター・リ
ポジトリのパスワードを指定します。
この設定は ODIの構成時に自動的に
定義されますが、必要に応じてカスタ
マイズできます。

その他 EPMAデータ・ソース名 EPMAインタフェース・データ・ソ
ースの「EPMAデータ・ソース名」
を指定します。

その他 ユーザーの言語 FDMEEのユーザーが使用するバー
ジョンのシステムのデフォルト言語
を選択します
FDMEEは、ユーザー言語を使用し
て、列タイトルやセグメント名などの
言語データを問合せします。

第 1章
管理タスク

1-53



表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
その他 ユーザー・インタフェースのテーマ デフォルトのテーマには、ユーザー・

インタフェースに表示されるすべて
の色、スタイル、および一般に使用さ
れるアイコンが含まれています。
FDMEEは、デフォルト値として
BLAF+を使用します。

その他 デフォルトの確認レポート デフォルトの確認レポートとして使
用する確認レポートのタイプを指定
します。次にシード済確認レポート
を示しますが、新しいレポートを作成
してここに指定できます:
• 確認レポート - 現在のロケーシ
ョンに対する検証ルールの結果
(成功または失敗ステータス)を
表示します。

• 確認レポートの期間範囲(カテゴ
リ、開始期間、終了期間) - カテ
ゴリと選択した期間について検
証ルールの結果を表示します。

• 確認レポート検証エンティテ
ィ・シーケンス別 - 現在のロケー
ションについて検証ルールの結
果を表示します(成功または失敗
ステータス)。検証エンティテ
ィ・グループに定義されたシーケ
ンスでソートされています。

• 確認レポート(警告) - 現在のロケ
ーションについて検証ルールの
結果を表示します。警告の条件
が一致する場合に、検証が検証ル
ールに記録されて表示されます。
このレポートには、検証に合格し
たルールは表示されません。

その他 デフォルト交差レポート システム・レベルでデフォルトの交差
確認レポートとして使用する交差確
認レポートのタイプを指定します。
交差レポートは、データ・ロード・エ
ラーを特定します。これは、「デー
タ・ロード・ワークベンチ」のデータ
検証ステップの一部として生成され
ます。使用可能なレポートのフォー
マットは、動的列フォーマットと固定列フォーマットの 2つです。固定列
には、最大 4つのカスタム・ディメ
ンションが表示されます。

その他 バッチ・タイムアウト(分) バッチ・ジョブを同期モード(即時処
理)で実行する場合、ジョブの最大実
行時間を指定します。同期モードで
は、FDMEEはジョブの完了を待って
から制御を戻します。
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表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
その他 イベント・スクリプト実行の有効化 「はい」を選択すると、データのロー

ド前(BefLoad)や検証後
(AftValidate)にアプリケーション・イ
ベントの実行が有効になります。「い
いえ」を選択すると、アプリケーショ
ン・イベントの実行が無効になりま
す。

その他 SQL Server Database Provider SQL Server Database Providerの
名前を指定します。
指定できる SQL Server Database
Provider:
• SQLOLEDB
• SQLNCLI10 (SQL Server 2008)
• SQLNCLI11 (SQL Server 2012)

その他 ログ・レベル ログに表示される詳細のレベルを指
定します。ログ・レベル 1を指定す
ると、詳細が最も少なく表示されま
す。ログ・レベル 5を指定すると、
詳細が最も多く表示されます。
ログは、「ログ」リンクを選択すると
「プロセスの詳細」に表示されます。

その他 レポート精度の確認 最も重要な数字が一番左の 0(ゼロ)以
外の数字で、最も重要でない数字が一
番右の既知の数字の場合の丸め処理
に使用する 10進数の合計数を指定
します。

その他 データ・エクスポート・オプション
「すべてのデータを上書き」を表示し
ます

「ルールの実行」画面にある「エクス
ポート・モード」ドロップダウンに
「すべてのデータを上書き」オプショ
ンを表示する場合は、「はい」を指定
します。
すべてのデータの上書きを選択した
場合は、次のメッセージが表示されま
す: 警告: 「すべてのデータを上書き」
オプションでは、アプリケーション全
体のデータがクリアされます。これ
は現在の視点に制限されません。こ
のアクションを実行しますか?

その他 マップ監査を使用可能にする マップ・モニター・レポート(ロケー
ションのマップ・モニターおよびユー
ザーのマップ・モニター)の監査レポ
ートを作成するには、「はい」に設定
します。この設定のデフォルト値は
「いいえ」です。
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表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
その他 アクセスしてソース・ドキュメントを

開く
FDMEEのランディング・ページにド
リルダウンすると、この設定によって
「ソース・ドキュメントを開く」リン
ク(データのロードに使用されたファ
イル全体を開きます)へのアクセス権
が決定されます。
• 管理者 - 「アクセスしてソース・
ドキュメントを開く」リンクは管
理者ユーザーに限定されます。

• すべてのユーザー  - 「アクセスし
てソース・ドキュメントを開く」
リンクはすべてのユーザーが使
用できます。「すべてのユーザ
ー」がデフォルト設定です。

その他 マップ・エクスポート・デリミタ メンバー・マッピングのエクスポート
時に、列の区切り記号の値を設定しま
す。
使用可能な区切り記号は次のとおり
です。
• ! (感嘆符)
• , (カンマ)
• ; (セミコロン)
• | (縦線)

その他 マップ・エクスポートの Excelファイ
ル形式

メンバー・マッピングをエクスポート
する際に使用する Excelファイル形
式を選択します。
• Excel 97-2003ワークブック

(*.xls)
• Excelマクロ対応ワークブック

(*.xlsm)
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表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
その他 マップ LCM形式 データ・ロード・マッピングのエクス

ポート・オプションを移行(ライフサ
イクル管理)に設定します。
使用可能なオプション:
• 個別データ・ロード・マッピング

— マップは、ロケーションごと
に個別にエクスポートされ、ロケ
ーションごとに個別にインポー
トされます。各ロケーションに
マップが多数ある場合、ロケーシ
ョンごとに小さい単位でマップ
をロードできるため、この方法を
使用します。この方法は、特定の
ロケーションのマップを選択的
に移行する場合にも役立ちます。
この方法では、既存のマップは削
除され、スナップショットの新し
いマップで置き換えられます。

• すべてのロケーションの結合デ
ータ・ロード・マッピング—マッ
プは、すべてのロケーションにつ
いて、1つのアーティファクトで
エクスポートされます。この方
法では、スナップショットのマッ
プがターゲット・システムの既存
のマップにマージされます。こ
れがデフォルトの設定です。
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表 1-8 (続き) システム設定のプロファイル・オプション

プロファイル・タイプ プロファイル・オプション プロファイルの説明
その他 ドリル・タイプ UI Oracle Enterprise Performance

Management Cloudでドリルダウン
する際に使用するドリルスルー・ユー
ザー・インタフェースのタイプを選択
します。
使用可能なドリル・タイプ:
• クラシック—ドリル・スルーのラ

ンディングには、標準のソースと
ターゲットのタブがあり、これら
のタブには、一般会計勘定科目
と、アプリケーションのセルに移
入するために使用されたハイパ
ーリンク付きの残高が表示され
ます。クラシック・ユーザー・イ
ンタフェースでは、ユーザーはド
リルしたデータのカスタム・ビュ
ーを作成できません。

• 簡易ユーザー・インタフェース—
ランディング・ページの標準のソ
ースとターゲットのタブに加え
て、ユーザーはドリルしたデータ
のカスタム・ビューを追加できま
す。
ドリルスルーでのカスタム・ビュ
ーの使用の詳細は、ドリルスル
ー・ランディング・ページへのカ
スタム・ビューの追加を参照して
ください

POV デフォルト POV期間 デフォルト POV期間を指定します。
これらのプリファレンスが優先され
るのは、「アプリケーション設定」ま
たは「ユーザー設定」に同等の設定が
ない場合です。

POV デフォルト POVカテゴリ デフォルト POVカテゴリを指定しま
す。これらのプリファレンスが優先
されるのは、「アプリケーション設定」
または「ユーザー設定」に同等の設定
がない場合です。

POV グローバル POVモード これが「はい」に設定されている場
合、他の POV (アプリケーション・レ
ベルとユーザー・レベルの POV)は無
視されます。

アプリケーションレベルのプロファイルの設定
アプリケーション設定は、ターゲット・アプリケーションに適用されるアプリケーシ
ョンレベル・プロファイルを更新またはクリアする場合に使用します。
アプリケーション・レベルのプロファイルを設定するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「アプリケーション設定」を選択します。
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2. 「アプリケーション設定」の「ターゲット・アプリケーション」ドロップダウンで、アプ
リケーション・プロファイルを適用するターゲット・アプリケーションを選択します。

3. アプリケーション・レベルのプロファイル設定を選択します。
4. オプション: 設定をクリアするには、値を選択し、「削除」をクリックします。
値は表示されなくなりますが、削除されるのは保存した後です。

5. 「保存」をクリックします。
表 1-9 アプリケーション・レベルのプロファイル・オプション

オプション 説明
アプリケーション・ルート・フォルダ アプリケーション・ルート・フォルダは、EPMア

プリケーションにデータをロードするために使用
されるすべてのファイルを格納するルート・フォ
ルダです。EPMアプリケーションごとに別のルー
ト・フォルダを使用できます。
このパラメータに基づいて、Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionは、ログ・ファイルや生成さ
れたファイルとレポートをこのルート・ディレク
トリ内の適切なフォルダに保存します。この設定
ステップとは別にパラメータをサーバー上で設定
する必要があります。
「アプリケーション・フォルダの作成」ボタンを選
択すると、このフィールドに指定したパスでのフ
ォルダ構造の作成がシステムに指示されます。フ
ォルダ構造は次のとおりです(それぞれにサブフォ
ルダが含まれます):
data
inbox
outbox
アプリケーション・レベルのフォルダを指定し、
「アプリケーション・フォルダの作成」オプション
を選択すると、スクリプト・フォルダを含むアプ
リケーション用のフォルダのセットが作成されま
す。アプリケーションに固有のスクリプトをこの
フォルダ内に作成します。これはアプリケーショ
ン間で異なるイベント・スクリプトの場合、特に
重要です。アプリケーション・レベルのフォルダ
を設定しない場合は、アプリケーションごとに異
なるイベント・スクリプトを使用できません。
Universal Naming Convention (UNC)パスを指定
する場合、フォルダの共有アクセス権で、読取り/
書込み操作のための DCOMユーザーへのアクセ
スを許可する必要があります。Oracle Hyperion
Financial Managementおよび FDMEEが別個の
サーバー上にある場合は、アプリケーション・ル
ート・フォルダに Universal Naming Convention
(UNC)パスを使用します。必要な UNC定義の指定
については、サーバー管理者にお問い合せくださ
い。
UNCパスを入力しない場合は、絶対パスを入力す
る必要があります。たとえば、C:\Win-
Ovu31e2bfie\fdmeeと指定します
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表 1-9 (続き) アプリケーション・レベルのプロファイル・オプション

オプション 説明
ファイルの文字セット テキストを作成、保管および表示するためにビッ

ト組合せを文字にマッピングする方法を指定しま
す。
各エンコード方式には UTF-8などの名前が付けら
れています。各エンコード方式では、それぞれの
値は特定のビット組合せにマッピングされていま
す。たとえば、UTF-8では大文字の Aは HEX41に
マッピングされています。
をクリックして使用可能な文字セットを表示

します。
エンコーディングとは、テキストの作成、保管、
表示のためにビット組合せを文字にマッピングす
ることです。
ソース・ファイルがサポートされている形式のい
ずれでもない場合、エンコーディングを UNICODE
に変換します。

デフォルト POVロケーション デフォルト POVのロケーションを指定します。
デフォルト POV期間 デフォルト POV期間を指定します。
デフォルト POVカテゴリ デフォルト POVカテゴリを指定します。
ユーザーの言語 FDMEEのユーザーが使用するバージョンのアプ

リケーションのデフォルト言語を選択します。
ユーザー・インタフェースのテーマ アプリケーションの Oracle設計パターンを設定

します。
FDMEEは、デフォルトのユーザー・インタフェー
ス値として BLAF+を使用します。

デフォルト交差レポート アプリケーション・レベルでデフォルトの交差確
認レポートとして使用する交差確認レポートのタ
イプを指定します。交差確認レポートは、データ・
ロード・エラーを特定します。これは、「データ・
ロード・ワークベンチ」のデータ検証ステップの
一部として生成されます。使用可能なレポートの
フォーマットは、動的列フォーマットと 固定列フ
ォーマットの 2つです。固定列には、最大 4つの
カスタム・ディメンションが表示されます。

第 1章
管理タスク

1-60



表 1-9 (続き) アプリケーション・レベルのプロファイル・オプション

オプション 説明
デフォルトの確認レポート アプリケーション・レベルでデフォルトのレポー

トとして使用するレポートのタイプを指定しま
す。次にシード済レポートを示しますが、新しい
レポートを作成してここに指定できます:
• 確認レポート - 現在のロケーションについて
検証ルールの結果を表示します(成功または失
敗ステータス)。

• 確認レポートの期間範囲(カテゴリ、開始期間、
終了期間) - カテゴリと選択した期間について
検証ルールの結果を表示します。

• 確認レポート検証エンティティ・シーケンス
別 - 現在のロケーションについて検証ルール
の結果を表示します(成功または失敗ステータ
ス)。検証エンティティ・グループに定義され
たシーケンスでソートされています。

• 確認レポート(警告) - 現在のロケーションに
ついて検証ルールの結果を表示します。警告
の条件が一致する場合に、検証が検証ルール
に記録されて表示されます。このレポートに
は、検証に合格したルールは表示されません。

イベント・スクリプト実行の有効化 「はい」を選択すると、データのロード前(BefLoad)
や検証後(AftValidate)にアプリケーション・イベ
ントの実行が有効になります。「いいえ」を選択す
ると、アプリケーション・イベントの実行が無効
になります。

ログ・レベル ログに表示される詳細のレベルを指定します。ロ
グ・レベル 1を指定すると、詳細が最も少なく表
示されます。ログ・レベル 5を指定すると、詳細
が最も多く表示されます。
ログは、「ログ」リンクを選択すると「プロセスの
詳細」に表示されます。

レポート精度の確認 最も重要な数字が一番左の 0(ゼロ)以外の数字で、
最も重要でない数字が一番右の既知の数字の場合
の丸め処理に使用する 10進数の合計数を指定し
ます。

データ・エクスポート・オプション「すべてのデ
ータを上書き」を表示します

「ルールの実行」画面の「エクスポート・モード」
ドロップダウンに「すべてのデータを上書き」オ
プションを表示します。
すべてのデータの上書きを選択した場合は、次の
メッセージが表示されます: 警告: 「すべてのデー
タを上書き」オプションでは、アプリケーション
全体のデータがクリアされます。これは現在の視
点に制限されません。このアクションを実行しま
すか?

マップ監査を使用可能にする マップ・モニター・レポート(ロケーションのマッ
プ・モニターおよびユーザーのマップ・モニター)
の監査レポートを作成するには、「はい」に設定し
ます。この設定のデフォルト値は「いいえ」です。
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表 1-9 (続き) アプリケーション・レベルのプロファイル・オプション

オプション 説明
アクセスしてソース・ドキュメントを開く FDMEEのランディング・ページにドリルダウンす

ると、この設定によって「ソース・ドキュメント
を開く」リンク(データのロードに使用されたファ
イル全体を開きます)へのアクセス権が決定されま
す。
• 管理者 - 「アクセスしてソース・ドキュメント

を開く」リンクは管理者ユーザーに限定され
ます。

• すべてのユーザー  - 「アクセスしてソース・ド
キュメントを開く」リンクはすべてのユーザ
ーが使用できます。「すべてのユーザー」がデ
フォルト設定です。

マップ・エクスポート・デリミタ メンバー・マッピングのエクスポート時に、列の
区切り記号の値を設定します。
使用可能な区切り記号は次のとおりです。
• ! (感嘆符)
• , (カンマ)
• ; (セミコロン)
• | (縦線)

マップ・エクスポートの Excelファイル形式 メンバー・マッピングをエクスポートする際に使
用する Excelファイル形式を選択します。
• Excel 97-2003ワークブック(*.xls)
• Excelマクロ対応ワークブック(*.xlsm)

すべての (POV)ロケーションのロックおよびロック解除
すべてのロケーションのロック機能では、ターゲット・アプリケーション全体につい
て現在の期間およびカテゴリに関連したすべてのロケーションをロックし、選択した
POVにデータがロードされるのを防ぎます。ロケーションがロックされている場合、
インポート、検証、エクスポートまたは検証の再実行を行えません。

ロケーションがロックされている場合、ロック記号( )が POVバーに表示されます。
すべてのロケーションのロック機能は次の場所で参照されます。
• データ・ロード・ワークベンチ
• データ・ロード・ルール
• バッチ実行
「すべてのロケーションのロック解除」オプションも使用可能で、すべてのロックされ
たロケーションをロック解除できます。「視点の選択」画面で、ユーザーがロケーショ
ンごとに POVをロック解除できるようにオプションを指定できます。
個々の POVのロックおよびロック解除の詳細は、POVのロックおよびロック解除を
参照してください
POVのすべてのロケーションをロックするには :

1. 「設定」タブの「構成」で、「アプリケーション設定」を選択します。
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2. 「アプリケーション設定」の「ターゲット・アプリケーション」ドロップダウンから、ア
プリケーション・プロファイルを適用するターゲット・アプリケーションを選択します。

3. すべてのロケーションのロックをクリックします。
4. 「期間」で、ロックする期間を選択します。
5. 「カテゴリ」で、ロックするカテゴリを選択します。
6. 「ロケーションごとのロックの解除を許可」をクリックし、「視点の選択」画面で、「POV
のロック解除」オプションを指定します。
「ロケーションごとのロックの解除を許可」が無効化されている場合、「視点の選択」画面
に、「POVのロック解除」および「POVのロック」フィールドは表示されません。

7. 「OK」をクリックします。
選択したターゲット・アプリケーションに対応するすべてのロケーションがロックされま
す。

すべてのロケーションの POVのロックを解除するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「アプリケーション設定」を選択します。
2. 「アプリケーション設定」の「ターゲット・アプリケーション」ドロップダウンから、ア
プリケーション・プロファイルを適用するターゲット・アプリケーションを選択します。

3. 「すべてのロケーションのロック解除」をクリックします。
4. 「期間」で、ロック解除する期間を選択します。
5. 「カテゴリ」で、ロック解除するカテゴリを選択します。
6. 「OK」をクリックします。
選択したターゲット・アプリケーションに対応するすべてのロケーションのロックが解除
されます。

ユーザー・レベルのプロファイルの設定
ユーザー設定は、ユーザーに適用されるユーザーレベル・プロファイルを更新またはクリア
する場合に使用します。

ノート:

グローバル・モードが定義されると、POVのユーザー・レベル・プロファイルは適
用できません。

ユーザー・レベルのプロファイルを設定するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「ユーザー設定」を選択します。
2. 「ユーザー設定」で、追加または変更するオプションを選択します。
3. オプション: 設定をクリアするには、値を選択し、キーボードから、「削除」をクリック
します。
値は表示されなくなりますが、削除されるのは保存した後です。

4. 「保存」をクリックします。
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表 1-10 ユーザー・レベルのプロファイルの設定

オプション 説明
ファイルの文字セット テキストを作成、保管および表示するためにビット組合せを文字にマッピングする方法を指

定します。
各エンコード方式には UTF-8などの名前が付
けられています。各エンコード方式では、それ
ぞれ文字は特定のビット組合せにマッピング
されています。たとえば、UTF-8では大文字の
Aは HEX41にマッピングされています。
をクリックして、「検索して選択」画面に

使用可能な文字セットを表示します。
エンコーディングとは、テキストの作成、保
管、表示のためにビット組合せを文字にマッピ
ングすることです。
ソース・ファイルがサポートされている形式の
いずれでもない場合、エンコーディングを
UNICODEに変換する必要があります。

デフォルト POVロケーション デフォルト POVのロケーションを指定しま
す。

デフォルト POV期間 デフォルト POV期間を指定します。
デフォルト POVカテゴリ デフォルト POVカテゴリを指定します。
ユーザーの言語 ユーザー・バージョンの Oracle Hyperion

Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionユーザー・インタフェース
のデフォルト言語を選択します。

ユーザー・インタフェースのテーマ FDMEEユーザー・インタフェースのユーザー
が使用するバージョンのデフォルト・テーマを
指定します。

デフォルトの確認レポート ユーザー・レベルでデフォルトの確認レポート
として使用する確認レポートのタイプを指定
します。次にシード済確認レポートを示しま
すが、新しいレポートを作成してここに指定で
きます:
• 確認レポート - 現在のロケーションにつ
いて検証ルールの結果を表示します(成功
または失敗ステータス)。

• 確認レポートの期間範囲(カテゴリ、開始
期間、終了期間) - カテゴリと選択した期間
について検証ルールの結果を表示します。

• 確認レポート検証エンティティ・シーケン
ス別 - 現在のロケーションについて検証
ルールの結果を表示します(成功または失
敗ステータス)。検証エンティティ・グル
ープに定義されたシーケンスでソートさ
れています。

• 確認レポート(警告) - 現在のロケーション
について検証ルールの結果を表示します。
警告の条件が一致する場合に、検証が検証
ルールに記録されて表示されます。これ
には、検証に合格したルールは表示されま
せん。
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表 1-10 (続き) ユーザー・レベルのプロファイルの設定

オプション 説明
デフォルト交差レポート ユーザー・レベルでデフォルトの交差確認レポ

ートとして使用する交差確認レポートのタイ
プを指定します。交差レポートは、データ・ロ
ード・エラーを特定します。これは、「データ・
ロード・ワークベンチ」のデータ検証ステップ
の一部として生成されます。使用可能なレポ
ートのフォーマットは、動的列フォーマットと固定列フォーマットの 2つです。固定列には、
最大 4つのカスタム・ディメンションが表示さ
れます。

ログ・レベル ログに表示される詳細のレベルを指定します。
ログ・レベル 1を指定すると、詳細が最も少な
く表示されます。ログ・レベル 5を指定する
と、詳細が最も多く表示されます。
ログは、「ログ」リンクを選択すると「プロセ
スの詳細」に表示されます。

マップ・エクスポート・デリミタ メンバー・マッピングのエクスポート時に、列
の区切り記号の値を設定します。
使用可能な区切り記号は次のとおりです。
• ! (感嘆符)
• , (カンマ)
• ; (セミコロン)
• | (縦線)

マップ・エクスポートの Excelファイル形式 メンバー・マッピングをエクスポートする際に
使用する Excelファイル形式を選択します。
• Excel 97-2003ワークブック(*.xls)
• Excelマクロ対応ワークブック(*.xlsm)

セキュリティ・オプションの設定
役割レベル・セキュリティ、レポート・セキュリティ、バッチ・セキュリティおよびロケー
ション・セキュリティのオプションを設定します。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、管理者がほと
んどのユーザー・インタフェースおよびレポート機能のセキュリティを有効化できます。
FDMEEでは、5つのレベルのセキュリティをサポートしています :

• 役割レベルのセキュリティ - 各ユーザーがアクセスできるユーザー・インタフェースのコ
ンポーネントへのアクセスを制御します。

• レポート・セキュリティ — 役割に割り当てられたレポート・グループに基づいて、実行
できるレポートを制御します。

• バッチ・セキュリティ — 役割に割り当てられたバッチ・グループに基づいて、実行でき
るバッチを制御します。

• カスタム・スクリプト・セキュリティ — 役割に割り当てられたカスタム・スクリプト・
グループに基づいて、実行できるカスタム・スクリプトを制御します。

• ロケーション・セキュリティ - ロケーションへのアクセスを制御します。
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セキュリティ・レベルはユーザーに適用されます。ユーザーに割り当てられた役割と
ロケーションのセキュリティ・レベルは実行時に比較されます。ユーザーがアクセス
しようとしている機能に割り当てられたレベルと等しいレベルがユーザーに割り当て
られている場合、ユーザーは機能を使用できます。

役割レベルのセキュリティ
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのセキュリテ
ィでは、サービス管理者およびパワー・ユーザーは役割の概念を使用してユーザー・
インタフェース機能へのユーザー・アクセスをカスタマイズできます。役割とは、機
能へのアクセス権をユーザーに付与する権限です。FDMEEでは、特定の要件を集約お
よび調整した機能がデフォルトの役割に割り当てられます。機能に役割が割り当てら
れた後は、ユーザーを Oracle Hyperion Shared Servicesでプロビジョニングすると、
対応する役割がそれらのユーザーにマップされます。ユーザーに役割を付与するプロ
セスの詳細は、『Oracle(R) Enterprise Performance Management Systemユーザーおよ
び役割セキュリティ・ガイド』を参照してください。
役割レベルのセキュリティを追加するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「セキュリティ設定」を選択します。
2. 「セキュリティ設定」で、「ユーザー・インタフェース」タブを選択します。
3. 「役割」で、アクセスを割り当てる役割カテゴリを選択します。
役割のカテゴリによって、選択された役割に関連付けられる機能の表示が決まりま
す。役割のリストを次に記載します。

4. 「レポート」タブまたは「バッチ」タブのいずれかを選択します。
5. 「選択」で、役割に割り当てる関数を選択します。
役割セキュリティのレポート・グループへの割当ての詳細は、レポート・セキュリ
ティの定義を参照してください。
役割セキュリティのバッチ・グループへの割当ての詳細は、バッチ・セキュリティ
の定義を参照してください。
役割セキュリティのカスタム・スクリプトへの割当ての詳細は、カスタム・スクリ
プト・セキュリティの定義を参照してください。

6. 「保存」をクリックします。

第 1章
管理タスク

1-66



表 1-11 役割と説明

役割 説明
管理者 FDMEEのすべての機能へのアクセス権を付与し

ます。
統合の作成 FDMEEのメタデータ・ロード・ルールおよびデー

タ・ロード・ルールを作成します
統合の実行 FDMEEのメタデータとデータ・ルールを実行し、

実行時パラメータを入力します。トランザクショ
ン・ログを表示できます。

ドリル・スルー FDMEEのランディング・ページにドリルできるか
どうかを制御します。これによって、ソース・シ
ステムへのドリルが制御されます。

HR統合 人事データ・ルールを実行し、ランタイム・パラ
メータを設定します。トランザクション・ログを
表示できます。

中間 2-9 中間レベルの役割は管理者によって定義されま
す。

ユーザー・インタフェース・セキュリティの定義
ユーザー・セキュリティを追加するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「セキュリティ設定」を選択します。
2. 「役割のセキュリティ」タブを選択します。
3. 「役割」から、アクセスを割り当てる役割を選択します。
4. 「ユーザー・インタフェース」タブを選択します。
5. 「関数」で、ユーザー・インタフェース・セキュリティを割り当てるユーザー・インタフ
ェース関数を選択します。

6. 「保存」をクリックします。
レポート・セキュリティの定義

レポート・セキュリティを使用すると、選択したタイプ・グループにレポートを割り当てる
ことができ、そのグループには役割が割り当てられます。この役割は、実行時にグループ内
のすべてのレポートへのアクセス権を持ちます。
レポート・セキュリティを定義するには、選択したタイプのレポートをグループに割り当て
ます(レポート・グループの追加を参照してください)。次に、レポート・グループを役割に割
り当てます。この役割は、実行時にグループ内のすべてのレポートへのアクセス権を持ちま
す。
レポート・レベルのセキュリティを追加するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「セキュリティ設定」を選択します。
2. 「役割」で、レポート・セキュリティを割り当てる役割を選択します。
使用可能な役割の詳細は、役割レベルのセキュリティを参照してください。

3. 「レポート」タブを選択します。
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4. 「レポート・グループ」の「選択」フィールドで、レポート・セキュリティを割り
当てるレポート・グループを選択します。

5. 「保存」をクリックします。
「レポートの実行」を選択すると、「レポート・グループ」ドロップ・ダウンで使用
可能なレポート・リストは役割セキュリティで選択されたレポートに基づきます。

バッチ・セキュリティの定義
バッチ・セキュリティを使用すると、選択したタイプ・グループにバッチを割り当て
ることができ、そのグループには役割が割り当てられます。この役割は、実行時にグ
ループ内のすべてのバッチへのアクセス権を持ちます。
バッチ・セキュリティを定義するには、選択したタイプのバッチをグループに割り当
てます(バッチ・グループの追加を参照してください)。次に、バッチ・グループを役割
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に割り当てます。この役割は、実行時にグループ内のすべてのバッチへのアクセス権を持ち
ます。
バッチ・セキュリティを追加するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「セキュリティ設定」を選択します。
2. 「役割」で、バッチ・セキュリティを割り当てる役割を選択します。
使用可能な役割の詳細は、役割レベルのセキュリティを参照してください。

3. 「バッチ」タブを選択します。

4. 「バッチ・グループ」で、「選択」からバッチ・セキュリティを割り当てるバッチ・グルー
プを選択します。

5. 「保存」をクリックします。
「バッチ実行」を選択すると、バッチ・グループで使用可能なレポート・リストは役割セ
キュリティで選択されたバッチに基づきます。

カスタム・スクリプト・セキュリティの定義
カスタム・スクリプト・セキュリティを定義するには、選択したタイプのカスタム・スクリ
プトをグループに割り当てます(カスタム・スクリプト・グループの追加を参照してくださ
い)。次に、カスタム・スクリプト・グループを役割に割り当てます。この役割は、実行時に
グループ内のすべてのカスタム・スクリプトへのアクセス権を持ちます。
役割レベルのセキュリティを追加するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「セキュリティ設定」を選択します。
2. 「役割」で、カスタム・スクリプト・セキュリティを割り当てる役割を選択します。
役割のリストは、表 1を参照してください。

3. 「カスタム・スクリプト」タブを選択します。
4. 「カスタム・スクリプト・グループ」で、カスタム・スクリプト・セキュリティを割り当
てるカスタム・スクリプト・グループを選択します。

5. 「保存」をクリックします。

第 1章
管理タスク

1-69



ロケーションのセキュリティの定義
ロケーションへのユーザー・アクセスは、ロケーション・セキュリティによって決定
されます。各ロケーションに作成するユーザー・グループを定義します。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケーショ
ン・セキュリティ(ロケーションへのユーザーのアクセス権)は、ロケーションのセキュ
リティ設定タブのオプションによって構成および適用されます。各ロケーションに作
成するユーザー・グループを定義します。場所を作成または更新する場合、作成でき
るグループ数は場所のシステム設定で定義されています。また、「ユーザー・グループ
の保持」オプションによって、既存のすべてのロケーションに対するユーザー・グル
ープを一括して作成することができます。
ロケーション・セキュリティが十分に実装される前に、いくつかの従属プロセスが発
生します:

1. ロケーションが作成されると、ユーザー・グループが Oracle Hyperion Shared
Servicesに自動的に作成されます。
ユーザー・グループには、ロケーションの名前およびユーザー・プリファレンスに
基づいた追加の接頭辞と接尾辞情報が含まれています。さらに、ユーザー・グルー
プには役割が付与されます。

2. 管理者は、ユーザーをユーザー・グループにプロビジョニングします。
3. ユーザーがログインすると、FDMEEでは、ユーザーに割り当てられるグループが
決定されます。
FDMEEでは、グループ名に基づいてアクセス可能なロケーションが決定されま
す。

4. POV領域はユーザー・アクセスに基づいてロケーションをフィルタします。

ノート:

Webサービスおよびバッチ・スクリプトが使用されても、ロケーションのセ
キュリティは保守されて適用されます。

「ロケーションのセキュリティ」タブを表示するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「セキュリティ設定」を選択します。
2. 「ロケーションのセキュリティ」タブを選択します。
ロケーション・セキュリティのユーザー・グループを追加するには:

1. 「設定」タブの「構成」で、「セキュリティ設定」を選択します。
2. 「ロケーションのセキュリティ」タブを選択します。
3. 「ロケーションのサマリー」グリッドで「追加」をクリックします。

LOCATION名の行が追加されます。グループが保存されると、グループ名は
Prefix_Location_Suffixという形式になります(例: FDMEE_LOCATION_DATA)。
接頭辞と接尾辞は、Common Shared Services (CSS)のグループの特定に役立ちま
す。
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4. 「セキュリティ設定の詳細」グリッドで、「説明」フィールドにユーザー・グループの説明
を入力します。
たとえば、Group for Creating and Running Integrationと入力します。

5. 「接頭辞」フィールドに、「FDMEE」と入力します。
グループが保存されると、接頭辞がグループ名に追加されます。

ノート:

アンダースコアは、グループ名の接頭辞または接尾辞でサポートされていませ
ん。

6. 「接尾辞」フィールドで、ユーザーにアクセスがプロビジョニングされている関数または
ルールの名前を選択します。

ノート:

アンダースコアは、グループ名の接頭辞または接尾辞でサポートされていませ
ん。

たとえば、次のように指定します:

• 統合の実行役割
• HR統合役割
• 統合の作成役割
• ドリル・スルー役割
• 中間 2-9

グループが保存されると、接尾辞がグループ名に追加されます。
7. 適切な役割を選択して、ユーザー・グループにプロビジョニングされた役割のリストを選
択します:

• 統合の作成
• ドリル・スルー
• 統合の実行
• HR統合
• 中間 2-9

デフォルトでは、サービス管理者およびパワー・ユーザーのみが、FDMEEにアクセスし
てデータ統合プロセスで操作できます。
使用可能な役割の詳細は、役割レベルのセキュリティを参照してください。

8. 「保存」をクリックします。
9. ロケーションのユーザー・グループをまとめて作成するには、「ユーザー・グループの保
持」をクリックします。

ロケーション別のセキュリティを無効にするには:
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1. 「設定」タブの「構成」で、「セキュリティ設定」を選択します。
2. 「ロケーションのセキュリティ」タブを選択します。
3. 「ロケーション別のセキュリティを使用不可にする」をクリックします。
ロケーション別のセキュリティが無効の場合、メッセージ「ロケーション別のセキュ
リティが使用できません。この機能を使用可能にしますか?」が表示されます

4. 「保存」をクリックします。

ソース・システムの設定
場合によっては、複数の一般会計ソース・システムや人事ソース・システムを使用す
ることがあります。Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionを使用すると、どのインスタンスからでもデータとメタデータを抽出できます。
FDMEEでサポートされているソース・システムの詳細は、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemの動作保証マトリックスを参照してください。

ノート:

1. ソース・システムを登録します。Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・シ
ステムの登録を参照してください。

2. 必要に応じて、ソース・システムの設定を編集します。登録済ソース・システム詳
細の編集を参照してください。
登録されているソース・システムの削除の詳細は、登録済ソース・システムの削除
を参照してください。

ノート:

FDMEEのプロセスまたはジョブの表示の詳細は、プロセス詳細の表示を参
照してください。

Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムの登録
ソース・システム・ページでは、登録されているすべてのソース・システムが「サマ
リーペイン内の表に表示されます。デフォルトでは、次の列が表示されます:

• 名前 - ソース・システムの名前
• タイプ - ソース・システムのタイプ
• 説明 - ソース・システムの登録時に入力した説明。
• ドリル URL - ソース・システムの登録時に選択したドリル URL。
ソース・システムを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
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2. 「ソース・システム」で、「追加」をクリックします。
3. ソース・システム詳細を入力します:

a. 「ソース・システム名」で、ソース・システム名を入力します。
b. 「ソース・システムの説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
c. 「ソース・システム・タイプ」で、ソース・システム・タイプを選択します。
使用可能なソース・システム:

• E-Business Suiteリリース 11i

• PeopleSoft Financialsリリース 9

• JD Edwards Enterprise One

• SAP ERP Financial

• SAP BW (Business Warehouse)

• ファイル
• その他

d. ドリル URLを入力します。
ドリル・スルー URLは、ドリル・スルーに使用する URLを示します。たとえば、
http://machinename.us.company.com:6362と指定します
URLは E-Business Suiteまたは PeopleSoftを起動するために使用されます。
URLが使用可能である場合、または必要なドリル・スルー・オプションを提供する
JavaScriptを指定する場合は、任意のロケーションにドリル・スルーできます。ドリ
ル・スルーは、事前定義アダプタ、ファイルおよびオープン・インタフェース・ソー
スに対して使用可能です。
さらに、ソース・システムからロードされたデータが表示される Enterprise
Performance Management (EPM)システム・アプリケーションから Oracle General
Ledgerまたは PeopleSoft Enterprise Financial Managementにドリル・スルーできま
す。ハイパーリンクをクリックすると、Oracle General Ledgerの「残高」ページま
たは PeopleSoft Enterprise Financial Managementの「照会」ページに移動できます。
JD Edwardソース・システムの場合は、JD Edwardsの残高ページにドリル・スルー
できます。

ノート:

Oracle Hyperion Financial Managementの仕訳および会社間トランザクシ
ョンに対して、ドリル・スルーはサポートされていません。

e. 「ODIコンテキスト・コード」に、コンテキスト・コードを入力します。
ODIコンテキスト・コードは、Oracle Data Integratorに定義されているコンテキスト
を参照します。コンテキストはソースおよびターゲットの接続情報をグループ化し
ます。
デフォルトのコンテキスト・コードは GLOBALです。

4. オプション: PeopleSoftのコミットメント・コントロール機能を使用する場合、「コミッ
トメント・コントロールを使用可能にする」を選択します。
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PeopleSoftコミットメント・コントロールを参照してください。
5. 「保存」をクリックします。
ソース・システムを追加した後、表内のソース・システムを選択すると、下部ペイ
ンに詳細が表示されます。
ソース・システムを登録した後、ソース・システムを初期化する必要があります。
ソース・システムを初期化すると、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionに必要な、元帳、勘定科目などのすべてのメタデ
ータがフェッチされます。また、ソース・システムで勘定体系、セグメント/チャ
ートフィールド、元帳、職責などが新規に追加された場合もソース・システムを初
期化する必要があります。

6. ソース・システムを初期化するには、「初期化」をクリックします。

ノート:

ソース・システムのサイズによっては、初期化に数分かかる場合があり
ます。

ファイルベースのソース・システムの登録
この手順を使用して、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionで使用するファイルベースのソース・システムを登録します。
ソース・システム・ページでは、登録されているすべてのソース・システムが「サマ
リーペイン内の表に表示されます。デフォルトでは、次の列が表示されます:

• 名前 - ソース・システムの名前
• タイプ - ファイルベースのソース・システムのみがソース・システムとしてサポー
トされます。

• 説明 - ソース・システムの登録時に入力した説明。
• ドリル URL - ソース・システムの登録時に入力したドリル URL。
ファイルベースのソース・システムを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
2. 「保存」をクリックします。
ソース・システムを追加した後、表内のソース・システムを選択すると、下部ペイ
ンに詳細が表示されます。

登録済ソース・システムの削除
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでソース・シ
ステムを使用する予定がない場合は、登録済ソース・システムを削除できます。
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注意:

登録済ソース・システムを削除する際は注意が必要です!ソース・システムを削除す
る手順の中で、ターゲット・アプリケーションが削除されます。ターゲット・アプ
リケーションを削除すると、他のアーティファクトが削除されます。登録済ソー
ス・システムを削除すると、このソース・システムが「ソース・システム」画面か
ら削除され、このソース・システムに関連付けられたすべてのインポート・フォー
マット、ロケーション、メタデータ・ルールおよびデータ・ルールが削除されます。

登録済ソース・システムを削除するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
「ターゲット・アプリケーション」ページを使用して、ソース・システムに対するルール
またはマッピングを持つすべてのターゲット・アプリケーションを削除します。

2. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
3. 「ソース・システム」で、削除するソース・システムを選択して「削除」をクリックしま
す。

ヒント:

削除を元に戻すには、「取消し」をクリックします。

4. 「OK」をクリックします。

登録済ソース・システム詳細の編集
ソース・システムの詳細が変更される場合があります。ソース・システム詳細は必要に応じ
て編集できます。ソース・システム・タイプを追加した後は変更できませんので注意してく
ださい。
登録済ソース・システム設定を編集するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
2. ソース・システムを選択します。
3. 必要に応じて、ソース・システム詳細または ODI詳細を編集します。
4. 「保存」をクリックします。

(新規セグメント、チャートフィールド値または階層の追加など、)ソース・システムのメ
タデータを変更する場合、ソース・システムを初期化する必要があります。

5. 「初期化」をクリックします。

ファイルベースのデータ・ロード定義の追加
タイプが「ファイル」のソース・システムは、特定の記号で区切られた固定幅ファイルファ
イルからデータをインポートするためにインポート・フォーマットで使用されます。
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Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、ファイ
ルベースのデータ・ロード・システムが自動的に作成されます。代替ファイルベース
のデータ・ロード・ソース・システムを作成する場合は、次の手順に従います。
ファイルベースのインポート・フォーマットを使用するには、ファイルベースのデー
タ・ロードを定義する必要があります。
ファイルベースのデータ・ロード定義を追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
2. 「ソース・システム」で、「追加」をクリックします。
3. ソース・システム詳細を入力します:

a. 「ソース・システム名」に、ファイルベースのデータ・ロード・システム名を
入力します。

b. 「ソース・システムの説明」で、説明を入力します。
c. 「ソース・システム・タイプ」で、「ファイル」を選択します。
d. 「ドリルスルー URL」に、ドリル・スルーに使用する URLを識別する URLを
指定します。

e. 「ODIコンテキスト・コード」に、コンテキスト・コードを入力します。
ODIコンテキスト・コードは、Oracle Data Integratorに定義されているコンテ
キストを参照します。コンテキストはソースおよびターゲットの接続情報を
グループ化します。

4. 「保存」をクリックします。
ファイルベースのデータ・ロード・システムを追加した後で、表でソース・システ
ムを選択します。システムの詳細が下のペインに表示されます。

ソース・アダプタの操作
ソース・アダプタは Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionにおける統合フレームワークであり、これによりソース・システムから柔軟か
つカスタマイズ可能な方法でデータを抽出できます。ソース・アダプタは、2つのコン
ポーネントで構成されています:

• Oracle Data Integrator (ODI)プロジェクト - データをソース・システムから抽出し、
FDMEEステージング表にロードするためのコードが含まれています。

• アダプタ定義 XML - 統合の定義が含まれています。これには 3つのコンポーネン
トが含まれています。ソース列、パラメータおよびドリル URLです。

このフレームワークを使用して、事前にパッケージされたこれらの統合が提供されま
す:

• SAP ERP Financials

• JD Edwards

• 任意のソース・システムからロードするためのオープン・インタフェース
SAP用の事前パッケージ統合の使用

SAP用の事前パッケージ統合では、readmeの指示を確認して必要な情報を Oracleの
統合パートナからダウンロードします。オラクル社は、Oracle Data Integrator (ODI)プ
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ロジェクトおよびアダプタ定義 XMLファイルを提供します。SAP統合では、統合パートナが
ODIプロジェクトおよびアダプタ XMLを提供します。
事前パッケージ統合を使用するには:

1. ODIコンソールを使用して、 プロジェクト定義とモデル定義を Oracle Hyperion Financial
Data Quality Management, Enterprise Editionの作業リポジトリ設定にインポートしま
す。

2. アダプタ定義 XMLを、「システム設定」でアプリケーション・ルート・ディレクトリと
して設定されたディレクトリ内のロケーションにコピーします。

3. 「ソース・アダプタ」画面を使用して、アダプタ XMLファイルをインポートします。
ファイルをインポートするには:

a. 「設定」タブの「構成」で、「ソース・アダプタ」を選択します。
b. 「ソース・アダプタ」で、「インポート」を選択します。
c. 「インポートするファイルの選択」で、インポートするファイルに移動し、「OK」を
クリックします。
ファイル名は、必要なアダプタによって異なります。たとえば、次を選択します:

• SAP_GLNew_Adapter.xml

• SAP_GLClassic_Adapter.xml

• SAP_PC_Adapter.xml

• SAP_CC_Adapter.xml

• SAP_AP_Adapter.xml

• SAP_AR_Adapter.xml

d. オプション: ファイルを参照するには、「アップロード」を選択します。
e. 「アップロードするファイルの選択」で、「参照」をクリックしてインポートするファ
イルに移動し、「OK」をクリックします。

4. ソース列(ソース・アダプタで指定)とターゲット・アプリケーション・ディメンション間
のマッピングを定義する新しいタイプの「ソース・アダプタ」のインポート・フォーマッ
トを作成します。

5. 「ロケーション」および「データ・ルール」を定義します。
データ・ルールを実行すると、インポート・フォーマットと関連付けられた新規の ODI
シナリオを使用して、ソースからデータが抽出され、FDMEEステージング表
(TDATASEG)でステージングされます。

ソース・アダプタの一般情報の定義
「ソース・アダプタのサマリー」セクションを使用して、ソース・アダプタに関するサマリー
情報の表示、定義、削除、エクスポート、インポートおよびコピーを行います。

第 1章
管理タスク

1-77



ターゲット・アプリケーションの登録
ノート:

詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管
理のアプリケーションの登録を参照してください。

ターゲット・アプリケーションを使用すると、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionを異なるソース・システムとターゲット・アプリケー
ション間でデータを統合するためのプライマリ・ゲートウェイとして使用できます。
これにより、ローカルの Oracle Enterprise Performance Management Cloudアプリケ
ーション、ビジネス・プロセス・インスタンス間デプロイメント(クラウド間アプリケ
ーション)およびカスタム・アプリケーションを既存の EPMポートフォリオにデプロ
イできます。ソース・アプリケーションをターゲット・アプリケーションに統合する
プロセスにより、データの可視性、整合性および検証システムが提供されます。
次のアプリケーション・タイプは、使用可能なターゲット・アプリケーションのタイ
プを示しています。
• ローカル - このアプリケーション・タイプは、現在のサービスのローカル EPMア
プリケーション(オンプレミス・デプロイメント)を参照します。
統合を使用して既存のオンプレミス ERPアプリケーションからデータをインポー
トしたり、オンプレミス EPMアプリケーション間でデータを同期できます。
たとえば、Oracle Hyperion Financial Managementユーザーが Oracle Hyperion
Planningのデータを追加したり、Planningユーザーが他の Planningアプリケーシ
ョンを追加することができます。また、この統合では、クラウドからオンプレミ
ス・アプリケーションまたは他の外部レポート・アプリケーションへのライトバッ
クも可能です。

• クラウド - このアプリケーション・タイプは、データ統合のためにリモート・サー
ビスを使用するサービス・インスタンスを参照します。ビジネス・プロセス・イン
スタンスは、自己完結型ユニットで、多くの場合はWebサーバーとデータベース・
アプリケーションを含んでいます。この場合、2つのビジネス・プロセス・インス
タンス間の接続情報を選択する必要があります。
この機能を使用して、EPMのお客様はクラウド・デプロイメントを次のような既
存の EPMポートフォリオに適用できます
– Planningモジュール
– Planning

– Financial Consolidation and Close

– Oracle Hyperion Profitability and Cost Management

– Tax Reporting

ターゲット・アプリケーションを登録するには:

1. 「設定」タブを選択し、「登録」で「ターゲット・アプリケーション」を選択しま
す。
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2. 「ターゲット・アプリケーション」のサマリー・グリッドで「追加」をクリックし、デプ
ロイメントのタイプを選択します。
使用可能なオプションは、「クラウド」(クラウド・デプロイメントの場合)または「ロー
カル」(オンプレミス・デプロイメントの場合)です。
クラウド・デプロイメントの場合は、ステップ 3に進みます。
ローカル・デプロイメントの場合は、ステップ 4に進みます。

3. クラウド・デプロイメントを登録するには、「クラウド」を選択し、「EPMクラウド資格
証明」で次のステップを実行します。
a. 「URL」で、サービスへのログオン時に使用するサービス URLを指定します。
b. 「ユーザー名」で、クラウド・サービス・アプリケーションのユーザー名を指定しま
す。

c. 「パスワード」で、クラウド・サービス・アプリケーションのパスワードを指定しま
す。

d. 「ドメイン」で、クラウド・サービス・アプリケーションに関連付けられたドメイン
名を指定します。
アイデンティティ・ドメインは、サービス・インスタンスへのアクセスを必要とする
ユーザーのアカウントを制御します。また、権限を持つユーザーがアクセスできる機
能を制御します。サービス・インスタンスはアイデンティティ・ドメインに属しま
す。

ノート:

管理者はユーザーに表示されるドメイン名を更新できますが、FDMEEは、
カスタマがサービスの契約をした際に指定された元のドメイン名を必要と
します。FDMEEから EPM Cloud接続を設定している場合は、ドメイン別
名は使用できません。

e. 「タイプ」でアプリケーションのタイプを指定し、「OK」をクリックします。
有効なアプリケーション・タイプ:

• Planning

• Essbase

• 連結
• Tax Reporting

「アプリケーションを表示」をクリックして、アプリケーションを選択することもで
きます。

f. 「アプリケーション名」にアプリケーション名を入力します。
g. 既存のターゲット・アプリケーションと同じ名前のターゲット・アプリケーションを
登録するには、「接頭辞」で接頭辞を指定し、名前を一意にします。
接頭辞名が既存のターゲット・アプリケーション名に結合されます。たとえば、デモ
用のターゲット・アプリケーションに既存の"Vision"アプリケーションと同じ名前を
付ける場合は、Demo接頭辞を割り当てて、ターゲット・アプリケーションに一意の
名前を指定できます。この場合、FDMEEによって名前が結合され、DemoVisionと
いう名前が形成されます。
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h. 「OK」をクリックします。
 

 

4. 「OK」をクリックします。
5. 「アプリケーション詳細」にアプリケーション名を入力します。
6. 「OK」をクリックします。
7. Essbaseデータベースを使用する場合、Essbaseデータベース名を選択します。
8. 「メンバーのリフレッシュ」をクリックします。

EPM Cloudからメタデータおよびメンバーをリフレッシュするには、「メンバーの
リフレッシュ」をクリックする必要があります。

9. 「保存」をクリックします。
10. ディメンション詳細を定義します。
アプリケーションのディメンションの詳細の定義を参照してください。
オプション: すべてのディメンションが表示されない場合は、「メタデータのリフレ
ッシュ」をクリックします。

11. アプリケーション・オプションを選択します。
Planningアプリケーションの詳細は、Essbaseおよび Planningのアプリケーショ
ン・オプションの定義を参照してください。
Financial Managementの詳細は、Financial Managementのアプリケーション・オ
プションの定義を参照してください。

ノート:

Account Reconciliation Managerに使用可能なアプリケーション・オプシ
ョンはありません。
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カスタム・ターゲット・アプリケーションの作成
Oracle Enterprise Performance Management Cloudからデータを抽出し、EPM Cloudアプリ
ケーションにロードするのではなく、フラット・ファイルにデータをプッシュできるように、
カスタム・ターゲット・アプリケーションを作成します。
カスタム・ターゲット・アプリケーションを使用すると、EPMでサポートされるソースから
データをロードし、そのデータを Oracle Essbase、Oracle Hyperion Planningおよび Oracle
Hyperion Financial Managementにロードするかわりにフラット・ファイルに抽出できます。
必要なディメンショナリティを含むカスタム・ターゲット・アプリケーションを定義できま
す。Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、データを
ターゲット・アプリケーションにエクスポートするかわりに、カスタム・プロセスを使用し
て外部システムにロード可能なデータ・ファイルを生成します。
カスタム・ターゲット・アプリケーションを作成するときは、次の点に注意してください:

• データは、勘定科目、エンティティ、UD1、UD2から UD20、金額という定義済の順序で
ファイルに書き込まれます。

• カスタム・アプリケーション定義を作成するときに指定したシーケンスが、マッピング処
理の順序として使用されます。スクリプトに依存関係の処理順序が含まれる場合は、シー
ケンスに注意してください。

• データ・ルール — POVカテゴリは検証されません。
• データ・ロード・マッピング — ターゲット値はカスタム・アプリケーションに対して検
証されません。

• データ・ロードの実行 — FDMEEで出力データ・ファイルが作成されます。データ・フ
ァイルの名前は<Target App Name>_<Process ID>.datです。これは、<APPL ROOT
FOLDER>/outboxディレクトリに書き込まれます。データ・ファイルには、「プロセスの詳
細」ページの OUTPUT file列からアクセスできます。
データ・ロード・ルールが実行されると、FDMEEでデータがエクスポートされます。
カスタム・ファイルを作成する場合は、「ファイルへのエクスポートを使用可能にする」
オプションを「いいえ」に設定し、カスタム・イベント・スクリプトを BefExportに書
き込んでデータ・ファイルを作成します。カスタム・プロセスを作成してターゲット・ス
クリプトに自動的にロードする場合は、BefExportスクリプトを記述してください。

カスタム・アプリケーションを定義するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドの「ターゲット・アプリケーショ
ン」で、「追加」をクリックします。

3. 「ローカル」ターゲット・アプリケーションを選択します。
4. 「アプリケーションの選択」で「カスタム・アプリケーション」を選択して「OK」をクリ
ックします。
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5. 「アプリケーション詳細」にアプリケーション名を入力します。
6. 「ディメンションの詳細」タブを選択します。
7. 「ディメンション名」を指定します。

8. 「ターゲット・ディメンション・クラス」を選択するか、 をクリックして、ア
プリケーションで定義されていないディメンションごとに「ターゲット・ディメン
ション・クラス」を選択します。
ディメンション・クラスは、ディメンション・タイプによって定義されるプロパテ
ィです。たとえば、期間(Period)ディメンションがある場合、そのディメンション
のクラスも Periodとなります。Essbaseアプリケーションの場合は、勘定科目、
シナリオおよび期間の各ディメンションに対して適切なディメンション・クラスを
指定する必要があります。Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgeting
アプリケーションの場合は、従業員、職階、ジョブ・コード、予算アイテムおよび
要素の各ディメンションに対してディメンション・クラスを指定する必要がありま
す。

9. 「データ表列名」で、ディメンション値が格納されるステージング表(TDATASEG)
の列の表列名を指定します。

をクリックし、データ表列名を検索して選択します。
10.「シーケンス」に、マップが処理される順序を指定します。
たとえば、「勘定科目」が 1、「製品」が 2、「エンティティ」が 3に設定されてい
るとき、FDMEEは、まず「勘定科目」ディメンションのマッピングを処理し、次
に「製品」と「エンティティ」を順に処理します。

11.「重複のディメンションに接頭辞を付加」を有効化するか、選択(「はい」に設定)
し、メンバー名にディメンション名の接頭辞を付けます。
ロードされるメンバー名のフォーマットは、[Dimension Name]@[Dimension
Member]です。このオプションを有効にすると、接頭辞付きのディメンション名が
アプリケーションのすべてのディメンションに適用されます。ターゲットのディ
メンションに重複メンバーがある場合は、このオプションを選択できません。つま
り、重複メンバーがディメンションをまたがるときのみこのオプションを選択しま
す。
アプリケーションで重複メンバーがサポートされ、「重複のディメンションに接頭
辞を付加」が無効化または選択解除(「いいえ」に設定)されている場合、ユーザー
は完全修飾メンバー名を指定する必要があります。完全修飾メンバー名のフォー
マットは、Essbaseのドキュメントを参照してください。
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ノート:

Planningでは重複メンバーはサポートされません。
12.「アプリケーション・オプション」をクリックします。

 

 

13.「ファイルへのエクスポートを使用可能にする」で「はい」を選択すると、FDMEEがカ
スタム・ターゲット・アプリケーションのために出力データ・ファイルを作成します。
サーバーの outboxフォルダに、<LOCATION>_<SEQUENCE>.datという名前形式のファ
イルが作成されます。たとえば、ロケーションの名前が「Texas」で次のシーケンスが
「16」の場合、ファイル名は Texas_15.datになります。ファイルはワークフロー・プロ
セスのエクスポートのステップで作成されます。
「ファイルへのエクスポートを使用可能にする」オプションを「いいえ」に設定した場合、
実行ウィンドウで「ターゲットにエクスポート」オプションは使用できません。

14.「ファイルの文字セット」でファイルの文字セットを選択します。
ファイルの文字セットによって、テキストを作成、保管および表示するためにビット組合
せを文字にマッピングする方法が決まります。各エンコード方式には UTF-8などの名前
が付けられています。各エンコード方式では、それぞれの値は特定のビット組合せにマッ
ピングされています。たとえば、UTF-8では大文字の Aは HEX41にマッピングされてい
ます。

15.「列の区切り記号」で、出力ファイルの列を区切るために使用される記号を選択します。
使用可能な列の区切り記号:

• ,

• |

• !

• ;

• :

16. ダウンロードするファイル名に、コピーするファイル名を入力します。
17.「保存」をクリックします。

参照ディメンションの追加
参照ディメンションは、ターゲット・アプリケーションに対して作成し、データ列を割り当
てることができます。マッピングおよび参照に使用されます。
参照ディメンションは Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionでのみ使用され、ターゲット・アプリケーションのディメンショナリティには影響し
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ません。また、メンバー・マッピング機能とともに使用して、複数のソース・セグメ
ントやチャートフィールドをクロス参照し、ターゲット値を割り当てることができま
す。
参照ディメンションを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドで、ターゲット・アプリケ
ーションを選択します。

3. 「ディメンションの詳細」タブを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
空白のディメンション名およびデータ表列名のエントリ・フィールドが表示されま
す。

5. 「ディメンション名」に、参照ディメンション名を入力します。
6. 「データ表列名」で、参照ディメンションの基となるデータ列を選択します。

ノート:

データ表列名の値は、選択したターゲット・ディメンションよりも大き
いユーザー定義ディメンションにする必要があります。たとえば、アプ
リケーションに 4つのカスタム・ディメンションがある場合は、「UD5」
を選択します。

7. 「OK」をクリックします。
参照ディメンションが、ターゲット・ディメンション・クラス名「参照」で、ディ
メンション詳細リストに追加されます。参照ディメンションをソース・ディメンシ
ョンとして使用するには、参照ディメンションをインポート・フォーマットでマッ
ピングします。

アプリケーションのディメンションの詳細の定義
ディメンションの詳細は、アプリケーション・タイプごとに異なります。Oracle
Hyperion Public Sector Planning and Budgetingアプリケーションおよび Oracle
Essbaseアプリケーションの場合は、必要に応じてディメンションを再分類し、ディ
メンション・クラスを変更します。
ディメンションの詳細を定義するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」 サマリー・グリッドで、Essbaseまたは Oracle

Hyperion Planningアプリケーションを選択します。
3. 「ディメンションの詳細」タブを選択します。
4. 「ターゲット・ディメンション・クラス」を選択するか、 をクリックして、ア
プリケーションで定義されていないディメンションごとに「ターゲット・ディメン
ション・クラス」を選択します。
ディメンション・クラスは、ディメンション・タイプによって定義されるプロパテ
ィです。たとえば、期間(Period)ディメンションがある場合、そのディメンション

第 1章
管理タスク

1-84



のクラスも Periodとなります。Essbaseアプリケーションの場合は、勘定科目、シナリ
オおよび期間の各ディメンションに対して適切なディメンション・クラスを指定する必要
があります。Public Sector Planning and Budgetingアプリケーションの場合は、従業員、
職階、ジョブ・コード、予算アイテムおよび要素の各ディメンションに対してディメンシ
ョン・クラスを指定する必要があります。

5. オプション: 「メタデータのリフレッシュ」をクリックし、ターゲット・アプリケーショ
ンからアプリケーション・メタデータを同期します。

6. 「データ表列名」で、ディメンション値が格納されるステージング表(TDATASEG)の列の
表列名を指定します。
をクリックし、データ表列名を検索して選択します。

7. 「シーケンス」に、マップが処理される順序を指定します。
たとえば、「勘定科目」が 1、「製品」が 2、「エンティティ」が 3に設定されているとき、
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、最初に「勘定
科目」ディメンションのマッピングを処理し、次に「製品」と「エンティティ」を順に処
理します。

8. 「保存」をクリックします。
ターゲット・アプリケーションが FDMEEで使用できるようになります。

ヒント:

ディメンションの詳細を編集するには、ターゲット・アプリケーションを選択した
上で、必要に応じてアプリケーションまたはディメンションの詳細を編集します。
「ターゲット・アプリケーション」ページでアプリケーションをフィルタ処理するに
は、列見出しの上にフィルタ行が表示されていることを確認してください。(フィル
タ行を切り替えるには、 をクリックします。)次に、フィルタに使用するテキスト
を入力します。

Essbaseおよび Planningのアプリケーション・オプションの定義
Oracle Essbaseおよび Oracle Hyperion Planningアプリケーションのアプリケーションの詳
細およびディメンションの詳細を定義します。
Essbaseおよび Planningアプリケーションに対して、アプリケーションの詳細およびディメ
ンションの詳細を定義した後で、アプリケーション・オプションを定義します。

ノート:

データを Planningにロードするユーザーには、Essbase管理者または Planning管
理者権限がプロビジョニングされている必要があります。

Essbaseまたは Planningアプリケーションにアプリケーション・オプションを定義するに
は:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
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2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドで、Planningターゲット・
アプリケーションまたは Essbaseターゲット・アプリケーションを選択します。

3. 「アプリケーション詳細」でアプリケーションの詳細およびディメンションの詳細
を定義した後、「アプリケーション・オプション」タブを選択します。

4. 必要に応じてアプリケーション・オプションを完了します。
5. 「保存」をクリックします。
表 1-12 Essbaseおよび Planningアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
データ・ファイルのパージ Essbaseへのファイルベースのデータ・ロード

が正常に終了したときに、データ・ファイルを
アプリケーションの outboxディレクトリか
ら削除するかどうかを指定します。「はい」を
選択するとファイルが削除され、「いいえ」を
選択するとファイルが保存されます。

重複メンバーのディメンションに接頭辞を付
加

このオプションが「はい」に設定されている場
合、メンバー名にディメンション名が接頭辞と
して付けられます。ロードされるメンバー名
のフォーマットは、[Dimension
Name]@[Dimension Member]です。このオ
プションを有効にすると、接頭辞付きのディメ
ンション名がアプリケーションのすべてのデ
ィメンションに適用されます。ターゲットの
ディメンションに重複メンバーがある場合は、
このオプションを選択できません。つまり、重
複メンバーがディメンションをまたがるとき
だけこのオプションを選択します。
アプリケーションで重複メンバーがサポート
され、「接頭辞」が「いいえ」に設定されてい
る場合、ユーザーは完全修飾メンバー名を指定
する必要があります。完全修飾メンバー名の
フォーマットは、Essbaseのドキュメントを参
照してください。

ノート:

Planningでは重
複メンバーはサ
ポートされませ
ん。
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表 1-12 (続き) Essbaseおよび Planningアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
アプリケーション・アクセスのグローバル・ユ
ーザー

Essbaseおよび Planningアプリケーションへ
のシングル・サインオン・ログオンを上書きす
るオプション。
ユーザー名がこのオプションに指定されてい
る場合、Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionの
サインオン・ユーザー名ではなく、このユーザ
ー名を使用して Essbase/Planningアプリケー
ションにアクセスします。
Planningアプリケーションへの管理者アクセ
ス、または Essbaseアプリケーションへのアプ
リケーション/データベース・マネージャ・ア
クセス(あるいはその両方)ができるユーザーの
ユーザー名を指定します。

バッチ・サイズ ファイルにデータを書き込むために使用され
るバッチ・サイズを指定します。デフォルト・
サイズは 10,000です。

ロード方法 TDATASEGステージング表から Essbaseにデ
ータをロードする方法を指定します。
使用可能な方法:
• ファイル — データは、アプリケーション
の outboxディレクトリ(「システム設定」
で定義済)のデータ・ファイルに書き込ま
れます。ファイル名のフォーマットは、
<APPLICATION
NAME>_<PROCESS_ID>.datです。これ
が Essbaseにロードされます。
ファイル・ロード方法では、アプリケーシ
ョン・ファイル・タイプ ESSFILEが作成
されます。

• SQL — データをロードするための SQL
方法を使用します。SQLロード方法はデ
フォルトです。
SQL方法では、アプリケーション・ファイ
ル・タイプ ESSSQLが作成されます。

エンティティ計算方法の確認 確認エンティティの計算方法を指定します。
使用可能な方法:
• 動的 — 確認エンティティ・データは、取
得時にデータに基づいて計算されます。
「動的」に設定すると、デフォルトの
Essbase計算が実行されます。

• 計算スクリプト — 確認エンティティ・デ
ータは定義済の計算スクリプトに基づい
て計算されます。

メンバーの説明のソース言語 メンバーの説明のデフォルト言語を選択しま
す。
言語の処理方法を理解するには、言語の処理方
法を参照してください。
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表 1-12 (続き) Essbaseおよび Planningアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
ドリル領域 「はい」を選択すると、ドリル領域が作成され

ます。ドリル可能領域は、ドリル・スルー機能
を使用して作成されます。

ノート:

FDMEEは、人事
データに対する
ドリル・スルーは
サポートしてい
ません。

FDMEEからデータをロードすると、ドリル領
域が Planningデータにロードされます。
FDMEEはシナリオごとにドリル領域を作成し
ます。任意のキューブの場合(Planningプラ
ン・タイプまたは Planningデータベース、ド
リル領域の名前はシナリオ・メンバーの
FDMEE_<名です)。ドリル領域を作成する場
合、FDMEEはディメンションがドリルに対し
て有効かどうかを確認します。
データ・ロードで選択された有効なディメンシ
ョンのメンバーは、ドリル領域フィルタに含ま
れます。ディメンションが有効になっていな
い場合、シナリオ、バージョン、年および期間
のディメンションがデフォルトで有効になり
ます。追加のディメンションを有効にでき、後
続のデータ・ロードでは新規に有効化されたデ
ィメンションのメンバーが考慮されます。ド
リルの作成に使用されたドリル領域に以前に
含まれていたディメンションを無効化する場
合、それらのディメンションのメンバーは後続
のデータ・ロード時に削除されません。必要に
応じて、古いメンバーを手動で削除できます。

日付フォーマット ロケールのロケール設定に基づいた日付形式
を使用します。たとえば、米国の場合、
MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力
します。

自動増分のライン・アイテムのデータ・ディメ
ンション

Planningで指定したデータ・ディメンション
に一致するデータ・ディメンションを選択しま
す
LINEITEMフラグを使用した、増分データのロ
ードに使用されます。LINEITEMフラグを使
用した EPMアプリケーションへの増分データ
のロードを参照してください。
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表 1-12 (続き) Essbaseおよび Planningアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
自動増分のライン・アイテムのドライバ・ディ
メンション

Planningで指定したドライバ・ディメンショ
ンに一致するドライバ・ディメンションを選択
します。
LINEITEMフラグを使用した、増分データのロ
ードに使用されます。LINEITEMフラグを使
用した EPMアプリケーションへの増分データ
のロードを参照してください。

メンバー名にはカンマを使用できます カンマを含むディメンション・メンバー名を
Planningにエクスポートするには、「はい」を
選択します。そうでない場合は、「いいえ」を
選択します。

管理ユーザーに対してデータ・セキュリティを
使用可能にする

管理ユーザーがデータをロードする際に、デー
タ検証を有効にします。この場合、データのロ
ード中にデータ入力フォーム内のすべてのデ
ータ検証が実施されます。強化された検証の
ために、データ・ロードのパフォーマンスは低
下します。
このオプションが「はい」に設定されると、管
理者および非管理者のデータ・ロードに対して
同じ方法でデータが検証されます。検証には、
セキュリティ・チェック、交差検証、読取り専
用セル、動的計算セルなどが含まれます。ま
た、拒否または無視された行の詳細なエラー・
リストを使用でき、追加の Planning権限は必
要ありません。ただし、管理者の場合であって
もパフォーマンスが低下することがあります。
このオプションが「いいえ」(デフォルト値)に
設定されていると、管理者によるデータ・ロー
ドはアウトライン・ロード・ユーティリティ
(OLU)を使用して実行されます。この場合、パ
フォーマンスは向上しますが、なんらかの理由
で無視された行の詳細なエラー・レポートは取
得できません。

ノート:

「要員」で増分デ
ータ・ロードを使
用している場合、
「管理ユーザーに
対してデータ・セ
キュリティを使
用可能にする」を
「いいえ」に設定
する必要があり
ます。
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表 1-12 (続き) Essbaseおよび Planningアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
Smart Viewからのビューのドリル Oracle Smart View for Officeのドリルスル

ー・レポートでカスタマイズされた属性ディメ
ンション・メンバー名を表示するときに、ワー
クベンチから列のカスタム・ビューを指定しま
す。
カスタム・ビューは、データ統合のワークベン
チ・オプションで作成および定義します。カス
タム・ビューが定義され、Smart Viewからの
ビューのドリル・フィールドで指定されている
場合、Smart Viewでドリルスルー・セルをク
リックして「新規シートとして開く」を選択す
ると、ワークベンチで定義されているビューに
基づいてドリルスルー・レポートが開きます。
アプリケーション・オプション・ページでビュ
ーが定義されていない場合は、デフォルト・ビ
ューが使用されます。つまり、属性ディメンシ
ョンではカスタマイズされたメンバー名が
Smart Viewに表示されません。

Essbaseでの重複メンバーの使用
次の表は、Oracle Essbaseアプリケーションで重複メンバーが参照される方法の詳細
を示しています

表 1-13 Essbaseアプリケーションで重複メンバーが参照される方法

シナリオ 修飾名の構文 例
世代 2に重複メンバー名が存在する [DimensionMember].

[DuplicateMember]
[Year].[Jan]

アウトラインに重複メンバー名が存
在するが、ディメンション内では一意
である

[DimensionMember]@[Duplicate
Member]

[Year]@[Jan]

重複メンバー名は一意の親を持つ [ParentMember].
[DuplicateMember]

[East].[New York]

世代 3に重複メンバー名が存在する [DimensionMember].
[ParentMember].
[DuplicateMember]

[Products].[Personal Electronics].
[Televisions]

重複メンバー名が名前付き世代また
はレベルに存在し、メンバーはその世
代またはレベルでは一意である

DimensionMember]@[GenLevelN
ame]|[DuplicateMember]

[2006]@[Gen1]|[Jan]

シナリオによっては、区別する祖先メ
ソッドがショートカットとして使用
されます。

DifferentiatingAncestor].
[Ancestors...].[DuplicateMember]

[2006].[Qtr1].[Jan]

計算スクリプトの使用
データを Oracle Essbaseまたは Oracle Hyperion Planningにロードすると、Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでカスタムの計算ス
クリプトを実行できます。計算スクリプトとは一連の計算コマンド、等式および式で
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あり、これらを使用すると、データベース・アウトラインによる定義以外の計算を定義でき
ます。計算スクリプトは Essbaseおよび Planningで定義されます。
カスタム計算スクリプトは、ターゲット・アプリケーションと確認エンティティ・グループ
でサポートされます。ターゲット・アプリケーションの場合:

• スクリプトをパラメータ化して、各スクリプトにパラメータを指定できます。
• データ・ロードの前後に実行するようにスクリプトを割り当てます。
• スクリプトには適用可能スコープを割り当てます。「アプリケーション」レベル、「カテゴ
リ」レベル、「ロケーション」レベルおよび「データ・ルール」レベルにスコープを設定
できます。最低レベルに割り当てられたスクリプトは、上位レベルのスクリプトよりも優
先されます。データ・ルールが最低レベルで、アプリケーションが最高レベルです。1つ
のレベルのスクリプトだけが実行されます。

計算スクリプトを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「計算スクリプト」タブで計算スクリプトを選択します。
3. をクリックして、「パラメータ」ウィンドウを表示します。
4. Planningアプリケーションの場合のみ、計算スクリプトに定義されたパラメータを取得
するための「プラン・タイプ」を選択します。

5. 「追加」をクリックして、スクリプト・パラメータを追加します。
6. スクリプトに定義されたパラメータを選択します。
また、「参照」をクリックしてパラメータを選択し、「OK」をクリックすることもできま
す。パラメータ名を手動で入力することもできます。

7. 定義済の値を「スクリプト値」で選択するか、「カスタム」を選択して独自のスクリプト
値を指定します。

8. オプション: 「スクリプト値」フィールドで「カスタム」を選択した場合は、「カスタム」
に値を入力します。
たとえば、0001と入力します。

9. 「OK」をクリックします。
10.「スクリプト名」にスクリプトの名前を指定します。
11. をクリックして、計算スクリプトのパラメータを追加します。
計算スクリプトの使用を参照してください。

12.「スクリプト・スコープ」で適用可能スコープを選択します。
最低レベルに割り当てられたスクリプトが上位レベルのスクリプトよりも優先されるこ
とに注意してください。
使用可能なスコープ(降順):

• アプリケーション(デフォルトのスコープ)

• カテゴリ
• ロケーション
• データ・ルール
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13.「スコープ・エンティティ」で、スクリプト・スコープに関連付ける特定の値を選
択します。
たとえば、スクリプト・スコープが「ロケーション」の場合は、アプリケーション
に関連付けられているロケーションを選択します。
「スコープ・エンティティ」は「アプリケーション」スクリプト・スコープに対し
て無効です。

14.「イベント」で、計算スクリプトを実行するイベントを選択します。
使用可能なイベント:

• データ・ロード前
• データ・ロード後
• 確認前
• 確認後

15.「シーケンス」に、スクリプトが実行される順序を指定します。
複数のスクリプトを 1つのイベントで実行できるため、このシーケンス値によって
各スクリプトを実行する順番を指定します。任意の数を入力できますが、数がイベ
ント内で一意である必要があります。

16.「保存」をクリックします。
計算スクリプトのパラメータの追加

計算スクリプト内の値リストを特定して定義することで、スクリプトをパラメータ化
できます。パラメータ値を値リストに対して事前に定義できます。たとえば、「POV期
間」、「POVロケーション」、「POVカテゴリ」、「グループ・エンティティの確認」およ
びすべてのデータ・ロード・エンティティが対象になります。
また、カスタム・パラメータを指定することもできます。その場合は、Oracle Essbase
フィルタ構文を入力できます。
さらに、「ロケーション」表の「統合オプション 1」～「統合オプション 4」フィール
ドに保管されている値を参照して、計算ロジックを推進します。「ロケーション・オプ
ション 1」、「ロケーション・オプション 2」、「ロケーション・オプション 3」および
「ロケーション・オプション 4」の値を参照できます。この場合、パラメータとして渡
されるのと同じ文字列が、「ロケーション」表の「統合オプション」フィールドに保管
される必要があります。
同じく、パラメータについてデータ・ルールの 4つのオプション・フィールドを参照
することもできます。これらのフィールドは、「データ・ルール・オプション 1」、「デ
ータ・ルール・オプション 2」、「データ・ルール・オプション 3」および「データ・ル
ール・オプション 4」です。データ・ルールに追加される列は、RULE_OPTION1、
RULE_OPTION2、RULE_OPTION3および RULE_OPTION4と呼ばれます。
計算スクリプトのパラメータを追加するには:

1. 「計算スクリプト」タブで、計算スクリプトを追加または選択します。
2. をクリックして、計算スクリプトのパラメータを追加します。
3. Planningアプリケーションの場合のみ: 勘定ディメンションおよびエンティテ
ィ・ディメンションの「プラン・タイプ」を選択します。
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4. 「スクリプト・パラメータ」で、スクリプトに対して定義されているパラメータを選択し
ます。
「参照」アイコンをクリックして、パラメータを選択し、「OK」をクリックできます。
 

 

5. 「スクリプト値」で、計算スクリプトを適用する値を選択し、「OK」をクリックします。
カスタム・スクリプト・パラメータを追加するには:

1. 「計算スクリプト」タブで、計算スクリプトを追加または選択します。
2. をクリックして、計算スクリプトのパラメータを追加します。
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3. 「スクリプト・パラメータ」で、スクリプトに対して定義されているパラメータを
選択します。
「参照」アイコンをクリックして、パラメータを選択し、「OK」をクリックできま
す。

4. 「スクリプト値」で、「カスタム」を選択し、「OK」をクリックします。
5. 「カスタム」に、カスタム値のフィルタ構文を入力します。
たとえば、0001と入力します。

Profitability and Cost Managementアプリケーションの登録
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケーションを登録します。
Profitability and Cost Managementは Oracle Essbaseアプリケーション定義と同様に
登録されます。データ・ストレージおよび計算にも、Essbaseを使用します。
Profitability and Cost Managementアプリケーションを登録するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドで、「追加」をクリックしま
す。

3. 「追加」ドロップダウンから「ローカル」を選択します。
4. 「アプリケーションの選択」の「タイプ」で、「Essbase」を選択します。
5. 「アプリケーション名」から、Profitability and Cost Managementアプリケーション
を選択し、「OK」をクリックします。

6. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成しま
す。たとえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場
合は、接頭辞としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。
Profitability and Cost Managementアプリケーション・オプションの定義

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケーションを登録した後、
アプリケーション・オプションを定義できます。
Profitability and Cost Managementアプリケーションのオプションを定義するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドで、「Profitability and Cost

Management」ターゲット・アプリケーションを選択します。
3. 必要に応じて、次の表からアプリケーション・オプションを選択します。
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Table 1-14    Profitability and Cost Managementアプリケーション・オプションおよび説明

プロパティ 値
ドリル領域 「はい」を選択すると、ドリル領域が作成されま

す。ドリル可能領域は、Profitability and Cost
Managementのデータに対してドリル・スルー機
能を使用するために作成されます。

Note:

Oracle Hyperion
Financial Data
Quality
Management,
Enterprise Edition
は、人事データへの
ドリル・スルーをサ
ポートしていませ
ん。

ドリル可能な領域の URLを使用すると、Oracle
Essbase、Oracle Smart View for Officeおよび
Oracle Hyperion Financial Reportingで適切な
ランディング・ページにドリルできます。
FDMEEからデータをロードすると、ドリル領域が
Oracle Hyperion Planningデータにロードされ
ます。
ドリル領域には、Planningのエンティティ /勘定科
目/シナリオ/年/期間、FDMEEに戻るための URL、
および領域名が含まれます。Essbaseの場合、ドリ
ル領域に使用するディメンションを選択します。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用不
可にする場合は「いいえ」を選択します。

メンバーの説明のソース言語 メンバーの説明のデフォルト言語を選択します。
言語の処理方法を理解するには、言語の処理方法
を参照してください。

バッチ・サイズ ファイルにデータを書き込むために使用されるバ
ッチ・サイズを指定します。デフォルト・サイズ
は 10,000です。
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Table 1-14    (Cont.) Profitability and Cost Managementアプリケーション・オプションお
よび説明

プロパティ 値
エンティティ計算方法の確認 確認エンティティの計算方法を指定します。

使用可能な方法:
• 動的 — 確認エンティティ・データは、取得時
にデータに基づいて計算されます。
"dynamic"はデフォルトの確認エンティティ
計算方法です。

• 計算スクリプト — 確認エンティティ・データ
は定義済の計算スクリプトに基づいて計算さ
れます。

計算方法を「動的」に設定すると、Essbaseでの連
結中にデフォルト計算が実行されます。計算方法
を「計算スクリプト」に設定すると、「エンティテ
ィの確認」画面で指定したスクリプト名を使用し
てターゲット・システムで連結が実行されます。

重複メンバーのディメンションに接頭辞を付加 「はい」に設定すると、メンバー名にディメンショ
ン名が接頭辞として付けられます。ロードされる
メンバー名のフォーマットは、[Dimension
Name]@[Dimension Member]です。このオプシ
ョンを有効にすると、接頭辞付きのディメンショ
ン名がアプリケーションのすべてのディメンショ
ンに適用されます。ターゲットのディメンション
に重複メンバーがある場合は、このオプションを
選択できません。つまり、重複メンバーがディメ
ンションをまたがるときだけこのオプションを選
択します。
アプリケーションで重複メンバーがサポートさ
れ、「接頭辞」が「いいえ」に設定される場合、ユ
ーザーが完全修飾メンバー名を指定する必要があ
ります。完全修飾メンバー名のフォーマットは、
Essbaseのドキュメントを参照してください。

Note:

Planningでは重複
メンバーはサポート
されません。
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Table 1-14    (Cont.) Profitability and Cost Managementアプリケーション・オプションお
よび説明

プロパティ 値
ロード方法 TDATASEGステージング表から Essbaseにデー

タをロードする方法を指定します。
使用可能な方法は次のとおりです:
• ファイル — データは、アプリケーションの

outboxディレクトリ(「システム設定」で定義
済)のデータ・ファイルに書き込まれます。フ
ァイル名のフォーマットは、<APPLICATION
NAME>_<PROCESS_ID>.datです。これが
Essbaseにロードされます。
ファイル・ロード方法では、アプリケーショ
ン・ファイル・タイプ ESSFILEが作成されま
す。

• SQL — データをロードするための SQL方法
を使用します。SQLロード方法がデフォルト
のロード方法です。
SQL方法では、アプリケーション・ファイル・
タイプ ESSSQLが作成されます。

データ・ファイルのパージ Essbaseへのファイルベースのデータ・ロードが正
常に終了したときに、データ・ファイルをアプリ
ケーションの outboxディレクトリから削除する
かどうかを指定します。「はい」を選択するとファ
イルが削除され、「いいえ」を選択するとファイル
が保存されます。

Financial Managementのアプリケーション・オプションの定義
Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションのアプリケーションの詳細および
ディメンションの詳細を定義します。
Financial Managementアプリケーションに対して、アプリケーションの詳細およびディメン
ションの詳細を定義した後で、アプリケーション・オプションを定義します。
Financial Managementのアプリケーション・オプションを定義するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドで、「Financial Management」タ
ーゲット・アプリケーションを選択します。

3. 「アプリケーション詳細」でアプリケーションの詳細を定義した後、「アプリケーション・
オプション」タブを選択します。

4. 必要に応じてアプリケーション・オプションを完了します。
Financial Managementアプリケーションのオプションは次のとおりです。

5. 「保存」をクリックします。
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表 1-15 Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
交差の確認 「データ・ロード・ワークベンチ」の「検証」

ステップで、Financial Managementデータの
交差(勘定科目やエンティティなど )を確認でき
るようになります。デフォルト設定は「はい」
です。

ライン・アイテムの詳細のロード Financial Managementへのライン・アイテム
の詳細のロードを使用可能にします。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。

ライン・アイテムの詳細のロード・タイプ セルに対して、ライン・アイテムの詳細とサマ
リーのデータのどちらをロードするかを指定
します。デフォルトは「詳細のロード」で、選
択したセルの詳細が表示されます。(勘定科目
にライン・アイテムを含めることができるかど
うかを指定します。)この設定が「サマリーのロ
ード」の場合、セルにはサマリー情報が表示さ
れます。
• サマリーのロード
• 詳細のロード

データ・ロードを使用可能にする データ・ロード・プロセスを使用可能にしま
す。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。

処理のロード データをロードするためのプロセスを選択し
ます。ファイルをアプリケーションにロード
する前に、無効なレコードがないかファイルを
スキャンする場合は、「スキャン」を選択しま
す。ファイルのみをロードする場合は、「ロー
ド」を選択します。
• スキャン — データを検証し、無効なレコ
ードを「ログ」にリストします。このオプ
ションが選択されると、データはターゲッ
ト・アプリケーションにロードされませ
ん。

• ロード —データを検証してターゲット・ア
プリケーションにロードします。
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表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
ロード方法 データ・ファイルをアプリケーションにロード

するための方法を選択します。使用可能なロ
ード方法:
• 置換 - アプリケーション内のデータをロ
ード・ファイル内のデータで置換します。
「置換」オプションでは、データ・ファイ
ル内のシナリオ、年、期間、エンティティ
および値の一意の組合せごとに、アプリケ
ーションのすべての勘定科目値がクリア
され、データ・ファイルから値がロードさ
れます。

ノート:

特にデータが非常に大きいとき
やファイルに出資比率データが
含まれている場合は、データ・
ファイルをロードするために、
「置換」モードを使用していくつ
かの小さなファイルを作成でき
ます。ファイルが大きすぎる場
合は、ファイルをロードしよう
とすると、エラー・メッセージ
が表示されます。

• マージ - アプリケーション内のデータを
ロード・ファイル内のデータで上書きしま
す。データ・ファイルとアプリケーション
に視点がある場合は、アプリケーションに
ある各視点のデータが、データ・ファイル
の値で上書きされます。
データ・ロード・ファイルによって変更さ
れていないアプリケーションのデータは
アプリケーションに残ります。
「マージ」オプションと一緒に「ファイル
内の累計」オプションを選択すると、デー
タ・ファイル内の同じ視点の値がすべて加
算され、この値でアプリケーション内のデ
ータが上書きされます。
視点がデータ・ファイルのみにある(アプ
リケーションにはない)場合は、データ・
ファイルの各視点の値がアプリケーショ
ンにロードされます。

• 累計 — 「累計」オプションは、アプリケ
ーションのデータに、ロード・ファイルの
データを累計するときに選択します。デ
ータ・ファイルの一意の視点ごとに、ロー
ド・ファイルの値がアプリケーションの値
に加算されます。
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表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明

ノート:

システム勘定科目のデータは累
積されません。

• セキュリティを基準にして置換 - アクセ
ス権のあるメンバーのみがロードされる
置換モードでデータ・ロードを実行しま
す。このオプションにより、アクセス権の
ない勘定科目がある場合も、置換モードで
データ・ロードを実行できます。サブキュ
ーブの期間に対して「クリア」操作を行う
と、アクセス権のあるセルのみがクリアさ
れます。データ、セル・テキストおよびラ
イン・アイテムの詳細はクリアされます
が、セルの添付はクリアされません。

ファイル内の累計 「ファイル内の累計」オプションは、「マージ」
オプションおよび「置換」オプションと一緒に
使用できます。データ・ロード・ファイルに同
じ視点の複数のデータ行が含まれる場合、この
オプションは、最初にファイルのデータを累計
し、選択したロード・オプションに基づいて、
アプリケーションに合計をロードします。デ
ータ・ファイルの一意の視点ごとに、ロード・
ファイルの値がアプリケーションの値に加算
されます。たとえば、ファイル内に 10、20お
よび 30がある場合、60がロードされます。 使
用可能にする場合は「はい」を選択し、使用不
可にする場合は「いいえ」を選択します。

所有権あり ロードしているファイルに所有権データが含
まれる場合は、このオプションを指定する必要
があります。データ・ファイルに出資比率が含
まれている場合、またはデータを共有している
場合にこのオプションを選択しないと、ファイ
ルをロードするときにエラーが発生します。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。

データの保護を使用可能にする Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionで、デー
タ・ロード中に上書きされないように、指定さ
れた保護値に基づいてターゲットシステム・デ
ータを保護できるようにします。このオプシ
ョンは、FDMEE以外の方法を使用してターゲ
ット・システムにデータを入力する場合に使用
します。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。

第 1章
管理タスク

1-100



表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
保護 - セル・テキストを含める 「データの保護を使用可能にする」が使用可能

な場合(データ・ロード中に上書きされないよ
うにターゲットシステム・データを保護しま
す)、テキストをデータ・セルにロードするか
どうかを指定します。
データ保護の一部としてセル・テキストを含め
る場合は、「はい」を選択します。
データ保護の一部としてセル・テキストを除外
する場合は、「いいえ」を選択します。

保護値 「データの保護を使用可能にする」を使用可能
にした場合、ロード・ステップ中に保護する値
を指定します。このフィールドの値は、ディメ
ンション間で Financial Management内のデ
ィメンション値である必要があります。
たとえば、「Protect This」と入力します。

保護演算子 演算子(=または<>)を選択します。「データの保
護を使用可能にする」オプションが使用可能な
場合にのみ使用されます。このオプションに
より、保護するデータが「保護値」と等しい(=)
または等しくない(<>)ことを示すことができ
ます。

仕訳のロードを使用可能にする 仕訳ファイルのロードを使用可能にします。
作業中、却下済、提出済、承認済および転記済
の仕訳と、標準および繰返しの仕訳テンプレー
トをロードできます。連結プロセスによって
作成されるため、自動連結仕訳はロードできま
せん。
このオプションのデフォルト設定は「いいえ」
です。
この設定は、「ロケーション」画面でロケーシ
ョンに対して設定されたデータ値についても
使用できます。いつどのようにしてデータを
仕訳として Financial Managementにロード
するかを決定します。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。
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表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
ドリル領域 「はい」を選択すると、ドリル領域が作成され

ます。
ドリル可能領域定義は、一般会計ソース・シス
テムからロードされたデータを定義し、
FDMEEにドリル可能なデータを指定するため
に使用されます。
データ・グリッドおよびデータ・フォームで
は、領域をロードした後、ドリル可能なセル
は、セルの左上隅の薄青のアイコンによって示
されます。セルのコンテキスト・メニューに定
義済の表示名が表示され、続いて指定された
URLが開かれます。
領域定義ロード・ファイルは、次の情報で構成
されています:
• シナリオ、年、期間、エンティティ、勘定

科目
• 表示名(セル・コンテキスト・メニュー)と

URL(ドリル先)
セル・テキストのロードを使用可能にする テキストおよびドキュメントのデータ・セルへ

のロードを使用可能にします。FDMEEは、ド
キュメントを EPM_ORACLE_HOME/products/
FinancialDataQuality/dataディレクトリ
にアーカイブします。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。

ノート:

FDMEEでは、複
数のセル・テキス
トを Financial
Managementの
交差にロードし
ません。追加モ
ードを使用した
ロードが実行さ
れ、すでにセル・
テキストを含む
交差に新しいセ
ルが追加された
場合、追加される
のではなく、古い
セル・テキストが
新しいセル・テキ
ストで置換され
ます。
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表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
連結を使用可能にする データ・ロード内の連結を使用可能にします。

連結は、依存エンティティからデータを収集
し、親エンティティにデータを集約するプロセ
スです。連結を開始すると、指定したシナリ
オ、年、期間、エンティティおよび値に対して
連結プロセスが実行されます。また、同じ年の
それ以前の期間と子孫に対する連結が以前に
実行されていない場合は、そのプロセスの一部
として、その期間と子孫すべてに対する連結が
実行されます。連結プロセスでは、影響を受け
た各エンティティおよび値に対して、すべての
計算ルール関数が実行され、必要に応じて、子
エンティティから親エンティティに変換する
ために換算プロセスが実行されます。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。

第 1章
管理タスク

1-103



表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
連結タイプ データ・ロードの連結タイプを選択します。

使用可能な連結タイプ:
• 影響 - 連結(影響ありの連結)オプション

は、計算ステータスが CNまたは CN ND
の親エンティティに使用できます。親エ
ンティティに対してこのオプションを選
択すると、現在の年の現在の期間または以
前の期間に算出ステータスが CN、CN ND、
CH、TR、TR NDであった選択済の親の連
結パス内にある依存エンティティに対し
て、計算(計算、換算、連結)が実行されま
す。連結が必要なエンティティのみが更
新されるため、連結が最も効率的なオプシ
ョンです。
現在の期間や同じ年度内のそれまでの期
間で、ステータスが NODATAのプロセス
単位がすべて無視されます。現在の期間
で、ステータスが OKまたは OK SCのプ
ロセス単位が、再計算、再換算または再連
結されることはありません。選択した親
の過去の期間に、ステータスが CNか CN
NDのプロセス単位がある場合は、本年度
内で、親に影響のあった最初の期間から現
在の期間までのすべてのデータに対して
連結が実行されます。

• 「データのあるものすべて」オプションは、
ステータスとは無関係にあらゆる親エン
ティティに対して使用できます。親エン
ティティに対してこのオプションを選択
すると、現在の期間またはそれ以前の期間
で、(ステータスには関係なく)データが含
まれている選択した親の連結パス内のす
べての依存エンティティが連結されます。
また、依存エンティティに対しても計算ル
ールが実行されます。ゼロが含まれるか、
データのないエンティティに対しては連
結は実行されません。このオプションは、
メタデータの変更後にシステム・ステータ
スを OK SCから OKに更新するのに便利
です。
現在の期間や同じ年度内のそれまでの期
間で、ステータスが NODATAのプロセス
単位がすべて無視されます。現在の期間
でステータスが OKまたは OK SCの連結
オプション単位が、再計算、再換算および
再連結されます。選択した親の過去の期
間に、ステータスが CNか CN NDのプロ
セス単位がある場合は、本年度内で、親に
影響のあった最初の期間から現在の期間
までのすべてのデータに対して連結が実
行されます。

• すべて  - 「すべてを連結」オプションは、
ステータスには関係なく、あらゆる親エン
ティティに対して使用できます。親エン
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表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
ティティに対してこのオプションを選択
すると、ステータスには関係なく、選択し
た親の連結パス内のすべてのプロセス単
位に対して計算が実行されます。データ
の有無にかかわらず、すべてのエンティテ
ィが連結されます。このオプションは、以
前の期間からの更新が必要な場合や、デー
タのないエンティティを割当てを使用し
てロードする必要がある場合に便利です。
データのないエンティティが除外されず、
連結パフォーマンスに重大な影響を与え
る可能性があるため、このオプションは慎
重に使用する必要があります。
現在の期間で、ステータスが NODATAの
プロセス単位が、計算、換算および連結さ
れます。現在の期間で、ステータスが OK
または OK SCのプロセス単位が、再計算、
換算および再連結されます。選択した親
の過去の期間に、ステータスが CNか CN
NDのプロセス単位がある場合は、本年度
内で、親に影響のあった最初の期間から現
在の期間までのすべてのデータに対して
連結が実行されます。

• エンティティ  — 各エンティティの親に対
するコントリビューションを計算し、すべ
てのコントリビューションを合計して、連
結した数に達するようにします。

• エンティティのみを強制 — 選択したコン
トリビューション値すべてについて計算
を強制的に実行し、連結した数値に達する
ようにします。

計算の強制を使用可能にする 連結の実行前のデフォルト計算呼出しの実行
を使用可能にします。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。

換算の強制を使用可能にする 選択したすべてのセルのデータの強制的な換
算を使用可能にします。
使用可能にする場合は「はい」を選択し、使用
不可にする場合は「いいえ」を選択します。

換算レベル データのロード時の行および列の換算レベル
(換算に含めるレベル)を指定します。使用可能
なレベル:
• <Entity Curr Adjs>
• <Entity Curr Total>
• <Entity Currency>
• <Parent Curr Adjs>
• <Parent Curr Total>
• <Parent Currency> (デフォルト)

複数ロードのゼロのロードを使用可能にする 「はい」を選択すると、複数期間ロード中に 0
値がロードされます。
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表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
仕訳ステータス 特定のステータスの仕訳をロードするには、そ

のステータスを選択します。仕訳ステータス
は、仕訳の現在の状態を示します。
使用可能な仕訳ステータス:
• 1 — 作業中: 仕訳が作成されました。保存
はされていますが、完了していない場合が
あります。たとえば、ラベルや単一エンテ
ィティを割り当てる必要がある可能性が
あります。

• 2 — 送信済: 仕訳が承認のために送信され
ました。

• 3 — 承認済: 仕訳の転記が承認されまし
た。

• 4 — 転記済: 仕訳の調整がデータベースに
転記されました(デフォルト)。

• 5 — 仕訳が却下されたか、転記が戻されて
います。

仕訳デフォルト値 仕訳のデフォルト値を指定します。このオプ
ションのデフォルト設定は<Entity Curr Adjs>
です。
使用可能な値は次のとおりです:
• [Contribution Adjs]
• [Parent Adjs]
• <Entity Curr Adjs>
• <Parent Curr Adjs>

エンティティごとの JV IDが使用可能な仕訳 ロードされているエンティティに仕訳 ID (仕
訳番号)を割り当てます。
「はい」を選択すると、POVの各エンティティ
に 1つの仕訳 IDが割り当てられます。「いい
え」を選択すると、POVのすべてのデータに
1つの仕訳 IDが割り当てられます。仕訳をロ
ードする場合にのみ、このオプションが使用さ
れます。
デフォルト設定は「はい」です。
このオプションは、データとしてインポートさ
れる FDMEEデータのみに適用されます。仕
訳インタフェースを介してインポートされる
データには適用されません。FDMEEにインポ
ートされる通常のデータは、Financial
Managementに仕訳としてロードできます。
また、Financial Managementでは、すべての
仕訳が JV IDを持つ必要があるため、このオプ
ションにより、FDMEEが JV IDの作成方法を
決定できます。
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表 1-15 (続き) Financial Managementアプリケーションのオプションと説明

オプション 説明
仕訳の調整属性 仕訳サブセクションで使用される仕訳の調整

属性を選択します。
使用可能な属性は次のとおりです:
• B—貸借一致
• U—貸借不一致
• E—エンティティで貸借一致
このオプションが使用されるのは、仕訳を
Financial Managementにロードする場合の
みです。デフォルト設定は「U-貸借不一致」で
す。

開始レートの通貨レート勘定科目 Financial Managementターゲット・アプリケ
ーションの開始レートの通貨レート勘定科目
を指定します。

終了レートの通貨レート勘定科目 Financial Managementターゲット・アプリケ
ーションの終了レートの通貨レート勘定科目
を指定します。

平均レートの通貨レート勘定科目 Financial Managementターゲット・アプリケ
ーションの平均レートの通貨レート勘定科目
を指定します。

メンバーの説明のソース言語 メンバーがロードされる際の説明のソース言
語を指定します。
使用できる言語がドロップダウンに表示され
ます。

アプリケーション・アクセスのグローバル・ユ
ーザー

Financial Management アプリケーションへ
のシングル・サインオン・ログオンを上書きす
るオプション。ユーザー名がこのオプション
に指定されている場合、FDMEEのサインオ
ン・ユーザー名ではなく、このユーザー名を使
用して Financial Managementアプリケーシ
ョンにアクセスします。Financial
Managementアプリケーションへの管理者ア
クセスができるユーザーのユーザー名を指定
します。

Financial Managementでの会社間パートナ・ディメンションの有効化
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、Oracle Hyperion
Financial Managementで使用される会社間パートナ(ICP)ディメンションをサポートします。
ICPディメンションとは、勘定科目に対して存在しているすべての会社間残高のコンテナの
ことです。ICPは、会社間トランザクションの詳細を追跡および消去するために、勘定科目
ディメンションおよびカスタム・ディメンションを組み合せて使用する予約済のディメンシ
ョンです。
FDMEEで ICP取引を扱うときは、次の点に注意してください:

• ICP取引はファイルからしかロードできません。
• インポート・フォーマットにタイプが"ICPTRANS"のディメンションが含まれる場合は、

ICP取引のロードとみなされます。
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• インポート・フォーマットにタイプが ICPTRANのディメンションが含まれない場
合、通常のデータ・ロードとみなされます。

• ICP取引が有効になっているとき、次の属性が含まれます:

– 属性 1 – 取引 ID

– 属性 2 – 取引サブ ID

– 属性 3 – 参照 ID

– 属性 4 – 取引日
– 属性 5 – エンティティの通貨での金額
– 属性 6 – 取引通貨
– 属性 7 – 換算レート
– 属性 11 – コメント
ICP取引はインポート・フォーマットに含まれます。

Financial Managementアプリケーションを登録すると、「ICP取引を使用可能にする」
オプションを使用できるようになります。このオプションが有効な場合、追加の ICP
取引が「ディメンションの詳細」に追加されます。これらのディメンションは、
"ICPTRANS2 (ICP取引)というディメンションの分類で登録されました。値の属性は
データ表の列"ATTR"に保管されます。ICPディメンションのソース値はマッピングに
よって変換できません。変換が必要な場合は、別のディメンション・マップのスクリ
プトを使用します。エンティティおよび会社間も参照してください。
会社間パートナ・ディメンションを有効にするには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドで、「Financial

Management」アプリケーションを選択します。
3. 「ディメンションの詳細」タブを選択します。
4. 「ICP取引を使用可能にする」をクリックします。
5. 「メタデータのリフレッシュの確認」ウィンドウが表示されたら、「続行して後で保
存」をクリックして ICP取引を追加します。
この場合、ICP取引を保存するには、「保存」をクリックしてディメンション詳細
とともに取引を保存します。
ICP取引をただちに追加および保存するには、「保存」をクリックします。

6. 「保存」をクリックします。

登録済ターゲット・アプリケーションの削除
登録済ターゲット・アプリケーションを削除する場合には注意が必要です。登録済タ
ーゲット・アプリケーションを削除すると、「ターゲット・アプリケーション」画面か
らそのターゲット・アプリケーションが削除され、さらにそのアプリケーションに関
連付けられているメタデータおよびデータ・ルールもすべて削除されます。
登録済ターゲット・アプリケーションを削除するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
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2. 「ターゲット・アプリケーション」でターゲット・アプリケーションを選択し、「削除」を
クリックします。

3. 「OK」をクリックします。
ターゲット・アプリケーションを削除すると、そのアプリケーションには削除のマークが
付き、インポート・フォーマット・オプションやロケーション作成オプションを含むメタ
データやデータ・ルールの処理に使用できなくなります。また、そのターゲット・アプリ
ケーションに関連する既存のルールもすべて削除されます。

ノート:

ターゲット・アプリケーションが削除され、処理が正常に終了した後、「ターゲ
ット・アプリケーション」画面を使用して、同じアプリケーションを設定し、
ルールを再定義します。

4. 「保存」をクリックします。

ターゲット・アプリケーション名の複数回の再利用
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、同じ名前でのタ
ーゲット・アプリケーションの登録をサポートしています。この機能は、サービス環境が複
数あり、各環境のアプリケーション名が同じ場合、または開発環境と本番環境でアプリケー
ション名が同一の場合に使用できます。この機能により、アプリケーションが FDMEEに正
常に登録され、ターゲット・アプリケーションのリスト内で正しく識別できるよう、アプリ
ケーションを登録する際にアプリケーション名に接頭辞を追加できます。
次の例では、ターゲット・アプリケーション名"Vision"が選択され、接頭辞に"Demo"という名
前が指定されています。これにより、新しいターゲット・アプリケーションの名前は
"DemoVision"になります。
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接頭辞付きのターゲット・アプリケーションは下位互換性がないため、17.10以前のリ
リースには移行できません。以前のリリースに移行できるのは、接頭辞名の付いてい
ないターゲット・アプリケーションのみです。
接頭辞の追加の詳細は、ターゲット・アプリケーションの登録を参照してください。

ソース会計エンティティの選択
会計エンティティを選択し、メタデータまたはデータの抽出元となる E-Business Suite
元帳または PeopleSoft事業部門を指定します。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで使用するソ
ース・システムを登録および初期化した後、統合に使用するソース・システム会計エ
ンティティ (元帳またはビジネス・ユニット)を選択します。セグメントおよびチャート
フィールドは、E-Business Suiteおよび PeopleSoftに固有の用語です。
ソース・システム内のソース会計エンティティを選択するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース会計エンティティ」を選択します。
2. 「ソース会計エンティティ」で、「エンティティ」タブを選択します。
3. ソース・システム・タイプを選択します。
4. ソース・システムを選択します。
ソース会計エンティティがグリッド内に表示されます。列ヘッダーをクリックす
ると、列をソートできます。「エンティティ」タブには、次の列があります:

E-Business Suiteソース・システムの場合:

• 選択 - チェック・マークは、会計エンティティ (元帳)が使用可能であることを
示します。

• 会計エンティティ  - 元帳の名前
• 勘定体系 - 勘定体系の名前
• 通貨 - E-Business Suite元帳の機能通貨
• カレンダ - E-Business Suite元帳のカレンダ。E-Business Suite元帳は、勘定
体系、通貨およびカレンダの集まりです。たとえば、4-4-5、週次、勘定など
があります。

• 職責名 - 一般会計ドリルスルー職責を表示します。ユーザーが E-Business
Suiteにドリル・スルーできるように、FDMEEでドリル・スルー職責を設定す
る必要があります。選択した職責には、E-Business Suiteで選択した元帳のサ
マリー仕訳および仕訳詳細を表示する権限が必要です。

PeopleSoftソース・システムの場合:

• 選択 - ビジネス・ユニットを使用可能にするには、チェック・ボックスを選択
します。

• ビジネス・ユニット - ビジネス・ユニットの名前
• 通貨 - ビジネス・ユニットの基本通貨

5. E-Business Suiteソース・システムの場合、一般会計の「職責名」を選択します。
一般会計職責の割当てを参照してください。
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6. FDMEEで使用可能にする元帳またはビジネス・ユニットごとに、チェック・ボックスを
選択します。

7. 「保存」をクリックします。

ヒント:

ビジネス・ユニットまたは会計エンティティをフィルタするには、列ヘッダーの上
にフィルタ行が表示されていることを確認してください。(フィルタ行を切り替え
るには、 をクリックします)。次に、フィルタに使用するテキストを入力します。

一般会計職責の割当て
E-Business Suite一般会計では、システム管理者がユーザーの一般会計職責を割り当てます。
一般会計職責は、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで
E-Business Suite仕訳サマリー・ページにドリル・スルーために必要な認証を提供します。
一般会計職責を割り当てるには:

1. 「ソース会計エンティティ」の「職責名」列で、 をクリックして一般会計職責を選択
します。
職責名は、ユーザーがソース・システムへのドリル・スルー時にログインする際の職責
IDです。職責名を選択するのは、ドリル・スルーする場合のみです。それ以外の場合は、
空白のままにします。

2. 必要に応じて、ソース・システムで選択したすべての元帳に対して前述のプロセスを繰り
返します。

3. 「保存」をクリックします。

ソース会計エンティティ・グループの操作
会計エンティティ・グループは、共通の会計エンティティ (たとえば、同じ勘定体系、同じカ
レンダまたは同じ通貨など)のロジック・グループです。会計エンティティ・グループは、1
回のデータ・ルール実行で複数の会計エンティティからデータを抽出するために使用します。
複数の会計エンティティが複数の会計エンティティ・グループに属することができるため、
同じデータの共有が容易になります。
会計エンティティ・グループを操作するには、次のことに注意してください:

• 会計エンティティ・グループと一緒に使用できるのはデータ・ルールのみです。
• ロケーションのデータ・ルールに会計エンティティが含まれる場合、ルールは定義内の会
計エンティティによって制限されます。この場合、ロケーションのデータ・ルールは会計
エンティティ・グループを使用できません。

• 場所のデータ・ルールに会計エンティティがない場合、会計エンティティまたは会計エン
ティティ・グループを定義内で指定する必要があります。データ・ルールの実行では、単
一の会計エンティティまたは会計エンティティ・グループ内のすべての会計エンティティ
からデータが抽出されます。

• ライトバックに対するデータ・ロード・ルールは、定義内の 1つの会計エンティティのみ
を受け入れます(会計エンティティ・グループは受け入れません)。
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• メタデータ・ルールは定義内の 1つの会計エンティティしか受け入れません(会計
エンティティ・グループは受け入れません)。

• Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、エン
ティティは同じ勘定体系に属す必要はありません。

ソース会計エンティティ機能の「エンティティ・グループ」タブを使用して、会計エ
ンティティ・グループを表示および管理します。「エンティティ・グループ」タブは、
「エンティティ・グループ」(この領域に新規グループの追加が可能)と「エンティティ・
グループのエンティティ」(この領域から会計エンティティの追加が可能)の 2つの領域
から構成されます。
ソース会計エンティティ・グループを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース会計エンティティ」を選択します。
2. 「ソース会計エンティティ」で、「エンティティ・グループ」タブを選択します。
3. ソース・システム・タイプを選択します。
4. 「エンティティ・グループ」グリッドで、「追加」をクリックします。
空白の名前行と説明行がグリッドの先頭に追加されます。

5. 「名前」に、会計エンティティ・グループの名前を入力します。
6. 「説明」に、会計エンティティ・グループの説明を入力します。
7. 「エンティティ・グループのエンティティ」グリッドで、追加する会計エンティテ
ィを選択します。
ソース会計エンティティが「エンティティ・グループのエンティティ」グリッドに
表示されます。列ヘッダーをクリックすると、列をソートできます。「エンティテ
ィ・グループのエンティティ」グリッドに次の列が表示されます:

E-Business Suiteソース・システムの場合:

• 選択 - チェック・マークは、会計エンティティ (元帳)が使用可能であることを
示します。

• 会計エンティティ  - 元帳の名前
• 勘定体系 - 勘定体系の名前
• 通貨 - E-Business Suite元帳の機能通貨
• カレンダ - E-Business Suite元帳のカレンダ。E-Business Suite元帳は、勘定
体系、通貨およびカレンダの集まりです。たとえば、4-4-5、週次、勘定など
があります。

• 職責名 - 一般会計ドリルスルー職責を表示します。ユーザーが E-Business
Suiteにドリル・スルーできるようにするには、FDMEEでドリルスルー職責を
設定する必要があります。選択した職責には、E-Business Suiteで選択した元
帳のサマリー仕訳および仕訳詳細を表示する権限が必要です。

PeopleSoftソース・システムの場合:

• 選択 - チェック・ボックスを選択して、会計エンティティ・グループのビジネ
ス・ユニットを使用可能にします。

• ビジネス・ユニット - ビジネス・ユニットの名前
• 通貨 - ビジネス・ユニットの基本通貨

8. 「保存」をクリックします。
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Excelデータのロード
Excelからロード機能を使用して、Microsoft Excelワークブックとの間でデータをロードしま
す。この機能により、各行を手動で入力せずに大量のアプリケーション情報をロードし、SQL
アクセスなしでデータを表にプッシュできます。
使用可能なオプションは次のとおりです:

• Excelにダウンロード—エンティティを選択し、データを対応する表から Excelスプレッ
ドシートにダウンロードします。

• Excelからアップロード — 1つ以上の範囲を表すソース・データを Excelスプレッドシー
トからインポートします。

注意:

この方法でデータをロードすると、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionによってデータは検証されません。この方法を使
用する場合、ユーザーがデータを検証する必要があります。

Excelへのダウンロード
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionエンティティを選択
し、対応する表から Excelスプレッドシートにデータをダウンロード(エクスポート)できま
す。
Excelにダウンロードする場合は、Excelファイルのフォーマットに次を含める必要がありま
す:

• 表名
• 2番目の行の列名
• 表からのデータ
次の例は、期間エンティティが Excelでマップされる方法を示しています:

 

 

データを Excelスプレッドシートにダウンロードするには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「Excelインタフェース」を選択します。
2. 「Excelインタフェース」、「Excelにダウンロード」および「エンティティ・タイプ」か
ら、データをダウンロードする FDMEEエンティティを選択します。
使用可能なエンティティ・タイプ:
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• アプリケーション・カテゴリのマッピング
• アプリケーション期間マッピング
• バッチ定義
• バッチ・グループ
• バッチ・ジョブ
• カテゴリ・マッピング
• 確認エンティティ・グループ
• 確認エンティティ・アイテム
• 確認エンティティの詳細
• 確認エンティティのヘッダー
• データ・ルール
• データ・ルール・パラメータ
• インポート・フォーマットの詳細-アダプタ
• インポート・フォーマットの詳細-ERP

• インポート・フォーマットの詳細-ファイル
• インポート・フォーマットのヘッダー
• ロケーション
• ロジック・グループの詳細
• ロジック・グループのヘッダー
• 期間マッピング
• ソース期間マッピング
• ユーザー設定
• その他(表名のプロンプト)

3. オプション: 「その他」エンティティ・タイプを選択した場合は、「表名」フィー
ルドに表の名前を入力します。

4. 「ファイル」に、データのダウンロード先の Excelファイルの名前を入力します。
「選択」をクリックして選択画面上のファイルに移動し、新しいファイル名を入力
してから「ダウンロード」をクリックして、ファイルをダウンロードすることもで
きます。

5. 「ダウンロード」をクリックします。
Excelスプレッドシートがアップロードされると、ダウンロードされた表および列
の名前が示され、「ファイルが正常にインポートされました。」というメッセージが
表示されます。
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6. オプション: ダウンロードした Excelファイルを開くには、「ファイル」フィールドの横で
「選択」をクリックします。
選択画面で、Excelスプレッドシートを選択して「ダウンロード」をクリックします。
Excelスプレッドシートを保存するか開きます。

Excelからのアップロード
インポート・ソースとして使用される Excelスプレッドシートは 1つ以上の範囲を表します。
範囲の最初のセルには、インポートする Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Edition表の名前が含まれます。範囲の 2番目の行には、最初の行で
識別される表の列名が含まれます。3番目以降の行には、FDMEEにロードされるデータが含
まれます。
範囲名の先頭には FDMEEのインポート識別子 upsが付いています(例: upsCategory)。イン
ポートする表が関連している場合は、子表の前に親表をインポートする必要があります。範
囲名はアルファベット順に処理されます。親-子の順序が正しくなるようにするには、
upsAParentおよび upsBChildなどの範囲名を割り当てます。
また、Excelからデータをアップロードする際には、次の動作に注意してください:

• データは挿入のみ可能です。更新または削除はできません。
• データは検証されません。
• FDMEEで重複する行が検出された場合、その行はスキップされます。
Excelスプレッドシートからデータをアップロードするには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「Excelインタフェース」を選択します。
2. 「Excelインタフェース」および「Excelからアップロード」の「ファイル」に、アップ
ロードする Excelファイルの名前を入力します。
「選択」をクリックして選択画面上のファイルに移動し、「OK」をクリックして、ファイ
ルを選択することもできます。

3. 「アップロード」をクリックします。
4. オプション: ダウンロードした Excelファイルを開くには、「ファイル名」フィールドの横
で「選択」をクリックします。

5. オプション: 「アップロード」をクリックして、代替ディレクトリから Excelスプレッド
シートを参照して選択することもできます。
Excelスプレッドシートが適切にアップロードされると、「ステータス」ペインに処理さ
れた範囲が示され、「ファイルが正常にインポートされました。」というメッセージが表示
されます。
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2
統合タスク

次も参照:

• インポート・フォーマットの操作
• ロケーションの定義
• 期間マッピングの定義
• カテゴリ・マッピングの定義

インポート・フォーマットの操作
インポート・フォーマットは、次のようなソースのレイアウトを定義します:

• ソース・システムから抽出されるフィールドおよび Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionステージング表へのデータの格納方法。

• ソース・アダプタに基づく統合のための、Oracle Hyperion Planningソース・システムお
よびターゲット・アプリケーションの列のデータ・フォーマット情報とマッピング情報。

• ソース・システムのセグメントまたはチャートフィールドとディメンションとの間のマッ
ピング(メタデータ・ロードおよびデータ・ロード・プロセスで使用されます)。

• EPMディメンションとソース・システムのセグメントまたはチャートフィールドとの間
のマッピング(ライトバック・プロセスで使用されます)。

• ソース・アダプタに基づく統合のマッピング情報
• データの同期のためのソースとターゲットの EPMディメンション間のマッピング情報。
次の画面ショットは、Vision_account.txtの一部を示します。インポート・フォーマットで、
これらの列の場所を定義し、ターゲット・アプリケーションのディメンションにマップしま
す。

インポート・フォーマットは 1つの会計エンティティに対して作成されます。ただし、同じ
勘定体系を持つ複数の会計エンティティからデータをインポートする場合は、代表の会計エ
ンティティを使用して 1つのインポート・フォーマットを定義し、それを使用して同じ勘定
体系を持つすべての会計エンティティに対しデータをインポートします。
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インポート・フォーマットの定義
「インポート・フォーマット」サマリー・セクションを使用して、インポート・フォー
マットのサマリー情報の表示、追加および削除を行います。

インポート・フォーマット情報の表示
表 2-1 インポート・フォーマットの表示オプションと説明

表示のオプション 説明
ビューをカスタマイズします。次のオプショ
ンがあります:
• 列 - データ・グリッドで表示する列を次の
中から選択します。
– すべて表示
– 名前
– ソース・システム
– 会計エンティティ
– ソース・アダプタ
– ターゲット・アプリケーション

• 列の順序変更 - 列の順序を変更するために
使用します。このオプションを選択する
と、「列の順序変更」画面が表示されます。
列を選択し、右側にあるスクロール・ボタ
ンを使用して列の順序を変更します。

• デタッチ/アタッチ - データ・グリッドから
列をデタッチします。デタッチされた列
は、独自のウィンドウに表示されます。デ
フォルト・ビューに戻るには、「表示」を
選択し、次に「添付」を選択するか、「閉
じる」をクリックします。

• 例による問合せ - フィルタ行の切替えに使
用します。フィルタ行を使用して、特定の
列に表示される行をフィルタするための
テキストを入力できます。フィルタをク
リアするには、テキスト・ボックス内のフ
ィルタ条件テキストを削除し、[Enter]を
押します。テキストはすべて大文字と小
文字が区別されます。

インポート・フォーマットの追加
インポート・フォーマットは、次の 3つのセクションで構成される「インポート・フ
ォーマット」画面で操作します:

• インポート・フォーマットのサマリー - ソースおよびターゲット・アプリケーショ
ンに関連する一般的な情報を表示します。

• インポート・フォーマットの詳細 - インポート・フォーマット情報を追加して保持
できます。

• インポート・フォーマット・マッピング - インポート・フォーマット・マッピング
情報を追加して保持できます。
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Enterprise Resource Planning (ERP)ソースのインポート・フォーマットを追加するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、「追加を選択します。
「インポート・フォーマット」画面の上部グリッドに、行が追加されます。

3. 「名前」に、インポート・フォーマットのユーザー定義の識別子を入力します。
このインポート・フォーマットにマッピングが作成された後で、このフィールドの値を変
更することはできません。

4. 「ソース」で、ソース・システムを選択します。
5. 「ターゲット」で、ターゲット・システムを選択します。
6. オプション: 「連結文字」で、複数のセグメントをソースに指定する場合に 2つのセグメ
ントの連結に使用する文字を指定します。
連結文字を指定して連結メンバーを設定します。
ARM以外のデータ・ロードおよびメタデータ・ロードの場合、アンダースコア文字(_)が
2つのセグメントの連結に使用されます。ARMデータ・ロードの場合、「類似」方法を使
用するマッピングではアンダースコア文字は使用できません。そのため、ARMマッピン
グの場合、データ・ロード・マッピングの詳細には別の連結文字を指定します。

7. 「説明」に、インポート・フォーマットの説明を入力します。
8. 「会計エンティティ」で、会計エンティティを選択します。

E-Business Suiteソース・システムの場合、会計エンティティは元帳です。PeopleSoftソ
ース・システムの場合、会計エンティティはビジネス・ユニットです。

9. ソース・アプリケーションからターゲット・アプリケーションへのインポート・マッピン
グを定義します。
インポート・フォーマット・マッピングの定義を参照してください。
1対 1のマッピングおよび多対 1のマッピングに関する詳細は、インポート・フォーマッ
ト・マッピングの定義を参照してください。

ファイルベースのデータ・ロード・システムにインポート・フォーマットを追加するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、「追加を選択します。
「インポート・フォーマット」画面の上部グリッドに、行が追加されます。

3. 「名前」に、インポート・フォーマットのユーザー定義の識別子を入力します。
このインポート・フォーマットにマッピングが作成された後で、このフィールドの値を変
更することはできません。

4. 「説明」に、インポート・フォーマットの説明を入力します。
5. 「ソース」で、ソース・システムの「ファイル」を選択します。
6. 「ファイル・タイプ」でファイルのフォーマットを選択します。

• 固定 - 数値データ
ファイルベース・マッピングのインポート・フォーマットの定義を参照してくださ
い。

• 区切り - 数値データ
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ファイルベース・マッピングのインポート・フォーマットの定義を参照してく
ださい。

• 複数列 - 数値データ
複数列数値データのロードを参照してください。

• 区切り - すべてのデータ型
インポート・フォーマットのデータ型の設定を参照してください。

• 固定 - すべてのデータ型
インポート・フォーマットのデータ型の設定を参照してください。

• 複数列 - すべてのデータ型
7. ファイル・タイプが区切りタイプである場合は、「ファイル区切り文字」フィール
ドで区切り文字のタイプを選択します。
使用可能な区切り記号:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 縦線(|)

• タブ
• チルダ(~)

8. 「ターゲット」で、ターゲット・システムを選択します。
9. 「ドリル URL」に、ドリルスルーに使用される URLを入力します。
「ドリル URL」エディタを表示するには、 をクリックします。

10.「マッピング」セクションで、任意のディメンションをマップします。
11.「保存」をクリックします。
ファイルベース・マッピングのインポート・フォーマットを定義するには、ファイ
ルベース・マッピングのインポート・フォーマットの定義を参照してください。

インポート・フォーマットおよびデータ・ロード・ルール
インポート・フォーマットで選択したソース・タイプとターゲット・タイプに応じて、
いくつかのタイプのデータ・ロード・ルールを作成できます。
表 2-2 データ・ロード・ルール

ソース・システム ターゲット・システム
ERP (Enterprise Resource Planning) EPM (Enterprise Performance

Management)
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表 2-3 ライトバック・ルール

ターゲット・システム ソース・システム
EPM ERP

表 2-4 データの同期

ソース・システム ターゲット・システム
EPM EPM

インポート・フォーマットの削除
インポート・フォーマットを削除するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」の「インポート・フォーマット」サマリー・グリッドから
インポート・フォーマットを選択し、「削除」をクリックします。

3. 「インポート・フォーマットの削除」で、「OK」をクリックします。

例による問合せ
例による問合せ機能を使用して、「インポート・フォーマットのサマリー」セクションでイン
ポート・フォーマットをフィルタ処理できます。インポート・フォーマット名でフィルタす
るには、フィルタ行が列のヘッダーの上に表示されていることを確認します
例による問合せを行うには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」の「インポート・フォーマット」タスク・バーで、 を
選択します。
列見出しの上に空白行が表示されます。

3. 表示される行をフィルタ処理するためのテキストを入力します。

インポート・フォーマット・マッピングの定義
インポート・フォーマットはソース・ファイルまたはシステムのコンテンツ構造を識別しま
す。インポート・フォーマットを作成する場合、設定およびソースとターゲット・システム
のディメンション間のインポート・フォーマット・マッピング定義を定義します作成できる
のは次のとおりです:

• 1から 1へのマッピング - 単一セグメントおよび単一チャートフィールドのマッピング:

– ソース・セグメントのメンバーとターゲット・ディメンションのメンバーとの間に単
純な 1対 1マッピングを定義します。

– ソース値セットからすべてのメンバーをターゲット・ディメンションのメンバーとし
て取得します。
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ノート:

このトピックは、ファイルベースのデータ・ロード定義には該当しませ
ん。

次の図は、ソース・システムのセグメントまたはチャートフィールドと EPMター
ゲット・アプリケーションのディメンションとの、1から 1へのマッピングを示し
たものです。
 

 

ノート:

ソースの各メンバーは、ターゲット・ディメンションの単独のメンバー
として作成されます。

ノート:

1つのディメンションに対するマップを含むマッピング・ファイルをイン
ポートする場合、ディメンション名がファイルの最初のフィールド内に
ある必要があります。

• 複数から 1へのマッピング - ソース内の複数のセグメントまたはチャートフィー
ルドを連結して、1つの EPMディメンション・メンバーにマッピングすることが
可能です。
複数のディメンションが、連結された単一のセグメントにマッピングされた場合、
ソース階層に対して定義した走査順序に基づいて、連結されたメンバーのターゲッ
ト・ディメンションとして新しいディメンションが作成されます。ターゲット・デ
ィメンションとして連結できるセグメントの数は無制限です。次の表は、セグメン
トからディメンションへのマッピング方法を示したものです。この例では、2つの
セグメント(「会社」および「部署」)が 1つのディメンション(「エンティティ」)にマ
ッピングされています。
表 2-5 セグメントから EPMディメンションへのマッピング

セグメント/チャートフィールド EPMディメンション
会社 エンティティ
部門
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表 2-5 (続き) セグメントから EPMディメンションへのマッピング

セグメント/チャートフィールド EPMディメンション
製品 製品
勘定科目 勘定科目

• Oracle E-Business Suiteや PeopleSoftのような Enterprise Resource Planning (ERP)ソ
ースの任意の数のソース・セグメントを連結します。

インポート・フォーマット・マッピングの定義
インポート・フォーマットを定義する場合は、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・
システムのメタデータおよびデータ・ルールに対してインポート・フォーマット・マッピン
グを定義します。
Enterprise Resource Planning (ERP)システムのインポート・フォーマット・マッピングを定
義するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマットのサマリー」セクションから、インポート・フォーマットを
選択します。

3. インポート・フォーマット・マッピング・セクションに移動します。
4. 「追加」で、ターゲットを選択します。
5. 「ソース列」から、マップ元のソース列を指定します。

E-Business Suiteソース・システムの場合は、ソースの複数セグメントを連結して 1つの
EPMターゲット・ディメンションにマッピングできます。ドロップダウン・リストには、
インポート・フォーマットの詳細を定義した際に選択した会計エンティティに対するソー
ス・システムのすべてのセグメントが表示されます。

ノート:

エントリを確認し、「セグメント 1」、「セグメント 2」および「セグメント 3」
を入力した場合、これらのセグメントが順序どおりに表示されていることを確
認します。たとえば、「セグメント 3」が「セグメント 1」の前に来てはいけま
せん。順序どおりにセグメントを入力しないとエラーが発生する可能性があり
ます。

Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションでは、ターゲット・ディメンシ
ョンのタイプが「エンティティ」の場合、セグメントを連結することはできません。通
常、E-Business Suiteの会社間セグメントまたは PeopleSoftの関連会社セグメントは、
いずれかの会社または事業部門に関するものです。連結が不可能になっているのは、ICP
ディメンション値を特定できるようにするためです。
PeopleSoftソース・システムの場合、必要に応じてチャートフィールドを選択します。
ドロップダウン・リストには、インポート・フォーマットに対して選択した会計エンティ
ティ(ビジネス・ユニット)のソース・システム・チャートフィールドが表示されます。
ターゲット・アプリケーションが ARMデータ・ロード・タイプの場合、連結文字を指定
して連結メンバーを設定できます。
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ARM以外のデータおよびメタデータ・ロードの場合、アンダースコア文字(_)が 2
つのセグメントの連結に使用されます。ARMデータ・ロードの場合、「類似」方法
を使用するマッピングではアンダースコア文字は使用できません。そのため、
ARMマッピングの場合、データ・ロード・マッピングの詳細には別の連結文字を
指定します。

6. EPMおよびファイルベースのソース・システムの場合は、「式」フィールドに式を
追加できます。インポート式の追加を参照してください。

7. 「保存」をクリックします。

Enterprise Resource Planning (ERP)セグメントのソース・ディ
メンションの連結

「インポート・フォーマット」では、Enterprise Resource Planning (ERP)セグメントを
連結したり、連結されたコードの組合せでマッピングを定義したりできます。連結で
は、無制限の数の連結可能なセグメントを使用した一連のデータ・ロード・マッピン
グが容易になります。
連結の順序は、列の挿入順序に基づきます。
Oracle E-Business Suiteメタデータ・ロードでは、連結されたディメンションをロー
ドする場合、そのロードに階層が関連付けられている必要はありません。PeopleSoft
ソース・アプリケーションでは、E-Business Suiteとは異なる方法でメタデータ・ロー
ドが処理されます。PeopleSoftソース・アプリケーションの場合、階層を連結された
ディメンションに関連付ける必要があります。これは、PeopleSoftのメタデータ・ロ
ードにおける必須条件です。

ノート:

Financial Consolidation and Closeでは、インポート処理時に勘定科目ディメ
ンションを他のディメンションに連結できないことに注意してください。

ソース・ディメンションを連結するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、インポート・フォーマ
ットを選択します。

3. インポート・フォーマット詳細セクションの「連結文字」で、連結文字を選択しま
す。
ARM以外のデータ・ロードおよびメタデータ・ロードの場合、アンダースコア文
字(_)が 2つのセグメントの連結に使用されます。ARMデータ・ロードの場合、「類
似」方法を使用するマッピングではアンダースコア文字は使用できません。

4. 「データ・ロード・マッピング」で、「追加」をクリックします。
5. 「ディメンション行」を選択し、ターゲット・ディメンションを選択します。
6. 「ソース列」で、ターゲットに連結する 1つ目のソース列を選択します。
たとえば、2つのソース列(ダッシュで区切られた会社と勘定科目)を設定するには、
会社のソース列を選択します。
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7. 「データ・ロード・マッピング」で、「追加」をクリックします。
8. 「ソース列」で、ターゲットに連結する 2つ目のソース列を選択します。

ノート:

EPMソース・タイプのみ、「式」フィールドに値を指定できます。

9. 連結するソース列ごとにステップ 4-8を繰り返します。
 

 

10.「保存」をクリックします。

インポート式の追加
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionには、ほぼすべての
試算表ファイルを FDMEEデータベースに読み込んで解析できる一連の強力なインポート式
が用意されています。フィールドの「式」列に高度な式を入力します。インポート式は、イ
ンポート・ファイルから読み込まれた値を演算します。
インポート式のスタックおよび処理順序も参照してください。
インポート・フォーマット式を追加するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」のインポート・フォーマット・マッピング・グリッドから、
ファイルベースのソース列を選択します。

3. 「式」で、インポート式を指定します。
4. オプション: 式タイプおよび値を「式の追加」フィールドで指定することもできます。

a. をクリックします。
b. 「式の追加」の「式タイプ」で、式タイプを選択します。
使用可能な式の数とタイプは、変更しているフィールドに応じて異なります(「勘定科
目」や「勘定科目の説明」など)。

c. 「式の値」で、式に対応する値を入力し、「OK」をクリックします。
5. インポート・フォーマット・マッピングで、「OK」をクリックします。
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インポート式タイプ
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでサポートさ
れる式:

• 標準以外の数値符号規則
• ヨーロッパ式表記から米国式表記への変換
• 先行文字入力によるフィールドのパディング
• 後続文字入力によるフィールドのパディング
• 整数係数および小数係数による乗算
• ゼロの抑制の使用不可

標準以外の数値符号規則
標準以外の数値符号規則の管理には、Sign式が使用されます。Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、前後にマイナス記号の付い
た数値およびカッコで囲まれた数値を負数と解釈します。他の先行文字や後続文字を
使用して負数を表すこともできます。カスタム記号を定義するには、Sign=[正の文字
列],[負の文字列]という形式の式を使用します。
たとえば、正数の後に DR (1,000.00DR)、負数の後に CR (1,000.00CR)が続く場合、
式は Sign=DR,CRになります。
<>の間の数も負数として扱われます。たとえば、(100.00)および<100.00>を指定した
場合、両方とも負数として扱われます。
正数が符号なしの(1,000.00)で、負数の後に CR (1,000.00CR)が続く場合、式は
Sign=,CRになります。

借方と貸方の列の表示
分割された数値列を解析するには、DRCRSplit式を使用します。デフォルトで、Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、「金額」フィール
ドの数値を借方と見なします。ただし、借方値を左側、貸方値を右側に各自配置でき
ます。
表 2-6 DRCRSplit式の例

勘定科目番号 説明 借方 貸方
1000-000-00 現金-営業勘定科目 68,603.91
1010-000-00 現金-FANB-AP 177,216.16

DRCRSplitのフォーマットは DRCRSplit=Mid Point of the DR and CR columnsで
す。これにより、FDMEEは左右の配置を解釈して正しい符号を割り当てることができ
ます。
ファイルのインポート時は、貸方金額には負の符号が割り当てられ(したがって、正数
として解釈されます)、借方金額は変更されないままです(したがって、負数として解釈
されます)。
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ヨーロッパ式表記から米国式表記への変換
(.,)フォーマットから(,.)フォーマットへ数値フォーマットの変換をトリガーするには、
Fill=EuroToUS式を「金額」フィールドとともに使用します。

先行文字入力によるフィールドのパディング
FillL=LeadingFill式は、フィールドを先行文字で埋めるために使用されます。テキスト値
が指定された入力式より短い場合、入力式の指示に従ってパディングされます。

後続文字入力によるフィールドのパディング
Fill=TrailingFill式は、フィールドを後続文字で埋めるために使用されます。テキスト値
が指定された入力式より短い場合、入力式の指示に従ってパディングされます。たとえば、
勘定科目番号が 103950-で、式 Fill=000000000を使用した場合、インポート後の勘定科目番
号は 103950-000となります。また、勘定科目番号が 243150で、式 Fill=111111111を使用
した場合、インポート後の勘定科目番号は 243150111となります。

整数係数および小数係数による乗算
ユーザー定義値を係数として、ソース・ファイルの金額に乗算するには、Factor=Value式を
使用します。このタイプの式では、数値因子によりファイル・データを拡張できます。この
式を使用すると、データを 2倍または半分にできます。Factor=Valueは Factor=Valueとし
て表され、値はユーザー定義の整数または小数であり、この値によりデータが乗算されます。
インポート式は、「式」フィールドの「金額」列に入力されます。

ゼロの抑制の使用不可
データ・ロード・プロセス時にゼロの抑制を無効にする場合、NZP式を使用します。デフォル
トで、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは試算表で残
高がゼロの勘定項目を無視します。環境によっては、勘定科目をすべてロードして、ゼロで
ある必要がある値を確実に置換する必要があります。「金額」フィールドの「式」列に NZPと
入力すると、ゼロの抑制を使用不可にできます。

インポート式のスタック
1つのフィールドで複数のインポート式を使用できます。式をスタックするには、式をセミコ
ロンで区切ります。階層化された式が処理される順序を考慮してください。
たとえば、総勘定元帳の「金額」列のインポート式をスタックするには、式
Script=ParseAcct.py;Fill=0000000を入力します。

インポート・フォーマットでの複数期間データ・ロードの定義
会計年度全体または複数年に対して日付をロードする場合は(予算および予測データ用など)、
複数期間ファイルを使用してデータをロードできます。複数期間のファイルベースのロード
では、複数の列に複数の期間のデータを含む 1つのファイルをインポートできます。
複数期間のデータ・ロードを定義するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
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2. 「インポート・フォーマット」の「インポート・フォーマット」サマリー・グリッ
ドから、複数期間のデータ・ロードを定義するファイルを選択します。

3. 「ファイル・タイプ」で、複数期間 - 数値データを選択します。

4. 「ファイル区切り文字」で、ソース・ファイルに基づいて区切りを選択します。
5. ターゲット・アプリケーション・ディメンションでソース・ファイル列番号をマッ
ピングして、列マッピングを追加します。

6. 「金額」の「式」列から、「式の追加」エディタをクリックします。

7. インポート・フォーマット・マッピング式の追加画面の「式タイプ」ドロップダウ
ンから「Column=start,end」を選択します。

8. 式の値から、ソース・ファイルの最初の金額の列番号を入力し、次にソース・ファ
イルの最後の金額の列番号を入力します。
たとえば、ソース・ファイルが 1月から 12月までの値を予測しており、1月の金
額が列 6から始まる場合、12月の金額は 17にあります。この場合、6, 17を指定
すると、式の値には、列 6から始まる金額が含まれ、次に 12月までの次の 12か
月の値がロードされます。

9. 「保存」をクリックして、インポート・フォーマットを保存します。
10. オプション: 必要な場合、複数期間のインポート・フォーマットを含むロケーショ
ンを作成します。
詳細は、ロケーションの定義を参照してください。

11. オプション 必要な場合、データ・ロード・ルールを作成します。
詳細は、データを抽出するためのデータ・ロードのルールの定義を参照してくださ
い。

12.「データ・ロード」の「データ・ロード・ルール」から、「実行」を実行してデー
タ・ロード・ルールを実行します。
詳細は、データ・ロードのルールの実行を参照してください。
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ノート:

複数期間インポート・フォーマットのあるロケーションは、データ・ロード・
ワークベンチから実行できません。データ・ロード・ルールを使用してのみ実
行されます。

処理順序
「金額」フィールドを除くすべてのフィールドについて、 Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionはスタックされた式を次の順序で処理します。
1. スクリプト
2. Fillまたは FillL

「金額」フィールドでスタックされた式を FDMEEが処理する順序は次のとおりです:

1. DRCRSplit

2. Fill=EuroToUS

3. スクリプト
4. Sign

5. Scale

6. NZP

ファイルベース・マッピングのインポート・フォーマットの
定義

ソースがファイルベースのデータ・ロードである場合、ソース・システムから抽出されるフ
ィールド(列)とステージング表へのデータの格納方法を決定する、設定およびインポート・フ
ォーマット・マッピング定義を定義します。
インポート・フォーマットの操作方法の詳細は、インポート・フォーマットの操作を参照し
てください。インポート・フォーマットにおけるすべてのデータ型のデータ・ロードの操作
方法の詳細は、すべてのデータ型データ・ロード・プロセスの説明を参照してください。
次のオプションに基づいてインポート・フォーマット定義にマッピング行を追加できます:

• スキップ
• 通貨
• 属性
• 説明
• ディメンション行
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表 2-7 インポート・フォーマット定義のオプション

インポート定義のオプション 説明
スキップ 「スキップ」オプションは、スキップする入力

ファイル内の行を指定する場合に使用します。
たとえば、データがない行や負の数の行、ある
いは特定の勘定科目の行です。スキップ行の
指定は、データ行と同じ方法で定義されます。
システムは、入力ファイル内の指定されたロケ
ーションで、「式」フィールドに入力されたテ
キストと完全に一致するテキストを検索しま
す。
システムは、金額のロケーションにスペースや
数値以外の文字がある入力ファイルの行を自
動的にスキップします。このため、スキップの
指定が必要になるのは、入力ファイルの行の金
額と同じロケーションに金額以外のデータが
存在する場合のみです。たとえば、入力ファイ
ルに"date"という名前のラベルが含まれる場
合があります。エントリをスキップ行に追加
して、テキスト"date"の開始列、テキスト長、
照合のための正確なテキストを指定します。
「スキップ」行オプションは、固定と区切りの
どちらのファイル・タイプでも使用できます。
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表 2-7 (続き) インポート・フォーマット定義のオプション

インポート定義のオプション 説明
属性 TDATASEG表には、選択した入力ファイルか

ら値をインポートできる 40の属性列が含まれ
ています。入力ファイル内の属性のロケーシ
ョンを指定(開始位置と長さを指定)するか、処
理中に値を入力(属性の値を「式」フィールド
に入力)できます。「式」フィールドに属性の値
を入力した場合、開始位置と長さは必要ありま
せん。
属性フィールドは、通常はドリルスルー URL
の作成や、履歴またはドキュメントのニーズの
ために使用されます。データ・ロード・ワーク
ベンチでの検索とフィルタ処理に使用できる
ように、属性フィールドにデータを移入するこ
ともできます。
各属性列には最大 300文字まで含めることが
できます。

ノート:

Financial
Consolidation
and Closeまた
は Tax
Reportingのソ
ースを明示期間
マッピング・タイ
プと統合する場
合、マッピング年
(SRCYEAR)およ
びマッピング期
間(SRCPERIOD)
が ATTR2列に、
年が ATTR3列に
格納されます。
このため、
Financial
Consolidation
and Closeから
データをインポ
ートするときは、
属性列 ATTR2お
よび ATTR3を他
のディメンショ
ン・マッピングに
使用しないでく
ださい。
同様に、増減のソ
ース属性をター
ゲット・ディメン
ションにマップ
するときは、増減
を ATTR1列にマ
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表 2-7 (続き) インポート・フォーマット定義のオプション

インポート定義のオプション 説明

ップするための
別のマップが自
動的に作成され
ます。

説明 TDATASEG表には、2つの説明列があります。
これらの列は属性列と同じ方法でロードでき
ます。説明を含む入力行にロケーションを指
定するか、明示的な値を指定できます(マッピ
ング表の「式」フィールドに値を入力)。

通貨 Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionは、選択さ
れたロケーションのデフォルト通貨とは異な
る通貨を表すデータのロード機能をサポート
しています。このオプションを使用すると、入
力行に、関連する金額フィールドの通貨を指定
するロケーションを指定できます。ファイル・
インポート・フォーマットでは、データの各行
に通貨を指定するか、選択したインポート・フ
ォーマットを使用するロケーションに通貨を
指定します。

ノート:

通貨が正しく指
定されない場合
は、データをロー
ドするときに問
題が発生するこ
とがあります。

ディメンション FDMEEでは、ディメンション指定を同じ行の
複数のロケーションに分散するときに、インポ
ート・フォーマットで 1つのディメンションに
複数のエントリを指定できます。この機能を
使用すると、ファイルベースのデータのフィー
ルドを連結できます。このオプションを使用
するには、ディメンションを選択して、開始位
置と終了位置および式を選択します。

固定長の数値データ・ファイルのインポート・フォーマットを定義するには:
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ノート:

固定長のすべてのデータ型、データ・ファイルのインポート・フォーマットの定義
の詳細は、インポート・フォーマットのデータ型の設定を参照してください

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」の「インポート・フォーマット」サマリー・グリッドから
ファイルを選択します。

3. インポート・フォーマット詳細グリッドで、「追加」ドロップダウンから追加する行のタ
イプを選択します。
使用可能なオプション:

• スキップ行
• 通貨行
• 属性行
• 説明行
• ディメンション行

4. 「開始」で、列が開始するファイル上の位置を指定します。
5. 「長さ」に列の長さを入力します。
6. 「式」に、列の内容を上書きする式を入力します。
定数を入力する場合、開始位置と長さを入力します。開始位置「1」と長さ「1」を使用
します。
インポート式の追加を参照してください。

7. 「保存」をクリックします。
区切りタイプの数値データ・ファイルのインポート・フォーマットを定義するには:

ノート:

区切りタイプのすべてのデータ型、データ・ファイルのインポート・フォーマット
の定義の詳細は、インポート・フォーマットのデータ型の設定を参照してください

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」の「インポート・フォーマット」サマリー・グリッドから
ファイルを選択します。

3. 「データ・ロード・マッピング」セクションで「追加」をクリックし、追加するタイプま
たは行を選択します。
使用可能なオプションは次のとおりです:

• 通貨行
• 属性行
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• 説明行
• ディメンション行

4. 「フィールド番号」で、インポートするフィールドを入力します。
複数期間データ・ロードの列式を指定すると、「式」フィールドでは「フィールド
番号」の値が無視されます。

5. 「式」フィールドで、フィールドの内容を上書きする式を入力します。
インポート式の追加を参照してください。

6. 「保存」をクリックします。

ファイルベースのソースのソース・ディメンションの連結
ファイルベース・ディメンションをターゲット・アプリケーション・ディメンション
のソースとして連結します。連結では、無制限の数の連結可能なフィールドを使用し
た一連のデータ・ロード・マッピングが容易になります。
ファイルベースのソース・ディメンションを連結するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、ファイルのインポート・
フォーマットを選択します。
固定ファイルと区切りファイルの両方のソース列を連結できます。

3. 「データ・ロード・マッピング」で、「追加」をクリックします。
4. 「ディメンション行」を選択し、ターゲット・ディメンションを指定します。
5. 「ソース列」で、連結する 1つ目のソース列を選択します。
6. 「フィールド番号」で、インポートするファイルのフィールド番号を指定します(テ
キストが選択された際のファイルのフィールド番号にデフォルト設定されます)。

7. 「データ・ロード・マッピング」で、「追加」をクリックします。
8. 「ディメンション行」を選択し、ステップ 4と同じターゲット・ディメンションを
指定します。

9. 「ソース列」で、連結する 2つ目のソース列を選択します。
10. 連結に追加するソース列ごとにステップ 5-6を繰り返します。
11. ソース列の間に連結文字を使用するには:

a. 「追加」をクリックし、ターゲット・ディメンションを指定します。
b. 「ソース列」フィールドに、連結文字を識別する名前を入力します。
たとえば、「区切り」と入力します。

c. 「フィールド番号」に、1以上を入力します。
連結文字列に対してフィールド番号を指定する場合は、0を入力しないでくだ
さい。

d. 「式」フィールドに、連結されたソース列の区切りに使用する連結文字を入力
します。
たとえば、,(カンマ)または.(ピリオド)を入力します。
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12.「保存」をクリックします。
 

 

インポート・フォーマット・ビルダーの使用
ソース・システムがファイルベースのデータ・ロードである場合、開始位置とフィールド長
を入力するかわりに、インポート・フォーマット・ビルダー機能を使用してソース・フィー
ルドをターゲット・ディメンション・メンバーにグラフィカルにマップします。この機能は、
固定およびデリミタ付きファイルの両方で使用可能です。

ノート:

インポート・フォーマット・ビルダーでは、タブ区切りファイルがサポートされま
せん。

インポート・フォーマット・ビルダーを使用してインポート・フォーマットを割り当てるに
は:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・グリッドで、ファイルベースのソース・システ
ムを選択します。

3. インポート・フォーマット・マッピング詳細グリッドで、「ビルド・フォーマット」をク
リックします。

4. 「ロードするファイルの選択」でインポートするファイルを検索して選択し、「OK」をク
リックします。
ロードするファイルを選択する以外に、次のことができます。
• inboxディレクトリ下に新しいフォルダを作成します。
• ファイルを削除します。
• ファイルをダウンロードします
• ファイルをアップロードします
ファイルのコンテンツがインポート・フォーマット・ビルダー画面に表示されます。
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5. インポートするテキストを選択します。
6. 「ソース・ディメンション名として選択したテキストを割当て」で、「ディメンショ
ン・マッピングの詳細の入力」画面でソース・ディメンション名を指定するには、
「N」を選択します。
選択したテキストをソース・ディメンション名として使用し、ソース・ディメンシ
ョン・メンバーとターゲット・ディメンション・メンバー間の 1対 1マッピング
を使用するには、「Y」を選択します。

7. ディメンション・マッピングの詳細を変更するには、「ディメンションの割当て」
をクリックします。
「ソース・ディメンション名として選択したテキストを割当て」で「N」を選択し
た場合は、ディメンション詳細を追加または変更する必要があります。
 

 

8. 「ディメンション・マッピングの詳細の入力」の「ソース・ディメンション名」で、
選択したテキストを割り当てるソース・ディメンションの名前を指定します。

9. 「ターゲット・ディメンションの選択」で、ソース・ディメンションのマップ先の
ターゲット・ディメンションを選択します。

10.「選択フィールド番号」で、ファイルをインポートするフィールド番号を指定しま
す(テキストが選択された際のファイルのフィールド番号にデフォルト設定されて
います)。

11.「OK」をクリックします。
ソース・ディメンション情報を割当てまたは変更すると、情報が「新規マッピング
の追加」サマリー・グリッドに表示されます。
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すべてのデータ型データ・ロード
すべてのデータ型のロード方法を使用すると、次のデータ型がサポートされるデータ・ファ
イルを Oracle Hyperion Planningにロードできます。
• 数値
• テキスト
• スマートリスト
• 日付
また、選択したカレンダ期間の複数の残高列を含むデータ・ファイルをロードできます。

ノート:

「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」では、インポートで指定された通貨に
のみロードされます。

ノート:

すべてのデータ型のロード方法は、Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementではサポートされていません。

すべてのデータ型データ・ロード・プロセスの説明
すべてのデータ型ロード方法を使用する場合、概して次の点に注意します。
1. ターゲット・アプリケーション機能の「アプリケーション・オプション」タブで、「ライ
ン・アイテムの自動増分を含むすべてのデータ型」または「セキュリティ保護されたすべ
てのデータ型」のいずれかのロード方法を選択します。

2. 「インポート・フォーマット」オプションで、すべてのデータ型ロード方法に対するファ
イル・タイプを選択します。

3. 複数列型の場合のみ、データ・ロード・ルールで複数列データ型に対してドライバ・ディ
メンション・メンバーを割り当てます。ドライバ・ディメンションは、データのロード先
のメンバーです。ドライバ・ディメンションは複数列型にのみ適用できます。区切り型や
固定型には適用できません。ヘッダー・レコードやメンバー式が割り当てられていない場
合、インポート・フォーマットまたはデータ・ロード・ルールの「メンバー・セレクタ」
画面でメンバーを選択できます。

4. データ・ロード・ワークベンチで、データ列のデータ型の値を確認します。
データ・ロード・ワークベンチには、金額列ではなくデータ列が表示されます。
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a. ソースからインポート機能を使用して、ソース・システムからデータをインポ
ートします。データのインポート、マップおよび検証など、必要な変換を実行
します。

b. ソース・データを検証します。
c. Oracle Hyperion Planningアプリケーションにデータをエクスポートします。
Planningでのデータのロード方法の詳細は、Oracle Hyperion Planning管理者ガイ
ドのアウトライン・ロード・ユーティリティに関する項を参照してください。

すべてのデータ型ロード方法の設定
勘定科目、期間、年、シナリオ、バージョン、通貨、エンティティ、ユーザー定義の
ディメンション、属性、UDA、為替レート、スマート・リストおよびプランニング・
ユニット階層のメタデータおよびデータをロードする際は、使用する方法を選択でき
ます。

ノート:

数値データをロードするには、「数値データのみ」ロード方法を使用します。

1. 「設定」タブを選択し、「登録」で「ターゲット・アプリケーション」を選択しま
す。

2. 「ターゲット・アプリケーション」の「ターゲット・アプリケーション」サマリー・
グリッドで「追加」をクリックし、「ローカル」または「クラウド」を選択します。
使用可能なオプションは、「クラウド」(クラウド・デプロイメントの場合)または
「ローカル」(オンプレミス・デプロイメントの場合)です。

3. 「ターゲット・アプリケーション」の「アプリケーション・オプション」で、「ロー
ド方法」ドロップダウンから「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」を選択
します。

使用可能なロード方法の説明:

• ライン・アイテムの自動増分を含むすべてのデータ型。
この方法では、データとドライバのディメンション、および Oracle Enterprise
Performance Management Cloudアプリケーションの一意の識別子を定義す
る必要があります。「データ・ロード・ルール」の「ターゲット・オプション」
タブで、「自動増分のライン・アイテムのデータ・ディメンション」フィール
ドと「自動増分のライン・アイテムのドライバ・ディメンション」フィールド
に、データ・ロードとドライバ・ディメンションを定義します。
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このオプションの詳細は、LINEITEMフラグを使用した EPMアプリケーションへの
増分データのロードを参照してください。

• 数値 - 数値データのみをロードします。この方法では、Oracle Hyperion Planningデ
ータ・セキュリティは適用されません。

• セキュリティ保護されたすべてのデータ型 - 数値、テキスト、スマートリスト、日付
データ型をロードします。Planning管理者がデータをロードする場合、Planningデー
タ・セキュリティは適用されません。Planningの管理者以外のユーザーがデータをロ
ードする場合、Planningデータ・セキュリティは適用されます。
データは、500Kのセルのチャンクでロードされます。

4. 「日付フォーマット」ドロップダウンで、日付データのフォーマットを指定します。
• DD-MM-YYYY

• MM-DD-YYYY

• YYYY-MM-DD

5. 「保存」をクリックします。

すべてのデータ型ロード方法の設定
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionには、「数値データの
み」と「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」の 2つのエクスポート・ロード方法が
あります。「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」では、インポートで指定された通貨
にのみロードされます。
勘定科目、期間、年、シナリオ、バージョン、通貨、エンティティ、ユーザー定義のディメ
ンション、属性、UDA、為替レート、スマート・リストおよびプランニング・ユニット階層
のメタデータおよびデータをロードする際は、使用する方法を選択できます。

ノート:

数値データをロードするには、「数値データのみ」ロード方法を使用します。

1. 「設定」タブを選択し、「登録」で「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」の「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリ
ッドで「追加」をクリックし、「ローカル」または「クラウド」を選択します。
使用可能なオプションは、「クラウド」(クラウド・デプロイメントの場合)または「ロー
カル」(オンプレミス・デプロイメントの場合)です。

3. 「ターゲット・アプリケーション」の「アプリケーション・オプション」で、「ロード方
法」ドロップダウンから「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」を選択します。
使用可能なロード方法の説明:

• 数値 - 数値データのみをロードします。この方法では、Oracle Hyperion Planningデ
ータ・セキュリティは適用されません。

• セキュリティ保護されたすべてのデータ型 - 数値、テキスト、スマートリスト、日付
データ型をロードします。Planning管理者がデータをロードする場合、Planningデー
タ・セキュリティは適用されません。Planningの管理者以外のユーザーがデータをロ
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ードする場合、Planningデータ・セキュリティは適用されます。Planningの管
理者以外のユーザーがロードできるデータは、500,000セルのみです。

4. 「日付フォーマット」ドロップダウンで、日付データのフォーマットを指定します。
• DD-MM-YYYY

• MM-DD-YYYY

• YYYY-MM-DD

5. 「保存」をクリックします。

インポート・フォーマットのデータ型の設定
データをロードする際、インポート・フォーマットに対するデータ型を指定します。
• 区切り - 数値データ
• 固定 - 数値データ
• 複数列 - 数値データ
• 区切り - すべてのデータ型
• 固定 - すべてのデータ型
• 複数列 - すべてのデータ型
1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、「追加を選択します。
「インポート・フォーマット」画面の上部グリッドに、行が追加されます。

3. 「名前」に、インポート・フォーマットのユーザー定義の識別子を入力します。
このインポート・フォーマットにマッピングが作成された後で、このフィールドの
値を変更することはできません。

4. 「ソース」で、ソース・システムを選択します。
5. 「ターゲット」で、ターゲット・システムを選択します。
6. 「説明」に、インポート・フォーマットの説明を入力します。
7. 「インポート・フォーマット」の「ファイル・タイプ」で、非数値型のデータ・フ
ァイルを選択します。
次のオプションがあります:

• 固定 - 数値データ
ファイルベース・マッピングのインポート・フォーマットの定義を参照してく
ださい。

• 区切り - 数値データ
ファイルベース・マッピングのインポート・フォーマットの定義を参照してく
ださい。

• 複数列 - 数値データ
複数列数値データのロードを参照してください。

• 区切り - すべてのデータ型
インポート・フォーマットのデータ型の設定を参照してください。
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• 固定 - すべてのデータ型
インポート・フォーマットのデータ型の設定を参照してください。

• 複数列 - すべてのデータ型
8. ファイル・タイプが区切りタイプである場合は、「ファイル区切り文字」フィールドで区
切り文字のタイプを選択します。
• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 縦線(|)

• タブ
• チルダ(~)

9. 「ドリル URL」に、ドリルスルーに使用される URLを入力します。
10.「マッピング」セクションで、任意のディメンションをマップします。
11. インポート・フォーマット式を追加します。
12.「保存」をクリックします。

複数列データ型のインポート・フォーマットの設定
次に示すように、列式とドライバ式の組合せを使用して複数列からデータをロードできます。
• 列式を使用して、インポートする列を指定します。連続する列のセットも連続しない列の
セットもインポートできます。
連続する列は、開始と終了の列を使用して指定します。たとえば、5,10は、列 5から 10
までのことです。
連続しない列は、column1 | column2 | column3を使用して指定します。たとえば、5|
7|10は、インポート列 5、7および 10のことです。

• ドライバ式を使用して、各列のディメンションおよびターゲット値を指定します。ドライ
バ・ディメンションは、データのロード先のメンバーです。ロードごとに 1つのドライ
バ・ディメンションを持つことができますが、ドライバ・ディメンションに対して複数メ
ンバーを定義できます。ドライバ・ディメンションは複数列型にのみ適用できます。
データ・ルールにおけるメンバーの割当ては、複数期間の割当てと同様です。ヘッダー・
レコード、インポート・フォーマット(メンバー式)またはデータ・ルールでドライバ・メ
ンバーを割り当てることができます。インポート・フォーマットにヘッダー・レコードま
たはメンバー式を指定しない場合、データ・ロード・ルールでメンバーを選択できます。
詳細は、データ・ドライバに対するインポート式の追加およびドライバ・ディメンショ
ン・メンバーの割当てを参照してください。

• 複数列型の場合、1ヘッダー、複数行ヘッダーまたはヘッダー指定なしをインポート・フ
ォーマットに使用できます。これらは異なるフォーマットです。
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ノート:

インポート・フォーマットでは、データ・フィールドにドライバ・ディ
メンションに対する列定義が定義されている必要があります。ドライバ
が「勘定科目」の場合、インポート・フォーマットにはソース列とフィ
ールド、または勘定科目ディメンションの開始および終了期間が含まれ
ている必要があります。これはファイル内の有効なフィールド、または
ファイル内の有効な開始と終了の位置である必要があります。プロセス
によって参照はされませんが、プロセスの実行について有効である必要
があります。

– 1つのヘッダー・レコードを持つファイルの場合、フォーマット
Driver=<Dimension Name>; Header=<Row Number>; Column=<Column
Numbers>を使用します。
たとえば、インポート・フォーマット定義
Driver=Account;HeaderRow=1;Column=2,4を次のサンプル・データ・ファイ
ルに適用します。
Entity,ACCT1,ACCT2,ACCT3
Entity01,100,200,300

これによって、行 1はヘッダーでデータは行 2から始まることがシステムに示
されます。列 2で、エンティティが最初の値で、次の 3つの列は ACCT1、
ACCT2および ACCT3の値です。

– 複数行ヘッダーを持つファイル(ドライバ・メンバーはデータ列と並ばない)の
場合、変更されたヘッダー式を使用できます。たとえば、次のデータ・ファイ
ルのようにデータを Essbaseからエクスポートする場合、データ列ヘッダー
は新規行で、データは並びません。

"Period","Consolidation","Data Source","Currency","Intercompany","Entity","Movement","Multi-GAAP","Product","Scenario","Years","View","Account"
"FCCS_Sales","FCCS_Cost of Sales"
"Jan","FCCS_Entity Input","FCCS_Data Input","Entity Currency","FCCS_No Intercompany","01","FCCS_No Movement","FCCS_Local 
GAAP","P_110","Actual","FY15","FCCS_Periodic",3108763.22,2405325.62
"Jan","FCCS_Entity Input","FCCS_Data Input","Parent Currency","FCCS_No Intercompany","01","FCCS_No Movement","FCCS_Local 
GAAP","P_110","Actual","FY15","FCCS_Periodic",3108763.22,2405325.62

複数行ヘッダーの場合、ドライバ情報を含むヘッダー行をシステムに示しま
す。ヘッダー行が Header=2,1と指定された場合、ヘッダーが行 2から始ま
り、ドライバ・メンバーが列 1から始まるということです。
別の例として、たとえば、2つ目のヘッダーが A、B、C、Dで、これらの値の
列が 10から 13までとします。列式を 10|12,13に設定した場合、Bメンバー
とその値(列 11)はスキップされます。

– データ・ファイルにヘッダー・レコードのない複数列をロードするには、イン
ポート・フォーマット定義 Driver = <Dimension Name>; Member = <List of
Members>; Column=<Column Numbers>を使用します。ソース・レコード内のソ
ース列をスキップする場合、この方法を使用します。
たとえば、インポート・フォーマット定義 Driver=Account;member=ACCT1,
ACCT2, ACCT3;Column=2,4; を次のデータ・ファイルに適用します。
Entity01,100,200,300
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エンティティを最初の値として含め、次の 3つの列に ACCOUNTのドライバ・ディ
メンション・メンバー値である ACCT1、ACCT2および ACCT3を使用するようシス
テムに示します。

• データ・ソース・アプリケーション・タイプの場合、ドライバのディメンションを割り当
てますが、システムからは行 1がヘッダーとして割り当てられます。「インポート・フォ
ーマット・マッピング式の追加」画面から列を選択して、複数の列をロードできます。

データ・ドライバに対するインポート式の追加
数値以外のデータのインポート式を追加するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」のインポート・フォーマット・マッピング・グリッドから、
データ・ソース列を選択します。

3. 「式」で、インポート式を指定します。
4. オプション: 式タイプおよび値を「式の追加」フィールドで指定することもできます。

a. をクリックします。
b. 「式タイプ」ドロップダウンから「ドライバ」を選択します。

c. 「インポート・フォーマット・マッピング式の追加」でドライバを入力する際、式の
値を入力し、「OK」をクリックします。
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「ディメンション」で、式を適用するディメンションを選択します。
「メンバー」で、ディメンション・メンバーを選択します。「メンバー・セレク
タ」画面でメンバーを検索し、選択することもできます。

「ヘッダー行」で、式のファイルのヘッダー行を選択します。
「列」で、式のデータ列を指定します。DATA列の範囲を使用するには、カンマ
(,)を使用して列を指定します。連続しない DATA列を使用するには、パイプ(|)
区切り文字を使用して列を指定します。

d. 「OK」をクリックします。
次の例では、"Project Element"は最初のヘッダー行のドライバ・メンバーで、
連続した行"2,3"と連続しない行"5,7"が含まれます。
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ドライバ・ディメンション・メンバーの割当て
ドライバ・ディメンション・メンバーはデータ・ルール(およびヘッダー・レコードまたはイ
ンポート・フォーマット(メンバー式))で割り当てることができます。このタブは、インポー
ト・フォーマットにメンバーが指定されていない場合、またはインポート・フォーマットに
ヘッダー行が指定されていない場合にのみデータ・ロード・ルールに表示されます。
1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択しま
す。

2. 「データ・ロード」サマリー領域で「追加」をクリックし、新規データ・ロード・ルール
を追加するか、POVバーからロケーション名を変更し、データ・ロード・ルールを選択
します。
データ・ロード・ルールの追加の詳細は、ファイルベース・ソース・システムのためのデ
ータ・ロード・ルールの詳細の定義を参照してください。

3. 「ターゲット・メンバー」タブを選択します。
このタブは、ドライバ・ディメンション・メンバーがインポート・フォーマットに定義さ
れていない場合にのみ表示されます。
ドライバ・ディメンション・メンバーの選択対象の列は編集可能です。

4. 「値」フィールドに、ヘッダー・レコードまたはメンバー式で使用するドライバ・ディメ
ンション・メンバーの名前を入力します。

5. オプション: ドライバ・ディメンション・メンバーを検索するには、「検索」ボタンをクリ
ックし、「メンバー選択」画面でドライバ・ディメンションに移動します。
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6. 「保存」をクリックします。

LINEITEMフラグを使用した EPMアプリケーションへの増分デー
タのロード

LINEITEMフラグを使用して、ライン・アイテム詳細をデータ・ロード・ファイルに含
め、EPMアプリケーションへ一意のドライバ・ディメンション識別子に基づいてデー
タ・ロード・ディメンションの子に対する増分データ・ロードを実行できます。この
ロード方法は一意の識別子を指定した行がフォームにすでに存在する場合に、データ
が上書きされることを指定します。行が存在しない場合、データ・ロード・ディメン
ションの親メンバーの下に十分な子メンバーが存在すると、データは入力されます。
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たとえば、次に示すサンプルのソース・データ・ファイルから従業員の所得の詳細を、ター
ゲットの EPMアプリケーションにロードできます。
Emp,Job,Pay Type,Amount
"Stark,Rob",Accountant,Bonus_Pay,20000
"Molinari,Sara",Sales Manager,Bonus_Pay,22000
"Matthew,Peter",Sales Associate,Bonus_Pay,5000

次に、ターゲットの Oracle Hyperion Planningアプリケーションを示します。

LINEITEM構文を使用する場合、ドライバ・メンバー値以外は同一のディメンションを持つレ
コードがデータ・ファイルに含まれる可能性があります。
次のデータ・ファイルでは、レコードに同じディメンションがありますが、acct_date列(ド
ライバ・メンバー)の値が異なります。この場合、データ・レコードを一意にするドライバ・
メンバー(つまり、例の場合は acct_date列)を識別する必要があります。
Entity,Employee,Version,asl_EmployeeType,acct_date,acct_text,SSTax Rate1
<LINEITEM("ParentMember")>,No Employee,Baseline,Regular,1-1-2001,Text1,0.4
<LINEITEM("ParentMember")>,No Employee,Baseline,Regular,1-1-2002,Text2,0.4
<LINEITEM("ParentMember")>,No Employee,Baseline,Regular,1-1-2003,Text3,0.5

上の使用事例をサポートするには、LOOKUPディメンションを作成し、「インポート・フォ
ーマット」オプションでドライバ・メンバー列をこのディメンションにマップします。ディ
メンションの名前は LineItemKeyで開始する必要があります。たとえば、LineItemKeyとい
う名前の LOOKUPディメンションを作成し、任意のデータ列名(UD8など)を割り当てます。
「インポート・フォーマット」オプションで、LineItemKeyディメンションをデータ・ファイ
ルの 5番目の列(acct_date)にマップし、LIKE (*から*へ)データ・マッピングを使用します。
他のタイプのデータ・マッピングも使用して、検索ディメンションに移入できます。必要な
場合は、さらに LOOKUPディメンションを作成して、データ・レコードを一意に識別しま
す。設定の残りは同じです。
この機能を使用するには、Planningと Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionの両方でステップを実行します。
1. Planningを起動します。
2. 「データ・ロードの設定」画面で、「データ・ロード・ディメンション」と「ドライバ・デ
ィメンション」を選択します。
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Planningにおいて、Earning1と Earning2は、勘定科目ディメンションのメンバ
ーです。プロパティ・ディメンションのプロパティなしメンバーに、様々な所得タ
イプがロードされ、所得の値がプロパティ・ディメンションの OWP_Valueにロー
ドされています。

「データ・ロードの設定」画面の詳細は、『Oracle Hyperion Planning管理者ガイ
ド』を参照してください。

3. FDMEEを起動し、「設定」、「インポート・フォーマット」の順に選択します。
4. インポート・フォーマット・マッピング・グリッドで、データ・ソース列を選択し
ます。

5. 「式」に、データ・ドライバのインポート式を追加します。
たとえば、Driver=Property;member="No Property","OWP_value";Column=3,4
というインポート・フォーマット式を追加します。

FDMEEへのドライバ追加の詳細は、データ・ドライバに対するインポート式の追
加およびドライバ・ディメンション・メンバーの割当てを参照してください。

6. 「ワークフロー」から、「データ・ロード・マッピング」を選択します。
「データ・ロード・マッピング」で、ターゲット・ディメンショナリティへのソー
ス・ディメンショナリティの変換方法を指定します。次の「類似」マッピングに示
すように、「所得」のソース値(アスタリスクで表示)は、「勘定科目」ディメンショ
ンの OWP_Total Earningsにロードされています。
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7. 「ワークフロー」から、「データ・ロード・ルール」を選択します。
8. 「ターゲット・オプション」タブを選択します。
9. 「ロード方法」ドロップダウンから、「ライン・アイテムの自動増分を含むすべてのデータ
型」を選択します。

10.「自動増分のライン・アイテムのデータ・ディメンション」で、Planningで指定したデー
タ・ディメンションに一致するデータ・ディメンションを選択します。
この例では、データ・ディメンションは「勘定科目」です。

11.「自動増分のライン・アイテムのドライバ・ディメンション」で、Planningで指定したド
ライバ・ディメンションに一致するドライバ・ディメンションを選択します。
この例では、ドライバ・ディメンションは「プロパティ」です。

複数列数値データのロード
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionにより、選択済ディ
メンションの複数のディメンション・メンバーのデータを単一のデータ行でロードできます。
ロードするメンバーの定義は、ロード・ファイルのヘッダー・レコードまたはインポート・
フォーマット定義に含めることが可能です。
データ・ファイルは次のようになります:

• 複数列の数値データがヘッダーなしで含まれたテキスト・データ・ファイルを連続する期
間へ。開始および終了の期間を持つデータ・ロード・ルールを実行します。

• 複数列の数値データが含まれたテキスト・データ・ファイルを列ヘッダーとして期間また
は他のディメンションへ。次のものを指定します。
– データ・ファイル内に列ヘッダー
– インポート・フォーマット内に列ヘッダー・メンバー・リスト
– データ・ルール内に列ヘッダー・メンバー
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• 複数列の数値データが含まれた Excelデータ・ファイルを列ヘッダーとして期間
へ。Excelファイルにはヘッダーが含まれる場合と含まれない場合があります。

複数列数値データをロードするには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、「追加を選択します。
「インポート・フォーマット」画面の上部グリッドに、行が追加されます。

3. 「名前」に、インポート・フォーマットのユーザー定義の識別子を入力します。
このインポート・フォーマットにマッピングが作成された後で、このフィールドの
値を変更することはできません。

4. 「説明」に、インポート・フォーマットの説明を入力します。
5. 「ソース」で、ソースに対して「ファイル」を選択します。
6. 「ファイル・タイプ」ドロップダウンで、ファイルのフォーマットとして「複数列

- 数値データ」を選択します。
7. 「ファイル区切り文字」ドロップダウンで区切り文字のタイプを選択します。
使用可能な区切り記号:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 縦線(|)

• タブ
• チルダ(~)

8. 「ターゲット」で、「EPM」を選択し、任意の EPMアプリケーションをターゲット
として選択します。

9. オプション: 「ドリル URL」に、ドリルスルーに使用される URLを入力します。
10.「マッピング」セクションで、「金額」ディメンションを選択し、 をクリックし
ます。

11.「式タイプ」ドロップダウンから「Column=start,end」を選択します。

12.「式の値」で、インポートする列を指定します。
連続する列のセットも連続しない列のセットもインポートできます。金額(デー
タ)列の範囲を使用するには、カンマ(,)を使用して列を指定します。連続しない金
額列を使用するには、パイプ(|)区切り文字を使用して列を指定します。
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連続する列は、開始と終了の列を使用して指定します。たとえば、5,10は、列 5から 10
までのことです。
連続しない列は、column1 | column2 | column3を使用して指定します。たとえば、5|
7|10は、インポート列 5、7,および 10のことです。

13. オプション: 任意のドライバおよびファイルのヘッダー行を式に指定します。
14.「OK」をクリックします。

15.「保存」をクリックします。
複数列の数値データが含まれたテキスト・データ・ファイルを期間にロードするには:

1. 複数列数値データをロードするにはのステップ 1-12を実行します。
2. 「式タイプ」ドロップダウンから「ドライバ」を選択します。
3. 「インポート・フォーマット・マッピング式の追加」で、「ディメンション」をデフォル
ト・ドライバ・ディメンション「期間」のままにします。

4. 「期間」でロードする期間ドライバ・ディメンション・メンバーを選択し、「OK」をクリ
ックします。
引用符を使用して期間を指定します。たとえば、"Dec-9"と入力します。
「インポート・フォーマット・マッピング式の追加」で期間ドライバ・メンバー・ディメ
ンションを指定しない場合、データ・ロード・ルールで期間メンバーを指定できます。ス
テップ 5から 11を参照してください。
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5. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

6. 「データ・ロード・ルール」画面で、データ・ロード・ルールに使用する POVを
選択します。

7. 複数列数値データのロードに使用するデータ・ロード・ルールを追加または選択し
ます。

8. 「インポート・フォーマット」で、複数列数値のロード用に設定されたインポート・
フォーマットを選択します。

9. オプション: 「ソース・オプション」タブで、ソース・オプションを選択します。
10.「列ヘッダー」タブを選択し、数値列の開始と終了の日付を指定します。
次の場合、「列ヘッダー」タブで開始と終了の日付を追加するよう求められます。
• テキスト・ファイルが、データ・ファイルのヘッダー・レコード、インポー
ト・フォーマットまたはデータ・ルールにヘッダーを持ちません。

• Excelファイルを使用するすべての場合。ヘッダー情報が Excelファイルに指
定されている場合、開始と終了の範囲内の期間のみが処理されます。

11. データ・ロード・ルールを保存し、実行します。

データ・ファイルからの列としての期間のロード
期間ディメンションは、データ・ファイルの列としてサポートされます。1つのファイ
ルに複数期間のデータがある場合、ターゲット・アプリケーションにロードされるデ
ータ・ファイルの各データ行に年と期間を含めることができます。
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インポート・フォーマットを介したロード定義およびデータ・ロード・ルールを定義し、デ
ータ・ファイルから期間を列としてロードします。
データ・ファイルから期間を列として含めるには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、Financial Consolidation and

Close連結アプリケーションまたはファイルを選択します。
通常これは、年と期間などの複数期間を含む 1つのファイルです。

3. インポート・フォーマット詳細マッピング・グリッドでソース列を選択し、「追加」をク
リックします。

4. 含める期間行を選択します。
a. 「年」行にマップするには、「ソース期間行」をクリックし、「年」を選択してターゲ
ット・アプリケーションの「年」ディメンションにマップします。

b. 「ソース列」で、「年」行にマップするディメンションを選択します。
c. 「フィールド番号」で、インポートするファイルのフィールド番号を指定します(テキ
ストが選択された際のファイルのフィールド番号にデフォルト設定されます。)

d. 「式」で、「年」行に適用する式を指定します。
e. 期間行にマップするには、「追加」をクリックし、「ソース期間行」、「期間」の順に選
択します。

f. 「フィールド番号」で、インポートするファイルのフィールド番号を指定します(テキ
ストが選択された際のファイルのフィールド番号にデフォルト設定されます。)

g. 「式」で、「期間」行に適用する式を指定します。
h. 期間番号行にマップするには、「追加」をクリックし、「ソース期間行」、「期間番号」
の順に選択します。

i. 「フィールド番号」で、インポートするファイルのフィールド番号を指定します(テキ
ストが選択された際のファイルのフィールド番号にデフォルト設定されます。)

j. 「式」で、「期間番号」行に適用する式を指定します。
5. 「保存」をクリックします。
6. データ・ロード・ルールのパラメータを指定し、実行します。
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データを抽出するためのデータ・ロードのルールの定義を参照してください。

ライトバック・マッピング
EPMアプリケーションから取得し、Oracle E-Business Suiteまたは PeopleSoftにライ
トバックする統合を設定する場合、次の点を考慮してください:

• ライトバックに対するデータ・ロード・ルールを作成する前に、ライトバック・マ
ッピングを作成します。ライトバック・マッピングはメンバー・レベルで発生しま
す。(たとえば、Oracle Hyperion Planningアプリケーションから Enterprise
Resource Planning (ERP)ソース・システムへのデータのロード。)

• ライトバック・マッピングを作成して、送信ディメンション・メンバーをソース・
セグメント・メンバーで置き換えます。具体的には、予算のライトバック中に、送
信ディメンション・メンバーをセグメント値で置き換えるときにライトバック・マ
ッピングが参照されます。

次のインタフェース表では、ライトバック・プロセスに対するデータ・ロード用に書
込みセキュリティ権限が必要です:

E-Business Suite

• GL_INTERFACE

• GL_INTERFACE_CONTROL

• GL_BUDGET_INTERFACE

標準の PeopleSoft — PS_HPYPB_ACCT_LN

PeopleSoftコミットメント・コントロール
• PS_HYP_KK_BD_HDR

• PS_HYP_KK_BD_LN

ライトバック・マッピングを作成するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 必要な場合、「インポート・フォーマット」で、「ライトバック・マッピング」タブ
を選択します。

3. 「ソース・ディメンション」で、ソース・ディメンションにマップするソース・デ
ィメンションを選択します。

4. オプション: Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionでライト・バック・マッピングを自動的に作成するには、自動作成をクリ
ックします。
ライトバック・マッピングを作成するようプロンプトが表示されたら、「OK」をク
リックします。

5. 「保存」をクリックします。
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EPMアプリケーション間でのデータの同期用のインポート・
フォーマットの定義

インポート・フォーマットは、Oracle Hyperion Planningアプリケーションから Financial
Consolidation and Closeターゲット・アプリケーション・ディメンションへ格納およびプッ
シュするフィールド(列)を決定します。
EPMアプリケーション間でのデータの同期用のインポート・フォーマットを追加するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、「追加を選択します。
「インポート・フォーマット」画面の上部グリッドに、行が追加されます。

3. 「名前」に、インポート・フォーマットのユーザー定義の識別子を入力します。
このインポート・フォーマットにマッピングが作成された後で、このフィールドの値を変
更することはできません。

4. 「説明」に、インポート・フォーマットの説明を入力します。
5. 「ソース」で、ソース・システムを選択します。

EPMソース・システムについて、データの移動元の EPMソース・アプリケーションまた
はファイルを選択します。
Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムについて、データの移動元の ERP
ソース・アプリケーション(Oracle E-Business Suite、Peoplesoft Financialsなど)を選択
します。

6. 「ターゲット」で、ターゲット・システムを選択します。
EPMソース・ターゲットについて、データの移動先の EPMソース・アプリケーションを
選択します。
Enterprise Resource Planning (ERP)ターゲット・システムで、データを移動する先の ERP
ターゲット・アプリケーションを選択します。
E-Business Suiteターゲット・システムを使用する場合は、勘定体系を入力する必要があ
ります。会計エンティティはロケーションまたはデータ・ルール・レベルで取得されま
す。

7. 「ドリル URL」でドリル情報を指定します。
8. EPMまたは Enterprise Resource Planning (ERP)アプリケーションからのインポート・マ
ッピングを定義します。

EPMソース・アプリケーションから EPMターゲット・アプリケーションへのインポート・
マッピングを追加するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」の「インポート・フォーマット」サマリー・グリッドから、

EPMソース・アプリケーションを選択します。
3. インポート・フォーマット詳細グリッドの「ソース列」で、マップするディメンションを
選択します。

4. オプション: 必要に応じて、「追加」ドロップダウンからディメンション・タイプを選択
して、他のディメンションを追加します。
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使用可能なオプション:

• 通貨行
• 属性行
• 説明行
• ディメンション行

5. 「式」フィールドに、インポート・フォーマットに対する式またはインポート・ス
クリプトを入力します。
定数を入力するときも、開始位置と長さを入力する必要があります。開始位置「1」
と長さ「1」を使用します。
インポート式の追加を参照してください。

6. 「保存」をクリックします。

Enterprise Resource Planning (ERP)と EPMアプリケーション間
でのデータの同期のインポート・フォーマットの定義

また、データ同期によって、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionは Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケー
ション・ディメンションを Enterprise Resource Planning (ERP)セグメント/チャートフ
ィールドにマップできます。
Enterprise Resource Planning (ERP)から EPMへのマッピングを作成するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」の「インポート・フォーマット」サマリー・グリッ
ドから、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・アプリケーションを選択し
ます。
このフィールドで選択した値に応じて、「ソース」フィールドに登録済の Enterprise
Resource Planning (ERP)ソースと ERPソース・タイプに応じたファイルのみが表
示されるか、登録済 EPMアプリケーションが表示されます。
たとえば、EPMソース・タイプの「ソース」は Oracle Hyperion Financial
Managementまたは Oracle Hyperion Planningになります。

3. インポート・フォーマット詳細グリッドの「ソース列」ドロップダウンから、マッ
プするディメンションを選択します。

4. オプション: 必要に応じて、「追加」ドロップダウンからディメンション・タイプ
を選択して、他のディメンションを追加します。
使用可能なオプションは次のとおりです:

• 通貨行
• 属性行
• 説明行
• ディメンション行

5. 「式」フィールドに、インポート・フォーマットに対する式またはインポート・ス
クリプトを入力します。
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定数を入力するときも、開始位置と長さを入力する必要があります。開始位置「1」と長
さ「1」を使用します。
インポート式の追加を参照してください。

6. 「保存」をクリックします。
EPMから Enterprise Resource Planning (ERP)への(ライトバック)マッピングを作成するに
は:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」の「インポート・フォーマット」サマリー・グリッドから、

EPMソース・アプリケーションを選択します。
3. 「セグメント」を選択します。
4. 「明示」タブ、「範囲」タブ、「マルチ・ディメンション」タブまたは「類似」タブのいず
れかを選択して、マッピングのタイプを選択します。
• 明示 - ソース値との完全一致がターゲット値に置き換えられます。たとえば、ソース
値「ABC」は、ターゲット値「123」に置き換えられます。「明示」ライトバック・マ
ッピングは、データ・ロードおよびデータ・ライトバック・ルールに対しても同様に
作成されます。「明示」方式を使用したマッピングの作成を参照してください。

• 範囲 - ソース値の範囲が 1つのターゲット値に置き換えられます。たとえば、「001」
から「010」までの範囲が 1つの値「999」に置き換えられます。「範囲」ライトバッ
ク・マッピングは、データ・ロードおよびデータ・ライトバック・ルールに対しても
同様に作成されます。「範囲」方式を使用したマッピングの作成を参照してください。

• 含む - 「含む」マッピングでは、非シーケンシャルなソース勘定科目のリストを 1つ
のターゲット勘定科目にマッピングできます。この場合、複数の勘定科目が 1つのル
ール内で 1つの勘定科目にマッピングされ、「明示」マップでは必要な複数のルール
を作成する必要がなくなります。

• 類似 - ソース値内の文字列との一致がターゲット値に置き換えられます。たとえば、
ソース値「Department」がターゲット値「Cost Center A」に置き換えられます。「類
似」方式を使用したマッピングの作成を参照してください。
ライトバック・マッピングは、データ・ロード・プロセス中に追加された文字の削除
またはストリップの方法を提供します。類似ライトバック・マッピングは、データ・
ロードと同様に、しかし逆に作成されます。

• マルチ・ディメンション - 複数のソース列値に基づいてメンバー・マッピングを定義
します。

ヒント:

「値のリフレッシュ」をクリックすると、ソース・システムのドロップダウン・
リストに表示されるセグメントまたはチャートフィールド値のリストがリフレ
ッシュされます。これは、データ・ライトバック・データ・ロードに「明示」、
「範囲」、「類似」、「マルチ・ディメンション」のマッピングを作成する場合に特
に便利です。
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ライトバック・マッピングの定義(E-Business Suiteおよび
PeopleSoftのみ)

インポート・フォーマットを定義する際は、データ・ライトバック・ルールに対して
EPMアプリケーションからのインポート・フォーマット・マッピングも定義できま
す。
ライトバック・インポート・フォーマット・マッピングを定義するには:

1. 「インポート・フォーマット」で、「インポート名」を選択します。
2. 「ソース」で、「Planning」または「Essbase」をソース・システムとして選択し
ます。

3. 「ターゲット」で、「EBS」または PeopleSoftをターゲット・システムとして選択
します。

4. 会計エンティティを選択します
Oracle E-Business Suiteの場合は、「元帳」を選択します。
PeopleSoftの場合は、「ビジネス・ユニット」を選択します。

5. 「保存」をクリックします。

ロケーションの定義
ロケーションは 1つのソース・システムに関連付けられますが、そのシステムの複数
の元帳からデータをインポートできます。各ロケーションにはインポート・フォーマ
ットが割り当てられており、ディメンショナリティが同じである複数のターゲット・
アプリケーションに対して同一のインポート・フォーマットを使用できます。
ロケーション機能では、統合オプション機能を使用して、フリー・フォーム・テキス
トまたは値を指定することもできます。ロケーションに入力されたテキストまたは値
は、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionスクリプ
トで使用できます。

ノート:

同じソース・システムとアプリケーションを組み合せて、重複するロケーシ
ョンを作成できます。

インポート・ロケーションを作成、変更、および削除するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「ロケーション」を選択します。
2. 「ロケーション」で、「追加」をクリックします。
3. 「ロケーション詳細」の「名前」にロケーション名を入力します。
4. 「インポート・フォーマット」にインポート・フォーマットを入力します。
インポート・フォーマットはソース・ファイルの構造を表し、ソース・ファイルの
インポート・ステップで実行されます。FDMEEでは、ソース・データに直接接続

第 2章
ロケーションの定義

2-42



はできないが、テキスト・ファイルにソース・データを持つユーザーのため、ファイルベ
ースのインポートがサポートされています。ロケーションとともに使用するには、対応す
るインポート・フォーマットが存在する必要があります。
さらに:

• ソース・システムはインポート・フォーマットに基づき自動的に移入されます。
• 「ソース」フィールドに、インポート・フォーマットに基づいてソース・アプリケー
ションが表示されます。
をクリックしてインポート・フォーマットを選択することもできます。

5. 「会計エンティティ」で、ロケーションに使用するソース・システムの会計エンティティ
(ビジネス・ユニットまたは元帳)を指定します。
E-Business Suiteソース・システムの場合、会計エンティティは元帳です。PeopleSoftソ
ース・システムの場合、会計エンティティはビジネス・ユニットです。
ここで会計エンティティを選択した場合、「データ・ロード・ルール」に会計エンティテ
ィが自動的に移入されます。
ここで会計エンティティを指定しなかった場合、データ・ルールで会計エンティティを指
定できます。これにより、1つのロケーションから複数の元帳のデータを複数のビジネ
ス・ユニットにロードできます。
複数のロケーションに、複数のインポート・フォーマットを使用できます。たとえば、最
初のロケーション、元帳 1のインポート・フォーマットを定義できます。次に、元帳 2用
にもう 1つのインポート・フォーマットを定義します。このような場合には、同一のイン
ポート・フォーマットを使用する複数のロケーションを作成することもできます。また、
複数の同一ターゲット・アプリケーションに対して複数のロケーションを定義することも
できます。この場合、ビジネス・ユニットまたは元帳ごとに複数のロケーションを定義
し、それらの間でインポート・フォーマットを再使用できます。

6. 「ターゲット・アプリケーション」で、このロケーションに関連付けるターゲット・アプ
リケーションを指定します。
をクリックしてターゲット・アプリケーションを検索することもできます。

7. オプション: 入力するか、 をクリックして「会計エンティティ」を選択します。(E-
Business Suiteの場合は、元帳を選択します。PeopleSoftの場合は、ビジネス・ユニット
を選択します。)

8. 「機能通貨」で、そのロケーションの機能通貨を指定します。

ノート:

Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのユーザーの場合: 通
貨が固定されている場合に、エンティティ通貨ではなく実際の通貨に対してデ
ータをロードするには、「ロケーション」オプションの「機能通貨」フィールド
で通貨を設定します。インポート・フォーマットに「通貨」行を追加してマッ
プすることもできます。インポート・フォーマットの定義を参照してください。
Financial Consolidation and Closeでは、親入力、コントリビューション入力お
よび換算通貨入力をこのフィールドで指定し、仕訳を作成してエンティティ通
貨以外の異なる通貨に転記することもできます。
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9. 「親のロケーション」に、ロケーションに割り当てられた親を入力します。
親マッピングは他のロケーションとのマッピングの共有に使用されます。親ロケ
ーションにマッピングを入力します。関連するロケーションが同じマッピングを
使用できます。複数のロケーションが親を共有できます。この機能は、複数のロケ
ーションが勘定科目の 1つのチャートを使用している場合に役立ちます。子また
は親のマッピング表を変更すると、子と親のすべてのロケーションに適用されま
す。

10.「データ値」で、複数ディメンションのターゲット・システムとの統合にのみ使用
する特別なディメンションを指定します。
このディメンションは、データのロード・ロケーションと関連付けられます。
Oracle Hyperion Financial Managementでは、データ値は値ディメンションです。
FDMEEがロード・ファイルを作成すると、ディメンション値はロケーションごと
にロードされた各データ行に入力されます。たとえば、データ値ディメンション
は、Financial Management内の値ディメンションと関連付けられます。デフォル
トで、Financial Managementと統合する際このフィールドに値を入力しない場合、
データ値<EntityCurrency>がデフォルト値になります。
「検索」が選択されると、FDMEEが Financial Managementに接続して、有効なデ
ータ値のリストを取得します。FDMEEは、Financial Managementから値を取得
し、FDMEEが作成した行(元の値と調整データ値の連結)を追加します。FDMEE
は、このように新たに作成された行を使用して、Financial Managementへの仕訳
のロードを管理します。
データ値選択画面で FDMEEが作成する行を次に示します:

• [Contribution Adjs];[Contribution Adjs]

• [Contribution Adjs];[Parent Adjs]

• [Contribution Adjs];<Entity Curr Adjs>

• [Contribution Adjs];<Parent Curr Adjs>

• [Parent Adjs];[Contribution Adjs]

• [Parent Adjs];[Parent Adjs]

• [Parent Adjs];<Entity Curr Adjs>

• [Parent Adjs];<Parent Curr Adjs>

• <Entity Curr Adjs>;[Contribution Adjs]

• <Entity Curr Adjs>;[Parent Adjs]

• <Entity Curr Adjs>;<Entity Curr Adjs>

• <Entity Curr Adjs>;<Parent Curr Adjs>

11. オプション: 「ロジック勘定科目グループ」で、ロケーションに割り当てる論理勘
定科目グループを指定します。
ロジック・グループには、ソース・ファイルがロードされた後に生成される 1つ以
上のロジック勘定科目が含まれます。論理勘定はソース・データから導き出される
計算済勘定です。
ロジック・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに基
づいて自動的にフィルタされます。

12. オプション: 「確認エンティティ・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認
エンティティ・グループを指定します。
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確認エンティティ・グループをロケーションに割り当てた場合、確認レポートは、グルー
プで定義されているすべてのエンティティについて実行されます。確認エンティティ・グ
ループをロケーションに割り当てない場合、確認レポートは、ターゲット・システムにロ
ードされたエンティティごとに実行されます。FDMEE確認レポートは、ターゲット・シ
ステム、FDMEEソース・データまたは FDMEE変換済データから値を直接取得します。
確認エンティティ・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに
基づいて自動的にフィルタされます。

13. オプション: 「確認ルール・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認ルール・グル
ープを指定します。
システム管理者は、確認ルールを使用してデータの整合性を強化します。確認ルールのセ
ットが確認ルール・グループ内に作成され、確認ルール・グループがロケーションに割り
当てられます。続いて、データがターゲット・システムにロードされた後、確認レポート
が生成されます。
確認ルール・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに基づい
て自動的にフィルタされます。

14.「保存」をクリックします。
15. オプション: 次のタスクを実行します:

• 既存のロケーションを編集するには、変更するロケーションを選択し、必要に応じて
変更を加えます。次に、「保存」をクリックします。

• ロケーションを削除するには、「削除」をクリックします。
ロケーションを削除すると、ロケーションは、「メタデータ」、「データ・ロード」な
ど、その他のすべての FDMEE画面から削除されます。

ヒント:

ロケーション名でフィルタするには、フィルタ行が列ヘッダーの上に表示され
ていることを確認します。(フィルタ行を切り替えるには、 をクリックしま
す。)次に、フィルタに使用するテキストを入力します。

スクリプトで使用するフリー・フォーム・テキストまたは値を指定するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「ロケーション」を選択します。
2. 「ロケーション詳細」で、「統合オプション」タブをクリックします。
3. 「統合オプション」の「統合オプション 1」-「統合オプション 4」にフリー・フォーム・
テキストまたは値を指定し、「OK」をクリックします。
情報は、「ロケーション」表の「統合オプション」フィールドでアクセスできます。

期間マッピングの定義
ビジネス要件および法的要件に基づき、各種のカレンダ(たとえば、月、週、また日のカレン
ダ)を自由に使用できます。また EPMシステムでは、アプリケーションの要件に応じて異な
るカレンダ(期間のレベルが異なるカレンダなど)を使用することもできます。Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは Enterprise Resource
Planning (ERP)ソース・システムのデータがターゲット EPMアプリケーションへ抽出される
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ため、ソースである ERPソース・システムの期間とターゲットである EPMアプリケ
ーションの期間の間の期間マッピングを定義することにより、マッピング関係を確立
します。

ノート:

データ・ルールを定義する前に、期間マッピングを定義します。期間マッピングによ
り、Enterprise Resource Planning (ERP)カレンダと EPMアプリケーションの年また
は期間との間のマッピングが定義されます。次の 3つの方法で期間マッピングを定義
できます:

• グローバル・マッピング - 様々なタイプのソース・カレンダのある複数のソース・
システムからデータを取得するターゲット・アプリケーションが多くない場合は、
グローバル・マッピングを定義します。グローバル・マッピングを使用すると、個
々のマッピングにおいて、様々な期間を使用できます。最初のステップとして、グ
ローバル・マッピングを定義します。

• アプリケーション・マッピング - 複雑な期間のタイプがある様々なソース・システ
ムからデータを取得しているターゲット・アプリケーションが多数存在する場合
は、グローバル・マッピングの他にアプリケーション・マッピングを作成できま
す。アプリケーション・マッピングを定義すると、ターゲット期間の月を必要に応
じて変更できます

• ソース・マッピング - アダプタに基づく統合のソース期間マッピングを指定しま
す。

グローバル・マッピング - サンプル月期間マッピング
次の表に、ソースの 1か月ごとのカレンダと、ターゲット・アプリケーションの月ご
との期間とのマッピングを示します。

ノート:

グローバル・マッピングは、最も小さな粒度で定義する必要があります。た
とえば、1か月ごとのカレンダと 1週間ごとのカレンダがある場合は、最も
小さい粒度レベルでグローバル・マッピングを定義します。この場合、期間
キーは週レベルとなり、週を月にマッピングすることになります。粒度レベ
ルがより大きな期間に対してはアプリケーション・マッピングを作成できま
す。

表 2-8 サンプル月期間マッピング

期間キー 前期間キー 期間名 ターゲット
期間の月

ターゲット
期間の四半
期

ターゲット
期間の年

ターゲット
期間の日

ターゲット
年度

Jan 1 2010 Dec 1 2009 2010年 1月
1日

1月 Q1 FY10

Feb 1 2010 Jan 1 2010 2010年 2月
1日

2月 Q1 FY10
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表 2-8 (続き) サンプル月期間マッピング

期間キー 前期間キー 期間名 ターゲット
期間の月

ターゲット
期間の四半
期

ターゲット
期間の年

ターゲット
期間の日

ターゲット
年度

Mar 1 2010 Feb 1 2010 2010年 3月
1日

3月 Q1 FY10

April 1 2010 March 1
2010

2010年 4月
1日

4月 Q2 FY10

May 1 2010 April 1 2010 2010年 5月
1日

5月 Q2 FY10

グローバル・マッピング - サンプル週期間マッピング
次の表に、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムの週次カレンダが EPMア
プリケーションの月次の期間にマッピングされる方法を示します。

表 2-9 サンプル週期間マッピング

期間キー 前期間キー 期間名 ターゲット
期間の月

ターゲット
期間の四半
期

ターゲット
期間の年

ターゲット
期間の日

ターゲット
年度

Jan 26 2009 Jan 19 2009 2010年 1月
26日

1月 Q1 FY09

Feb 2 2009 Jan 26 2009 2010年 2月
2日

2月 Q1 FY09

Feb 9 2009 Feb 2 2009 2010年 2月
9日

2月 Q1 FY09

Feb 16 2009 Feb 9 2009 2010年 2月
16日

2月 Q1 FY09

アプリケーション・マッピング - 1か月ごとのカレンダ・ソースをソースとするターゲット・
アプリケーションの例
次の表に、1か月ごとのカレンダをソースとするターゲット・アプリケーションの例を示しま
す。このマッピングは、「アプリケーション・マッピング」タブで実行します。

表 2-10 アプリケーション・マッピングの例 - 1か月ごとのカレンダ・ソースを使用したターゲット・ア
プリケーション#1

期間キー ターゲット期間
の月

ターゲット期間
の四半期

ターゲット期間
の年

ターゲット期間
の日

ターゲット年度

Jan 1 2009 1月 Q1 FY09
Feb 1 2009 2月 Q1 FY09
Mar 1 2009 3月 Q1 FY09

アプリケーション・マッピング - 1週間ごとのカレンダ・ソースをソースとするターゲット・
アプリケーション#2の例
次の表に、1週間ごとのカレンダから導出されるターゲット・アプリケーションの例を示しま
す。このマッピングは、「アプリケーション・マッピング」タブで実行します。
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表 2-11 アプリケーション・マッピングの例 - 1週間ごとのカレンダ・ソースを使用したターゲット・ア
プリケーション#2

期間キー ターゲット期間
の月

ターゲット期間
の四半期

ターゲット期間
の年

ターゲット期間
の日

ターゲット年度

Jan 26 2009 1月 Q1 FY09
Feb 2 2009 2月 Q1 FY09
Feb 9 2009 2月 Q1 FY09
Feb 16 2009 2月 Q1 FY09

ノート:

損益計算書勘定科目の重複集計を避けるため、ある年の調整期間が翌会計年
度の期間に含まれるようなマッピングを定義しないようにしてください。

調整期間マッピング - 期間キーの調整期間へのマッピング

ノート:

YTDが Enterprise Resource Planning (ERP)ソースとして選択されている場
合、調整期間が期末残高となります(期間 12が置換されます)。PTDの場合、
調整期間が期間 12に追加されます。

表 2-12 調整期間マッピングの例 - 期間の調整期間へのマッピング

期間キー カレンダ 調整期間 説明
Dec-2003 会計 13 13-03 2003年の調整期間
Dec-2004 会計 13 13-04 2004年の調整期間
Dec-2005 会計 13 13-05 2005年の調整期間
Dec-2007 会計 13 13-07 2007年の調整期間

ノート:

ソースが PeopleSoft General Ledgerの場合、調整期間マッピングを関連する
会計年度とともに設定します。

グローバル・マッピング
1つのグローバル・マッピングを定義して、個々のマッピングに対する様々な期間をマ
ッピングできます。
グローバル・マッピングを定義するには:
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1. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
2. 「グローバル・マッピング」タブを選択します。
3. 「追加」をクリックします。
4. 期間キーを選択します。
5. 前の期間キーを選択します。
6. 次を入力します:

a. 期間名; 2005年 8月など。
b. ターゲット期間の月; 8月など。
c. ターゲット期間の四半期
d. ターゲット期間の年
e. ターゲット期間の日
f. ターゲット年度

ノート:

「データ・ストレージ」プロパティが「ラベルのみ」、「動的計算」、または「動
的計算/保管」に設定されている Oracle Hyperion EPM Architectの期間ディメン
ションのメンバーは表示されません。

7. 「保存」をクリックします。

アプリケーション・マッピング
特定のターゲット・アプリケーションに対して特別な期間マッピングを定義する場合には、
アプリケーション・マッピングを定義できます。ここで作成するマッピングは個別のターゲ
ット・アプリケーションに適用します。
アプリケーションに対して期間マッピングを作成するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
2. 「アプリケーション・マッピング」タブを選択します。
3. 「ターゲット・アプリケーション」で、ターゲット・アプリケーションを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
5. 期間キーを選択します。
6. 次を入力します:

a. ターゲット期間の月
b. ターゲット期間の四半期
c. ターゲット期間の年
d. ターゲット期間の日
e. ターゲット年度
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7. 「保存」をクリックします。

ソース・マッピング
ソース・マッピングには、明示期間マッピングと調整期間マッピングがあります。明
示期間マッピングを作成して、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionの期間がソース・システムのカレンダ期間に正しくマップされるよ
うにできます。調整期間マッピングは、データ・ロード・ルールの作成時に「調整期
間を含む」オプションを選択する場合にのみ使用されます。
「ソース・マッピング」タブは、2つの領域で構成されています:

• マスター - ソース・システムおよびマッピング・タイプを選択します。
• グリッド - 期間マッピングを定義します。マッピングは、グローバル・マッピング
で定義された期間に対してのみ定義できます。新規の FDMEE期間は、このタブで
は作成できません。

Oracle E-Business Suiteおよび PeoplesSoftソース・システムの場合、明示システム
または調整システムを選択できます。その他すべてのシステムの場合、明示的マッピ
ングのみを選択できます。

ノート:

「データ・ルール」で、「デフォルト」期間マッピングまたは「明示」期間マ
ッピングを選択できます。「期間マッピング」を選択した場合、ソース期間は
期間キーおよび前期間に基づいてマップされます。

ソース・マッピングを作成するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・システム」で、ソース・システムを選択します。
4. 「マッピング・タイプ」で、「明示」を選択します。

SAPおよび JD Edwardsソース・システムの場合、「明示」期間マッピングを選択
する必要がありますそれ以外のシステム(たとえば、ファイルベース)では、「明示」
または「調整」を選択できます。

5. 「追加」をクリックします。
6. ソース・システムの期間名を入力して、「OK」をクリックします。

ノート:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることは
できません。

7. ソース・システムの期間キーを入力して、「OK」をクリックします。
8. ソース・システムのカレンダを入力して、「OK」をクリックします。
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9. ソース・システムの GL期間を入力して、「OK」をクリックします。
「GL期間番号」は、期間名に基づいて値が事前に入力されます。

10. ソース・システムの GL名を入力して、「OK」をクリックします。
11. オプション:マッピングの説明を入力します。
12.「保存」をクリックします。
ソース期間マッピングを作成するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
2. 「期間マッピング」で、「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・システム」で、ソース・システムを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
5. をクリックし、ソース・システムの期間キーを選択して、「OK」をクリックします。
6. をクリックし、ソース・システムのカレンダを選択して、「OK」をクリックします。
7. をクリックし、ソース・システムの調整期間を選択して、「OK」をクリックします。
8. PeopleSoftソース・システムの場合のみ: 「GL期間の年」に一般会計期間の年を入力し
ます。
PeopleSoftの調整機関の定義には年の値が含まれないため、PeopleSoftソース・システ
ムには一般会計期間の年が必要です。PeopleSoftからの調整期間データを適切にマップ
するには、PeopleSoftのすべての調整期間に対してソース会計期間と会計年度の交差を
定義します。

9. オプション:マッピングの説明を入力します。
10.「保存」をクリックします。
予算期間マッピングを作成するには(PeopleSoftコミットメント・コントロールの場合のみ):

1. 「ソース・マッピング」を選択します。
2. 「ソース・システム」で、ソース・システムを選択します。
3. 「追加」をクリックします。
4. 「マッピング・タイプ」で、「予算」を選択します。

ノート:

PeopleSoftコミットメント・コントロールからは、予算期間データのみ抽出で
きます。ソース・カレンダ/期間は、PeopleSoftのコントロール予算定義に基づ
いています。

5. 「期間名」で、期間名を指定します。
をクリックして、期間名を検索することもできます。
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ノート:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることは
できません。

6. ソース・システムのカレンダを入力して、「OK」をクリックします。
をクリックして、カレンダ名を検索することもできます。

7. ソース・システムの GL期間を入力して、「OK」をクリックします。 をクリッ
クし、GLの期間名を検索して選択することもできます。
「GL期間番号」には、期間名に基づいて値が自動的に事前に入力されます。

8. オプション:マッピングの説明を入力します。
9. 「保存」をクリックします。

ヒント:

マッピングを削除するには、マッピングを選択し、「削除」をクリックしま
す。

カテゴリ・マッピングの定義
ノート:

カテゴリ・マッピングを定義して、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット
EPMシナリオ・ディメンション・メンバーにマッピングします。たとえば、Oracle
Hyperion Financial Managementアプリケーションで、ソース・システムの実際の残高
を格納するための「実績」と呼ばれるシナリオ・ディメンション・メンバーを持つこ
とができます。Oracle Hyperion Planningアプリケーションでは、同じソース・システ
ム・データは、シナリオ・ディメンション・メンバー「現在」を使用して格納されま
す。Oracle Hyperion Financial Data Quality Management Enterprise Editionでは、1つ
のカテゴリ・マッピングを作成して両方に 1つの名前を与え、それぞれのシナリオを
表すことができます。

グローバル・マッピング
1つのグローバル・マッピングを定義すると、個々のマッピングに対して様々なシナリ
オ・ディメンションをマッピングできます。
グローバル・カテゴリ・マッピングでは、複数のアプリケーションにわたってマッピ
ングを定義できます。たとえば、ほとんどの場合、実績のソース・カテゴリを実績の
ターゲットにマップするケースです。しかし、実績を現在にマップするターゲット・
アプリケーションがある場合もあります。この場合、アプリケーションごとにグロー
バル・マッピングを上書きできます。
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ノート:

バッチ・スクリプトを使用する場合、特殊文字を含む名前、およびスペースを使用
しないでください。コマンドラインから実行する場合、一部の文字は問題を発生さ
せる可能性があります。

グローバル・データ種別マッピングを定義するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「カテゴリ・マッピング」を選択します。
2. 「グローバル・マッピング」を選択します。
3. 「追加」をクリックします。
空白のエントリ行が表示されます。

4. 「カテゴリ」に、カテゴリの名前を入力します。
5. 「説明」に、カテゴリの説明を入力します。
6. 「頻度」で、カテゴリの頻度を選択します。
カテゴリは、日次、月次、四半期ごと、年次など、期間マッピングで定義された頻度を示
します。

7. ターゲット・カテゴリを入力します。
8. 「保存」をクリックします。
9. オプション: 次のタスクを実行します:

• マッピングを編集するには、マッピングを選択し、必要に応じて変更した後、「保存」
をクリックします。

• マッピングを削除するには、「削除」をクリックします。

アプリケーション・マッピング
アプリケーション・マッピングは、グローバル・マッピングとは異なり、ターゲット・アプ
リケーションに対して定義できます。
アプリケーション・カテゴリのマッピングを定義するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「カテゴリ・マッピング」を選択します。
2. 「カテゴリ・マッピング」で、「アプリケーション・マッピング」タブを選択します。
3. 「ターゲット・アプリケーション」から、ターゲット・アプリケーションを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
空白のエントリ行が表示されます。

5. カテゴリを選択します。
6. ターゲット・カテゴリを入力するか、 をクリックしてターゲット・カテゴリを検索し
ます。

7. 「保存」をクリックします。
8. オプション: 次のタスクを実行します:
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• マッピングを編集するには、マッピングを選択し、必要に応じて変更します。
次に、「保存」をクリックします。

• マッピングを削除するには、「削除」をクリックします。
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3
データの統合

次も参照:

• データのロード
• データ・ロード、同期およびライトバック

データのロード
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionとは、ビジネス・ア
ナリストが標準化された財務データ管理プロセスを開発し、任意のソース・システムからの
データを検証できると同時に、コストおよび複雑さを削減できるソリューションです。
FDMEEによって、財務ユーザーはソース・データを定義し、データを必要なターゲット・フ
ォーマットに変換するためのマッピング・ルールを作成し、定期的なデータ・ロード・プロ
セスを実行および管理する統合プロセスを完全に制御できます。

ノート:

データを Oracle Hyperion Financial Managementにロードするには、有効な
Financial Managementユーザーであることが必要です。また、"管理者"または"拡張
分析"の役割を割り当てられている必要があります。

メンバー・マッピングの作成
メンバー・マッピングは、ソース値に基づいて、ターゲット・ディメンショナリティへのソ
ース・ディメンショナリティの変換方法を指定する際に使用します。データ・ロード時にメ
ンバー・マッピングが参照されることにより、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionは、ターゲット・アプリケーションにロードされるデータを
ディメンション化する方法を決定できます。単一ディメンション内のソース・メンバーとタ
ーゲット・ディメンション・メンバー間の関係が定義されます。メンバー・マッピングは、
ターゲット・ディメンションごとに作成する必要があります。
5つのタイプのメンバー・マッピングがあります。
• 明示 - ソース値との完全一致がターゲット値に置き換えられます。
• 範囲 - ソース値の範囲が 1つのターゲット値に置き換えられます。
• 含む - 非シーケンシャルなソース値のリストを 1つのターゲット値にマッピングできま
す。

• マルチ・ディメンション - ソース・セグメント/チャートフィールドの組合せに対してタ
ーゲット値が割り当てられます。

• 類似 - ソース値内の文字列との一致がターゲット値に置き換えられます。
次の表は、メンバー・マッピングの例です。現金-101、現金-102および現金-103は、1つの
EPMメンバー(現金)にマップされています。

3-1



表 3-1 セグメント・メンバーを EPMメンバーにマップする方法

セグメント/チャートフィールド・メンバー EPMメンバー
現金-101 現金
現金-102 現金
現金-103 現金
費用-1 費用
費用-2 費用
ソース値には、特殊文字を使用できます。「類似」マッピングのソース値式での特殊文
字の使用およびターゲット値式での特殊文字の使用を参照してください。

ノート:

マルチディメンショナル・マッピングのターゲット値は、明示的なメンバー
名である必要があります。ワイルドカードまたは特殊文字はサポートされま
せん

メンバー・マッピングを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「データ・ロード・マッピング」で、「ロケーション」を選択します。
3. 「ディメンション」を選択します。
4. 「明示」タブ、「範囲」タブ、「マルチ・ディメンション」タブまたは「類似」タブ
のいずれかを選択して、マッピングのタイプを選択します。

ノート:

ディメンションにメタデータ・マッピングを定義する場合、FDMEEによ
って「類似」メンバー・マッピングが自動的に作成されます。メンバー
の接頭辞を入力する場合、同じメンバーの接頭辞がメンバー・マッピン
グ内のターゲット値として自動的に入力されます。システムによって生
成されたマッピングのルール名および説明フィールドには、「DEFAULT」
と表示されます。データが抽出されると、ユーザー定義のマッピングが
最初に抽出されてから、システムによって生成されたマッピングが抽出
されます。

「タイプ」オプション:

• 明示 - ソース値との完全一致がターゲット値に置き換えられます。たとえば、
ソース値「ABC」がターゲット値「123」に置き換えられます。「明示」方式を
使用したマッピングの作成を参照してください。

• 範囲 - ソース値の範囲が 1つのターゲット値に置き換えられます。たとえば、
「001」から「010」までの範囲が 1つの値「999」に置き換えられます。「範
囲」方式を使用したマッピングの作成を参照してください。
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• 含む - 「含む」マッピングでは、非シーケンシャルなソース値のリストを 1つのター
ゲット値にマッピングできます。この場合、複数の値が 1つのルール内で 1つの値に
マッピングされ、明示マップでは必要な複数のルールを作成する必要がなくなりま
す。たとえば、ソース勘定科目 1503、1510および 1515をターゲット勘定科目
15000010にマッピングできます。

• マルチ・ディメンション - 指定された複数のソース値の組合せに対してターゲット値
が割り当てられます。
たとえば、ソース値の組合せがエンティティ -001、002 部署-ABC、XYZ 勘定科
目-1222、1333の場合、勘定科目ディメンションに割り当てられるターゲット値は
1200です。

• 類似 - ソース値内の文字列との一致がターゲット値に置き換えられます。たとえば、
ソース値「Department」がターゲット値「Cost CenterA」に置き換えられます。「類
似」方式を使用したマッピングの作成を参照してください。

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用される場合
があります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」「マルチ・ディメンション」、「類
似」の順です。「範囲」タイプと「類似」タイプ間ではマッピングが重複する場合があり
ます。
マッピング・タイプ内の優先度は、ルール名により決定されます。ルールは、マッピン
グ・タイプ内のルール名のアルファベット順に処理されます。「数字」も順序付けに使用
できます。たとえば、十単位または百単位で採番する場合は、既存のルールの間に新しい
ルールを挿入できます。たとえば、ルールに 10、20、30の番号が付いている場合は、25
から開始するルールを追加します。そうすると、他のルールの名前を変更する必要があり
ません。

ノート:

バッチ・スクリプトを使用する場合、特殊文字を含む名前、およびスペースを
使用しないでください。コマンドラインから実行する場合、一部の文字は問題
を発生させる可能性があります。

ヒント:

「値のリフレッシュ」をクリックすると、表示されるセグメントまたはチャート
フィールド値のリストがリフレッシュされます。この操作は、明示的なマッピ
ングを作成する際に役に立ちます。

「明示」方式を使用したマッピングの作成
「明示」マッピングでは、ソース値との完全一致をターゲット値に置き換えることができま
す。明示的なマッピングを使用して、ソースのメンバーをターゲット・アプリケーションに
明示的にマッピングします。たとえば、Account1をターゲット・アプリケーションの
Account100にマッピングすることができます。これにより、ターゲット・アプリケーション
にロードされるデータ・ファイルをディメンション化する方法を明示的に定義できます。
「明示」マッピングを作成するには:
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1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「ディメンション」からディメンション名を選択します。
3. 「明示」タブを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
5. 「ソース値」に値を入力するか、 をクリックして値を選択します。
「類似」マッピングのソース値式での特殊文字の使用を参照してください。

6. オプション:マッピングの説明を入力します。
7. 「ターゲット値」を入力するか、 をクリックしてメンバーを選択します。
ターゲット値式での特殊文字の使用を参照してください。

8. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転するには、「符号の変更」を選択します。
9. 「説明」にマッピングの説明を指定します。
10.「ルールに適用」を選択すると、マッピングがロケーション内の特定のデータ・ル
ールのみに適用されます。
同じロケーションのこれ以外のデータ・ルールには、マッピングは適用されませ
ん。
デフォルトでは、あるロケーションで指定されたマッピングはロケーション内のす
べてのデータ・ルールに適用可能です。

11.「保存」をクリックします。

「範囲」方式を使用したマッピングの作成
「範囲」マッピングでは、ソース値の範囲をカンマで区切って入力できます。ソース値
の範囲は、1つのターゲット値に置き換えられます。範囲マッピングは、元帳のいくつ
かの勘定科目をプランで 1つの勘定科目に連結する場合に使用します。
「範囲」マッピングを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「ディメンション」からディメンション名を選択します。
3. 「範囲」タブを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
5. ソース値を「ソース値」範囲に入力します。

6. 「ターゲット値」を入力するか、 をクリックしてメンバーを選択します。
ターゲット値は、ディメンション・メンバー名です。ターゲット値式での特殊文字
の使用を参照してください。

7. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転するには、「符号の変更」を選択します。
8. 「ルール名」に値を入力します。
9. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
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10.「ルールに適用」を選択すると、マッピングがロケーション内の特定のデータ・ルールの
みに適用されます。
同じロケーションのこれ以外のデータ・ルールには、マッピングは適用されません。
デフォルトでは、あるロケーションで指定されたマッピングはロケーション内のすべての
データ・ルールに適用されます。

11.「保存」をクリックします。

「含む」方式を使用したマッピングの作成
「含む」マッピングでは、非シーケンシャルなソース勘定科目のリストを 1つのターゲット勘
定科目にマッピングできます。この場合、複数の勘定科目が 1つのルール内で 1つの勘定科
目にマッピングされ、「明示」マップでは必要な複数のルールを作成する必要がなくなりま
す。
「含む」マッピングを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を選択し
ます。

2. 「データ・ロード・マッピング」で、「追加」をクリックします。
空白の行が追加されます。

3. 「ディメンション」からディメンション名を選択します。
4. ソース値を「ソース値」範囲に入力します。
ソース値は Enterprise Resource Planning (ERP)セグメント値です。Inマッピングでは、
非シーケンシャルなソース値を指定できます。ソース値はカンマで区切り、100,199のよ
うに指定します。

5. 「ターゲット値」を入力するか、 をクリックしてメンバーを選択します。
6. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転するには、「符号の変更」を選択します。
7. 「ルール名」に値を入力します。
8. 「説明」で、「含む」マッピングの説明を入力します。
9. 「ルールに適用」を選択すると、マッピングがロケーション内の特定のデータ・ルールの
みに適用されます。
同じロケーションのこれ以外のデータ・ルールには、マッピングは適用されません。
デフォルトでは、あるロケーションで指定されたマッピングはロケーション内のすべての
データ・ルールに適用されます。

10.「保存」をクリックします。

マルチディメンション方式を使用したマッピングの作成
マルチディメンション・マッピングを使用すると、複数のソース列値に基づいてメンバー・
マッピングを定義できます。この機能を使用すると、ターゲット・アプリケーションで使用
可能でないディメンションにデータをロードできます。たとえば、勘定科目ディメンション
のマッピングは、エンティティ、製品およびプロジェクトのソース値に基づいて定義できま
す。マルチディメンション・マッピングでは、ソース値の組合せに基づいてターゲット値を
導出します。さらに、ターゲット・アプリケーション登録に、参照ディメンションを追加で
きます。これらのディメンションは、ターゲット・アプリケーションに存在しないソース・
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ディメンションを含みます。これらにより、マルチディメンション・フィルタの作成
の柔軟性が増します。これで、条件付きのデータ・ロードが容易になります。

ノート:

マルチディメンショナル・マッピングを使用する場合、ソースは 75文字以下
である必要があります。

複数のディメンションを使用してマッピングを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「ディメンション」からディメンション名を選択します。
3. 「マルチ・ディメンション」タブを選択します。
4. 「マルチ・ディメンション」で、「編集」をクリックします。
5. 「ルール名」で、ルールの名前を入力します。
6. 「ターゲット値」で、ターゲット・ディメンション・メンバーを指定します。

をクリックして、ターゲット値を選択することもできます。
マルチディメンショナル・マッピングのターゲット値は、明示的なメンバー名であ
る必要があります。ワイルドカードまたは特殊文字はサポートされません

7. ソース勘定科目の値の符号を反転するには、「符号の変更」を選択します。
8. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
9. 「追加」をクリックして、マッピング条件を指定するための空白行を作成します。
10.「ディメンション」で、追加するディメンションを選択します。
コンテキストとして、「ソース・セグメント/チャートフィールド」列と「データ
表」列が表示されます。

11.「条件」で、値をマッピングする方法を選択します。
使用可能な条件:

• 明示
• 範囲
• 類似
• 含む

12.「値」で、ディメンション・メンバー名を指定します。
13. ステップ 9から 12までを繰り返して、複数の条件を指定します。
14.「ルールに適用」を選択すると、マッピングがロケーション内の特定のデータ・ル
ールのみに適用されます。
同じロケーションのこれ以外のデータ・ルールには、マッピングは適用されませ
ん。
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デフォルトでは、あるロケーションで指定されたマッピングはロケーション内のすべての
データ・ルールに適用可能です。

15.「保存」をクリックします。

マルチディメンショナル・マッピングでの特殊文字の使用
ソース値とターゲット値の式では、特殊文字を使用できます。これらの文字(通常は?および*)
には、1文字以上の接頭辞または接尾辞を追加でき、その接頭辞または接尾辞でソース値がフ
ィルタ処理されます。
特殊文字は次のとおりです。
• アスタリスク(*) - アスタリスク(*)は、ソース値を表します。アスタリスク(*)には、1文字
以上の接頭辞または接尾辞を追加でき、その接頭辞または接尾辞でソース値がフィルタ処
理されます。ワイルド・カードまたはストリップ(ライトバックに対するデータ・ロード)
は、ソース内に存在するものは何でも取得し、それをターゲット列に、通常は接頭辞を追
加して入れます。アスタリスク(*)は、ソース値を表します。アスタリスク(*)には、1文字
以上の接頭辞または接尾辞を追加でき、その接頭辞または接尾辞でソース値がフィルタ処
理されます。ワイルド・カードは、ソース内に存在するものは何でも取得し、それをター
ゲット列に、通常は接頭辞を追加して入れます。

• 疑問符(?) - 疑問符(?)は、ソース値から 1文字を削除します。1つ以上の疑問符(?)を式で
使用できます。また、疑問符と他の式を組み合せて使用することもできますたとえば、
A??は、Aで始まり、その後に 2文字が続くメンバーを検索し、そのメンバーを選択する
か、2文字を取り除きます。

複数のディメンションの場合、ソース・ディメンションは引き渡される値であり、ワイルド・
カードはその値にのみ適用されます。ディメンションは複数ディメンション・ルールに存在
でき、ワイルド・カードを使用できます。接頭辞/接尾辞は、ターゲット・ディメンション(ル
ールが置かれているディメンション )に等しいソースにのみ適用されます。

「類似」方式を使用したマッピングの作成
「類似」マッピングでは、入力したソース値の文字列との一致を、ターゲット値に置き換える
ことができます。
「類似」マッピングを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を選択し
ます。

2. 「ディメンション」からディメンション名を選択します。
3. 「類似」タブを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
空白の行が追加されます。

5. 「ソース値」に文字列を入力します。
ソース値は Enterprise Resource Planning (ERP)セグメント値です。ソースの「類似」ラ
イトバック・マッピングでは、特殊文字がサポートされています。「類似」マッピングの
ソース値式での特殊文字の使用を参照してください。

6. 「ターゲット値」を選択するか、 をクリックしてメンバーを選択します。
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ターゲット値は、EPMディメンション・メンバー名です。ターゲットの「類似」
ライトバック・マッピングでは、特殊文字がサポートされています。ターゲット値
式での特殊文字の使用を参照してください。

7. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転するには、「符号の変更」を選択します。
8. 「ルール名」に値を入力します。
9. 「説明」に「類似」の説明を入力します。
10.「ルールに適用」を選択すると、マッピングがロケーション内の特定のデータ・ル
ールのみに適用されます。
同じロケーションのこれ以外のデータ・ルールには、マッピングは適用されませ
ん。
デフォルトでは、あるロケーションで指定されたマッピングはロケーション内のす
べてのデータ・ルールに適用されます。

11.「保存」をクリックします。

「類似」マッピングのソース値式での特殊文字の使用
ソース値およびターゲット値の式には、1つ以上の特殊文字を指定できます。特殊文字
は、「類似」マッピングでのみサポートされています。
• アスタリスク(*)

アスタリスク(*)は、ソース値を表します。アスタリスク(*)には、1文字以上の接頭
辞または接尾辞を追加でき、その接頭辞または接尾辞でソース値がフィルタ処理さ
れます。ワイルド・カードまたはストリップ(ライトバックに対するデータ・ロー
ド)は、ソース内に存在するものは何でも取得し、それをターゲット列に、通常は
接頭辞を追加して入れます。

• 疑問符(?)

疑問符(?)は、ソース値から 1文字を削除します。1つ以上の疑問符(?)を式で使用
できます。また、疑問符と他の式を組み合せて使用することもできますたとえば、
A??は、Aで始まり、その後に 2文字が続くメンバーを検索し、そのメンバーを選
択するか、2文字を取り除きます。

• <1>、<2>、<3>、<4>、<5>

連結された値を持つ行を処理し、対応するセグメント値(セグメント番号で識別さ
れる)を抽出します。各セグメントは、アンダースコア(_)で区切られます。1つの
ソース値式では、1つのセグメント値しか抽出できません。ソース・メンバーで
は、区切り文字としてアンダースコア (_)記号を使用する必要があります。

ノート:

<1>、<2>、<3>、<4>、<5>は疑問符(?)とは併用できますが、アスタリ
スク(*)とは併用できません。

• <空白>

空白文字(スペース )を含む行のみを処理します。
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ソース・メンバーが' 'である式のみが<BLANK>として読み込まれます。この場合、一重
引用符が単一のスペース文字を囲みます。ソースに NULLがあり、,,のように、または"
"で囲まれるスペースとして表示される場合は、NULLは<BLANK>として解釈されませ
ん。'<space char>式のみ解釈されます。

ノート:

<BLANK>表記はソースとターゲットの両方の式で使用できます。ターゲット
式で使用する場合は、ターゲットに空白が書き込まれます。
任意の空白フィールドについて Peoplesoft仕訳インタフェース表にライトバッ
クする場合は、<BLANK>ターゲットを使用します。
単一セグメント、連結セグメント、チャートフィールドのディメンション・マ
ッピングの場合も、同様です。

表 3-2 特殊文字を使用した式の例

使用する特殊文
字

マッピング・タイ
プ

ソース値 ターゲット値 結果 ノート

* データのロード * 1000 1000の戻り値は
1000
WXYZの戻り値は
1000

この例では、
Oracle Hyperion
Financial Data
Quality
Management,
Enterprise
Editionですべて
の行が処理され
て、ソース値がデ
フォルト値 1000
で上書きされてい
ます。この式で
は、WXYZも 1000
を返します。ソー
ス値 FDMEEに
アスタリスクを 1
つ入力したため、
すべてのソース値
がターゲット値
1000に置き換わ
ります。

* データのロード * * 1000の戻り値は
1000
WXYZの戻り値は
WXYZ

この例では、
FDMEEですべて
の行が処理され、
ソース値は同じ値
に置き換わりま
す。

* ストリップ * A* 101の戻り値は
A101

すべてのソース・
メンバーを処理
し、前に「A」を
追加します。
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表 3-2 (続き) 特殊文字を使用した式の例

使用する特殊文
字

マッピング・タイ
プ

ソース値 ターゲット値 結果 ノート

* ストリップ *_DUP * 1000_DUPの戻り
値は 1000

「_DUP」で終わる
ソース値のみを処
理して、それを除
去します。

? ストリップ ?* * A1000の戻り値
は 1000
B2000の戻り値
は 2000

この結果、1文字
以上のソース値の
みが処理されま
す。
最初の文字を取り
除きます。

? ストリップ *???? * 1000_DUPの戻り
値は 1000
A1000の戻り値
は A

この結果、4文字
以上のソース値の
みが処理されま
す。
末尾の 4文字を
取り除きます。

<1>, <2>, <3>,
<4>, <5>

データのロード <1> * 01_420の戻り値
は 01

<1>, <2>, <3>,
<4>, <5>

データのロード <2> * 01_420の戻り値
は 420

<1>, <2>, <3>,
<4>, <5>

データのロード <3> * 01_420_AB_CC1
_001の戻り値は
AB

<1>, <2>, <3>,
<4>, <5>

ストリップ ?<1> * A01_420の戻り
値は 01

<BLANK> データのロード <BLANK> [None] ' 'の戻り値は
[None]
'01_ 'の戻り値
は[None]

一重引用符は説明
用です。

自動マップ・ワイルドカード
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、ソース
とターゲットのメンバーにワイルドカード文字(*および?)を許可することでターゲッ
ト勘定科目またはターゲット・エンティティの派生が可能になります。ソース列およ
びターゲット列にワイルドカード文字があるマッピング表レコードは、自動マップと
みなされます。
FDMEEは、ターゲット値を検証しません。
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自動マップの例
表 3-3 自動マップの例

ルール名 ルール説明 ソース値 ターゲット勘定科目
w0011-- 現金勘定科目 0011?? Cash.??

総勘定元帳の試算表レコードの例
表 3-4 総勘定元帳の試算表レコードの例

GL勘定科目 センター 説明 金額
001100 0160000 銀行預金 1000.00

001101 0000000 企業 LB現金 2000.00

001116 0001000 小口現金 1000.00

223500 0160000 AP 5000.00

レコード変換結果
表 3-5 レコード変換結果

GL勘定科目 Hyperion勘定科目
001100 0160000 Cash.00

001101 0000000 Cash.01

001116 0160000 Cash.16

変換プロセスの説明
自動マップ・エントリの条件(Like 0011??)によって、総勘定元帳試算表から最初の 3つのレ
コードが取得されます。自動マップ・エントリの「ターゲット勘定科目」列にはワイルドカ
ード文字が含まれているため、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionはソース勘定科目を検索し、ターゲット勘定科目内のワイルドカード文字
をソース勘定科目内の実際の文字に置換する必要があります。
「ターゲット勘定科目」にある Cashの後の 2つの疑問符を置換するには、「ソース値」にあ
る??で表されたソース勘定科目文字を使用します。

マッピング・スクリプトを使用した条件マッピング
条件マッピングを使用すると、ソース・メンバーはハードコード化されたターゲット・メン
バーでなく、スクリプト式にマッピングされます。条件マッピングはルールベースのマッピ
ング(Between、In、Like)に対してのみ有効です。「ターゲット値」列に #SCRIPTまたは#SQL
を配置して、条件マッピングをアクティブにできます。Jythonスクリプトには#SCRIPTを、
SQLスクリプトには#SQLを使用します。条件付きマッピングをディメンション処理順序と
ともに使用すると、ディメンション・マッピングの結果に基づいたマッピングが使用可能に
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なります。つまり、すでに処理されたディメンション・マッピングです。マッピング・
スクリプトの使用を参照してください。

ノート:

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで
は、Jythonスクリプトは、条件マッピングではサポートされていません
(#SCRIPTは、ターゲット値列では使用できません。)

条件付きマッピングを適用するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「データ・ロード・マッピング」で、「追加」をクリックします。
空白の行が追加されます。

3. 「ディメンション」からディメンション名を選択します。
4. 「範囲」、「含む」,または「類似」タブを選択します。
5. ソース値を「ソース値」範囲に入力します。
6. 「ターゲット値」に「#SQL」と入力します。

Jythonスクリプトを使用するには、#SCRIPTを入力します。詳細は、マッピン
グ・スクリプトでの Jythonオブジェクトの使用を参照してください。
鉛筆アイコンが有効になります。

7. 鉛筆アイコンをクリックします。
8. 「スクリプトの編集」画面で、SQLスクリプトを指定します。
このサンプル・スクリプトでは、SQL CAST文を使用して、ターゲット列に割り
当てられる値を条件付きで処理します。
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FDMEEは、エラーのチェックやスクリプトの検証を行いません。テスト環境のデータ・
ファイルでスクリプトをテストし、その結果を検証する必要があります。

9. 「ルール名」に、マッピング・スクリプトで使用するデータ・ロード・ルールを指定しま
す。

10.「保存」をクリックします。

ターゲット値式での特殊文字の使用
アスタリスク(*)はターゲット式でのみ使用でき、アスタリスク(*)文字には任意の数の接頭辞
または接尾辞を追加できます。ルールを実行すると、アスタリスク(*)が結果のソース値(独自
のソース式がある場合もあれば、ない場合もあります)に置き換えられ、ターゲット式で指定
した任意の接頭辞または接尾辞に連結されます。例:

ターゲット値:

A*

結果:

1000 = A1000

ターゲット値:

*_DUP

結果:

1000 = 1000_DUP
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ノート:

データ・マッピングではターゲット値の式で<空白>がサポートされており、
すべてのマッピング・タイプ(「類似」、「範囲」、「明示」、マルチ・ディメンシ
ョン)で使用できます。Enterprise Resource Planning (ERP) GLインタフェ
ース表にデータを書き込むと、ワークフロー・プロセスの検証ステップに合
格するために<BLANK>表記をターゲット・ディメンション・マッピングに使
用できます。たとえば、Peoplesoft仕訳インタフェース表にライトバックす
る場合、<BLANK>の仕様は、ユーザーがチャート・フィールド値に値を指定
する必要がなく、ライトバック・データを正常に検証する必要がある場合に
使用できます。

ターゲット値のフォーマット・マスク・マッピング
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、ターゲッ
ト・メンバーに対して書式マスクを指定する機能をサポートします。フォーマット・
マスクでは、ソース・メンバー詳細とオプションのユーザー定義テキストの組合せに
基づいて、ターゲット・メンバーを定義します。この機能は、ソース・メンバーの一
部、追加の接頭辞、接尾辞、またはターゲットの置換テキストに基づいてターゲット・
メンバーを指定する際に便利です。
フォーマット・マスクは、明示以外のすべてのマッピング・タイプのターゲット・メ
ンバー指定で使用できます。このマッピング・タイプの一般的な用法は、ソースから
のセグメントの置換、文字列操作でのセグメントの置換、接頭辞または接尾辞を使用
した文字列演算でのセグメントの置換の 3つのカテゴリに分けられます。

#FORMATマッピング・タイプのコンポーネント
#FORMATタイプ・マッピングは、次のコンポーネントで構成されます:

表 3-6 #Formatマッピング・タイプのコンポーネント

コンポーネント 説明
#FORMAT FORMATマッピング・タイプがターゲット・

メンバーに指定されたことを示します。
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表 3-6 (続き) #Formatマッピング・タイプのコンポーネント

コンポーネント 説明
<format mask> ユーザー定義のフォーマット・マスク。フォー

マットの定義には次の文字が使用されます:
• ? — ソース・メンバーまたはメンバー内の

セグメントで特定位置にある文字を含み
ます。

• # — ターゲット・メンバーを作成するとき
にソースの 1文字をスキップ(削除)しま
す。

• 文字 - ユーザー定義の文字をターゲット
にそのまま含めます。接頭辞、接尾辞、固
定文字列または必要な文字のために使用
されます。これは、特別なフォーマット・
マスク文字と組み合せて使用できます。

• * — ソース・セグメントまたはソースのす
べての文字を含めます。セグメントの唯
一のフォーマット・マスク文字として*を
使用すると、セグメント全体の値がソース
からコピーされます。
#または?記号と組み合せて*を使用する
と、残りの未使用の文字すべてが引き継が
れます。
*は、ワイルドカード文字で、?または#で
指定されていない残りの文字を採用しま
す。たとえば、ソースが abcdの場合に*
を使用すると、ターゲットは abcdになり
ます。ターゲットが?#*の場合、結果は
acdになります。
Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise
Editionでセグメント内に"*"がある場合、
"*"の後に指定されているものはすべて、
フォーマットで指定された"文字"以外無
視されます。

<segment delimiter> オプションのセグメント区切り記号は、ソー
ス・メンバーとターゲット・メンバーのセグメ
ントを区切るために使用される文字を定義し
ます。このルール・タイプではソースとターゲ
ットの区切り記号を同じにする必要がありま
す。セグメント・デリミタが指定されていない
場合、フォーマット・マスクはセグメント指定
またはデリミタに依存せずにメンバー全体に
適用されます。

#FORMATマッピングの例
次に、#FORMATのすべてのオプションを使用する例を示します:
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表 3-7 #Formatマッピング・タイプの例

ソース ターゲット 結果
12345-6789-012-3456ABC-001 #FORMAT("???-*-GROUP-AA##?

#*X-GROUP","-")
説明: 最初のセグメントの最初の 3
文字を採用し、2番目のセグメント全
体を採用し、3番目のセグメントをテ
キスト「GROUP」で置換し、4番目
のセグメントに接頭辞として AAを
付けて、3番目と 4番目の文字を削除
し、5番目の文字は保持し、6番目の
文字を削除し、ABCは保持して接頭
辞 Xを付けて、5番目のセグメントを
テキスト「GROUP」で置換します。

123-6789-GROUP-AA5ABCX-
GROUP

セグメントの置換
ソース・メンバーのフォーマットをターゲット・メンバーの定義として使用する際に、
ソースの値を再利用するかわりに、ソース・セグメントの一部を置換できます。たと
えば、ソースを 4番目のセグメントでフィルタリングし、7番目のセグメントを明示的
な値で置換して、その他のセグメントの値を次のように保持する必要があるとします:

ソース:

    ??????-??????-?-012000000-??????-???-???????-??????-??????-??????-?
??

ターゲット:

    ??????-??????-?-012000000-??????-???-GROUP-??????-??????-??????-???

文字列演算を伴うセグメントの置換
置換するセグメントにおいて文字列演算を実行できます。たとえば、値 11002293があ
り、セグメントを書き込むときに、下 4桁または上 6桁だけを使用する必要があると
します。メンバー 11002293を使用する例:

• 最初の 2文字を無視すると、結果は 002293になります。#FORMAT("##*")を使用
します。

• 最後の 3文字を切り捨てると、結果は 11002になります。#FORMAT("?????")を
使用します。

• 最初の 2文字を無視し、最後の 3文字を切り捨てると、結果は 002になります。
#FORMAT("##???")を使用します。

文字列演算と接頭辞および接尾辞を使用するセグメントの置換
ソースのセグメント値をターゲットの対応セグメントでそのまま使用できます。たと
えば、ソースが A100の場合、値をターゲットの値としてマップできるため、この値を
ターゲットの値としてマップします。この場合、ソースに対してワイルドカードを使
用し、ターゲットの該当セグメントにソースに基づいて明示的な値を指定します。
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ノート:

この他の文字列演算が必要な場合は、スクリプトを使用してください。

#FORMATマッピング・タイプの使用
#FORMATマッピング・タイプを使用するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を選択し
ます。

2. 「ディメンション」でディメンション名を選択します。
3. 「範囲」、「含む」または「類似」タブを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
5. 「ソース値」に、マッピングするセグメントを入力します。
たとえば、「類似」タブで、「ソース値」フィールドに 12345-6789-012-3456ABC-001と入
力します。

6. #FORMAT(<format mask>, <segment delimiter>)を使用して、ターゲット・メンバーのフ
ォーマット・マップを選択します。
たとえば、#FORMAT("???-*-GROUP-AA##?#*X-GROUP","-")と入力します。
#FORMATマッピング・タイプのコンポーネントを参照してください。

7. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転するには、「符号の変更」を選択します。
8. 「ルール名」に値を入力します。
9. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
10.「ルールに適用」を選択すると、マッピングがロケーション内の特定のデータ・ルールの
みに適用されます。
デフォルトでは、あるロケーションで指定されたマッピングはロケーション内のすべての
データ・ルールに適用されます。

11.「保存」をクリックします。
ステップ 5と 6で作成したフォーマット・マップを適用した結果は、123-6789-GROUP-
AA5ABCX-GROUPです。

メンバー・マッピングの無視
ディメンション・メンバーへのデータのロードは無視できます。
メンバー・マッピングを無視するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を選択し
ます。

2. ソース値を選択し、「ターゲット値」に ignoreと入力します。
たとえば、ビジネス・ユーザーが部門 101、103および 105に関連するデータの抽出は必
要ないとします。ソース値 101、103および 105で Inマッピングを指定し、ターゲット
値に ignoreを指定します。このようにすると、部門 101、103および 105に関連するデ
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ータは抽出されすが、「インポート・フォーマット」オプションではアプリケーシ
ョンに書き込まれません。

メンバー・マッピングのインポート
選択した.CSVファイルおよび.TXTファイルからメンバー・マッピングをインポート
し、マッピングを作成できます。メンバー・マッピングのインポートでは、ターゲッ
ト・メンバーに対する検証または検証なしオプションとともに、マージ・モードまた
は置換モードもサポートします。
メンバー・マッピングのインポートは、オンライン・モードでもオフライン・モード
でも実行できます。
また、Excelからマッピングをインポートしたり、Excelテンプレートをダウンロード
することもできます。
Excelマッピングのインポートおよび Excelテンプレート(マッピング・テンプレート)
のダウンロードを参照してください
メンバー・マッピングをインポートするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「インポート」ドロップダウンから、次のいずれかを選択します:

• 現在のディメンション
• すべてのディメンション
• Excelからインポート

Excel試算表ファイルを使用したデータのインポートを参照してください。
• Excelテンプレートのダウンロード

Excel試算表テンプレートのダウンロードを参照してください。
インポートするファイルの選択画面が表示されます。

3. インポートするファイルに移動し、「OK」をクリックします。
4. オプション: 必要な場合は、「アップロード」をクリックして、インポートするファ
イルに移動してから、「OK」をクリックします。
「インポート・モードと検証を選択してください」画面が表示されます。
 

 

5. 「インポート・モード」から、インポート・モードを選択します:
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• マージ - アプリケーション内のデータをデータ・ロード・ファイル内のデータで上書
きします。

• 置換 - データ・ロード・ファイルのディメンションの値をクリアし、既存ファイルの
値で置換します。Oracle Hyperion Planningアプリケーションの場合、
Planningアプリケーションの場合、置換ではまず、ロードする年、期間、シナリオ、
バージョンおよびエンティティ・ディメンションのデータがクリアされ、既存のファ
イルの値に置き換えられます。

6. 「検証」から、メンバー・マッピングを検証することを選択します。
検証では、インポートされた一般会計におけるすべてのデータに対応するマッピングがあ
ることが確認されます。

7. 「実行モード」で、インポートを実行するモードを選択します:

• オンライン - インポートを即時に処理します。
• オフライン - インポートをバックグラウンドで実行します。

8. 「OK」をクリックします。
メンバー・マッピング・インポート・ファイルで、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionは、次のいずれかの文字を列区切り文字としてサポートしま
す:

• ,

• |

• ;

列の順序:

• ソース値
• ターゲット値
• ルール名
• ルール説明

ノート:

ターゲット勘定科目の前にマイナス記号を追加すると、「符号の変更」が選択された
状態でインポートされます。

表 3-8 ソース・タイプのマッピング

列 マッピング
100, Cash, 100, Explicit Mapping 明示マッピング
100>199, Cash, R2, Between Mapping 「>」は BETWEENマッピングを示します。
1*, Cash, R3, Like Mapping 「*」は LIKEマッピングを示します。
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表 3-8 (続き) ソース・タイプのマッピング

列 マッピング
#MULTIDIM ACCOUNT=[4*] AND
UD3=[000],Cash,R4,Multi Dimension Mapping

「#MULTIDIM」は複数のディメンションのマッピ
ングを示します。マッピングに使用される実際の
列名は、「データ表列名」です。複数のディメンシ
ョンのマッピングを作成する一番簡単な方法は、
ユーザー・インタフェースによりマッピングを作
成し、それをファイルにエクスポートする方法で
す。その後で、追加のマッピングを適用して、フ
ァイルを変更できます。

10, 20, In Mapping INマッピングの場合、ソース値は" "で囲まれてカ
ンマ(,)で区切られます。たとえば、IN 10, 20はイ
ンポート・ファイルのソース列で"10,20"として定
義されます。

Excelテンプレート(マッピング・テンプレート)のダウンロード
「データ・ロード・マッピング」で、インポート機能を使用して、Excelマッピングを
選択してインポートし、マッピングをマージするか置換するかを指定できます。適切
にフォーマットされた Excelマッピング・テンプレートは、EPM_ORACLE_HOME/
products/FinancialDataQuality/templatesディレクトリに保存されます。
マッピング・テンプレートには、接続するターゲット・アプリケーションから Oracle
Hyperion Financial Managementディメンションを直接取り出すマクロ・スクリプトも
含まれます。
Excelテンプレートを Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionサーバーにアップロードし、Excelファイルをデータ・ロード・ルー
ルでロードするファイルとして選択するか、ファイル名が空白の場合にシステムによ
ってプロンプトがいつ表示されるかを選択する必要があります。処理されるファイル
が Excelファイルかどうかはシステムによって判断され、ファイルのロードに必要な
フォーマットが読み取られます。
Excelでマッピング・テンプレートを使用する場合:

• マップ・テンプレートに空白行を含めないでください。
• テンプレートに行を挿入することは可能ですが、新しい行は指定された領域に保持
する必要があります。

• 各テンプレートでサポートされうのは、1つのディメンションです。
Excelテンプレートをダウンロードするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「すべてのマッピング」タブを選択します。
3. 「インポート」ドロップダウンで「Excelテンプレートのダウンロード」を選択し
ます。
Maploader.xlsファイルがダウンロードされます。ハード・ドライブにファイルを
コピーまたは保存します。

4. Maploader.xlsファイルを開きます。
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5. 「マップ」タブを選択します。
6. セル B1に「ロケーション」、セル B2に「ロケーション ID」と入力し、セル B3の「ディ
メンション」ドロップダウンからディメンションを選択します。

7. 次の各フィールドに入力します:

a. 「ソース」に、ソース・ディメンション値を入力します。
ソース・ディメンションを入力するときにワイルドカードと範囲を指定できます。
• 無制限の文字に対応するワイルドカード — 無制限の文字を示すためにアスタリ
スク(*)を使用します。たとえば、「548*」または「*87.8」と入力します。

• 1文字プレースホルダーに対応するワイルドカード — 1文字のプレースホルダ
ーを示すために疑問符(?)を使用します。たとえば、
– 548??98

– ??82???

– ??81*

• 範囲 — カンマ(,)を使用して範囲を示します(ワイルドカード文字は使用できませ
ん)。たとえば、「10000,19999」のように範囲を指定します。
(この範囲では、10000から 19999までのすべての値が評価されます。)
この場合、FDMEEで 10000から 19999までのすべての値が対象になります。

• 「含む」マップ — カンマ(,)を使用してエントリを区切ります(ワイルドカード文字
は使用できません)。少なくとも 3つのエントリを指定する必要があります。そ
うしないと、マップが「範囲」マップを示します。たとえば、「10,20,30」のよう
に「含む」マップを指定します。

• マルチディメンション・マッピング — #MULTIDIMを使用して、マルチディメンシ
ョン・マッピングを指定します。DIMENSION NAME=[VALUE]と値を入力します。値
は、ワイルドカード、範囲および「含む」マップと同様に指定します。次の例の
検索基準は、77で開始し UD1が 240のすべての勘定科目です。たとえば、
#MULTIDIM ACCOUNT=[77*] AND UD1=[240]です。

b. ソースの説明に、ソース値の説明を入力します。
c. 「ターゲット」に、ターゲット・ディメンション値を入力します。
d. 「符号の変更」に Trueを入力して、「勘定科目」ディメンションの符号を変更します。
「勘定科目」ディメンションの符号を保持する場合は、「False」を入力します。この
設定を使用できるのは「勘定科目」ディメンションをマッピングするときだけです。

e. マッピングを特定のデータ・ルール名に適用する際は、「データ・ルール名」にデー
タ・ルール名を入力します。

ノート:

明示マッピングを追加する場合、ルール名はソース値と同じにする必要があ
ります。
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Excelマッピングのインポート
インポート・オプションを選択し、Excelマッピングを選択して、Excelマッピングを
インポートできます。

ノート:

Excelテンプレートを使用するマッピング・ルールのインポートでは、マッ
ピング・スクリプトを指定する場所はありません。

Excelマッピングをインポートするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「すべてのマッピング」タブを選択します。
3. 「インポート」ドロップダウンで、「Excelからインポート」を選択します。
4. 「インポートするファイルの選択」で、インポートする Excelファイルを選択し、
「OK」をクリックします。

ノート:

事前にエクスポートされた Excel 2010または 2016ファイルをインポー
トしている場合、インポートする前にファイルを開きます。このステッ
プでは、インポート・プロセスに必要な Excelファイルのマクロが起動
します。

5. オプション: 必要な場合は、「アップロード」をクリックして、インポートするファ
イルに移動してから、「OK」をクリックします。
「インポート・モードと検証を選択してください」画面が表示されます。
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6. 「インポート・モード」から、インポート・モードを選択します:

• マージ - アプリケーション内のデータを Excelデータ・ロード・ファイル内のデータ
で上書きします。

• 置換 - Excelデータ・ロード・ファイルのディメンションの値をクリアし、既存ファ
イルの値で置換します。

7. 「検証」から、メンバー・マッピングを検証することを選択します。
インポートされた一般会計におけるすべてのデータに対応するマッピングがあることを
確認します。

8. 「実行モード」で、インポートを実行するモードを選択します:

• オンライン - インポートを即時に処理します。
• オフライン - インポートをバックグラウンドで実行します。

9. 「OK」をクリックします。
10.「OK」をクリックします。
マッピングは、デフォルトのデータ・ロード・ルールを継承し、システム生成マッピング
という説明を表示します。
明示マッピングを使用する場合、データ・ルール名はソース値と同じであることが必要で
す。

メンバー・マッピングのエクスポート
メンバー・マッピングを、選択したファイル(Excelファイル)にエクスポートできます。
メンバー・マッピングをエクスポートするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を選択し
ます。

2. 「エクスポート」を選択します。
3. 「エクスポート」ドロップダウンで、方法を選択します。
エクスポート・オプション:

• 現在のディメンション
• すべてのディメンション
• Excelにエクスポート
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4. エクスポート方法が「現在のディメンション」および「すべてのディメンション」
の「ファイル・ロケーションの指定」で、「ファイル名」にファイル名を指定する
か、エクスポートするファイルに移動して「OK」をクリックします。
「Excelにエクスポート」方法の場合、マッピングは Microsoft Excelスプレッドシ
ートにエクスポートされます。必要に応じて XLSファイルを開くか保存します。
Excelにエクスポートすると、その形式で再インポートすることはできません。
ファイルがエクスポートされると、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionによって「ファイルが正常にエクスポートされま
した。」というメッセージが表示されます。

5. オプション: 「アップロード」または「ダウンロード」をクリックして、エクスポ
ートするファイルに移動して、「OK」をクリックします。

メンバー・マッピングの削除
すべてのメンバー・マッピングを削除するか、マッピングが追加されたタブがあるマ
ッピングだけを削除できます。現在のディメンションのすべてのマッピングを削除す
るか、行のみ削除することができます。
選択したタブからメンバー・マッピングを削除するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. マッピングを削除するタブを選択します。
たとえば、明示タイプ・マッピングを表示するには「明示」タブを選択します。
すべてのマッピングを表示するには、「すべてのマッピング」タブを選択します。

3. マッピングを選択し、マッピングの削除をクリックします。
複数のマッピングを削除するには、[Shift]キーを使用して複数のマッピングを選択
します。
すべてのマッピングを削除するには、[Ctrl]+[A]キーを使用します。

4. 「選択したデータ・ロード・マッピングを削除してよろしいですか?」で、「OK」
をクリックします。

5. 「保存」をクリックします。

ノート:

すべてのマッピングを削除するには、「すべてのマッピングの削除」を選択し
ます。

メンバー・マッピングの復元
メンバー・マッピングの復元では、現在のセッションで行われたマッピングが削除さ
れ、視点に基づいてマッピングが復元されます。
メンバー・マッピングは、POVの最後のデータ・ロードからのみ復元できます。
メンバー・マッピングを復元するには:
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1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を選択し
ます。

2. 「マッピングの復元」を選択します。
3. 「マッピングの復元の確認」で、「OK」をクリックします。

データを抽出するためのデータ・ロードのルールの定義
データ・ロードのルールにメンバー・マッピングを定義した後、ソース・システム内の元帳
またはビジネス・ユニットにデータ・ロードのルールを定義します。データ・ロード・ルー
ルを使用すると、各期間に再利用可能な統合定義を作成できます。期間およびカテゴリに対
し、ユーザーが指定した視点が使用されます。データ・ロードのルールは、設定しておいた
ロケーションに定義されます。データ・ロード・ルールは次に対して固有です:

• ロケーション
• E-Business Suiteソース・システムの元帳
• PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システムのビジネス・ユニット
ターゲット・アプリケーションに複数のデータ・ロードのルールを作成することにより、複
数のソースからターゲット・アプリケーションにデータをインポートできます。データ・ロ
ード・ルールを作成するために使用する概略手順は、次のとおりです。
1. データ・ロードのルールを作成します。
2. データ・ロードのルール詳細を定義します。
3. データ・ロードのルールを実行します。

データ・ロード・ルールの詳細の定義
「データ・ロード」画面でデータ・ロード・ルールを作成および変更します。「データ・ロー
ド・ルール」画面ウィンドウのセクション:

• データ・ルールのサマリー
• データ・ロードの詳細
• ソース・フィルタ(次の 4つのタブで構成: ソース・オプション、ターゲット・メンバー

(ドライバが指定されているファイルベースのデータ・ロード・ルール用)、ターゲット・
オプションおよびカスタム・オプション)

ターゲット・オプションの使用(ロケーション別)およびターゲット・アプリケーションの
登録を参照してください。
カスタム・オプションの作成を参照してください。

ノート:

データ・ロード・ルールを作成する前に、ソース・システムのデータからターゲッ
ト・アプリケーションに特殊文字が挿入されることがないよう確認してください。
また、バッチ・スクリプトを使用する場合、特殊文字を含む名前、およびスペース
を使用しないでください。コマンドラインから実行する場合、一部の文字は問題を
発生させる可能性があります。
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データ・ロード詳細をソース・システム用に定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「データ・ロード」サマリー領域で、「追加」をクリックします。
3. 「詳細」の「名前」にデータ・ロード・ルール名を入力します。
4. 「カテゴリ」を選択します。
リストされているカテゴリは、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionの設定で作成したカテゴリです。カテゴリ・マッ
ピングの定義を参照してください。

5. 「期間マッピング・タイプ」で、データ・ルールごとに期間マッピング・タイプを
選択します。
有効なオプション:

• デフォルト - データ・ルールでは、FDMEEで定義されている期間キーおよび
前期間キーを使用して、データ・ルール実行に含まれている各 FDMEE期間に
マップされたソース一般会計期間を判断します。

• 明示 - データ・ルールでは、FDMEEで定義されている明示期間マッピングを
使用して、データ・ルール実行に含まれる各 FDMEE期間にマップされたソー
ス一般会計期間を判断します。明示期間マッピングにより、期間が開始日およ
び終了日で定義されていない追加の General Ledgerデータ・ソースをサポー
トできます。

• なし - ソース・アダプタでこのオプションを使用すると、ソース期間マッピン
グが無視されます。したがって、インポートされたデータ行はすべて、デー
タ・ルール実行で選択された FDMEE期間にマップされます。

これらのオプションは、ファイルベースの定義に使用できません。
表 3-9 期間マッピング・タイプ

ロケーション・タ
イプ

インポート・フォ
ーマット・タイプ

期間マッピング
デフォルト

明示期間マッピ
ング
明示

期間マッピング 調整期間を含む

会計エンティティ
あり

標準 はい はい N/A はい
会計エンティティ
なし

標準 はい はい N/A はい
会計エンティティ
あり

ソース・アダプタ N/A N/A はい 明示: はい なし:
N/A

会計エンティティ
なし

ソース・アダプタ N/A N/A はい 明示: はい なし:
N/A

6. オプション: 説明を入力します。
7. 「ターゲット・プラン・タイプ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを
選択します。

8. ソース・オプションを選択します。
次のオプションは、ソース・システムに応じて「詳細」セクションまたは「ソー
ス・オプション」セクションに表示される場合があります。

第 3章
データのロード

3-26



• ターゲット・プラン・タイプ(Oracle Hyperion Planningおよび Oracle Essbase) - そ
のプラン・タイプに関連するディメンション、メンバーおよびデータ値のみを含むプ
ラン・タイプを選択します。プラン・タイプは、このデータ・ロード・ルールの POV
ロケーションに応じてソースまたはターゲット・システムに適用されます。
FDMEEでは、最大 6つのプラン・タイプ(カスタムおよび Planningアプリケーショ
ンを含む)のデータ・ロードがサポートされます。

• ゼロの残高 - SAPの場合は、「ゼロの残高」オプションを選択します。
– 含む - 任意の理由で残高 0(ゼロ)が含まれます。
たとえば、借方 5と貸方 5がある場合、金額ゼロが含まれます。

– アクティビティなしの除外 - 期首借方残高、期首貸方残高、期間借方および期間
貸方が 0 (begin_bal_dr、begin_bal_cr、period_dr、period_crが YTD残高タイプ
についてすべて 0)の場合、または期間借方および期間貸方の期間残高タイプが期
間(period_dr、period_crが期別残高タイプについて 0に等しい)の場合、ゼロの残
高は除外されます。

– ゼロの純残高の除外 - 年次累計残高タイプについて期首借方残高 - 期首貸方残高
+ 期間借方 - 期首貸方 + 期間借方 - 期間貸方 = 0 (YTD残高タイプについて
begin_bal_dr – begin_bal_cr + period_dr – period_cr = 0)の場合、または期間借方
- 期間貸方 = 0(期別残高タイプについて period_dr – period_cr = 0)の場合、ゼロの
純残高は除外されます。

次の例では、各「ゼロの残高を含む」オプションが勘定科目残高に与える影響を示し
ます。

表 3-10 「ゼロの残高」オプション

金額 期首残高 借方取引 貸方取引 期末残高
4000 40000 0 40000 0
5000 50000 25000 75000 0
6000 0 0 0 0
7000 0 35000 35000 0

「ゼロの残高」が「含む」の場合、ゼロの残高の勘定科目はすべて含まれるため、勘
定科目 4000、5000、6000および 7000はこの条件に当てはまります。

ノート:

「ゼロの残高を含む」オプションは、データを Peoplesoftから取り出す場合
には適用できません。

「ゼロの残高」に 「アクティビティなしの除外」が選択されている場合、期首、取引
および期末の残高がすべてゼロでアクティビティがないため、勘定科目 6000のみが
除外されます。勘定科目 4000、5000および 7000は抽出されます。
「ゼロの残高」に「ゼロの純残高の除外」が選択されている場合、期末残高がゼロの
ため、勘定科目 4000、5000、6000および 7000が除外されます。

• 調整期間を含む - 調整期間を含める場合に選択します。
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調整期間は、FDMEEの調整期間がソース・システムの調整期間に正しくマッ
プされるようにします。
期間 13を 12月/期間 12に明示的にマップし、「調整期間を含む」オプション
を選択すると、次のようになります:

– YTD残高について、期間 13が期末残高になります。
– PTD残高について、期間 13と 12月/期間 12が追加されます。

ソース・オプションを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「データ・ロード・ルール」でデータ・ロード・ルールを選択するか、「追加」をク
リックします。

3. 「ソース・オプション」タブを選択します。
4. ソース・システムに基づいて、ソース・オプションまたはソース・フィルタ・オプ
ションを入力します。
ソース・フィルタ・オプション:

• E-Business Suiteソース・システムの場合、E-Business Suiteソース・システ
ムのソース・フィルタ・オプションの定義を参照してください。

• Oracle Hyperion Financial Managementソース・システムの場合、Financial
Managementのソース・フィルタ・オプションの定義を参照してください。
Financial Managementソース・パラメータの詳細は、Financial Management
のソース・パラメータの定義を参照してください。

• JD Edwardsソース・システムの詳細は、JD Edwards GLソース・システムの
ためのソース・フィルタ・オプションの定義を参照してください。

• ファイルベースのソース・システムの詳細は、ファイルベース・ソース・シス
テムのためのデータ・ロード・ルールの詳細の定義を参照してください。

5. オプション: 複数列のデータ・ロードを行う場合、「列ヘッダー」タブを選択し、数
値列の開始と終了の日付を指定します。
複数列数値データのロードを参照してください。

6. オプション: ターゲット・オプションを使用するには、「ターゲット・オプション」
タブを選択し、任意のオプションを選択します。

7. オプション: 「カスタム・オプション」を選択し、データ・ロード・ルールと関連
付けるテキストを指定すると、フリー・フォーム・テキストまたは値を指定できま
す。
カスタム・オプションの作成を参照してください。

8. 「保存」をクリックします。
E-Business Suiteソース・システムのソース・フィルタ・オプションの定義

データ・ロードのマッピング詳細を定義する際、抽出するデータを定義できます。こ
れには、次を抽出するかどうかが含まれます:

• 金額タイプ - 通貨金額、統計金額のみ、または通貨金額と統計金額の両方
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• 勘定科目の借方と貸方の合計がゼロになり、期間アクティビティがない、ゼロ残高勘定科
目。

• 調整期間 - 調整期間内の残高を抽出するかどうかを決定
• 標準残高または平均残高 - 平均残高には、貸借対照表データのみが含まれます。
• ソース残高タイプ - 実績、予算または予算引当

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、ソース会計
エンティティの有効なタイプ「実績」、「予算」および「予算引当」を使用して、転送する
データを分類します。通常、シナリオ・ディメンションには勘定体系のセグメントをマッ
プしないため、データ・ルール定義の一部としてデフォルト・メンバーを選択します。

機能通貨建ての残高を抽出できます。機能通貨建ての残高が、選択した元帳またはビジネス・
ユニットの基本通貨を単位として保管されます。たとえば、取引が複数の通貨で入力された
場合、すべての取引残高の合計は機能通貨で表されます。
入力済残高を抽出することもできます。これは、主要元帳に割り当てられた機能/現地通貨以
外の通貨に関連付けられている残高です。
また、FDMEEでは、ユーザーが指定した通貨でデータをインポートできます。この場合、残
高をソース・システムで指定された通貨に換算する必要があります。これはソース Enterprise
Resource Planning (ERP)システム内の通貨換算プロセスを実行することで実現できます。
(FDMEEでは通貨換算は実行されません。)
Oracle E-Business Suiteでは、コミットメント・データの表示を呼び出すページは提供され
ていません。
E-Business Suiteソース・システムのデータ・ロード・ソース・フィルタを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択しま
す。

2. 「データ・ロード・ルール」でデータ・ロード・ルールを選択するか、「追加」をクリック
します。

3. 「ソース・オプション」タブを選択します。
4. 「会計エンティティ」で、ソース・システムの値リストから会計エンティティを指定しま
す。
会計エンティティはこのフィールドで、またはロケーションの詳細入力時に選択できま
す。会計エンティティのないロケーションのデータ・ルールの場合、会計エンティティを
選択することを要求されます。
この機能は、標準インポート・フォーマットを使用しているロケーションでデータ・ルー
ルに対してのみ適用されます。
データ・ルールが実行された後は、会計エンティティを変更できません。

5. ロケーションが会計エンティティ・グループに関連付けられている場合、「会計エンティ
ティ・グループ」で会計エンティティ・グループ名を指定します。
ロケーションのデータ・ルールに会計エンティティが含まれる場合、ルールは定義内の会
計エンティティによって制限されます。この場合、ロケーションのデータ・ルールは会計
エンティティ・グループを使用できません。

6. 「調整期間を含む」で、「はい」または「いいえ」を選択します。
調整期間は、FDMEEの調整期間がソース・システムの調整期間に正しくマップされるよ
うにします。
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期間 13を 12月/期間 12に明示的にマップし、「調整期間を含む」オプションを選
択すると、次のようになります:

• YTD残高について、期間 13が期末残高になります。
• PTD残高について、期間 13と 12月/期間 12が追加されます。

7. 「金額タイプ」を選択します:

• 通貨
• 統計 - 入力した通貨または機能通貨のいずれで残高を表すかの選択は、適用さ
れません。

• 「通貨」および「統計」
8. 「通貨タイプ」から、残高を抽出する通貨タイプを選択します。
9. 「ゼロの残高」ドロップダウンでゼロの残高オプションを選択します:

• 含む - 任意の理由で残高 0(ゼロ)が含まれます。
たとえば、借方 5と貸方 5がある場合、金額ゼロが含まれます。

• アクティビティなしの除外 - 期首借方残高、期首貸方残高、期間借方および期
間貸方が 0 (begin_bal_dr、begin_bal_cr、period_dr、period_crが YTD残高タ
イプについてすべて 0)の場合、または期間借方および期間貸方の期間残高タイ
プが期間(period_dr、period_crが期別残高タイプについて 0に等しい)の場合、
ゼロの残高は除外されます。

• ゼロの純残高の除外 - 年次累計残高タイプについて期首借方残高 - 期首貸方残
高 + 期間借方 - 期首貸方 + 期間借方 - 期間貸方 = 0 (YTD残高タイプについて
begin_bal_dr – begin_bal_cr + period_dr – period_cr = 0)の場合、または期間借
方 - 期間貸方 = 0(期別残高タイプについて period_dr – period_cr = 0)の場合、
ゼロの純残高は除外されます。

次の例では、各「ゼロの残高を含む」オプションが勘定科目残高に与える影響を示
します。

表 3-11 「ゼロの残高」オプション

金額 期首残高 借方取引 貸方取引 期末残高
4000 40000 0 40000 0
5000 50000 25000 75000 0
6000 0 0 0 0
7000 0 35000 35000 0

「ゼロの残高」が「含む」の場合、ゼロの残高の勘定科目はすべて含まれるため、
勘定科目 4000、5000、6000および 7000はこの条件に当てはまります。
「ゼロの残高」に 「アクティビティなしの除外」が選択されている場合、期首、取
引および期末の残高がゼロでアクティビティがないため、勘定科目 6000のみが除
外されます。勘定科目 4000、5000および 7000は抽出されます。
「ゼロの残高」に「ゼロの純残高の除外」が選択されている場合、期末残高がゼロ
のため、勘定科目 4000、5000、6000および 7000が除外されます。

10.「符号方法」で、データがロードされた際に金額の符号を反転する方法を選択しま
す。
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使用可能な方法:

• 絶対 — 次のルールに基づいてデータをロードします:

表 3-12 絶対符号ルール

勘定科目タイプ GL (GAAP) EPM (絶対)

収益 通常は負数 符号は反転
負債 通常は負数 符号は反転
資本 通常は負数 符号は反転
費用 通常は正数 符号の変更なし
資産 通常は正数 符号の変更なし

• ソースと同じ - ソース・システムに記録されているものと同じ符号をロードします。
• ソースと逆 - ソース・システムに記録されているものと逆の符号をロードします。

11.「貸借対照表勘定科目の金額」および「損益計算書勘定科目の金額」を選択します:

• YTD - 年次累計の勘定科目残高で、勘定科目残高は年の始まりから現在の期間まで累
計されます。通常、貸借対照表勘定科目の金額(資産、負債、資本)は YTD残高で指定
します。(デフォルトは YTDです。)

• 期別 - 特定の期間の勘定科目残高です。通常、損益計算書勘定科目の金額(収益および
費用)は期別残高で指定します。(デフォルトは PTDです。)

12.「通貨タイプ」から、残高を抽出する通貨タイプを選択します。
• 機能 - 選択した元帳または事業部門の基本通貨で保管される残高(現地通貨)

• 入力済 - 「通貨コード」フィールドで指定した、主要元帳に割り当てられた機能/現地
通貨以外の通貨に関連付けられている残高。

• 換算済 - FDMEEでは、ユーザーが指定した通貨でデータをインポートできます。こ
の場合、残高をソース・システムで指定された通貨に換算する必要があります。この
タスクは Enterprise Resource Planning (ERP)システム内の通貨換算プロセスを実行
することで実現できます。(FDMEEでは通貨換算は実行されません。)また、「通貨コ
ード」フィールドで換算済の通貨コードを指定する必要があります。

13.「通貨コード」(「入力済」および「換算済」通貨タイプのみ)から、入力済または換算済通
貨タイプで使用する ISO 4217通貨コードを選択します。
たとえば、EURと入力してユーロ通貨コードを選択します。

14.「残高方法」を選択します:

• 標準 - Oracle General Ledgerに、会計取引残高がそのまま保管されます。標準残高
とも言われます。

• 平均- 平均残高には、貸借対照表データのみが含まれます。金額タイプとして統計を
選択した場合、「残高方法」は無視されます。

15. 抽出する残高タイプを選択します:

• 実績
• 予算 - 「予算」ソース残高タイプを選択する場合、「追加」をクリックして、抽出対
象に予算タイプを選択します。

• 予算引当 - 「予算引当」ソース残高タイプを選択する場合、「追加」をクリックして、
抽出対象に予算引当タイプを選択します。
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16. 抽出するセグメント値を選択します。
ソース一般会計システムからすべてのデータを抽出しない場合、ソースの調整セグ
メント別にデータをフィルタします。オプション:

• すべて
• 選択済

Oracle E-Business Suiteでは、調整セグメントは、このレベルで調整借方と貸
方が等しくなることを保証します。データ・ロードのルールを作成する場合、
調整セグメントのすべてのメンバーまたは特定のメンバーのどちらに関連す
る一般会計残高を抽出できます。
調整セグメント値を選択するには、 をクリックし、次に、セグメント値を
選択して、「OK」をクリックします。
値をクリアするには をクリックし、次に、「調整セグメント値の選択」ダイ
アログ・ボックスで、任意の値をクリアして、「OK」をクリックします。

17. 期首、期末および「平均」為替レート・オプションを選択します。
Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムは、トランザクション処理
に関する包括的な為替レート情報を保持しています。ターゲット・アプリケーショ
ンでは、為替レートを抽出することでこの情報を使用できます。ソース・システム
からは期首、期末および平均レート・タイプを選択できます。(ソース・システム
内のタイプは、これらのレート・タイプを明示的に定義していない場合があります
が、FDMEEインタフェース表内のレート・タイプにはマップされています。)

ノート:

Oracle Hyperion Planningアプリケーションの場合、為替レートがロード
されるのは、「クラシック」データ・ロード方法が選択された場合のみで
す。

ノート:

為替レート・オプションを定義するのは、ターゲット・アプリケーショ
ンが複数通貨である場合のみです。

ノート:

Account Reconciliation Managerアプリケーションの場合は、複数レー
ト・オプションを選択しないでください。

18.「保存」をクリックします。
19. ターゲット・フィルタ・オプションを定義します。
ターゲット・フィルタ・オプションを定義した後、データ・ルールを実行します。
データ・ロードのルールの実行を参照してください。
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PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システムのソース・フィルタ・
オプションの定義

データ・ロード・ルールの詳細を定義する際、次に説明するように、様々なデータ抽出オプ
ションを指定できます。
PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システムのソース・フィルタ・オプシ
ョンを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択しま
す。

2. 「データ・ロード・ルール」でデータ・ロード・ルールを選択するか、「追加」をクリック
します。

3. 「ソース・オプション」タブを選択します。
4. 「金額タイプ」を選択します:

• 通貨
• 統計 - 入力した通貨または機能通貨のいずれで残高を表すかの選択は、適用されませ
ん。

• 「通貨」および「統計」
5. 「符号方法」で、データがロードされた際に金額の符号を反転する方法を選択します。
使用可能な方法:

• 絶対 - デフォルトの借方または貸方の符号をロードします。
表 3-13 絶対符号ルール

勘定科目タイプ GL (GAAP) EPM (絶対)

収益 通常は負数 符号は反転
負債 通常は負数 符号は反転
資本 通常は負数 符号は反転
費用 通常は正数 符号の変更なし
資産 通常は正数 符号の変更なし

• ソースと同じ - ソース・システムに記録されているものと同じ符号をロードします。
• ソースと逆 - ソース・システムに記録されているものと逆の符号をロードします。

6. 「貸借対照表勘定科目の金額」および「損益計算書勘定科目の金額」を選択します:

• YTD - 年次累計の勘定科目残高で、勘定科目残高は年の始まりから現在の期間まで累
計されます。通常、貸借対照表勘定科目の金額(資産、負債、資本)は YTD残高で指定
します。

• 期別 - 特定の期間の勘定科目残高です。通常、損益計算書勘定科目の金額(収益および
費用)は期別残高で指定します。

7. 「通貨タイプ」から、残高を抽出する通貨タイプを選択します。
• 機能 - 選択した元帳または事業部門の基本通貨で保管される残高(現地通貨)
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• 入力済 - 「通貨コード」フィールドで指定した、主要元帳に割り当てられた機
能/現地通貨以外の通貨に関連付けられている残高。

ノート:

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
が PeopleSoftから抽出する場合のデフォルトは POSTED_TOTAL_AMT
です。入力済の通貨を選択すると、FDMEEは POSTED_TRAN_AMTか
ら抽出します。基準金額が必要な場合は、代替スキーマを作成し、
PS_LEDGERビューを作成して金額を切り替えます。

8. 「通貨コード」から、入力済通貨タイプで使用する ISO 4217通貨コードを選択し
ます。
たとえば、EURと入力してユーロ通貨コードを選択します。

9. 元帳グループを選択します。
10.「元帳」を選択します。

PeopleSoftでは、ビジネス・ユニットに複数の元帳グループを設定できます。
FDMEEでは、このリストに、元帳に関連する割当て済元帳グループのみが表示さ
れます。

11. オプション: 帳簿コード値を選択するには、 をクリックし、帳簿コード値を選
択して、「OK」をクリックします。
帳簿コードをクリアするには、 をクリックします。次に、「帳簿コードの選択」
ダイアログ・ボックスで、帳簿コードをクリアし、「OK」をクリックします。

12. 予算値を選択するには、 をクリックして予算値を選択し、「OK」をクリックし
ます。
予算値を指定するのは、選択した元帳のデータ表が Ledger_Budgである場合です。
予算値の選択を解除するには、 をクリックします。次に、「予算シナリオ値の
選択」で、値をクリアし、「OK」をクリックします。

13.「保存」をクリックします。
14. ターゲット・フィルタ・オプションを定義します。
ターゲット・フィルタ・オプションを定義した後、データ・ルールを実行します。
データ・ロードのルールの実行を参照してください。

SAPアダプタ用のソース・フィルタ・オプションの定義
ここでは、SAP統合に関する背景情報と特定のアダプタの詳細について説明します。

SAP統合プロセスのバックグラウンド
Oracle Data Integratorは、SAPからファイルにデータを抽出する ABAPプログラムを
作成してから、そのファイルを FTPサーバーまたは共有ファイル・システムに転送し
ます。ABAPプログラムは、ルールで定義されているインポート・フォーマットとオ
プションによるマッピングに基づいて生成されます。データ・ロード・ルールを実行
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すると、ABAPプログラムが作成され、SAPシステムにアップロードされます。SAPデプロ
イメントでは、ABAPプログラムは開発環境で作成および変更され、本番環境では変更され
ないようロックされます。
この要件をサポートするために、ODIでは SAPロード・ナレッジ・モジュールの
UPLOAD_ABAP_CODEオプションが提供されています。開発環境ではこのオプションを
"Yes"に設定し、本番環境では"No"に設定します。ABAPプログラムは、SAPトランスポート
要求を使用して開発から本番に転送されます。
本番環境で実行される ABAPコードは変更されないため、ユーザーは開発環境と同じフォー
マットでインポート・フォーマットを作成する必要があります。また、データ・ルールには、
ABAPプログラムのロジックに影響を与えるオプションがあります。これらのオプション
は、開発環境での設定値と同じ値に設定する必要があります。本番環境でデータ・ルールの
これらのオプションを変更しても、抽出プロセスに影響はありません。これらのオプション
を変更する必要がある場合は、開発環境で変更してから、本番環境に ABAPコードをトラン
スポートしてください。ABAPコードの生成に影響を与えるオプションについては、SAPア
ダプタの各項で説明しています。

SAP_FDM_GLBALANCES_CLASSICSアダプタ用のソース・フィルタ・オプションの定義
SAPソース・アダプタを使用してデータ・ロード・ルールを実行する前に、インポート・フ
ォーマットの ODIシナリオを生成しておく必要があります。ODIシナリオが実行リポジトリ
に存在すれば、データ・ロード・ルールを何回でも実行できます。
SAP_FDM_GLBALANCES_CLASSICSアダプタ用のソース・フィルタ・オプションを定義す
るには:

1. 「勘定科目の説明を含む」で、次のいずれかを選択します:

• はい - GL勘定科目の説明を含めます
• いいえ - 他のすべての条件を含めます
ABAPプログラムに影響を与えます

2. 「金額タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 期間累計 - 期間累計
• YTD - 年次累計
ABAPプログラムに影響を与えません

3. 「会社コード」で、英数字を使用して 4文字以下の会社コードを指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

4. 「通貨タイプ」で、次のいずれかのタイプを指定します:

• 00 - 取引通貨
• 10 - 会社コード通貨
• 30 - グループ通貨
ABAPプログラムに影響を与えません

5. 「言語」で、大文字を使用した 2文字以下の言語コードを指定します。
たとえば、英語には ENを指定します。
言語コードについては、SAPのドキュメントを参照してください。
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ABAPプログラムに影響を与えません
6. 「元帳」で、英数字を使用した 2文字以下の元帳コードを指定します。

ABAPプログラムに影響を与えません
7. 「レコード・タイプ」で、次のいずれかのレコード・タイプを選択します:

• 0 - 実績
• 1 - プラン
ABAPプログラムに影響を与えます

SAP_FDM_GLBALANCES_NEWアダプタ用のソース・フィルタ・オプションの定義
SAPソース・アダプタを使用してデータ・ロード・ルールを実行する前に、インポー
ト・フォーマットの ODIシナリオを生成しておく必要があります。ODIシナリオが実
行リポジトリに存在すれば、データ・ロード・ルールを何回でも実行できます。
SAP_FDM_GLBALANCES_NEWアダプタ用のソース・フィルタ・オプションを定義
するには:

1. 「金額タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 期間累計 - 期間累計
• YTD - 年次累計
ABAPプログラムに影響を与えません

2. 「会社コード」で、英数字を使用して 4文字以下の会社コードを指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

3. 「通貨タイプ」で、次のいずれかのタイプを選択します:

• 00 - 取引通貨
• 10 - 会社コード通貨
• 30 - グループ通貨
• 40 - 国際決済通貨
• 50 - インデックス・ベース通貨
• 60 - グローバル企業通貨
ABAPプログラムに影響を与えません

4. 「勘定科目の説明を含む」で、次のいずれかを選択します:

• はい - GL勘定科目の説明を含めます
• いいえ - 他のすべての条件を含めます
ABAPプログラムに影響を与えます

5. 「言語」で、大文字を使用した 2文字以下の言語コードを指定します。
たとえば、英語には ENを指定します。
言語コードについては、SAPのドキュメントを参照してください。
ABAPプログラムに影響を与えません
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6. 「元帳」で、英数字を使用した 2文字以下の元帳コードを指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

7. 「レコード・タイプ」で、次のいずれかのレコード・タイプを選択します:

• 0 - 実績
• 1 - プラン
ABAPプログラムに影響を与えません

SAP_FDM_COST_CENTERアダプタ用のソース・フィルタ・オプションの定義
SAPソース・アダプタを使用してデータ・ロード・ルールを実行する前に、インポート・フ
ォーマットの ODIシナリオを生成しておく必要があります。ODIシナリオが実行リポジトリ
に存在する場合、データ・ロード・ルールを何回でも実行できます。
SAP_FDM_COST_CENTERアダプタ用のソース・フィルタ・オプションを定義するには:

1. 「アクティビティ・タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• はい - アクティビティ・タイプを含めます
• いいえ - アクティビティ・タイプを含めません
ABAPプログラムに影響を与えます

2. 「アクティビティ・タイプの説明」で、アクティビティ・タイプの説明を含めるかどうか
を選択します:

• はい - アクティビティ・タイプの説明を含めます
• いいえ - アクティビティ・タイプの説明を含めません
ABAPプログラムに影響を与えます

3. 「金額タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 期間累計 - 期間累計残高
• YTD - 年次累計残高
ABAPプログラムに影響を与えません

4. 「管理領域」で、英数字を使用して 4文字以下の管理領域を指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

5. 「コスト要素の説明を含む」で、コスト要素の説明を含めるかどうかを選択します:

• はい - コスト要素の説明を含めます
• いいえ - コスト要素の説明を含めません
ABAPプログラムに影響を与えます

6. 「通貨タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 20 - 管理領域通貨
• 00 - 取引通貨
• 70 - コスト・センター通貨
• (空白) - 「数量」フィルタが「はい」,または「アクティビティ・タイプ」フィルタが
「はい」の場合は、空白のままにしておきます。
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ABAPプログラムに影響を与えます
7. 「フロー・チェック」で、次のいずれかを選択します:

• 外部 - 外部残高をロードします
• 内部 - 内部配賦をロードします
ABAPプログラムに影響を与えます

8. 「言語コード」で、大文字を使用した 2文字以下の言語コードを指定します。
たとえば、英語には ENを指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

9. 「元帳コード」で、英数字を使用した 2文字以下の元帳コードを指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

10.「統計キー数値」で、統計キー数値の合計を抽出するかどうかを選択します:

• はい - 統計キー数値の合計のデータを抽出します
• いいえ - アクティビティ・タイプの合計のデータを抽出します
ABAPプログラムに影響を与えます

11.「グループ・コード」で、次のいずれかのグループ・コードを選択します:

外部残高の場合、次のいずれかを選択します:

• 0101 — 抽出データはコスト・センター・グループ用です
• 0102 — 抽出データは勘定科目グループ用です
内部残高の場合、次のいずれかを選択します:

• 0101 — 抽出データはコスト・センター・グループ用です
• 0102 — 抽出データは勘定科目グループ用です
• 0104 — 抽出データは統計キー数値グループ用です
• 0105 — 抽出データは勘定科目グループ用です
• (Null) - グループは必要ありません
ABAPプログラムに影響を与えます

12.「値のタイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 04 - 実績
• 01 - プラン
ABAPプログラムに影響を与えません

SAP_FDM_PROFIT_CENTERアダプタ用のソース・フィルタ・オプションの定義
SAPソース・アダプタを使用してデータ・ロード・ルールを実行する前に、インポー
ト・フォーマットの ODIシナリオを生成しておく必要があります。ODIシナリオが実
行リポジトリに存在すれば、データ・ロード・ルールを何回でも実行できます。
SAP_FDM_PROFIT_CENTERアダプタ用のソース・フィルタ・オプションを定義する
には:
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1. 「金額タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 期間累計 - 期間累計残高
• YTD - 年次累計残高
ABAPプログラムに影響を与えません

2. 「管理領域」で、管理領域の値を指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません。

3. 「通貨タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 10 - 会社コード通貨
• 00 - 取引通貨
• 70 - 利益センター通貨
• (空白) — 「数量」が「はい」に設定されている場合は、空白を選択します。
ABAPプログラムに影響を与えません

4. 「ダミー利益センター」で、次のいずれかを選択します:

• はい - ダミー利益センターと関連する残高を含めます。
• いいえ - その他の条件を含めます。
ABAPプログラムに影響を与えません

5. 「言語」で、大文字を使用した 2文字以下の言語コードを選択します。
たとえば、英語には ENを指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

6. 「元帳」で、英数字を使用した 2文字以下の元帳コードを選択します。
ABAPプログラムに影響を与えません

7. 「統計キー数値」で、統計キー数値の合計を抽出するかどうかを選択します:

• はい - 統計キー数値の合計のデータを抽出します
• いいえ - アクティビティ・タイプの合計のデータを抽出します
ABAPプログラムに影響を与えます

8. 「グループ・コード」で、次のいずれかのグループ・コードを選択します:

• 0106 - 利益センター・グループ
• 0109 - 勘定科目グループ
• (空白) - グループは必要ありません
ABAPプログラムに影響を与えます

9. 「レコード・タイプ」で、次のいずれかのタイプを選択します:

• 0 - 実績
• 1 - プラン
ABAPプログラムに影響を与えません
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SAP_FDM_CUSTOMER_BALANCESアダプタ用のソース・フィルタ・オプションの
定義

SAPソース・アダプタを使用してデータ・ロード・ルールを実行する前に、インポー
ト・フォーマットの ODIシナリオを生成しておく必要があります。ODIシナリオが実
行リポジトリに存在すれば、データ・ロード・ルールを何回でも実行できます。
SAP_FDM_CUSTOMER_BALANCESアダプタ用のソース・フィルタ・オプションを
定義するには:

1. 「金額タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 期間累計 - 期間累計残高
• YTD - 年次累計残高
ABAPプログラムに影響を与えません

2. 「会社コード」で、英数字を使用して 4文字以下の会社コードを指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

3. 「通貨タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 10 - 会社コード通貨
• 00 - 取引通貨
ABAPプログラムに影響を与えません

4. 特定の顧客に対して残高が必要な場合は、「顧客」で、10文字の顧客コードを指定
します。
それ以外の場合は、空白に設定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

5. 「顧客の詳細」で、顧客の詳細を含めるかどうかを選択します:

• はい - 顧客の詳細を含めます
• いいえ - 顧客の詳細を含めません
ABAPプログラムに影響を与えます

6. 「フロー・チェック」で、次のいずれかを選択します:

• オープン - オープン・アイテムの残高をロードします
• クリア済 - クリアされたアイテムの残高をロードします
• すべて  - すべてのアイテムの残高をロードします
ABAPプログラムに影響を与えます

7. 特殊な GL取引で、次のいずれかを選択します:

• はい - 特殊な一般会計の残高をロードします
• いいえ - 他の残高をロードします
ABAPプログラムに影響を与えます

8. 「取引パートナ」で、取引パートナの残高を含めるかどうかを選択します:

• はい - 取引残高をロードします
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• いいえ - 他の条件をロードします
ABAPプログラムに影響を与えません

SAP_FDM_VENDOR_BALANCESアダプタ用のソース・ファイル・オプションの定義
SAPソース・アダプタを使用してデータ・ロード・ルールを実行する前に、インポート・フ
ォーマットの ODIシナリオを生成しておく必要があります。ODIシナリオが実行リポジトリ
に存在すれば、データ・ロード・ルールを何回でも実行できます。
SAP_FDM_VENDOR_BALANCESアダプタ用のソース・フィルタ・オプションを定義するに
は:

1. 「金額タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 期間累計 - 期間累計残高
• YTD - 年次累計残高
ABAPプログラムに影響を与えません

2. 「会社コード」で、英数字を使用して 4文字以下の会社コードを指定します。
ABAPプログラムに影響を与えません

3. 「通貨タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• 10 - 会社コード通貨
• 00 - 取引通貨
ABAPプログラムに影響を与えません

4. 「フロー・チェック」で、次のいずれかを選択します:

• オープン - オープン・アイテムの残高をロードします
• クリア済 - クリアされたアイテムの残高をロードします
• すべて  - すべてのアイテムの残高をロードします
ABAPプログラムに影響を与えます

5. 特殊な GL取引で、次のいずれかを選択します:

• はい - 特殊な一般会計の残高をロードします
• いいえ - 他の残高をロードします
ABAPプログラムに影響を与えます

6. 「取引パートナ」で、取引パートナの残高を含めるかどうかを選択します:

• はい - 取引残高をロードします
• いいえ - 他の条件をロードします
ABAPプログラムに影響を与えません

7. 特定のベンダーに対して残高が必要な場合は、「ベンダー」で、10文字のベンダー・コー
ドを指定します。
それ以外の場合は、空白に設定します。
このフィルタに対する新しい ABAPコードはアップロードされません。

8. ベンダーの詳細で、ベンダーの詳細を含めるかどうかを選択します:
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• はい - ベンダーの詳細を含めます
• いいえ - ベンダーの詳細を含めません
ABAPプログラムに影響を与えません

JD Edwards GLソース・システムのためのソース・フィルタ・オプションの
定義

データ・ロードのマッピング詳細を定義する場合、抽出するデータを定義します。例
としては、会社コード、元帳タイプ、金額タイプを抽出するかどうかなどがあります。
JD Edwards GLソース・システム用のソース・フィルタ・オプションを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「データ・ロード・ルール」でデータ・ロード・ルールを選択するか、「追加」をク
リックします。

3. 「ソース・オプション」タブを選択します。
4. 「金額タイプ」を選択します
期間累計残高には「期間累計」、または年次累計残高には「YTD」を選択します。

5. 「会社コード」を選択します。
英数字を使用して 4文字以下の会社コードを指定します。

6. 「元帳」を選択します。
JD Edwardsソース・システムから英数字を使用して 2文字以下で元帳を指定しま
す。たとえば、元帳タイプには次のものが含まれます:

• AA - 実績
• BA - 予算
• CA - 元の通貨取引

7. 「保存」をクリックします。
Financial Managementのソース・フィルタ・オプションの定義

データ・ロード・ルールの詳細を定義する際、様々なデータ抽出オプションを指定で
きます。
仕訳は、シナリオ、年、期間、エンティティおよび値に基づいて抽出されます。
データ(仕訳された値メンバーを含む)の場合は、任意のディメンションを任意のメンバ
ーまたは複数のメンバーでフィルタ処理できます。
個々のメンバーを選択できます。特定のメンバーを選択しないと、ディメンションの
すべてのメンバーを抽出するとみなされます。ただし、メンバーを明示的に選択する
と、ディメンションの横に複数の選択があることを示すプラス記号( + )が表示されま
す。
ソース・システムのソース・フィルタ・オプションを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの 「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選
択します。
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2. 「データ・ロード・ルール」で、データ・ロード・ルールを選択します。
3. 「ソース・オプション」タブを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
5. 「ソース・フィルタ」領域で「追加」をクリックします。
6. 「ディメンション名」を選択します。
7. 「フィルタ条件」で、メンバー名を入力するか、またはフィルタ条件を指定します。
たとえば、Oracle Hyperion Financial Managementの構文を使用して、メンバー名または
フィルタ条件を入力します。ディメンションによっては、予算データの抽出に使用するフ
ィルタ条件として 1つ以上のメンバーを選択できます。たとえば、エンティティ・ディメ
ンションでは、E1、E5および E6の各メンバーを選択できます。
メンバー・セレクタを使用して、メンバーを選択することもできます。
a.  (選択)をクリックして「メンバー選択」画面を表示し、メンバー・セレクタを使
用してメンバーを選択します。次に、「OK」をクリックします。
「メンバー・セレクタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。メンバー・セレクタ
を使用すると、ディメンション内のメンバーを表示して選択できます。 をクリック
して、ディメンション内のメンバーを展開および縮小します。
「選択」ダイアログ・ボックスには、2つのペインがあり、ディメンションのすべて
のメンバーが左側に表示され、選択内容が右側に表示されます。そのディメンション
で使用可能なすべてのメンバーが表示される左ペインには、メンバー名および簡単な
説明が表示されます(使用可能な場合)。選択内容が表示される右ペインには、メンバ
ー名および選択タイプが表示されます。

(リフレッシュ)をクリックして、最新のメンバー・リストを表示できます。

ノート:

ディメンションにフィルタを割り当てます。フィルタを割り当てないと、サ
マリー・メンバーから番号も取得されます。

ノート:

Financial Managementのフィルタとしてメンバー・リストを使用してデー
タ同期を実行するために、メンバー・リストをフィルタ・ボックスに入力で
きます。この場合、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionでは、メンバー・セレクタからメンバー・リストを選択
できません。Financial Managementから取得するために FDMEEのメンバ
ー・リストを使用する場合は、次の構文を使用します: {MemberListName}。
(二重カウントをしないために、基本レベルのメンバーのみのメンバー・リ
ストを使用する必要があります。)

メンバー・セレクタを使用するには:
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左側の使用可能なディメンションおよびメンバーのリストで、メンバーを選択
して をクリックします。そのメンバーは右側に移動され、「選択のタイプ」
列には選択したオプションが表示されます。たとえば、「選択のタイプ」列に
「子孫」が表示されます。

メンバーのリストからメンバーの選択を解除するには、 をクリックします

メンバーに関数を適用するには、左ペインでメンバーを選択して をクリッ
クします

。

ヒント:

選択したリストのすべてのメンバーをクリアするには、 をクリッ
クします。

b. 「OK」を 2回クリックして、ソース・フィルタ詳細の定義を続行します。
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選択したメンバーは、Oracle Essbase構文で「フィルタ条件」フィールドに表示さ
れます。

c. 「保存」をクリックします。

ファイルベース・ソース・システムのためのデータ・ロード・ルール
の詳細の定義

ファイルベースのデータ・ロード・システム用にデータ・ロードの詳細を定義する場合、単
一の期間または複数の期間にデータをロードします。単一期間の場合、データ・ルールにフ
ァイル名を入力し、単一期間のルールを実行します。複数の期間をロードするには、各期間
用のファイルを作成し、期間名または期間キーをファイル名に追加します。ルールを複数の
期間で実行する場合、各期間のファイル名が作成され、適切なデータが POVにアップロード
されます。
ファイルベースのソース・システム用にデータ・ロード詳細を定義するには:

1. 「名前」に、データ・ロード・ルール名を入力します。
2. 「カテゴリ」で、カテゴリを選択します。
リストされているカテゴリは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionの設定(「実績」など)で作成したカテゴリです。カテゴリ・マッピング
の定義を参照してください。

3. オプション: 「説明」で、データ・ロード・ルールの説明を指定します。
4. オプション: 「ターゲット・プラン・タイプ」ドロップから、ターゲット・システムのプ
ラン・タイプを選択します。

5. オプション: 「インポート・フォーマット」で、ファイル・タイプが複数期間のテキスト・
ファイル(連続期間または不連続期間)の場合は、ファイルで使用するインポート・フォー
マットを選択し、インポート・フォーマットをオーバーライドできます。たとえば、単一
または複数期間のデータ・ルールのインポート・フォーマットを指定して、同じロケーシ
ョンから単一または複数期間のファイルをロードできます。この場合、選択されたインポ
ート・フォーマットが、POVで選択されたロケーションと同じターゲットを持つ必要が
あります。インポート・フォーマットが指定されない場合、ロケーションのインポート・
フォーマットが使用されます。
複数期間のテキスト・ファイルをロードする際は、ルールに対して選択された開始期間と
終了期間によって、ファイル内の特定の期間が決定されます。
ファイルで、連続期間に対応する金額がない場合、データ・ロード・マッピングでそれぞ
れの金額列をデータ・ルールの必要な期間に明示的にマッピングできます。ルールを実行
すると、明示的なマッピングで指定されたように、データが期間にロードされます。

6. オプション: 説明を入力します。
7. 「ディレクトリ」で、ファイルが存在する相対パスを入力します。
8. 「ソース・オプション」タブを選択します。
9. 「ファイル名」フィールドに、ファイルの静的な名前を入力します。
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ノート:

アポストロフィ文字(')はエスケープ文字と見なされ、ファイルを FDMEE
にインポートできないため、ファイル名に使用しないでください。

ファイル名しか指定しない場合、ルールの実行ウィンドウで単一の期間に対してデ
ータを入力する必要があります。
複数の期間をロードするには、各期間用のファイルを作成し、期間名または期間キ
ーをファイル名に追加します。ルールを複数の期間で実行する場合、各期間のファ
イル名が作成され、適切な POVにアップロードされます。

ノート:

バッチ・スクリプトで使用されている場合、期間名にスペースを含める
ことはできません。

FDMEEディレクトリにあるファイルに移動するには、「選択」をクリックしてか
ら「選択」画面のファイルを選択します。また、「選択」画面で「アップロード」
を選択し、「アップロードするファイルの選択」画面のファイルに移動することも
できます。
ファイル名を指定しないと、ルールを実行するときに、FDMEEによってファイル
名を求めるプロンプトが表示されます。

10. データを複数の期間にロードするには、「ファイル名の接尾辞タイプ」ドロップダ
ウンで、「期間の説明」または「期間キー」を選択します。
接尾辞がファイル名に付けられます。FDMEEは、接尾辞を追加した後でファイル
拡張子を追加します。ファイル名を空白にすると、FDMEEは接尾辞付きのファイ
ルを探します。ファイル名の接尾辞タイプを指定すると、ファイル名はオプション
になり、ルールの実行ウィンドウでは必要ありません。
ファイル名の接尾辞タイプが期間キーの場合、接尾辞インジケータと期間の日付フ
ォーマットがファイル名で(接尾辞セットとして)必要となり、有効な日付フォーマ
ットとして検証される必要があります。
たとえば、次のように指定します:

a. 1_Jan-2013.txt

b. 1_Feb-2013.txt

c. 1_Mar-2013.txt

この場合、ルールを実行するときに、1_.txtを「ファイル名」フィールドに入力
し、接尾辞インジケータとして「期間名」を選択します。次に、1月から 3月の期
間についてルールを実行します。

11.「期間キーの日付フォーマット」で、JAVA日付フォーマット(SimpleDateFormat)
でファイル名に追加する期間キーのデータ・フォーマットを指定します。

12.「保存」をクリックします。
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Planningおよび Essbaseのソース・パラメータの定義
Oracle Hyperion Planningおよび Oracle Essbaseがソース・システムの場合、データの同期
には追加でソース・パラメータを指定できます。

ノート:

Financial Consolidation and Closeでは、インポート処理時に勘定科目ディメンショ
ンを他のディメンションに連結できないことに注意してください。

ソース・オプションを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択しま
す。

2. 「データ・ロード・ルール」で、Planningソースおよび Essbaseソースのデータ・ロー
ド・ルールを選択して「追加」をクリックします。

3. 「ソース・パラメータ」タブを選択します。
4. (Planningのみ): 「データの抽出オプション」で、抽出するメンバー・データのタイプを
選択します。
メンバーは、計算に対してどのようなフラグが設定されているかに応じて、抽出できま
す。メンバーに「保管済」のフラグが設定されている場合、計算後、計算されたデータ値
はそのメンバーと一緒にデータベースに保管されます。メンバーに「動的計算」のタグが
付いている場合、そのメンバーのデータ値は取得時に計算されます。

ノート:

「データの抽出」オプションの以前の名前は、「動的算出データの抽出」でした。

使用可能なオプション:

• すべてのデータ  - 保管されている値と、密ディメンションと疎ディメンションの両方
について動的に計算された値が抽出されます。
「すべてのデータ」オプションは常に表示されますが、次の場合のみ機能します:

– ASOレポート・アプリケーション
– Planningおよびハイブリッドが有効な Planningモジュール

• 保管された動的算出データ - 疎ディメンションは除き、密ディメンションについての
み、保管されている動的に計算された値が抽出されます。

• 保管済データのみ - 保管されているデータのみを抽出します。動的に計算された値
は、このタイプの抽出には含まれません。
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ノート:

「データ・ロード・ルール」画面で「動的算出データの抽出」オプション
を「はい」に設定し、リーフ・レベル・メンバーの(レベル 0)「データ・
ストレージ」を「動的」に設定すると、抽出プロセスでデータが選択さ
れなくなります。データが選択されるようにするには、メンバーの「デ
ータ・ストレージ」を「動的」以外に設定して、ソース・アプリケーシ
ョンからの選択に値が含まれるようにします。

5. 「データの精度」で、エクスポートされる数値で表示される小数点以下の桁数を指
定します。
データ精度とは、精度(正確さ)を重視した数値データのことです。データ値のサイ
ズおよび小数点以下の桁数に応じて、数値フィールドによっては指数形式
(678123e+008など)で書き込まれることがあります。非常に大きい値から非常に
小さい値までデータに幅がある場合、データ精度の使用もあり得ます。通常、出力
ファイルは小さめであり、データ値の正確さは高めです。
このオプションのデフォルト値は 16です。

6. 「データの小数点以下の桁数」で、エクスポートする小数点以下の最大桁数を指定
します。
0から 16の値を指定します。値を指定しないと、エクスポートするデータの小数
点以下の桁数(最大 16桁)が使用されるか、「データの精度」オプションに値が指定
されている場合はそれによって決まる値が使用されます。
このパラメータは、読みやすさを重視して使用します。出力データはストレート・
テキスト形式です。データの小数点以下の桁数に関係なく、指定した数値が出力さ
れます。特にデータの範囲が非常に大きい値から非常に小さい値に及ぶ場合、デー
タが(整数部および小数部で)正確さを失う可能性があります。
デフォルトでは、数値データには 16桁がサポートされています(小数部の桁を含
む)。「データの精度」と「データの小数点以下の桁数」オプションをどちらも指定
すると、「データの精度」オプションが無視されます。

7. 「保存」をクリックします。

Financial Managementのソース・パラメータの定義
Oracle Hyperion Financial Managementがソース・システムである場合のデータ同期で
は、追加のソース・パラメータ(仕訳ステータス、仕訳タイプ、残高タイプ、抽出する
データ型など)を指定できます。
ソース・パラメータ・オプションを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「データ・ロード・ルール」で、データ・ロード・ルールを選択します。
3. 「ソース・パラメータ」リージョンに移動します。
4. 「追加」をクリックします。
5. 追加するパラメータ行を選択して、ドロップダウンからパラメータ値を選択しま
す。
オプション:
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• 仕訳ステータスの追加: 抽出する仕訳ステータスを指定します。
仕訳ステータスは、仕訳の現在の状態を示します。仕訳ステータスは、仕訳を作成、
送信、承認、却下、転記すると変わります。
オプション:

– 作業中 - 仕訳が作成されています。保存はされていますが、完了していない場合
があります。たとえば、ラベルや単一エンティティを割り当てる必要があります。

– 送信済 - 仕訳が承認のために送信されました。
– 承認済 - 仕訳の転記が承認されました。
– 却下済 - 仕訳が却下されたか、転記が戻されています。
– 転記済 - 仕訳の調整がデータベースに転記されました。

• 仕訳タイプの追加: 仕訳のタイプを指定します。
– 承認済自動逆仕訳 - 転記済の自動逆仕訳をロードします
– 自動逆仕訳 - 次の期間に逆仕訳する必要のある調整が含まれている自動逆仕訳を
ロードします。つまり、借方と貸方を逆仕訳して、次の期間に仕訳を転記します。

– 通常 - 置換モードで仕訳をロードし、これにより、新しい仕訳データがロードさ
れる前に、仕訳ラベルのデータすべてがクリアされます。

• 残高タイプの追加: 抽出する残高のタイプを指定します。
– 貸借一致 - すべての借方と貸方の残高が一致しています。
– 貸借不一致 - 借方と貸方の残高が一致していません。
– エンティティで貸借一致 - エンティティの借方と貸方の残高が一致しています。

• 「抽出の種類」で、次のいずれかを選択します。
– データ - 基本レベルの入力データやいくつかの計算済データを、アプリケーショ
ンから抽出します。データを抽出するときは、シナリオ・ディメンションと年デ
ィメンションのメンバーを指定する必要があります。期間、エンティティおよび
勘定科目ディメンションでは、1つ以上のメンバーを指定できます。

– 仕訳 - 基本レベルの入力データやいくつかの計算済データを、アプリケーション
から抽出できます。データを抽出するときは、シナリオ・ディメンションと年デ
ィメンションのメンバーを指定する必要があります。期間、エンティティおよび
勘定科目ディメンションでは、1つ以上のメンバーを指定できます。

• 「動的勘定科目の抽出」を選択して、動的勘定科目を抽出します。
動的勘定科目とは、データの要求時に動的に計算される値を持つ勘定科目です。動的
勘定科目の値は保管されません。最も一般的な動的計算の種類は比率計算です。
動的勘定科目の抽出のオプション:

– はい - 動的勘定科目が抽出されます。
– いいえ - 動的勘定科目は抽出されません。
デフォルトでは、動的勘定科目は抽出されません。

• 「算出データの抽出」で、算出データを抽出するかどうかを指定します。
オプション:

– 親エンティティの連結データ。
– ルールに従って計算される勘定科目ディメンションとカスタム・ディメンション
の基本メンバー。
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– CustomTopメンバーおよび[ICPTop]メンバーと交差する親勘定科目。
CustomTopメタデータの属性が空白または「すべて」の場合は、[None]メ
ンバーが使用されます。

算出データの抽出のオプション:

– はい - 算出データが抽出されます。
– いいえ - 算出データは抽出されません。
デフォルトでは、算出データは抽出されません。

• 「派生データの抽出」で、派生データを抽出するかどうかを指定します。
派生データとは、他のデータ値(算出データや算術式など)から派生したデータ
のことです。
– はい - 派生データが抽出されます。
– いいえ - 派生データは抽出されません。

6. 「保存」をクリックします。

データ・ロードのルールの管理
次のタスクを実行できます:

• データ・ロード・ルールの編集 - データ・ロードのルールの編集を参照してくださ
い。

• データ・ロードのルールの実行 - データ・ロードのルールの実行を参照してくださ
い。

• データ・ロードのルールの削除 - データ・ロードのルールの削除を参照してくださ
い。

• データ・ロード・ルールを実行前に表示 - データ・ロード・ワークベンチの使用方
法を参照してください。

• データ・ロード・ルールのスケジュール - データ・ロード・ルールのスケジュール
• データ・ルール・プロセスの詳細の確認 - プロセス詳細の表示を参照してくださ
い。

データ・ロードのルールの編集
データ・ロードのルールが実行プロセス中ではない場合、ルール詳細を変更できます。
データ・ルールを編集するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. データ・ロードのルールを選択します。
3. 必要に応じて、データ・ロードのルール詳細を変更します。
4. 「保存」をクリックします。
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データ・ロードのルールの実行
データ・ロード・ルールを実行することにより、更新をロードし、データをターゲット・ア
プリケーションにプッシュします。データ・ロードのルールを送信するときには、データの
抽出オプションを指定します。
送信されたルールはすべて Oracle Data Integratorによって処理されます。データ・ロードの
ルールを送信するときには、データの抽出オプションを指定します。
データ・ロード・ルールは、次の方法の 1つを選択して実行できます:

• 「データ・ロード・ルール」画面でコマンドを実行します。
• 「データ・ロード・ワークベンチ」オプションに「ソース」オプションをインポートしま
す。

• バッチの実行。バッチの実行を参照してください。
• バッチ・スクリプトの実行。バッチ・スクリプトの操作を参照してください。
データ・ロード・ルールが実行されると、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionでデータがロードされ、ユーザーがソース・データにドリル・スルーする
ためのドリル領域(オプション)が作成されます。

ノート:

Financial Consolidation and Closeで YTDデータをロードする場合、データは期別
ビューに格納されます。この場合、ユーザーはこのオプションを選択し、ロードの
ためにファイルの YTDデータが期間別データに変換されるよう前処理を実行する
必要があります。

データ・ロード・ルールを実行するときには、いくつかのオプションがあります。

ノート:

データ・ロード・ルールが複数期間に対して実行される場合、エクスポート・ステ
ップは全期間で 1回のみ発生します。

• ソースからインポート - FDMEEにより、ソース・システムからデータがインポートさ
れ、必要な変換が実行されて、FDMEEステージング表にデータがエクスポートされま
す。
このオプションは次の場合にのみ選択します:

– データ・ロードのルールを初めて実行している。
– ソース・システム内のデータが変更されている。ステージング表内のデータをエクス
ポート後にレビューしたときに、ソース・システム内のデータを変更する必要が生じ
た場合などです。

ソースからデータを初めてインポートした後では、ソース・システムのデータは変更され
ない場合がほとんどです。このとき、データが変更されなかった場合は、データをインポ
ートし続ける必要はありません。
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ソース・システム・データが変更された場合は、データを再計算する必要がありま
す。

ノート:

Oracle E-Business Suiteおよびソース・インポートでは、データ・ロー
ド・ルールの完全リフレッシュが必要です。リフレッシュを実行する必
要があるのは、勘定体系ごとに一度のみです。

• ターゲットにエクスポート - ターゲット・アプリケーションにデータをエクスポー
トします。
このオプションは、ステージング表内のデータを見なおし、そのデータをターゲッ
ト・アプリケーションにエクスポートする必要があることを確認してから選択しま
す。

ノート:

これら両方のオプションを選択するのは、ソース・システム内のデータが変
更され、かつ、データをターゲット・アプリケーションに直接エクスポート
する場合のみにしてください。

Oracle Hyperion Planning一般会計または Enterprise Resource Planning (ERP)のデー
タ・ロード・ルールを送信するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「データ・ロード・ルール」で、データ・ロード・ルールを選択します。
3. 「実行」をクリックします。
データ・ルールが Oracle Hyperion Financial Managementターゲット・アプリケ
ーションに対して実行されると、ソースの為替レートが FDMEEインタフェース表
AIF_HS_EXCHANGE_RATESに対してのみ移入されます。Financial
Managementのコア為替レート表は更新されていません。

4. 「ルールの実行」で、ソース・システムからデータまたはメタデータ(あるいはその
両方)を抽出してターゲット・アプリケーションにプッシュするには、「ソースから
インポート」を選択してから、「開始期間」と「終了期間」を選択します。

ヒント:

FDMEEの外部のユーティリティを使用して、ステージング表内のデータ
を参照できます。エクスポートされたデータを確認した後、FDMEEに
戻って変更を加え、ルールを再度実行します。ステージング表内の情報
が正しいことが確実な場合は、ルールを再実行し、「ターゲットにエクス
ポート」を選択します。

5. インポートされたすべてのソース・データを現在のマッピング表を使用して再マッ
プし、すべての論理勘定科目を再作成するには、「再計算」を選択します。
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6. データをターゲット・アプリケーションにエクスポートするには、「ターゲットにエクス
ポート」を選択します。

7. 「確認の実行」を選択して日付を生成し、「確認レポート」を実行します。
8. 「開始期間」で、ソース・システムからデータをインポートする POVの開始期間を選択
します。

9. 「終了期間」で、ソース・システムからデータをインポートする POVの終了期間を選択
します。

10.「インポート・モード」で、期間全体のデータをすべて一度に抽出するモードか、期間中
にデータを徐々に抽出するモードのいずれかを選択します。

ノート:

スナップショット・インポート・モードは、SAPソース・システムからデータ
を抽出できる唯一の方法です。

データ抽出タイプ:

• スナップショット - 期間全体について選択したソース・セットをすべて抽出します
– 選択した期間のソース・データが一度も実行されていない場合、FDMEEはデー
タをソースから抽出します。

– 選択した期間のソース・データが実行された場合、FDMEEはデータをソースか
らではなく FDMEEステージング表から抽出します。
同じ Enterprise Resource Planning (ERP)ソースから抽出するロケーションがあ
る場合、FDMEEはデータを 1回抽出します。選択した期間のデータを E-
Business Suiteから Financial Managementにロードし、同じソースと期間につい
て ARMへの統合を実行する場合、FDMEEは E-Business Suiteから再度取得せ
ず、インタフェース表のデータを使用します。この結果、その後のデータ・ロー
ドのパフォーマンスが大幅に向上します。最初の抽出に最も時間がかかり、その
後の抽出は速くなります。

• 増分 - 前のデータ抽出後に追加されたレコードを抽出します
• 完全リフレッシュ - ソース・システムからのクリーン抽出を実行し、その結果、指定
したソース元帳(またはビジネス・ユニット)およびソース期間の、該当する FDMEE
ステージング表内の既存のデータ行をクリアします。

ノート:

インポート・モードのオプション(スナップショット、増分および完全リフ
レッシュ)は、標準インポート・フォーマットを使用するロケーションでデ
ータ・ルールに対してのみ適用されます。
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ノート:

Account Reconciliation Manager (ARM)でデータ・ロードを完全リフ
レッシュモードで実行する場合は、データがあるすべてのロケーショ
ンを選択してください。そうしないと、ARMで選択されていないロ
ケーションのデータが FDMEEには含まれ、ARMには含まれないこ
とになります。その結果、FDMEEの内容と ARMの内容に不一致が
生じます。

11.「エクスポート・モード」で、データをエクスポートするモードを選択します:

• データの保管 - ソースまたはファイルからデータをターゲット・アプリケーシ
ョンに挿入して、現在の値を置き換えます。

• データの置換 — ターゲットの POVのデータをすべてクリアし、データ・ルー
ルの実行時に指定された開始期間および終了期間パラメータ間のソースまた
はファイルからロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロード
に 70行が含まれるとします。この場合、100行が削除され、70行が
TDATASSEGにロードされます。このロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バ
ージョンおよびエンティティ・ディメンションのデータをクリアし、ソースま
たはファイルからデータをロードします。Planningアプリケーションに 1年
分のデータがある場合に 1か月分のみをロードするとき、このオプションを使
用すると、1年分すべてがクリアされてからロードが実行されることに注意し
てください。

• データの追加 - ソースまたはファイルの値を、ターゲット・アプリケーション
に存在する値に追加します。たとえば、ソースに 100があり、ターゲットに
200がある場合、結果は 300になります。

• データの削除 - ソースまたはファイルの値を、ターゲット・アプリケーション
に存在する値から引きます。たとえば、ターゲットに 300があり、ソースに
100がある場合、結果は 200になります。

• すべてのデータを上書き - ターゲットのすべてのデータをクリアしてから、ソ
ースまたはファイルからロードします。たとえば、Planningアプリケーション
に 1年分のデータがある場合に 1か月分のみをロードするとき、このオプショ
ンを使用すると、1年分すべてがクリアされてからロードが実行されます。
すべてのデータの上書きを選択した場合は、次のメッセージが表示されます:
警告: 「すべてのデータを上書き」オプションでは、アプリケーション全体の
データがクリアされます。これは現在の視点に制限されません。このアクシ
ョンを実行しますか?

Financial Managementで使用可能なエクスポート・モード:

• マージ - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで上書き
します。データ・ファイルとアプリケーションに視点がある場合は、アプリケ
ーションにある各視点のデータが、データ・ファイルの値で上書きされます。
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ノート:

データ・ロード・ファイルに、同じ視点のファイルの複数の値が含まれてい
る場合は、最後の値のみがロードされます。

ノート:

データ・ロード・ファイルによって変更されていないアプリケーションのデ
ータはアプリケーションに残ります。

• 累計 - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで累計します。デ
ータ・ファイルの一意の視点ごとに、ロード・ファイルの値がアプリケーションの値
に加算されます。

• 置換 - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで置換します。「置
換」オプションでは、データ・ファイル内のシナリオ、年、期間、エンティティおよ
び値の一意の組合せごとに、アプリケーションのすべての勘定科目値がクリアされ、
データ・ファイルから値がロードされます。Planningアプリケーションに 1年分のデ
ータがある場合に 1か月分のみをロードするとき、このオプションを使用すると、1
年分すべてがクリアされてからロードが実行されることに注意してください。

ノート:

置換オプションを選択することで、データのロード前に Essbase ASOキュ
ーブをクリアできます

• セキュリティを基準にして置換 - アクセス権のあるメンバーのみがロードされる置
換モードでデータ・ロードを実行します。このオプションにより、アクセス権のない
勘定科目がある場合も、置換モードでデータ・ロードを実行できます。サブキューブ
の期間に対して「クリア」操作を行うと、アクセス権のあるセルのみがクリアされま
す。データ、セル・テキストおよびライン・アイテムの詳細はクリアされますが、セ
ルの添付はクリアされません。

12.「為替レートを含む」を選択して為替レートをロードします。
13.「実行」をクリックします。
「実行」をクリックすると、ドリル・スルー・パスを保護するため、ルールが更新できな
いようにロックされます。ルールのステータスを確認するには、データ・ロードのルー
ル・ステータスの確認を参照してください。

データ・ロード・ルールのスケジュール
ジョブのスケジュール機能を使用すると、データ・ロード・ルールの実行回数を調整できま
す。
データ・ロード・ルールの実行をスケジュールするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択しま
す。

2. 「データ・ロード・ルール」で、データ・ロード・ルールを選択します。
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3. 「スケジュール」をクリックします。
ジョブのスケジュールの詳細は、ジョブのスケジュールを参照してください。

スケジュールされたジョブを取り消すには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「データ・ロード・ルール」で、データ・ロード・ルールを選択します。
3. 「スケジュールの取消し」をクリックします。
「スケジュールの取消」を使用して Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionユーザー・インタフェースからジョブを取り消す
と、ルールのスケジュールの全インスタンスが取り消されます。ルールの個々のス
ケジュールを選択的に取り消すことはできません。

データ・ロードのルール・ステータスの確認
データ・ルールを実行した後、「プロセスの詳細」ページでステータスを確認できま
す。プロセス詳細の表示を参照してください。

データ・ロードのルールの削除
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで作成された
データ・ロード・ルールを削除できます。実行中のデータ・ロード・ルールは削除で
きません。
ルールを削除すると、そのデータ・ルールを使用してロードされたデータもすべて削
除されます。

ノート:

データ・ロードのルールを削除した後、ソース・システムを削除できます。
削除の実行後、ユーザーは Enterprise Resource Planning (ERP)ソースへのド
リル・スルーができなくなります。

データ・ロードのルールを削除するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「ロケーション名」を入力するか、 をクリックしてロケーションを選択します。
3. データ・ロードのルールを選択します。
4. 「削除」をクリックします。

ターゲット・オプションの使用
データ・ロード・ルールを使用する場合、(ターゲット・アプリケーション全体ではな
く)ロケーション/データ・ロード・ルールに固有のターゲット・アプリケーションのオ
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プションを指定できます。たとえば、ターゲット・オプション機能を使用してロケーション
ごとに異なるデータ保護の値を指定できます。

ノート:

ライト・バックのためのデータ・ロード・ルールの必須ターゲット・オプションの
詳細は、Essbaseおよび Planningのアプリケーション・オプションの定義を参照し
てください。

統合情報を指定するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択しま
す。

2. 「POV」バーからロケーションを選択します。
3. 「ターゲット・オプション」タブを選択します。
4. 任意のオプションを追加または変更します。
ターゲット・アプリケーションの登録を参照してください。

5. 「保存」をクリックします。

カスタム・オプションの作成
統合オプション機能を使用すると、ロケーションまたはデータ・ロードに関してフリー・フ
ォーム・テキストまたは値を指定できます。入力されたテキストまたは値は、Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionスクリプトで使用できます。
また、Oracle Data Relationship Management を使用してディメンションと階層を ERPシス
テムから Data Relationship Managementにエクスポートするか、データ・ロード・マッピン
グを Data Relationship Managementから FDMEEにインポートする場合は、Data
Relationship Managementインポート・プロファイルおよびエクスポート・プロファイルを指
定できます。
Data Relationship Management統合は、「ターゲット・アプリケーション」画面で有効化され
ます。詳細は、ターゲット・アプリケーションの登録を参照してください。
統合情報を指定するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択しま
す。

2. 「カスタム・オプション」タブを選択します。
3. 「統合オプション 1」-「統合オプション 4」にフリー・フォーム・テキストまたは値を指
定し、「OK」をクリックします。
指定した情報は、「ロケーション」表の「統合オプション」フィールドでアクセスできま
す。

Financial Managementへの為替レートのロード
Oracle Hyperion Financial Managementターゲット・アプリケーションにデータ・ルールを定
義する際に、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムから為替レートを抽出す
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る方法を指定できます。為替レートは、開始レートの通貨レート勘定科目、終了レー
トの通貨レート勘定科目、平均レートの通貨レート勘定科目に対して取得されます(適
用可能な場合)。
ターゲット・アプリケーションの複数通貨オプションが有効になっている場合は、為
替レートの処理方法を指定できます。すべての為替レートが抽出され、
AIF_HS_EXCHANGE_RATES表に挿入されます。この表には、各通貨の ISO通貨コ
ードを使用してソース・システムからデータが移入されます。ISO数値コードは、こ
のプロセスでは使用されません。為替レートは、AIF_HS_EXCHANGE_RATES表内の
ISO通貨コードと、複数通貨の Financial Managementアプリケーションで定義された
通貨との照合に基づいて Financial Managementにプッシュされます。(ISO通貨を使
用して Financial Managementアプリケーションの通貨を設定することは重要です)。

ノート:

為替レートは、通常[None] Entityメンバーにロードされます。Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、
Financial Managementアプリケーション設定を参照して、通貨(先)と通貨
(元)ディメンションを自動的に表示します。

Financial Managementに為替レートをロードするには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドで、「Financial

Management」ターゲット・アプリケーションを選択します。
3. 「アプリケーション詳細」でアプリケーションの詳細を定義した後、「アプリケーシ
ョン・オプション」タブを選択します。

4. 次のフィールドに勘定科目名を指定します。
• 開始レートの通貨レート勘定科目
• 開始レートの通貨レート勘定科目
• 開始レートの通貨レート勘定科目
その他のアプリケーション・オプションの操作は、ターゲット・アプリケーション
の登録を参照してください。
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5. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択しま
す。

6. 「データ・ロード・ルール」でデータ・ロード・ルールを選択するか、「追加」をクリック
します。

7. 「ソース・オプション」タブを選択します。
8. 期首、期末および「平均」為替レート・オプションを選択します。

Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムは、トランザクション処理に関す
る包括的な為替レート情報を保持しています。ターゲット・アプリケーションでは、為替
レートを抽出することでこの情報を使用できます。ソース・システムからは期首、期末お
よび平均レート・タイプを選択できます。(ソース・システム内のタイプは、これらのレ
ート・タイプを明示的に定義していない場合がありますが、FDMEEインタフェース表内
のレート・タイプにはマップされています。)
ソース・オプションの詳細は、E-Business Suiteソース・システムのソース・フィルタ・
オプションの定義を参照してください。

ドリル・スルーの使用
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、Oracle Enterprise
Performance Management Systemアプリケーションからオンプレミス・アプリケーションへ
のドリル・スルーを可能にするフレームワークを提供します。データ値のソースを理解する
場合、またはワークスペースを終了せずに値の非常に細かい詳細が必要な場合に、ドリル・
スルーを使用します。
FDMEEを使用してデータを EPM Systemターゲット・アプリケーションにロードする場合、
オプションのドリル領域フラグを指定できます。「はい」に設定すると、実際のデータに加え
てドリル領域定義がターゲット・アプリケーションに渡され、セルがドリル可能であること
が示されます。
EPM Systemアプリケーションからドリル・スルーしている場合、ランディング・ページは
別個のワークスペース・タブに表示され、タブには Oracle Enterprise Performance
Management Cloudアプリケーション内の選択済セルの金額を含むすべての行が表示されま
す。このランディング・ページから、ソース・ドキュメントを開いたり、定義されたソース・
システムのランディング・ページへのドリルスルーを続行できます。
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URLに基づいたドリル・スルーでは、データが存在するサーバーに接続する必要があ
ります。ドリルスルーは、FDMEEを介してロードされたデータにのみ使用できます。
また、ターゲット・アプリケーションでドリル・スルーが使用可能なため、ドリル・
スルーが機能するためには、データ・ロード・マッピングに明示的なマッピングが少
なくとも 1つ含まれている必要があります。
リーフ・レベルまたはサマリー・レベルでドリル・スルーできます。サマリーからド
リルダウンすると、Oracle Hyperion Planningデータ・フォームまたはレポートでサマ
リー・メンバーを表示し、数字を構成する詳細ソース・データを表示できます。この
機能を使用するには、「アプリケーション・オプション」タブで「サマリーからのドリ
ルを有効にします」オプションを選択します。このオプションを有効にし、「ドリル領
域の作成」オプションを「はい」に設定した状態でデータをロードすると、「ドリル」
アイコンがサマリー・レベルで有効になります。1つのディメンションに対して、ドリ
ルできる下位メンバーの数は 1000に制限されています。サマリーからドリルダウン
を実行すると、ソース・データとターゲット・データが別々のタブに表示されます。
ドリルスルーの使用についてさらに学習するには、次のチュートリアル・ビデオを視
聴してください。
• SAPへのドリルスルーの概要については、概要: SAP一般会計へのドリルスルーを
参照してください。

• JD Edwardsへのドリルスルーの概要については、概要: JD Edwardsへのドリルダ
ウンを参照してください

• E-Business Suiteへのドリルスルーの概要については、概要: E-Business Suiteへ
のドリルスルーを参照してください。

• PeopleSoftへのドリルスルーの概要については、概要: PeopleSoft一般会計へのド
リルスルーを参照してください。

ドリル領域の作成
ドリル領域は、ドリルスルー機能を使用して表示できる、Oracle Enterprise
Performance Management Systemアプリケーションのデータ交差の名前付き領域で
す。ドリル領域内のデータは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionにより EPM Systemアプリケーションにロードされます。ワーク
スペースで、アプリケーションのデータ・フォームにドリル領域を表示できます。
ドリル領域には、FDMEEに戻るための Uniform Resource Locator (URL)と領域名が格
納されます。ドリル領域を有効にすると、データのロードと連結が完了した後、
FDMEEによって有効化されたドリル領域が FDMEEターゲット・アプリケーションに
移入されます。ドリル領域にセルが含まれている場合、そのセルはターゲット・アプ
リケーションでドリル可能とみなされます。EPM Systemアプリケーションでは、ド
リル領域には「エンティティ」、「勘定科目」、「シナリオ」、「年」および「期間」ディ
メンションが含まれています。
FDMEEはシナリオごとにドリル領域を作成します。どのキューブ(Oracle Hyperion
Planningプラン・タイプまたは Planningデータベース)でも、ドリル領域の名前は、
FDMEE_<シナリオ・メンバーの名前>になります。ドリル領域を作成する場合、
FDMEEはディメンションがドリルに対して有効かどうかを確認します。
ソース・システムへのドリル領域は、FDMEEによってロードされたデータ交差が同一
の場合にのみ機能します。たとえば、$5000を Entity2;Account2の交差にロードした
場合、Entity2;ParentAccount2の交差にはデータがロードされていないため、この交差
からのドリルスルーはできません。
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データ・ロードで選択された有効なディメンションのメンバーは、ドリル領域フィルタに含
まれます。ディメンションが有効になっていない場合、シナリオ、バージョン、年および期
間のディメンションがデフォルトで有効になります。追加のディメンションを有効にでき、
後続のデータ・ロードでは新規に有効化されたディメンションのメンバーが考慮されます。
ドリルの作成に使用されたドリル領域に以前に含まれていたディメンションを無効化する場
合、それらのディメンションのメンバーは後続のデータ・ロード時に削除されません。必要
に応じて、古いメンバーを手動で削除できます。
FDMEEターゲット・アプリケーションのドリル領域を追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドで、EPM Systemターゲット・ア
プリケーションを選択します。

3. 「アプリケーション・オプション」タブを選択します。
4. 「ドリル領域」に「はい」と入力します。

ノート:

管理者は、「ターゲット・アプリケーション」オプションで、アプリケーショ
ン・レベルでドリル領域設定を設定できます。また、データ・ロード・ルール
で特定のターゲット・アプリケーションに対する設定を変更することもできま
す。

5. 「保存」をクリックします。

ドリル・スルー・コンポーネント
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionランディング・ペー
ジは、ドリル・スルー URLによって呼び出されます。ドリルスルー URLは、次の 2つのコ
ンポーネントによって定義されます。
• サーバー・コンポーネント - 各ソース・システムに対して定義されます
• 詳細コンポーネント - ファイルベースの統合に対して手動で定義されます
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ドリル・スルー URLのサーバー・コンポーネントの追加
次のステップを使用して、サーバー・コンポーネント・ドリル・スルー URLを Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで定義します。サー
バー・コンポーネントがソース・システム定義に追加されます。

ノート:

ドリル・スルー URLを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
2. ドリル・スルーを追加するファイルを選択します。
3. 「ドリル・スルー URL」で、 をクリックします。
4. 「ドリル・スルー URL」編集ウィンドウに、ドリル・スルーに使用する URLを識
別する URLを指定します。
使用する URLには、request-responseメソッド、プロトコルおよびリソース名が
含まれている必要があります。
プロトコル識別子は、リソースのフェッチに使用されるプロトコルの名前を示しま
す。Hypertext Transfer Protocol (HTTP)は、通常はハイパーテキスト・ドキュメン
トを提供します。HTTPは、様々なタイプのリソースへのアクセスに使用される多
くのプロトコルの 1つにすぎません。他のプロトコルには、ファイルなどがありま
す。
クライアントとサーバー間で使用可能な request-responseメソッドは、次のとお
りです。
• Get - フォーム・データは URLにエンコードされます。たとえば、GET@http://

www.server.com/と指定します。方法が指定されない場合、GETが request-
responseとみなされます。

• Post - メッセージ本文にフォーム・データが表示されます。たとえば、
POST@http://www.server.com/と指定します。

リソース名はリソースの完全アドレスです。リソース名のフォーマットは使用す
るプロトコルによって異なりますが、HTTPを含む多くのプロトコルでは、リソー
ス名に次のコンポーネントの 1つ以上が含まれます:

• ホスト名 - リソースが存在するマシンの名前を指定します。
• ファイル名 - マシン上のファイルへのパス名。
• ポート名 - 接続先のポート番号(通常はオプション)。
リソース情報を指定する際には、http://<SERVER>:<PORT>の形式を使用します
この URLは、ドリル・スルー URLのサーバー・コンポーネントを識別します。イ
ンポート・フォーマットには、詳細なコンポーネントを含めます。

5. 「OK」をクリックし、「保存」をクリックします。
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ドリル・スルー URLの詳細コンポーネントの追加
詳細コンポーネントは、ドリル・スルー URLのパラメータ値を定義します。ドリル・スルー
URL内にハードコードされていない値は、表の列名への参照を使用して TDATASEG表から、
またはインポート・フォーマットに指定された列名への参照を使用して参照できます。CCID
(Oracle E-Business Suiteアプリケーションのコード組合せ ID)などの各データ行で異なるド
リル・スルー属性は、入力ファイルに含めて、インポート・フォーマットの属性列にマップ
する必要があります。ドリル URLをフォーマットする際、$<TDATASEG_COLUMN>$表記
を使用して TDATASEG表から、または$$<IMPORT_FORMAT_COL>$$表記を使用してイン
ポート・フォーマットから、これらのパラメータを参照できます。
ドリル・スルー URLの詳細コンポーネントを追加するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマットのサマリー」セクションから、インポート・フォーマットを
選択します。

3. インポート・フォーマットの詳細セクションの「ドリル URL」で、 をクリックしま
す。

4. 「追加」をクリックし、インポート・フォーマット名、ソース、ターゲット、ファイル・
タイプおよびファイル区切り文字を指定します。

5. 「ドリル URL」編集ウィンドウで、ドリル・スルー URLのパラメータを指定します。
パラメータには、特定のソース・システムの必須情報、および実際のドリル領域に移入す
るために使用される属性が含まれる可能性があります。
属性は、TDATASEG表のソース列(ディメンション)を参照します。開始位置と長さを指
定することにより、入力ファイル内の属性のロケーションを指定できます。
次の例では、ドリル・スルー URLを使用して E-Business Suiteソース・システムにドリ
ル・スルーできます。
ドリル・スルーのために選択された属性に加えて、関数 ID、呼出し元ページ、
Resp_Appl_IDおよび Resp_idが指定されます。
関数 IDは E-Business Suiteシステム固有です。E-Business Suiteシステムがインストー
ルされ構成されるときに生成されます。呼出し元ページ・パラメータは、HTTP呼出し元
を示します。これは、URLに FDM_DRILLDOWNとしてハードコードされています。
Resp_Appl_IDおよび Resp_idパラメータは、E-Business Suiteからのアプリケーション
IDと責任 IDです。これらは、不明な場合は-1に設定できます。最初の認証で入力しなか
った場合には、E-Business Suiteソース・システムで、ユーザー名、パスワードおよび責
任の入力を求めるプロンプトが表示されます。
属性には次のものが含まれる場合があります。
• SOB_ID - 帳簿 IDの内部セット
• LED_ID - 内部元帳 ID

• fdm_per - E-Business Suite期間名。この値は、E-Business Suiteシステム内の期間名
と同じである必要があります。
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• fdm_ccid - 要求された勘定科目のコード組合せ ID (CCID)。
• fdm_currency - E-Business Suite元帳通貨
• fdm_balance_type - "A"は実績、"B"は予算

6. インポート・フォーマットの「マッピング」グリッドで、ソース列の列をドリル・
スルー先のターゲット・アプリケーションのディメンションにマップします。

7. 「OK」をクリックし、「保存」をクリックします。

ドリル・スルーの結果の表示
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionによってロー
ドされたデータのドリル・スルーを設定する際、Oracle Enterprise Performance
Management Systemアプリケーションでデータ・フォームを選択して、一般会計勘定
科目と、オンプレミス・アプリケーションのセルに移入するために使用されたハイパ
ーリンク付きの残高を表示できます。
FDMEEによってロードされたデータのドリル・スルーを設定する際、 Oracle
Enterprise Performance Management Cloudアプリケーションでデータ・フォームを選
択して、一般会計勘定科目と、オンプレミス・アプリケーションのセルに移入するた
めに使用されたハイパーリンク付きの残高を表示できます。
リンク付きデータ値から、ランディング・ページからソース・システムにドリル・ス
ルーし、選択した勘定科目に関連する仕訳入力および補助元帳入力を表示できます。
オンプレミス・アプリケーションでドリル・スルーの結果を表示するには
1. EPM Cloudアプリケーションで、ロードされたソース・データのデータ・フォー
ムを開きます。

2. ドリルダウン・データを含んでいるセルで、「アクション」、「ドリル・スルー」の
順にクリックします。
セルの右上隅にある「ドリル・スルー」アイコンは、ドリルスルー・データがある
ことを示します。
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3. 「ソースにドリル・スルー」をクリックします。
4. ランディング・ページから、「ドリル・スルー」アイコンをクリックします。

5. 「ソースにドリル・スルー」をクリックします。
6. 必要な資格証明を入力して、オンプレミス・アプリケーションにログインします。
次の例では、Oracle E-Business Suiteのログイン画面を示しています。
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7. 表示する詳細レベルにドリルダウンします。
次の例では、残高をサポートする元帳詳細にドリル・スルーできます。

次の例では、残高をサポートする補助元帳にドリル・スルーできます。
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次の例では、残高に関連する追加情報を表示できます。

EPM Cloudとの統合
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、オンプレミス・
アプリケーションとクラウドベースのアプリケーションを統合するためのプライマリ・ゲー
トウェイとして使用できます。この機能を使用して、EPMユーザーはクラウド・デプロイメ
ントを既存の EPMポートフォリオに適用できます。統合を使用して既存のオンプレミス
ERPアプリケーションからデータをインポートしたり、オンプレミス EPMアプリケーショ
ンからデータを同期できます。たとえば、Oracle Hyperion Financial Managementユーザーが
Oracle Hyperion Planningのデータを追加したり、Planningユーザーが他の Planningアプリ
ケーションを追加することができます。また、この統合にはクラウドからオンプレミス・ア
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プリケーションまたは他の外部レポート・アプリケーションへのライト・バックも含
まれます。
このタイプの統合は、次のようなソースをサポートします:

• サポートされるソースのオンプレミス ERPアプリケーションと Oracle Fusion
Cloud EPM

• オンプレミス EPMアプリケーションと Oracle Fusion Cloud EPM

• Oracle Fusion Cloud EPMとオンプレミス EPMアプリケーション
• Oracle Fusion Cloud EPMと EBS/Peoplesoft GL

• Oracle Fusion Cloud EPMとカスタム・アプリケーションを使用するオンプレミス
外部ソース

• Oracle General Ledgerとオンプレミス EPMアプリケーション
• Financial Consolidation and Closeアプリケーションとオンプレミス・アプリケー
ション

ノート:

確認ルールはサポートされていません。

ハイブリッドなデプロイメントについてさらに学習するには、このチュートリアル・
ビデオを視聴してください。

 チュートリアル・ビデオ

Secure Sockets Layer (SSL)証明書の構成
Oracle Enterprise Performance Management Cloudで使用する SSL証明書を構成す
るには、この手順のステップを使用します。SSLは、WebサーバーとWebブラウザ
間で暗号化された接続を構築する暗号化テクノロジです。

ノート:

Oracle Essbaseが Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionサーバー以外のサーバーにあり、SSLを有効にしている場
合は、FDMEEが Essbaseに接続できるように Essbaseをインストール/更
新します。

SSL証明書を構成するには:

1. EPM Cloudサイトの SSL証明書をエクスポートします。
次の例は、Mozilla Firefoxブラウザのダウンロード情報を示しています。
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a. URLで証明書タイプをダウンロードするには、「ロック」をクリックします。
b. サイトを選択し、証明書を表示します。

c. 階層のドメインをクリックし、証明書を保存します。
d. 名前 pbcs.crtを割り当てます。

2. 証明書ファイルをサーバーにコピーし、証明書をWebLogicキーストアにインポートしま
す。

ノート:

次の手順はWeb Logicのデモ・キー・ストア用です。本番データ・ストアを使
用している場合は、それに合わせてパラメータを変更します。

a. コマンド・プロンプトで、cd C:\Oracle\Middleware\wlserver_10.3\server\libと入
力します。
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b. 次のように入力します: C:\Oracle\Middleware\jdk1.8.0_181\jre\bin\keytool -
importcert -keystore DemoTrust.jks -storepass
DemoTrustKeyStorePassPhrase -file c:/temp/pbcs.crt -alias
"pbcs_pod_name"

"file"に、ディレクトリと証明書ファイル名を指定します。
"alias"に、適切な名前を指定します。

3. WebLogic管理コンソールを使用して、2つのWLS SSL設定を変更します。
a. WebLogic管理コンソールにログインします。
b. ロックして編集を選択します。
c. 「サーバー」を選択し、ErpIntegrator0を選択します。
d. 「SSL」を選択し、「詳細」を展開します。
e. JSEE SSLを有効にします。

WebLogic Serverでは、Java Secure Socket Extension (JSSE)に基づいた SSL
実装を使用します。JSSEは SSLおよび TLS用の Java標準フレームワーク
であり、ブロック IO APIと非ブロック IO APIの両方、およびいくつかの一般
的に信頼されている認証局(CA)を対象とした参照実装が含まれています。
JSSEベースの SSL実装では、SSLを介して、Certicom SSL実装を使用する
Weblogic Serverバージョン 8.1以降のインスタンスと相互運用します。つま
り、WebLogic Serverと JSSE SSLが SSLクライアントまたは SSLサーバー
として使用される場合は、SSLを介して、Certicom SSL実装を使用する
WebLogic Server (バージョン 8.1以降)のインスタンスと通信できます。
詳細は、JSSEベース SSL実装の使用を参照してください: https://
docs.oracle.com/middleware/12213/wls/SECMG/
ssl_jsse_impl.htm#SECMG494

f. ホスト名の検証で、カスタムのホスト名の検証を選択します。
g. カスタムのホスト名の検証に、

weblogic.security.utils.SSLWLSWildcardHostnameVerifierを入力します。
h. 変更を保存してアクティブにします。
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4. FDMEEサーバーを再起動します。
各 FDMEEサーバーで、前述のステップを実行する必要があります。

前提条件
ハイブリッド EPMデプロイメントを使用するための要件を次に示します:

• Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionがインストール
され構成済であること。

• Oracle Fusion Cloud EPMへのサブスクライブ
• URLおよびユーザー名の詳細

EPM Cloudデプロイメントの設定
Oracle Enterprise Performance Management Cloudアプリケーションは、EPM Cloudアプリ
ケーションのターゲット・アプリケーション・タイプおよび Cloudのデプロイメント・モー
ドで登録されます。プロンプトが表示されたら、接続情報を指定します。インポート・フォ
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ーマット、ロケーション、データ・ルールなど、他のすべての設定定義は、他の EPM
アプリケーションと同じ方法で定義されます。

EPM Cloudまたはオンプレミス・アプリケーションへのデータの
ロード

Oracle Enterprise Performance Management Cloudにデータをロードするための基本
データ・フロー:

1. EPM Cloudアプリケーションをターゲット・アプリケーションとして Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionに登録します。
EPM Cloudまたはオンプレミス・アプリケーションの登録の詳細は、ターゲット・
アプリケーションの登録を参照してください。
これを実行するには、「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーショ
ン」を選択します。

2. ソースを EPM Cloudまたはオンプレミス・アプリケーションにマッピングするイ
ンポート・フォーマットを定義します。

3. 通常の手順を使用するのと同じ方法で、ロケーション、データ・ロード・マッピン
グおよびデータ・ロード・ルールを定義します。

EPM Cloudアプリケーションのエクスポート
Planningから Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
へのエクスポート・データ・プロセスは次のとおりです:

1. Oracle Enterprise Performance Management Cloudをライトバック用に FDMEE
ERPアプリケーションへまたはデータ同期用に FDMEE EPMアプリケーション
(カスタムまたは他の EPM)へマップするインポート・フォーマットを定義します。

2. 上で作成したインポート・フォーマットのロケーションを追加します。
3. データのロードを実行すると、オンプレミスの FDMEEで EPM Cloud用の

DATAEXPORT計算スクリプトが生成されます。この計算スクリプトは、EPM
Cloudで実行され、出力ファイルは FDMEEにダウンロードされます。

4. 適用可能なターゲット・ディメンションに対してマップを追加します。
5. ファイルがダウンロードされると、ライトバック/データ同期ワークフロー・プロ
セスが実行されます。

データ・ロード・ワークベンチの使用方法
データ・ロード・ワークベンチ機能は、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionでのソース・システムのデータのインポート、表示と
確認およびエクスポートのフレームワークを提供します。
ワークベンチの主な機能は、次のとおりです:

• インポート、検証、エクスポートおよび確認のオプションのある対話型ロード・プ
ロセス。

• 「ソース(すべて )」/「ソース(マップ済)」/「ターゲット」/「ソースとターゲット」
の値を表示するためのプロビジョニング
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• 即時参照用の PTD/YTD値表示
• 「有効」、「無効」、「無視」および「すべてのデータ」のオプションの表示
• オンラインおよびオフラインのロード・プロセス
• 履歴ロードの問合せオプション
• Excelへの履歴ロードのエクスポート
• ワークベンチからのソースへのドリル・バック
• Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションの仕訳のロード、チェックおよ
び転記

ノート:

「統合の実行」役割でログインすると、「タスク」ペインに「データ・ロード・ワー
クベンチ」、「データ・ロード」、「メンバー・マッピング」、「HRデータ・ロード」、
「メタデータ」、「プロセスの詳細」のリンクが表示されます。

データ・ロード・ワークベンチは、4つのセクションで構成されています:

• ワークフロー・グリッド
• POVバー: POVバーの使用を参照してください。
• ステータス
• データ・グリッド

ワークフロー・グリッド
各ワークフロー・ステップおよびそれにより行われる処理を次に示します:

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、魚アイコンを
使用して各ステップのステータスを示します。ワークフロー・ステップが正常に完了すると、
魚がオレンジ色になります。ステップが失敗した場合、魚はグレーになります。

ノート:

%EPM_ORACLE_HOME%\epmstatic\aif\images\generalフォルダの
ProcessSucceededアイコンと ProcessFailedアイコンを置換して、成功したプロ
セスと失敗したプロセスを示すアイコンをカスタマイズできます。

データの処理
ステップ 1: ソース・データのインポート

ソースからインポート機能は、Oracle Data Integratorでソース・システムからデータのイン
ポートを可能にし、データのインポート、マップおよび検証など、必要な変換を実行します。
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また、ソースからインポート機能を使用すると、ソースをオンライン(即時処理)または
オフライン(バックグランドで実行)でインポートすることもできます。
この機能は次の場合のみ選択します:

• データ・ロード・ルールを初めて実行します。
• ソース・システムのデータが変更されています。ステージング表内のデータをエク
スポート後にレビューしたときに、ソース・システム内のデータを変更する必要が
生じた場合などです。

ソースからデータを初めてインポートした後では、ソース・システムのデータは変更
されない場合がほとんどです。変更されていないデータをインポートし続ける必要は
ありません。
ソース・データをインポートするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」
を選択します。

2. オプション: ソース・ファイルをインポートすると、Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionは現在の POVを使用して、ロケーション、
カテゴリおよび期間を決定します。
別のソース・ファイルをインポートするには、POVを変更する必要があります。
POVの変更の詳細は、POVバーの使用を参照してください。

3. 画面の上部で、「インポート」をクリックします。
4. 「実行モード」で、ソースをインポートするモードを選択します。

• オンライン - ODIではデータを同期モード(即時処理)で処理します。
• オフライン - ODIではデータを非同期モード(バックグラウンドで実行)で処理
します。

をクリックし、「プロセスの詳細」ページに移動して、ODIジョブの進捗
状況をモニターします。

5. 「OK」をクリックします。
インポートの魚がオレンジ色に変わります。

ステップ 2: ソース・データの検証
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのソース・デ
ータの検証によって、すべてのメンバーが有効なターゲット・システム勘定科目にマ
ップされているか確認します。ソース・ファイル内にマップされていないディメンシ
ョン・マップがある場合、検証エラーが発生します。検証では、ディメンション・マ
ッピングとソース・ファイルを比較し、マッピングされていないディメンションを特
定します。すべてのディメンションが正しくマッピングされるまで、プロセス・フロ
ーを続行できません。
検証プロセスを実行するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」
を選択します。

2. 「検証」を選択します。
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マッピング・エラーのない検証
検証に成功すると、オレンジ色の検証を示す魚のアイコンが Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Edition画面のヘッダーに表示されます。

マッピング・エラーを含んだ検証
新たに追加されたディメンション・メンバーがマッピングされていないために、ディメンシ
ョン・メンバーをソース・システムに追加すると検証エラーが生成されることがあります。
ディメンション・メンバーがマッピングされていない場合、検証の魚はグレーになり「検証
エラー」画面がワークベンチで起動します。ここではマッピングされていない(未定義の)ディ
メンション・メンバーの数が示されます。検証を再度実行する前に、マッピングされていな
いディメンション・メンバーを修正する必要があります。

変換表のエラーを修正するには:

1. 「検証」画面の上位リージョンで、修正が必要な行をハイライトします。
2. マッピングされていない勘定科目を修正します。
「検証エラー」画面の上位リージョンで、マッピングされていないアイテムがソース値に
挿入され、下位リージョンはそのソース値があるすべての行を表示します。たとえば、上
位リージョンでソース値 01のエンティティ・ディメンションの値が表示される場合、
ENTITY = '01'のすべての行が下位リージョンに表示されます。
インポート・フォーマット・マッピングの定義を参照してください。

3. 「検証」をクリックし、検証フォームをリフレッシュします。
検証プロセスを渡すソース・データをターゲット・システムにロードできます。

マッピング・エラーの修正
「データ・ロード・ワークベンチ」で、マッピングのエラーが発生した場合にマッピング・エ
ラーを表示し、即時に修正できます。
マッピング・エラーを修正するには:

1. 「データ・ロード・ワークベンチ」で「検証エラー」タブを選択します。
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2. 「マップの修正」を選択してマッピングにアクセスします。
3. 「データ・ロード・マッピング」画面で任意のエラーを修正します。

4. 「検証」をクリックし、「保存」をクリックします。
Financial Managementデータ交差の検証

検証ステップを実行するとき、Oracle Hyperion Financial Managementユーザーは
Financial Managementターゲット・アプリケーションから交差確認レポートを実行し
て、データの交差(勘定科目やエンティティなどのセル・ステータス)などのデータを確
認できます。
交差確認レポートは、データ・ロード・ワークフローのデータ検証ステップの一部と
して生成されます。
この機能は、「アプリケーション・オプション」の「交差の確認」オプションで有効に
なります。
交差確認を実行するには:

1. 「検証」画面の一番上で「交差確認レポートの生成」をクリックします。
2. プロンプトが表示されたら、交差確認レポートを保存するか開きます。
3. 検証エラーを修正し、検証ステップを再実行します。
交差確認レポート・エラーを参照してください。

ステップ 3: ターゲット・アプリケーションへのデータのエクスポート
ソース・データが検証プロセスを完了した後、「エクスポート」オプションを使用して
データをターゲット・アプリケーションにエクスポートします。このオプションは、
データ・グリッド内のデータを見なおし、そのデータをターゲット・アプリケーショ
ンにエクスポートする必要があることを確認してから選択します。
Oracle Hyperion Planningおよび Oracle Essbaseのためにデータをエクスポートする
とき、データの保管、加算および減算を行うことができます。Planningおよび Essbase
の場合、すべてのデータを上書きできます。
Oracle Hyperion Financial Managementの場合、データのマージ、累計、置換、および
セキュリティ・データによる置換を実行できます。
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を
使用してマッピング・ルールをエクスポートするとき、関連するすべてのマッピング・
スクリプトが含まれます。
マッピング・ルールの CSVまたは Excel形式へのエクスポートにはスクリプトは含ま
れません。
データ・ロードのルールを送信するには:
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1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」を選択
します。

2. オプション: ソース・ファイルをインポートすると、Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionは現在の POVを使用して、ロケーション、カテ
ゴリおよび期間を決定し、次の処理を実行します: 別のソース・ファイルをインポートす
るには、POVを変更する必要があります。POVバーの使用を参照してください。

3. 画面の上部で、「エクスポート」をクリックします。
4. 「実行モード」ドロップダウンから、ソース・データをターゲット・アプリケーションに
エクスポートするモードを選択します。
• オンライン - ODIではデータを同期モード(即時処理)で処理します。
• オフライン - ODIではデータを非同期モード(バックグラウンドで実行)で処理しま
す。

をクリックし、「プロセスの詳細」ページに移動して、ODIジョブの進捗状況を
モニターします。

5. 「OK」をクリックします。
ステップ 4: データの確認

データをターゲット・システムにエクスポートした後で、確認ステップを実行して、現在の
POVの確認レポートを表示します。確認レポート・データが現在の POVに対して存在しな
い場合は、空白のページが表示されます。
確認レポートが実行されるときに使用されるデフォルトのレポート・タイプを選択できます。
「レポート」ページの「発行タイプ」フィールドは、デフォルトで、選択したレポートタイプ
値に設定されます。このフィールドの選択肢は、PDF、Excel、Word、リッチ・テキストおよ
び HTMLです。

ノート:

ワークベンチから確認レポートを実行し、開いた場合、サーバー上の Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionフォルダには保存
されません。
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ワークベンチ・データ・グリッドの使用方法
データ・グリッドには、メイン・グリッドに次の 2つのタブがあります:

• データのロード/POVのロード - これを使用して、ソース・システムのデータのイ
ンポート、表示と確認およびエクスポートを行います。

• ソース・データへのドリル・スルー
• マッピング詳細の表示
表アクションにあるオプションを選択することにより、データ・グリッド上で次の作
業を実行します:

• データの表示
• データのフォーマット
• データの表示
• ロードされたデータを Microsoft Excelで開く
• 例による問合せ
• データの固定
• データのデタッチ
• テキストの折返し
• データ・セルへのセル・テキストとドキュメントの添付

データの表示
データの表示では、次のようなデータを表示する方法が複数用意されています。
表 - グリッドに表示するソースまたはターゲット・データを選択します。
• ソース(すべて ) - マップ済およびマップされていないソースのディメンションを表
示します(ENTITY、ACCOUNT、UD1、UD2、… AMOUNT)。

• ソース(マップ済) - マップ済のソースのディメンションのみを表示します。
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• ターゲット - ターゲットのディメンションのみを表示します(ENTITYX、ACCOUNTX、
UD1X、UD2X、…AMOUNTX)。

• ソースとターゲット - ソースとターゲットの両方のディメンションを表示します
(ENTITY、ENTITYX、ACCOUNT、ACCOUNTX、UD1、UD1X、AMOUNT、
AMOUNTX)。

列 - データに表示する列を選択します。
• すべて表示
• エンティティ
• 勘定科目
• バージョン
• 製品
• 部門
• STAT

• 金額
• ソース金額

ノート:

Oracle E-Business Suiteおよび PeopleSoftの場合、「勘定科目の説明」も表示でき
ます。

固定/固定解除 - 列を所定の位置にロックし、データ・グリッドをスクロールしても見えるよ
うにします。固定オプションを使用するには、列見出しを選択する必要があります。列の固
定を解除するには、列を選択し、ショートカット・メニューから「固定解除」を選択します。
デタッチ/アタッチ - データ・グリッドから列をデタッチします。デタッチされた列は、独自
のウィンドウに表示されます。デフォルト・ビューに戻るには、「表示」を選択し、次に連結
を選択するか、「閉じる」をクリックします。
ソート - 昇順または降順の列のソート順を変更するために使用します。「ソート」を選択して
から「拡張」を選択することにより、複数レベルのソート(最大 3レベルまでの昇順および降
順)が使用可能です。詳細ソート画面から、第 1のソート基準列を選択してから、第 2の基準
列を選択し、さらに第 3の基準列を選択します。
「詳細検索」オプションに表示される検索フィールドは、選択しているアーティファクトによ
り異なります。
列の順序変更 - 列の順序を変更するために使用します。このオプションを選択すると、「列の
順序変更」画面が表示されます。列を選択し、右側にあるスクロール・ボタンを使用して列
の順序を変更します。
例による問合せ - フィルタ行の切替えに使用します。フィルタ行を使用して、特定の列に表示
される行をフィルタするためのテキストを入力できます。特定の列についてフィルタに使用
できるテキストがあれば入力し、[Enter]をクリックします。フィルタをクリアするには、テ
キスト・ボックス内のフィルタ条件テキストを削除し、[Enter]をクリックします。入力する
テキストはすべて大文字と小文字が区別されます。
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データのフォーマット
列幅をピクセル数またはパーセンテージの単位で変更できます。テキストが列幅を超
える場合は、各セルのテキストを自動的に折り返すこともできます。
列幅を変更するには:

1. サイズを変更する列を選択します。
2. 表アクション・バーから、「フォーマット」を選択し、次に「サイズ変更」を選択
します。

3. 最初の「幅」フィールドに、変更するサイズの値を入力します。
列幅は 1から 1000の値で選択できます。

4. 2番目の「幅」フィールドで、サイズ変更の単位として「ピクセル」または「パー
センテージ」を選択します。

5. 「OK」を選択します。
列のテキストを折り返すには:

1. 折り返すテキストのある列を選択します。
2. 表アクション・バーから、「フォーマット」を選択し、次に「折返し」を選択しま
す。

データの表示
データ・グリッドに表示する次のようなデータのタイプを選択できます:

• 有効なデータ - 正しくマップされ、ターゲット・アプリケーションにエクスポート
されたデータ。

• 無効なデータ - 正しくマップされず、その結果、データがターゲットにエクスポー
トされない 1つ以上のディメンション。

• 無視されたデータ - ターゲットへのエクスポート時にソース値を無視するユーザ
ー定義の明示的マップ。このタイプのマップは、メンバー・マッピングで特別なタ
ーゲット・メンバーに値 ignoreを割り当てて定義します。

• すべてのデータ  - すべての有効、無効および、無視されたデータを表示します。
データのタイプを表示するには:

1. 「表示」を選択します。
2. 次のいずれかから選択します:

• 有効なデータ
• 無効なデータ
• 無視されたデータ
• すべてのデータ

ソース・データのドリル・スルーおよびマッピングの表示
データがデータ・ロード・ワークベンチで表示されている場合、ソースまでドリル・
スルーして、マッピングを表示し、ソース・ドキュメントを開くことができます。
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ノート:

ソース・システムが Oracle E-Business Suite/Peoplesoftで、メタデータ・ルールが
ある場合、そのメタデータ・ルールに基づいてドリル領域が作成されます。それ以
外の場合は、データ・ロード・マッピングのターゲット・メンバーに基づいて作成
されます。年、期間およびシナリオについて、Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionでは監査情報を使用してドリル領域を作成
します。

ソース・マッピングにドリル・スルーするには:

1. データ・グリッドに表示するデータのタイプを選択します。
データの表示を参照してください。

2. 「ソース金額」列から、金額を選択します。
3. ソース金額のリンクをクリックして、「ソースにドリル・スルー」を選択します。
ソース・マッピングの詳細を表示するには:

1. データ・グリッドに表示するデータのタイプを選択します。
データの表示を参照してください。

2. ソース金額列から、金額を選択します。
3. ソース金額のリンクをクリックして、「マッピングの表示」を選択します。

 

 

ロードされたデータを Microsoft Excelで開く
ワークベンチでデータを確認する場合は、金額から Enterprise Resource Planning (ERP)ソー
ス・システムにドリルダウンできます。ソース・システムでは、データがロードされた粒度
で表示されます。
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Microsoft Excelでロードされたデータを開き、データがどのように定義されているか
を確認できます。

ノート:

Excelからエクスポートされたデータは、「システム設定」のファイルへのワ
ークベンチ・エクスポート形式の設定に応じて CSV (*.csv)または Excel
(*.xls)ファイル形式でエクスポートされます。エクスポートのデフォルトの
ファイル形式は CSVです。詳細は、システムレベルのプロファイルの設定を
参照してください。

ロードされたデータを Microsoft Excelで開くには:

1. 表アクション・バーから、 をクリックします。
2. ロードされたデータを Microsoft Excelで開きます。

例による問合せ
例による問合せ機能を使用して、特定の列に表示される行をフィルタ処理します。特
定の列についてフィルタに使用できるテキストがあれば入力し、[Enter]をクリックし
ます。フィルタをクリアするには、テキスト・ボックス内のフィルタ条件テキストを
削除し、[Enter]をクリックします。入力するテキストはすべて大文字と小文字が区別
されます。
例による問合せを行うには:

1. 表アクション・バーから、 をクリックして、フィルタ行を有効にします。
フィルタ行は、この機能を使用する列の上に表示されます。

2. 列内の値をフィルタ処理するテキストを入力し、[Enter]をクリックします。

ノート:

フィルタにテキストを入力する場合、入力するテキストまたは部分テキ
ストの大文字と小文字は区別されます。大文字と小文字の区別は正確に
一致する必要があります。たとえば、接頭辞が「HR」であるターゲッ
ト・アプリケーションをすべて検索する場合、「Hr」または「hr」と入力
することはできません。

データの固定
「固定」機能を使用して、列を所定の位置にロックし、データ・グリッドをスクロール
しても見えるようにします。
列を固定するには:

1. 固定する列を選択します。
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2. 表アクション・バーから、 をクリックします。
列の固定を解除するには:

1. 固定された列を選択します。
2. ショートカット・メニューで「固定解除」を選択します。

データのデタッチ
デタッチ機能を使用して、データ・グリッドから列をデタッチします。グリッドをデタッチ
すると、列は独自のウィンドウに表示されます。デフォルト・ビューに戻るには、「表示」を
選択し、次にアタッチを選択するか、「閉じる」をクリックします。
列をデタッチするには:

1. デタッチする列を選択します。
2. 表アクション・バーから、 をクリックします。
データ・グリッドが別のウィンドウに表示されます。

データ・グリッドに列を再アタッチするには:

1. 再アタッチする列を選択します。
2. 表アクション・バーから「表示」、アタッチの順に選択します。

テキストの折返し
テキストが列幅を超える場合は、各セルのテキストを自動的に折り返すことができます。
列のテキストを折り返すには:

1. 折り返すテキストのある列を選択します。
2. をクリックします。

データ・セルへのセル・テキストとドキュメントの添付
セル・テキスト機能により、テキストとドキュメントをデータ・セルに添付できます。必要
に応じてセル・テキストの複数のインスタンスを追加できます。Oracle Hyperion Financial
Data Quality Management, Enterprise Editionは、ドキュメントを EPM_ORACLE_HOME/
products/FinancialDataQuality/dataディレクトリにアーカイブします。セル・テキストは
Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションだけでエクスポートできます。

ノート:

FDMEEでは、複数のセル・テキストを Financial Managementの交差にロードしま
せん。追加モードを使用したロードが実行され、すでにセル・テキストを含む交差
に新しいセルが追加された場合、追加されるのではなく、古いセル・テキストが新
しいセル・テキストで置換されます。

セル・テキストを割り当ててドキュメントを添付するには:
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1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」
を選択します。

2. 「データ・ロード・ワークベンチ」でデータ・セルを選択します。
3. 列見出しの「メモ」列( )で、データ・セルの左にあるメモ・リンク( )を
クリックします。

4. 「メモ・アイテムの編集」で、「追加」をクリックします。
5. 「名前」フィールドにメモの名前を入力します。
6. 「説明」フィールドにメモの説明を入力します。
7. 「追加」(添付フィールドの右側)をクリックします。
8. 「選択」画面で添付を参照して選択し、「OK」をクリックします。

 

 

9. 「更新」をクリックします。
10.「閉じる」をクリックします。
11. オプション: 添付を削除するには、「削除」(添付フィールドの右側)をクリックしま
す。

交差確認レポート・エラー
交差確認レポートがデータ検証ステップの一部として生成される際、エラーが発生す
ると、交差確認レポートによりエラーに関する情報が提供されます。
4つの交差確認レポート・エラーがあります:

• 無効な交差
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• 書込み不可
• 交差のロック
• 無効なメンバー
無効な交差(赤で強調表示)

無効な交差エラーは次のエラーにより発生します:

• 交差が無効です。
• ICPメンバーが勘定科目に対して無効です。ICPは ICP階層の"TopCustom"の子である
必要があります。

• 勘定科目で会社間アクティビティは許可されていません。ICPメンバー値を "([ICP
None])"に設定するか、勘定科目を変更する必要があります。

• エンティティで会社間アクティビティは許可されていません。ICPメンバー値を "([ICP
None])"または有効な ICPエンティティに設定する必要があります。

• カスタム・メンバーが勘定科目に対して無効です。カスタム・メンバーはカスタム階層
の"TopCustom"の子である必要があります。

書込み不可(紫で強調表示)

書込み不可エラーは次により発生します:

• 読取りおよび書込みアクセス権がありません。(Oracle Hyperion Financial Management
セル・ステータスは、読取りアクセス権なしまたは書込みアクセス権なしです。)

• Financial Managementセル・ステータスは、書込み可能で、ライン・アイテムをサポー
トできますが、セルが IC取引をサポートしません。

• Financial Managementセル・ステータスが導出です。
• Financial Managementセル・ステータスが親レベルの入力です。
交差のロック(紫で強調表示)

ロックされた交差です。(Financial Managementセル・ステータスはロック済です。)
無効なメンバー(オレンジで強調表示)

無効なメンバー・エラーは次により発生します:

• ターゲット・メンバーが Financial Managementで無効であるか、Financial Management
でユーザーにそれに対するアクセス権がありません。

• 自身との会社間は制限されています。ICPディメンション値は、エンティティ・ディメン
ション値と同じにはできません。

プロセス詳細の表示
プロセスの詳細ページを使用して、送信されたルール・ステータスおよびログを表示し、デ
ータ・ロード中にセルが拒否されたときに検証レポートをダウンロードします。
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ノート:

「プロセスの詳細」ログは 7日ごとにパージされます。ログをダウンロードす
る必要がある場合は、EPMAutomateを使用してログをローカル・フォルダ
にダウンロードします。コマンドは downloadFileです。例: epmautomate
downloadfile "[FILE_PATH]/FILE_NAME"。詳細は、Oracle Enterprise
Performance Management Cloud EPM自動化の操作を参照してください

データ・ルールのプロセスの詳細を表示するには:

1. 「ワークフロー」タブの「モニター」で、「プロセスの詳細」を選択します。
「プロセスの詳細」ページが開き、すべてのソース・システムのプロセスが表示さ
れます。プロセスごとに次の列が表示されます:

• プロセス ID - 自動的に生成された ID番号
• ステータス - プロセスのステータスを示すビジュアル・インディケータが表示
されます。アイコンの上にカーソルを置くと、画面のヒントが表示されます。
使用可能なステータス:

–  — ルールが正常に処理されました
– — ルールの実行が正常に完了しませんでした

• ログ - 「表示」をクリックするとログ・ファイルが表示されます。
• ロケーション - ロケーション名を表示します
• プロセス名 — プロセスのタイプ
プロセスのタイプには、次のものがあります:

– データ・ロード - データ・ロードのルールを実行すると開始されます。
– メタデータ・ロード - メタデータ・ロードのルールを実行すると開始され
ます。

– HRロード - HRデータ・ロードのルールを実行すると開始されます。
– プロセスのパージプロセスの削除 - ターゲット・アプリケーションやソー
ス・システムなどのアーティファクトを削除すると開始されます。

– ソース・システムの初期化 - ソース・システムを初期化すると開始されま
す。

• ルール名 - ルールの名前
• ソース・システム - ソース・システムの名前
• 会計エンティティ  - ソース会計エンティティの名前
• ターゲット・アプリケーション - ターゲット・アプリケーションの名前
• ODIセッション番号 - Oracle Data Integrator内のセッション番号。これを使
用して Oracle Data Integrator内のセッションを検索できます。
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ノート:

ODIセッション番号は、データがオフライン実行中に処理される場合のみ
「プロセスの詳細」に存在します。

• ジョブ ID — Oracle Hyperion EPM Architectのジョブ ID

処理者 - プロセスを開始したユーザー ID

• ステータスのリセット - プロセスが長時間にわたって「実行中」ステータスのままで
ある場合、ステータスを「失敗」にリセットします。

• リンク -プロセス・ステップのログ情報を表示します。ファイル・インポートの場合、
スキップされた行が表示されます。Oracle Hyperion Planningへのエクスポートの場
合、拒否された行などが表示されます。

• 出力リンク - データ・ロード中に拒否されたデータ・セルおよび拒否の理由を示す検
証エラー・レポートをダウンロードします。検証エラー・レポートは、検証失敗の理
由を表示オプションが「はい」に設定されている場合にのみ使用できます。

2. 詳細を表示するプロセスを選択します:

• ステータス - プロセス・ステップごとにステータスが表示されます。プロセスが失敗
したポイントを表示することにより、問題をトラブルシューティングできます。

• プロセス・ステップ - プロセス内のステップを表示します。
• プロセス開始時間 - プロセス・ステップが開始された時間。
• プロセス終了時間 - プロセス・ステップが終了した時間。
• ログ - ログが存在する場合、「表示」をクリックすると、ログの内容が表示されます

3. オプション: 表示される行をフィルタするには、列ヘッダーの上にフィルタ行が表示され
ていることを確認してください。(フィルタ行を切り替えるには、 をクリックします。)
次に、フィルタに使用するテキストを入力します。
次のものでフィルタできます。
• プロセス ID

• ロケーション
• ルール名
• ソース・システム
• 会計エンティティ
• ターゲット・アプリケーション
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ノート:

フィルタにテキストを入力する場合、入力するテキストまたは部分テキ
ストの大文字と小文字は区別されます。たとえば、接頭辞が「HR」であ
るターゲット・アプリケーションをすべて検索する場合、「Hr」または
「hr」と入力することはできません。フィルタリングの詳細は、FDMEE
ユーザー・インタフェース要素を参照してください。

Oracle ERP Cloud Oracle General Ledgerアプリケーションの統
合

Oracle ERP Cloudリリース 11以上を使用すると、Oracle ERP Cloudの Oracle
General Ledgerのデータを EPMアプリケーションと統合できます。この統合では、必
要なソース元帳を Oracle ERP Cloudから選択し、いくつかの単純なマッピングを設定
してボタンを押すと、データが EPMアプリケーションに取り込まれます。この統合
は、手動で実行することも、特定の時間にスケジュールすることも可能です。

ノート:

平均日次残高(ADB)元帳は、現在の統合ではサポートされません。

ノート:

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは
Oracle General Ledgerとの統合の一部として、Financials Accounting Hub
(FAH)および Financial Accounting Hub Reporting Cloud Service (FAHRCS)
もサポートされます。

統合により、ドリル定義が自動的に設定されます。
FDMEEでは、データのロードのみでなく、Oracle ERP Cloud.へのライトバックも簡
単になります。
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統合プロセスの説明
概括的には、これは Oracle ERP Cloudからの Oracle General Ledgerデータを EPMアプリ
ケーションと統合する方法です:

1. Oracle General Ledgerソース・システムおよび接続情報を設定し、次にソース・システ
ムを初期化します。
初期化プロセスで Oracle General Ledgerのデータが EPMアプリケーションに Oracle
Essbaseキューブとして取り込まれます。各 Essbaseのターゲット・アプリケーション
は、ソースの Oracle General Ledgerの勘定体系定義を表します。
ソース接続の構成を参照してください。

2. Oracle General Ledgerソース・システムの Oracle General Ledgerデータを必要とする
EPMターゲット・アプリケーションを作成します。

3. 1つ以上のソース・システムからのデータを必要とするターゲット・アプリケーションを
作成します。
Oracle General Ledgerアプリケーションから EPMアプリケーションにデータをロード
する場合は、EPMアプリケーションをターゲット・アプリケーション・タイプとして追
加します(たとえば Oracle Hyperion Planningをターゲット・アプリケーション・タイプ
として追加します)。
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4. インポート・フォーマットを構築して、Oracle General Ledgerと Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Edition内の EPMアプリケーショ
ン・ディメンション間の統合マッピングを設定します。
この項のインポート・フォーマットの操作を参照してください。

5. インポート・フォーマットを Oracle General Ledgerセグメントに関連付けるため
に使用するロケーションを定義します。
この項のロケーションの定義を参照してください。

6. Oracle General Ledger残高がロードされる EPMアプリケーションのシナリオ・デ
ィメンション・メンバーに対するカテゴリ・マッピングを作成します。
この項のカテゴリ・マッピングの定義を参照してください。

7. データ・ロード・マッピングを定義し、転送時に Oracle General Ledgerの勘定体
系値をディメンション・メンバーに変換します。
この項のデータ・ロード・マッピングを参照してください。

8. 必要なフィルタを使用してデータ・ルールを定義し、ルールを実行します。
Essbaseキューブのすべてのディメンションを含むデフォルト・フィルタが用意さ
れています。キューブには重複するメンバーが含まれていることがあるため、完全
修飾されたメンバー名が必要です。Essbaseキューブにより Oracle General
Ledgerセグメントが減り、Oracle General Ledgerで勘定体系と元帳は 1対多の関
係になります。
ルールの作成時、FDMEEでフィルタが作成されます。必要に応じてフィルタを変
更できますが、削除はできません。(フィルタが削除されると、FDMEEでデフォル
ト値が再作成されます)。これらのフィルタの詳細は、データ・ロード・ルールの
フィルタの追加を参照してください。
プロセスで Oracle ERP Cloudからデータが抽出され、FDMEEにロードされます。
データ・ロード・ルールの追加を参照してください。

9. オプション: Oracle ERP Cloudにデータをライトバックします。
Planningまたは Planningモジュール・ソース・システムから Oracle ERP Cloud
にデータをライトバックするには、データ・ルールを設定します。この場合、
Planningまたは Planningモジュール・アプリケーションに対してフィルタが適用
されます。
オプションで、カスタム・ターゲット・アプリケーションを使用して、予算データ
を Planningからフラット・ファイルにライトバックできます。この出力ファイル
は、他のアプリケーションにデータをロードするために使用できます。

ソース接続の構成
Oracle General Ledgerと Oracle Enterprise Performance Management Cloudとの統
合を開始するには、まずソース・システム・タイプが Oracle ERP Cloudのソース・シ
ステムを作成して登録します。
ソース・システムと接続情報を指定したら、ソース・システムを初期化し、多くの
Oracle Essbaseターゲット・アプリケーションの 1つである Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionに Oracle General Ledgerの勘
定体系情報をコピーします。ダウンロードは、Oracle Hyperion Planningアプリケーシ
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ョンの Essbaseデータベースとの統合です。実際のキューブは Oracle Smart View for Office
で確認できます。
Oracle General Ledgerと EPMアプリケーションとの統合を開始するには、まずソース・シ
ステム・タイプが「Oracle ERP Cloud」のソース・システムを作成して登録します。
ソース・システムを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
2. 「ソース・システム」で、「追加」をクリックします。
3. ソース・システム詳細を入力します:

a. 「ソース・システム名」で、ソース・システム名を入力します。
ファイルに使用する Oracle General Ledger名("General Ledger"や"Oracle General
Ledger Financials"など)を入力します。このソースをライトバックにも使用する場合
は、ソース・システム名にスペースが含まれていないことを確認してください。

b. 「ソース・システムの説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
c. 「ソース・システム・タイプ」で、Oracle ERP Cloudを選択します。
d. 「ドリル・スルー URL」で、次に示す Oracle ERP Cloudリリースの URLフォーマッ
トのいずれかを指定します。
• R13 - Oracle ERP Cloudリリース 13の URLフォーマットが使用されます。
• R12 - Oracle ERP Cloudリリース 12以前の URLフォーマットが使用されます。
• (Null) - Oracle ERP Cloudリリース 12以前の URLフォーマットが使用されま
す。

リリースの URLフォーマットを指定する以外に、サーバーを上書きする必要がある
場合は、次に示す Oracle ERP Cloudリリースの URLフォーマットのいずれかを指定
します。
• R13@https://server - Oracle ERP Cloudリリース 13の URLフォーマットと現
在のサーバーが使用されます。

• R12@https://server - Oracle ERP Cloudリリース 12以前の URLフォーマット
と現在のサーバーが使用されます。

e. 「Fusion Budgetary Control」フィールドの選択は解除したままにします。

f. 「アプリケーション・フィルタ」に、ソース・システムを初期化したときに返される
Essbaseアプリケーションの数を制限するフィルタ条件を指定します。
フィルタ条件は 1つのみでも、複数でも指定できます。複数のフィルタ条件を使用す
る場合は、各フィルタ条件をカンマ(,)で区切ってください。
アプリケーション名をフィルタ条件として指定する場合は、Oracle ERP Cloudアプ
リケーションのフル・ネーム、ワイルドカード、または次に示すような、1文字に対
応するワイルドカードを指定できます。
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• Vision (フル・ネーム)

• VF* (ワイルド・カード)

• VF??COA (1文字用のワイルド・カード)

初期化プロセスを実行すると、フィルタ条件に一致するすべてのアプリケーシ
ョンがインポートされます。フィルタを指定しない場合は、すべてのアプリケ
ーションがインポートされます。

4. 「ソース接続の構成」をクリックします。
「ソース接続の構成」画面を使用して、Oracle ERP Cloudへの接続を構成します。
ソース接続の構成は、Oracle ERP Cloudのユーザー名とパスワードを保管するた
めに使用されます。また、Oracle ERP Cloudのユーザー名とパスワードで使用す
るWSDL接続も保管されます。

5. 「ユーザー名」に、Oracle ERP Cloudのユーザー名を入力します。
EPM Cloudと Oracle ERP Cloudの間で情報を送信するためのプロセス要求を開
始する Oracle ERP Cloudユーザーの名前を入力します。このユーザーには、
"Financial Analyst"、"General Accountant"、"General Accounting Manager"などの
Oracle General Ledgerのジョブ役割が割り当てられている必要があります。

ノート:

Webサービスでは、シングル・サインオンのユーザー名とパスワードで
はなく、ネイティブのユーザー名とパスワードを使用する必要がありま
す。

6. 「パスワード」に、Oracle ERP Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle ERP Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必
要があります。

7. 「Webサービス URL」に、Fusion Webサービスのサーバー情報を入力します。た
とえば、https://serverと入力します。
R12より前のバージョンのリリース URLフォーマットを使用している場合は、
Webサービス URLへのログオンに使用されている URLの"fs"を finに置換しま
す。
R12より後のバージョンのリリース URLフォーマットを使用している場合は、ロ
グオンに使用されている URLの"fs"を faに置換するか、または、Webサービス
URLへのログオンに使用されているサーバーをコピーして貼り付けます。

8. 「接続のテスト」をクリックします。
9. 「構成」をクリックします。
「ソース・システム[ソース・システム名]構成が正常に更新されました」という確認
メッセージが表示されます。
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10.「ソース・システム」画面で「初期化」をクリックします。
ソース・システムを初期化すると、元帳や勘定体系など、FDMEEに必要なすべてのメタ
データがフェッチされます。また、ソース・システムで勘定体系、セグメント/チャート
フィールド、元帳、職責などが新規に追加された場合もソース・システムを初期化する必
要があります。
初期化プロセスには時間がかかることがあり、ジョブ・コンソールで進捗を確認できま
す。

ノート:

Oracle General Ledgerソースを再初期化すると、アプリケーション期間マッピ
ングがリセットされ、システムから削除されます。特定の期間マッピングが必
要な場合は、「ソース期間マッピング」タブを使用して期間マッピングを指定し
ます。

11.「保存」をクリックします。
ソース・システムを追加した後、表内のソース・システムを選択すると、下部ペインに詳
細が表示されます。
初期化プロセスには時間がかかることがあるため、ジョブ・コンソールで進捗を確認でき
ます。

インポート・フォーマットの操作
ソースおよびターゲットを選択する際、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionでは、ソースおよびターゲット列は自動的に移入されます。

ノート:

Oracle General Ledgerで、勘定体系とカレンダの組合せごとに 1つの Essbaseキ
ューブが作成されます。この場合、同じインポート・フォーマットを使用して、こ
の勘定体系を共有する元帳からデータをインポートできます。元帳は、データ・ロ
ード・ルールでフィルタとして指定できます。

インポート・フォーマットは、次の 3つのセクションで構成される「インポート・フォーマ
ット」画面で操作します:

• インポート・フォーマットのサマリー - ソースおよびターゲット・アプリケーションに関
連する一般的な情報を表示します。

• インポート・フォーマットの詳細 - インポート・フォーマット情報を追加して保持できま
す。

• インポート・フォーマット・マッピング - インポート・フォーマット・マッピング情報を
追加して保持できます。

Oracle General Ledgerベースのソース・システムのインポート・フォーマットを追加するに
は:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・タスク・バーで、「追加を選択します。
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「インポート・フォーマット」画面の上部グリッドに、行が追加されます。
3. 「名前」に、インポート・フォーマットのユーザー定義の識別子を入力します。
このインポート・フォーマットにマッピングが作成された後で、このフィールドの
値を変更することはできません。

4. 「説明」に、インポート・フォーマットの説明を入力します。
5. 「ソース」で、ドロップダウンから Oracle General Ledger勘定体系を選択します。
6. 「ターゲット」で、EPMターゲット・アプリケーションを選択します。
7. オプション: 「式」で任意のインポート式を追加します。

FDMEEには、実際に試算表ファイルを FDMEEデータベースに読み込んで解析す
るための強力なインポート式のセットが用意されています。フィールドの「式」列
に高度な式を入力します。インポート式は、インポート・ファイルから読み込まれ
た値を演算します。
詳細は、インポート式の追加を参照してください。

8. 「保存」をクリックします。

ロケーションの定義
ロケーションは、データのロードが Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionで実行されるレベルです。各ロケーションにはイン
ポート・フォーマットが割り当てられます。データ・ロード・マッピングおよびデー
タ・ロード・ルールがロケーションごとに定義されます。ロケーションを定義するこ
とにより、データのロード先を指定できます。さらに、ロケーションによって、ディ
メンショナリティが同じである複数のターゲット・アプリケーションに対して同一の
インポート・フォーマットを使用できます。ただし、複数のインポート・フォーマッ
トを使用している場合は、複数のロケーションを定義する必要があります。

ノート:

同じソース・システムとアプリケーションを組み合せて、重複するロケーシ
ョンを作成できます。

インポート・ロケーションを作成、変更、および削除するには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「ロケーション」を選択します。
2. 「ロケーション」で、「追加」をクリックします。
3. 「ロケーション詳細」の「名前」にロケーション名を入力します。
4. 「インポート・フォーマット」にインポート・フォーマットを入力します。
インポート・フォーマットはソース・システムの構造を表し、ソース・システムの
インポート・ステップで実行されます。ロケーションとともに使用するには、対応
するインポート・フォーマットが存在する必要があります。
さらに:

• ソース名はインポート・フォーマットに基づき自動的に移入されます。
• ターゲット名はインポート・フォーマットに基づき自動的に移入されます。
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をクリックしてインポート・フォーマットを選択することもできます。
5. 「機能通貨」で、そのロケーションの機能通貨を指定します。

ノート:

予算をライトバックする予算管理の予算通貨を指定する必要があります。
6. 「親のロケーション」に、ロケーションに割り当てられた親を入力します。
親マッピングは他のロケーションとのマッピングの共有に使用されます。親ロケーショ
ンにマッピングを入力します。関連するロケーションが同じマッピングを使用できます。
複数のロケーションが親を共有できます。この機能は、複数のロケーションが勘定科目の
1つのチャートを使用している場合に役立ちます。子または親のマッピング表を変更す
ると、子と親のすべてのロケーションに適用されます。

ノート:

ロケーションに親がある場合、子にマッピングが引き継がれます。ただし、マ
ッピングに対する変更は、親ロケーションについてのみ実行できます。

7. オプション: 「ロジック勘定科目グループ」で、ロケーションに割り当てる論理勘定科目
グループを指定します。
ロジック・グループには、ソース・ファイルがロードされた後に生成される 1つ以上のロ
ジック勘定科目が含まれます。論理勘定はソース・データから導き出される計算済勘定で
す。
ロジック・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに基づいて
自動的にフィルタされます。

8. オプション: 「確認エンティティ・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認エンテ
ィティ・グループを指定します。
確認エンティティ・グループをロケーションに割り当てた場合、確認レポートは、グルー
プで定義されているすべてのエンティティについて実行されます。確認エンティティ・グ
ループをロケーションに割り当てない場合、確認レポートは、ターゲット・システムにロ
ードされたエンティティごとに実行されます。FDMEE確認レポートは、ターゲット・シ
ステム、FDMEEソース・データまたは FDMEE変換済データから値を直接取得します。
確認エンティティ・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに
基づいて自動的にフィルタされます。

9. オプション: 「確認ルール・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認ルール・グル
ープを指定します。
システム管理者は、確認ルールを使用してデータの整合性を強化します。確認ルールのセ
ットが確認ルール・グループ内に作成され、確認ルール・グループがロケーションに割り
当てられます。続いて、データがターゲット・システムにロードされた後、確認レポート
が生成されます。
確認ルール・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに基づい
て自動的にフィルタされます。

10.「保存」をクリックします。
11. オプション: 次のタスクを実行します:
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• 既存のロケーションを編集するには、変更するロケーションを選択し、必要に
応じて変更を加えます。次に、「保存」をクリックします。

• ロケーションを削除するには、「削除」をクリックします。
削除したロケーションは、「データ・ロード」など、その他のすべての FDMEE
画面から削除されます。

ヒント:

ロケーション名でフィルタするには、フィルタ行が列ヘッダーの上に表
示されていることを確認します。(フィルタ行を切り替えるには、 を
クリックします。)次に、フィルタに使用するテキストを入力します。
画面の上部にあるドロップダウンを使用して、ターゲット・アプリケー
ションでロケーションをフィルタできます。

カテゴリ・マッピングの定義
カテゴリ・マッピングを定義して、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット
EPMシナリオ・ディメンション・メンバーにマッピングします。たとえば、Oracle
General Ledgerアプリケーションの実際の残高を格納するための「実績」と呼ばれる
シナリオ・ディメンション・メンバーを持つことができます。Oracle Hyperion Planning
アプリケーションでは、同じソース・システム・データは、シナリオ・ディメンショ
ン・メンバー「現在」を使用して格納されます。Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management Enterprise Editionでは、1つのカテゴリ・マッピングを作成して両方に
1つの名前を与え、それぞれのシナリオを表すことができます。
予算をライトバックする Planningのシナリオ・ディメンション・メンバーのカテゴリ・
マッピングを作成します。
1. 「設定」タブの「統合設定」で、「カテゴリ・マッピング」を選択します。
2. 「グローバル・マッピング」を選択します。
3. 「追加」をクリックします。
空白のエントリ行が表示されます。

4. 「カテゴリ」に、データのロード元となる Planningアプリケーションのシナリオ・
ディメンション・メンバーに対応する名前を入力します。

5. 「ターゲット・カテゴリ」に、データのロード元となる Planningのシナリオ・ディ
メンション・メンバーの名前を入力します。

6. 「保存」をクリックします。

データ・ロード・マッピング
データ・ロード・マッピングにより、転送時に Oracle General Ledgerの勘定体系値が
EPMアプリケーションのディメンション・メンバーに変換されます。これにより、
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは Oracle
General Ledgerの残高を分類できます。
次の例では、勘定体系セグメントに基づいて Oracle General Ledgerで管理費用が
4001-4003の範囲の勘定科目に分けられます。
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Oracle Hyperion Planningでは、管理費用の予算はディメンション値 410の管理費用とされま
す。
データ・ロード・マッピングで、Oracle General Ledgerの 4001-4003の範囲の勘定科目の実
績金額が Planningの 410管理費用にマップされます。

Planningのディメンション値と Oracle General Ledgerの勘定体系値の間に差異が生じるこ
とがあります。また、予算策定時に勘定科目表のセグメントが使用されないことがあります。
たとえば、データ・ロード・マッピングを使用すると、予算策定に使用されない勘定体系セ
グメントに対してゼロの値(サブ勘定科目の値として"0000"など)を使用できます。
データ・ロード・マッピングを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を選択し
ます。
 

 

2. 「ディメンション」ドロップダウンから、マップするディメンションを選択します。
"*"は、すべての値を表します。データ・ロード・マッピングは、EPMアプリケーション
の要件に基づく必要があります。
ロードの前に Oracle General Ledgerの値に更新がない場合でも、ディメンションに対す
るデータ・ロード・マッピングを作成して FDMEEにターゲット値を作成するよう示す必
要があります。
勘定科目ディメンションとエンティティ・ディメンションは Oracle General Ledgerから
転送されたものであるため、少なくとも、これらのディメンションの値はマップします。
その他の体系セグメントを転送する場合、各宛先ディメンションに対するマッピングを用
意する必要があります。

3. 「ソース値」に、ターゲット・ディメンション・メンバーにマップするソース・ディメン
ション・メンバーを指定します。
すべての一般会計勘定科目を変更せずにそのまま Oracle Enterprise Performance
Management Cloudにマップするには、「ソース値」に*を入力し、「ターゲット値」に*を
入力します。
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4. すべての一般会計勘定科目を変更せずにそのまま EPMアプリケーションにマッ
プするには、「ソース値」に*を入力し、「ターゲット値」に*を入力します。

5. 「類似」タブを選択します。
6. 「ソース値」に、すべての値がマッピングを使用することを示す*を入力します。
これらは、 Oracle General Ledgerの勘定体系の値です。値を直接入力します。

7. 「ターゲット値」に、予算情報のロードに使用する会計シナリオの値を入力します。
EPMアプリケーションで使用される値を入力し、転送される Oracle General
Ledgerの実際の残高に保管します。

ノート:

Account Reconciliationのソース・タイプを操作している場合は、ソー
ス・システムまたはサブシステム(補助元帳)のいずれかをターゲット値と
して指定できます。

8. 「ルール名」に、Oracle General Ledgerへの予算額の転送に使用するデータ・ロー
ド・ルールの名前を入力します。

ノート:

ルールは、ルール名のアルファベット順に評価されます。明示的ルール
には、ルール名がありません。評価の階層は、明示、(含む/範囲/複数)、
類似の順です

9. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
たとえば、「General Ledgerにマップ」といった説明を入力します。

10. オプション: 「ルールに適用」で、マッピングがロケーション内の特定のデータ・
ルールのみに適用されるよう選択します。
メンバー・マッピングの作成を参照してください。

データ・ロード・ルールの追加
ロケーションのメンバー・マッピングを定義したら、ソース・システムの元帳または
ビジネス・ユニットに対するデータ・ロード・ルールを定義し、Oracle General Ledger
からデータを抽出して EPMアプリケーションに移動します。
データ・ロードのルールは、事前に設定しておいたロケーションに定義されます。デ
ータ・ロード・ルールはロケーションに固有です。ターゲット・アプリケーションに
複数のデータ・ロードのルールを作成することにより、複数のソースからターゲット・
アプリケーションにデータをインポートできます。
データ・ロード・ルールは、作成されるのは 1回ですが、転送のたびに使用されます。
同期のデータ・ロード・ルールを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「POVバー」から、データ・ロード・ルールに使用するロケーションを選択しま
す。
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データ・ロード・ルールは、視点のコンテキスト内で処理されます。デフォルトの視点は
自動的に選択されます。視点の情報は、画面下部にある POVバーに表示されます。

3. 「追加」をクリックします
4. 「名前」に、データ・ロード・ルールの名前を入力します。
5. 「カテゴリ」では、デフォルトのカテゴリ値を受け入れます。
リストされているカテゴリは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionの設定で作成したカテゴリです。カテゴリ・マッピングの定義を参照
してください。

6. 「期間マッピング・タイプ」で、データ・ルールごとに期間マッピング・タイプを選択し
ます。
有効なオプション:

• デフォルト - データ・ルールでは、FDMEEで定義されている期間キーおよび前期間
キーを使用して、データ・ルール実行に含まれている各 FDMEE期間にマップされた
ソース一般会計期間を判断します。

• 明示 - データ・ルールでは、FDMEEで定義されている明示期間マッピングを使用し
て、データ・ロード・ルール実行に含まれる各 FDMEE期間にマップされたソース一
般会計期間を判断します。明示期間マッピングにより、期間が開始日および終了日で
定義されていない追加の Oracle General Ledgerデータ・ソースをサポートできます。

• 「保存」をクリックします。

Oracle General Ledgerの調整期間の処理
Oracle Enterprise Performance Management Cloudアプリケーションに残高をロードすると
きに、Oracle General Ledgerソース・システムからの調整期間を Oracle ERP Cloudに含め
ることができます。
EPMアプリケーションに残高をロードする際、Oracle General Ledgerソース・システムから
の調整期間を Oracle ERP Cloudに含めることができます。
調整期間は、ソースからの通常期間に関連する追加の期間です。「調整期間」は、その年の決
算期間より前に残高を調整するために設定される会計期間を表します。これらの期間は
「per12」に調整されるため、「per13」と表されます。通常、調整期間内の日付は通常の会計
期間と重複します。お客様は、会計カレンダの最初の期間を参照する「年始期間」を使用し
て、前年の繰越残高額を調整できます。また、お客様は会計カレンダの最後の期間を「年末
期間」として設定して、現在の会計カレンダのトランザクション・モードを調整できます。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、期間マッピン
グで調整期間をターゲット・アプリケーションの期間にマップする方法を指定して、調整が
処理されます。調整の処理方法は、データ・ロード・ルールに指定されます。この機能によ
り、Oracle General Ledgerアプリケーションからのカレンダおよび期間を EPMアプリケー
ションの期間にポイントするだけで、FDMEEで Oracle General Ledgerソース期間をマップ
できます。
データ・ロード・ルールを設定する際、調整期間マッピングが存在する場合は通常期間と調
整期間にロードすることも、調整期間マッピングが存在する場合にのみ調整期間をロードす
ることもできます。
たとえば、期間 13を 12月/期間 12にマップし、「調整期間を含む」オプションを選択する
と、次のようになります。
• YTD残高について、期間 13が期末残高になります。
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• PTD残高について、期間 13と 12月/期間 12が追加されます。
Oracle General Ledgerソース・システムからの調整期間を含めるには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・システム」で、Oracle General Ledgerソース・システムを選択します。
4. 「ターゲット・アプリケーション」から、調整を適用する EPMアプリケーション
を選択します。

5. 「マッピング・タイプ」から、「調整」を選択します。
6. 「追加」をクリックします。
7. 「ソース期間キー」で、Oracle General Ledgerソース・システムからマップする月
の最終日を指定します。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を使用します。たとえば、米国の場
合、MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力します。
をクリックして、ソース期間キーを参照して選択することもできます。

「ソース期間キー」を選択すると、FDMEEによってソース期間およびソース期間
年フィールドが自動的に移入されます。

8. 「調整期間」で、Oracle General Ledgerソースからの調整期間の名前を指定しま
す。
たとえば、Oracle General Ledgerからの調整期間が Adj-Dec-16である場合は、こ
のフィールドに「Adj-Dec-16」と入力します。

9. 「ターゲット期間キー」で、ターゲット・システムからマップする月の最終日を指
定します。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を使用します。たとえば、米国の場
合、MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力します。
をクリックして、ターゲット期間キーを参照して選択することもできます。

「ターゲット期間キー」を選択すると、FDMEEによってターゲット期間名、「ター
ゲット期間の月」および「 ターゲット期間の年」フィールドが自動的に移入され
ます。

10.「保存」をクリックします。
11.「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

12.「POVバー」から、データ・ロード・ルールに使用するロケーションを選択しま
す。
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データ・ロード・ルールは、視点のコンテキスト内で処理されます。デフォルトの視点は
自動的に選択されます。視点の情報は、画面下部にある POVバーに表示されます。

13.「追加」をクリックします。
14.「名前」に、データ・ロード・ルールの名前を入力します。
15.「カテゴリ」で、デフォルトのカテゴリ値を指定します。
リストされているカテゴリは、FDMEEの設定時に作成したカテゴリです。
カテゴリ・マッピングの定義を参照してください。

16.「期間マッピング・タイプ」で、データ・ルールごとに期間マッピング・タイプを選択し
ます。
有効なオプション:

• デフォルト - データ・ルールでは、FDMEEで定義されている期間キーおよび前期間
キーを使用して、データ・ルール実行に含まれている各 FDMEE期間にマップされた
ソース一般会計期間を判断します。

• 明示 - データ・ルールでは、FDMEEで定義されている明示期間マッピングを使用し
て、データ・ロード・ルール実行に含まれる各 FDMEE期間にマップされたソース一
般会計期間を判断します。明示期間マッピングにより、期間が開始日および終了日で
定義されていない追加の Oracle General Ledgerデータ・ソースをサポートできます。

17.「調整期間を含む」から、調整期間を処理するための次のいずれかのオプションを選択し
ます。
• いいえ - 調整期間は処理されません。システムでは通常期間マッピング(「デフォル
ト」および「明示的」として設定されたマッピング)のみが処理されます。「いいえ」
は調整処理のデフォルト・オプションです。

• はい - 「はい」を選択すると、通常期間と調整期間が含まれます。調整期間が存在し
ない場合は、通常期間のみが処理されます。

• はい(調整のみ) - 「はい(調整のみ)」を選択すると、調整期間のみが処理されます。た
だし、調整期間が存在しない場合は、かわりに通常期間が取得されます。

18.「保存」をクリックします。

ノート:

データ・ロード・ルールのフィルタの追加
フィルタを使用して、Oracle General Ledgerソースからの結果を制限します。
Oracle General Ledgerからのデータのインポートに使用するデータ・ルールについては、フ
ィルタを使用して結果を制限します。
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Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、ルール
の作成時にフィルタが自動的に作成されます。必要に応じてフィルタを変更できます
が、削除はできません。(フィルタが削除されると、FDMEEでデフォルト値が再作成
されます。)
データ・ロード・ルール・フィルタ:

Oracle General Ledgerディメンション フィルタ
シナリオ 実績
残高 期末残高
金額タイプ YTD
通貨タイプ 合計
その他のすべてのディメンション '@ILvl0Descendants("All '||

TARGET_DIMENSION_NAME||' Values")'

ノート:

ドリル・スルーがサポートされるのは、Oracle General Ledgerの勘定体系セ
グメントのリーフ・レベル・データをロードする場合のみです。サマリー・
レベルのデータをロードした場合、ドリル・スルーは機能しません。

ノート:

Oracle General Ledgerから予算引当を取り込んで、それを Oracle Enterprise
Performance Management Cloudで実績と組み合せる場合は、実績のみでな
く予算引当も含まれるようにデータ・ロード・ルールのデフォルトのディメ
ンション・フィルタを変更します。

データ・ロード・ルールにフィルタを割り当てるには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. フィルタを追加するデータ・ロードのルールを選択します。
3. 「ソース・オプション」タブを選択します。

4. 「ソース・フィルタ」領域で をクリックします。
5. 「ディメンション名」を選択します。
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6. 「フィルタ条件」で、フィルタ条件を指定します。
• フィルタ条件テキスト・ボックスに、メンバー名またはフィルタ条件を入力します。
• をクリックして「メンバー選択」画面を表示し、メンバー・セレクタを使用して
メンバーを選択します。次に、「OK」をクリックします。

「メンバー・セレクタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。メンバー・セレクタを使
用すると、ディメンション内のメンバーを表示して選択できます。[+]および[-]を使用する
と、ディメンション内のメンバーを展開および縮小できます。
「選択」ダイアログ・ボックスには、2つのペインがあり、ディメンションのすべてのメ
ンバーが左側に表示され、選択内容が右側に表示されます。そのディメンションで使用可
能なすべてのメンバーが表示される左ペインには、メンバー名および簡単な説明が表示さ
れます(使用可能な場合)。選択内容が表示される右ペインには、メンバー名および選択タ
イプが表示されます。
それぞれのペインの上の「V」ボタンを使用して、メンバー・セレクタの列を変更できま
す。

ノート:

ディメンションにフィルタを割り当てます。フィルタを割り当てないと、サマ
リー・メンバーから番号も取得されます。

メンバー・セレクタを使用するには:

a. 左側の使用可能なディメンションおよびメンバーのリストで、メンバーを選択して
をクリックします。

b. メンバーのリストからメンバーの選択を解除するには、 をクリックします。

c. メンバーに特殊なオプションを追加するには、 をクリックして、オプションを選
択します。
メンバー・オプションで、「(含む)」は選択したメンバーを含むことを意味します。た
とえば、「子(含む)」は選択したメンバーを含むメンバーのすべての子を追加し、「子
孫(含む)」は選択したメンバーを含むすべての子孫を追加します。「子」を選択した場
合、選択したメンバーは含まれず、その子のみが含まれます。
そのメンバーは右側に移動され、「選択のタイプ」列には選択したオプションが表示
されます。たとえば、「選択のタイプ」列に「子孫」が表示されます。

ヒント:

選択したリストのすべてのメンバーをクリアするには、 をクリックしま
す。

d. 「OK」を 2回クリックして、ソース・フィルタ詳細の定義を続行します。
選択したメンバーは、Oracle Essbase構文で「フィルタ条件」フィールドに表示されま
す。
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Oracle ERP Cloudへのドリル・スルー
ドリル・スルーで、Oracle ERP Cloudの勘定科目残高サマリー・ページを表示できま
す。
Oracle General Ledgerと統合している場合、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionは、接続情報に基づいてドリル URL定義を自動的に
決定します(システムおよび固定情報など)。Oracle General Ledgerにドリル・スルー
する場合は設定する必要はありません。

Oracle ERP Cloudへのライトバック
Oracle General Ledgerから予算対実績をレポートする場合は、予算を Oracle General
Ledgerにライトバックする必要があります。支出をオンラインで検証する場合は、予
算を Budgetary Controlにライトバックする必要があります。
この手順を使用して、Oracle Hyperion Planning機能を使用して策定した元の予算およ
び改訂済予算を Oracle General Ledgerにライトバックします。
この手順は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudの予算改訂機能(他の
手順を介して一般会計と Budgetary Controlの EPMタイプ予算管理の両方で予算を自
動的に更新します)を使用して策定した予算改訂をライトバックするためのものではあ
りません。
Oracle General Ledgerへのライトバックは、EPMタイプ予算管理について予算を
Budgetary Controlにライトバックするときにも自動的に実行されますが、Budgetary
Controlにライトバックする企業全体の予算の一部についてのみです。
詳細は、公共部門のための財務の使用を参照してください。
Planningユーザーの場合、Oracle General Ledgerへの EPM Cloud予算のライトバッ
クについて学習するには、このチュートリアル・ビデオを視聴してください。

チュートリアル・ビデオ
Planningモジュール・ユーザーの場合は、チュートリアル・ビデオを参照してくださ
い。

Oracle ERP Cloudへの予算のライトバック
一般会計から予算対実績をレポートする場合は、予算を Oracle General Ledgerにライ
トバックする必要があります。支出をオンラインで検証する場合は、予算を Budgetary
Controlにライトバックする必要があります。
この手順を使用して、Oracle Enterprise Performance Management Cloudの Oracle
Hyperion Planningを使用して策定した元の予算および改訂済予算を Oracle General
Ledgerにライトバックします。
この手順は、EPM Cloudの予算改訂機能(別の手順を介して一般会計と Budgetary
Controlの EPMタイプ予算管理の両方で予算を自動的に更新します)を使用して策定
した予算改訂をライトバックするためのものではありません。
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Oracle General Ledgerへのライトバックは、EPMタイプ予算管理について予算を Budgetary
Controlにライトバックするときにも自動的に実行されますが、Budgetary Controlにライトバ
ックする企業全体の予算の一部についてのみです。
詳細は、公共部門のための財務の使用を参照してください
Oracle General Ledgerにライトバックするには:

1. Oracle General Ledgerにディメンションをマップするインポート・フォーマットを作成
します。
a. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
b. 「追加」をクリックします。
c. 「名前」に、インポート・フォーマットの名前を入力します。
d. 「ソース」で、ドロップダウンから EPMアプリケーションの名前を選択します。
e. 「説明」に、インポート・フォーマットを識別するために使用できる説明を入力しま
す。

f. 「ドリル URL」は、空白のままにしておきます。
g. 「保存」をクリックしてインポート・フォーマットを保存し、下部への移入を確認し
ます。

h. 「インポート・フォーマット」画面の下部領域にスクロールして、EPM Cloudディメ
ンションを総勘定元帳のディメンションにマップします。

i. ターゲット・ディメンション「元帳」のソースをマップします。
エンティティなどのディメンションを元帳にマップし、必要なデータ・ロード・マッ
ピングを定義して Oracle General Ledgerの名前に変換します。単一元帳にライトバ
ックする場合、式列に元帳の名前を入力します。

j. 「ターゲット・オプション」をクリックし、「予算の名前」を選択します。
k. 「式」は、空白のままにしておきます。
ターゲットが予算名の場合、使用する会計シナリオの値を入力します。

2. ロケーションを作成します。
ロケーションは、Oracle General Ledgerへの予算額の転送を実行するために使用されま
す。インポート・フォーマットがロケーションに割り当てられます。複数のインポート・
フォーマットを使用している場合は、複数のロケーションを定義する必要もあります。
a. 「設定」タブの「統合設定」で、「ロケーション」を選択します。
b. 「追加」をクリックします。
c. 「名前」に、ロケーションの名前を入力します。

EPMアプリケーションから Oracle General Ledgerへの転送を開始すると、このロケ
ーション名が表示されます。

d. 「インポート・フォーマット」で、転送中に使用するインポート・フォーマットの名
前を選択します。

ノート:

「ソース」および「ターゲット」フィールド名はインポート・フォーマット
に基づき自動的に移入されます。

第 3章
データのロード

3-105

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/financials/21c/faups/index.html


e. 「親のロケーション」に、ロケーションに割り当てられた親を入力します。
親マッピングは他のロケーションとのマッピングの共有に使用されます。親
ロケーションにマッピングを入力します。関連するロケーションが同じマッ
ピングを使用できます。複数のロケーションが親を共有できます。この機能
は、複数のロケーションが勘定科目の 1つのチャートを使用している場合に役
立ちます。子または親のマッピング表を変更すると、子と親のすべてのロケー
ションに適用されます。

f. 「ソース」には、ソースが自動的に移入されます。
g. 「機能通貨」で、そのロケーションの機能通貨を指定します。
h. オプション: 「ロジック勘定科目グループ」で、ロケーションに割り当てるロ
ジック勘定科目グループを指定します。

i. オプション: 「確認エンティティ・グループ」で、ロケーションに割り当てる
確認エンティティ・グループを指定します。

j. オプション: 「確認ルール・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認ル
ール・グループを指定します

k. ロケーションを保存します。
ロケーションの定義を参照してください。

3. 期間マッピングを作成します。
期間マッピングは、転送のために期間を Oracle General Ledgerの会計カレンダ期
間に変換する場合に使用されます。

ノート:

期間を指定する場合は、開始および終了期間が単一会計年度内にある必
要があります。会計年度をまたがるデータ範囲を指定すると、データが
重複します。

a. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
b. 「追加」をクリックし、予算額を受け取る各期間の個別行を追加します。
一般会計で元帳により使用される会計カレンダからの期間名を使用します。

c. 「期間キー」を定義します。
値を選択すると、期間キー、前期間キー、期間名およびターゲット期間の月に
関する情報が自動的に移入されます。
• ターゲット期間の月 - このフィールドの値は、転送された金額を受け取る

Oracle General Ledgerの元帳の会計カレンダと一致する必要があります。
• ターゲット期間の年 - (「ターゲット期間の月」列で定義されている)会計期
間に対応する値を使用します。

期間マッピングの定義を参照してください。
4. データ・ロード・ルールを定義します。
データ・ロード・ルールは、EPMアプリケーションから Oracle General Ledgerに
残高を転送するプロセスを送信するために使用されます。データ・ロード・ルール
は、作成されるのは 1回ですが、転送のたびに使用されます。
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a. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択し
ます。

b. 「POVバー」から、データ・ロード・ルールに使用するロケーションを選択します。
データ・ロード・ルールは、視点のコンテキスト内で処理されます。デフォルトの視
点は自動的に選択されます。視点の情報は、画面下部にある POVバーに表示されま
す。

c. 「追加」をクリックします。
d. 「名前」に、データ・ロード・ルールの名前を入力します。
e. 「カテゴリ」では、デフォルトのカテゴリ値を受け入れます。
f. 「説明」に、一般会計残高の転送要求を開始したときにデータ・ロード・ルールを識
別するための説明を入力します。

g. 「ターゲット・プラン・タイプ」で、プラン・タイプを選択します。
h. 「期間マッピング・タイプ」で、データ・ルールごとに期間マッピング・タイプを選
択します。
有効なオプション:

• デフォルト - データ・ルールでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionで定義されている期間キーおよび前期間キーを
使用して、データ・ルール実行に含まれている各 FDMEE期間にマップされたソ
ース一般会計期間を判断します。

• 明示 - データ・ルールでは、FDMEEで定義されている明示期間マッピングを使
用して、データ・ルール実行に含まれる各 FDMEE期間にマップされたソース GL
期間を判断します。明示期間マッピングにより、期間が開始日および終了日で定
義されていない追加の GLデータ・ソースをサポートできます。

i. 「保存」をクリックします。
5. ソース・オプション・フィルタをライトバックのためのデータ・ロード・ルールに追加し
ます。
a. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択し
ます。

b. 「POVバー」から、データ・ロード・ルールに使用するロケーションを選択します。
データ・ロード・ルールは、視点のコンテキスト内で処理されます。デフォルトの視
点は自動的に選択されます。視点の情報は、画面下部にある POVバーに表示されま
す。

c. フィルタを追加するデータ・ロードのルールを選択します。
d. 「ソース・オプション」タブを選択します。
e. 「ソース・フィルタ」領域で をクリックします。
f. 「ディメンション名」を選択します。
g. 「フィルタ条件」で、フィルタ条件を指定します。

• フィルタ条件テキスト・ボックスに、メンバー名またはフィルタ条件を入力しま
す。

• をクリックして「メンバー選択」画面を表示し、メンバー・セレクタを使用
してフィルタリングのための関数を選択します。次に、「OK」をクリックします。
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メンバー・セレクタを使用するには:

i. 左側の使用可能なディメンションおよびメンバーのリストで、メンバーを
選択して をクリックします。

ii. メンバーのリストからメンバーの選択を解除するには、 をクリックし
ます。

iii. メンバーに特殊なオプションを追加するには、 をクリックして、オプ
ションを選択します。
メンバー・オプションで、「(含む)」は選択したメンバーを含むことを意味
します。たとえば、「子(含む)」は選択したメンバーを含むメンバーのすべ
ての子を追加し、「子孫(含む)」は選択したメンバーを含むすべての子孫を
追加します。「子」を選択した場合、選択したメンバーは含まれず、その子
のみが含まれます。
そのメンバーは右側に移動され、「選択のタイプ」列には選択したオプショ
ンが表示されます。たとえば、「選択のタイプ」列に「子孫」が表示されま
す。

ヒント:

選択したリストのすべてのメンバーをクリアするには、 をク
リックします。

iv. 「OK」を 2回クリックして、ソース・フィルタ詳細の定義を続行します。
選択したメンバーは、Oracle Essbase構文で「フィルタ条件」フィールドに
表示されます。

6. データ・ロード・ルールを実行してライトバックします。
a. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を
選択します。

b. 「POVバー」から、データ・ロード・ルールに使用するロケーションと期間を
確認します。

c. 「実行」を選択して、予算額を Oracle General Ledgerに転送する要求を送信し
ます。

d. 「ソースからインポート」で、予算情報を Planningにインポートすることを選
択します。

e. 「再計算」は、空白のままにしておきます。
f. 「ターゲットにエクスポート」で、情報を Oracle General Ledgerにエクスポー
トすることを選択します。

g. 「開始期間」で、転送する最早一般会計期間を選択します。
値のリストには、期間マッピングで定義したすべての一般会計期間が含まれま
す。これは通常、初回予算ロードの年の第 1期間であり、Oracle General
Ledgerに転送される予算が更新された場合は、その年の現在の期間または将
来の期間になります。
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h. 「終了期間」で、転送する最後の一般会計期間を選択します。
値のリストには、期間マッピングで定義したすべての一般会計期間が含まれます。

i. 「インポート・モード」で、「置換」を選択して、(「開始期間」オプションと「終了期
間」オプションから)選択した期間範囲の Oracle General Ledgerの既存予算情報を上
書きします。
「追加」を選択すると、既存の金額を上書きせずに既存の Oracle General Ledger予算
額に情報を追加します。

j. 「実行」をクリックします。

Oracle ERP Cloud - Oracle General Ledgerへの実績のライトバック
Oracle Enterprise Performance Management Cloudアプリケーションの実績情報がすべてそ
ろったら、EPM Cloudアプリケーションをソースとして定義し、Oracle ERP Cloud - Oracle
General Ledgerターゲット・アプリケーションにデータをライトバックできます。
必要なフィルタを指定したら、実績値を EPM Cloudから抽出し、Oracle General Ledgerに
書き込むことができます。エクスポート・ワークフロー・ステップで、データはフラット・
ファイルに書き込まれ、これがファイル・リポジトリにコピーされます。データがライトバ
ックされると、General Ledgerで仕訳が作成されます。
Oracle ERP Cloud側で ERPシステムを構成するときは、「一般会計残高キューブの作成」を
使用して Oracle Fusion ERP Essbaseキューブが作成されていることを確認してください。
また、「シナリオ・ディメンション・メンバーの作成」ジョブを使用して Oracle Fusion ERP
Essbaseキューブでシナリオがすでに設定されている必要があります。
Oracle General Ledgerにライトバックするには:

1. Oracle ERP Cloud/EPM Cloud統合には、権限またはユーザー役割および統合されるすべ
ての ERP元帳を操作するためのデータ・アクセス権が必要です。

2. Oracle General Ledgerにディメンションをマップするインポート・フォーマットを作成
します。
a. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
b. 「追加」をクリックします。
c. 「名前」に、インポート・フォーマットの名前を入力します。
d. 「ソース」で、ドロップダウンから EPM Cloudアプリケーションの名前を選択しま
す。

e. 「説明」に、インポート・フォーマットを識別するために使用できる説明を入力しま
す。

f. 「ドリル URL」は、空白のままにしておきます。
g. 「ターゲット」ドロップダウンで、Oracle General Ledgerアプリケーションを選択し
ます。

h. 「ターゲット」ドロップダウンで、EPMアプリケーションを選択します。
i. 「インポート・フォーマット」画面の下部領域にスクロールして、EPM Cloudディメ
ンションを総勘定元帳のディメンションにマップします。

j. ターゲット・ディメンション「元帳」のソースをマップします。
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エンティティなどのディメンションを元帳にマップし、必要なデータ・ロー
ド・マッピングを定義して Oracle General Ledgerの名前に変換します。単一
元帳にライトバックする場合、式列に元帳の名前を入力します。

k. オプション: 各仕訳に対して追加の参照データ/属性データを入力する場合は、
属性列を使用して列をマップします。
属性列、属性 1から属性 10は、REFERENCE1から REFERENCE10用に予
約されています。この場合、REFERENCE列をディメンションとして追加し、
ターゲット・アプリケーションの ATTR列にマップする必要もあります。たと
えば、REFERENCE3に入力する場合は、ディメンションの詳細を挿入して適
切な名前を付け、属性タイプを割り当てて、データ列 ATTR3を割り当てます。
(ATTR11から ATTR30は、ATTRIBUTE1から ATTRIBUTE20用に予約されて
います。Attribute1は ATTR11に、Attribute2は ATTR12に、というように格納
されます。)

l. 「式」は、空白のままにしておきます。
m.「保存」をクリックしてインポート・フォーマットを保存し、下部への移入を
確認します。

3. ロケーションを作成します。
ロケーションには、統合のデータ・ロード・ルールおよびマッピングが格納されま
す。インポート・フォーマットがロケーションに割り当てられます。複数のインポ
ート・フォーマットを使用している場合は、複数のロケーションを定義する必要も
あります。
a. 「設定」タブの「統合設定」で、「ロケーション」を選択します。
b. 「追加」をクリックします。
c. 「名前」に、ロケーションの名前を入力します。

EPM Cloudから Oracle General Ledgerへの転送を開始すると、このロケーシ
ョン名が表示されます。
EPMアプリケーションから Oracle General Ledgerへの転送を開始すると、こ
のロケーション名が表示されます。

d. 「インポート・フォーマット」で、転送中に使用するインポート・フォーマッ
トの名前を選択します。

ノート:

「ソース」および「ターゲット」フィールド名はインポート・フォー
マットに基づき自動的に移入されます。

e. 「親のロケーション」に、ロケーションに割り当てられた親を入力します。
親マッピングは他のロケーションとのマッピングの共有に使用されます。親
ロケーションにマッピングを入力します。関連するロケーションが同じマッ
ピングを使用できます。複数のロケーションが親を共有できます。この機能
は、複数のロケーションが勘定科目の 1つのチャートを使用している場合に役
立ちます。子または親のマッピング表を変更すると、子と親のすべてのロケー
ションに適用されます。

f. 「ソース」には、ソースが自動的に移入されます。
g. 「機能通貨」で、そのロケーションの機能通貨を指定します。
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h. オプション: 「ロジック勘定科目グループ」で、ロケーションに割り当てるロジック
勘定科目グループを指定します。

i. オプション: 「確認エンティティ・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認エ
ンティティ・グループを指定します。

j. オプション: 「確認ルール・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認ルール・
グループを指定します

k. ロケーションを保存します。
ロケーションの定義を参照してください。

4. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
5. 必要に応じて期間マッピングを作成します。
期間マッピングは、転送のために期間を Oracle General Ledgerの会計カレンダ期間に変
換する場合に使用されます。

ノート:

期間を指定する場合は、開始および終了期間が単一会計年度内にある必要があ
ります。会計年度をまたがるデータ範囲を指定すると、データが重複します。

a. 「追加」をクリックし、実績金額を受け取る各期間の個別行を追加します。
一般会計で元帳により使用される会計カレンダからの期間名を使用します。

b. 「期間キー」を定義します。
値を選択すると、期間キー、前期間キー、期間名およびターゲット期間の月に関する
情報が自動的に移入されます。
• ターゲット期間の月 - このフィールドの値は、転送された金額を受け取る Oracle

General Ledgerの元帳の会計カレンダと一致する必要があります。
• ターゲット期間の年 - (「ターゲット期間の月」列で定義されている)会計期間に対
応する値を使用します。

期間マッピングの定義を参照してください。
6. 「ワークフロー」タブの「統合設定」で、「データ・ロード・ルール」を選択します。
データ・ロード・ルールは、EPM Cloudアプリケーションから Oracle General Ledgerに
残高を転送するプロセスを送信するために使用されます。データ・ロード・ルールは、作
成されるのは 1回ですが、転送のたびに使用されます。

7. 「POVバー」から、データ・ロード・ルールに使用するロケーションを選択します。
データ・ロード・ルールは、視点のコンテキスト内で処理されます。デフォルトの視点は
自動的に選択されます。視点の情報は、画面下部にある POVバーに表示されます。

8. 「名前」で、データ・ロード・ルールの名前を指定します。
9. 「カテゴリ」から、「実績」を選択します。
10.「インポート・フォーマット」から、ライトバックに関連付けるインポート・フォーマッ
トを選択します。

11.「ソース・オプション」をクリックします。
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a. 「ファイル名」で、ロード対象のデータが含まれるデータ・ファイル名を選択
します。データ・ソース・アプリケーションの作成元ファイルと同じファイル
にすることも、データと適切なヘッダーを含む別のファイルにすることもでき
ます。
ファイル名しか指定しない場合、ルールの実行ウィンドウで単一の期間に対し
てデータを入力する必要があります。
複数の期間をロードするには、各期間用のファイルを作成し、期間名または期
間キーをファイル名に追加します。ルールを複数の期間で実行する場合、各期
間のファイル名が作成され、適切な POVにアップロードされます。

b. 「ディレクトリ」で、ファイルが割り当てられているディレクトリを指定しま
す。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionディ
レクトリ内のファイルに移動するには、「選択」をクリックし、「選択」画面で
ファイルを選択します。選択ページで「アップロード」を選択し、アップロー
ドするファイルの選択ページでファイルに移動することもできます。
ファイル名を指定しないと、ルールを実行するときに、FDMEEによってファ
イル名を求めるプロンプトが表示されます。

c. データを複数の期間にロードするには、「ファイル名の接尾辞タイプ」ドロッ
プダウンで、「期間名」または「期間キー」を選択します。
接尾辞がファイル名に付けられます。FDMEEは、接尾辞を追加した後でファ
イル拡張子を追加します。ファイル名を空白にすると、FDMEEは接尾辞付き
のファイルを探します。ファイル名の接尾辞タイプを指定すると、ファイル名
はオプションになり、ルールの実行ウィンドウでは必要ありません。
ファイル名の接尾辞タイプが期間キーの場合、接尾辞インジケータと期間の日
付フォーマットがファイル名で(接尾辞セットとして)必要となり、有効な日付
フォーマットとして検証される必要があります。この場合、ルールを実行する
ときに、「1_.txt」を「ファイル名」フィールドに入力し、接尾辞インジケータ
として「期間名」を選択します。次に、1月から 3月の期間についてルールを
実行します。
たとえば、次のように指定します:

i. 1_Jan-2019.txt

ii. 1_Feb-2019.txt

iii. 1_Mar-2019.txt

d. 「期間キーの日付フォーマット」で、ファイル名に追加する期間キーの日付フ
ォーマットを JAVA日付フォーマットで指定します。(SimpleDateFormat)。

e. 「保存」をクリックします。
12.「ターゲット・オプション」タブをクリックします。
データ・ロード・ルールを使用する場合、ターゲット・アプリケーション・オプシ
ョンを使用して、(ターゲット・アプリケーション全体ではなく)ロケーション/デー
タ・ロード・ルールに固有のオプションを指定します。
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13.「残高タイプ」から、「実績」を選択します。
14.「仕訳ソース」で、Oracle ERP Cloudで定義された仕訳ソースと一致する仕訳ソースの説
明を入力します。

15.「仕訳カテゴリ」で、Oracle ERP Cloudの仕訳カテゴリと一致する仕訳カテゴリの説明を
入力します。

16.「保存」をクリックします。
17. データ・ロード・ルールを実行してライトバックします。

a. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択し
ます。

b. 「POVバー」から、データ・ロード・ルールに使用するロケーションと期間を確認し
ます。

c. 「実行」を選択して、実績金額を Oracle General Ledgerにライトバックする要求を送
信します。

d. 「ソースからインポート」で、EPM Cloudアプリケーションから実績値情報をインポ
ートすることを選択します。

e. 「再計算」は、空白のままにしておきます。
f. 「ターゲットにエクスポート」で、情報を Oracle General Ledgerにエクスポートする
ことを選択します。

g. 「開始期間」で、転送する最早一般会計期間を選択します。
値のリストには、期間マッピングで定義したすべての一般会計期間が含まれます。こ
れは通常、初回実績ロードの年の第 1期間であり、Oracle General Ledgerにライト
バックされる実績値が更新された場合は、その年の現在の期間または将来の期間にな
ります。

h. 「終了期間」で、転送する最後の一般会計期間を選択します。
値のリストには、期間マッピングで定義したすべての一般会計期間が含まれます。

i. 「インポート・モード」で、「置換」を選択して、(「開始期間」オプションと「終了期
間」オプションから)選択した期間範囲の Oracle General Ledgerの既存の実績情報を
上書きします。
「追加」を選択すると、既存の金額を上書きせずに既存の Oracle General Ledger実績
値金額に情報を追加します。

j. 「実行」をクリックします。

Excel試算表ファイルを使用したデータのインポート
Excel試算表ファイルは、インポート画面で、1つ以上の期間、カテゴリおよびロケーション
にフォーマットされている Excelスプレッドシートです。
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テキスト形式の試算表ファイルと Excel形式の試算表ファイル
テキスト形式の試算表ファイルと Excel形式の試算表ファイルは、2つの点で類似して
います。どちらも現在の POV (カテゴリと期間)にロードされ、インポート・フォーム
で同じ「追加」および「置換」オプションを使用します。
テキスト形式の試算表ファイルと Excel形式の試算表ファイルの相違点は 1つです。
テキスト・ファイルでは標準のインポート・フォーマットのみ使用できるのに対して、
Excelデータ・ファイルでは、インポート・フォーマットを使用しません。
Excel形式の試算表テンプレートを使用する場合、テンプレートに 1つ以上の期間が含
まれることがあります。複数の期間のロードを行う場合は複数の期間を示すダミーの
インポート・フォーマットを作成します。Excelファイルに 1つのデータ値のみ含まれ
る場合、インポート・フォーマットは必要ありません。

Excel試算表テンプレートのダウンロード
Excel試算表テンプレートをダウンロードするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」
を選択します。

2. 「テンプレートのダウンロード」ドロップダウンで「試算表」を選択します。
3. 「開く」画面から、テンプレートを開くか保存し、「OK」をクリックします。

Excel形式の試算表テンプレートの定義
Excel形式の試算表テンプレートを定義するには、メタデータ・タグが含まれる名前付
き領域の最初の行を定義します。この領域の外部に他の情報を定義できますが、シス
テムでは名前付き領域内の情報のみが考慮されます。たとえば、テンプレートにはタ
イトルと金額の概要が含まれます。これらは名前付き領域の外側にあり、データをロ
ードする際には処理されません。
テンプレートを使用してデータをロードする場合、システムは名前付き範囲の定義を
使用して、ディメンションと関連データを探します。試算表テンプレートでは、事前
定義済範囲は upsTBと呼ばれ、Excelの「名前の管理」オプションを使用して確認でき
ます。
次のテンプレートには、1行のメタデータ(行 1)と 3行のインポート済データ(行 5-7)が
あります。
「ディメンションの値」と「金額」は、行 1に定義されたタグに基づいて、それぞれの
列に移入される必要があります。ディメンション・タグを追加するには、列を追加し
ます。行を追加することにより、データを追加します。
行または列を追加するときは、名前付き領域内に追加します。Excelによって領域定義
が自動的に更新されます。領域の外部に行を追加した場合は、それらの新しい行また
は列を含むように領域を更新します。ディメンション列を追加するときは、ディメン
ション・タグを追加して、その列が勘定科目、エンティティ、会社間トランザクショ
ン、金額またはユーザー定義(UD)ディメンションのいずれであるかを指定します。エ
ンティティ・ディメンションは「中央」のタグによって表されることに注意してくだ
さい。
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表 3-14 FDMEEディメンション・タグと対応するタグ

Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionディメンショ
ン

有効なタグ

勘定科目(必須) A, Account, SrcAcctKey

中央(必須) C, Center, SrcCenterKey

説明(オプション) D, Description, SrcAcctDesc

会社間カウンタ・パーティ(オプション) I, IC, ICCoParty

ユーザー定義 1 - ユーザー定義 20(オプション) 1-20, UD1-UD20, UserDefined1-UserDefined20
金額(必須) V, Amount, SrcAmount

FDMEEで提供されるテンプレートでは、一部の行が非表示になっています。列および列タグ
を更新するには、これらの行の非表示を解除する必要があります。このためには、非表示行
の上と下の行を選択してから、セルの高さを更新します。12.75という設定がセルの標準の高
さです。この設定では、シートの選択した範囲の非表示行がすべて表示されます。変更を行
った後で、行を再び非表示にすることができます。
 

 

Excelを使用した複数期間データ・ロードの追加
Excel試算表テンプレートを使用して、データを複数期間にロードすることもできます。これ
を行うには、複数期間インポート・フォーマットを使用してデータ・ルールを作成します。
インポート・フォーマットは詳しいマッピングを含む必要はありません。定義が複数期間で
あることのみが必要です。複数期間データ・ルールを使用して、Excel試算表ファイルをイン
ポートできます。ダミーのインポート・フォーマットを作成して、複数の期間の仕様を選択
するのみです。複数期間のデータをロードするには、列ヘッダーが V1:PeriodKey、
V2:Periodkeyなどのフォーマットである必要があります。期間キーは YYYY/MM/DD形式で
指定してください。データ・ルールにソース期間マッピングを定義する必要はありません。
範囲を更新し、追加の列が範囲に含まれるようにする必要もあります。次に、Excelファイル
のサンプルを示します。

ノート:

期間が連続しない場合は、タグに期間キー(V1:2016/1/31など)を含める必要があり
ます。期間が連続している場合は、期間キーが無視され、ルールの実行中に選択さ
れた開始/終了を使用して期間が定義されます。
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ノート:

Excelのテンプレートでは、タグとデータの 1行目の間に空の行が必要です。

 

 

Excelマッピングのインポート
インポート・オプションを選択し、Excelマッピングを選択して、Excelマッピングを
インポートできます。

ノート:

Excelテンプレートを使用するマッピング・ルールのインポートでは、マッ
ピング・スクリプトを指定する場所はありません。

Excelマッピングをインポートするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を
選択します。

2. 「すべてのマッピング」タブを選択します。
3. 「インポート」ドロップダウンから、「Excelからインポート」を選択します。
4. 「インポートするファイルの選択」から、インポートする Excelファイルを選択し、
「OK」をクリックします。

5. 「インポート・モードと検証を選択してください」の「インポート・モード」で、
インポート・モードを選択します。
 

 

• マージ - アプリケーション内のデータを Excelデータ・ロード・ファイル内の
データで上書きします。
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• 置換 - Excelデータ・ロード・ファイルのディメンションの値をクリアし、既存ファ
イルの値で置換します。

6. 「検証」をクリックしてマッピングを検証します。
7. 「OK」をクリックします。
マッピングは、デフォルトのデータ・ロード・ルールを継承し、システム生成マッピング
という説明を表示します。

仕訳テンプレートを使用したデータのインポート
Oracle Hyperion Financial Managementでは、データが基本レベル・エンティティに入力(ロ
ード)された後、仕訳を使用してデータを調整します。仕訳には、アプリケーションで行われ
た変更の監査証跡機能があり、調整を行ったユーザーや、影響を受けた勘定科目、エンティ
ティ、期間を特定できます。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、Financial
Managementの仕訳エントリを仕訳テンプレートにロードできます。このテンプレートは、
仕訳エントリの入力画面としてフォーマットされた Excelスプレッドシートです。
FDMEE仕訳テンプレートは通常、次のタイプの調整に使用されます:

• 総勘定元帳ファイルに対する GAAP調整
• 総残高勘定のロールフォワード勘定科目への変換(開始、加算、減算、終了)

• 補足データ入力(ヘッド・カウント、比率など)

仕訳テンプレートのロードに関するその他の考慮事項
仕訳テンプレートをロードする際、次の事柄に注意してください:

1. 仕訳は、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionユーザ
ー・インタフェースにより手動でのみロードできます。オフライン・モードやバッチ・モ
ードでは、仕訳をロードできません。

2. Oracle Hyperion Financial Managementの仕訳グループは、仕訳ラベルを除いてサポート
されていません。仕訳テンプレートの仕訳 IDは Financial Managementへのロード時に
仕訳ラベルとして使用され、グループは空白のままです。

3. 仕訳ごとにロードされる説明は 1つのみで、ロード・プロセスでは、仕訳の説明として見
つかった最後の説明が使用されます。

4. レガシー Oracle Hyperion Financial Data Quality Management製品で提供されていた仕
訳データ検証のための UpCheck機能は、FDMEEでは使用できません。ユーザーは、カ
スタム・イベント・スクリプトを使用して、類似機能を提供できます。イベント・スクリ
プトの使用を参照してください。

Financial Managementの仕訳の統合
Oracle Hyperion Financial Management仕訳機能を Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionと統合するには、FDMEEアプリケーション・オプションを
設定し、データ値を統合する必要があります。
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Financial Managementアプリケーションのオプション
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで仕訳機能を
使用する前に、次の Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーション・オプ
ションを設定する必要があります:

• 仕訳のロードを使用可能にする
• エンティティごとの JV IDが使用可能な仕訳
• 仕訳の調整属性
• 仕訳ステータス
前述のオプションの設定の詳細は、Financial Managementのアプリケーション・オプ
ションの定義を参照してください。

データ値
データ値は、Oracle Hyperion Financial Managementマルチディメンション・ターゲッ
ト・システムと統合する際のみに使用される追加のディメンションです。ディメンシ
ョンの名前は「値」です。このディメンションのメンバーは[Contribution Adjs]と[Parent
Adjs]です。データが Financial Managementにロードされるとき、データのロード先を
示すために値ディメンションのメンバーを指定します。Oracle Hyperion Financial
Data Quality Management, Enterprise Editionのロケーション定義で、「データ値」フィ
ールドに値ディメンションのエントリを指定します。「検索」リンクを選択すると「デ
ータ値」が「ロケーション」画面に設定されます。
FDMEEがロード・ファイルを作成すると、このディメンション値はこのロケーション
によってロードされた各データ行に入力されます。Financial Managementと統合する
には、このフィールドに値を入力する必要があります。入力しないと、検証は失敗し
ます。デフォルト値はデータ値<エンティティ通貨>です。
仕訳を Financial Managementにロードする場合、データ・ロードと仕訳ロードのため
に値ディメンション・メンバーを指定できます。最初の「;」のフィールドはデータ・
ロードに使用される値メンバー、「;」による 2番目のフィールドは仕訳ロードの値メン
バーです。
テンプレートを使用するとき、システムは、ロケーションの値メンバー・フィールド
で ";"で区切られた 2番目のフィールドを探して、値メンバーを選択します。
「検索」が選択されると、FDMEEが Financial Managementに接続して、有効なデータ
値のリストを取得します。FDMEEは、Financial Managementから値を取得し、
FDMEEが作成した行(元の値と調整データ値の連結)を追加します。FDMEEは、この
ように新たに作成された行を使用して、Financial Managementへの仕訳のロードを管
理します。
データ値選択画面で FDMEEが作成する行を次に示します:

• [Contribution Adjs];[Contribution Adjs]

• [Contribution Adjs];[Parent Adjs]

• [Contribution Adjs];<Entity Curr Adjs>

• [Contribution Adjs];<Parent Curr Adjs>

• [Parent Adjs];[Contribution Adjs]

第 3章
データのロード

3-118



• [Parent Adjs];[Parent Adjs]

• [Parent Adjs];<Entity Curr Adjs>

• [Parent Adjs];<Parent Curr Adjs>

• <Entity Curr Adjs>;[Contribution Adjs]

• <Entity Curr Adjs>;[Parent Adjs]

• <Entity Curr Adjs>;<Entity Curr Adjs>

• <Entity Curr Adjs>;<Parent Curr Adjs>

仕訳テンプレートのダウンロード
仕訳テンプレートを使用して仕訳をロードする場合、サーバーにアップロードされている仕
訳テンプレートをデータ・ロード・ワークベンチから選択できます。テンプレートは既存の
POVに関連付けられています。テンプレートに必要な値の入力が済んだら、リロード(サーバ
ーにポスト)し、その POVに対する新規データ・ロード・ルールを作成して、データ・ロー
ド・ルールに「仕訳」というロード・タイプを指定します。
仕訳テンプレートをダウンロードするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」を選択
します。

2. POVで、ダウンロードする仕訳テンプレートに関連付けられている POVを選択します。
3. 「テンプレートのダウンロード」で、「仕訳」を選択します。
4. 「開く」画面で、テンプレートを開くか保存し、「OK」をクリックします。

仕訳テンプレートの定義
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition仕訳テンプレートを
定義するには、メタデータ・ヘッダーを指定します。このメタデータ・ヘッダーは、FDMEE
がテンプレートに含まれているデータを解釈するために使用します。メタデータは、どの列
に勘定科目番号が含まれるか、どの期間をロードするかを FDMEEに示すための一連のタグ
で構成されます。ヘッダー情報やロードするデータの場所をシステムに示すために名前付き
範囲が使用されます。仕訳テンプレートの場合、名前付き範囲は upsJournalと呼ばれます。
次に示す詳細は、名前付き範囲内の関連する行に対応します。FDMEEに含まれるテンプレー
トには、行 16から開始する範囲があり、メタデータは範囲内の行 1から開始します。FDMEE
で提供されるテンプレートの例を次に示します。
サンプルの仕訳テンプレートには、実際にインポートされたデータが 2行と、メタデータが
5行含まれます。行 1～5にはメタデータ、行 6と 7にはデータ値が含まれます。
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メタデータ構造
メタデータのヘッダー(行 1から 5まで)によって、このテンプレートで処理するデータ
の関連セグメントを見つける方法が Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionに指示されます。次の行 1～5に関する項で、メタデ
ータの各部分が FDMEEによって使用される方法を説明します。

行 1 (仕訳 IDとロケーション・タグ)

範囲の行 1のタグが、仕訳 ID、およびデータのロード先である Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionの設定に使用されます。仕訳
IDは「勘定科目」列の行 1に配置する必要があります。ロケーション・タグを「金額」
列の行 1に配置します。

行 2 (FDMEEカテゴリ・タグ)

範囲の行 2のタグは、仕訳がロードされる Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionのカテゴリを設定します。カテゴリは、有効な
FDMEEカテゴリであることが必要です。FDMEEカテゴリ・タグは「金額」列に配置
する必要があります。

行 3 (FDMEE期間タグ)

範囲の行 3のタグは、データのロード先の期間を設定します。期間は Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionの有効な期間であることが必
要です。このタグは「金額」列に配置する必要があります。

行 4 (ロード方法タグ)

範囲の行 4のタグは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Edition内での仕訳ロードの方法を設定します。同じ仕訳 IDの既存の仕訳に追加する
には、文字「A」を入力します。同じ仕訳 IDの仕訳が同じ FDMEE視点に存在する場
合、新しい仕訳は以前発行された仕訳に追加されます。同じ仕訳 IDの既存の仕訳を置
換するには、文字「R」を入力します。
同じ仕訳 IDの仕訳が同じ FDMEE視点に存在する場合、新しい仕訳によって古い仕訳
が置換されます。このタグは「金額」列に配置する必要があります。次の表では使用
可能なタグを定義しています。「AZ」および「RZ」設定は、「A」と「R」の方法と同
じように機能しますが、ゼロ値の金額がすべて抑制される点が異なります。
表 3-15 仕訳ロード方法と対応するタグ

方法 有効なタグ
仕訳の追加 A、Append

仕訳の置換(デフォルト) R、Replace

仕訳の追加 - ゼロ抑制 AZ

仕訳の置換 - ゼロ抑制 RZ
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行 5 (ディメンション・タグ)

行 5のタグは、金額がロードされるディメンションを定義します。指定できるディメンショ
ン・タグを次の表に示します。
表 3-16 仕訳ロード方法と対応するタグ

Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionディメンショ
ン

有効なタグ

勘定科目(必須) A, Account, SrcAcctKey

中央(必須) C, Center, SrcCenterKey

説明(オプション) D, Description, SrcAcctDesc

会社間カウンタ・パーティ(オプション) I, IC, ICCoParty

ユーザー定義 1 - ユーザー定義 20 (オプション) 1-20, UD1-UD20, UserDefined1-UserDefined20
金額(必須) V, Amount, SrcAmount

仕訳テンプレート内での範囲名の作成
列の範囲はテンプレートにあらかじめ定義されており、行 5-13の冒頭のセクションに入力
し、必要な列を追加するだけです。Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionは、名前付き範囲を評価して、POV、ロード方法およびロードするデータ
を特定します。
独自の仕訳テンプレートを作成するには、すべてのメタデータとデータ・セルを含み、接頭
辞 upsで始まる範囲名を作成します。たとえば、標準テンプレートの場合、[upsStandardJV
(B16 to J33]という範囲名を作成します。
次の図は、仕訳テンプレートを表しています。このテンプレートでは、メタデータは行 1–5
ではなく、行 16–20にあることに注意してください。テンプレートには、行 16から始まる
upsJournalがあります。したがって、行 16-20が upsJournalの最初の 5行です。行 4-14
は、ユーザーによるメタデータ・ヘッダーの作成を支援する単純なインタフェースです。メ
タデータ情報はここに入力され、メタデータ・ヘッダーによって参照されます。
(仕訳データは、範囲に行を追加して、それぞれの列に入力する必要があります。最も簡単な
方法は、行を既存の範囲に追加して、1つの範囲だけを使用し、デフォルトの upsJournalを
使用することです。ターゲット・アプリケーションのディメンショナリティに基づいて列を
スプレッドシートに追加します。)
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仕訳テンプレートには、次のディメンションが含まれる必要があります。
• 勘定科目 - 仕訳勘定科目です(必須)。
• エンティティ  - 仕訳エンティティです (必須)。
• 会社間 - (Financial Consolidation and Closeで使用されない場合、オプション。)
• 増減 - 期間から期間へのデータの変化(必須)

• 複数 GAAP - 期間から期間へのデータの変化(オプション)

• カスタム 1、カスタム 2ディメンション - ターゲット・アプリケーションで使用さ
れない場合、オプション

• 金額 - (必須)

• 説明 - (オプション)

仕訳の処理
仕訳の処理プロセスは次のとおりです:

1. 仕訳ファイルを inboxディレクトリから Excel形式でロードします。
2. 仕訳に入力された POVが Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,

Enterprise Editionの現在の POVと一致するかどうかを確認します。ups範囲も確
認されます。
仕訳をチェックインすると、FDMEEは、名前が upsで始まるすべての範囲のテン
プレートを調べます。次に、各 ups範囲で見つかったメタデータ・タグを調べて検
証します。FDMEEは、無効な範囲を含んでいるメタデータ・セグメントをチェッ
クインしません。

3. 仕訳を転記します。
仕訳のロード

仕訳をロードするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ワークベンチ」
を選択します。
仕訳をロードすると、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionは現在の POVを使用して、ロケーション、カテゴリおよび期間
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を決定します。別の POVを使用する場合は、データ・ロード・ワークベンチで別の POV
を選択します。

2. 「仕訳のロード」をクリックします。

3. 「仕訳のロード」画面で仕訳ファイルを参照し、「選択」をクリックします。

a. 仕訳テンプレートをアップロードしたサーバーから、ロードする仕訳テンプレートを
選択し、「OK」をクリックします。
仕訳が正常にロードされると、「確認」ボタンが有効になります。
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ノート:

FDMEEから Financial Consolidation and Closeのターゲットに仕訳
をロードする際、FDMEE(クラウド)で勘定科目タイプが判別される
ことを考慮し、貸方/借方を変換します。正数はすべて借方として、
負数はすべて貸方としてロードされます。勘定科目タイプにその他
の貸方または借方の符号を指定する必要がある場合は、データ・ロー
ド・マッピングの符号の変更機能を使用するか、別のカスタマイズ方
法を使用して、仕訳のロードの貸方/借方の変更を処理してください。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Edition (オンプレミス)から Financial Consolidation and Closeのタ
ーゲットに仕訳をロードする際、FDMEEでは勘定科目タイプが判別
されないことを考慮するか、貸方/借方を選択してください。正数は
すべて貸方として、負数はすべて借方としてロードされます。勘定科
目タイプにその他の貸方または借方の符号を指定する必要がある場
合は、データ・ロード・マッピングの符号の変更機能を使用するか、
別のカスタマイズ方法を使用して、仕訳のロードの貸方/借方の変更
を処理してください。

b. オプション: 仕訳ファイルをダウンロードするには、「ダウンロード」をクリッ
クし、仕訳ファイルを開くか保存します。

c. オプション: 仕訳ファイルをアップロードするには、「アップロード」をクリッ
クし、アップロードするファイルに移動して、「OK」をクリックします。

4. 「確認」をクリックし、仕訳を検証してロードします。
仕訳の確認を参照してください。

仕訳の確認
仕訳は転記する前に確認する必要があります。このプロセスでは、仕訳の Excelファ
イルに入力された POVが現在の POVと一致するかどうかが検証されます。また、ups
範囲が有効であることも確認されます。検証が正常終了すると、「転記」ボタンが有効
になります。

ノート:

仕訳のインポート・ファイルが XLSまたは XLSXでない場合、確認機能は使
用できません。

仕訳をチェックするには:

1. 正常にロードされた仕訳ファイルが「ファイル」フィールドに表示されることを確
認します。
仕訳ファイルは Excelファイル・タイプ(.xls)である必要があります。

2. 「確認」をクリックします。
3. 処理方法について「オンライン」または「オフライン」を選択します。
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オンラインでの確認はすぐに実行され、オフラインでの確認はバックグラウンドで実行さ
れます。
仕訳の確認時、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
は、名前が upsで始まるすべての範囲について仕訳ファイルを調べます。次に、各 ups範
囲で見つかったメタデータ・タグを調べて検証します。FDMEEは、無効な範囲を含んで
いるメタデータ・セグメントを確認しません。
FDMEEによる仕訳の検証が終わると、「仕訳ファイルが正常に確認されました。」という
メッセージが表示されます。

仕訳の転記
仕訳の検証(確認)が正常に終了したら、仕訳を転記できます。仕訳を転記すると、「インポー
ト・フォーマット」画面に表示されたデータの追加または置換が行われます(仕訳内で指定さ
れているロード方法により決定されます)。
仕訳を転記するには:

1. 仕訳を選択します。
2. 「転記」をクリックします。

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで仕訳が転記さ
れると、次のメッセージが取得されます: 仕訳ファイルが正常にロードされました。

仕訳のセキュリティ
「POVロック」オプションが有効な場合は、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Edition管理者およびエンド・ユーザーによる FDMEEグローバル
POVへの仕訳の転記は制限されます。

ユニバーサル・データ・アダプタを使用したデータのロード
ユニバーサル・データ・アダプタを使用すると、外部ソース表/ビューの情報を(SQL表からな
ど)、オープン・インタフェース表をバイパスして Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionに直接統合できます。このため、ソース・システムおよびソ
ース・アダプタ詳細で、サポートされているデータ・ソースを確認できます。また、この機
能によって、事前パッケージ済アダプタが使用できない場合、または事前パッケージ済アダ
プタから必要なデータが提供されない場合に、ユーザーが基礎となるデータベースへのアク
セス権を持っているソース・データに簡単に接続することもできます。この機能は、任意の
ソース表またはビューへの直接統合を効果的に実現します。
ユニバーサル・データ・アダプタを FDMEEと統合するプロセスは、大まかには次のように
なります:

1. Oracle Database Integratorで、ソース・システムのデータ・サーバーおよび物理スキー
マを作成します。

2. ODIでアダプタの適切なテクノロジに対して論理スキーマを作成し、物理スキーマにマッ
プします。

3. FDMEEで、ソース・システムを登録します。
4. ソース・アダプタを作成します。
5. ターゲット・アプリケーションを(Oracle Enterprise Performance Management Systemア
プリケーションとして)登録します。
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6. インポート・フォーマットを作成(ソース表/ビューの列とターゲット・ディメンシ
ョンをマップ)します。次に ODIシナリオを再生成します。

7. ロケーションを作成します。
8. 期間マッピングを作成します
9. カテゴリ・マッピングを作成します。
10. データ・ロード・マッピングを作成します。

Oracle Database Integrator (ODI)でのユニバーサル・データ・アダプタ
の定義

ユニバーサル・データ・アダプタは Oracle Data Integrator (ODI)に依存して、データを
ターゲット・アプリケーションにインポート、変換、検証およびエクスポートします。
そのため、データを ODI内の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionにシードする方法を指定する必要があります。

ユニバーサル・データ・アダプタ・ソースのデータ・サーバーおよび物理
スキーマの作成

ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
(Oracle、MSSQL Server、MySQL、Teradataおよび DB2)によって提供されるユニバ
ーサル・データ・アダプタ用のデータ・サーバーおよび物理スキーマを作成する方法
について説明します。
ユニバーサル・データ・アダプタ・ソースのデータ・サーバーおよび物理スキーマを
作成するには:

1. Oracle Data Integrator Studio (ODI)を起動します。
2. 「トポロジ」、「物理アーキテクチャ」、「テクノロジ」の順に移動し、データ・サー
バーのテクノロジを選択します。
 

 
たとえば、「Oracle」または「Microsoft SQL Server」を選択します。

3. データ・サーバーを右クリックして「新規」を選択します。
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4. 外部データベースの JDBCの詳細を入力します。
5. ステップ 3で作成したデータ・サーバーを右クリックして「新規物理スキーマ」を選択し
ます。
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6. 「トポロジ」、「論理アーキテクチャ」、「テクノロジ」の順に移動し、論理スキーマ
のテクノロジを選択します。
次に示すとおり、データベース・テクノロジごとに論理スキーマに名前を付けま
す。
• ユニバーサル・データ(Oracle) - UDA_ORCL

• ユニバーサル・データ(SQL Server) - UDA_MSSQL

• ユニバーサル・データ(MySQL) - UDA_MYSQL

• ユニバーサル・データ(Teradata) - UDA_TD

• ユニバーサル・データ(DB2)—UDA_UDB

• ユニバーサル・データ(DB2 400)—UDA_DB2_400

• ユニバーサル・データ(SAP HANA)—UDA_HANA
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SAP HANAの構成
SAP HANAを Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionとと
もに使用するには、次のステップが必要です。
SAP HANAを設定するには:

1. SAP HANA (njdbc.jar)への接続に使用する jdbc jarをターゲット・ロケーション:
\Oracle\Middleware\user_projects\domains\EPMSystem\libにダウンロードします。
jdbc jarファイルは SAPによって提供されます。

2. <EPM_ORACLE_HOME>\products\FinancialDataQuality\odi\11.1.2.4.00\masterrepフ
ォルダから SAP HANAテクノロジをインポートします。

3. 次の値を使用して、モデル・フォルダ"Universal Data Adapter Model"に SAPモデルを作
成します:
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• 名前 –– HANAソース
• コード –– HANAソース
• テクノロジ –– SAP HANA

• 論理スキーマ –– UDA_HANA

ノート:

モデル・フォルダ"Universal Data Adapter Model"が使用できない場合、
次のロケーションからインポートします:
<EPM_ORACLE_HOME>\products\FinancialDataQuality\odi\11.1.2.4.0
0\workrep。

4. HANA Adapter Projectをインポートします。
5. HANAへの接続を作成し、コンテキスト内のそれに論理スキーマ UDA_HANAをマ
ップします。

FDMEEでのユニバーサル・データ・アダプタの操作
ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで
のユニバーサル・データ・アダプタの構成および使用方法を説明します。

ユニバーサル・データ・アダプタのソース・システムの操作
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでユニバーサ
ル・データ・アダプタを使用する前に、データのインポート元となるデータ・ソース
を登録します。
FDMEEでは、次のデータ・ソースからのデータ抽出をサポートしています:

• Oracleデータ・ソース – UDA_ORCL

• MSSQLServerデータ・ソース – UDA_MSSQL

• MySQLデータ・ソース – UDA_MYSQL

• Teradataデータ・ソース – UDA_TD

• DB2データ・ソース – UDA_UDB

• DB2 400データ・ソース - UDA_DB2/400

• SAP Hana – UDA_HANA

 ユニバーサル・データ・アダプタのソース・システムを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
2. 「ソース・システム」で、「追加」をクリックします。
3. ソース・システム詳細を入力します:

a. 「ソース・システム名」で、ソース・システム名を入力します。
データ・ソースに使用する名前("Oracle売掛金データ"や"MYSQL買掛金デー
タ"など、特定のデータ・ソースを示す名前)を入力します。
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b. 「ソース・システムの説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
c. 「ソース・システム・タイプ」で、ユニバーサル・データ・アダプタのソース・シス
テムのタイプを選択します。
 

 

d. 「ODIコンテキスト・コード」で、特定のインスタンスへの接続について ODIで定義
されたコンテキスト・コードを指定します。
ODIコンテキスト・コードは、Oracle Data Integratorに定義されているコンテキスト
を参照します。コンテキストはソースおよびターゲットの接続情報をグループ化し
ます。
同じシード済テクノロジ(Oracle、MSSQL、MYSQL、Teradata、DB2または DB2 400)
の別のインスタンスからデータが導出されている場合、同じテクノロジ・タイプの別
のソース・システムを異なるコンテキストで登録できます。コンテキスト内で、ソー
ス・システム・タイプに属している論理スキーマを別のインスタンスにマップする必
要があります。

4. 「保存」をクリックします。
ソース・システムを追加した後、サマリー・リージョン内のソース・システムを選択する
と、下部ペインに詳細が表示されます。

ユニバーサル・データ・アダプタ・ソース・システムとターゲット・アプリケ
ーションの操作

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionターゲット・アプリ
ケーションの機能では、ユニバーサル・データ・アダプタ・ソース・システムを操作する際
に追加のステップが必要です。

ソース・アダプタの作成
ソース・アダプタは Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
における統合フレームワークであり、これによりソース・システムから柔軟かつカスタマイ
ズ可能な方法でデータを抽出できます。ユニバーサル・ソース・アダプタを使用して Oracle
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Data Integratorを構成すると、ODIはデータ・ルールの実行時に、ソースからターゲ
ットにデータを変換する場合に使用される一時データ表(tdataseg_t)に直接データを抽
出します。
ユニバーサル・データ・アダプタ機能を実装するもう 1つのステップとして、ソース
表から ODIを介して FDMEEにデータが移入される方法を指示する定義を作成しま
す。
ソース・アダプタでは、FDMEEは次の 6つのデータ・ソース用にソース・アダプタを
シードおよび設定します。
• Oracle

• MSSQL

• MYSQL

• Teradata

• DB2

• DB2 400

• SAP Hana

 ソース・アダプタを作成するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・アダプタ」を選択します。
2. 「ソース・アダプタ」で、「ソース・アダプタ」サマリー・タスク・バーから「追
加」をクリックします。
「ソース・アダプタ」サマリー・セクションに空白のエントリ行が追加されます。
「ソース・アダプタ」詳細セクションで次のステップを完了します。

3. 「アダプタ・キー」に、アダプタのユーザー定義の識別子を入力します。
4. 「アダプタ名」に、アダプタのユーザー定義の名前を入力します。
5. 「ソース・システム・タイプ」で、テクノロジ・タイプを選択します。
使用可能なオプション:

• Oracle

• MSSQL

• MYSQL

• Teradata

• DB2 UDB

• DB2 400

• SAP Hana

ソース・システム・タイプに基づいて、次のフィールドに自動的に移入されます。
• ODIパッケージ名
• ODIプロジェクト・コード

6. 「表名」で、ソースの表名を指定します。
7. 「保存」をクリックします。
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ソース列の追加
ソース列を追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・アダプタ」を選択します。
2. ユニバーサル・データ・アダプタを選択します。
3. 「表定義のインポート」をクリックして、列の詳細のすべてをソース表から戻します。
4. 「コンテキスト・コード」で、コンテキストを指定し、「OK」をクリックします。

ODIコンテキスト・コードは、Oracle Data Integratorに定義されているコンテキストを
参照します。コンテキストはソースおよびターゲットの接続情報をグループ化します。
コンテキストが選択されると、「ソース列」タブにソース表のすべての列が表示されます。

5. オプション: 「列名」に、ソース列名を入力します。
デフォルトでは、ステップ 3の「表定義のインポート」を選択した場合、「列名」に自動
的に移入されます。
ユニバーサル・データ・アダプタのソースとしてビューを使用する場合、選択したテクノ
ロジの予約語である列名を含めないでください。たとえば、"Year"という語は、Teradata
の予約語であり、ビューでは使用できません。

6. 列タイプに基づいて、「分類」で分類を選択します。
たとえば、次を選択します:

• 金額
• 年
• 期間
• 期間番号

7. オプション: 「表示名」に、インポート・フォーマットに使用する表示名を入力します。
デフォルトでは、ステップ 3(「表定義のインポート」)を選択した場合、「表示名」に自動的
に移入されます。通常は、列の機能名です。

パラメータの定義
「パラメータ」タブを使用して、ユニバーサル・データ・アダプタ用のパラメータ(フィルタ)
のリストを指定します。パラメータ定義には、変換されていないパラメータ名と変換済プロ
ンプトが含まれます。プロンプトは、データ・ルール・ページでの表示に使用されます。
 パラメータを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・アダプタ」を選択します。
2. ユニバーサル・データ・アダプタを選択します。
3. 詳細セクションで「パラメータ」タブを選択します。
4. 「パラメータ」タスク・バーで、「追加」を選択します。
「パラメータ名」、「パラメータ・データ・タイプ」、「条件」、「列名」、「デフォルト値」お
よび「パラメータ・プロンプト」用のエントリ・フィールドが表示されます。

5. 「パラメータ名」に、パラメータ名を入力します。
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たとえば、p_actual_flagと入力します。これは、ODIプロジェクトでのパラメー
タ名です。

6. 「パラメータ・データ・タイプ」で、パラメータのデータ型を選択します
使用可能なデータ型:

• 文字
• 数値
• 日付

7. 「条件」で、パラメータのタイプを指定します。
• 明示 - 「データ・ルール」に明示的な値を入力するように要求されます。この
値がソース表で正確に照合され、データが抽出されます。

• 範囲 - 「データ・ルール」に範囲値を入力するように要求されます。この範囲
の値がソース表で照合され、データが抽出されます。
含む - このタイプが選択されている場合、「データ・ルール」に複数の値を入
力するように要求されます。それらの値がソース表で照合され、データが抽出
されます。

• 類似 - 「データ・ルール」に文字列を入力するように要求されます。その文字
列で始まる値がソース表で照合され、データが抽出されます。

8. 「列名」に、フィルタとして使用するソース列名を入力します。
9. 「デフォルト値」に、「データ・ロード・ルール」画面でのデフォルト値を入力しま
す。
「明示」値を入力する場合は、X、XX、XXX形式を使用します。
「範囲」値を入力するときは、Xおよび XX形式を使用します。

10.「パラメータ・プロンプト」に、「データ・ルール」画面でパラメータに表示される
ラベルを入力します。
新規のパラメータが追加され、多言語環境にいる場合、ブラウザのロケールを適切
な言語に設定し、必要に応じてその言語でプロンプトを編集します。

11.「保存」をクリックします。
12.「テンプレート・パッケージの生成」をクリックします。
この例は、固定資産データ表の一般的な構造を示しています:
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固定資産表のデータ構造では、黄色でマークした列をパラメータとして追加してデータ・ル
ールでフィルタとして使用できます。
前述の表を使用する「ソース・アダプタ」画面で、次のようにパラメータを作成できます:

 

 

ドリル・スルー用 URLの定義
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、ドリル・スルー
で URLを使用するためのフレームワークを提供します。金額セル内のハイパー・リンクをク
リックすると、ソース・システムが新規の EPM Workspaceタブまたは新規ウィンドウ内に
起動します。インポート・フォーマット・マッピングに基づいてソース・システムで様々な
ページにドリルするために、複数のドリル・スルー URLが提供されます。
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ドリル・スルー URLを追加するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・アダプタ」を選択します。
2. 「ソース・アダプタ」で、「ドリル URL」タブを選択します。
3. 「ドリル URL」タスク・バーで、「追加」を選択します。
「ドリル URL名」、「ドリル URL」、「要求方法」および「ドリル URLプロンプト」
のエントリ・フィールドが表示されます。

4. 「ドリル URL名」に、ドリル・スルー URLのユーザー定義名を入力します。
5. 「ドリル URL」に、ドリル・スルーに使用される URLを入力します。
サーバーおよびポート情報のない URLを入力します。URLには、$記号で囲まれ
た TDATASEG表のパラメータ名および列名が含まれている必要があります。
たとえば、LEDGER_ID=$ATTR1$&GL_PERIOD=$ATTR2$を入力します。
前述の例では、ATTR1の値は LEDGER_IDパラメータの値として渡され、ATTR2は
GL_PERIODパラメータの値として渡されます。パラメータは&記号で区切られま
す。
ドリル URLのフォーマットでクライアントとサーバー間の request-responseを
指定するには、次のいずれかを入力します。
• Get - フォーム・データは URLにエンコードされます。たとえば、GET@http://

www.oracle.com/と指定します。方法が指定されない場合、GETが request-
responseとみなされます。

• Post - メッセージ本文にフォーム・データが表示されます。たとえば、
POST@http://www.oracle.com/と指定します。

6. 「ドリル URLプロンプト」に、ドリルスルー・プロンプト用のユーザー定義プロン
プトを入力します。
たとえば、Defaultと入力します。

ユニバーサル・データ・アダプタのソース・システムとインポー
ト・フォーマット

インポート・フォーマットでは、ソース・システムとターゲット・アプリケーション
をマップし、ソース列とターゲット・ディメンションをマップできます。インポート・
フォーマットの作成または変更後に、「「ODIシナリオの再生成」をクリックします。
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ユニバーサル・データ・アダプタ・ソース・システムとロケーション
ユニバーサル・データ・アダプタ・ソース・システムを使用する場合、Oracle Hyperion Financial
Data Quality Management, Enterprise Editionロケーションで追加のステップは不要です。
ロケーションは通常、ユニバーサル・データ・アダプタ用に作成済のインポート・フォーマ
ットをサポートします。
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ユニバーサル・データ・アダプタ関連ソースのためのデータ・ロ
ード・マッピング

指定されたディメンションのデータ・ロード・マッピングは、ファイルやその他のソ
ース・システムと似ています。

ユニバーサル・データ・アダプタ関連ソースのためのデータ・ロ
ード・ルール

データ・ロード・ルールを必要に応じて実行し、ソース・アプリケーションからター
ゲット・アプリケーションに残高をロードできます。
ソース・アダプタのパラメータ
「ソース・アダプタ」ページで定義されたパラメータは、ユーザーがデータ・ロード・
マッピング・ルールで選択できます:

 

 

カテゴリ・マッピング
様々なターゲット・シナリオのディメンション・メンバーに基づいてカテゴリを作成
できます。
これを行うには、シナリオ・メンバーを割り当てて必要なカテゴリを作成します。こ
れらのカテゴリは、データ・ルールの作成時に取得されます。
 

 

期間マッピング
「ソース・マッピング」タブで、ユニバーサル・データ・アダプタのソース・システム
を選択し、必要に応じてマッピングを指定します。次の例では、「GL年」、「GL期間」
および「GL期間番号」が、それぞれ「年」、「期間番号」、「期間」として分類されたソ
ース列と照合されます。
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「GL年」、「GL期間」および「GL期間番号」の各列は、次に示すように「ソース・アダプタ」
画面でソース表の列の分類されたフィールドにマップされています。
 

 

複数期間
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、外部表/ビュー・
データの複数期間データ・ロードをサポートしています。
外部表/ビュー・データの複数期間データ・ロードを設定するには:

1. 「ソース・アダプタ」画面で、「年」、「期間」および「期間番号」のソース列を分類しま
す。
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2. 「期間マッピング」画面で、ソース・マッピングを定義します。
詳細は、期間マッピングの定義を参照してください。
 

 

3. 「データ・ロード・ルール」で、「期間マッピング・タイプ」から「明示」を選択し
ます

4. 「カレンダ」で、「ソース期間マッピング」画面で指定したカレンダを選択します。
 

 

例 3-1 データ・ロード・ルールの実行
データ・ロード・ルールを実行する場合は、期間の範囲を指定します。
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Data Relationship Managementと FDMEEの統合
Oracle Data Relationship Managementは、エンタープライズ内を全体的に移動する前にレポ
ート構造を保持、分析および検証するためのハブとして機能します。これは、マスター・デ
ータ資産内での整合性を構築および維持するための変更管理ソリューションです。Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionと組み合せて使用すると、次
を実行できます:

• ERPシステムから Data Relationship Managementへのディメンションおよび階層のエ
クスポート。

• ERPシステムと EPMシステムの統合のための Data Relationship Managementからのデ
ータ・ロード・マッピングのインポート。

統合の設定
Oracle Data Relationship Managementと Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionの統合はターゲット・アプリケーションで有効化されます。
Data Relationship Management統合が有効な場合は、メタデータを Data Relationship
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Managementにエクスポートしたり、Data Relationship Managementからメンバー・
マッピングをインポートできます。
ターゲット・アプリケーションを登録するには:

1. 「設定」タブの「登録」で、「ターゲット・アプリケーション」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」サマリー・グリッドの「ターゲット・アプリケ
ーション」で、「追加」をクリックします。

3. ターゲット・アプリケーションを追加するか、ターゲット・アプリケーションを選
択します。
ターゲットの追加の詳細は、ターゲット・アプリケーションの登録を参照してくだ
さい。

4. 「DRMを使用可能にする」をクリックします。
5. 「アプリケーション詳細」から、「DRMオプション」タブを選択します。

6. 「アダプタ API URL」で、Data Relationship Management APIのアダプタ URLを
指定します。
アダプタ URLでは、Webサービスとの内部通信に使用される Data Relationship
Managementアプリケーションを指定します。

7. Webサービス URLで、Data Relationship Management Webサービスへのアクセ
スに使用されるWebサービスの完全な Data Relationship Management Web
Service Definition Language (WSDL)の URLを指定します。
oracle-epm-drm-webservicesをデプロイするWebサービス・アプリケーションの
マシン・コンピュータ名およびポート番号を入力します。

8. 「ユーザー名」で、Data Relationship Managementにアクセスするために使用する
ユーザー名を指定します。

9. 「パスワード」で、Data Relationship Managementにアクセスするために使用する
パスワードを指定します。

10. DRMプロファイルのインポートで、インポート・プロファイルの名前を指定しま
す。
インポート・プロファイルは、Data Relationship Management、インタフェース
表、およびフラット・ファイルからディメンションを更新します。インポート・プ
ロファイルを使用すると、マージされたディメンションの更新を共有ライブラリと
マージしたり、ディメンションの内容全体を置き換えることもできます。インポー
ト・プロファイルでは、ソースから対応する EPMAプロパティへ列をマッピング
できます。
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インポート・プロファイルには FDMEEターゲット・アプリケーション名、IPアドレス、
および Data Relationship Managementターゲット・アプリケーション名が含まれます。
インポート・プロファイルはロケーションの統合オプションタブで上書きできます。
インポート・プロファイルは Data Relationship Managementで構築されます。Data
Relationship Managementにはテンプレート・プロファイルが付属しており、そのままそ
れを使用するか、カスタマイズできます。テンプレート・プロファイル名は FDMEEに保
管されます。

11.「DRMプロファイルからエクスポート(マッピング)」で、エクスポート・プロファイルの
名前を指定します。
エクスポート・プロファイルを使用して、Data Relationship Managementからセグメン
ト値と階層をエクスポートできます。エクスポート・プロファイルは、様々なフォーマッ
トでデータを出力するエクスポート・タイプに基づきます。エクスポート・タイプには、
階層、比較、統合、バージョン、プロパティおよびログのエクスポートがあります。
DRMエクスポート・プロファイルには、FDMEEターゲット・アプリケーション名、IP
アドレス、および Data Relationship Management ターゲット・アプリケーション名が含
まれます。
エクスポート・プロファイルはロケーションの統合オプションタブで上書きできます。
エクスポート・プロファイルは Data Relationship Managementで構築されます。Data
Relationship Managementにはテンプレート・プロファイルが付属しており、そのままそ
れを使用するか、カスタマイズできます。テンプレート・プロファイル名は FDMEEに保
管されます。

12.「ターゲット・アプリケーション」で、「保存」をクリックします。
13.「DRMプロファイルのリフレッシュ」をクリックして、インポート・プロファイル、エク
スポート・プロファイルおよびドメインのリストを値リストに表示します。

14. ディメンション詳細を定義します。
アプリケーションのディメンションの詳細の定義を参照してください。

Data Relationship Managementおよび FDMEEのロケーション
デフォルトでは、Oracle Data Relationship Managementのインポート・プロファイルとエク
スポート・プロファイルはアプリケーション・レベルで定義されます。Data Relationship
Managementデータのインポートまたはエクスポート元のソース・システムが複数ある場合
は、アプリケーション・レベルではなく、ロケーション・レベルでインポート・プロファイ
ルまたはエクスポート・プロファイルを選択できます。これによって、選択したソース・シ
ステム(EBSまたは PeopleSoftなど)からのソース値に対するエクスポート・マッピングのみ
が行われるように、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
ロケーションのコンテキストを指定できます。異なる Data Relationship Managementイン
ポート・プロファイルおよびエクスポート・プロファイルを「ロケーション」オプションの
「統合オプション」タブで選択できます。

Data Relationship Managementと FDMEEのメタデータ・ルール
ディメンションを Data Relationship Managementにインポートして、プロパティを編集した
り、ディメンションを管理できます。この情報は Data Relationship Managementから他の
EPMアプリケーションにエクスポートできます。ディメンションは、Oracle Data
Relationship Managementインポート・プロファイルを使用して Data Relationship
Management内の階層にマッピングされます。
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Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、ERPシス
テムから Data Relationship Managementへのディメンションと階層のロードをサポ
ートします。メタデータ・ロードの重要事項は次のとおりです:

• ディメンションごとに Data Relationship Managementドメインを指定する必要が
あります。このドメインは、Data Relationship Managementの統合がターゲット・
アプリケーションで有効になっている場合に必要です。LOVから、適切な DRMド
メインを選択します。

• ディメンション名はターゲット・ディメンションの名前です。
FDMEEでは発効日を使用して階層バージョンを決定します。

• Data Relationship Managementは複数の階層をサポートするため、FDMEEではバ
ージョンを親メンバーに連結しません。

Data Relationship Managementのメタデータ・ルールを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「メタデータ」で、「メタデータ・ルール」を選択します。

ノート:

各ターゲット・アプリケーションの同じ元帳またはビジネス・ユニット
に対して、複数のメタデータ・ルールを作成することはできません。

2. 「POV」バーからメタデータ・ルールに使用する場所を選択します。
3. 「追加」をクリックします。
ディメンション・マッピングのサマリー・グリッドの上部に空白行が表示されま
す。

4. 「統合オプション」の「マッピング」の詳細領域で、「ディメンション」からディメ
ンションを選択します。
インポート・フォーマットに基づいてディメンションが一覧表示されます。
ディメンションを選択すると、「ディメンションの分類」フィールドが事前に入力
されます。

5. 「DRMドメイン」で、ドメイン名を選択します。
ドメインは管理者によって作成され、データ・マネージャ・ユーザー役割またはバ
ージョン所有者によってバージョンに関連付けられます。
ドメインの例としては、勘定科目、エンティティ、部門、製品、従業員およびプロ
ジェクトなどがあります。

6. 選択したディメンションごとにマッピングの詳細を定義します。
7. ディメンションごとにステップ 4から 6を繰り返します。
8. 「保存」をクリックします。
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Data Relationship Managementからのデータ・ロード・マッピングのイン
ポート

Oracle Data Relationship Managementからメンバー・マッピングをインポートできます。
Data Relationship Managementからのメンバー・マッピングのインポートでは、ターゲット・
メンバーに対する検証または検証なしオプションとともに、マージ・モードまたは置換モー
ドもサポートします。
マッピングが検証されてインポートされると、インポートされたマップが「データ・ロード・
マッピング」画面に表示されます。
Data Relationship Managementからメンバー・マッピングをインポートするには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・マッピング」を選択し
ます。

2. 「インポート」オプションから、「DRMからのインポート」を選択します。
3. 「インポート・モード」から、インポート・モードを選択します:

• マージ - アプリケーション内のデータをデータ・ロード・ファイル内のデータで上書
きします。

• 置換 - データ・ロード・ファイルのディメンションの値をクリアし、既存ファイルの
値で置換します。

 

 

4. 「検証」から、メンバー・マッピングを検証することを選択します。
検証によって、インポート済 GL内のすべてのデータに、対応するマッピングがあるか確
認します。

5. 「実行モード」で、インポートを実行するモードを選択します:

• オンライン - インポートを即時に処理します。
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• オフライン - インポートをバックグラウンドで実行します。
6. 「OK」をクリックします。
「DRMからのマップのインポートが正常に発行されました。」というメッセージが
表示されます。
DRMからのインポート・プロセスが正常に完了すると、データ・ロード・マッピ
ングを編集および更新できます。
「プロセスの詳細」を使用してインポートのステータスを確認できます。

Financial Close Managementと FDMEEとの統合
全体の Financial Closeプロセスの一部として、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionにより、Enterprise Resource Planning (ERP)システム
およびファイルから EPMアプリケーションへのデータ・ロードを実行できます。
Oracle Hyperion Financial Close Managementでは期末決算処理を管理し、Financial
Close Management内からデータ・ロード・アクティビティを開始します。決算プロ
セスには期限があり、ワークフロー主導のため、Financial Close Managementユーザ
ーは、タスク・アラートおよび通知に基づいてプロセスをトリガーします。
FDMEEと Financial Close Managementの統合は、対話モードを使用して実現されま
す。この種の統合では、Financial Close Managementユーザーは Financial Close
Managementのタスク・リンク(URL)をクリックして FDMEEのデータ・ロード・ワー
クベンチにアクセスできます。
このシナリオでは、ユーザーがデータのロード・タスクの電子メール通知に応答でき
ます。ユーザーがメールのリンク(URL)をクリックすると、データのロード元の
FDMEEにアクセスできます。
Financial Close Managementユーザーは、データ・ロード・ワークベンチに制御を移
して、対話型でルールの実行プロセスを続行できます。
リンク(URL)の例は次のとおりです。
http://<YourServer>:19000/workspace/index.jsp?
module=aif.launch&povLocationName=COMMA7DIM&povPeriodName=Jan-05&povCatego
ryName=Actual&povRuleName=COMMA7DIM

データ・ロード・ワークベンチに渡されるパラメータは次のとおりです。
• povRuleName - データ・ルール名
• povLocation - ロケーション
• povCategory - カテゴリ
• povPeriodName - 期間
URLを Financial Close Managementで定義する場合、次の点に注意してください:

• URLにはすべてのパラメータが必要です。
• パラメータにスペースが含まれている場合、パラメータの前後に引用符("()")を指定
せずに、空白を含めてパラメータを入力してください。(パラメータは、標準の URL
要求形式で渡されます。)

• URLの区切り記号は"&"です。
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データ・ロード、同期およびライトバック
次も参照:

• 概要
• データの同期およびライトバック

概要
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、様々な財務デ
ータ・ソースからデータをインポートし、そのデータを変換して検証するための様々な方法
をサポートしています:

• データ・ロード - ソース・システムからターゲット・システムへのマッピングの定義、
EPMターゲット・アプリケーションから ERPソース・システムへのデータのドリル・ス
ルーと表示、ファイルベースのソース・システムから EPMターゲット・アプリケーショ
ンへのデータのロード、ソース・システムからターゲット・システムへのデータの抽出と
プッシュの方法を記述したデータ・ロード・ルールの定義を行います。

• 同期 - アプリケーションのディメンショナリティに関係なく、EPMアプリケーション間
でデータを移動しますが、その際に EPMソース・アプリケーションからデータ・ファイ
ルを作成する必要はありません。

• ライトバック - 予算データをすべての EPMアプリケーションからソース・システムの
ERPアプリケーションにライトバックします。この機能を使用すると、Oracle Hyperion
Planningで作成された予算の Peoplesoftまたは Oracle E-Business Suite GLへのライト
バックあるいは Oracle Hyperion Financial Managementから E-Business Suiteや
Peoplesoftなどの ERPシステムへの調整仕訳の移行など、大きな利点があります。予算
データは、Planning、Oracle ASO Essbaseおよび Essbase ESOのアプリケーションか
らファイルベースのソース・システムにもライトバックできます。

データの同期およびライトバック
データ・ルールは、Enterprise Resource Planning (ERP)から EPMアプリケーションへのロ
ード、2つの EPMアプリケーション間でのデータの同期または EPMから ERPシステムへの
ライトバックに対して定義する必要があります。
• EPMアプリケーションから EPMアプリケーション(データの同期) - EPMアプリケーシ
ョン間でのデータの移動。たとえば、レポート用に Oracle Hyperion Financial
Managementから Oracle Essbaseにデータをコピーします。

• EPMアプリケーションから Enterprise Resource Planning (ERP)アプリケーション(ライ
トバック) - EPMアプリケーションから ERPアプリケーションへのデータの移動。たと
えば、Oracle Hyperion Planningで作成された予算を Peoplesoftまたは Oracle E-
Business Suite ERP GLにライトバックしたり、Financial Managementまたは Accounts
Reconciliation Managerから E-Business Suiteや Peoplesoftなどの ERPシステムに調整
仕訳を移動します

データの同期
データの同期によって、ソースとターゲットの Oracle Enterprise Performance Management
Cloudアプリケーションを選択し、データをマッピングするのみで、アプリケーションのディ
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メンショナリティに関係なく、EPM Cloudソース・アプリケーションとターゲット・
アプリケーションとの間でデータを同期し、マップすることができます。強力なマッ
ピング機能がすでに使用可能な場合、データはあるアプリケーションから別のアプリ
ケーションに簡単に変換できます。
たとえば、データの同期を使用して次のようにデータを移動します:

• Oracle Hyperion Planning入力キューブからレポート・キューブへ、
• 実績を Financial Consolidation and Closeから Planningのレポート・キューブへ

(差異レポートのため)。
データの同期によって使用可能になるタスクは、次のとおりです:

• 同期を作成および変更します。
• ソースおよびアプリケーション・アプリケーションを選択します。
• ソースおよびターゲット間のマッピングを定義します。
• レポート目的のために Oracle Hyperion Financial Managementから Oracle

Essbaseへデータをコピーします。
• 今後のプランニングのために Financial Managementから Planningに連結データ
をコピーします。

• 様々な法定報告書用にある Financial Managementアプリケーションから別の
Financial Managementにコピーします。

• Oracle Enterprise Performance Management Systemから Enterprise Resource
Planning (ERP)アプリケーションにデータを書き込みます。

• 同期を検証します。
• 同期を実行します。
• 同期アクティビティのログを表示します。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでのデータの
同期ステップの概要は次のとおりです:

ノート:

同期する EPMアプリケーションがターゲット・アプリケーションとして登
録されていることを確認してください。

1. インポート・フォーマット—ソースおよびターゲット EPM Systemアプリケーシ
ョンを選択します
インポート・フォーマットではディメンション・マッピングも定義されます。同期
がすべての関連要素を認識できるように、各ソースおよびターゲット・アプリケー
ションに対応するディメンションをマップします。
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ノート:

FDMEEが年次累計(YTDデータ)ではなく期別をロードするようにするには、イ
ンポート・フォーマットで"Periodic"値ディメンションをハードコードする必要
がある場合があります。

2. ロケーション—新しいロケーションを作成し、インポート・フォーマットに関連付けま
す。

3. データ・ロード・ルール—ソース・フィルタ・パラメータを定義します。
4. データ・ロード・マッピング - ソースからターゲットへのアプリケーション・マッピング
を定義します。

5. 実行—データ・ルールを実行すると、ソース EPM Systemのデータがファイルに抽出さ
れます。データ・ロード・ワークフロー・プロセスを使用し、データをインポートして処
理できます。

6. エクスポート—データを同期します。
同期でのデータ・ロード・ルールの使用

データを同期する場合、ソース EPMアプリケーションからターゲット EPMアプリケーショ
ンへ抽出するレコード(行)を指定します。
さらに、次のことを実行できます:

• ソース・フィルタ・オプションを指定してディメンションを選択し、各ディメンションに
フィルタ条件を入力します。

• ディメンション内で、メンバーを参照して選択します。
• データを単一期間または一定範囲の期間にロードします。
• アプリケーションのターゲット・オプションを追加または変更します。
ターゲットの EPMまたは Enterprise Resource Planning (ERP)システム(ファイルベースの
ソース・システム)に対してデータ・ロードの詳細を定義するには:

1. 「名前」に、データ・ロード・ルール名を入力します。
2. 「カテゴリ」で、カテゴリを選択します。
リストされているカテゴリは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionの設定(「実績」など)で作成したカテゴリです。カテゴリ・マッピング
の定義を参照してください。

3. オプション: 説明を入力します。
4. 「プラン・タイプ」で、プラン・タイプを選択します。

FDMEEでは、最大 6つのプラン・タイプ(カスタムおよび Oracle Hyperion Planningアプ
リケーションを含む)のデータ・ロードがサポートされます。

5. 「期間マッピング・タイプ」で、「デフォルト」または「明示」を選択します。
6. オプション: ソース・フィルタ・オプションを追加または変更します。
ソース・フィルタの定義を参照してください。

7. オプション: ターゲット・オプションを追加または変更します。
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ターゲット・アプリケーションの登録を参照してください。
8. 「保存」をクリックします。

デフォルトまたは明示期間マッピング・タイプの使用
1つの期間または期間の範囲に対するデータ・ルールを実行できます。標準のデータ・
ロード・プロセスと同様に、ターゲット・アプリケーションのグローバルまたはアプ
リケーション期間マッピングが使用されます。

ノート:

期間範囲を指定する場合は、開始および終了期間が単一会計年度内にあるこ
とを確認します。データ範囲が会計年度をまたがる場合は、データが重複し
ます。

抽出するソース期間は、期間マッピング・タイプによって決定されます。
デフォルトの期間マッピング

デフォルトの期間マッピングは、期間キーに基づくアプリケーションまたはグローバ
ル期間マッピングを使用した、ソース・アプリケーション期間のリストにデフォルト
設定されています。ソース期間のリストは、年および期間フィルタとして追加されま
す。たとえば、Oracle Hyperion Financial Managementから Oracle Essbaseにロード
されたデータをロードできます。
次の例では、期間 Jan-14から Mar-15について、Financial Managementアプリケーシ
ョンの期間マッピングが Essbaseアプリケーションの期間マッピングにロードされて
います:

表 3-17 Financial Managementアプリケーションの期間マッピング

期間 年 月
1/1/2014 2014 1月
2/1/2014 2014 2月
3/1/2014 2014 3月

表 3-18 Essbaseアプリケーションの期間マッピング

期間 年 月
1/1/2014 FY14 1月
2/1/2014 FY14 2月
3/1/2014 FY14 3月
上記の例を使用すると、データがロードされる際に、Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionは次のようになります:

1. Essbaseの期間マッピングを使用して、期間キーのリストを決定します: 1/1/2014、
2/1/2014および 3/1/2014。
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2. Financial Managementの期間マッピングを決定し、それらを AIF_PROCESS_PERIODS
表に挿入します。

ノート:

ターゲット・アプリケーションの期間(例: 四半期)がソース期間(例: 月別)よりも
大きい場合、特定のターゲット Essbase期間への複数のソース Financial
Management期間マッピングが可能です。

3. 2014を年フィルタとし、1月、2月、3月を期間フィルタとして追加します。
明示期間マッピング

ソース期間およびターゲット・アプリケーション期間の細分度が異なる場合、明示方法によ
るデータ・ロードが使用されます。
たとえば、Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションからは月単位、Oracle
Hyperion Planningからは四半期単位のデータをロードする必要があります。
次の例では、期間 Jan-14から Mar-15について、Financial Managementアプリケーションの
期間マッピングが Oracle Essbaseアプリケーションの期間マッピングにロードされていま
す:

表 3-19 Financial Managementアプリケーションの期間マッピング

期間 年 月
1/1/2014 2014 1月
2/ 1/2014 2014 2月
3/1/2014 2014 3月
4/1/2014 2014 4月
5/1/2014 2014 5月
6/1/2014 2014 6月

表 3-20 Planningアプリケーションの期間マッピング

期間 年 月
1/1/2014 FY14 Q1
4/1/2014 FY14 Q2

このマッピング方法の結果:

表 3-21 Result of loading Financial Managementアプリケーションの期間マッピングから Planning
アプリケーションの期間マッピングへのロードの結果

期間 年 月 会計年度 四半期
1/1/2014 2014 1月 FY14 Q1
2/1/2014 2014 2月 FY14 Q1
3/1/2014 2014 3月 FY14 Q1
4/1/2014 2014 4月 FY14 Q2
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表 3-21 (続き) Result of loading Financial Managementアプリケーションの期間マッピングから
Planningアプリケーションの期間マッピングへのロードの結果

期間 年 月 会計年度 四半期
5/1/2014 2014 5月 FY14 Q2
6/1/2014 2014 6月 FY14 Q2

上記の例を使用すると、データがロードされる際に、Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionは次のようになります:

1. 期間キー(1/1/2014、4/1/2014)を判別します。
2. これらの期間キーに Financial Managementから Financial Managementへの期間
マッピングを判別します。
このマッピングは年: 2014および期間: 1月、2月、3月、4月、5月、6月を返し
ます

3. 年と期間をソース・フィルタとして追加します。
ソース・フィルタの定義

ソース・フィルタを使用すると、ディメンションを選択して、各ディメンションのフ
ィルタ条件を入力できます。
ソース・フィルタ・オプションを定義して、Oracle Hyperion Planningアプリケーショ
ンから抽出して一般会計にロードする予算データのサブセットを指定できます。
EPMソース・フィルタ・オプションを定義するには:

1. 「ソース・フィルタ」で、 をクリックします。
2. 「ディメンション名」を選択します。
3. フィルタ条件を割り当てるには、次の操作を実行します:

• フィルタ条件テキスト・ボックスに、メンバー名またはフィルタ条件を入力し
ます。
たとえば、Oracle Essbase構文を使用してメンバー名またはフィルタ条件を
入力します。ディメンションによっては、予算データの抽出に使用するフィル
タ条件として 1つ以上のメンバーを選択できます。たとえば、エンティティ・
ディメンションでは、E1、E5および E6の各メンバーを選択できます。
Essbase構文の詳細は、『Oracle Essbaseデータベース管理者ガイド』を参照
してください。
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ノート:

代替階層全体で Essbaseソース・ディメンションがメンバーを共有する場
合は、ソース・フィルタを使用して重複を削除する必要があります。たとえ
ば、親メンバー Alt_Hier_1および Alt_Hier_2が先頭のパラレル階層全体で、
「勘定科目」ディメンションがメンバーを共有する場合は、「勘定科目」に対
して次のソース・フィルタ関数を使用して重複を削除する必要があります:
@Lvl0Descendants("Alt_Hier_2")

• をクリックしてメンバー選択画面を表示し、メンバー・セレクタを使用してメン
バーを選択します。次に、「OK」をクリックします。

「メンバー・セレクタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。メンバー・セレクタを使
用すると、ディメンション内のメンバーを表示して選択できます。[+]および[-]を使用する
と、ディメンション内のメンバーを展開および縮小できます。
「選択」ダイアログ・ボックスには、2つのペインがあり、ディメンションのすべてのメ
ンバーが左側に表示され、選択内容が右側に表示されます。そのディメンションで使用可
能なすべてのメンバーが表示される左ペインには、メンバー名および簡単な説明が表示さ
れます(使用可能な場合)。選択内容が表示される右ペインには、メンバー名および選択タ
イプが表示されます。
それぞれのペインの上の「V」ボタンを使用して、メンバー・セレクタの列を変更できま
す。
「メンバーのリフレッシュ」をクリックして、最新のメンバー・リストを表示することも
できます。

ノート:

ディメンションにフィルタを割り当てます。フィルタを割り当てないと、サマ
リー・メンバーから番号も取得されます。

メンバー・セレクタを使用するには:

a. 左側の使用可能なディメンションおよびメンバーのリストで、メンバーを選択して
をクリックします。

b. メンバーのリストからメンバーの選択を解除するには、 をクリックします。

c. メンバーに特殊なオプションを追加するには、 をクリックして、オプションを選
択します。
メンバー・オプションで、「(含む)」は選択したメンバーを含むことを意味します。た
とえば、「子(含む)」は選択したメンバーを含むメンバーのすべての子を追加し、「子
孫(含む)」は選択したメンバーを含むすべての子孫を追加します。「子」を選択した場
合、選択したメンバーは含まれず、その子のみが含まれます。
そのメンバーは右側に移動され、「選択のタイプ」列には選択したオプションが表示
されます。たとえば、「選択のタイプ」列に「子孫」が表示されます。
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ヒント:

選択したリストのすべてのメンバーをクリアするには、 をクリッ
クします。

d. 「OK」を 2回クリックして、ソース・フィルタ詳細の定義を続行します。
選択したメンバーは、Essbase構文で「フィルタ条件」フィールドに表示されま
す。

4. 「保存」をクリックします。
5. オプション: ターゲット・オプションを変更または追加します。

ターゲット・オプションの定義
ターゲット・オプションは、仕訳のインポート・オプションを定義します。

ノート:

ライト・バックのためのデータ・ロード・ルールの必須ターゲット・オプシ
ョンの詳細は、Essbaseおよび Planningのアプリケーション・オプションの
定義を参照してください。

ターゲットの Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システム・オプション定義
するには:

1. E-Business Suiteソース・システムの場合:

a. 予算仕訳を作成するかどうか選択します。

b. 「予算」に値を入力するか、 をクリックして予算を選択します。

c. 「予算組織」に値を入力するか、 をクリックして予算組織を選択します。
2. 「保存」をクリックします。
3. PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システムの場合、次を入力
するか をクリックして選択します:

a. 予算シナリオ
b. 元帳グループ
c. 元帳

4. 「保存」をクリックします。
5. データ・ロードのルールを実行します。
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データの同期の実行
データ同期は、データ・ロード・ルール画面で「実行」をクリックして実行します。データ・
ロード・ルールを実行すると、データ・ルールで指定されたフィルタ条件に基づいて Oracle
Enterprise Performance Management Systemアプリケーションからデータが抽出されます。
抽出されたデータはデータ・ファイルに書き込まれます。ソース・フィルタで複数の期間が
指定されている場合、金額列が複数列として書き込まれます。データ・ファイルには、ヘッ
ダー・レコードと、ファイルに表示される順序でのディメンション・リストが含まれます。
ファイルは、データ・フォルダ内に EPM App Name_PROCESS_ID.datという名前で作成さ
れます。

ノート:

データ・ロード・ルールが複数期間に対して実行される場合、エクスポート・ステ
ップは全期間で 1回のみ発生します。

データのインポート
データ・インポート・プロセスでは、抽出プロセスで作成されたデータ・ファイルをインポ
ートします。インポート・プロセスでは、ファイル内のヘッダー・レコードおよびソースか
らターゲット・ディメンションのマッピングに基づいてインポート・フォーマットが評価さ
れます。
列の数と順序が特定されると、列の位置がインポート・フォーマット表に格納されます。フ
ァイル・インポート式およびスクリプトはインポート中に引き続き使用できます。

マッピングおよびエクスポート
マッピングおよびエクスポート時に、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionでは次が実行されます:

• データを Oracle Hyperion Planningからインポートし、FDMEEステージング表に書き込
みます。

• ステージング表で必要な変換を適用します。
• データを Planningからインポートし、FDMEEステージング表に書き込みます。
• ステージング表で必要な変換を適用します。
• データを FDMEEステージング表から一般会計インタフェース表にエクスポートします。
仕訳インポート表のデータのフォーマットにはマッピングを使用します。

• Oracle Hyperion Financial Managementの場合、FDMEEはデータおよび ICPトランザク
ションを抽出します。FDMEEは、セル・テキストまたはライン・アイテム詳細を抽出し
ません。

データのライトバックに使用するデータ・ロード・ルールが正常に実行された後、一般会計
ソース・システムにログインし、一般会計で予算のインポート・プロセスを実行します。

ソースへのドリルスルー
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionには、Oracle
Enterprise Performance Management Systemアプリケーションから EPM Systemソースの
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一般会計に戻ってドリル・スルーするフレームワークが用意されています。ドリルス
ルーは、FDMEEを介してロードされたデータにのみ使用できます。
たとえば、データが Oracle E-Business Suiteからロードされた場所から Oracle
Hyperion Financial Managementへドリル・スルーされた後、Financial Management
から Oracle Essbaseへドリル・スルーできます。Oracle Smart View for Officeで
Essbaseデータを表示している場合、Essbaseデータ・セルからドリルして FDMEE
ランディング・ページに移動できます。

ライトバック
多くの場合、財務予算情報は実績と比較して管理し、一般会計システムに保管する必
要があります。Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionでは、データ・ロード・プロセスのエクスポート・ステップでライトバック機
能を使用できます。この方法では、Oracle Hyperion Planningアプリケーションへのロ
ードと一般会計へのライトバックの両方が、1つの一貫したプロセスとして実行されま
す。

ライトバック用のデータ・ロード・ルール
Oracle Hyperion Planningで作成された予算を、ERP一般会計またはフラット・ファ
イルにライトバックできます。ライトバック機能は、データ・ロード・プロセスのエ
クスポート・ステップで使用できます。この方法では、Planningアプリケーションへ
のロードと一般会計へのライトバックの両方が、1つの一貫したプロセスとして実行さ
れます。
アップグレードされたライトバック・ルールに割り当てられたカテゴリはランダムに
割り当てられ、ルールの機能において役割を果たしません。ユーザーは、適切なソー
ス・フィルタも割り当てる必要があります。アップグレードされたルールを表示する
には、「すべてのカテゴリの表示」を選択します(これにより、"非表示の"ルールが表示
される場合があります)。
Oracle E-Business Suiteの場合、次の条件で、ライトバックに対するデータ・ロード
に複数の元帳を使用できます:

• 元帳は、同じ勘定体系を共有する必要があります。
• 「実績」は複数の元帳に転記できます。
• 「予算」は 1つの元帳に関連付けられています。1つの元帳は 1つのデータ・ロー
ド・ルールからのみ転記できます。

Peoplesoftでは、「実績」は予算シナリオを指定せずに転記できます。また、ライトバ
ックを複数のビジネス・ユニットに対して行うことができます。

使用可能なソースからターゲットへのライトバック
ライトバックの対象となるターゲット・システムは、一般会計の勘定体系と一致する
ディメンションを使用するファイルベース・アプリケーションである必要があります。
カスタム・ターゲット・アプリケーション機能を使用して、ファイルベース・アプリ
ケーションを作成できます(カスタム・ターゲット・アプリケーションの作成を参照)。
アプリケーションを作成するときは、「ファイルへエクスポート」オプションが「は
い」になっていることを確認してください。
ライトバックに対するデータ・ロード・ルールは、ソースとしては Oracle Hyperion
Planning、Oracle Essbase集約ストレージ(ASO)および Essbaseブロック・ストレー
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ジ(BSO) 11.1.2.xアプリケーションに対してのみ定義できる他、次のターゲット・ソース・シ
ステムに対して定義できます:

• PeopleSoft Enterprise Financial Management

• Oracle E-Business Suite

• Oracle Hyperion Financial Managementから Oracle E-Business Suiteへ
予算と実績は、Peoplesoftインタフェース表: PS_HPYPB_ACCT_LNにエクスポートできま
す。Peoplesoftでは予算データに対してのみ仕訳の生成プロセスが提供されます。実績デー
タの仕訳を生成するために事前定義されているプロセスはありません。実績データのカスタ
ム仕訳テンプレートを作成する必要があります。
その他の考慮事項:

• ライトバックに対するデータ・ロードは、Planning、Essbase集約ストレージおよび
Essbaseブロック・ストレージ 11.1.2.xアプリケーションに対してのみサポートされま
す。前のリリースで作成されたアプリケーションはサポートされません。

• BSO Essbaseアプリケーションでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionで期間ディメンションを「密」に指定する必要がありま
す。他のディメンションも「密」にできますが、ライトバックに対しては期間を密として
指定する必要があります。

• E-Business Suiteソース・システムの場合、予算仕訳の有無にかかわらず予算に対して転
記できます。

• ソース・アダプタを提供しているソース ERPにライトバックできるのは通貨金額のみで
す。統計金額またはその他のデータをライトバックする必要がある場合は、スクリプトを
使用します。

• FDMEEは、特定のデータ・インタフェース表にデータをロードします。この場合、E-
Business Suiteまたは PeopleSoft Enterprise Financial Managementによって提供される
予算ロード・ルーチンを実行する必要があります。

• ソース金額から複数のターゲット金額への割当てを行うことはできません。
• ライトバックに対するデータ・ロード・ルールは、最初にデータを General Ledgerソー
スから EPMターゲットにロードしなくても実行できます。

• 更新されたルールおよびライトバック・ルールに割り当てられたカテゴリはランダムに割
り当てられ、ルールの機能において役割を果たしません。更新されたルールを表示するに
は、すべてのカテゴリの表示を選択します(これにより、"非表示の"ルールが表示される場
合があります)。

• 期間範囲を指定する場合は、開始および終了期間が単一会計年度内にあることを確認しま
す。データ範囲が会計年度をまたがる場合は、データが重複します。

この表は、使用可能なソースからターゲットへのライトバックの組合せを示しています。
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表 3-22 使用可能なソースからターゲットへのライトバック

ソース E-
Business
Suite予算

E-
Business
Suite実績

PeopleSof
t予算

PeopleSof
tコミット
メント・コ
ントロール

PeopleSof
t実績

SAP JD
Edwards

Planning 追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

カスタム カスタム・
アプリケー
ションを使
用します。

カスタム・
アプリケー
ションを使
用します。

Essbase 追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

サポートさ
れていませ
ん

カスタム カスタム・
アプリケー
ションを使
用します。

カスタム・
アプリケー
ションを使
用します。

Financial
Managem
ent

追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

サポートさ
れていませ
ん

カスタム カスタム・
アプリケー
ションを使
用します。

カスタム・
アプリケー
ションを使
用します。

Oracle
Hyperion
Profitabilit
y and Cost
Managem
ent

追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

追加設定な
しで使用可
能

サポートさ
れていませ
ん

カスタム カスタム・
アプリケー
ションを使
用します。

カスタム・
アプリケー
ションを使
用します。

ARM サポートさ
れていませ
ん

サポートさ
れていませ
ん

サポートさ
れていませ
ん

サポートさ
れていませ
ん

サポートさ
れていませ
ん

サポートさ
れていませ
ん

サポートさ
れていませ
ん

ライトバックのセキュリティ・アクセス
次のインタフェース表では、ライトバック・プロセスに対するデータ・ロード・ルー
ル用に書込みセキュリティ権限が必要です。
E-Business Suite

• GL_INTERFACE

• GL_INTERFACE_CONTROL

• GL_BUDGET_INTERFACE

標準の PeopleSoft — PS_HPYPB_ACCT_LN

PeopleSoftコミットメント・コントロール
• PS_HYP_KK_BD_HDR

• PS_HYP_KK_BD_LN

FDMEEによって使用されるソース・システム表も参照してください。
ライトバック・マッピングの作成

ライトバック・マッピングを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。
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2. 「ロケーション名」を入力するか、 をクリックしてロケーションに移動して選択しま
す。

3. 「セグメント」を選択します。
4. 「明示」タブ、「範囲」タブ、マルチ・ディメンション・タブまたは「類似」タブのいずれ
かを選択して、マッピングのタイプを選択します。
• 明示 - ソース値との完全一致がターゲット値に置き換えられます。たとえば、ソース
値「ABC」がターゲット値「123」に置き換えられます。「明示」ライトバック・マッ
ピングは、データ・ロード・ルールおよびライトバックに対するデータ・ロード・ル
ールにも同様に作成されます。「明示」方式を使用したマッピングの作成を参照して
ください。

• 範囲 - ソース値の範囲が 1つのターゲット値に置き換えられます。たとえば、001か
ら 010までの範囲が 999に置き換えられます。「範囲」ライトバック・マッピング
は、データ・ロード・ルールおよびライトバックに対するデータ・ロード・ルールに
対しても同様に作成されます。「範囲」方式を使用したマッピングの作成を参照して
ください。

• 含む - 「含む」マッピングでは、非シーケンシャルなソース値のリストを 1つのター
ゲット値にマッピングできます。この場合、複数の値が 1つのルール内で 1つの値に
マッピングされ、明示マップでは必要な複数のルールを作成する必要がなくなりま
す。

• マルチ・ディメンション - 複数のソース列値に基づいてメンバー・マッピングを定義
します。

• 類似 - ソース値内の文字列との一致がターゲット値に置き換えられます。たとえば、
ソース値 Departmentが Cost Center Aに置き換えられます。「類似」方式を使用した
マッピングの作成を参照してください。
ライトバック・マッピングは、データ・ロード・プロセス中に追加された文字の削除
またはストリップの方法を提供します。「類似」ライトバック・マッピングは、逆デ
ータ・ロードと同様に作成されます。

ヒント:

「値のリフレッシュ」をクリックすると、ソース・システムのドロップダウン・
リストに表示されるセグメントまたはチャートフィールド値のリストがリフレ
ッシュされます。これは、ライトバックに対するデータ・ロード・ルールに「明
示」、「範囲」、「類似」、「マルチ・ディメンション」のマッピングを作成する場
合に特に便利です。

ライトバック・シナリオに対するデータ・ロード・ルールの定義(EPM Cloud/
Essbaseアプリケーションから Oracle Enterprise Resource Planning (ERP)ソースへの
データ)

アプリケーションから一般会計インスタンスおよび元帳ソースに予算データを抽出するとき
のライトバックに対するデータ・ロード・ルールを作成します。
ライトバックに対するデータ・ロード・ルールは次の方法で作成できます。
• Oracle Enterprise Performance Management Cloudアプリケーションを選択します。
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• Oracle Essbase集約ストレージ(ASO)または Essbaseブロック・ストレージ
(BSO)のアプリケーションを選択します。

プロセスの概要:

1. Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、EPM
Cloudからデータをインポートし、FDMEEステージング表に書き込みます。

2. FDMEEでは、ステージング表で必要な変換が適用されます。
3. データは、FDMEEステージング表からファイルベース・アプリケーションにエク
スポートされます。

4. ライトバックに対するデータ・ロード・ルールの実行が正常に完了したら、デー
タ・ロード・ワークベンチを使用して EPM Cloudアプリケーションからファイル
への残高転送の結果を確認します。

ライトバックに対するデータ・ロード・ルールを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. 「ロケーション名」を選択するか、 をクリックしてロケーション名を選択しま
す。

3. 「追加」をクリックして、ライトバックに対するデータ・ロード・ルールを追加し
ます。

4. 名前を入力します。
5. EPM Cloudアプリケーションの場合: 「プラン・タイプ」を選択します。

FDMEEでは、最大 6つのプラン・タイプ(カスタムおよび EPM Cloudアプリケー
ションを含む)のデータ・ロードがサポートされます。

6. オプション: 説明を入力します。
7. 「保存」をクリックします。
8. ソースおよびターゲットのオプションを定義します。

ソース・フィルタ・オプションの定義
ソース・フィルタ・オプションを定義して、Oracle Hyperion Planningアプリケーショ
ンから抽出して一般会計にロードする予算データのサブセットを指定できます。
ソース・フィルタ・オプションを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード」で、「データ・ロード・ルール」を選択
します。

2. データ・ロードのサマリーで、データ・ロード・ルールを選択します。
3. 「ソース・オプション」タブを選択します。
4. 「ソース・フィルタ」領域で をクリックします。
5. 「ディメンション名」を選択します。
6. フィルタ条件を割り当てるには、次の操作を実行します:
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• フィルタ条件テキスト・ボックスに、メンバー名またはフィルタ条件を入力します。
選択の構文はソース・システムに基づきます。
たとえば、Oracle Essbaseがソース・システムの場合、Essbaseの構文を使用して
メンバー名またはフィルタ条件を入力します。ディメンションによっては、予算デー
タの抽出に使用するフィルタ条件として 1つ以上のメンバーを選択できます。たと
えば、エンティティ・ディメンションでは、E1、E5および E6の各メンバーを選択
できます。Essbase構文の詳細は、『Oracle Essbaseデータベース管理者ガイド』を
参照してください。

ノート:

ソース・フィルタに含まれないディメンションの場合、Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Edition にはレベル・ゼロの
メンバーが含まれます。ただし、基本階層の親であるメンバーが共有階層の
レベル 0メンバーでもある Planningアプリケーションの場合は代替階層
を持つことができます。

• をクリックして、メンバー・セレクタを使用してメンバーを選択し、「参照」を
クリックします。

「選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。メンバー・セレクタを使用すると、ディ
メンション内のメンバーを表示して選択できます。[+]および[-]を使用すると、ディメンシ
ョン内のメンバーを展開および縮小できます。
「選択」ダイアログ・ボックスには、2つのペインがあり、ディメンションのすべてのメ
ンバーが左側に表示され、選択内容が右側に表示されます。そのディメンションで使用可
能なすべてのメンバーが表示される左ペインには、メンバー名および簡単な説明が表示さ
れます(使用可能な場合)。選択内容が表示される右ペインには、メンバー名および選択タ
イプが表示されます。
それぞれのペインの上の「メニュー」ボタンを使用すると、メンバー・セレクタの列を変
更できます。

ノート:

ディメンションにフィルタを割り当てます。フィルタを割り当てないと、サマ
リー・メンバーから番号も取得されます。

メンバー・セレクタを使用するには:

a. 左側のディメンションおよびメンバーのリストで、メンバーを選択して をクリッ
クします。

b. メンバーのリストからメンバーをクリアするには、 をクリックします。

c. メンバーに特殊なオプションを追加するには、 をクリックして、オプションを選
択します。
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メンバー・オプションで、「(含む)」は選択したメンバーを含むことを意味しま
す。たとえば、「子(含む)」は、選択したメンバーを含め、メンバーのすべての
子を追加します。「子」を選択した場合、選択したメンバーは含まれず、その
子のみが含まれます。
そのメンバーは右側に移動され、「選択のタイプ」列には選択したオプション
が表示されます。たとえば、「選択のタイプ」列に「子孫」が表示されます。

ヒント:

選択したリストのすべてのメンバーをクリアするには、 をクリッ
クします。

d. 「OK」を 2回クリックして、ソース・フィルタ詳細の定義を続行します。
選択したメンバーは、Essbase構文で「フィルタ条件」フィールドに表示されま
す。

7. 「保存」をクリックします。
8. ターゲット・オプションを定義します。

ターゲット・オプションの定義(ライトバックに対するデータ・ロード・ル
ール)

Oracle E-Business Suiteターゲットにライトバックするために、Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは「ターゲット・オプション」
タブで Enterprise Resource Planning (ERP)オプション(「予算」、「仕訳ソース」、「仕訳
カテゴリ」など)をキャプチャします。たとえば、E-Business Suiteの実績にライトバ
ックする場合、残高タイプ「A」を選択し、仕訳ソースと仕訳カテゴリも指定する必要
があります。または、E-Business Suiteの予算仕訳にライトバックする場合は、残高タ
イプ「B」を選択し、「仕訳の作成」オプションに「Y」を指定し、仕訳ソースを指定し
ます。
必要なデータ・ルール E-Business Suiteターゲット・オプションを次の表に示します。
表 3-23 必要な E-Business Suiteターゲット・オプション

E-Business Suiteターゲット 残高タイプ 予算オプション
E-Business Suite実績 A 仕訳ソース、仕訳カテゴリ
E-Business Suite予算仕訳 B 仕訳の作成 = Y、仕訳ソース、

仕訳カテゴリ、予算
E-Business Suite予算 B 仕訳の作成 = Y、予算
必要なデータ・ロード・ルール Peoplesoftターゲット・オプションを次の表に示しま
す。
表 3-24 必要な Peoplesoftターゲット・オプション

PeopleSoftターゲット オプション
PeopleSoft予算 元帳グループ、元帳、予算シナリオ
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表 3-24 (続き) 必要な Peoplesoftターゲット・オプション

PeopleSoftターゲット オプション
PeopleSoft実績 元帳グループ、元帳
ターゲット・オプションは、仕訳のインポート・オプションを定義します。
ターゲットの Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システム・オプション定義するに
は:

1. E-Business Suiteソース・システムの場合:

a. 予算仕訳を作成するかどうか選択します。

b. 「予算」に値を入力するか、 をクリックして予算を選択します。

c. 「予算組織」に値を入力するか、 をクリックして予算組織を選択します。
2. 「保存」をクリックします。
3. PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システムの場合、次を入力するか

をクリックして選択します:

a. 予算シナリオ
b. 元帳グループ
c. 元帳

4. 「保存」をクリックします。
5. ライトバックのデータ・ロード・ルールを実行します。
ルールを実行した後、E-Business Suiteおよび PeopleSoft Enterprise Financial
Managementで必要なタスクを実行します。

ライトバックに対する E-Business Suiteデータ・ロード・ルールへの Financial
Managementの定義

ノート:

必須の Oracle E-Business Suiteターゲット・オプションについては、表 1を参照し
てください。

ライトバックに対する Oracle Hyperion Financial Managementから E-Business Suiteへのデ
ータ・ロード・ルールを定義するには:

1. 「ワークフロー」タブの「データ・ロード・ルール」で、「データ・ロード・ルール」を選
択します。

2. データ・ロードのサマリーで、データ・ロード・ルールを選択します。
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3. 「ターゲット・オプション」タブを選択します。
4. 「予算仕訳の作成」で、「はい」または「いいえ」を選択して予算仕訳を作成しま
す。

5. 「予算」で、予算の値を選択します。
6. 「仕訳ソース」で、ソースの値を選択します。
7. 「仕訳カテゴリ」で、カテゴリ値を選択します。
8. 「予算組織」で、組織値を選択します。
9. 「残高タイプ」で、「実績」または「予算」残高タイプを選択します。
10.「保存」をクリックします。

ライトバックに対する PeopleSoftコミットメント・コントロール・データ・
ロード・ルールの定義

ライトバックに対する PeopleSoftコミットメント・コントロール・データ・ロード・
ルールを定義するには:

1. PS_HYP_KK_BD_HDRおよび PS_HYP_KK_BD_LNインタフェース表に「書込
み」権限があることを確認します。

2. PeopleSoftコミットメント・コントロールにライトバックする場合、「データ・ロ
ード・ルール」で、次のパラメータを選択してライトバックに対するデータ・ロー
ド・ルールを定義します:

• 元帳グループ
• 元帳
• 会計日付 - 会計日付は、取引が実際に発生した日付に対照して、取引が認識さ
れた時点を示します。会計日および取引日は同じにできます。会計日によっ
て、取引の転記先となる、一般会計内の期間が決定されます。転記先の元帳内
のオープン期間に含まれる会計日のみを選択できます。通常、アイテムの会計
日は請求書日付です。

• 現日付 - 検索対象または関数の実行対象のデータが有効である日付。たとえ
ば、予算の決算セットを定義している場合、2016年 12月 31日を現日付とし
て入力すると、その日付で有効であるまたは有効であった元帳金額に基づいて
残高のロール・フォーワード計算を実行するように PeopleSoftコミットメン
ト・コントロール・プロセスに指示されます。

• 取引タイプ - ルールを検証する場合は「確認」を選択し、ルールを検証して転
記する場合は「転記」を選択します。

• 予算取引タイプ
• 親予算の生成
• 親予算取引タイプ
• デフォルト入力日 - 年度の最終日より前の最大有効日の予算定義は、すべての
検証および入力イベント・コードに使用される正しい予算定義とみなされま
す。

3. 「データ・ロード・ルール」で、PeopleSoftにロードする予算データの部分を指定
するソース・フィルタを定義します。
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4. オプション: 「ルールの実行オプション」画面で「削除」を選択して、ライトバックに対
する以前のデータ・ロード・ルールを削除します。

5. ライトバックに対する PeopleSoftコミットメント・コントロール・データ・ロード・ル
ールを実行します。
取引タイプに「転記」を選択した場合、ルールが検証され、予算がコミットメント・コン
トロールのインタフェース表に書き込まれ、データの書込み後に転記処理が起動されま
す。

ライトバックに対するデータ・ロード・ルールの実行
ライトバックに対するデータ・ロード・ルールを作成した後、データ・ロード・ルールを実
行して、Planningアプリケーションから一般会計システムにデータをライトバックする必要
があります。
ライトバックに対するデータ・ロード・ルールを実行するには:

1. 「データ・ルールのサマリー」で、データ・ロード・ルールを選択します。
2. 「実行」をクリックします。
抽出プロセスが成功した後、Oracle General Ledgerまたは PeopleSoft General Ledgerに
ログインして、予算データをインポートする必要があります。

3. ソース EPMアプリケーションからデータをロードする場合、「ソースからインポート」
を選択します。
このオプションは、ターゲットの一般会計システムに直接エクスポートする前に、ステー
ジング表で情報を確認する場合に選択します。
「ソースからインポート」を選択すると、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionでは EPMターゲット・アプリケーションからデータが
インポートされ、必要な変換が実行されて、FDMEEステージング表にデータがエクスポ
ートされます。

4. ターゲットの一般会計システムにデータをエクスポートする場合、「ターゲットにエクス
ポート」を選択します。
FDMEEで、一般会計システムにデータが転送されます。

5. 「実行」をクリックします。

ノート:

ルールが正常に実行された後、ステージング表で情報を表示します。「ソースか
らインポート」に使用されるステージング表を参照してください。

6. ルールが実行された後、一般会計システムで必要なタスクを実行します。
ターゲットへのエクスポート

「ターゲットにエクスポート」機能を使用して、ターゲット・アプリケーションである
Enterprise Resource Planning (ERP)アプリケーションにデータをエクスポートします。この
オプションは、データ・グリッド内のデータを見なおし、そのデータをターゲット・アプリ
ケーションにエクスポートする必要がある場合に選択します。
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Oracle Hyperion Planningのためにデータをエクスポートする場合、次のオプションを
使用できます:

• データの保管 - ソースまたはファイルからターゲット・アプリケーションに値を挿
入して、現在存在する値を置き換えます。

• データの置換 - ロードする年、期間、シナリオ、バージョンおよびエンティティ・
ディメンションのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロードし
ます。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、1年分すべてがクリアされてから
ロードが実行されることに注意してください。

• データの追加 - ソースまたはファイルの値を、ターゲット・アプリケーションの値
に追加します。たとえば、ソースに 100があり、ターゲットに 200がある場合、
結果は 300になります。

• データの減算 - ソースまたはファイルの値を、ターゲット・アプリケーションの値
から減算します。たとえば、ターゲットに 300があり、ソースに 100がある場合、
結果は 200になります。

データ・ロードのルールを送信するには:

1. 表アクション・バーの「データ・ルール」で、データ・ロード・ルールを選択しま
す。

2. をクリックします。
3. 「実行モード」で、ターゲットへのエクスポートのモードを選択します。
実行モード:

• オンライン - ODIではデータを同期モード(即時処理)で処理します。
• オフライン - ODIではデータを非同期モード(バックグラウンドで実行)で処理
します。

をクリックし、「プロセスの詳細」ページに移動して、ODIジョブの進捗
状況をモニターします。

4. 「エクスポート」で、エクスポート方法を選択します。
エクスポート・オプション:

• 現在のディメンション
• すべてのディメンション
• Excelにエクスポート

5. エクスポート方法が「現在のディメンション」および「すべてのディメンション」
の場合、「ファイル・ロケーションの選択」で、エクスポートするファイルに移動
し、「OK」をクリックします。
「Excelにエクスポート」方法の場合、マッピングは Microsoft Excelスプレッドシ
ートにエクスポートされます。

6. 「OK」をクリックします。
データをターゲットにエクスポートした後、エクスポートのステータスはデータ・
ロードのサマリーのデータ・ロード・ルールの「ステータス」フィールドに表示さ
れます。
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サポートされているソース・システムへのデータのロード
ライトバックに対するデータ・ロード・プロセスを完了するには、サポートされているソー
ス・システムで必要なタスクを実行する必要があります。

Oracle E-Business Suiteへのデータのロード
ターゲットのソース・システムが Oracle E-Business Suiteの場合は、Oracle General Ledger
を使用して予算データをインポートする必要があります。
詳細は、E-Business Suiteのユーザー・マニュアルを参照してください。全体的には、次のプ
ロセスに従います:

1. Oracle General Ledgerを起動します。
2. 仕訳インポート・プロセスを実行します。
「仕訳の作成」オプションを選択した場合:

• データは仕訳インタフェース表(GL_INTERFACE)に抽出されます。
• Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionではプロセ
ス IDが GROUP_ID列に保管されます。プロセス IDでフィルタして作成されたデー
タを確認できます。

• エラーがない場合は、仕訳入力が作成されます。
「仕訳の作成」オプションをクリアした場合:

• データは予算インタフェース表(GL_BUDGET_INTERFACE)に抽出されます。
• データを GL_BUDGET_INTERFACEテーブルにロードする場合は、予算名

(BUDGET_NAME)と予算組織(BUDGET_ENTITY_NAME)を注意して選択してくださ
い。

• エラーがない場合は、予算残高が転記されます。
3. 仕訳または予算残高を確認します。

PeopleSoft Enterprise Financial Managementへのデータのロード
ターゲットが PeopleSoftの場合は、PeopleSoft General Ledgerを使用して予算データをイン
ポートする必要があります。
詳細は、PeopleSoft Enterprise Financial Managementのユーザー・マニュアルを参照してく
ださい。全体的には、次のプロセスに従います:

1. PeopleSoft General Ledgerを起動します。
2. 仕訳の作成プロセスを実行します。
3. 仕訳要求を作成するときに、次の必須オプションを定義します:

• 勘定定義名 - HYPDEFNを選択
• テンプレート - HYP_STDBUDを選択
データは、PS_HPYPB_ACCT_LNインタフェース表でステージングされます。Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionではプロセス IDが
JRNL_LN_REF表に保管されます。プロセス IDでフィルタして作成されたデータを確
認できます。
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4. プロセスを実行します。
プロセスでエラーがない場合は、仕訳が作成されます。

5. 仕訳を確認し、調整エントリを作成して、仕訳を転記します。
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4
ロジック勘定科目

次も参照:

• ロジック勘定科目の概要
• ロジック・グループの作成
• 単純なロジック・グループ内での勘定科目の作成
• 複雑なロジック勘定科目の作成

ロジック勘定科目の概要
ロジック勘定科目は、動的に生成される勘定科目で、ソース・ファイルで提供されない補足
値の計算に使用されます。ロジック・グループは、ターゲット・アプリケーションに関連付
けられます。(ロジック・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーション
に基づいてロケーション・ユーザー・インタフェースでフィルタされます。)他のすべてのソー
ス勘定科目と同様に、ロジック勘定科目をターゲット・システムにマッピングしてロードで
きます。ロジック勘定科目は様々な関数に使用されます:

• 統計的ロード: 1つのソース勘定科目を複数のターゲット勘定科目にマッピングします
• 条件マッピング: ソース勘定科目を値に基づいてマッピングします
• 算術マッピング: ソース値に対して算術演算を行います

ロジック・グループの作成
ロジック・アカウントを作成する最初のステップは、ロジック・グループを作成することで
す。次に、ロジック・グループを 1つ以上のロケーションに割り当てます。ソース・ファイ
ルまたはソース・システムを 1つのロケーションにロードすると、ロジック・グループがロ
ケーションに割り当てられている場合、ロジック勘定科目が生成されます。
ロジック・グループは単純または複雑として定義する必要があります。単純なロジック・グ
ループでは、ロジック・アイテムはソース勘定科目ディメンションからのみ派生できます。
複雑なロジック・グループでは、ロジック・アイテムは任意のディメンションの組合せから
派生できます。
ロジック・グループを作成するには:

1. 「設定」タブの「データ・ロードの設定」で、「ロジック・グループ」を選択します。
2. 「ターゲット・アプリケーション」で、このロジック・グループのターゲット・アプリケ
ーションを選択します。

3. 「ロジック・グループ」で、「追加」を選択します。
行がグリッドに追加されます。

4. 「ロジック・グループ名」で、一意の名前を入力します。
オプション: 「説明」に、ロジック・グループの説明を入力します。
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5. 「ロジック・タイプ」で、「単純なロジック」または「複雑なロジック」を選択しま
す。

6. 「保存」をクリックします。

単純なロジック・グループ内での勘定科目の作成
単純なロジック・グループ内で、ロジック勘定科目を個別に作成できます。
単純なロジック・グループ内で勘定科目を作成するには:

1. 「設定」タブの「データ・ロードの設定」で、「ロジック・グループ」を選択しま
す。

2. 「ロジック・グループ」サマリー・グリッドから、ロジック・グループを選択しま
す。
選択したロジック・グループ内に現在含まれているロジック勘定科目がリストされ
ます。

3. 「ロジック・アイテム」グリッドで「追加」をクリックします。
4. 要求された情報を指定します。
ロジック・グループ・フィールドを参照してください。

ロジック・グループ・フィールド
ロジック勘定科目は、次のフィールドで構成されています:

• アイテム
• 説明
• 条件タイプ
• 条件値
• 演算子
• 値/式
• シーケンス
• エクスポート
アイテム
アイテム・フィールドを使用してロジック勘定科目の名前を指定します。アイテム・
フィールドで指定されたロジック勘定科目がソース勘定科目としてワークベンチのグ
リッドに表示されます。同じ勘定科目をマッピング・ルールでソースとして使用でき
ます。ロジック勘定科目の名前の先頭に"L"または他の文字を付け、勘定科目がソー
ス・ファイルのものであること、またはロジック・ルールで生成されたことを示すこ
とをお薦めします。ロジック勘定科目は、ターゲット勘定科目にマップされている場
合、ターゲット・アプリケーションにロードできます。
説明
「説明」フィールドに入力する説明は、ワークベンチの「勘定科目の説明」フィールド
に表示されます。
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条件タイプと条件値
「条件タイプ」フィールドの演算子は、「条件値」フィールドで指定されるソース勘定科目と
連動して、どのソース勘定科目からロジック勘定科目が派生しているかを判別します。1つの
ロジック勘定科目が複数のソース勘定科目から派生している場合もあります。
タイプ・フィールドの有効な値:

• 範囲
• 類似
• 含む
ソース勘定科目の指定
範囲(条件タイプ) - ソース勘定科目の範囲を「条件値」フィールドで指定するときに使用しま
す。範囲を指定する勘定科目をカンマで区切ります。
表 4-1 「範囲」タイプ・フィールドと、対応する「条件値」フィールドの値の例。

「タイプ」フィールド 「条件値」フィールド
範囲 1000,1999

類似(条件タイプ) - 「条件値」フィールドのソース勘定科目にワイルドカード文字を含めると
きに使用します。疑問符(?)をプレースホルダとして使用し、間に入る文字を示すにはアスタ
リスク(*)を使用します。
表 4-2 「類似」タイプと例

「タイプ」フィールド 「条件値」フィールド
類似 1??0

類似 10*

含む(条件タイプ) - 1つのソース勘定科目または不連続のソース勘定科目のリストを含めると
きに使用します。
表 4-3 「含む」タイプと例

「タイプ」フィールド 「条件値」フィールド
含む 1000

含む 1000,1005,2001

演算子と値/式
NA演算子
NA (演算子なし)—NAが指定されている場合、「条件値」フィールドで指定されているソース
勘定科目が合計されます。たとえば、「タイプ」が「範囲」で、「条件値」が 1100,1200の場
合、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、1100から
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1200の間のソース勘定科目の値を要約する新規勘定科目を、ソース・ファイルに勘定
科目が存在するエンティティごとに 1つ作成します。
 

 

算術演算子
算術演算子(+、-、x、/) - 算術演算子を選択した場合、新しい論理レコードの金額は、
指定された値/式で計算された元の金額と等しくなります。たとえば、演算子 xを選択
し、「値/式」フィールドに 2を入力した場合、新しいレコードの金額は元の金額に 2を
掛けた金額となります。
数値演算子を使用して、簡単な算術計算を実行できます:

• NA (演算子なし)

• + (加算)

• - (減算)

• X (乗算)

• / (除算)

• Exp (式の演算子)

• 関数 - 関数を参照
 

 
この例では、1つのエンティティに勘定科目の条件を満たす行が含まれていたため、ロ
ジック勘定科目が 1つ作成されています。

式および関数
「値/式」フィールドで式を使用して、次の操作を実行できます:

• 単純な計算式を実行します。
• CURVALパラメータを使用して、ロジック勘定科目演算子の値を指定します。

CURVALパラメータは、論理関数内で使用するように式内でも使用できますが、
式では CURVALをパイプで囲む必要があります。たとえば、CURVAL式には、|
Account|という表記法を使用した勘定科目の指定、およびエンティティ、カテゴ
リ、期間および勘定科目の POV詳細を使用した値の指定が含まれます。
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関数では Jython構文を使用して if/elseで単純なロジックを使用できます。Jythonコマンド
は関数で使用でき、式より複雑になる場合があります。
Exp

式の演算子を使用して、「値/式」フィールドで定義されているカスタム論理式を実行します。
論理式では、変数または If文を使用できず、論理関数と比べてより単純です。|CURVAL|を除
いて、式は組込みパラメータを持ちません。式の場合、値を RESULTに割り当てる必要はあり
ません。
式の実行速度は論理関数より高速です。Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Edition 参照関数は、論理関数内と同様に式内でも使用できます。カ
スタム式を記述するには、「値/式」フィールドをダブルクリックして、式エディタを開きま
す。
|CURVAL| + |810| + |238|

前述の関数は、FDMEE参照関数を使用して、論理勘定科目の値に 2つのソース勘定科目を加
算します。CURVALパラメータは、論理関数内で使用するように式内でも使用できますが、式
では CURVALをパイプで囲む必要があることに注意してください。
(|CURVAL| + |000,10,09/30/01,810|) * 100

前述の関数は、FDMEE参照関数を使用して、ロジック勘定科目の値に、ソース勘定科目(810)
と指定したセンターからのソース勘定科目、FDMEEカテゴリ、および FDMEE期間を加算
し、その結果に 100を乗算します。
関数
関数演算子を使用して、「値/式」フィールドで定義されているカスタム論理関数を実行しま
す。
関数を記述するには、「ロジック・アイテム」行で「演算子」ドロップダウン・リストから
「関数」を選択し、編集アイコンをクリックして編集ウィンドウを開きます。論理関数は通
常、条件マッピングおよび複数のソース勘定科目を使用する他の複雑な操作に使用します。
論理関数では、変数、if/elif/else文、数値関数およびその他の Jython構造体を含む Jythonコ
マンドを使用できます。
論理関数では、事前定義関数のパラメータを使用でき、新たに作成されたロジック勘定科目
について値が更新されるよう RESULT変数に値を割り当てる必要もあります。次の関数パラ
メータを論理関数で使用でき、これらに"|"表記を使用する必要はありません:

表 4-4 関数演算子と説明

関数演算子 説明
CURVAL ロジック勘定科目操作のソース値
StrLocation アクティブな場所の名前
StrCenter ロジック勘定科目エンティティ
StrCatKey アクティブなカテゴリ・キー(名前ではない)。この

パラメータを使用するには、データベースでカテ
ゴリ・キーを参照する必要があります。

StrPerKey アクティブな期間
Entity、Category、Period、Account| 参照表記が論理関数で使用できます。これは、論

理式で指定される表記法と同じです。
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表 4-4 (続き) 関数演算子と説明

関数演算子 説明
スキップ "Skip"がキーワード RESULTに割り当てられる場

合、ロジック勘定科目は作成されません。
関数パラメータは、大文字、小文字、または大文字と小文字を組み合せて定義できま
す。ただし、キーワード RESULTは大文字で指定する必要があります。
関数の戻り値の割当て
論理関数の結果は、キーワード RESULTに割り当てる必要があります。RESULTキーワ
ードに戻り値が割り当てられていない場合、論理エンジンにより結果の値が自動的に
ゼロに設定されます。これによって、計算はスキップされ、ロジック勘定科目は作成
されません。
次の関数は、ロジック勘定科目計算がゼロより大きい値を戻す場合、ロジック勘定科
目計算の結果を(CURVALパラメータを使用して)ロジック勘定科目(RESULT)に割り
当てます。最初の条件が満たされない場合、キーワード"Skip"により、ロジック勘定科
目は作成されません。
if CURVAL > 0:

   RESULT = CURVAL

else:

    RESULT = "Skip"

ノート:

論理関数に Jythonの表記法とインデントを使用する必要があります。

次の関数は、"10"がアクティブな FDMEEカテゴリ・キーの場合のみ、ロジック勘定科
目計算の結果をロジック勘定科目に割り当てます。
if StrCatKey == "10":

    RESULT = CURVAL

else:

    RESULT="Skip"
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次の関数は、条件の勘定科目エンティティが "000"の場合のみ、ロジック勘定科目計算の結果
をロジック勘定科目に割り当てます。
if StrCenter == "000":

    RESULT = CURVAL * 100

else:

    RESULT="Skip"

次の関数は、現在の FDMEE期間が 2013年 12月の場合に、FDMEE参照関数を使用してソ
ース勘定科目(810)をロジック勘定科目の値に加算します。
if StrPerKey == "12/31/2013":

    RESULT = CURVAL + |810|

else:

    RESULT="Skip"

次の関数は、アクティブな場所がテキサス(Texas)の場合に、FDMEE参照関数を使用して異
なるエンティティの別のソース勘定科目、FDMEEカテゴリおよび FDMEE期間をロジック勘
定科目の値に加算します。
If StrLocation == "Texas":

    RESULT = CURVAL + |000,10,09/30/13,810|

else:

    RESULT="Skip"

値/式
計算を実行し、それによってロジック勘定科目の値を導出するには、「演算子」フィールドか
ら「値/式」の値に使用する演算子を選択します。
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シーケンス
このフィールドでは、ロジック勘定科目の処理順序が指定されます。順序仕様では、
依存勘定科目が最初に処理される場合にかぎり、あるロジック勘定科目を別のロジッ
ク勘定科目で使用できます。

エクスポート
「はい」/「いいえ」スイッチでは、ロジック勘定科目をエクスポート勘定科目とみな
し、変換表検証プロセスの対象とするかどうかを指定します。スイッチを「はい」に
設定した場合、ロジック勘定科目をマップする必要があります。

要約されたロジック勘定科目の作成
デフォルトでは、ロジック勘定科目は、試算表の各センターについて作成されます。
たとえば、「条件値」フィールドが 12300の場合、結果は、勘定科目 12300に関連付
けられた各ソース・センターについて作成されたロジック勘定科目になります。
「条件値」フィールドで、勘定科目名の後にセミコロンを置き、グループ化する文字数
を示す数値を入力することによって、複数のソース・センターを要約するロジック勘
定科目を作成できます。
たとえば、「条件値」フィールドの値が 12300;4の場合、その結果は、ソース・センタ
ー名の最初の 4文字が同じソース・センターをすべて含む要約された勘定科目になり
ます。勘定科目 12300に割り当てられたソース・センターは、位置 1から始まる 4文
字です。さらに、「条件値」フィールドの値が 12300;3;4の場合、その結果は、ソー
ス・センターで位置 4から始まる同じ 3文字を持つソース・センターをすべて含む要
約された勘定科目になります。勘定科目 12300に割り当てられたソース・センターは、
位置 4から始まる 3文字です。
すべてのソース・センターを要約するロジック勘定科目を作成するには、「条件値」フ
ィールドに、勘定科目名の後にセミコロンを付けてテキスト値を入力します。このハ
ードコード化されたテキスト値は、要約されたロジック勘定科目のセンターになりま
す。たとえば、「条件値」フィールドの値が 12300;Dept100の場合、その結果は、すべ
てのソース・センターを含む要約された勘定科目になります。勘定科目 12300に割り
当てられたソース・センターは、Dept100です。

複雑なロジック勘定科目の作成
個々のロジック・アイテムは複雑なロジック・グループ内に定義されます。複雑なロ
ジック・ルールの各フィールドは、「条件値」および「計算を含める」フィールド以外
単純なロジック・ルールと同様に機能します。複雑なロジック勘定科目では、ユーザ
ーは勘定科目ディメンション以外のディメンションを含む条件値を入力できます。ま
た、グループ化基準およびグループ・レベルを指定して、生成されたロジック勘定科
目のワークベンチ内での表示方法を変更できます。
条件値
各ディメンションの条件を入力するには、「条件値」アイコンをクリックして条件フォ
ームを開きます。ロジック・アイテムは、各ディメンションに指定した条件を満たす
ソース・ライン・アイテムからのみ作成されます。複雑なロジック条件の各フィール
ドの説明は次のとおりです。
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ディメンション
このフィールドでは、使用可能なソース・ディメンションを選択できます。各ディメンショ
ンは 1回のみ選択できます。
条件タイプ
このフィールドは「ソース・ディメンション」フィールドおよび「条件値」フィールドと合
せて使用し、ロジック・アイテムを導出するソース値を指定します。使用可能な条件タイプ
は、「含む」、「Between」および「類似」です。条件タイプによって条件値の解釈方法が決ま
ります。
条件値
条件タイプは、このフィールドを使用して、特定のロジック・ディメンションのロジック計
算に含めるメンバーを決定します。
グループ化基準
導出されたロジック・アイテムをワークベンチで表示する際、「グループ化基準」フィールド
を使用すると、ロジック・アイテムが適切なディメンション・フィールドに表示されている
メンバーを上書きできます。「グループ化基準」フィールドに入力した値に基づいて、ディメ
ンションのグループ化を上書きできます。このフィールドを使用して、返されたメンバーを
ハードコード化したり、「グループ化基準」フィールドにハードコード化されたメンバーとア
スタリスク(*)を入力してハードコード化された値を元のメンバーに追加します。
たとえば、ディメンションに選択された勘定科目の行に"Cash"を含めると、インポート・フ
ォームでロジック・アイテムの「勘定科目」フィールドに"Cash"と表示されます。「グループ
化基準」フィールドに"L-*"と入力すると、インポート・フォームに"L-1100"と表示されます
(1100は、ロジック条件を渡した元の勘定科目です)。
「グループ化基準」フィールドに値を入力しない場合、このディメンションはグループ化され
ず、一意のディメンション・メンバーごとに別のロジック・アイテムが作成されます。
グループ・レベル
ロジック・アイテムをワークベンチで表示する際、「グループ・レベル」フィールドを「グル
ープ化基準」フィールドとともに使用すると、適切なディメンション・フィールドに表示さ
れているメンバーを上書きできます。このフィールドは数値のみを受け入れます。
「グループ・レベル」フィールドに値 3を入力すると、「グループ化基準」フィールドの左か
ら 3文字が返されます。「グループ化基準」フィールドに値が入力されていない場合、「グル
ープ・レベル」フィールドに値 3を指定すると、元のソース・ディメンション・メンバーの
最初の 3文字が返されます。インポート・フォームに表示されるロジック・アイテムを、必
要なレベルにグループ化できます。
たとえば、「グループ化基準」フィールドに L-*を入力した場合、インポート・フォームでロ
ジック・アイテムに"L-1100"と表示されます(1100は、渡された元の勘定科目です)。ロジッ
ク・アイテムをワークベンチで表示する際、「グループ・レベル」フィールドを「グループ化
基準」フィールドとともに使用すると、適切なディメンション・フィールドに表示されてい
るメンバーを上書きできます。このフィールドは数値のみを受け入れます。
+では"L-11"と表示されます。この行にグループ・レベル 1を入力した場合、インポート・フ
ォームには"L-1"が表示されます。
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計算を含める
ロジック・アイテムの条件が満たされる場合、「計算を含める」フィールドを使用する
と、ロジック・アイテムで以前に計算された Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Edition値を計算に含めることができます。

ノート:

各ロジック・アイテムにはシーケンスが付加され、ロジック・アイテムはこ
のシーケンスで計算されます。2番目以降のロジック・アイテムでこのフィ
ールドが使用可能な場合、以前に計算されたロジック・アイテムは、ロジッ
ク条件を満たしていれば含められます。

複雑なロジックの例 1: CashTx

表 4-5 複雑なロジックの例 1: CashTx

ディメンション 条件タイプ 条件値 グループ化基準 グループ・レベル
勘定科目 類似 11* Cash 0
エンティティ 類似 Tx Texas 0
ICP 範囲 00,99 ICP 0
UDI 含む 00,01,02 UD1 0

最初の行で、"11"で始まる任意の勘定科目が"Calc Item: CashTx"の計算結果に含まれる
ことが指定されます。
2行目で、ソース・レコードが"TX"のようなエンティティを持つことも指定され、結果
が絞り込まれます。
3行目で、ICP値が 00から 09の間のソース・レコードにのみ結果が絞り込まれます。
最後の行で、カスタム 1 (UD1)が 00、01、02のいずれかのソース・レコードにのみ結
果が絞り込まれます。インポートされた行の中でリストされた条件を満たさないもの
は、計算結果から除外されます。
次の表では、複数のソース・レコードから新規ロジック・アイテムが 1つのみ導出さ
れます。前のグラフィック例をロジック条件として、およびその後に続く最初のグリ
ッドをソースのライン・アイテムとして使用して、Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionで単一のロジック・アイテムの値を導出する
方法を確認できます。「グループ化基準」フィールドに注意してください。各「グルー
プ化基準」フィールドにはハードコード化された値が含まれています。したがって、
指定の条件を満たす各行で、元のインポートされたメンバーが「グループ化基準」フ
ィールドにリストされたメンバーで置換されます。
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インポート済の値のサンプル
表 4-6 インポート済の値のサンプル

勘定科目 エンティティ ICP UD1 金額 含むまたは除外
1150 Tx 07 01 50,401.07 含む
1176 Tx 04 02 10,996.00 含む
1201 Tx 01 00 500.00 除外

インポート済勘定科目名のサンプル
表 4-7 インポート済勘定科目名のサンプル

勘定科目 エンティティ ICP UD1 金額
Cash Texas ICP UD1 50,401.07

Cash Texas ICP UD1 10,996.00

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionにより、同一のメン
バーの組合せを含む行がグループ化され要約されて、次のような結果が作成されます:

最終結果
表 4-8 インポート済勘定科目名および番号

勘定科目 エンティティ ICP UD1 金額
Cash Texas ICP UD1 61,397.07

複雑なロジックの例 2: CashTx

表 4-9 複雑なロジックの例 2

ディメンション 条件タイプ 条件値 グループ化基準 グループ・レベル
勘定科目 類似 11* Cash 0
エンティティ 類似 Tx Texas 0
ICP 範囲 000,100 * 2
UDI 含む 00,01,02 UD1-* 0

前述の表の最初の行で、"11"で始まる勘定科目が"Calc Item: CashTx"の計算結果に含まれるこ
とが指定されます。
2行目で、ソース・レコードが"TX"のようなエンティティを持つことも指定され、結果が絞り
込まれます。
3行目で、ICP値が 000から 100の間のソース・レコードにのみ結果が絞り込まれます。
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最後の行で、カスタム 1 (UD1)が"00"、"01"、"02"のいずれかのソース・レコードにの
み結果が絞り込まれます。インポートされた行の中でリストされたすべての条件を満
たさないものは、計算結果から除外されます。
次の表では、「グループ化基準」フィールドおよび「グループ・レベル」フィールドに
入力された値によって、2つのロジック・アイテムがソース・レコードから導出されま
す。「グループ化基準」フィールドのうち 2つにリストされた値がハードコード化さ
れ、2つにアスタリスクが含まれています。したがって、指定の条件を満たす各行で、
勘定科目とエンティティ・ディメンションのインポートされた元のメンバーが「グル
ープ化基準」フィールドにリストされたメンバーで置換されます。その他のディメン
ションは、「グループ・レベル」の入力に基づいて、元のメンバーの全部または一部を
返します。

インポート済の値のサンプル
表 4-10 インポート済勘定科目番号のサンプル

勘定科目 エンティティ ICP UD1 金額 含むまたは除外
1150 Tx 070 01 50,401.07 含む
1176 Tx 040 02 10,996.00 含む
1121 Tx 045 02 9,050.41 含む
1201 Tx 100 00 500.00 除外

ロジック・メンバー
表 4-11 ロジック・メンバーのインポート済勘定科目名

勘定科目 エンティティ ICP UD1 金額
Cash Texas 07 UD1-01 50,401.07

Cash Texas 04 UD1-02 10,996.00

Cash Texas 04 UD1-02 9,050.41

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionにより、同一
のメンバーの組合せを含む行がグループ化され要約されて、次のような結果が作成さ
れます。

最終結果
表 4-12 インポート済勘定科目名および番号の最終結果

勘定科目 エンティティ ICP UD1 金額
Cash Texas 07 UD1-01 50,401.07

Cash Texas 04 UD1-02 20,046.41
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5
確認ルール

確認ルールを使用してデータの整合性を強化します。

確認レポートの概要
システム管理者は、確認ルールを使用してデータの整合性を強化します。確認ルールのセッ
トが確認ルール・グループ内に作成され、確認ルール・グループがロケーションに割り当て
られます。続いて、データがターゲット・システムにロードされた後、確認レポートが生成
されます。
確認エンティティ・グループをロケーションに割り当てた場合、確認レポートは、グループ
で定義されているすべてのエンティティについて実行されます。確認エンティティ・グルー
プをロケーションに割り当てない場合、確認レポートは、ターゲット・システムにロードさ
れたエンティティごとに実行されます。Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Edition確認レポートでは、ターゲット・システムの値、FDMEEソ
ース・データまたは FDMEE変換済データを取得します。
FDMEEは確認レポートを分析し、ステータス・エントリをプロセス・モニタリング表に挿入
します。レポートに関連付けられた場所には、確認レポート内のすべてのルールがパスした
場合のみ TRUEステータスが示されます。警告のみに使用されるルールの場合、ルール・ロ
ジックは割り当てられません。
データがロードされると、確認レコードが実行されます。また、レポートを手動で実行する
こともできます。

ノート:

確認ルールは、Account Reconciliation Managerにロードする場合に適用されませ
ん。

ノート:

エンティティ・ディメンションに共有階層がある場合は、Financial Consolidation
and Closeおよび Tax Reportingを使用するためのチェック・エンティティ・グルー
プまたはチェック・ルールのデータ・ロード・マッピングで、メンバーを親.子のフ
ォーマットで指定する必要があります。

確認ルール・グループの作成
確認ルール・グループを作成するには:

1. 「設定」タブの「データ・ロードの設定」で、「確認ルール・グループ」を選択します。
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2. 「確認ルール・グループ」サマリー・グリッドで、「追加」をクリックします。
行が上部グリッドに追加されます。

3. 「確認エンティティ・グループの詳細」で、「名前」フィールドにグループの名前を
入力します。
オプション: 「説明」に、グループの説明を入力します。

4. 「保存」をクリックします。

確認ルールの作成
確認ルール・レポートの各行は、確認ルールを表しています。
確認ルールを作成するには:

1. 「設定」タブの「データ・ロードの設定」で、「確認ルール・グループ」を選択しま
す。

2. オプション: 確認ルールで、「POVロケーション」、「POV期間」または「POVカ
テゴリ」を選択します。
POVバーの使用を参照してください。

3. 「確認ルール・グループ」サマリー・グリッドで、確認ルール・グループを選択し
ます。

4. 「ルール・アイテムの詳細」グリッドで、「追加」をクリックします。
行がグリッドに追加されます。

5. 各フィールドに確認ルール情報を入力します:

• 値の表示 - 値の表示を参照してください。
• 説明(オプション) - 説明を参照してください。
• ルール名 - ルール名を参照してください。
• ルール・テキスト - ルール・テキストを参照してください。
• カテゴリ - カテゴリを参照してください。
• シーケンス - シーケンスを参照してください。
• ルール・ロジック(オプション)

6. 「保存」をクリックします。
例 5-1 値の表示
「値の表示」フィールドは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionが確認レポートのデータ行をフォーマットする方法を制御するもの
で、ターゲット勘定科目またはレポート・フォーマット・コードの選択に使用します。
レポート・フォーマット・コードを含んだフィールドでは、値の参照は行われません。
例 5-2 ターゲット勘定科目を参照
このオプションを選択すると、「検索して選択: ターゲット値」画面が表示され、(ター
ゲットシステム・アプリケーション勘定科目のリストから)ターゲット勘定科目を検索
して確認ルール・フォームに挿入できます。
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例 5-3 フォーマット・コードの選択
このオプションを選択すると、フォーマット・コードを「ターゲット勘定科目」列に入力で
きます。
フォーマット・コードにより、確認レポートの表示が決定されます。
表 5-1 フォーマット・コードと、確認レポートで実行される対応するアクション

フォーマット・コード 確認レポートで実行されるアクション
#ModeList 「値の表示」、「説明」および「金額」列の値を表示

するようにレポートを設定します。指定がない場
合、システムのデフォルトは#ModeRuleになりま
す。

#ModeRule (デフォルト)「ルール名」、「ルール・テキスト」お
よび「金額」列の値を表示するようにレポートを
設定します。
このレポートは「ルール・ロジック」列の各式を
評価し、各ルールの TRUEまたは FALSE条件をテ
ストします。レポートには、各ルールのステータ
ス(OKまたはエラー)が表示されます。

#Title 関連付けられている「説明」フィールドのテキス
トを、確認レポートにタイトル行として挿入しま
す。

#Subtitle 関連付けられている「説明」フィールドのテキス
トを、確認レポートにサブタイトル行として挿入
します。

例 5-4 説明
#ModeListモードの確認レポートのみに表示される「説明」列には、勘定科目の説明が表示さ
れます(これらの説明は、タイトルまたはサブタイトルとして指定されている場合がありま
す)。
例 - 説明
Out-of-Balance Account

例 5-5 ルール名
#ModeRuleモードの確認レポートのみに表示される「ルール名」列には、確認ルールの識別子
が保管されます。ルール名値は、一意で識別しやすい値にする必要があります。
例 - ルール名
Out-of-Balance Check

例 5-6 ルール・テキスト
#ModeRuleモードのレポートにのみ表示される「ルール・テキスト」列では、ルールの背後に
ある論理が定義されます。確認レポートでは、ルールのプライマリ文は、そのルールに関連
付けられた「ルール・テキスト」フィールドのテキストです。
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例 - ルール・テキスト
This account must be between [+10 and –10].

例 5-7 カテゴリ
「カテゴリ」列で、FDMEEカテゴリを選択して、確認ルールを 1つの FDMEEに限定
します。ルールが確認レポートに表示されるのは、ルールに関連付けられた「カテゴ
リ」フィールドで選択された FDMEEカテゴリが、POVで設定された FDMEEカテゴ
リである場合のみです。POVで設定されたカテゴリにかかわらず確認ルールを確認レ
ポートに表示するには、「すべて」を選択する必要があります。
例 5-8 シーケンス
「シーケンス」列の値(数値)は、フォーマット・コードとルールが処理される順序を判
別します。シーケンス番号は、フォーマット・コードおよびルールを挿入する余地を
残すために 10ずつ大きくすることをお薦めします。

ルール・ロジック
「ルール・ロジック」列は、マルチディメンショナル参照および確認ルール式を作成す
る場合に使用します。「ルール・ロジック」列は、#ModeRuleまたは#ModeListモード
のレポートのみで処理されます。確認レポートでルール・ロジックが処理された後、
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionではルールに
合格または失敗のフラグを設定します。
確認ルール条件式
確認ルール式は、マルチディメンショナル参照を実行する際のターゲットシステム勘
定科目残高の検証に主に使用されます。式は、Trueまたは Falseの結果を返します。
たとえば、次の例では、Cash (ターゲット勘定科目)が正の残高の場合 true (OK)を返
し、そうではない場合 false (エラー)を返します。
|,,,YTD,<エンティティ通貨>,,Cash,[ICPなし],[なし],[なし],[なし],[な
し],,,,,,,,,,,,,,,,|>0

次の例では、確認ルール式は Cash (ターゲット勘定科目) + $1000が AccruedTax (別の
ターゲット勘定科目)の値以上の場合に true (OK)を返し、そうではない場合、false (エ
ラー)を返します。
|,,,YTD,<エンティティ通貨>,,Cash,[ICPなし],[なし],[なし],[なし],[な
し],,,,,,,,,,,,,,,,|+1000>=|,,,YTD,<エンティティ通貨>,,AccruedTax,[ICPなし],
[なし],[なし],[なし],[なし],,,,,,,,,,,,,,,,|

ルール・ロジック・エディタを使用した確認ルールの作成
ルール・ロジック・エディタを使用すると、確認ルールを簡単に作成できます。ルー
ル・ロジックの開発に役立ち、ルール・ロジック・エディタからルールを作成できま
す。ルール・ロジック・エディタを使用して、確認ルールを変更します。
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ルール・ロジック・エディタを開くには:

1. 「設定」タブの「データ・ロードの設定」で、「確認ルール・グループ」を選択します。
2. 確認ルールの「確認ルール・グループ」サマリー・グリッドで、確認ルール・グループを
選択します。

3. 「ルール・アイテムの詳細」グリッドから、「追加」をクリックします。
行がグリッドに追加されます。

4. 各フィールドに確認ルール情報を入力します:

• 値の表示 - 値の表示を参照してください。
• 説明(オプション) - 説明を参照してください。
• ルール名 - ルール名を参照してください。
• ルール・テキスト - ルール・テキストを参照してください。
• カテゴリ - カテゴリを参照してください。
• シーケンス - シーケンスを参照してください。

5. をクリックします。
「ルール・ロジック」画面には、3つのタブがあります:

• ルール・ロジックの「追加/編集」
• ルール・ロジックの「テキストとして追加/編集」
• ルール・ロジック・テスト式
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ルール・ロジックの追加
ルール・ロジックの「追加/編集」タブを使用して、メンバー値のリストでルール・ロ
ジック文の各行を追加します。
ルール・ロジックの「追加/編集」タブは、次の要素で構成されます:

• 条件のサマリー - "true"または"false"に評価される条件式の指定を有効にすること
で、確認ルールにロジックが備わります。
「条件のサマリー」に条件が含まれていない場合、「OK」または「エラー」は表示
されませんが、指定可能な交差は表示されます。
「条件のサマリー」および「表示のサマリー」オプションはオプションですが、省
略すると 0.00とのみ表示されます。

• 表示のサマリー - 表示値として使用されるマルチディメンショナル参照の指定が
有効になります。
表示値は無視されます。行にルール・ロジックがまったくなく、表示値のみの場
合、行は無視され、レポートは終了します。レポートの「値」列に表示される唯一
の値は、「表示のサマリー」に含まれる式です。表示のサマリーはオプションです。

• 追加 - サマリーに行を追加します。
• 削除 - サマリーの行を削除します。
ルール・ロジック文を追加するには:

1. ルール・ロジック・エディタで、ルール・ロジックの「追加/編集」タブを選択し
ます。

2. 「条件」または「表示」サマリー・グリッドから「追加」をクリックします。
空白の行が表示されます。

3. テストするルールを入力します。

ノート:

金額を評価するために等号を使用するときは、二重等号(==)を使用してく
ださい。

4. オプション: をクリックします。
5. 「ルール・ロジック」の「交差タイプ」フィールドで、マルチディメンショナル参
照の交差タイプを選択します。
使用可能な交差タイプ:

• ソース交差 - 値を"~"文字で囲みます。
• 変換されたソース交差 - 値を'文字で囲みます。
• ターゲット交差 - 値を"|"文字で囲みます。
マルチディメンショナル参照を参照してください。

6. 「ディメンション」から、値の取得元のディメンションを選択します。
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7. 「メンバー値」から、ディメンションの値を選択します。
8. 「交差に追加」をクリックします。
メンバー値が「表示」領域に追加されます。

9. 「OK」をクリックします。
ルール・ロジック交差

「ルール・ロジック交差」画面では、ターゲット・システムからディメンションを直接選択で
きます。これにより、必要なディメンションを正確に入力し順序付けできます。
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ルール・ロジックの「追加/編集」画面の「条件のサマリー」グリッドまたは「表示の
サマリー」グリッドから をクリックして、「ルール・ロジック交差」画面を表示し
ます。
「ルール・ロジック交差」画面では、ターゲット・ディメンションの取得フォーマット
のタイプを選択できます。
ルール・ロジック文にマルチディメンショナル参照が選択されると、Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは交差タイプが使用されま
す。マルチディメンショナル参照は、ターゲット・システムの勘定科目値、FDMEEソ
ース・データ、ターゲット・データまたは FDMEEソース変換済データを取得します。
マルチディメンショナル参照を参照してください。

マルチディメンショナル参照
マルチディメンショナル参照は、ターゲット・システムの勘定科目値、Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionソース・データまたは FDMEE
変換済データを取得します。マルチディメンショナル参照は、ルール条件およびルー
ル・ロジックの表示で使用できます。

ルール・データ・ソース
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは次の 3つの
ソースからデータを取得できます:

• ターゲットシステム・データ
• FDMEEソース・データ
• FDMEE変換済データ

ターゲット・システム・データ
ルールの開始と終わりにパイプ文字(|)が付く次のフォーマットを使用すると、Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで任意のディメンシ
ョンのターゲットシステム値を取得できます。
それ以外で指定しないかぎり、パラメータはオプションになります。
|Scenario, Period, Year, View, Value, Entity, Account (Required), ICP, 
Custom1, Custom2,Custom3, Custom4, Custom5, Custom6, Custom7, Custom8, 
Custom9, Custom10, Custom11, Custom12, Custom13, Custom14, Custom15, 
Custom16, Custom17, Custom18, Custom19, Custom20|

次の例は、ターゲットシステム値を取得する方法を示します。各例では、残高(Balance)
がターゲット勘定科目です。参照されないディメンションについては、プレースホル
ダとしてカンマを使用する必要があります。
次の点に注意してください。
• 年ディメンションのデフォルトは、POVで設定された年です。
• 通貨ディメンションのデフォルトは 0です。
• ビュー・ディメンションのデフォルトは YTDです。
• 値ディメンションのデフォルトは<Entity Currency>です。
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例 1

POVで設定されたターゲット期間とシナリオ(カテゴリ)に対する残高の値と、ロケーション
に割り当てられた FDMEE確認エンティティ・グループの各エンティティに対する残高の値
を参照します。例のルールは、ターゲット勘定科目が$10未満で-10より大きい場合に、確認
をパスします。
|,,,,,Balance,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,| > -10.00 AND 
|,,,,,Balance,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,| < 10.00

例 2

指定されたディメンションの残高の値を参照します。
|Actual,March,2002,YTD,Ohio,Balance,Michigan,Engines,Ford,Trucks,
[None],,,,,,,,,,,,,,,,,USD| > 0

例 3

指定されたディメンションおよび前期間の残高の値を参照します。
|Actual,-1,2002,YTD,Ohio,Balance,Michigan,Engines,Ford,Trucks,
[None],,,,,,,,,,,,,,,,,USD| > 0

例 4

FDMEE POVで設定されたターゲット・シナリオ(カテゴリ)、前のターゲット期間、およびロ
ケーションに割り当てられた FDMEE確認エンティティ・グループの各エンティティに対す
る残高の値を参照します。
例 1

現在の年ディメンションが"2015"の場合に+nおよび-nを使用して確認ルールで相対オフセ
ットを指定する方法を次に示します。
-1 result is 2015 - 1 = 2014 (Year - n)

+1 result is 2015 + 1 = 2016 (Year + n)

例 2

現在の期間ディメンションが"January"の場合に+nおよび-nを使用して確認ルールで相対オ
フセットを指定する方法を次に示します。
-1 result is January - 1 = January

+1 result is January + 1 = February

+12 result is January + 12 = December 
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FDMEEソース・データ
ルールの開始と終わりにティルデ文字(~)が付く次のフォーマットは、ターゲット・メ
ンバーにマッピングされた後に Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionにロードされたデータから値を取得します。
それ以外で指定しないかぎり、パラメータはオプションになります。UD#と示されてい
るパラメータは、ユーザー定義パラメータです。
~FDMEE Category, FDMEE Period, Year (Field Not Applicable), FDMEE 
View, FDMEE Location, Source Entity(Required), Source 
Account(Required), Source ICP, Source UD1,Source UD2, Source UD3, 
Source UD4, Source UD5, Source UD6, Source UD7,Source UD8, Source UD9, 
Source UD10, Source UD11, Source UD12, Source UD13,Source UD14, Source 
UD15, Source UD16, Source UD17, Source UD18, Source UD19, Source UD20~

FDMEE変換済データ
ルールの開始と終わりに抑音アクセント文字(`)が付く次のフォーマットは、Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionにロードされたデー
タからプル値を取得します。特別に指定されないかぎり、パラメータはオプションで
す。
`FDMEE Category, FDMEE Period, Year (Field Not Applicable), FDMEE 
View, FDMEE Location, Entity(Required), Account(Required), ICP, 
Custom1, Custom2, Custom3, Custom4, Custom5, Custom6, Custom7, 
Custom8, Custom9, Custom10, Custom11, Custom12, Custom13, Custom14, 
Custom15, Custom16, Custom17, Custom18, Custom19, Custom20`

算術演算子
算術演算子(+、-、*、/) - 算術演算子を選択した場合、確認ルールの金額は、指定され
た式を元の金額に対して計算した金額に等しくなります。たとえば、演算子*を選択し、
「ルール」フィールドに 2を入力した場合、新しいレコードの金額は元の金額に 2を掛
けた金額となります。式に使用可能な算術演算子は次のとおりです:

• + (加算)

• - (減算)

• * (乗算)

• / (除算)

• abs ()

If/Then/Else

確認ルールには If/Then/Else文を使用でき、「テキストとして追加/編集」タブでより
複雑な条件テストを作成できます。この文では、if文が trueに評価された場合に実行
される第 1の経路および if文が falseに評価された場合に実行される第 2の経路が指
定されます。
If/Then/Else文を使用すると、警告メッセージやフラグとしてカスタム・フィールドの
値をレポートで使用できます。
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次の例では、結果が 100から 1500のとき、「確認レポート(警告)」に「Amount between 100
and 1500」と出力されます。この例では次の 3つのデータ勘定科目を参照します:

1. 24000050: 1000

2. 24000055: 500

3. 24000060: 10

この例のこの計算は 1000 + 500/10で、結果が 1050です。
スクリプトは Jythonコードによって記述されます:

 def runVal():

       dbVal=abs((|,,,,,BERLIN,24000050,[ICP None],[None],[None],[None],
[None],,,,,,,,,,,,,,,,|)+(|,,,,,BERLIN,24000055,[ICP None],[None],[None],
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[None],[None],,,,,,,,,,,,,,,,|)/(|,,,,,BERLIN,24000060,[ICP None],
[None],[None],[None],[None],,,,,,,,,,,,,,,,|))

       PstrCheckMessage1=''

msg2=''

msg3=''

       if(dbVal<100):  

          RESULT=True

          PstrCheckMessage1='Amount < 100.'

       elif(dbVal>100  and dbVal<=1500):

          RESULT=True

          PstrCheckMessage1='Amount between 100 and 1500.'

       elif(dbVal>1500  and dbVal<=9999):

          RESULT=True

          PstrCheckMessage1='Amount between 1501 and 9999.'

       else:

          RESULT=False

          PstrCheckMessage1='Amount greater than 9999!'

       return [RESULT,PstrCheckMessage1,msg2,msg3]
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ノート:

ステータス表にデータを書き込むには、return文とともに 3つのメッセージ・パラ
メータを含める必要があります。1つのメッセージのみを書き込む場合、他の 2つ
のメッセージ・パラメータは必要です。

このスクリプトの実行結果は確認レポート(警告あり)に表示されます:

 

 

フリー・フォーム・テキストとしてのルール・ロジック文の追加
ルール・ロジックの「テキストとして追加/編集」タブを使用して、手動でテストするルール
をフリーフォーム・テキストとして追加します。この機能により、確認ルール・ロジックの
実績値を表示する方法をシステムに指示できます。これで、いつでも、テキストを 1行ずつ
入力するかわりに、テキストを切り取って貼り付けることができます。表示のサマリーを指
定しないと、値"0"がレポートに表示されます。
「表示」領域がアクティブな場合、すべての操作は「表示」領域で行われます。たとえば、ツ
リーを貼り付けると、すべてのツリー・メンバーが「表示」領域にコピーされます。「ルー
ル」領域がアクティブな場合、すべての操作は「条件」領域で行われます。「検索」タブで行
われたすべての変更は、関連するエディタの「ルール」タブに反映されます。
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ルール・ロジック文を追加するには:

1. ルール・ロジック・エディタで、ルール・ロジックの「テキストとして追加/編集」
タブを選択します。

2. 「ルール」に、ルールを入力します。
確認ルールでは、セミコロン(;)は使用しないでください。セミコロンは、ルール値
と表示値の間の区切り文字として予約されています。
金額を検証するために等号を使用するときは、等号(=)ではなく二重等号(==)を使用
してください。たとえば、「a - b=0」ではなく「a – b == 0」を使用します。

3. 「OK」をクリックします。

確認ルール式のテスト
「ルール・ロジック」タブの「テスト式」タブでルールをテストし、ディメンションの
組合せの条件を検証できます。テスト・チェック・ルールの送信時に、テストされる
ルールで見つかったエラーを表示できます。
「テスト式」画面には次の要素が含まれます。
• 式: テストするルールを表示する領域
• 参照の後の式(スクラッチ・パッド) - テストされている式の結果を表示する領域。

(テキストを選択して右クリックすると、テキストおよび式を一時的に格納するた
めに領域を使用できます。)
「テスト条件」または「表示のテスト」をクリックすると、このフィールドの式は
削除されます。

• 結果 - テスト条件の結果(Trueまたは False)を表示する領域
• 参照エラー: テストされている式で見つかったエラーを表示する領域
• POVの選択: 確認ルール POVを選択できます。
「視点の選択」画面で別の POVを選択するか、「メンバー・セレクタ」画面で特定
のエンティティを選択します。

ノート:

POVは、データが特定の POVに対するアプリケーションにエクスポー
トされた後でのみ設定できます。POVを入力し、テストするルールを実
行します。入力された POVは、現在のセッションの間設定されたままに
なります。POVを再設定することなくワークベンチに移動して戻るこ
とができます。

• 「テスト条件」および「表示のテスト」 - 「ルール」タブの「条件」または「表示」
領域でルールを実行するときに使用するボタン
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ルール・ロジック文をテストするには:

1. ルール・ロジック・エディタで、「テスト式」タブを選択します。
2. 「POVの選択」をクリックしてルールの POVを選択します。
オプションで、「エンティティ」参照をクリックし、「メンバー・セレクタ」画面でメンバ
ーを選択できます。

3. 条件のテストまたは表示のテストをクリックして、他のタブで指定された条件または表示
をテストします。
式を編集する必要がある場合、他のルール・タブ(「追加/編集」および「テキストとして
追加/編集」)に移動して式を変更します。

4. 「OK」をクリックします。

BSO Essbaseキューブの確認レポートの実行
BSO Essbaseキューブの確認レポートを実行する前に、完全修飾名を使用して、ディメンシ
ョン内やディメンション間で使用される重複するメンバーを必ず区別してください。重複す
るメンバー名から完全修飾名を作成するには、ルール・ロジックの「テキストとして追加/編
集」画面で完全修飾名をルール・ロジック文として追加します(フリー・フォーム・テキスト
としてのルール・ロジック文の追加を参照)。この要件は、Oracle Hyperion Profitability and
Cost Management、Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingに適用されます。
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完全修飾メンバー名は、重複するメンバー名または別名、およびディメンション名ま
でのすべての祖先から構成されます。それぞれの名前は大カッコ([])で囲まれ、ピリオ
ド(.)で区切られる必要があります。構文は次のとおりです。
[DimensionMember].[Ancestors...].[DuplicateMember]

例:

[Market].[East].[State].[New York]

[Market].[East].[City].[New York]

『Oracle® Essbaseデータベース管理者ガイド』を参照してください。

確認エンティティ・グループの作成
確認エンティティ・グループは、1つ以上のターゲットシステム・エンティティで構成
されます。確認レポートが生成されると、レポート・ロケーションに割り当てられた
エンティティ・グループのエンティティが連結され、レポートに表示されます。確認
エンティティ・グループをアクティブにするには、ロケーションに割り当てます。確
認エンティティ・グループの確認エンティティを定義するには、確認エンティティ  画
面の確認エンティティ・フォームのフィールドに値を入力します。
「確認エンティティ・グループ」画面は、3つのグリッドで構成されます:

• 確認エンティティ・グループのサマリー - 確認エンティティ・グループの名前がリ
ストされ、新しい確認エンティティ・グループを作成できるサマリー領域です。

• 確認エンティティ・グループの詳細 - 確認エンティティ・グループの名前と説明を
指定できる詳細領域です。

• エンティティの詳細 - エンティティの情報を追加できる詳細領域です。
確認エンティティ・グループを追加するには:

1. 「設定」タブの「データ・ロードの設定」で、「確認エンティティ・グループ」を選
択します。

2. 「確認エンティティ・グループ」グリッドで、「追加」をクリックします。
グリッドの上部に空白の行が追加されます。

3. 確認エンティティ・グループの詳細領域から、「名前」フィールドに確認エンティ
ティ・グループ名を入力します。
オプション: 「説明」フィールドに、確認エンティティ・グループの説明を入力し
ます。

4. 「保存」をクリックします。
エンティティの詳細を追加するには:

1. 「確認ルール・グループ」サマリー・グリッドで、確認エンティティ・グループを
選択します。

2. 「エンティティ」詳細グリッドで、「追加」をクリックします。
空白のオプション行が表示されます。
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3. 次のフィールドに入力します:

• 親
• エンティティ
• 連結
• レポート
• シーケンス

4. 「保存」をクリックします。
表 5-2 「エンティティの詳細」のオプションと説明

オプション 説明
親 エンティティを連結する組織を指定します。それ

以外のターゲット・システムでは、エンティティ
の親を選択します。「連結」オプションが選択され
ていない場合、選択は効果がありません。

スクリプト名 Oracle Hyperion Planningおよび Oracle
Essbase計算スクリプトの場合は、実行する計算ス
クリプト名を指定します。
このフィールドは、Essbaseまたは Planningアプ
リケーション・オプションで「エンティティ計算
方法の確認」が「計算スクリプト」に設定されて
いる場合にのみ使用可能です。

計算スクリプト・パラメータ をクリックして計算スクリプトのスクリプト
を参照し、「計算スクリプト・パラメータの設定」
画面で設定します。「計算スクリプト・パラメータ
の設定」画面で計算スクリプトを追加することも
できます。
確認ルール・プロセスの一部として、Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionはカスタム計算スクリプトに
含まれる計算スクリプト・パラメータを参照しま
す。計算スクリプトとは一連の計算コマンド、等
式および式であり、これらを使用すると、データ
ベース・アウトラインによる定義以外の計算を定
義できます。計算スクリプトは、Essbaseおよび
Planningターゲット・アプリケーション・オプシ
ョンで定義します(詳細は、計算スクリプトの使用
を参照)。
このフィールドは、Essbaseまたは Planningアプ
リケーション・オプションで「エンティティ計算
方法の確認」が 「計算スクリプト」に設定されて
いる場合にのみ使用可能です。
「エンティティ計算方法の確認」が"dynamic"に設
定されている場合、このフィールドは使用できま
せん。

エンティティ 連結して確認レポートに表示するターゲット・エ
ンティティを指定します。「連結」オプションを選
択した場合、エンティティは確認レポートに表示
される前に連結されます。
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表 5-2 (続き) 「エンティティの詳細」のオプションと説明

オプション 説明
連結 これを選択すると、エンティティは確認レポート

に表示される前に連結されます。
FDMEEでは、ターゲット・システムのロード後も
連結が実行されます(確認エンティティ・グループ
がロケーションに割り当てられている場合)。連結
されるエンティティは、アクティブなロケーショ
ンに割り当てられている確認エンティティ・グル
ープに指定されます。
Planning — ターゲット・アプリケーションの「エ
ンティティ計算方法の確認」プロパティに応じて、
デフォルトの計算または計算スクリプト名に指定
された計算スクリプトを実行します。
Essbase — ターゲット・アプリケーションの「エ
ンティティ計算方法の確認」プロパティに応じて、
デフォルトの計算または計算スクリプト名に指定
された計算スクリプトを実行します。
Oracle Hyperion Financial Management -
Financial Managementデータベースでデータの
連結が発生します。

レポート 「レポート」列で選択したオプションによって、エ
ンティティが確認レポートに表示されるかどうか
が決まります。「レポート」が選択されていない場
合に「連結」が選択されていると、エンティティ
は連結されますが、表示されません。

シーケンス エンティティを連結する順序と確認レポートに表
示する順序を指定します。
エンティティを挿入する余地を残すためにシーケ
ンス番号を 10ずつ大きくすることをお薦めしま
す。
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6
バッチ処理

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのバッチ処理機能を
使用して、次を実行できます:

• バッチ内で 1つ以上のロード・ルールを組み合せて、一度に実行します。
• バッチ処理でのジョブ実行をシリアル・モードまたは並列モードで行います。
• バッチのパラメータを定義します。
• POV設定に基づいた期間パラメータを導出します。
• 異なるパラメータを持つ複数のバッチを含む"マスター"のバッチを作成します。
たとえば、1つ目はシリアル・モードでメタデータ・ルールを実行するためのバッチ、2
つ目は並列モードでデータ・ルールを実行するためのバッチにできます。

• 使いやすさやセキュリティのためにバッチ・グループにバッチを関連付けます。
• 含まれているジョブを並列モードで送信して制御を返すようにバッチに指示します。
• すべてのジョブが完了している場合のみ、含まれているジョブを並列モードで送信して制
御を返すようにバッチに指示します。

バッチ処理オプションは、FDMEEのタスク・ペインで、またはバッチ・スクリプトを実行す
ることにより使用できます。
FDMEEタスク・ペインからバッチを処理する場合、「バッチ定義」オプションを使用してバ
ッチを作成し、バッチに含めるパラメータとタスクを指定します。バッチ定義の操作を参照
してください。「バッチ実行」オプションを使用して、バッチを実行します。バッチの実行を
参照してください。

ノート:

FDMEEバッチ・ロード機能は Account Reconciliation Managerには使用できませ
ん。Accounts Reconciliation Managerのロードとスケジューリング機能について
は、Oracle Hyperion Financial Close Managementユーザー・ガイドを参照してく
ださい。

バッチ定義の操作
バッチ定義を使用して、バッチ・ジョブとパラメータ、およびバッチに含まれるルールのタ
イプを定義します。バッチには 1つのルールしか含まれません。有効なルールのタイプは次
のとおりです:

• メタデータ
• データ
• バッチ
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• オープン・バッチ

ノート:

バッチ定義を作成できるのは管理者のみです。

別のターゲット・アプリケーションからのデータ・ロード・ルールを含むバッチ定義
を作成できます。これにより、メタデータとデータの両方をロードするバッチを使用
したり、メタデータ用の 1つのバッチおよびデータ用の別のバッチを含む、複数のバ
ッチをまとめたバッチを作成できます。
メタデータ・アプリケーションに関連付けられたデータ・ロード・ルールを操作する
場合、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、
フラット・ファイルからのメタデータのロードがサポートされます。詳細は、を参照
してください
バッチ定義機能には次の 3つの領域があります:

• バッチ定義の詳細 - バッチ定義の追加および削除を行うことができます。定義を
追加または変更する場合、定義名、ターゲット・アプリケーション、処理方法、制
御を返す方法および待機パラメータを指定します。

• バッチ定義パラメータ - ソースにインポート、「ターゲットにエクスポート」、「POV
期間」に基づいた期間パラメータの導出、およびデータ抽出パラメータの指定を行
うことができます。パラメータ定義は、バッチ・タイプ「バッチ」および「メタデ
ータ(ルール)」に対して使用できません。

• バッチ定義ジョブ - バッチにおけるジョブを追加および削除できます。バッチの
タイプに応じて、特定のタイプのルールを使用できます。

バッチ定義を追加するには:

1. 「設定」タブの「バッチ」で、「バッチ定義」を選択します。
2. 「バッチ定義」サマリー・セクションで、「追加」をクリックします。
「バッチ定義」サマリー・グリッドで空白の「名前」フィールドおよび「ターゲッ
ト・アプリケーション」フィールドを使用して、バッチ名または検索対象のターゲ
ット・アプリケーションを入力します。

3. 「バッチ定義」詳細セクションで、「定義」タブを選択します。
4. 「名前」に、バッチ定義の名前を指定します。
名前には、英数字またはアンダースコアしか使用できません。空白や他の文字を入
力しないでください。

5. 「ターゲット・アプリケーション」から、ターゲット・アプリケーションの名前を
選択します。

6. 「タイプ」から、定義のルールのタイプを選択します。
使用可能なタイプは次のとおりです:

• メタデータ
• データ
• バッチ
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• オープン・バッチ - ファイルベースのデータ・ソース
• 開始期間と終了期間を含むオープン・バッチ複数期間ファイルベース・データ・ソー
ス。

複数のターゲット・アプリケーションを含める場合は、ルールのタイプがタイプと整合性
があることを確認してください。たとえば、タイプが「バッチ」のバッチには、データ・
ルールを含めることができません。バッチのみを含めることができます。タイプが「デー
タ」のバッチには、バッチを含めることができません。
「オープン・バッチ」タイプは、ファイルベースのデータ・ソースのみで使用できます。
このタイプにはバッチ・ジョブは含まれません。このタイプのバッチを実行すると、プロ
セスが、openbatchディレクトリからファイルを自動的に読み取り、ファイル名に基づい
て適切な POVにインポートします。「オープン・バッチ」を実行すると、マスター・フ
ォルダが空になります。

7. 「実行モード」から、バッチ処理方法を選択します。
• シリアル - ファイルは順に処理され、1つのファイルのプロセスが完了するまで、次
のファイルのプロセスは開始されません。

• 並列 - ファイルは同時に処理されます。

ノート:

並列モードでは、ファイルはロケーションごとにグループ化されません。
8. 並列モードで実行されるバッチ処理については、次のフィールドを指定します。

• 完了の待機 - 「待機する」を選択すると、バッチ処理が終了したときに制御が返され
ます。
「待機しない」を選択すると、バックグラウンドでバッチを実行します。この場合、
すぐに制御を返します。

• タイムアウト - ジョブの最大実行時間を指定します。FDMEEはジョブの完了を待っ
てから制御を戻します。
「タイムアウト」には秒数または分数を指定できます。数値を入力してから、S (秒)ま
たは M (分)を入力します。

9. 「オープン・バッチ」タイプの「オープン・バッチ・ディレクトリ」で Home\inbox\batches
openbatchの下にフォルダを指定します。ここに、インポートされるファイルがコピーさ
れます。このフィールドが空白または nullの場合、Home\inbox\batches\openbatch下の
すべてのファイルが処理されます。

10.「オープン・バッチ」の「ファイル名セパレータ」で、オープン・バッチ・ファイル名の
5つのセグメントを区切るために使用する文字を選択します。
オプション:

• ~

• @

• ;

• _

11.「データ・ルールの自動作成」を選択すると、ファイルベースのデータ・ロードのために
データ・ルールが自動的に作成されます。
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ノート:

「データ・ルールの自動作成」オプションは、ルール・タイプが「オープ
ン・バッチ」の場合に使用できます。

FDMEEがデータ・ルール名を割り当てるとき、「Location_Category」という名前
を含むデータ・ルールが存在するかどうかチェックします。この名前が存在しない
場合、FDMEEは次のファイル命名規則を使用してデータ・ルールを作成します:

• ルール名 — Location_Category

• 説明 - 自動的に作成されるデータ・ルール
• カテゴリ — カテゴリ
• ファイル名 — Null

• モード — 置換
12. オプション: 「説明」フィールドで、バッチ定義の説明を入力します。
13.「保存」をクリックします。
14. オプション: 「バッチ・グループ」で、バッチに関連付けるバッチ・グループを選
択します。
詳細は、バッチ・グループの追加を参照してください。

15. オプション: 「パラレル・ジョブの数」には、バッチにより送信される並列処理の
最大数をいつでも指定できます。
このオプションは、「完了の待機」および「タイムアウト」フィールドとともに使
用します。
「完了の待機」とタイムアウト時間のオプションが設定されていて、パラレル・ジ
ョブの数が設定されていない場合、FDMEEでは、すべてのバッチ・ジョブの完了
を待機してから、コントロールが戻されます。
パラレル・ジョブの数が設定されていて、「完了の待機」/「タイムアウト」モード
が有効化されている場合は、一度に処理する、指定された数のジョブが送信されま
す。すべてのジョブが完了する前に待機時間に達すると、バッチ処理手順が終了し
ます。
「完了の待機」設定は、サブセットごとではなく、バッチ全体が対象になります。
たとえば、パラレル・ジョブの数が 4で、タイムアウト時間が 10分に設定されて
いるところに、20のジョブがあるとします。10分で完了したジョブが 15のみの
場合でも、システムは終了します。
「待機しない」が指定されている場合は、すべてのジョブが送信され、実行中のプ
ロセスの完了を待機せず、送信されたコントロールがすぐに戻されます。

16. オプション: 「バッチ前スクリプト」に、バッチの前に実行するカスタム・スクリ
プトの名前を入力します。
をクリックして、選択画面でカスタム・スクリプトを参照して選択するか、ア

ップロードできます。
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ノート:

カスタム・スクリプトがバッチ定義に添付されている"バッチ前スクリプト"で実
行されている場合、パラメータが読み取られるように、カスタム表またはファ
イルにパラメータを格納します。

カスタム・スクリプトは Jythonまたは Visual Basicスクリプトで記述できます。
17. オプション: 「バッチ後スクリプト」に、バッチの後に実行するカスタム・スクリプトの
名前を入力します。
をクリックして、選択画面でカスタム・スクリプトを参照して選択するか、アップロ

ードできます。
カスタム・スクリプトは Jythonまたは Visual Basicスクリプトで記述できます。

18.「保存」をクリックします。
バッチ定義のパラメータを追加するには:

1. 「設定」タブの「バッチ」で、「バッチ定義」を選択します。
2. 「バッチ定義」の「バッチ定義の詳細」で、「パラメータ」タブを選択します。
3. 「パラメータ」で、「ソースからインポート」を選択すると、ソース・システムからデータ
がインポートされて必要な変換が実行され、FDMEEステージング表にデータがエクスポ
ートされます。

4. 「ターゲットにエクスポート」を選択すると、データがターゲット・アプリケーションに
エクスポートされます。

5. 「POV期間」を選択して、POV設定に基づいた期間パラメータを導出します。
「POV期間」を選択すると、期間キーの「開始期間」および「終了期間」は無効になりま
す。
このフィールドはデータ・ロード・バッチの場合のみ使用可能です。
バッチを設定する場合は、期間を派生させる POVを選択するか、期間を明示的に入力し
ます。POVを選択すると、「システム」、「アプリケーション」または「ユーザー」設定の
「デフォルト POV期間」設定から取り出されます。

6. 「開始期間」および「終了期間」で日付を指定し、データを処理する期間パラメータを導
出します。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を使用します。たとえば、米国の場合、
MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力します。
「開始期間」および「終了期間」を選択すると、「POV期間」フィールドは無効になりま
す。
このフィールドはデータ・ロード・バッチの場合のみ使用可能です。

7. 「インポート・モード」ドロップダウンで、期間全体のデータをすべて一度に抽出するモ
ードか、期間中にデータを徐々に抽出するモードのいずれかを選択します。
オプションは次のとおりです:

• スナップショット - 期間全体について選択したソース・セットをすべて抽出します
スナップショット・モードの次の動作に注意してください:
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– 選択した期間のソース・データが実行されていない場合、データはソース
から抽出されます。

– 選択した期間のソース・データが実行されている場合、データはソースか
らではなく、FDMEEステージング表から抽出されます。これは、ユーザ
ーに同じ Enterprise Resource Planning (ERP)ソースから抽出するロケー
ションが 2つある場合、データはソースから 1回のみ(初回のみ)抽出され
るということです。
たとえば、選択した期間のデータを Oracle E-Business Suiteから Oracle
Hyperion Financial Managementにロードしたが、同じソースおよび期間
について ARMへの統合を実行する場合、データはソースから初回のみ抽
出されるため、インタフェース表のデータを使用します。この結果、その
後のデータ・ロードのパフォーマンスが大幅に向上します。最初の抽出に
最も時間がかかり、その後の抽出は速くなります。

• 増分 - 前のデータ抽出後に追加されたレコードを抽出します

ノート:

増分モードを使用して Peoplesoftからデータを取得している場合、
PeopleSoft一般会計の表の最新の PROCESS_INSTANCEエントリ
に基づいて、取得するレコードが特定されます。たとえば、ジョブを
正午に実行するように午前 8時にスケジュールし、ユーザーが午前
10時にジョブを実行した場合、午前 10時に転記されたレコードのみ
が増分実行で取得されます。増分モードを使用してレコードが取得
されなかった場合、完全リフレッシュを実行してすべてのレコードを
取得する必要があります。

• 完全リフレッシュ - ソース・システムからのクリーン抽出を実行し、その結
果、指定したソース元帳(またはビジネス・ユニット)およびソース期間の、該
当する FDMEEステージング表内の既存のデータ行をクリアします。
複数期間を使用するオープン・バッチのファイル名を定義する場合、
10~Filerule~Jan03~Mar03~FR.txtのように、開始期間および終了期間をファ
イル名に指定します。
単一期間を使用するオープン・バッチのファイルを定義する場合、10-
OBFilerule-Jan03-FR.txtのように、期間をファイル名に指定します。

ノート:

インポート・モードのオプション(スナップショット、増分および完
全リフレッシュ)は、標準インポート・フォーマットを使用するロケ
ーションでデータ・ルールに対してのみ適用できます。ソース・アダ
プタ・インポート・フォーマットが設定されたロケーションのデー
タ・ルールでは、常に完全データ抽出(完全リフレッシュに類似)が実
行され、データは直接 TDATASEG_T表に移入されます。

• 追加 - POVの既存の行は変更されず、新しい行が POVに追加されます。たと
えば、最初のロードに 100行、次のロードに 50行が含まれるとします。この
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場合、FDMEEは 50行を追加します。このロードの後で、POVの行の合計は 150で
す。

• 置換 — POVの行をロード・ファイルの行で置き換えます(つまり、TDATASEGの行
が置換されます)。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれる
とします。この場合、FDMEEはまず 100行を削除してから、70行を TDATASSEG
にロードします。このロードの後で、POVの行の合計は 70です。

ノート:

Account Reconciliation Manager (ARM)でデータ・ロードを完全リフレッシュモ
ードで実行する場合は、データがあるすべてのロケーションを選択してくださ
い。そうしないと、ARMで選択されていないロケーションのデータが FDMEE
には含まれ、ARMには含まれないことになります。その結果、FDMEEの内容
と ARMの内容に不一致が生じます。

このフィールドはデータ・ロード・バッチの場合のみ使用可能です。
8. 「為替レートの抽出」を選択して、為替レートを抽出します。
通貨の処理方法を参照してください。
(このオプションはファイル・ベースのソース・システムには適用されません)。

9. Oracle Essbase、Oracle Hyperion Planningおよび Financial Managementアプリケーシ
ョンのオプションの場合、「エクスポート・モード」ドロップダウンで、データのエクス
ポート・モードを選択してください。
Essbaseまたは Planningアプリケーションのオプション:

• STORE_DATA

• REPLACE_DATA

• ADD_DATA

• SUBTRACT_DATA

• OVERRIDE_ALL_DATA

このフィールドはデータ・ロード・バッチの場合のみ使用可能です。
Financial Managementアプリケーションのオプション:

• 累計
• 置換
• マージ
• セキュリティを基準にして置換

10. Essbaseまたは Planningの場合、「プラン・タイプ」ドロップダウンから、アプリケーシ
ョンのプラン・タイプを選択します。

11.「保存」をクリックします。
バッチ・ジョブを追加するには:

1. 「設定」タブの「バッチ」で、「バッチ定義」を選択します。
2. 「バッチ定義」の「バッチ・ジョブ」で、「追加」をクリックします。
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「ルール名」に、バッチ・ジョブに関連付けられたルール名を指定します。

を選択し、ルール名を検索して選択することもできます。
3. 「ジョブ・シーケンス」で、バッチを逐次処理する順序を指定します。
4. 「保存」をクリックします。

バッチ・グループの追加
バッチ・グループを使用すると、バッチを実行する際にセキュリティの適格性を判別
できます。
セキュリティ・オプションの設定を参照してください。
バッチ・グループを追加するには:

1. 「設定」タブの「バッチ」で、「バッチ定義」を選択します。
2. 「バッチ・グループ」タブを選択します。
3. 「追加」をクリックします。
4. 「名前」にバッチ・グループ名を指定します。
5. 「保存」をクリックします。
6. オプション: 次のようにバッチをバッチ・グループに関連付けます:

a. 「バッチ」タブを選択します。
b. 「バッチ」のサマリー・セクションで、バッチ・グループを関連付けるバッチ
を選択します。

c. 「バッチ」詳細セクションで「定義」タブを選択します。
d. 「バッチ・グループ」で、バッチに関連付けるバッチ・グループを選択します。
e. 「保存」をクリックします。

バッチの実行
バッチ実行機能を使用し、割り当てられているバッチ・グループに基づいて、アクセ
スしたバッチをすべて表示します。バッチ実行機能を使用して、バッチを選択したり、
ルールに渡されたパラメータの検証後にルールを実行したりすることもできます。
「バッチ実行」では、割り当てられたバッチ・グループに基づいてアクセスしたすべて
のバッチが表示されます。

ノート:

「バッチ実行」オプションには、統合の実行の役割を持つユーザーのみがアク
セスできます。

ルールを実行するには:
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1. 「ワークフロー」タブの「その他」で、「バッチ実行」を選択します。
2. 「バッチ実行」サマリー領域で、バッチ名を選択し、「実行」をクリックします。
3. オプション: 「スケジュール」をクリックしてジョブをスケジュールすることもできます

(ジョブのスケジュールを参照)。「ステータスのチェック」をクリックして、バッチのス
テータスをチェックできます(プロセス詳細の表示を参照)。

オープン・バッチの使用
オープン・バッチ機能は、ファイルベースのデータ・ソースを読み取り、ファイル名に応じ
て適切な POVにインポートするために使用されます。ワークフロー・プロセス(データ・ロ
ード・ワークベンチで魚のアイコンが表示される 4つのステップ(インポート、検証、エクス
ポートおよび確認)など)の自動化とスケジュール(特に、大量の外部ファイルのロードを処理
する必要がある場合の自動化とスケジュール)を可能にするバッチ定義タイプです。オープ
ン・バッチはジョブを含むことはできません。また、オープン・バッチは定期的に実行する
ようにスケジュールできます。
オープン・バッチ機能のプロセスの概要を次に示します:

1. 「バッチ定義」で、「オープン・バッチ」タイプを使用して、新しいバッチ定義を追加しま
す。

2. インポートされるファイルがコピーされる、アプリケーションの inbox\batchesサブデ
ィレクトリに openbatchフォルダを作成します。
バッチが処理された後、ディレクトリが作成され、OpenBatchディレクトリ内のすべての
ファイルが新規ディレクトリに移動します。新規ディレクトリには一意のバッチ IDが割
り当てられます。

3. 「ファイル名セパレータ」文字を選択します。
この文字は、オープン・バッチ・ファイル名の 5つのセグメントを区切るために使用され
ます。

4. 「データ・ルールの自動作成」オプションを選択します。
5. バッチ・ファイルの名前形式を使用して、オープン・バッチ・ファイルを

inbox\batches\openbatchフォルダにコピーして、ファイルをステージングします。
6. 「バッチ実行」でバッチを処理します。

オープン・バッチ・ファイルの名前フォーマット
オープン・バッチ・ファイルの名前は次のセグメントで構成されます:

• POV - ロケーション、期間、カテゴリなど、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionによってデータが処理される視点

• インポート・ロード方法 - FDMEEがデータを POVにインポートする方法
• エクスポート・ロード方法 - FDMEEがデータをターゲット・アプリケーションにエクス
ポートする方法

オープン・バッチは inbox\batches\openbatchおよびサブフォルダ(作成されている場合)に
あります。
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命名規則
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、次の方
法を使用して、オープン・バッチ・ファイルに名前を付けます:

1. データ・ロード・ルールの自動作成 - データ・ロード・ルールが最初に作成される
ときに使用されます。

2. 既存のデータ・ロード・ルール - データ・ロード・ルールが FDMEEで作成される
ときに使用されます。

FDMEEでデータ・ルール名が自動的に作成される場合、名前が"Location_Category"の
データ・ルールが存在するかどうかチェックされます。名前が存在しない場合、
FDMEEはファイルの命名規則を使用してデータ・ルールを作成します:ファイル ID~ロ
ケーション~カテゴリ~期間~RR.ext (この例では~ (チルダ)のファイル名区切りを使用して
います)。
• ファイル ID - 指定されたロケーションのファイルのソートに使用されるフリーフ
ォームの値。ファイルは、ロケーション別かつロケーション内でソートされ、ファ
イル IDはファイルのソートに使用されます。

• ロケーション - POVのロケーション
• カテゴリ - POVのカテゴリ
• 期間 - POV期間
• ロード方法 - 2文字の値。最初の文字はインポート・フォーマットを示し、2番目
の文字はエクスポート・フォーマットを示します。
インポート・モードの有効な値は Aおよび Rです。
エクスポート・モードの有効な値は A、R、Mおよび Sです。
詳細は、オープン・バッチ・インポートおよびエクスポート・ロード方法を参照し
てください。

• ext - ファイル拡張子(txtまたは csv)

FDMEEが、データ・ルールがオープン・バッチにすでに存在することを検出すると、
次のファイル命名規則が使用されます: ファイル ID~期間~RR.ext (この例では、~ (チル
ダ)のファイル名区切りが使用されています)

• ファイル ID - バッチ実行のロード順序の定義に使用されるフリーフォームの値。
バッチ・ファイルは、ファイル名のアルファベット順にロードされます。

• データ・ロード・ルール - データ・ロード・ルール名
• 期間 - POV期間
• ロード方法 - 2文字の値。最初の文字はインポート・フォーマットを示し、2番目
の文字はエクスポート・フォーマットを示します。
インポート・モードの有効な値は Aおよび Rです。
エクスポート・モードの有効な値は A、R、Mおよび Sです。
詳細は、オープン・バッチ・インポートおよびエクスポート・ロード方法を参照し
てください。

• ext - ファイル拡張子(txtまたは csv)
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オープン・バッチ・インポートおよびエクスポート・ロード
方法

次のインポート・ロード方法があります:

インポート・ロード方法 ファイルベース E-Business Suiteおよび
PeopleSoft

A 追加 該当なし
R 置換 該当なし
F 該当なし 完全リフレッシュ
I 該当なし 増分
S 該当なし スナップショット
次のエクスポート・ロード方法があります:

エクスポート・ロード方法 Hyperion Financial
Management

Planning/Essbase/Hyperion
Profitability

A (ADD_DATA) 累計 該当なし
R 置換 Planningのみに該当
M (STORE_DATA) マージ Essbaseの場合マージ、

Hyperion Profitabilityの場合完
全リフレッシュ。(マージ・エク
スポート・ロード方法は
Planningでは使用できません)。

S セキュリティを基準にして置換 Planningの場合削除、Essbase
の場合置換、Hyperion
Profitabilityの場合増分

次のエクスポート・ロード方法があります:

オープン・バッチの作成
オープン・バッチを作成して処理するには:

1. 「設定」タブの「バッチ」で、「バッチ定義」を選択します。
2. 「バッチ定義」サマリー・セクションで、「追加」をクリックします。
「バッチ定義」サマリー・グリッドで空白の「名前」フィールドおよび「ターゲット・ア
プリケーション」フィールドを使用して、バッチ名または検索対象のターゲット・アプリ
ケーションを入力します。

3. バッチ定義詳細セクションで、「定義」タブを選択します。
4. 「名前」に、バッチ定義の名前を指定します。
5. 「ターゲット・アプリケーション」ドロップダウンから、ターゲット・アプリケーション
の名前を選択します。

6. 「タイプ」ドロップダウンで「オープン・バッチ」を選択します。
7. 「実行モード」ドロップダウンで「シリアル」を選択します。
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シリアル実行モードでは、ファイルは順に処理され、1つのファイルのプロセスが
完了するまで、次のファイルのプロセスは開始されません。

8. 「オープン・バッチ・ディレクトリ」で inbox\batches\openbatchサブディレクト
リの下にフォルダを指定します。インポートされるファイルはここにコピーされ
ます。このフィールドが空白または nullの場合、inbox\batches\openbatch内の
すべてのファイルが処理されます。

9. 「オープン・バッチ」タイプの「ファイル名セパレータ」で、バッチ・ファイル名
の 5つの部分を区切るために使用する文字を選択します。
オプション:

• ~

• @

• _

• ;

10.「データ・ルールの自動作成」を選択すると、ファイルベースのデータ・ロードの
ためにデータ・ルールが自動的に作成されます。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでデー
タ・ルール名を割り当てる際に、名前が"Location_Category"のデータ・ルールが
存在するかどうかチェックされます。その名前がない場合は、FDMEEにより、デ
ータ・ルールが作成されます。
特定のカテゴリに基づいてデータをロードする事前定義済データ・ルールを使用す
るには、このフィールドを空白にしておきます。

11. オプション: 「説明」フィールドで、バッチ定義の説明を入力します。
12.「保存」をクリックします。
13. 次のいずれかの方法を使用して、ファイルベースのデータ・ソース・ファイルを

inbox\batches\openbatchにコピーしてステージングします。
• 事前定義済データ・ロード・ルール - 特定のカテゴリに基づいてデータをロー
ドする事前定義済データ・ルールを使用するには、「バッチ定義」画面の「デ
ータ・ルールの自動作成」フィールドを空白にしておき、データ・ロード・ル
ールを作成します(データを抽出するためのデータ・ロードのルールの定義を
参照)。
次に、FileID_RuleName_Period_LoadMethodという形式でオープン・バッチ・
ファイル名を作成します。ファイル IDは、ロードの順序を制御するために使
用できるフリーフォームのフィールドです。バッチ・ファイルは、ファイル名
のアルファベット順にロードされます。
ロード方法は、ロード方法を示す 2つの文字コードで定義されます。1つ目の
コードはソース・ロードの追加方法または置換方法を表し、2つ目の文字はタ
ーゲット・ロードの累計方法または置換方法を表します。
インポート・ロード方法の場合、ソース・システムに応じて、使用可能な値は
次のとおりです。
– A — 追加
– R - データの置換
– F — 完全リフレッシュ
– I — 増分
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– S — セキュリティを基準にして置換
Oracle Hyperion Financial Managementのエクスポート・ロード方法は次のとおりで
す。
– A — 累計
– R — 置換
– M — マージ
– S — セキュリティを基準にして置換
Oracle Hyperion Planningの場合、エクスポート・モードは次のとおりです:

– A—ADD_DATA

– R—REPLACE_DATA

– M—STORE_DATA

– S—SUBTRACT_DATA

オープン・バッチ・ファイル名の例: a_Texas_Actual04_Jan-2004_RR.txtおよび
b_Texas_Actual04_Jan-2004_RR.txt

• 自動作成データ・ロード・ルール — 任意のロケーションのカテゴリにデータをロー
ドし、FDMEEでデータ・ロード・ルールを自動的に作成するには、
FileID_Location_Category_Period_LoadMethodという形式でオープン・バッチ・フ
ァイル名を作成します。
この場合、FDMEEは"Location_Category"という名前を含むデータ・ルールを検索し
ます。ファイルが存在しない場合、FDMEEは"Location_Category"という名前のデー
タ・ルールを自動的に作成します。

14. オプション: オープン・バッチ・ファイルに任意のスケジュール条件を適用します。
ジョブのスケジュールを参照してください。

15.「ワークフロー」タブの「その他」で、「バッチ実行」を選択します。
16.「バッチ実行」サマリー領域で、オープン・バッチ・ファイルを選択し、「実行」をクリッ
クします。
オープン・バッチが処理されると、ディレクトリが作成され、openbatchディレクトリ内
のすべてのファイルが新規ディレクトリに移動し、新規ディレクトリには一意のバッチ
IDが割り当てられます。

ノート:

オープン・バッチ機能は Account Reconciliation Managerでは使用できません。

E-Business Suiteとの統合を実行するオープン・バッチの作成
「オープン・バッチ」機能を使用して、Oracle E-Business Suiteとの統合を実行できます。こ
れを行うには、ファイル名に POVとデータ・ロード・ルールを含む空のファイルを作成し、
サーバー上のオープン・バッチ・フォルダに保存します。オープン・バッチ・プロセスを実
行すると、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、指定
されたルールと POVで E-Business Suiteの統合を実行します。
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複数期間のオープン・バッチの作成
オープン・バッチ機能を使用すると、複数期間のファイルベースのデータ・ソースを
読み取り、ファイル名に応じて適切な POVにインポートできます。この機能によっ
て、多数のファイルをロードするプロセスを自動化できます。複数期間のオープン・
バッチにジョブを含めることはできません。また、複数期間のオープン・バッチは定
期的に実行するようにスケジュールできます。
オープン・バッチ複数期間ロードのファイルは、inbox\batches\openbatchmlディレ
クトリに格納されています。
複数期間バッチ・ファイルの名前は、次に示すセグメントで次の順序で構成されます:

• ファイル ID - ロードの順序を制御するためのフリーフォームのフィールドです。
バッチ・ファイルは、ファイル名のアルファベット順にロードされます。

• ロケーション
• カテゴリ
• 開始期間
• 終了期間
• ロード方法 - 2文字のアイテム (文字 1 = 追加または置換、文字 2 = ターゲットの追
加または置換)。有効な値は Aと Rです。

複数期間のオープン・バッチのファイル名の例:

a_Texas_Actual_ Jan-2004_ Jun-2004_RR.txt (Loc, Cat, Start Period, End
Period)

および
b_TexasDR1_ Jan-2004_ Jun-2004_RR.txt (Data Rule, Start Period, End
Period)

オープン・バッチを作成して処理するには:

1. 「設定」タブの「バッチ」で、「バッチ定義」を選択します。
2. 「バッチ定義」サマリー領域で、「追加」をクリックします。
「バッチ定義」サマリー・グリッドで空白の「名前」フィールドおよび「ターゲッ
ト・アプリケーション」フィールドを使用して、バッチ名または検索対象のターゲ
ット・アプリケーションを入力します。

3. バッチ定義の詳細セクションで、「定義」タブを選択します。
4. 「名前」に、バッチ定義の名前を指定します。
5. 「ターゲット・アプリケーション」から、ターゲット・アプリケーションの名前を
選択します。

6. 「タイプ」から、「オープン・バッチ複数期間」を選択します。
7. 「実行モード」ドロップダウンで「シリアル」を選択します。
シリアル実行モードでは、ファイルは順に処理され、1つのファイルのプロセスが
完了するまで、次のファイルのプロセスは開始されません。
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8. 「オープン・バッチ・ディレクトリ」で inbox\batches\openbatchmlサブディレクトリの
下にフォルダを指定します。インポートされるファイルはここにコピーされます。この
フィールドが空白または nullの場合、inbox\batches\openbatchml内のすべてのファイ
ルが処理されます。

9. 「オープン・バッチ」タイプの「ファイル名セパレータ」で、バッチ・ファイル名の 5つ
の部分を区切るために使用する文字を選択します。
オプション:

• ~

• @

• ;

• _

10.「データ・ルールの自動作成」を選択すると、ファイルベースのデータ・ロードのために
データ・ルールが自動的に作成されます。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでデータ・ルール
名を割り当てる際に、名前が"Location_Category"のデータ・ルールが存在するかどうか
チェックされます。この名前が存在しない場合、FDMEEは、次のファイル名の命名ルー
ルを使用してデータ・ルールを作成します:

• ルール名 — Location_Category

• 説明 - "Auto-created data rule"

• カテゴリ - カテゴリ
• ファイル名 - Null

• モード — 置換
特定のカテゴリに基づいてデータをロードする事前定義済データ・ルールを使用するに
は、このフィールドを空白にしておきます

11. オプション: 「説明」フィールドで、バッチ定義の説明を入力します。
12.「保存」をクリックします。
13. 次のいずれかの方法を使用して、ファイルベースのデータ・ソース・ファイルを

inbox\batches\openbatchにコピーしてステージングします。
• 事前定義済データ・ロード・ルール - 特定のカテゴリに基づいてデータをロードする
事前定義済データ・ルールを使用するには、「バッチ定義」画面の「データ・ルール
の自動作成」フィールドを空白にしておき、データ・ロード・ルールを作成します(デ
ータを抽出するためのデータ・ロードのルールの定義を参照)。
オープン・バッチで連続していない期間にロードする必要がある場合、ソース期間マ
ッピングが定義されているデータ・ルールを作成し、このオプションを使用します。
次に、FileID_RuleName_Period_LoadMethodという形式でオープン・バッチ・ファイ
ル名を作成します。ファイル IDは、ロードの順序を制御するために使用できるフリ
ーフォームのフィールドです。バッチ・ファイルは、ファイル名のアルファベット順
にロードされます。
ロード方法は、ロード方法を示す 2つの文字コードで定義されます。1つ目のコード
はソース・ロードの追加方法または置換方法を表し、2つ目の文字はターゲット・ロ
ードの累計方法または置換方法を表します。
ソースのロード方法では次の値を使用できます:
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– A — 追加
– R — 置換
ターゲットのロード方法では次の値を使用できます:

– A — 累計
– R — 置換
オープン・バッチ・ファイル名の例: a_Texas_Actual04_Jan-2004_RR.txtお
よび b_Texas_Actual04_Jan-2004_RR.txt

• 自動作成データ・ロード・ルール — 任意のロケーションのカテゴリにデータ
をロードし、FDMEEでデータ・ロード・ルールを自動的に作成するには、
FileID_Location_Category_Period_LoadMethodという形式でオープン・バッ
チ・ファイル名を作成します。
この場合、FDMEEは"Location_Category"という名前を含むデータ・ルールを
検索します。ファイルが存在しない場合、FDMEEは"Location_Category"とい
う名前のデータ・ルールを自動的に作成します。
データ・ルールの自動作成は連続した期間のロードにのみ適用されます。連続
していない複数の期間にロードするには、ソース期間マッピングが定義されて
いるデータ・ルールを作成します。

14. オプション: オープン・バッチ・ファイルに任意のスケジュール条件を適用します。
ジョブのスケジュールを参照してください。

15.「ワークフロー」タブの「その他」で、「バッチ実行」を選択します。
16.「バッチ実行」サマリー領域で、オープン・バッチ・ファイルを選択し、「実行」を
クリックします。
オープン・バッチが処理されると、ディレクトリが作成され、openbatchディレク
トリ内のすべてのファイルがそのディレクトリに移動します。新規ディレクトリ
には一意のバッチ IDが割り当てられます。

ノート:

オープン・バッチ機能は Account Reconciliation Managerでは使用でき
ません。

ジョブのスケジュール
ジョブのスケジュール機能を使用すると、メタデータ・ロード・ルールおよびデータ・
ロード・ルールの実行回数を調整できます。
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ノート:

「スケジュールの取消」を使用して Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionユーザー・インタフェースからジョブを取り消す
と、ルールのスケジュールの全インスタンスが取り消されます。ルールの個々のス
ケジュールを選択的に取り消すことはできません。

 

 

ジョブをスケジュールするには:

1. 「バッチ実行」画面、「メタデータ」画面または「データ・ロード・ルール」画面から、ス
ケジュールするバッチ名(「バッチ実行」画面)またはルール(「メタデータ」画面または「デ
ータ・ロード・ルール」画面)を選択し、「スケジュール」をクリックします。

2. 「スケジュール」で、任意のルール固有のオプションを選択します。
たとえば、「スケジュール」オプションを「データ・ロード・ルール」画面から選択した
場合、「ソースからインポート」、「再計算」、「ターゲットにエクスポート」などのオプシ
ョンを指定します。

3. スケジュールのタイプを指定し、関連する日時のパラメータを選択します。
aを参照してください。

4. 「OK」をクリックします。
表 6-1 スケジュール・タイプおよびパラメータ

スケジュール・タイプ 日時のパラメータ
単純 繰返しはしないが、特定の日時に実行するジョブ

を送信します。
使用可能なオプション:
• タイムゾーン
• 日付
• 時間
• 分
• 秒
• 選択(午前/午後)
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表 6-1 (続き) スケジュール・タイプおよびパラメータ

スケジュール・タイプ 日時のパラメータ
時間ごと 取り消されるまで、毎時間指定した分/秒に実行し

ます。
使用可能なオプション:
• タイムゾーン
• 分
• 秒

毎日 毎日、同じ時間に実行します。
使用可能なオプション:
• タイムゾーン
• 時間
• 分
• 秒
• 選択(午前/午後)

毎週 選択した曜日ごとに、特定の時間に実行します。
使用可能なオプション:
• タイムゾーン
• 月曜日 - 日曜日
• 時間
• 分
• 秒
• 選択(午前/午後)

毎月(日) 毎月の選択した日ごとに、特定の時間に実行しま
す。「月の最終日」または「月末の前日」を選択す
ることもできます。
使用可能なオプション:
• タイムゾーン
• 日
• 時間
• 分
• 秒
• 選択(午前/午後)
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表 6-1 (続き) スケジュール・タイプおよびパラメータ

スケジュール・タイプ 日時のパラメータ
毎月(曜日) 第 1日、2日、3日、4日、5日、最終日を選択し

てから、ジョブを実行する特定の日または週を選
択できます。
使用可能なオプション:
• 日
• 日
• 時間
• 分
• 秒
• 選択(午前/午後)

ノート:

「タイムゾーン」オプ
ションは、「毎月(曜
日)」スケジュール・
タイプに対して使用
できません。

スケジュール済ジョブの取消し
「スケジュールの取消」を使用して Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionユーザー・インタフェースからジョブを取り消すと、ルールのスケジュー
ルの全インスタンスが取り消されます。ルールの個々のスケジュールを選択的に取り消すこ
とはできません。
スケジュールされたジョブを取り消すには:

1. 「バッチ実行」画面でバッチを選択します。
2. 「スケジュールの取消し」をクリックします。

バッチ・スクリプトの操作
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionには、一連の
Windowsバッチ・スクリプトおよび UNIXシェル・スクリプトが用意されており、これらを
使用してユーザーはコマンド・ラインからデータ・ロードのルールを実行したり、Javaコー
ドを記述せずに任意のスケジューラからロードをスケジュールしたりできます。バッチ・ス
クリプトは、コマンドラインから呼び出すことができます。次に、スクリプトにより FDMEE
アプリケーション・サーバーのデータ・ロードおよびメタデータ・ロード APIが呼び出され、
データ・ルールやワークベンチで使用される通常のプロセスを使用してルールが実行されま
す。バッチ・スクリプトは<EPM_ORACLE_INSTANCE>/FinancialDataQualityディレクトリ内
にあります(<EPM_ORACLE_INSTANCE>は通常、
C:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1にあります)。
データ・ロード・ルールを実行するためのバッチ・スクリプトの使用には次が含まれます:
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• データ・ロード・ルール用バッチ・スクリプトの実行。データ・ロード・ルール用
バッチ・スクリプトの実行を参照してください。

• メタデータ・ルール用バッチ・スクリプトの実行。

ノート:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることはでき
ません。

パスワードの暗号化の使用
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionには、パスワ
ードを暗号化してファイルに保管するWin/UNIXスクリプトが用意されています。ス
クリプト encryptpassword.bat/shは、EPM ORACLE INSTANCE/FinancialDataQuality
ディレクトリにあります。
パスワードを暗号化するには:

1. バッチ・ファイルがあるディレクトリにナビゲートします。
通常、バッチ・ファイルのディレクトリは EPM ORACLE INSTANCE/
FinancialDataQualityディレクトリです。

2. EPM ORACLE INSTANCE/FinancialDataQualityディレクトリから、コマンド・プロ
ンプトでスクリプト encryptpassword.bat <passwordfile>を実行します。

3. プロンプトが表示されたら、パスワードを入力し、「入力」をクリックします。
次の点に注意してください。
• パスワードを入力すると、マスクされます。
• バッチ・スクリプトを実行するとき、–f:passwordfileという形式でパラメー
タとしてファイル名を使用してパスワードを指定できます。パラメータとし
て使用されるファイル名は、「システム設定」の「暗号化パスワード・フォル
ダ」オプションで定義されるロケーションにあります。

• ファイル名の一部としてディスクまたはディレクトリを指定しないでくださ
い。ファイル名のみを入力します。拡張子は付けても付けなくてもかまいま
せん。

• 実際のファイル名で[file]を置き換え、カッコは指定しないでください。
• スクリプトがパスワードを暗号化し、パラメータとして指定されたファイルに
書き込みます。

• ファイル内のパスワードを使用したてデータ・ロード・ルール・バッチ・スク
リプトの実行の詳細は、データ・ロード・ルール用バッチ・スクリプトの実行
を参照してください。

• ファイル内のパスワードを使用したメタデータ・ロード・ルール・バッチ・ス
クリプトの実行の詳細は、メタデータ・ルール用バッチ・スクリプトの実行を
参照してください。
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データ・ロード・ルール用バッチ・スクリプトの実行
プレーン・テキストのパスワードを使用してデータ・ロード・ルール・バッチ・スクリプト
を実行するには:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. 次のコマンドを貼り付けて実行します: loaddata USER PASSWORD RULE_NAME

IMPORT_FROM_SOURCE EXPORT_TO_TARGET EXPORT_MODE IMPORT_MODE LOAD_FX_RATE
START_PERIOD_NAME END_PERIOD_NAME SYNC_MODE

ファイル内のパスワードを使用してデータ・ロード・ルール・バッチ・スクリプトを実行す
るには:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. 次のコマンドを貼り付けて実行します: loaddata USER -f:PASSWORD_FILE RULE_NAME

IMPORT_FROM_SOURCE EXPORT_TO_TARGET EXPORT_MORE IMPORT_MODE LOAD_FX_RATE
START_PERIOD_NAME END_PERIOD_NAME SYNC_MODE

データ・ロード・ルール用パラメータの設定
データ・ロード・ルールのバッチ・スクリプトを実行するために使用されるパラメータは、
次のとおりです:

表 6-2 データ・ロード・ルール用パラメータ

パラメータ 値
ユーザー ユーザー名
パスワード パスワードまたは–f:パスワード・ファイル名
IMPORT_FROM_SOURCE Yまたは N
EXPORT_TO_TARGET Yまたは N
EXPORT_MODE Oracle Essbaseおよび Oracle Hyperion

Planningアプリケーションのエクスポート・モー
ド:
• STORE_DATA
• ADD_DATA
• SUBTRACT_DATA
• REPLACE_DATA
• OVERRIDE_ALL_DATA
Oracle Hyperion Financial Managementアプリ
ケーションのエクスポート・モード:
• 累計
• 置換
• マージ
• Replace_By_Security
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表 6-2 (続き) データ・ロード・ルール用パラメータ

パラメータ 値
IMPORT_MODE • スナップショット

• 増分
• 完全リフレッシュ
ファイルベースのソース・システムのエクスポー
ト・モード:
• 追加
• 置換

LOAD_FX_RATE 為替レートのロード・フラグ。Yまたは N
START_PERIOD_NAME POV指定の期間値が期間プロファイルから取得さ

れる場合は、期間名または POV。
END_PERIOD_NAME POV指定の期間値が期間プロファイルから取得さ

れる場合は、期間名または POV。
SYNC_MODE SYNC/ASYNC

• SYNC - プロセスが即時実行され、プロセス完
了時に制御が戻ります。

• ASYNC - ODIジョブの送信時に、制御が戻り
ます。ロード・プロセスは引き続き ODIで実
行されます。

メタデータ・ルール用バッチ・スクリプトの実行
プレーン・テキストのパスワードを使用してメタデータ・ロード・ルール・バッチ・
スクリプトを実行するには:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルで次のコマンドを貼り付けて
実行します: loadmetadata USER PASSWORD LOCATION_NAME SYNC_MODE

ファイル内のパスワードを使用してメタデータ・ロード・ルール・バッチ・スクリプ
トを実行するには:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルで次のコマンドを貼り付けて
実行します: loadmetadata USER -f:PASSWORD_FILE LOCATION_NAME SYNC_MODE

メタデータ・ルール用パラメータの設定
メタデータ・ルールのバッチ・スクリプトを実行するために使用されるパラメータは、
次のとおりです:

表 6-3 メタデータ・ルール用パラメータ

パラメータ 値
ユーザー ユーザー名
パスワード パスワードまたは–f:パスワード・ファイル名
ロケーション ロケーション名
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表 6-3 (続き) メタデータ・ルール用パラメータ

パラメータ 値
SYNC_MODE SYNC/ASYNC

• SYNC - プロセスが即時実行され、プロセ
ス完了時に制御が戻ります。

• ASYNC - ODIジョブの送信時に、制御が戻
ります。ロード・プロセスは引き続き ODI
で実行されます。

HRデータ・ルール用バッチ・スクリプトの実行
プレーン・テキストのパスワードを使用して HRデータ・ルール・バッチ・スクリプトを実
行するには:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. 次のコマンドを貼り付けて実行します: loadhrdata USER PASSWORD LOCATION_NAME

SYNC_MODE
ファイル内のパスワードを使用して HRデータ・ルール・バッチ・スクリプトを実行するに
は:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. 次のコマンドを貼り付けて実行します: loadhrdata USER -f:PASSWORD_FILE

LOCATION_NAME SYNC_MODE。

HRデータ・ルール用パラメータの設定
HRデータ・ルールのバッチ・スクリプトを実行するために使用されるパラメータは、次のと
おりです:

表 6-4 人事ルールのパラメータ

パラメータ 値
ユーザー ユーザー名
パスワード パスワードまたは–f:パスワード・ファイル名
ルール名 HRデータ・ルール名
IMPORT_FROM_SOURCE Yまたは N
EXPORT_TO_TARGET Yまたは N
現日付 適用できる有効日を決定するために使用される日

付。日付は YYYY-MM-DD形式である必要があり
ます。

ロード・タイプ ロード・タイプを指定します:
• データ - データのみをロードします。
• 両方 - データおよびメタデータをロードしま
す。
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バッチ・スクリプトの実行によるマッピング・ルールのイ
ンポート

importmappingバッチ・スクリプトを使用すると、コマンドラインからマッピング・
ルールをインポートできます。
ファイルからパスワードを使用してマッピング・ルールのインポートのバッチ・スク
リプトを実行するには:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. 次のコマンドを貼り付けて実行します: importmapping USER_NAME ENCY_PASS

LOCATION_NAME DIMENSION_NAME FILE_PATH REPLACE VALIDATE SYNC_MODE

マッピング・ルールをインポートするためのパラメータの設定
マッピング・ルールをインポートするためのバッチ・スクリプトを実行するときに使
用されるパラメータ:

表 6-5 データ・ロード・ルール用パラメータ

パラメータ 値
USER_NAME ユーザー名
ENCY_PASS パスワードまたは–f:パスワード・ファイル名
LOCATION_NAME ロケーション名
DIMENSION_NAME ディメンションの名前
File_PATH ソースのインポート元のディレクトリです。
置換 インポート・モードのロード方法:

• A — 追加
• R — 置換

検証 Yまたは N
SYNC_MODE SYNC/ASYNC

• SYNC - プロセスが即時実行され、プロセ
ス完了時に制御が戻ります。

• ASYNC - ODIジョブの送信時に、制御が戻
ります。ロード・プロセスは引き続き ODI
で実行されます。

ノート:

Linuxで importmapping.shユーティリティを使用して Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionマッピングをインポ
ートする際、エラー: 文字列索引が範囲外です: -1が表示された場合、次に類
似したディレクトリを参照してください: ./importmapping.sh admin
welcome1 EBS_HFM_LOC account \/app\/EPM\\/import\/FDMEE\/
FDMEE_Mapping_Account-PROJMGN.txt REPLACE N SYNC 。次に、ファイルが
Windowsフォーマットではなく UNIXフォーマットであることを確認して
ください。dos2unixを実行してファイルを変換し、リロードしてください。
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ライトバックに対するデータ・ロード・ルール用バッチ・ス
クリプトの実行

ソース EPMアプリケーションからターゲット Enterprise Resource Planning (ERP)システム
にデータを抽出するには、"Loaddata"スクリプトを使用します。データ・ロード・ルール用バ
ッチ・スクリプトの実行を参照してください。

バッチの実行
プレーン・テキストのパスワードを使用してバッチを実行するには:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. 次のコマンドを貼り付けて実行します: runbatch USER PASSWORD BATCH_NAME

SYNC_MODE。
ファイル内のパスワードを使用してバッチを実行するには:

1. Windowsコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェルを表示します。
2. 次のコマンドを貼り付けて実行します: runbatch USER -f:PASSWORD_FILE BATCH_NAME

SYNC_MODE。

バッチを実行するためのパラメータの設定
バッチを実行するために使用されるパラメータは次のとおりです:

表 6-6 バッチを実行するためのパラメータ。

パラメータ 値
ユーザー ユーザー名
パスワード パスワードまたは–f:パスワード・ファイル名
ルール名 バッチ名
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7
スクリプトの作成と使用

次も参照:

• 概要
• Jythonの基本概要
• スクリプト・エディタの使用
• インポート・スクリプトの使用
• マッピング・スクリプトの使用
• イベント・スクリプトの使用
• カスタム・スクリプトの使用
• JAVA APIの使用
• Visual Basic

概要
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、Jythonおよび
Visual Basicに基づくスクリプト作成機能により優れた拡張フレームワークを提供します。
ユーザーは、豊富な APIライブラリのセットを使用して、ニーズを最もよく満たすように製
品を拡張およびカスタマイズできます。FDMEEでは次の 4種類のスクリプトがサポートさ
れます:

• インポート・スクリプト — ソース・ファイルがインポートされるときに実行されます。
Jythonスクリプトのみを使用します。

• マッピング・スクリプト — 複数のソース列に基づいてターゲット・メンバーを導出する
マッピング・ロジック、および IF THENロジックを構築するために使用されます。Jython
および SQLスクリプトを使用します。

• イベント・スクリプト — インポートの前後など、FDMEEに応答して実行されます。
Jythonおよび Visual Basicスクリプトを使用します。

• カスタム・スクリプト — スクリプトを手動で実行できます。Jythonおよび Visual Basic
スクリプトを使用します。

FDMEEによって提供される一連の Java APIを使用すると、頻繁に使用されるデータ・ロー
ド・プロパティを検索したり、共通のアクションを実行したりできます。FDMEEでは Visual
Basicベースのイベント・スクリプトもサポートされます。

Jythonの基本概要
スクリプトを使用する前に、次に示す Jythonの重要な概念について理解してください:

• コードのインデント
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• データ型宣言なし
• 0から始まる配列インデックス
• サブストリング: str[Start Position: Start Position + Length]

• すべての Javaライブラリにアクセス可能
Jythonの概念の詳細は、次の URLを参照してください:

• Jythonとは
• Python

Jythonでの例外処理メカニズムの使用方法の詳細は、例外処理およびデバッグを参照
してください。
イベント・スクリプトでの"try-exceptブロック"の使用例は、イベント・スクリプトの
サンプルを参照してください。

スクリプト・エディタの使用
ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionス
クリプト・エディタの使用方法を説明します。

概要
スクリプト・エディタは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionイベントに応答して、またはファイルのインポート・プロセス中に
実行される Jythonスクリプトを定義するために使用されます。スクリプトは FDMEE
アプリケーションの data\scriptsディレクトリに保存されます(Jythonスクリプトで
は.py拡張子、Visual Basicスクリプトでは.vbs拡張子が使用されます)。インポート・
スクリプトは data\scripts\importサブディレクトリ、イベント・スクリプトは
data\scripts\eventサブディレクトリ、カスタム・スクリプトは
data\scripts\customサブディレクトリに保存されます。スクリプトは、他の FDMEE
環境にコピーし、テキスト・エディタを使用して編集できます。

スクリプト・エディタの起動
スクリプト・エディタにアクセスするには :

1. 「設定」タブで「スクリプト」を選択します。
2. 「スクリプト・エディタ」を選択します。

スクリプト・エディタのレイアウト
「スクリプト・エディタ」の左ペインに、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionスクリプトの 2つのタイプ「インポート」と「イベン
ト」を含むディレクトリがリストされます。右側のペインでは、スクリプトのコード
を作成またはコピーできます。
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インポート・スクリプトの使用
ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでのイン
ポート・スクリプトの使用方法を説明します。

概要
ノート:

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのインポー
トの統合は、Jythonスクリプト・エンジンを使用して実装されます。Visual Basic
スクリプト・エンジンは、インポート・スクリプトでは使用できません。

インポート・スクリプトを使用する場合は、次の点に注意してください:

• インポート・スクリプトは、ソース・ファイルのインポートに合せて実行されます。
• インポート・スクリプトはファイルベースのデータ・ロードのみで有効です。
• インポート・スクリプトは、Jython関数のみを使用して作成する必要があります。フォ
ーマットは「def <name>(parm1, parm2)」と戻り値です。

• インポート・スクリプトは FDMEEによって 2つのパラメータを渡します:

– インポート・フォーマットによって定義されるディメンション値
– ソースのレコード全体
たとえば、勘定科目列が位置 2から位置 4までの文字として定義されているとき、この
値がフィールドの値として渡され、入力行全体が第 2パラメータとして渡されます。サン
プル・スクリプト(インポート・スクリプトのサンプルを参照)では、これらのパラメータ
は StrFieldおよび StrRecの値として指定されています。ただし、最初のパラメータがフ
ィールドで、2番目のパラメータがレコード全体であると認識しているかぎり、任意の名
前を付けることができます。

• 「金額」列のインポート・スクリプトが常に最初に実行されます。
• ファイル名と関数名は同じである必要があります。
• 関数の戻り値は、指定されたディメンションの TDATASEG表のソース列に移入されます。
値は 1つだけ戻すことができます。

• テキスト・エディタを使用してスクリプトを編集してから、FDMEEにコピー・アンド・
ペーストすることをお薦めします。

• インポート・スクリプトは、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理では処理されません。

インポート・スクリプトの作成
インポート・スクリプトを作成するには:

1. 「設定」タブの「スクリプト」で、「スクリプト・エディタ」を選択します。
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2. 「スクリプト・エディタ」画面で、「新規」をクリックします。
3. 「スクリプト・タイプ」で「インポート」を選択します。
4. 「ファイル名」にスクリプトの名前を入力します。
5. 「OK」をクリックします。
6. スクリプト・エディタでカスタム・スクリプトのコードを作成します。
7. 「保存」をクリックします。

インポート・スクリプト・パラメータ
インポート・フォーマット・スクリプトは Jython関数として定義されます。Jython関
数名とスクリプト・ファイル名を同じにする必要があります。この関数は、2つのパラ
メータ(現在のフィールドと処理されている現在の行)を受け取ります。
• strField — インポート・フォーマットで定義されているソースファイルの列の値

(たとえば、「金額」列に割り当てられているインポート・スクリプトでは、strField
に金額値が含まれ、「勘定科目」列に割り当てられているインポート・スクリプト
では、strFieldに勘定科目値が含まれます。)

• strRecord - スキャンされるソースファイル行(レコード)。
次の例では、スクリプトがソース・ファイルの勘定科目コードと勘定科目の説明を連
結します。たとえば、ファイルの最初のデータ行は、勘定科目コードが 1110、説明が
「Cash」です。このスクリプトは 1110と「Cash」を連結して、TDATASEG表に「1110-
Cash」という名前のソース勘定科目を作成します。(TDATASEG表のリファレンスを
参照してください)。スクリプトでは、インポート・フォーマットによって定義される
フィールドと、現在のレコードの位置 14～34に定義されるフィールドを選択します。
(Jythonでは列番号は 1ではなく 0から開始します。)
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インポート・フォーマットへのインポート・スクリプトの割
当て

スクリプト・エディタでスクリプトを作成し保存したら、スクリプトをインポート・フィー
ルド(インポート・フォーマット内の任意のインポート・フィールド)に割り当てます。
インポート・スクリプトをインポート・フィールドに割り当てるには:

1. 「設定」タブの「統合設定」で、「インポート・フォーマット」を選択します。
2. 「インポート・フォーマット」サマリー・グリッドでインポート・フォーマット名を選択
します。

ノート:

インポート・ソースがアダプタの場合は、インポート・フォーマット名に非
ASCII文字を使用します。

3. 「インポート・フォーマット」詳細グリッドで「式の追加」アイコンを選択します。
式エディタを使用せずに、フィールドに値を直接入力することもできます。
 

 

4. 「式の追加」の「式タイプ」で、「スクリプト」を選択します。
5. 「式の値」で、スクリプトを参照して選択します。
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6. 「OK」をクリックします。
スクリプトがインポート・フィールドに割り当てられます。インポート・スクリプ
トの名前が、「式」列に表示されます。
 

 

インポート・スクリプト関数の使用
インポート・スクリプト内では、関数を使用して Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionでインポートされたデータを操作します。
この項では、問題と解決策の形式により、様々なインポート・スクリプト関数の使用
方法を説明します。

先頭文字の抽出
問題: Indiana_GL画面の勘定科目番号が各行の最初のフィールドにありますが、桁数
が統一されていません。しかし、ファイルに関連付けられたマッピングで使用される
のは、4桁のみです。
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解決策: インポート・スクリプト画面で、次のスクリプトを「勘定科目」行の「式」フィール
ドに割り当てます。このスクリプトが、各勘定科目番号の最初の 4桁(左側の最初の 4桁)を
Parse_Accountに割り当てます:

def Parse_Account (strfield, strrecord):

        return strField[:4]    

結果: インポート・ファイルに各勘定科目番号の最初の 4桁のみ表示されます。

中央の文字の抽出
問題: NewYorkファイルで、コスト・センター、勘定科目および勘定科目の説明が、3つの文
字列ではなく 1つの連続した文字列として提示されています。勘定科目文字列をコスト・セ
ンター文字列および勘定科目の説明文字列から分ける必要があります。
 

 
解決策: 「インポート・フォーマット」画面で、次のスクリプトを「勘定科目」行の「式」フ
ィールドに割り当てます。「インポート・フォーマット」画面で、次のスクリプトを「勘定科
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目」行の「式」フィールドに割り当てます。このスクリプトが、勘定科目文字列の文
字(文字列の位置 7から 10にある文字)を抽出して返します:

def Parse_Account (strfield, strrecord):

   return strField[6:10]

結果:勘定科目文字列が、コスト・センター文字列および勘定科目の説明文字列から分
けられます。
結果: インポート・ファイルの「勘定科目」列に、勘定科目番号のみ表示されます。

文字列の末尾の抽出
問題: NewJersey画面で、勘定科目番号が勘定科目フィールドの最後の 4文字として提
示されています。勘定科目番号のみ抽出する必要があります。
 

 
解決策: 「インポート・フォーマット」画面で、次のスクリプトを「勘定科目」行の
「式」フィールドに割り当てます。このスクリプトが、勘定科目番号(勘定科目のフィー
ルドの最後の 4文字)を抽出して返します:

def Parse_Account (strfield, strrecord):

return strField[-4:]

結果:インポート・ファイルの「勘定科目」列に、勘定科目番号のみ表示されます。

分割関数の使用
問題: NewYork画面では、コスト・センター、勘定科目および勘定科目の説明が、3つ
のフィールドではなく、1つのフィールドに表示されます。3つの文字列はダッシュ(-)
で区切られています。3つの文字列を 3つのフィールドに表示する必要があります。
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解決策: 「インポート・フォーマット」画面で、分割関数をそれぞれ使用する次のスクリプト
を、「エンティティ」、「勘定科目」および「勘定科目の説明」の行の「式」フィールドに割り
当てます(最初のスクリプトを「エンティティ」に、2番目のスクリプトを「勘定科目」に、
3番目のスクリプトを「勘定科目の説明」に割り当てます)。最初のスクリプトは最初のハイ
フンの前の一連の文字(コスト・センターの値)を戻し、2番目のスクリプトは最初のハイフン
の後の一連の文字(勘定科目の値)を戻し、3番目のスクリプトは 2番目のハイフンの後の一連
の文字(勘定科目の説明の値)を戻します。
def NY_ParseCenter (strfield, strrecord):

    seglist = strfield.split("-")

    return seglist[0].strip()

def NY_ParseAccount (strfield, strrecord):

    seglist = strfield.split("-")

    return seglist[1].strip()

def NY_ParseDesc (strfield, strrecord):

    seglist = strfield.split("-")

    return seglist[2].strip()

結果: インポート・ファイルで、コスト・センター、勘定科目および勘定科目の説明の文字列
が、3つの個別のフィールドに表示されます。

Skip関数(条件スキップ)の使用
問題: Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで、06から始
まるエンティティ値が含まれる NewYork画面のすべての行をスキップします。
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インポート・スクリプトで処理されているファイルの行をスキップするには、関数の
戻り値として fdmSkipを指定する必要があります。インポート・スクリプトの戻り引
数として fdmSkipを指定するには、「return fdmSkip」を入力します。fdmSkipはイン
ポート・スクリプトのみで使用できます。
 

 
解決策: インポート・スクリプト画面で、次のスクリプトを「エンティティ」行の「式」
フィールドに割り当てます。このスクリプトが、エンティティ列を解析して、ローカ
ル変数を使用します。この変数は、スクリプトの実行後に廃棄されます:

def NY_Skip06Center(strField, strrecord):

   if strfield.count("-") > 0:

      seglist = split(strField, "-")

      strEntity = seglist[0]

      if strEntity[:2] == "06":

          return fdmSkip

      else:

          return strEntity

結果: 06で始まるエンティティ値を含んでいる行は、インポートされません。

一時変数の保管と取得
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionによるソー
ス・ファイルのインポート時には、有効な金額がない行はスキップされますが、「金
額」列に割り当てられているインポート・スクリプトは金額が有効かどうかにかかわ
らずすべて実行されます。したがって、FDMEEでスキップされる行で実行されるスク
リプトを使用して、他のスクリプトで取得できる変数を保管できます。
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一時変数の保管
ソース・ファイル内では、すべての行にすべてのフィールドが含まれているわけではありま
せん。たとえば、次に示す Georgia画面では、0565 0565 Test 3のようなエンティティ値
が、Bus Area/Deptラベルの後の各レポート・セクションのヘッダーに表示されますが、すべ
ての行に表示されるわけではありません。したがって、エンティティ値はグローバル変数に
保管し、ソース・ファイルの行に割り当てる必要があります。
Georgiaファイルの場合、エンティティ値をグローバル変数に保管するには、「インポート・
フォーマット」画面で、次のスクリプトを、「金額」行の「式」フィールドに割り当てます。
スクリプトでは、if..文と string関数を使用して、行に Bus Area / Deptラベルを含める
かどうかを判別します。行にラベルを含める場合、スクリプトはエンティティ値(位置 33に
あり、4文字含む)をグローバル変数に保管します。行にラベルを含めない場合、strfieldを
返します。
グローバル変数を使用するには、インポート関数の外部に文字列変数を定義します。インポ
ート関数の内部で変数に値を割り当てるときに、グローバルとして指定します。関数の外部
に変数を定義することで、その変数がそのセッションで使用されるすべての関数で使用でき
るようになります。
グローバル変数は、現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionデータ・ロード・プロセス全体で使用可能になります(現在のスクリプトを閉じると値
が失われるローカル変数とは異なります)。したがって、あるスクリプトから保管された値を、
他のスクリプトが取得できます。
GeorgiaCenter = "" 

def GeorgiaGetCenter (strfield, strrecord):

    if strrecord[15:31] == "Bus Area / Dept:":

        global GeorgiaCenter 

        GeorgiaCenter = strrecord[32:36]

    return strfield
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一時変数の取得
保管されたグローバル変数を列のフィールドに割り当てるには、スクリプトを使用し
ます。たとえば、Georgia画面を使用している場合、最初に次のスクリプトを使用し
て、グローバル変数 GeorgiaCenterを GeorgiaPutCenter関数に割り当てます。
def GeorgiaPutCenter (strfield, strrecord)

return GeorgiaCenter

次に、「インポート・フォーマット」画面で、スクリプトを「式」行の「式」フィール
ドに割り当て、グローバル変数の値を「式」フィールドに割り当てます。この場合、
エンティティ値はソース・ファイルから読み取られません。
Georgiaファイルにはインポートする必要のない小計が含まれているため、Skip関数
が必要です。
勘定科目番号が付いていない行をスキップするよう Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionに指示するには、空白の「勘定科目」フィー
ルド(15の空白スペース )を認識するように「インポート・フォーマット」の「スキッ
プ行」を構成し、式の「開始」フィールドと「長さ」フィールドを適切に定義します。
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インポート・スクリプトのサンプル
このサンプル・インポート・スクリプトは、列の値としてロケーションを返します:

#----------------------------------------------------------------

# Sample shows how to use the value from the fdmContext map, In

# this sample return the Location as value for the column

#----------------------------------------------------------------

def getOrgfromLoc(strfield, strrec):

    org = fdmContext['LOCNAME']

    return org

#------------------------------------------------------------------

# Sample to show the Jython string function. The script below is 

# used to parse an account column 01-205-4110-0000-000 and return the

# third string 

#------------------------------------------------------------------

def getSegfromAcct(strfield, strrec):

  if strfield.count("-") > 0:

    seglist = strfield.split('-')

    result = seglist[2]

    return result

#----------------------------------------------------------------

# Sample to process header record in Trial Balance report and

# store value in global variable to be used during detail row 

# This should be called from the Amount column in import format

#----------------------------------------------------------------

globalorg = ""

globalcur = ""

def copyglobal(strfield, strrec):

  if strrec[18:27] == "Currency:" :

    global globalcur

    globalcur = strrec[29:32]  

  if strrec[14:27] == "Organization:" :

    global globalorg

    globalorg = strrec[29:32]

  if strrec[42:47].strip() == 'Total' or strrec[29:34].strip() == 
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'Total' :

    return fdmSkip

  return strfield

#----------------------------------------------------------------

# Sample to return the global variable set during amount process

#----------------------------------------------------------------

def getCurrfromGlobal(strfield, strrec) :

    return globalcur

マッピング・スクリプトの使用
ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでのマッ
ピング・スクリプトの使用方法を説明します。

概要
マッピング・スクリプトは、複数のソース列に基づいてターゲット・メンバーを導出するマ
ッピング・ロジックと、IF THENロジックを構築するために使用されます。マッピング・ス
クリプトは、「データ・ロード・マッピング」画面で追加されます。「範囲」、「含む」および
「類似」タイプに対して使用できます。これらは TDATAMAP表に格納されます。
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
てマッピング・ルールをエクスポートするとき、関連するすべてのマッピング・スクリプト
が含まれます。
加えて、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、テキス
ト・ファイルでのマッピング・スクリプトのエクスポートおよびインポートをサポートしま
す。このサポートには、Jythonと SQLのスクリプトの両方が含まれます。このスクリプト
は、<!SCRIPT>タグで囲みます。

ノート:

スクリプトが存在する列は、実行するスクリプトに対して更新される必要がありま
す。これは、スクリプト/現在の列値の両方を変更しないかぎり、これらの値に基づ
いて別の列を更新できないことを意味します。
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マッピング・スクリプトの作成
類似マッピングでは、マッピング・スクリプトを作成して条件マッピングを指定でき
ます。このタイプのマッピングでは、ハードコード化されたターゲット・メンバーで
はなく、スクリプト式へのソース・メンバーのマッピングを指定できます。ターゲッ
ト値はスクリプト値で割り当てられます。SQLスクリプトの「ターゲット値」フィー
ルドに#SQLを配置して、マッピング・スクリプトをアクティブにします。(スクリプト
を使用する行には、#SQLというターゲット値が表示されます)。次の行には<!
SCRIPT>区切り記号と、<!SCRIPT>に続いて、実際のスクリプトがあります。マッピ
ング・スクリプトをディメンション処理順序とともに使用すると、ディメンション・
マッピングの結果に基づいたマッピングが使用可能になります。つまり、すでに処理
されたディメンション・マッピングです。マッピング・スクリプトの使用を参照して
ください。
マッピング・スクリプトを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブで「データ・ロード・マッピング」を選択します。
2. オプション: 必要なロケーションを選択します。
3. 「類似」タブを選択します。
マッピング・スクリプトは、「明示」および「マルチ・ディメンション」マッピン
グ・タイプでは使用できません。

4. 「ソース値」を選択します。
5. 「ターゲット・タイプ」で、次のいずれかを選択します:

• Jythonベースのマッピング・スクリプトの場合は、#SCRIPTと入力します。
• SQLベースのマッピング・スクリプトの場合は「#SQL」を入力します。

SQLベースのマッピングの場合、 Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionでは特殊値#SQLが「ターゲット値」に設定
されます。このため、このフィールドを使用して"IGNORE"の値を指定するこ
とはできません。行にフラグを付けるには、VALID_FLAG = "Y" (有効な場合の
行)、VALID_FLAG = "N" (無効な場合の行)または VALID_FLAG = "I" (行はユー
ザー定義条件に基づいて無視されます)のいずれかを使用します。
たとえば、マッピングで nullエントリを無視する場合は、ディメンションのデ
ータ表列を指定してから、VALID_FLAG = "I"を指定します。次の例では、UD3
が製品ディメンションのデータ表列を示しています。
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6. 「ルール名」に、マッピングのためのデータ・ルール名を入力します。
7. 「保存」をクリックします。
「スクリプト・エディタ」アイコン( )が有効化されます。

8. 「スクリプト・エディタ」アイコンをクリックします。
9. 「スクリプトの編集」にマッピング・スクリプトを入力し、「OK」をクリックします。
たとえば、次の Jythonベースのマッピング・スクリプトは、勘定科目の最初の 2文字が
11と等しく、エンティティが 01と等しいかどうかを調べます。一致するものがある場
合、ターゲットは Cash2に設定され、ターゲット金額は 0に設定されます。また、この
スクリプトによって TDATASEG表の attribute1列も更新されます。(TDATASEG表の
リファレンスを参照してください)。このスクリプトでは fdmResultMapオブジェクトが
使用されます(マッピング・スクリプトでの Jythonオブジェクトの使用を参照してくださ
い)。
 

 
この例で、SQLスクリプトが使用され、ロジックが SQL CASE文に実装されます。CASE
文は、内部 UPDATE文の SETコマンドで使用されます。次のマッピング文は、リストさ
れている UPDATE文に変換されます
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UPDATE TDATASEG  

SET ACCOUNTX =

CASE

        WHEN ACCOUNT LIKE ‘L%’ AND ICP = ‘000’ THEN ‘A4140‘

        WHEN ACCOUNT IN (‘110’,’120’,’130’) THEN ‘A100’’

        ELSE ‘A’ || ACCOUNT

END

,DESC1 = COALESCE(DESC1, ACCOUNT || ‘.’ || ICP)

WHERE ACCOUNT …..

マッピング・スクリプトでの Jythonオブジェクトの使用
次の事前定義済 Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Edition Jythonオブジェクトをマッピング・スクリプト内で使用します。
表 7-1 マッピング・スクリプトでの Jythonオブジェクトの使用

Jythonオブジェクト 説明
fdmRow fdmRowは、マッピング・プロセスによって処

理されている現在の行の任意の列へのアクセ
スに使用されます。TDATASEG表の任意の列
にアクセスできます。列の値にアクセスする
には、fdmRow.getString ("<COLUMN
NAME>")を指定します。たとえば、ENTITY列
の値を取得するには、fdmRow.getString
("ENTITY")と指定します。
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表 7-1 (続き) マッピング・スクリプトでの Jythonオブジェクトの使用

Jythonオブジェクト 説明
fdmResult fdmResultは、マッピング機能から値を返す

ために使用されます。値は fdmResult =
"Cash"のように設定できます。fdmResult
は、ターゲット・ディメンションの値を更新す
るために使用されます。これは、X列としても
参照されます。
TDATASEG表のすべてのディメンションに対
して、ソースとターゲットごとに 1つずつ、2
つの列があります。たとえば、ENTITYはソー
ス値、ENTITYXはターゲット値(マッピング・
プロセスの結果)を示します。

fdmResultMap fdmResultMapは、TDATASEG表の任意の列
の更新に使用されます。TDATASEG表の列名
は、マップのキーとして使用されます。たとえ
ば、ATTR1列を更新するには
fdmResultMap["ATTR1"] = "Asset Acct"
を使用します。ターゲット金額を 0に設定す
るには fdmResultMap["AMOUNTX"] = 0を
使用します。
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マッピング・スクリプトのサンプル
このサンプル・マッピング・スクリプトは、勘定科目およびエンティティの列を評価
し、ターゲット列の値を割り当てます。また、fdmResultマップを使用して現在の行の
多の列を更新する方法も示します:

#----------------------------------------------------------------

# Sample Jython Mapping Script. Script evaluates account and entity

# columns and assign value for the target column. In addition it 

# also shows how to update the other columns of current row using

fdmResultMap

#------------------------------------------------------------------

account = fdmRow.getString("ACCOUNT")

entity = fdmRow.getString("UD1")

# Map based on account and dept column values

fdmResultMap["ATTR1"] = account + "-" + entity

if (account[0:2] == "71"):

  fdmResult = "7110"

elif (account[0:2] == "72"):

  fdmResult = "7210"

elif (account[0:2] == "77" and entity == "205"):

  fdmResult = "7710"

  fdmResultMap["AMOUNTX"] = 0

else:

  fdmResult = "7310"
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このサンプル・スクリプトでは、SQL CASE文を使用して、ターゲット列に割り当てられる
値を条件付きで処理します。
#-------------------------------------------------------------------

# Sample SQL script. Script uses SQL CASE statement to conditionally

# process assign value for the target column. 

#-------------------------------------------------------------------

  CASE

    WHEN ACCOUNT LIKE '61%'    AND ud1 = '205'    THEN '6110'

    WHEN ACCOUNT LIKE '61%'    AND ud1 = '240'    THEN '6120'

    ELSE '6130'

END

イベント・スクリプトの使用
ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでのイベ
ント・スクリプトの使用方法を説明します。

概要
イベント・スクリプトは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionイベントに応答して実行されます。任意のカスタム・ロジックを呼び出すことができ
ます。たとえば、カスタム・ロジックを呼び出して、ロードが正常終了した後に電子メール
通知を送信したり、検証エラーが発生したときに電子メールを送信したりすることができま
す。または、データを Oracle Hyperion Financial Managementからダウンロードし、データ
を Oracle Essbaseにロードしてレポート作成するときに、電子メールを送信できます。イベ
ント・スクリプトは Jythonまたは Visual Basicに基づいています。Jythonスクリプトの拡張
子は.py、Visual Basicスクリプトの拡張子は.vbsです。スクリプトに関連付けられているイ
ベントは、イベント・リストでハイライトされます。スクリプトを含むすべてのイベントは、
選択されたロケーションでそのイベントに対して実行されます。
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ノート:

イベント・スクリプトは、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理では処理されません。

FDMEEでサポートされているイベント・スクリプト
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、データ・
ロード・プロセス時における次の実行イベントをサポートします:

表 7-2 FDMEEイベント

イベント 説明
BefImport このイベントは、選択したロケーションに対す

る処理が開始される前の、システムの初期状態
です。ユーザーがインポート・スクリプトを定
義する場合は、BefImportイベントと
AftImportイベントの間に実行されます。処
理のこのステップでは、データが
TDATASEG_T表にロードされます。

AftImport このイベントが処理されると、データは
TDATASEG_T表に表示されます。

BefCalculate 検証実行の場合にのみ呼び出され、検証プロセ
スの前に呼び出されます。

AftCalculate 検証実行の場合にのみ呼び出され、検証プロセ
スの後に呼び出されます。

BefProcLogicGrp ロジック勘定科目が処理される前に呼び出さ
れます。

AftProcLogicGrp ロジック勘定科目が処理された後に呼び出さ
れます。

BefProcMap TDATASEG_T表でマッピング・プロセスが開
始される前に呼び出されます。マッピング・ス
クリプトは、BefProcMapイベントと
AftProcMapイベントとの間に実行されます。
データがすべてマップされた後、これらのイベ
ントの間に、データは TDATASEG_T表から
TDATASEG表に移動します。監査表の更新
も、このプロセスの一部として含まれます。

AftProcMap マッピングがすべて完了した後に呼び出され
ます。このイベントが実行された場合、データ
はすでに TDATASEG_T表から TDATASEG表
に移動しています。

BefValidate データが TDATASEG表にマップされたかどう
かを確認します。

AftValidate BefValidateイベントの後に呼び出されます。
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表 7-2 (続き) FDMEEイベント

イベント 説明
BefExportToDat エクスポートのためにファイルに書き込む前

に呼び出されます。Oracle Essbaseでも、「フ
ァイルへのエクスポート」モード機能で実行さ
れます。

ノート:

このイベントは
Account
Reconciliation
Managerでは使
用できません。

AftExportToDat ファイルの作成後に呼び出されます。

ノート:

このイベントは
Account
Reconciliation
Managerでは使
用できません。

BefLoad ターゲット・アプリケーションにロードする前
に呼び出されます。

ノート:

このイベントは
Account
Reconciliation
Managerでは使
用できません。
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表 7-2 (続き) FDMEEイベント

イベント 説明
AftLoad データがターゲット・アプリケーションに送信

された後に呼び出されます。ただし、ターゲッ
ト・アプリケーションのロード・プロセスの完
了を待機しません。

ノート:

このイベントは
Account
Reconciliation
Managerでは使
用できません。

BefConsolidate Oracle Hyperion Financial Managementお
よび Essbaseのみ: このイベントは、処理する
ロケーションに確認ルールが含まれる場合に
実行されます。

ノート:

このイベントは
Account
Reconciliation
Managerでは使
用できません。

AftConsolidate BefConsolidateイベントの後に呼び出されま
す。

ノート:

このイベントは
Account
Reconciliation
Managerでは使
用できません。
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表 7-2 (続き) FDMEEイベント

イベント 説明
BefCheck 確認ルールの前に呼び出されます。

ノート:

このイベントは
Account
Reconciliation
Managerでは使
用できません。

AftCheck 確認ルールの後に呼び出されます。

ノート:

このイベントは
Account
Reconciliation
Managerでは使
用できません。

イベント・スクリプトの作成
イベント・スクリプトを作成するには:

1. 「設定」タブの「スクリプト」で、「スクリプト・エディタ」を選択します。
2. イベントをシングルクリックまたはダブルクリックします。
3. スクリプト・エディタ内にスクリプトを記述します。

ノート:

イベント・スクリプトを作成する前に、「アプリケーション設定」で「アプリケーシ
ョン・ルート・フォルダ」設定を確認します。アプリケーション・レベルでフォル
ダを指定する場合、「アプリケーション・フォルダの作成」オプションを選択しま
す。スクリプト・フォルダを含む一連のフォルダがアプリケーション用に作成され
ます。アプリケーションに固有のスクリプトをこのフォルダ内に作成します。これ
はアプリケーション間で異なるイベント・スクリプトの場合、特に重要です。アプ
リケーション・レベルのフォルダを設定しない場合はアプリケーションごとに異な
るイベント・スクリプトを使用できません。
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スクリプト内からの FDMEEの実行の停止
スクリプト内から Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionの実行を停止するには:

1. 「設定」タブの「スクリプト」で、「スクリプト・エディタ」を選択します。
2. イベントをシングルクリックまたはダブルクリックします。
3. RuntimeErrorの発生スクリプトおよび表示するメッセージを追加します。
たとえば、
if (categoryName == ""):

raise RuntimeError, "Category name is invalid"

4. スクリプトを保存します。

インポート・フォーマットの動的変更
BefFileImportイベントを使用して、ロケーションのインポート・フォーマットを動
的に変更できます。次のスクリプトは、インポート・グループを変更します。変更内
容は、ファイル名に基づきます。
スクリプトを実装するには、2つのインポート・フォーマットを作成し、そのうちの 1
つを Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionロケーシ
ョンに割り当てます。このスクリプトが、ファイル名を評価して、必要に応じてイン
ポート・フォーマットを変更します。
if fdmContext["LOCNAME"] == "ITALY":

  filename = fdmContext["FILENAME"]

  if filename[:12] == "ProductSales":

    fdmAPI.updateImportFormat("SALESJOURNAL", fdmContext["LOADID"])
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イベント・スクリプトにおけるファイル・システム・オブジ
ェクトの使用

Jythonファイル・システム・オブジェクトを使用して、ファイルとフォルダを処理できます。
次の例では、ファイル・システム・オブジェクトを使用して、ファイルの作成および既存フ
ァイルから新規ファイルへのコンテンツのコピーを行います。
Read the following Input File

Entity,Currency,ICP,Product,Store,Channel,Custom4,Custom5,Custom6,Custom7,Uni
tsSold,Sales

EastSales, USD, [ICP None], H740, Comma_Phone_Stores, Retail_Direct, [None],
[None],[None],[None],127,9954.103768

EastSales, USD, [ICP None], H740, Freds, National_Accts, [None],[None],
[None],[None],112,6610.371552

EastSales, USD, [ICP None], H740, Good_Buy, National_Accts, [None],[None],
[None],[None],112,6610.371552

Write the following Output File

EastSales, USD, [ICP None], H740, Comma_Phone_Stores, Retail_Direct, [None],
[None],[None],[None],UnitsSold,127

EastSales, USD, [ICP None], H740, Comma_Phone_Stores, Retail_Direct, [None],
[None],[None],[None],Sales,9954.103768

EastSales, USD, [ICP None], H740, Freds, National_Accts, [None],[None],
[None],[None],UnitsSold112

EastSales, USD, [ICP None], H740, Freds, National_Accts, [None],[None],
[None],[None],Sales6610.371552

EastSales, USD, [ICP None], H740, Good_Buy, National_Accts, [None],[None],
[None],[None],UnitsSold,112

EastSales, USD, [ICP None], H740, Good_Buy, National_Accts, [None],[None],
[None],[None],Sales,6610.371552

infilename = fdmContext["INBOXDIR"]+"/InputFile.txt"

outfilename = fdmContext["INBOXDIR"]+"/DataFile.txt"

infile = open(infilename, "r")

outfile = open(outfilename, "w")

for line in infile:

  column = line.rsplit(',',2)

  if column[2].strip() != "Sales" :

    outfile.write(column[0] + ",UnitsSold," + column[1] + "\n")

    outfile.write(column[0] + ",Sales," + column[2])

outfile.close()
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イベント・スクリプトのサンプル
このサンプルのイベント・スクリプトは、データ・ロードの実行中に table_xyz表を更
新します。
#----------------------------------------------------------------------
-------

# Sample to update table_xyz table during data load rule execution

#----------------------------------------------------------------------
-------

query = "UPDATE table_xyz SET accountx = 'SCRIPT_' || account WHERE 
loadid = ? and accountx is NULL"

params = [ fdmContext["LOADID"] ]

print fdmAPI.executeDML(query, params, False)

fdmAPI.commitTransaction()

#----------------------------------------------------------------------
-------

# Sample to import data from a custom SQL source and upload into FDMEE 

# open interface table. This script should be called in BefImport 
Event. 

# This is alternate to the FDMEE integration import script.

#----------------------------------------------------------------------
-------

import java.sql as sql

batchName = "Batch_" + str(fdmContext["LOCNAME"])

insertStmt = """

INSERT INTO AIF_OPEN_INTERFACE (

   BATCH_NAME

  ,COL01

  ,COL02

  ,AMOUNT

  ,DESC1

) VALUES (

?

,?

,?

,?

,?

) 

"""

sourceConn = sql.DriverManager.getConnection("jdbcUrl", "user", 
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"password");

# Limiting number of rows to 5 during the test runs.

selectStmt = "SELECT * FROM orders WHERE rownum < 6"

stmt = sourceConn.prepareStatement(selectStmt)

stmtRS = stmt.executeQuery()

while(stmtRS.next()):

  params = [ batchName, stmtRS.getBigDecimal("Customer_Id"), 

             stmtRS.getString("Ship_Country"), 

             stmtRS.getBigDecimal("Freight"), stmtRS.getString("Ship_Name") ]

  fdmAPI.executeDML(insertStmt, params, False)

fdmAPI.commitTransaction()

stmtRS.close()

stmt.close()

sourceConn.close()

#----------------------------------------------------------------------------
--

# Sample to send email messages using Jython SMTP library

-----------------------------------------------------------------------------
--

import smtplib

sender = "from@gmail.com"

receivers = "to@gmail.com"

message = """ This is a test e-mail message.

              This is a test e-mail message.  """  

try:

  smtpServer = smtplib.SMTP('smtp.gmail.com:587')

  smtpServer.starttls()

  smtpServer.login("user", "password")  

  smtpServer.sendmail(sender, receivers, message)

  print "Successfully sent email"

  smtpServer.quit() 

except Exception, e:

  print "Error: unable to send email: " + str(e)  
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ノート:

次のリンクにあるオンライン Jythonドキュメントで、Jython例外のリスト
の説明、およびスクリプトで例外をトラップする際に使用する構文を参照し
てください: Jythonでの例外処理メカニズムの使用方法の詳細は、例外処理
およびデバッグを参照してください。
このノートはすべてのスクリプト・タイプに適用されます。

カスタム・スクリプトの使用
ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで
のカスタム・スクリプトの使用方法を説明します。

概要
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、カスタ
ム・スクリプトを使用してデータ・ロード・ルールを実行するなど、FDMEEタスク
を"必要に応じて"実行できます。
FDMEEでは Jythonと Visual Basicのカスタム・スクリプトがサポートされます。カ
スタム ODIプロセスを実行するには、Jythonスクリプトを使用します。FDMEEでは
カスタム・スクリプトは<APP DIR>/data/scripts/customフォルダに格納されます。

カスタム・スクリプトの作成
カスタム・スクリプトを作成するには:

1. 「設定」タブの「スクリプト」で、「スクリプト・エディタ」を選択します。
2. 「スクリプト・エディタ」画面で、「新規」をクリックします。
3. 「スクリプト・タイプ」で「カスタム」を選択します。
4. 「テクノロジ」で「Jython」または「Visual Basic」を選択します。

Jythonで作成されたスクリプトは.py拡張子が付けられて保存されます。Visual
Basicで作成されたスクリプトは.vbs拡張子が付けられて保存されます。

5. 「ファイル名」にスクリプトの名前を入力します。
6. 「OK」をクリックします。
7. スクリプト・エディタでカスタム・スクリプトのコードを作成します。
8. 「保存」をクリックします。

カスタム・スクリプトの操作
カスタム・スクリプトを登録する前にカスタム・スクリプト・グループを作成する必
要があります。
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カスタム・スクリプトを登録して、スクリプトが実行されるときに渡されるパラメータを選
択します。

カスタム・スクリプト・グループの追加
カスタム・スクリプト・グループを使用すると、似たタイプのカスタム・スクリプトをグル
ープにまとめることができ、使用しやすくなります。カスタム・スクリプトを実行する際に
セキュリティの適格性を判別するためにも使用されます。
カスタム・グループを追加するには:

1. 「設定」タブの「スクリプト」で、「スクリプトの登録」を選択します。
2. 「カスタム・スクリプト・グループ」タブを選択します。
3. 「追加」をクリックします。
4. 「名前」にカスタム・スクリプト・グループ名を指定します。
5. 「シーケンス」に、登録と実行の際にカスタム・スクリプト・グループが表示されるとき
に使用される表示順序を入力します。

6. 「保存」をクリックします。

スクリプトの登録
登録されたスクリプトは、スクリプト・ファイル(Jythonまたは Visual Basicスクリプトを含
む)とターゲット・アプリケーションに関連付けられます。カスタム・スクリプトが実行され
ると、スクリプトにパラメータを入力するための値リストがプロンプトで表示されます。
 

 
スクリプトを登録するには:

1. 「設定」タブの「スクリプト」で、「スクリプトの登録」を選択します。
「カスタム・スクリプトの登録」画面には次の 3つの領域があります:

• サマリー — すべてのカスタム・スクリプトがリスト表示されます。
• 詳細 — スクリプト名、関連付けられたターゲット・アプリケーションおよびスクリ
プト・ファイルが表示されます。
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• パラメータ - パラメータ名、パラメータ・タイプ、表示名、シーケンス、パラ
メータ値、および特定のカスタム・スクリプトの値リストの指定に使用される
問合せ定義が表示されます。

2. 「サマリー」グリッドの上で、「追加」をクリックします。
3. 「詳細」グリッドの「名前」にカスタム・スクリプトの名前を入力します。
4. 「ターゲット・アプリケーション」で、カスタム・スクリプトに関連付けられてい
るターゲット・アプリケーションを選択します。

5. カスタム・スクリプトをカスタム・スクリプト・グループに関連付けるには、「カ
スタム・スクリプト・グループ」でグループを選択します。

6. 「スクリプト・ファイル」でカスタム・スクリプトに関連付けるスクリプト・ファ
イルを選択します。
スクリプト・ファイルを検索するには、「選択」をクリックし、「スクリプト・ファ
イルの選択」画面でスクリプト・ファイルを選択します。
スクリプト・ファイルをアップロードするには、「選択」をクリックします。「スク
リプト・ファイルの選択」で「アップロード」をクリックします。「参照」をクリ
ックしてアップロードするスクリプト・ファイルに移動し、「OK」をクリックしま
す。

7. 「保存」をクリックします。
カスタム・スクリプトのパラメータを定義するには:

1. 「サマリー」グリッドから、パラメータを追加するカスタム・スクリプトの名前を
選択します。

2. 「スクリプト・パラメータ」グリッドで「追加」をクリックします。
パラメータの追加先の空白の行が表示されます。

3. 「パラメータ名」に、スクリプトで参照するパラメータの名前を入力します。
たとえば、「POVロケーション」に「POVLOC」、「POV期間」に「POVPeriod」、「POV
カテゴリ」に「POVCAT」、または「ターゲット・カテゴリ」に「POVTARGET」を入力
します。
パラメータ名はユーザー定義です。カスタム・スクリプト内でこれらを区別するた
めに接頭辞または接尾辞を選択できます。

4. 「タイプ」でパラメータのタイプを選択します。
使用可能なタイプ:

• POV — POVのロケーション、期間、カテゴリまたはルールに対するプロンプ
トを表示します。「POV」値のデフォルトは、カスタム・スクリプトを実行し
た際のユーザーの POVです。

• 問合せ — 「問合せ」タイプでは問合せを作成でき、カスタム・スクリプトの
実行時にユーザーはこの問合せによって移入される値リストから値を選択で
きます。

• 静的 - 「静的」タイプはパラメータが定数または定義済の値であることを示
し、パラメータ値がユーザーにより指定されたことを示します。カスタム・ス
クリプトが実行されるとき、パラメータに別の値を指定できます。

パラメータに対して任意の名前を使用できます。また、現在のスクリプト内でパラ
メータを区別するために名前に接頭辞または接尾辞を使用することもできます。
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パラメータ名は、スクリプトの登録で指定された名前と正確に一致する必要があります。
5. 「表示名」で、「スクリプトの実行」画面でパラメータに表示される名前を入力します。
6. 「パラメータ値」に、静的パラメータ・タイプの値を入力します。
このパラメータ値は、カスタム・スクリプトで次の APIを使用して取得する必要があり
ます:

fdmAPI.getCustomScriptParameterValue("PARAMETER NAME"))

7. 「シーケンス」で、「スクリプトの実行」画面でのパラメータの表示順序を入力します。
8. 「問合せ」で、パラメータの値リストを提供する問合せ定義を指定します。
たとえば、「レポートの生成」画面でユーザーが選択するデータ・ルールのリストを表示
するには、これらの問合せを定義する問合せ定義を指定します。

9. 「保存」をクリックします。

カスタム・スクリプトの実行
カスタム・スクリプトは、スクリプト実行オプションを使用するか、コマンドラインから実
行できます。
スクリプトの実行オプションからカスタム・スクリプトを実行するには:

1. 「ワークフロー」タブの「その他」で、「スクリプトの実行」を選択します。
2. 「スクリプトの実行」の「カスタム・スクリプト・グループ」で、カスタム・スクリプト・
グループを選択します。

3. 「スクリプト」グリッドでカスタム・スクリプトを選択します。
4. 「実行」をクリックします。
5. プロンプトが表示されたら、「スクリプトの実行」画面でパラメータ値を入力します。

a. 該当する場合、「期間」、「カテゴリ」および「ロケーション」の値を変更します。
b. 「実行モード」から、レポートを実行するオンライン方法を選択します。
オンライン方法では、レポートが即時に処理されます。

c. 「OK」をクリックします。

コマンドラインからのカスタム・スクリプトの実行
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、コマンドライ
ンからカスタム・スクリプトを実行できます。パラメータあり、またはなしのカスタム・ス
クリプトを実行できます。パラメータのないスクリプトを実行する場合、FDMEEは、スクリ
プトに関連付けられているアプリケーションを特定します。パラメータを渡す場合、形式:
Executescript <script name> <Parameter Display Name>=<Value>を使用してパラメータ
を追加します。
1. コマンドラインで、実行するカスタム・スクリプトの名前を入力します。
2. 「入力」をクリックしてスクリプトを実行します。
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ヒント:

MaintainFDMEEDataTables.pyスクリプトを実行するとき、Jythonスクリプト名で
はなく、タスクの表示名を使用します。
次の例では、スクリプト名が引用符""で囲まれています:

"Maintain Data Table by Application" ...
次のように、スペースなしで名前を入力することもできます:

MaintainDataTablebyApplication ...

Jythonを使用したカスタム・スクリプトのサンプル
これらのサンプル・カスタム・スクリプトでは、カスタム・スクリプトの内容に関す
る情報が提供されます。
最初の例では、スクリプトを介してデータ・ロード・ルールを送信する方法を示しま
す。
2番目の例では、スクリプトを介してバッチ・ファイルを使用し、レポートを送信する
方法を示します。
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データ・ロード・ルールの送信
次の例では、スクリプトを介してデータ・ロード・ルールを送信する方法を示します。
#

This sample Jython script provides code related to custom scripts. All the 
messages being logged (meaning printed) are visible in the process lLog 
Level profile.

#

# Log the beginning of the script, at the INFO level

fdmAPI.logInfo("=============================================================
=========")

fdmAPI.logInfo("Custom Script: Begin")

fdmAPI.logInfo("=============================================================
=========")

# Log the target application name from the context, at the DEBUG level

fdmAPI.logDebug("Target App Name    = " + fdmContext["TARGETAPPNAME"])

# Log the script name from the context at the DEBUG level

fdmAPI.logDebug("Custom Script name = " + fdmContext["SCRIPTFILE"])

# Get all  script parameters and log their names and values at the DEBUG 
level

fdmAPI.logDebug("Custom script parameter values by name: begin")

fdmAPI.logDebug("The value of parameter CUSTOM_LOCATION is  = " + 
fdmAPI.getCustomScriptParameterValue("CUSTOM_LOCATION"))

fdmAPI.logDebug("The value of parameter CUSTOM_YEAR is = " + 
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fdmAPI.getCustomScriptParameterValue("CUSTOM_YEAR"))

fdmAPI.logDebug("Custom script parameter values by name: end")

# Example submitting a data rule

import os

import subprocess

os.chdir("C:/Oracle/Middleware/user_projects/epmsystem1/
FinancialDataQuality")

myScriptName = "C:/Oracle/Middleware/user_projects/epmsystem1/
FinancialDataQuality/loaddata.bat"

command = '%s "%s" "%s" "%s" "%s" "%s" "%s" "%s" "%s" "%s" "%s" "%s"' 
% (myScriptName, "admin", "password", "SRESBA1_DR1", "Y", "N", 
"STORE_DATA", "SNAPSHOT", "N", "Jan-2003", "Jan-2003", "ASYNC")

fdmAPI.logDebug("Submitting a data rule via a script using the 
following command: " + command)

retcode = subprocess.Popen(command)

fdmAPI.logDebug("Data rule submitted fine.")

# Close the connection and log the end of the script, at INFO level

fdmAPI.closeConnection()

fdmAPI.logInfo("=======================================================
===============")

fdmAPI.logInfo("Custom Script: end")

fdmAPI.logInfo("=======================================================
===============")
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カスタム・スクリプト実行の出力は次のとおりです:

2013-09-25 08:12:26,080 INFO  [AIF]: 
==========================================================================

2013-09-25 08:12:26,081 INFO  [AIF]: Custom Script: Begin

2013-09-25 08:12:26,082 INFO  [AIF]: 
==========================================================================

2013-09-25 08:12:26,083 DEBUG [AIF]: Target App Name    = SRESBA1

2013-09-25 08:12:26,084 DEBUG [AIF]: Custom Script name = SRCustomScript1.py

2013-09-25 08:12:26,087 DEBUG [AIF]: CUSTOM_LOCATION = 1

2013-09-25 08:12:26,087 DEBUG [AIF]: CUSTOM_YEAR = 2013

2013-09-25 08:12:26,088 DEBUG [AIF]: Custom script parameter values by name: 
begin

2013-09-25 08:12:26,091 DEBUG [AIF]: The value of parameter CUSTOM_LOCATION 
is  = 1

2013-09-25 08:12:26,093 DEBUG [AIF]: The value of parameter CUSTOM_YEAR is = 
2013

2013-09-25 08:12:26,094 DEBUG [AIF]: Custom script parameter values by name: 
end

2013-09-25 08:12:26,535 DEBUG [AIF]: Submitting a data rule via a script 
using the following command: C:/Oracle/Middleware/user_projects/epmsystem1/
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FinancialDataQuality/loaddata.bat "admin" "****" "SRESBA1_DR1" "Y" "N" 
"STORE_DATA" "SNAPSHOT" "N" "Jan-2003" "Jan-2003" "ASYNC"

2013-09-25 08:12:26,596 DEBUG [AIF]: Data rule submitted fine.

2013-09-25 08:12:26,635 INFO  [AIF]: 
=======================================================================
===

2013-09-25 08:12:26,636 INFO  [AIF]: Custom Script: end

2013-09-25 08:12:26,637 INFO  [AIF]: 
=======================================================================
===

レポートの送信
次の例では、レポートを送信する方法を示します。スクリプト内にパラメータを直接
含めるかわりに、必要なパラメータを含むバッチ・ファイルをスクリプトで呼び出し
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ます。パラメータ内で等号(=)を使用してレポート・スクリプトを送信しようとすると、スク
リプトが失敗します。
#

This sample Jython script provides code related to custom scripts. All the 
messages being logged (meaning printed) are visible in the process log file 
as per Log Level profile.

#

# Log the beginning of the script, at the INFO level

fdmAPI.logInfo("=============================================================
=========")

fdmAPI.logInfo("Custom Script: Begin")

fdmAPI.logInfo("=============================================================
=========")

# Execute the subprocess to call and run the batch file

import os

import subprocess

os.chdir("D:/ORCL/MW/EPMSystem11R1/products/FinancialDataQuality/bin")

myScriptName = "D:/ORCL/MW/EPMSystem11R1/products/FinancialDataQuality/bin/
myreport.bat"

retcode = subprocess.Popen(myScriptName) 

fdmAPI.logDebug("The return code = " + retcode)
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前述の myreport.batファイルには、次のように等号をパラメータとして含むことがで
きます。
runreport.bat <username> <password> "TB All Columns (Per,Cat,Loc)" 
"Period=Jan 15" "Category=Actual" "Location=AAA" "Rule Name=AAA" 
"Report Output Format=PDF"

JAVA APIの使用
ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで
の JAVA APIの使用方法を説明します。

概要
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionでは、インポ
ート・スクリプト、マッピング・スクリプトおよびイベント・スクリプトを呼び出す
前に、データ・ロード・ワークフローのコンテキスト情報が自動的に初期化されます。
fdmContextオブジェクトが、次に示すプロパティのリストを使用して初期化されます。
このプロパティには、FDMCONTEXT.GET["<PROPERTY NAME>"]を参照してアクセスしま
す。たとえば、ロケーション名にアクセスするには FDMCONTEXT.GET["LOCNAME"]を使
用します。特定のデータ・ロードでスクリプトを実行するには、次のように記述しま
す。
if FDMCONTEXT.GET["LOCNAME"] == "ITALY":

     Write script logic here

FDMオブジェクトのプロパティ:

• APPNAM
• APPID
• BATCHSCRIPTDIR
• CATKEY
• CATNAME
• CHKSTATUS
• EPMORACLEHOME
• EPMORACLEINSTANCEHOME
• EXPORTFLAG
• EXPORTMODE
• EXPSTATUS
• FILEDIR
• FILENAME
• IMPORTFLAG
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• IMPORTFORMAT
• IMPORTMODE
• IMPST
• IMPSTATUS
• INBOXDIR
• LOADID
• LOCKEY
• LOCNAME
• MULTIPERIODLOAD
• OUTBOXDIR
• PERIODNAME
• PERIODKEY
• PROCESSSTATUS
• RULEID
• RULENAME
• SCRIPTSDIR
• SOURCENAME
• SOURCETYPE
• TARGETAPPDB
• TARGETAPPNAME
• VALSTATUS

Java APIリスト
表 7-3 Java APIリスト

API 説明
BigDecimal getPOVLocation(BigDecimal
pLoadId)

LOADIDに基づいてパーティション・キーを返し
ます。

BigDecimal getPOVCategory(BigDecimal
pLoadId)

LOADIDに基づいてカテゴリ・キーを返します。
Date getPOVStartPeriod(BigDecimal pLoadId) LOADIDに基づいて開始期間の期間キーを返しま

す。
Date getPOVEndPeriod(BigDecimal pLoadId) 1つの期間をロードするとき、LOADIDに基づいて

終了期間の期間キーを返します(開始期間と終了期
間は同じです)。
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
executePLSQL Procedural Language/Structured Query

Language (PL/SQL)コードのブロックを実行しま
す。この APIは次の 3つのパラメータを取りま
す:
• 文字列 - PL/SQLコードの有効なブロック。

PL/SQLブロックは二重引用符で囲む必要が
あります。

• オブジェクト配列 — コードのブロックに対
する入力パラメータを表す Javaオブジェク
ト(String、BigDecimalなど)の入力配列。
オブジェクト配列は、プレース・ホルダー(疑
問符)がある PL/SQLに挿入するために使用さ
れます。

• ブール — コミットを実行するかどうか。
ブール値は Trueまたは Falseです。

PL/SQLの実行例:

fdmAPI.executePLSQL("BEGIN 
dbms_stats.gather_table_stats(user,?,
estimate_percent=>dbms_stats.auto_sam
ple_size,force=>TRUE); END;", 
["tDataSeg_T"], True);
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
getBatchJobDetails getBatchJobDetailsは、バッチによって送信され

たジョブごとに次の列を戻します。
• BATCH_ID
• BATCH_NAME
• APPLICATION_ID
• BATCH_TYPE
• BATCH_EXECUTION_MODE
• BATCH_WAIT_TIMEOUT
• USER_POV_PERIOD
• OPEN_BATCH_FOLDER
• PLAN_TYPE
• FILENAME_SEPARATOR
• BATCH_GROUP_ID
• BEF_PROCESS_BATCH_SCRIPT
• AFT_PROCESS_BATCH_SCRIPT
• EXECUTION_DATE
• EXECUTED_BY
• LOADID
• BATCH_LOADID
• PARENT_BATCH_LOADID
• PARTITIONKEY
• CATKEY
• START_PERIODKEY
• END_PERIODKEY
• IMPORT_FROM_SOURCE_FLAG
• EXPORT_TO_TARGET_FLAG
• RECALCULATE_FLAG
• CHECK_FLAG
• JOURNAL_FLAG
• IMPORT_MODE
• EXPORT_MODE
• IMPGROUPKEY
• PROCESS_NAME
• RULE_TYPE
• LOG_FILE
• OUTPUT_FILE
• EPM_ORACLE_INSTANCE
• ODI_SESSION_NUMBER
• STATUS

int executeDML(String query,Object[]
parameters)

任意の DML文を実行します。問合せおよびパラ
メータを指定します。パラメータはリストとして
指定します。

logDB(String pEntityType, String pEntityName,
int pLogSequence, String pLogMessage)

データベース表 AIF_PROCESS_LOGSにメッセー
ジを記録します。

logFatal(String pLogMessage) 致命的なエラーが発生した場合にメッセージをロ
グに記録します。このメッセージはすべてのロ
グ・レベルで表示されます。
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
logError(String pLogMessage) エラーが発生した場合にメッセージをログに記録

します。このメッセージは 2以上のログ・レベル
で表示されます。

logWarn(String pLogMessage) 警告条件エラーが発生した場合にメッセージをロ
グに記録します。このメッセージは 3以上のロ
グ・レベルで表示されます。

logInfo(String pLogMessage) 情報メッセージをログに記録します。このメッセ
ージは 4以上のログ・レベルで表示されます。

logDebug(String pLogMessage) デバッグ・メッセージをログに記録します。この
メッセージはログ・レベル 5で表示されます。

Map getProcessStates(BigDecimal pLoadId) ワークフロー・プロセスのステータスを返します。
使用可能なステータス:
• IMPSTATUS - インポート・プロセスのステー
タスを返します。
0ステータスは、プロセスがまだ開始されてい
ないか、プロセスが失敗したことを示します。
1ステータスは、プロセスが成功していること
を示します。

• VALSTATUS - 検証プロセスのステータスを返
します。
0ステータスは、プロセスがまだ開始されてい
ないか、プロセスが失敗したことを示します。
1ステータスは、プロセスが成功していること
を示します。

• EXPSTATUS - エクスポート・プロセスのステ
ータスを返します。
0ステータスは、プロセスがまだ開始されてい
ないか、プロセスが失敗したことを示します。
1ステータスは、プロセスが成功していること
を示します。

• CHKSTATUS - チェック・プロセスのステータ
スを返します。
0ステータスは、プロセスがまだ開始されてい
ないか、プロセスが失敗したことを示します。
1ステータスは、プロセスが成功していること
を示します。

• PROCESSSTATUS - 正確なエラー・コードを返
します。エラー・コードの詳細は、
tlogprocessstates表で確認できます。

Map getPeriodDetail(Date pPeriodKey,String
pApplicationName) //returns PERIODTARGET
and YEARTARGET

特定の期間キーに対するターゲット期間マッピン
グを返します。

Object
getCustomScriptParameterValue(BigDecimal
pLoadId,String pParameterName)

指定のカスタム・スクリプト・パラメータ名と
loadIDに対する値を返します。

Object getCustomScriptParameterValue(String
pParameterName)

指定のカスタム・スクリプト・パラメータ名と初
期化ロードされたコンテキストの値を返します。
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
ResultSet getBatchDetails() AIF_BATCHES表からバッチ定義情報を返します。

getBatchDetails()から返されるフィールド:
• BATCH_ID
• BATCH_NAME
• APPLICATION_ID
• BATCH_TYPE
• BATCH_EXECUTION_MOD

ResultSet getBatchJobDetails(BigDecimal
pLoadId)

指定の loadidについてデータベース表
AIF_PROCESS_LOGSに記録されたエラー・メッセ
ージを取得します。

ResultSet getCategoryList() 結果セット内のカテゴリのリストを返します。
getCategoryList()から返されるフィールド:
• CATKEY
• CATNAME

ResultSet getCheckEntityGroupList(BigDecimal
pApplicationId)

結果セット内の確認グループのリストを返しま
す。

ResultSet getCheckEntityForGroup(String
pValGroupKey)

結果セット内の確認グループのエンティティ・リ
ストを返します。

ResultSe tgetCheckEntityGroupList(BigDecimal
pApplicationId)

結果セット内の確認ルール・グループのリストを
返します。

ResultSet getCheckEntityForGroup 結果セット内の確認ルール・グループのルールの
リストを返します。

ResultSet getCustomDBLog() 現在のプロセスについてデータベース表
AIF_PROCESS_LOGSに記録されたエラー・メッセ
ージを取得します。
getCustomDBLog()から返されるフィールド:
• ENTITY_TYPE
• ENTITY_NAME
• LOG_SEQUENCE

ResultSet getCustomDBLog(BigDecimal
pLoadId)

指定の loadIDについて DBからログ文を返しま
す。

ResultSet getCustomScriptParameters() コンテキストの初期化済 loadIDに対する結果セ
ットのカスタム・スクリプト・パラメータ・リス
トを返します。

ResultSet
getCustomScriptParameters(BigDecimal
pLoadId)

指定の loadIDに対する結果セットのカスタム・ス
クリプト・パラメータ・リストを返します。

ResultSet getPeriodList() 結果セット内の期間のリストを返します。
getPeriodList()から返されるフィールド:
• PERIODKEY
• PERIODDESC

ResultSet executeQuery(String query, Object[]
parameters)

任意の SQL問合せ文を実行します。問合せの結果
が結果セットとして返されます。問合せおよびパ
ラメータを指定します。パラメータはリストとし
て指定します。
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
ResultSet getImportFormatDetails(String
pImpGroupKey)

インポート・フォーマット・キーに基づく結果セ
ットとしてインポート・フォーマットの詳細を返
します。
getImportFormatDetails(String
pImpGroupKey)から返されるフィールド:
• IMPGROUPKEY
• IMPGROUPDESC
• IMPGROUPFILETYPE
• IMPGROUPDELIMITER
• IMPGROUPTYPE
• IMPSOURCESYSTEMID
• IMPSOURCELEDGERID
• IMPSOURCECOAID
• IMPTARGETAPPLICATIONID
• IMPADAPTERID
• IMPDRILLURLID
• IMPODISCENARIO
• IMPREGENSCEN
• IMPDRILLREQUESTMETHOD
• IMPDRILLURL
• IMPTARGETSOURCESYSTEMID

ResultSet getImportFormatMapDetails(String
pImpGroupKey)

指定のインポート・フォーマット・キーに対する
結果セットとしてインポート・フォーマット・マ
ッピングの詳細を返します。現在、ファイルベー
スのインポート・フォーマットのみサポートされ
ています。
getImportFormatMapDetails(String
pImpGroupKey)から返されるフィールド:
• IMPSEQ
• IMPGROUPKEY
• IMPFLDFIELDNAME
• IMPFLDFIXEDTEXT
• IMPFLDSTARTPOS
• IMPFLDLENGTH
• IMPFLDSOURCECOLNAME
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
ResultSet getLocationDetails(BigDecimal
pPartitionKey)

指定のロケーション・キーに対するレコード・セ
ットとしてロケーションの詳細を返します。
getLocationDetailsから返されるフィールド:
• PARTITIONKEY
• PARTNAME
• PARTDESC
• PARTNOTES
• PARTLASTIMPFILE
• PARTLASTEXPFILE
• PARTIMPGROUP
• PARTLOGICGROUP
• PARTVALGROUP
• PARTVALENTGROUP
• PARTCURRENCYKEY
• PARTPARENT
• PARTTYPE
• PARTSEQMAP
• PARTDATAVALUE
• PARTSEGMENTKEY
• PARTCONTROLSTYPE
• PARTCONTROLSGROUP1
• PARTCONTROLSGROUP2
• PARTCONTROLSAPPROVER
• PARTCONTROLSAPPROVERPROXY
• PARTCONTROLSREDFLAGLEVEL
• PARTCLOGICGROUP
• PARTINTGCONFIG1
• PARTINTGCONFIG2
• PARTINTGCONFIG3
• PARTINTGCONFIG4
• PARTADAPTOR
• PARTSOURCESYSTEMID
• PARTSOURCELEDGERID
• PARTTARGETAPPLICATIONID
• PARTPARENTKEY
• PARTSOURCEAPPLICATIONID
• PARTTARGETSOURCESYSTEMID
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
たとえば、getLocationDetails APIから返される
フィールドを確認する場合は、次のスクリプトを
実行します:

rs = 
fdmAPI.getLocationDetails(fdmContext[
"LOCKEY"])

i = 1

metaData = rs.getMetaData()

while i <= metaData.getColumnCount():

  
fdmAPI.logDebug(metaData.getColumnLab
el(i))

  i +=1
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
ResultSet getRuleDetails(BigDecimal pRuleId) 指定のデータ・ルール IDに対するレコード・セッ

トとしてデータ・ルールの詳細を返します。
getRuleDetails(BigDecimal pRuleId)から返され
るフィールド:
• RULE_ID
• SOURCE_SYSTEM_ID
• SOURCE_LEDGER_ID
• APPLICATION_ID
• RULE_NAME
• RULE_DESCRIPTION
• PLAN_TYPE
• LEDGER_GROUP
• INCL_ZERO_BALANCE_FLAG
• BALANCE_SELECTION
• AMOUNT_TYPE
• BALANCE_METHOD_CODE
• BALANCE_TYPE
• BAL_SEG_VALUE_OPTION_CODE
• EXCHANGE_RATE_OPTION_CODE
• EXCHANGE_BEGIN_RATE_TYPE
• EXCHANGE_END_RATE_TYPE
• EXCHANGE_AVERAGE_RATE_TYPE
• DATA_SYNC_OBJECT
• DATA_SYNC_OBJECT_ID
• PARTCONTROLSAPPROVERPROXY
• PARTCONTROLSREDFLAGLEVEL
• STATUS
• PARTITIONKEY
• CATKEY
• INCLUDE_ADJ_PERIODS_FLAG
• BALANCE_AMOUNT_BS
• BALANCE_AMOUNT_IS
• AS_OF_DATE
• BLANK_PERIODKEY
• BR_MEMBER_NAME
• BR_MEMBER_DISP_NAME
• CALENDAR_ID
• CURRENCY_CODE
• DP_MEMBER_NAME
• FILE_NAME_DATE_FORMAT
• FILE_NAME_STATIC
• FILE_NAME_SUFFIX_TYPE
• FILE_PATH
• LEDGER_GROUP_ID
• PERIOD_MAPPING_TYPE
• VERSION
• SIGNAGE_METHOD
• DIRECT_FILE_LOAD_FLAG
• LOAD_OPTIONS
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
• RULE_ATTR1
• RULE_ATTR2
• RULE_ATTR3
• RULE_ATTR4
• ICP_LOAD
• MULTI_PERIOD_FILE_FLAG
• IMPGROUPKEY
• SOURCE_APP_PLAN_TYPE

showCustomDBLog() プロセス完了後にユーザー・インタフェースにカ
スタム・メッセージ・リストを示します。メッセ
ージは、データ・ロード・ワークフロー・ステッ
プ(インポート、検証、エクスポート、確認など)の
終了時、またはカスタム・スクリプト実行の終了
時に表示できます。プロセスがオンライン・モー
ドで実行される場合のみメッセージが表示される
ことに注意してください。

showCustomFile(String filePath) プロセス完了後にユーザー・インタフェースにカ
スタム・ファイル(ログ・ファイル、レポート・フ
ァイル)を表示します。メッセージは、データ・ロ
ード・ワークフロー・ステップ(インポート、検証、
エクスポート、確認など)の終了時、またはカスタ
ム・スクリプト実行の終了時に表示できます。プ
ロセスがオンライン・モードで実行される場合の
みメッセージが表示されることに注意してくださ
い。

showCustomMessage(String message) プロセス完了後にユーザー・インタフェースにカ
スタム・メッセージを示します。メッセージは、
データ・ロード・ワークフロー・ステップ(インポ
ート、検証、エクスポート、確認など)の終了時、
またはカスタム・スクリプト実行の終了時に表示
できます。プロセスがオンライン・モードで実行
される場合のみメッセージが表示されることに注
意してください。

String getCategoryMap(BigDecimal
pCatKey,String pApplicationName)

指定のカテゴリおよびアプリケーション名のシナ
リオを返します。

String getCustomMessage() 現在のプロセスについて発行された最後のカスタ
ム・メッセージを取得します。

String getCustomMessage(BigDecimal
pLoadId)

指定の loadidについて発行された最後のカスタ
ム・メッセージを取得します。

String getCustomFile() 現在のプロセスについて作成されたカスタム・フ
ァイルを取得します。

String getCustomFile(BigDecimal pLoadId) 指定の loadidについて作成されたカスタム・ファ
イルを取得します。

String getPOVDataValue(BigDecimal
pPartitionKey)

ロケーションのデータ値を返します。
String getDirTopLevel(BigDecimal
pApplicationId)

アプリケーションに基づいて最上位レベル・ディ
レクトリを返します。

String getDirInbox(BigDecimal pApplicationId) アプリケーションに基づいて Inboxディレクトリ
を返します。

String getDirOutbox(BigDecimal
pApplicationId)

アプリケーションに基づいて Outboxディレクト
リを返します。
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表 7-3 (続き) Java APIリスト

API 説明
String getDirScripts(BigDecimal
pApplicationId)

アプリケーションに基づいて Scriptsディレク
トリを返します。

String getProfileOptionValue(String
pProfileOptionName, BigDecimal
pApplicationId, String pUserName)

オプションの値セットを返します。オプション
は、「システム設定」、「アプリケーション設定」お
よび「ユーザー設定」で設定できます。優先順位
は、ユーザー、アプリケーション、システムです。
APIによって、適切な適用可能値が判別され、値が
返されます。

void writeToProcessLogsDB(BigDecimal
pLoadId, String pEntityType, String
pEntityName, int pLogSequence,String
pLogMessage)

ログ情報を AIF_PROCESS_LOGS表に書き込みま
す。エンティティ・タイプとエンティティ名を使
用して、記録されたメッセージをグループ分けし
ます。データ・ロード・ワークフロー・プロセス
からのみログを作成できます。

void writeToProcessLogsFile(BigDecimal
pLoadId, String pLogMessage)

ログ情報をデータ・ロード・プロセスのログ・フ
ァイルに書き込みます。ログはプロセス・ログ・
レベルに基づいて書き込まれます。データ・ロー
ド・ワークフロー・プロセスからのみログを作成
できます。

ノート:

writeToProcessLog
sFile APIではなく
ロギング API (たと
えば、logDebugまた
は logInfo API)を使
用することをお薦め
します。

void closeConnection() データベース接続を閉じるために使用します。
void closeResultSet(ResultSet resultSet) 結果オブジェクトを閉じるために使用します。
void updateImportFormat(String
pImpgroupKey,BigDecimal pLoadId)

現在の実行のインポート・フォーマットを更新し
ます。これはファイルベースのインポート・フォ
ーマットのみに適用できます。

Jythonスクリプトでの UNICODE文字の使用
スクリプト・コードを Jythonテクノロジで記述するとき、英語以外の UNICODEの文字列を
指定するには、文字列を二重引用符で囲み、文字「u」を前に付けます。つまり、文字列を
"MyValue"と定義するのではなく、u"MyValue"と定義します。「勘定科目」ディメンションの
データ・ロード・マッピング・スクリプトで使用される次の例を参照してください。
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前述のスクリプトでは、ユーザー定義文字列に「u」接頭辞が使用されています。「u」
接頭辞を英語/ASCII文字列に使用することもできます(つまり、"1110"または u"1110"を
使用できます)。ワークベンチに適用されたマッピング結果を次に示します。
 

 

スクリプトを開発するための JAVA IDEの使用
Oracle jDeveloperまたは Eclipseなど一般的な Java IDEツールを使用して、スクリプ
トを開発およびテストします。Eclipseを使用してスクリプトを開発する前に、PyDev
インタプリタをインストールして構成する必要があります。詳細は、http://pydev.org
を参照してください。IDE環境を構成したら、次の JARファイルを Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionがインストールされている
EPM Serverからコピーします(ファイルのロケーション: EPM_ORACLE_HOME/
products/FinancialDataQuality/lib):

1. aif-apis.jar

2. aif-custom.jar

さらに、適切な(Oracleまたは SQL Serverの) JDBCドライバ JARもダウンロードし
ます。これらのファイルをプロジェクトの作業ディレクトリにコピーしてから、作成
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するプロジェクトに含めます。次に、選択した IDEから実行する際に必要な初期化ステップ
のサンプルを示します:

#Start Initialize Code 

#Required for Dev Mode. Not required in production script

import java.math.BigDecimal as BigDecimal

import java.sql as sql

import com.hyperion.aif.scripting.API as API

fdmAPI = API()

conn = None

conn = sql.DriverManager.getConnection("jdbc:oracle:thin:@server:1521:orcl", 
"user", "password");

conn.setAutoCommit(False)

fdmAPI.initializeDevMode(conn);

print "SUCCESS CONNECTING TO DB"

fdmContext = fdmAPI.initContext(BigDecimal(1720))

#End Initialize Code Required for Dev Mode. Not required in production script

#Code to be added to production script

print fdmContext["LOCNAME"]

print fdmContext["LOCKEY"]

print fdmContext["APPID"]
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Visual Basic
11.2.5の新規インストールから、Visual Basicスクリプトの使用はサポートされませ
ん。11.2.Xより前のバージョンから 11.2.5にアップグレードしたユーザーは引き続き
Visual Basicスクリプトを使用できますが、Visual Basicの使用を継続するには、イン
プレース・アップグレードを実行する必要があります。Visual Basicのサポートは
11.2.7ですべてのユーザーに対して削除されます。ユーザーは、スクリプト言語とし
て Jythonに移行する必要があります。
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8
FDMEEレポート

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionには、組織内のビジ
ネス・クリティカルな操作および収益を創出するアクティビティを取り込むレポートが組み
込まれています。これらのレポートはメタデータとデータをソースからターゲットに統合す
る方法に関する重要な情報を提供します。
FDMEEのレポート・フレームワークによって、レポート・グループ割当てを調整し、レポー
トをレポート・グループに追加または削除し、レポート・セキュリティを制御できます。

FDMEEレポート
ここでは標準の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionレポ
ート・グループについて説明します。各レポートのサブカテゴリの詳細は、FDMEEの詳細レ
ポートを参照してください。
 

 

問合せ定義の操作
レポート定義には、2つのタイプの SQL問合せを使用できます: ベース問合せとパラメータ問
合せです。
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ベース問合せを使用すると、各種の表からデータを取り込み、データをレポート出力
として表示できます。ベースは標準レポートの定義を拡張したもので、複数のレポー
トで再利用できます。たとえば、1つの問合せ定義を使用して、様々な列またはグルー
プを表示できます。あるレポートで、勘定科目別に金額をリストし、エンティティ別
にグループ化したり、エンティティ別に金額をリストし、勘定科目別にグループ化す
ることができます。
パラメータ SQL問合せを使用すると、レポート定義内のパラメータに対して問合せを
実行できます。たとえば、問合せを使用して、ロケーション、期間、カテゴリまたは
勘定科目を選択します。
SQL問合せを構築するために使用できる表や結合の詳細は、付録 Gの TDATASEG表
のリファレンスおよび TLOGPROCESS表のリファレンスを参照してください。
TDATASEG表は、ユーザーによってロードされたデータおよび、ソース・ディメンシ
ョン・メンバーとマッピング・プロセス結果の変換を保管するために使用されます。
TLOGPROCESS表は、ロケーション、カテゴリおよび期間のワークフロー・プロセ
ス・ステータスを格納するために使用されます。
問合せ定義を XMLファイルとして保存し、それを Oracle Business Intelligence
Publisherまたは Microsoft Word用の BI Publisherデスクトップ・アドインで使用して
カスタム・テンプレートを作成できます。
問合せ定義を追加するには:

1. 「設定」タブの「レポート」で、「問合せ定義」を選択します。
2. 「問合せ定義」で、「追加」をクリックします。
3. 「名前」に、問合せ定義の名前を入力します。

SQLが組み込まれるレポート定義に対応する名前を割り当てることをお薦めしま
す。

4. 「SELECT句」で、データベースを問合せして、選択した基準に一致するデータを
戻すために使用する SQL SELECT句を指定します。

5. 「WHERE句」で、戻されるデータを特定の基準にのみ制限するために使用する
SQL WHERE句を指定します。

6. 「GROUP BY/ORDER BY句」で、GROUP BY句または ORDER BY句を指定しま
す。
ORDER BY句は、結果セット内のレコードをソートします。ORDER BY句は、
SQL SELECT文でのみ使用できます。
GROUP BY句は、複数のレコードにわたるデータをフェッチし、1つ以上の列で
グループ化された結果を戻します。

7. 「問合せの検証」をクリックします。
問合せ定義が検証されると、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionから「問合せ検証が成功しました」というメッセージが返され
ます。
問合せ定義が検証されない場合、FDMEEは、SQLでエラーが検出されたことを示
します。エラーを修正してから、問合せを再度検証する必要があります。

8. 「保存」をクリックします。
9. オプション: 問合せ定義を XMLファイルに保存するには、「XMLの生成」をクリッ
クします。
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レポート定義の操作
レポート定義は、レポートの内容と構造を決定する属性です。「レポート定義」オプションを
使用すると、次のことができます:

• レポート定義の詳細の確認
• レポート・グループへのレポートの追加または削除
• レポート・グループへのレポートの関連付け。

レポート・グループの追加
レポート・グループを使用すると、類似するタイプのレポートを使いやすいように 1つのカ
テゴリにまとめることができます。
レポート・グループを追加するには:

1. 「設定」タブの「レポート」で、「レポート定義」を選択します。
2. 「レポート定義」で、「レポート・グループ」タブを選択します。
3. 「レポート・グループ」で、「追加」をクリックします。
4. 空白の「名前」フィールドに、レポート・グループのタイトルを入力します。
たとえば、「Base Trial Balance Reports」と入力します。

5. 「シーケンス」に、「レポート定義」画面のレポート・グループの表示順序を示す数値を入
力します。

6. 「保存」をクリックします。

レポート・グループへのレポートの関連付け
レポート定義を追加して、レポート・グループ定義にレポートを関連付けるには:

1. 「設定」タブの「レポート」で、「レポート定義」を選択します。
2. 「レポート定義」で、「レポート」タブを選択します。
「レポート」タブには 3つの領域があります:

• サマリー - すべてのレポート定義がリストされます。
• 詳細 - レポート名、関連する基本問合せ定義、レポート・グループ、および関連する
テンプレートが表示されます。

• パラメータ - パラメータ名、パラメータ・タイプ、表示名、シーケンス、パラメータ
値、および特定のレポート・パラメータの値リストの指定に使用される問合せ定義が
表示されます。

3. サマリー・グリッドで、「追加」をクリックします。
4. 詳細グリッドで、「名前」にレポート定義の名前を入力します。
5. 「グループ」で、定義と関連付けるレポート・グループ名を選択します。
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レポート・グループで検索するには、 をクリックし、「検索して選択: グルー
プ」画面からレポート・グループを選択します。
レポート・グループは、「レポート・グループ」タブで作成します。レポート・グ
ループの追加を参照してください。

6. 「保存」をクリックします。
レポートをコピーするには:

1. 「設定」タブの「レポート」で、「レポート定義」を選択します。
2. 「レポート定義」の「レポート」サマリー・グリッドで、レポートを選択します。
3. 「レポート」サマリー・グリッドで、「現在のレポートのコピー」をクリックしま
す。
コピーされたレポートはレポートのリストに追加されます。レポートの名前は、元
のレポート名の後に"_copy"を付加したものになります。

レポート・テンプレートの作成
Oracle Business Intelligence Publisherで作成されたレポート・テンプレートは、XML
形式のデータを消費し、レポートを動的に生成します。
 

 

レポート・テンプレートを作成するには:

1. レポートの問合せ定義を作成します。
a. 「設定」タブの「レポート」で、「問合せ定義」を選択します。
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b. 「問合せ定義」で、「追加」をクリックします。
c. 「名前」に、問合せ定義の名前を入力します。

SQLが組み込まれるレポート定義に対応する名前を割り当てることをお薦めします。
d. 「SELECT句」で、データベースを問合せして、選択した基準に一致するデータを戻
すために使用する SQL SELECT句を指定します。

e. 「WHERE句」で、戻されるデータを特定の基準にのみ制限するために使用する SQL
WHERE句を指定します。

f. 「GROUP BY/ORDER BY句」で、GROUP BY句または ORDER BY句を指定しま
す。
ORDER BY句は、結果セット内のレコードをソートします。ORDER BY句は、SQL
SELECT文でのみ使用できます。
GROUP BY句は、複数のレコードにわたるデータをフェッチし、1つ以上の列でグ
ループ化された結果を戻します。

g. 「問合せの検証」をクリックします。
問合せ定義が検証されると、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionから「問合せ検証が成功しました」というメッセージが返されま
す。
問合せ定義が検証されない場合、FDMEEは、SQLでエラーが検出されたことを示し
ます。エラーを修正してから、問合せを再度検証する必要があります。

h. 「保存」をクリックします。
2. 「XMLの生成」をクリックします。
3. レポート・テンプレートを作成します。

a. XML Publisherデスクトップをインストールします。
Oracle Business Intelligence Publisherのレポート設計者ガイドを参照してくださ
い。＄＄ Microsoft Office用の Oracle BI Publisher Desktopをダウンロードするに
は、Oracle BI Publisherのダウンロードを参照してください。

b. ステップ 2で作成された XMLをロードします。
必要に応じてテンプレート・ビルダーのチュートリアルを参照してください。

c. テンプレートを保存し、サーバーにアップロードします。
4. グループ、問合せおよびテンプレートを含むレポート定義を作成します。

翻訳済レポート・テンプレート用の XLIFFファイルの作成
テンプレート・レイアウトのテキスト文字列の翻訳が必要な場合は、レポート・テンプレー
トから XLIFF (または RTF)ファイルを生成できます。
翻訳可能な文字列は、公開レポートで表示するテンプレート内の任意のテキスト(表ヘッダー
やフィールド・ラベルなど)です。実行時にデータから提供されたテキストや、ユーザーが
Microsoft Wordのフォーム・フィールドに入力したテキストは翻訳できません。テンプレー
ト XLIFFファイルは、必要な数の言語に翻訳し、その翻訳を元のテンプレートに関連付ける
ことができます。
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XLIFFとは、XML Localization Interchange File Formatのことです。ローカライゼーシ
ョン・プロバイダが使用する標準書式です。XLIFF仕様の詳細は、XLIFF 1.1仕様を参
照してください。
 XLIFF翻訳ファイルを作成するには:

1. Template Builder for Wordがインストールされている Microsoft Wordでテンプ
レートを開きます。

2. 「Template Builder」メニューで、「ツール」、「翻訳」、「テキストの抽出」の順に選
択します。
BI Publisherによって、テンプレートから翻訳可能な文字列が抽出され、XLIFF (.xlf)
ファイルにエクスポートされます。

3. プロンプトが表示されたら、ファイルを TemplateName_<language code>.xlf
or .rtfとして保存します。ここで:

• TemplateNameは元のテンプレート名です。
• language codeは、2文字の ISO言語コードです(小文字を使用)。
たとえば、元のテンプレートの名前が EmployeeTemplateで、日本-日本語用の翻
訳をアップロードする場合、ファイルには EmployeeTemplate_ja.xlfという名前を
付けます。
ファイル名に地域コードを含める方法に関する詳細は、Oracle Business
Intelligence Publisherレポート設計者ガイドを参照してください。

4. レポート・エディタで、「レイアウト」ページを選択して翻訳済 XLIFFファイルを
アップロードします。

5. <EPM_ORACLE_HOME>\Products\FinancialDataQuality\Templatesフォルダ
にある言語のサブディレクトリにファイルを保存します。

レポートの実行
レポートを実行するには:

1. 「ワークフロー」タブの「その他」で、「レポートの実行」を選択します。
2. 「レポートの実行」の「レポート・グループ」で、レポート・グループを選択しま
す。

3. 「レポート」で、レポートを選択します。
レポート・グループ内のレポート名で表示リストをフィルタするには、「名前」フ
ィールドの上にある空白のエントリ行にレポートの名前を入力し、[Enter]を押しま
す。たとえば、「勘定科目」で始まるレポートのみを表示する場合は、「勘定科目」
を入力して[Enter]を押します。
レポート・グループ内のベース問合せ名で表示リストをフィルタするには、「問合
せ」の上にある空白のエントリ行に問合せ名を入力します。

4. 「実行」をクリックします。
5. 要求されたら、「レポートの生成」画面でパラメータ値を入力します。

a. 該当する場合、「期間」、「カテゴリ」および「ロケーション」の値を変更しま
す。

b. 「レポートの出力フォーマット」から、出力フォーマットを選択します。
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使用可能な出力フォーマットは次のとおりです:

• PDF

• HTML

• EXCEL (.XLS)

c. 「実行モード」から、レポートを実行するオンライン方法を選択します。
オンライン方法では、レポートが即時に処理されます。

d. オプション: スクリプトの実行時にレポートを生成するレポート・バッチ・スクリプ
トを作成するには、「レポート・スクリプトの作成」をクリックします。

e. 「OK」をクリックします。
レポート・スクリプトを作成するには:

1. 「ワークフロー」タブの「その他」で、「レポートの実行」を選択します。
2. 「レポートの実行」の「レポート・グループ」で、レポート・グループを選択します。
3. 「レポート」で、レポートを選択します。
レポート・グループ内のレポート名で表示リストをフィルタするには、「名前」フィール
ドの上にある空白のエントリ行にレポートの名前を入力し、[Enter]を押します。たとえ
ば、「勘定科目」で始まるレポートのみを表示する場合は、「勘定科目」を入力して[Enter]
を押します。
レポート・グループ内のベース問合せ名で表示リストをフィルタするには、「問合せ」の
上にある空白のエントリ行に問合せ名を入力します。

4. 「レポート・スクリプトの作成」をクリックします。

ノート:

レポート・スクリプトを作成する前に、パスワードの暗号化が設定されている
ことを確認してください。パスワードの暗号化の使用を参照してください。

5. レポート・スクリプトの生成画面で、パラメータ値を選択します。
6. 「レポートの出力フォーマット」で、バッチの出力フォーマットを選択します。
7. 「OK」をクリックします。
レポート・スクリプトのパラメータを示すレポート・バッチ・スクリプト・ウィンドウが
表示されます。
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スクリプトは EPM Oracle Instance/FinancialDataQualityディレクトリにあり
ます。

8. Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで生成さ
れたスクリプトをコピーし、Windowコマンド・ウィンドウまたは UNIXシェル
で、スクリプトを貼り付けて実行します。
たとえば、Windowsのコマンド・ラインで次のように指定します:

runreport.bat <username><password> "Check Report With Warnings" 
"Category=Actual" "Period=March-05" "Location=PKA_TEST" "Report 
Output Format=PDF"

ノート:

バッチ・ファイルの実行用にプログラム引数を渡す場合、Jythonは、引
数の先頭にスペースが含まれていないかぎり、二重引用符("")を削除しま
す。Jythonでは、エスケープ用に二重引用符が使用されます。競合を回
避するために、引数の先頭にスペースを追加してください。たとえば、
"Period=Mar-2003"ではなく" Period=Mar-2003"を渡します。

ノート:

バッチ・レポート・スクリプトからレポートを実行する際には、暗号化
されたパスワードを含むファイルを使用できます(例: runreport.bat
<username><password> file)。

FDMEEの詳細レポート
次のレポートは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionで使用できます。

監査レポート
監査レポートでは、ターゲット勘定科目の残高を構成するすべてのロケーションのす
べてのトランザクションが表示されます。このレポートで戻されるデータは、ユーザ
ーに割り当てられたロケーション・セキュリティによって異なります。

勘定科目追跡ワイルドカード(ターゲット勘定科目、期間、カテゴ
リ)

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのすべてのロ
ケーションに対するインポート済勘定科目が、ワイルドカード使用を可能にする勘定
科目の選択に基づいて、FDMEEのロケーション別に小計されて表示されます。
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実行対象
FDMEEのすべての場所
パラメータ
「ターゲット勘定科目」、「期間」、「カテゴリ」
問合せ
勘定科目追跡ワイルドカード
テンプレート
Account Chase WildCard.rtf

勘定科目追跡 - フリーフォーム (ターゲット勘定科目、期間、カテゴ
リ)

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのすべてのロケーシ
ョンに対するインポート済勘定科目が、FDMEEのロケーション別に小計されて表示されま
す。
実行対象
FDMEEのすべての場所
パラメータ
「ターゲット勘定科目」、「期間」、「カテゴリ」
問合せ
勘定科目追跡フリーフォーム
テンプレート
Account Chase Free Form.rtf

ロケーションのマップ・モニター
日付範囲に基づいて、ロケーションに対して行われたマッピングの変更、追加および削除の
リストを表示します。ユーザー名および変更の日時を表示します。

ノート:

マップ・モニター・レポートは、リリース 11.1.2.4.100より前の履歴データをキャ
プチャしません。
マップ・モニター・レポートは、「システム設定」で「マップ監査を使用可能にす
る」が「はい」に設定されている場合にのみ有効になります。
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マップ・モニター・レポートには、次のものからのデータ・ロード・マッピングが含
まれます。
• データ・ロード・マッピング・オプション
• テキスト・ファイルのインポート
• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理のインポート

• Oracle Data Relationship Management

実行対象
すべての Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionロケ
ーション
パラメータ
「ロケーション」、「開始日」、「終了日」
問合せ
ディメンション・マップ問合せ
テンプレート
Dimension Map for POV.rtf

ユーザーのマップ・モニター
日付範囲に基づいて、ユーザーによって行われたマッピングの変更、追加および削除
のリストを表示します。レポートは、ユーザー名および変更の日時を示します。

ノート:

マップ・モニター・レポートは、リリース 11.1.2.4.100より前の履歴データ
をキャプチャしません。
マップ・モニター・レポートは、「システム設定」で「マップ監査を使用可能
にする」が「はい」に設定されている場合にのみ有効になります。

マップ・モニター・レポートには、次のものからのデータ・ロード・マッピングが含
まれます。
• データ・ロード・マッピング・オプション
• テキスト・ファイルのインポート
• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理のインポート

• Oracle Data Relationship Management
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実行対象
すべての Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionロケーショ
ン
パラメータ
「ユーザー名」、「開始日」、「終了日」
問合せ
POVのディメンション・マップ
テンプレート
Dimension Map for POV.rtf

交差ドリルダウン(期間、カテゴリ)

ターゲットの勘定科目および金額が表示されます。これには、ターゲット勘定科目にマップ
されたソースの勘定科目および金額のドリルダウン・リストが含まれます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケーショ
ン
パラメータ
「期間」、「カテゴリ」
問合せ
交差ドリルダウン問合せ
テンプレート
Intersection Drill Down.rtf

確認レポート
確認レポートでは、データ・ロード・ルールの実行時に発生した問題の情報が表示されます。
確認レポートは、ターゲット・システムからの集計や計算を含むターゲット・システム値を
戻すことに注意してください。
確認レポートを使用する場合、次の点に注意してください:

• 確認レポートを実行し、ワークベンチから開いた場合、サーバー上の Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionフォルダには保管されません。

• データ・ルールを実行する際、確認ルール・レポートは自動的に生成されません。この場
合、確認レポートを実行する前にデータ・ルールを実行します。

• オフライン・モードでレポートを実行する場合、レポートは FDMEEサーバーの outbox
に保存されます。
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• データ・ルールおよびレポートをバッチ・モードで実行するには、データ・ロー
ド・ルールを BATファイルから実行し、レポートを BATファイルから実行しま
す。この場合、それぞれを同じ BATファイルに含めることも、BATファイルから
呼び出すこともできます。

確認レポート
現在のロケーションに対する検証ルールの結果(成功または失敗ステータス)が表示さ
れます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
「期間」、「ロケーション」および「カテゴリ」
問合せ
確認レポート
テンプレート
Check Report.rtf

確認レポート期間範囲(カテゴリ、開始期間、終了期間)
選択した期間に対する検証ルールの結果が表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
「カテゴリ」、「開始期間」、「終了期間」
問合せ
期間問合せ内の確認レポート
テンプレート
Check Report With Period Range.rtf

確認レポート(警告あり)
現在のロケーションに対する検証ルールの結果が表示されます(警告が検証ルール内に
記録されます)。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
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パラメータ
なし
問合せ
確認レポート(警告あり)

テンプレート
Check Report With Warning.rtf

検証エンティティ・シーケンス別の確認レポート
現在のロケーションに対する検証ルールの結果(成功または失敗ステータス)が、検証エンティ
ティ・グループで定義されている順序でソートされて表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケーショ
ン
パラメータ
なし
問合せ
検証エンティティ別の確認レポート
テンプレート
Check Report By Validation Entity Sequence.rtf

基本試算表レポート
試算表レポートには、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition
でのソース・データの処理方法の詳細が記載されています。通常、試算表は、一般会計シス
テム内の勘定科目残高を表示するために使用します。データがソース一般会計システムから
ターゲット EPMアプリケーションにロードされるとき、ロードされた残高をソース試算表の
金額に対して検証および比較できます。

ノート:

基本試算表レポートを実行する前に、基本試算表レポートを実行するユーザーが、
レポートに関連付けられたロケーションにアクセスできることを確認してくださ
い。(ロケーションのセキュリティの定義を参照してください)。

TBの現在のロケーション、ターゲットあり(カテゴリ、期間)
インポートされたソース勘定科目(部署)と対応する勘定科目(エンティティ )を表示します。
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実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
「カテゴリ」、「期間」
問合せ
現在の試算表、ロケーションあり、ターゲットあり
テンプレート
TB Location With Targets.rtf

TBの現在のロケーション、ルールあり(カテゴリ、期間)
インポートされたソース勘定科目(部署)と、勘定科目が含まれているマッピング・エン
ティティ・ルール(マップ・ワイルドカード)が表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
「カテゴリ」、「期間」
問合せ
TBのロケーション、問合せあり
テンプレート
TB Location with Rules.rtf

TBの現在のロケーション、すべてのディメンション  - ターゲッ
ト、ターゲット・エンティティ /勘定科目別(カテゴリ、期間)

すべてのディメンションとそれぞれのターゲットを含むすべてのインポート済レコー
ドを表示します: ターゲット・エンティティおよび勘定科目別にグループ化します。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
「カテゴリ」、「期間」

第 8章
FDMEEの詳細レポート

8-14



問合せ
試算表の現在のロケーション、ターゲットあり
テンプレート
TB/(All Dimensions with Targets) by Target Entity Account.rtf

TBの現在のロケーション、すべてのディメンション  - ターゲット(カ
テゴリ、期間)

すべてのインポート済レコードが、すべてのディメンションおよびそれぞれのターゲットと
ともに表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケーショ
ン
パラメータ
「カテゴリ」、「期間」
問合せ
試算表のロケーションのすべてのディメンション。
テンプレート
TB with Transaction Currency.rtf

TBの現在のロケーション、ターゲット勘定科目別(カテゴリ、期間)
インポート済の勘定科目が、ターゲット勘定科目別に小計されて表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケーショ
ン
パラメータ
「カテゴリ」、「期間」
問合せ
試算表の現在のロケーション、ターゲット勘定科目別
テンプレート
TB With Target Account.rtf
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TBの現在のロケーション、ターゲット・エンティティ勘定科目別
(カテゴリ、期間)

すべてのインポート済レコードおよびすべてのディメンションとそれぞれのターゲッ
トが、ターゲット・エンティティおよび勘定科目別にまとめられて表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
「カテゴリ」、「期間」
問合せ
試算表基本トランザクション通貨
テンプレート
Base Trial Balance (All Dimensions with Targets).rtf

TBの変換済の現在のロケーション(ターゲット・エンティティ /勘
定科目別)

元の勘定科目と変換済勘定科目、およびインポート済の勘定科目とエンティティが、
ターゲット・エンティティ別に小計されて表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
「カテゴリ」、「期間」
問合せ
試算表の変換済のターゲット・エンティティ /勘定科目問合せ別
テンプレート
TB Converted Current Location by Target Entity Account.rtf

リスト・レポート
リスト・レポートでは、メタデータおよび設定(インポート・フォーマットや確認ルー
ルなど)が現在のロケーション別に要約されます。
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ロケーション別のインポート・フォーマット
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケーションでソ
ートされたすべてのインポート・フォーマットのリストを表示します。
実行対象
N/A

パラメータ
なし
問合せ
ロケーション別のインポート・フォーマット
テンプレート
Import Format by Location.rtf

ロケーションのリスト
選択した期間、カテゴリまたはディメンションに対するすべてのマッピング・ルールのリス
トが表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケーショ
ン
パラメータ
FDMEEのディメンション、期間、カテゴリ
問合せ
ロケーション・リスト問合せ
テンプレート
Location Listing.rtf

ロケーション分析
ロケーション分析レポートでは、ディメンション・マッピングが現在のロケーション別に表
示されます。

ディメンション・マップ(ディメンション)
選択したディメンションに対するすべてのマッピング・ルールのリストが表示されます。
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実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
FDMEEの現在のディメンション
問合せ
ディメンション・マップ
テンプレート
Dimension Map.rtf

POVのディメンション・マップ(ディメンション、カテゴリ、期
間)

選択した期間、カテゴリまたはディメンションに対するすべてのマッピング・ルール
のリストが表示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
FDMEEのディメンション、期間、カテゴリ
問合せ
POVのディメンション・マップ
テンプレート
Dimension Map.rtf

プロセス・モニター・レポート
プロセス・モニター・レポートでは、データ変換プロセスにおけるロケーションとそ
の位置が表示されます。プロセス・モニター・レポートを使用して、決算手続のステ
ータスをモニターできます。レポートにはタイム・スタンプが付けられるので、時間
データがロードされたロケーションを判断するために使用できます。

プロセス・モニター(カテゴリ、期間)
すべてのロケーションおよびその現在のステータス(インポート、検証、エクスポート、
ロードまたは確認)が表示されます。(ロケーションがアルファベット順に表示されま
す。)
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実行対象
すべての Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionロケーショ
ン
パラメータ
「カテゴリ」、「期間」
問合せ
プロセス・モニター
テンプレート
Process Monitor.rtf

プロセス・ステータス期間範囲(カテゴリ、開始期間、終了期間)
すべてのロケーションのリストおよび各ロケーションの現在のロード・ステータスが、期間
範囲の期間ごとに表示されます。
実行対象
すべての Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionロケーショ
ン、期間範囲
パラメータ
「カテゴリ」、「開始期間」、「終了期間」
問合せ
PMPeriodRange

テンプレート
PMPeriodRange.rtf

プロセス・モニター、すべてのカテゴリ (カテゴリ、期間)
すべてのロケーションのリストおよび各ロケーションの現在のロード・ステータスが、カテ
ゴリごとに表示されます。
実行対象
すべての Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionカテゴリと
ロケーション
パラメータ
期間
ソース
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問合せ
プロセス・モニター、すべてのカテゴリ
テンプレート
Process Monitor All Category.rtf

差異レポート
差異レポートでは、1つのターゲット勘定科目のソースおよび試算表勘定科目が表示さ
れ、2つの期間またはカテゴリにわたるデータが示されます。

勘定科目追跡差異
1つのターゲット勘定科目のソース入力勘定科目が表示され、2つの期間またはカテゴ
リにわたる差異が示されます。
実行対象
すべての Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionロケ
ーション
パラメータ
「ターゲット勘定科目」、「カテゴリ 1」、「第 1期」、「カテゴリ 2」、「第 2期」。
問合せ
勘定科目追跡差異
テンプレート
Account Chase Variance.rtf

試算表差異
ソース入力勘定科目がターゲット勘定科目別に小計されて、2つの期間またはカテゴリ
にわたる差異が示されます。
実行対象
現在の Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのロケ
ーション
パラメータ
「カテゴリ 1」、「第 1期」、「カテゴリ 2」、「第 2期」
問合せ
試算表差異
テンプレート
TB Variance.rtf
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A
FDMEE REST API

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition REST
(Representational State Transfer) APIを使用して、データ・ルールの実行、バッチの実行、
データ・マッピングのインポートとエクスポート、およびレポートの実行を行います。この
APIは、Webベースのユーザー・インタフェースで選択したコンポーネントを使用すること
に代わる手段を提供します。
FDMEE REST APIを使用した管理タスクの実行は、相当の技術および機能の専門知識を必要
とするユーザー・インタフェースの使用に代わる手段です。技術的に有能な EPM Cloud管理
者およびコンサルタントのみが、FDMEE管理者の管理タスクを実行する必要があります。
FDMEEおよび他の Oracle Enterprise Performance Management Cloud REST APIの使用の
詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudガイドの REST APIを参照して
ください。

FDMEEの URL構造
URL構造
次の URL構造を使用して、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Edition RESTリソースにアクセスします :

https://<SERVICE_NAME>-<TENANT_NAME>.<dcX>.oraclecloud.com/aif/rest/
{api_version}/{path)

ここで:

api_version - 開発に使用している APIのバージョン。FDMEEの現在の REST APIバージ
ョンは V1です。
path - リソースを識別します

データ・ルールの実行
開始期間と終了期間および指定したインポートまたはエクスポート・オプションに基づいて、
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionデータ・ロード・ル
ールを実行します。
前提条件
• データ・ルール: データ・ロード・ルールでは、Integrationsによってファイルからデータ
をロードする方法を定義します。データをロードするには、データ・ロード・ルールを事
前に定義しておく必要があります。

• 特定のデータ・ルールを実行するには必須の権限が必要です。
RESTリソース
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POST /aif/rest/{api_version}/jobs

要求
サポートされるメディア・タイプ: application/json

パラメータ
次の表は、クライアントの要求をまとめたものです。

表 A-1 パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
api_version 操作している APIのバージョン(V1な

ど)
パス はい なし

jobType "DATARULE"に設定する必要がありま
す

はい なし
jobName FDMEEに定義されているデータ・ロー

ド・ルールの名前。ルール名に空白が含
まれる場合は、引用符で囲む必要があり
ます。

はい なし

startPeriod データがロードされる最初の期間。こ
の期間名は、FDMEEの期間マッピング
に定義されている必要があります。

はい なし

endPeriod データがロードされる最後の期間。こ
の期間名は、FDMEEの期間マッピング
に定義されている必要があります。

はい なし

importMode データの FDMEEへのインポート方法
を決定します。
使用可能な値は次のとおりです:
• APPEND: FDMEEの既存の POV
データに追加します

• REPLACE: POVデータを削除して
ファイルからのデータで置換しま
す

• RECALCULATE: データのインポー
トをスキップしますが、更新された
マッピングおよび論理勘定科目が
あるデータは再処理します。

• NONE: FDMEEのステージング表
へのデータ・インポートをスキップ
します

はい なし
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表 A-1 (続き) パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
exportMode データの FDMEEへのエクスポート方

法を決定します。
Oracle Hyperion Planningアプリケー
ションで使用可能な値は次のとおりで
す:
• STORE_DATA: FDMEEのステージ
ング表のデータと既存の Planning
データをマージします

• ADD_DATA: FDMEEのステージン
グ表のデータを Planningに追加
します

• SUBTRACT_DATA: FDMEEのステ
ージング表のデータを既存の
Planningデータから削除します

• REPLACE_DATA: POVデータをク
リアして FDMEEのステージング
表のデータで置換します。データ
がクリアされる対象は、シナリオ、
バージョン、年、期間およびエンテ
ィティです

• NONE: FDMEEから Planningへ
のデータ・エクスポートをスキップ
します

Financial Consolidation and Closeお
よび Tax Reportingアプリケーション
で使用可能な値は次のとおりです:
• MERGE - デフォルトで、すべての
データ・ロードがマージ・モードで
処理されます。すでにアプリケー
ションにデータが存在する場合は、
既存のデータがロード・ファイルの
新しいデータで上書きされます。
データがない場合は、新しいデータ
が作成されます。

• REPLACE - まず、データ・ロード・
ファイルで参照されているアプリ
ケーションの既存データがクリア
されます。次に、データ・ロードが
マージ・モードで実行されます。

• NONE - FDMEEから Financial
Consolidation and Closeへのデー
タ・エクスポートをスキップします

はい なし

fileName オプションのファイル名。ファイル名
を指定しないと、この APIによって、デ
ータ・ロード・ルールに指定されたファ
イル名に含まれるデータがインポート
されます。データ・ファイルは、デー
タ・ルールの実行前に受信ボックスにす
でに存在している必要があります。

はい なし

URLの例
https://<SERVICE_NAME>-<TENANT_NAME>.<dcX>.oraclecloud.com/aif/rest/V1/jobs
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要求本文の例
{"jobType":"DATARULE",
"jobName":"aso to bso dr",
"startPeriod":"Dec-18",
"endPeriod":"Dec-18",
"importMode":"REPLACE",
"exportMode":"NONE",
"fileName":""
}

応答
サポートされるメディア・タイプ: application/json

表 A-2 パラメータ

名前 説明
status ジョブのステータス: -1 = 進行中、0 = 成功、1 = エラー、2 = 取消し保

留中、3 = 取消し済、4 = 無効なパラメータ
jobStatus ジョブ・ステータスのテキスト表現であり、次のいずれかの値:

"RUNNING"、"SUCCESS"、"FAILED"

jobId ジョブに対して FDMEEで生成されたプロセス ID

logFileName この実行のエントリを含むログ・ファイル。
outputFileName 生成された出力ファイルの名前(存在する場合)。
processType 実行されたプロセスのタイプ。すべてのデータ・ルール実行に

"COMM_LOAD_BALANCES"が含まれます
executedBy ルールの実行に使用されたユーザーのログイン名。
details アプリケーション・エラーが発生した場合に例外スタック・トレースを

戻します

応答本文の例
JSONフォーマットの応答本文の例を次に示します。
{
    "jobStatus": "RUNNING"
"jobId": 2019
"logFileName": "\outbox\logs\Account Reconciliation Manager_2019.log"
"outputFileName": null
"processType": "COMM_LOAD_BALANCES"
"executedBy": "admin"
"status": -1
"links": [1]
    0:  {
    "rel": "self"
    "href": "https://<SERVICE_NAME>-
<TENANT_NAME>.<dcX>.oraclecloud.com/aif/rest/V1/jobs/2019"
    "action": "GET"
}
"details": null

付録 A
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}

バッチ・ルールの実行
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで定義されているジ
ョブのバッチを実行します。
前提条件
• EPM自動化ユーティリティを使用してバッチを実行するには、その前に FDMEEで定義
する必要があります。

• 特定のバッチを実行するには必須の権限が必要です。
RESTリソース
POST /aif/rest/{api_version}/jobs

要求
サポートされるメディア・タイプ: application/json

次の表は、クライアントの要求をまとめたものです。
表 A-3 パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
api_version 操作している APIのバージョ

ン(V1など)
パス はい なし

jobType "BATCH"に設定する必要があ
ります

はい なし
jobName FDMEEで定義されているバ

ッチ名。
はい なし

URLの例
https://<SERVICE_NAME>-<TENANT_NAME>.<dcX>.oraclecloud.com/aif/rest/V1/jobs
要求本文の例
{"jobType":"BATCH",
"jobName":"BatchDataLoad"
}

応答
次の表は、応答パラメータをまとめたものです。

表 A-4 パラメータ

名前 説明
status ジョブのステータス: -1 = 進行中、0 = 成功、1 = エラー、2 = 取消し保留

中、3 = 取消し済、4 = 無効なパラメータ
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表 A-4 (続き) パラメータ

名前 説明
jobStatus ジョブ・ステータスのテキスト表現であり、次のいずれかの値:

"RUNNING"、"SUCCESS"、"FAILED"

jobId ジョブに対して FDMEEで生成されたプロセス ID

logFileName この実行のエントリを含むログ・ファイル。
outputFileName 生成された出力ファイルの名前(存在する場合)。
processType 実行されたプロセスのタイプ。すべてのデータ・ルール実行に

"COMM_BATCH"が含まれます
executedBy ルールの実行に使用されたユーザーのログイン名。
details アプリケーション・エラーが発生した場合に例外スタック・トレースを

戻します
サポートされるメディア・タイプ: application/json

応答本文の例
JSONフォーマットの応答本文の例を次に示します。
{
    "jobStatus": "SUCCESS"
"jobId": 2016
"logFileName": "\outbox\logs\BATCH1_7595.log"
"outputFileName": null
"processType": "COMM_BATCH"
"executedBy": "admin"
"status": -1
"links": [1]
    0:  {
    "rel": "self"
    "href": "https://<SERVICE_NAME>-
<TENANT_NAME>.<dcX>.oraclecloud.com/aif/rest/V1/jobs/2016"
    "action": "GET"
}
"details": null
}

サンプル・コードについては、データ・ルールの実行を参照してください。

データ・マッピングのインポート
メンバー・マッピングは、ソース値に基づいて各ディメンションのターゲット・メン
バーを導出するために使用されます。データ・ロード時にメンバー・マッピングが参
照されることにより、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise
Editionは、ターゲット・アプリケーションにロードされるデータをディメンション化
する方法を決定できます。メンバー・マッピングでは、単一ディメンション内のソー
ス・メンバーとターゲット・ディメンション・メンバー間の関係が定義されます。メ
ンバー・マッピングは、ターゲット・ディメンションごとに作成する必要があります。

付録 A
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選択した Excel (.CSVまたは.TXT)ファイルから、メンバー・マッピングをインポートできま
す。また、テキスト・ファイルに新しいマッピングを作成してインポートすることも可能で
す。メンバー・マッピングのインポートでは、ターゲット・メンバーに対する検証または検
証なしオプションとともに、マージ・モードまたは置換モードもサポートします。
RESTリソース
POST /aif/rest/{api_version}/jobs

要求
サポートされるメディア・タイプ: application/json

次の表は、クライアントの要求をまとめたものです。
表 A-5 パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
api_version 操作している APIのバージョン

(V1など)
パス はい なし

jobType ジョブ・タイプ、MAPPINGIMPORT パス はい なし
jobName インポートする特定のディメン

ションのディメンション名
(ACCOUNTなど)、またはすべての
ディメンションをインポートす
る場合は ALL

パス はい なし

fileName マッピングのインポート元のフ
ァイルおよびパス。ファイル・フ
ォーマットは、.CSV、.TXT、.XLS
または.XLSXです。ファイルは、
インポート前に、受信ボックスま
たは受信ボックスのサブディレ
クトリのいずれかにアップロー
ドされている必要があります。
ファイル・パスに受信ボックス
(inbox)を含めます(inbox/
BESSAPPJan-06.csvなど)

パス はい なし

importMode インポート・モード: 新規ルール
を追加する、または既存ルールを
置換する MERGE、あるいはインポ
ート前に以前のマッピング・ルー
ルをクリアする REPLACE

パス いいえ MERGE

validationMode 検証モード、trueまたは false
を使用するかどうか。trueのエ
ントリの場合、ターゲット・メン
バーがターゲット・アプリケーシ
ョンに対して検証され、falseで
は、検証なしでマッピング・ファ
イルがロードされます。検証プ
ロセスはリソースを大量に消費
し、検証モードが falseの場合
よりも時間がかかります。ほと
んどのユーザーが選択するオプ
ションは falseです

パス いいえ false
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表 A-5 (続き) パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
locationName マッピング・ルールがロードされ

る FDMEEロケーション。マッ
ピング・ルールは、FDMEEのロ
ケーションに固有です

パス いいえ なし

要求本文の例
JSONフォーマットの要求本文の例を次に示します。
{
"jobType":"MAPPINGIMPORT",
"jobName":"ACCOUNT",
"fileName":"inbox/BESSAPPJan-06.csv",
"importMode":"MERGE",
"validationMode":"false",
"locationName":"BESSAPP"
}

サンプル・コードについては、データ・ルールの実行を参照してください。
応答
次の表は、応答パラメータをまとめたものです。

表 A-6 パラメータ

名前 説明
jobId ジョブに対して FDMEEで生成されたプロセス ID (1880など)

jobStatus RUNNINGなどのジョブ・ステータス
logFileName この実行のエントリを含むログ・ファイル(outbox/logs/

BESSAPP-DB_1880.logなど)

outputFileName 生成された出力ファイルの名前(存在する場合)、それ以外の場合
null

processType 実行されたプロセスのタイプ、IMPORT_MAPPING
executedBy ルールの実行に使用されたユーザーのログイン名(adminなど)

details アプリケーション・エラーが発生した場合に例外スタック・トレー
ス、それ以外の場合 nullを戻します

サポートされるメディア・タイプ: application/json

パラメータ
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応答本文の例
JSONフォーマットの応答本文の例を次に示します。
{
"links": 
[
0]
"status":"-1"
"details":"null"
"jobId":"1880"
"jobStatus":"RUNNING",
"logFileName":"outbox/logs/BESSAPP-DB_1880.log",
"outputFileName":"null",
"processType":"IMPORT_MAPPING",
"executedBy":"admin"
}

サンプル・コードについては、データ・ルールの実行を参照してください。

データ・マッピングのエクスポート
メンバー・マッピングは、ソース値に基づいて各ディメンションのターゲット・メンバーを
導出するために使用されます。データ・ロード時にメンバー・マッピングが参照されること
により、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、ターゲ
ット・アプリケーションにロードされるデータをディメンション化する方法を決定できます。
メンバー・マッピングでは、単一ディメンション内のソース・メンバーとターゲット・ディ
メンション・メンバー間の関係が定義されます。メンバー・マッピングは、ターゲット・デ
ィメンションごとに作成する必要があります。
メンバー・マッピングを、選択したファイル・フォーマット(.csv、.txt、.xlsまたは.xlsx)にエ
クスポートできます。
RESTリソース
POST /aif/rest/{api_version}/jobs

要求
サポートされるメディア・タイプ: application/json

次の表は、クライアントの要求をまとめたものです。
表 A-7 パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
api_version 操作している APIのバージョン(V1

など)
パス はい なし

jobType ジョブ・タイプ、MAPPINGEXPORT パス はい なし
jobName インポートする特定のディメンショ

ンのディメンション名(ACCOUNTな
ど)、またはすべてのディメンション
をインポートする場合は ALL

パス はい なし
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表 A-7 (続き) パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
fileName マッピングのエクスポート元のファ

イルおよびパス。ファイル・フォーマ
ットは、.CSV、.TXT、.XLSまた
は.XLSXです。ファイル・パスに送信
ボックス(outbox)を含めます
(outbox/BESSAPPJan-06.csvな
ど)

パス はい なし

locationName ロケーション名(BESSAPPなど) パス はい なし
要求本文の例
JSONフォーマットの要求本文の例を次に示します。
{
"jobType":"MAPPINGEXPORT",
"jobName":"ACCOUNT",
"fileName":"outbox/BESSAPPJan-06.csv",
"locationName":"BESSAPP"
}

サンプル・コードについては、データ・ルールの実行を参照してください。
応答
次の表は、応答パラメータをまとめたものです。

表 A-8 パラメータ

名前 説明
jobId ジョブに対して FDMEEで生成されたプロセス ID (1881など)

jobStatus SUCCESSなどのジョブ・ステータス
logFileName この実行のエントリを含むログ・ファイル(outbox/logs/

BESSAPP-DB_1881.logなど)

outputFileName 生成された出力ファイルの名前(outbox/BESSAPPJan-06.csv
など)

processType 実行されたプロセスのタイプ、EXPORT_MAPPING
executedBy ルールの実行に使用されたユーザーのログイン名(adminなど)

details アプリケーション・エラーが発生した場合に例外スタック・トレ
ース、それ以外の場合 nullを戻します

サポートされるメディア・タイプ: application/json

付録 A
データ・マッピングのエクスポート
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応答本文の例
JSONフォーマットの応答本文の例を次に示します。
{
"links": 
[
0]
"status":"0",
"details":"null",
"jobId":"1881",
"jobStatus":"SUCCESS",
"logFileName":"outbox/logs/BESSAPP-DB_1881.log",
"outputFileName":"outbox/BESSAPPJan-06.csv",
"processType":"EXPORT_MAPPING",
"executedBy":"admin"
}

サンプル・コードについては、データ・ルールの実行を参照してください。

レポートの実行
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionレポート・フレーム
ワークは、ソースとターゲットのデータ、テンプレートおよびユーザー定義 SQL問合せを組
み込む統合ソリューションを表します。Oracle Business Intelligence Publisherで作成された
テンプレートは、XML形式のデータを消費し、レポートを動的に生成します。SQL問合せを
追加して、表からデータを抽出したり、レポート・パラメータと組み合せて標準レポートの
定義を拡張できます。FDMEEレポートは、PDF、Excel、Word、または HTML出力として生
成されます。
RESTリソース
POST /aif/rest/{api_version}/jobs

要求
サポートされるメディア・タイプ: application/json

次の表は、クライアントの要求をまとめたものです。
表 A-9 パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
api_version 操作している APIのバージョン

(V1など)
パス はい なし

jobType ジョブ・タイプ、REPORT パス はい なし
jobName 実行されるレポートの名前(POVの

ディメンション・マップ(ディメンシ
ョン、カテゴリ、期間)など)

パス はい なし

reportFormatType レポートのファイル形式(pdf、
xlsx、htmlまたは excel)

パス はい pdf

付録 A
レポートの実行
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表 A-9 (続き) パラメータ

名前 説明 タイプ 必須 デフォルト
parameters レポートに応じて数と値が異なり

ます
パス はい なし

Location Comma_Visionなどのレポートの
ロケーション

パス はい なし

要求本文の例
JSONフォーマットの要求本文の例を次に示します。
{
"jobType":"REPORT",  
"jobName":"Dimension Map For POV (Dimension, Cat, Per)",
"reportFormatType":"PDF",
"parameters":{
       "Dimension Name":"ENTITY",
       "Category":"Actual",
        "Period":"Jan15",
       "Location":"Comma_Vision"
    }
}

サンプル・コードについては、データ・ルールの実行を参照してください。
応答
次の表は、応答パラメータをまとめたものです。

表 A-10 パラメータ

名前 説明
jobId ジョブに対して FDMEEで生成されたプロセス ID (1885など)

status RUNNINGなどのジョブ・ステータス
logFileName この実行のエントリを含むログ・ファイル

(outbox\logs\BESSAPP-DB_1885.logなど)

outputFileName 生成された出力ファイルの名前。この名前を使用して、レポート
をダウンロードできます

processType 実行されたプロセスのタイプ、EXECUTE_REPORT
executedBy ルールの実行に使用されたユーザーのログイン名(adminなど)

details アプリケーション・エラーが発生した場合に例外スタック・トレ
ース、それ以外の場合 nullを戻します

サポートされるメディア・タイプ: application/json

パラメータ

付録 A
レポートの実行
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応答本文の例
JSONフォーマットの応答本文の例を次に示します。
{
"links": 
[
0]
"status":"-1",
"details":"null",
"jobId":"1885",
"jobStatus":"RUNNING",
"logFileName":"outbox/logs/1885.log",
"outputFileName":"outbox/reports",
"processType":"EXECUTE_REPORT",
"executedBy":"admin"
}

サンプル・コードについては、データ・ルールの実行を参照してください。

付録 A
レポートの実行
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B
FDMEEによって使用されるソース・システム表

ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで使用さ
れるソース・システム表を示します。FDMEEは、リストされたすべての表を読み取って、
GL_BUDGET_INTERFACEおよび GL_TRACK_DELTA_BALANCESに書き込みます。
また、Oracle E-Business Suite表のシノニムを作成する方法も説明します。

E-Business Suiteソース・システム表
E-Business Suiteソース・システムの表は、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionで使用されます。すべての表には、別途記載がない限り、読
取り権限が必要です。

表 B-1 E-Business Suiteソース・システム表

表/ビューの名前 スキーマ オブジェクト・タイプ 権限 コメント
FND_FLEX_VALIDA
TION_QUALIFIERS

APPLSYS 表 読取り専用
FND_FLEX_VALIDA
TION_TABLES

APPLSYS 表 読取り専用
FND_FLEX_VALUES APPLSYS ビュー 読取り専用
FND_FLEX_VALUES
_TL

APPLSYS ビュー 読取り専用
FND_FLEX_VALUE_
CHILDREN_V

APPS ビュー 読取り専用 FND_FLEX_VALUE_
NORM_HIERARCHY
、
FND_FLEX_VALUE_
SETS、および
FND_FLEX_VALUES
_VLに基づくビュー

FND_FLEX_VALUE_
NORM_HIERARCHY

APPLSYS 表 読取り専用
FND_FLEX_VALUE_
SETS

APPLSYS 表 読取り専用
FND_FORM_FUNCTI
ONS

APPLSYS 表 読取り専用
FND_ID_FLEXS APPLSYS 表 読取り専用
FND_ID_FLEX_SEG
MENTS

APPLSYS 表 読取り専用
FND_ID_FLEX_SEG
MENTS_TL

APPLSYS 表 読取り専用
FND_ID_FLEX_STRU
CTURES

APPLSYS 表 読取り専用

B-1



表 B-1 (続き) E-Business Suiteソース・システム表

表/ビューの名前 スキーマ オブジェクト・タイプ 権限 コメント
FND_ID_FLEX_STRU
CTURES_TL

APPLSYS 表 読取り専用
FND_LANGUAGES APPLSYS 表 読取り専用
FND_NUMBER APPLSYS PL/SQLパッケージ 実行
FND_RESPONSIBILI
TY

APPLSYS 表 読取り専用
FND_RESPONSIBILI
TY_TL

APPLSYS 表 読取り専用
FND_SEGMENT_ATT
RIBUTE_VALUES

APPLSYS 表 読取り専用
GL_BALANCES GL 表 読取り専用
GL_BALANCES_DEL
TA

GL 表 読取り専用
GL_BUDGETS GL 表 読取り専用
GL_BUDGET_ENTITI
ES

GL 表 読取り専用
GL_BUDGET_INTER
FACE

GL 表 読取りおよび書込み
権限が必要です。

GL_BUDGET_VERSI
ONS

GL 表 読取り専用
GL_CODE_COMBIN
ATIONS

GL 表 読取り専用
GL_CODE_COMBIN
ATIONS_KFV

APPS ビュー 読取り専用 GL_CODE_COMBIN
ATIONSに基づくビ
ュー

GL_DAILY_BALANC
ES

GL 表 読取り専用
GL_DAILY_CONVER
SION_TYPES

GL 表 読取り専用
GL_DAILY_CONVER
SION_TYPES_V

APPS ビュー 読取り専用 GL_DAILY_CONVER
SION_TYPESに基づ
くビュー

GL_DAILY_RATES GL 表 読取り専用
GL_ENCUMBRANCE
_TYPES

GL 表 読取り専用
GL_INTERFACE GL 表 読取りと書込み
GL_JE_CATEGORIES GL 表 読取り専用
GL_JE_CATEGORIES
_TL

GL 表 読取り専用
GL_JE_SOURCES_TL GL 表 読取り専用
GL_LEDGERS 表 読取り専用 表(R12のみ)
GL_PERIODS GL 表 読取り専用
GL_PERIOD_SETS GL 表 読取り専用
GL_PERIOD_STATUS
ES

GL 表 読取り専用
GL_PERIOD_TYPES GL 表 読取り専用

付録 B
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表 B-1 (続き) E-Business Suiteソース・システム表

表/ビューの名前 スキーマ オブジェクト・タイプ 権限 コメント
GL_PERIOD_TYPES_
V

APPS ビュー 読取り専用 GL_PERIOD_TYPES
に基づくビュー

GL_SETS_OF_BOOK
S

GL/APPS ビュー 読取り専用 表(11i)/
GL_LEDGERSに基づ
くビュー(R12)

GL_STAT_ACCOUNT
_UOM

GL 表 読取り専用
GL_TRACK_DELTA_
BALANCES

GL 表 読取りと書込み 読取りおよび書込み
権限が必要です。

PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システ
ム表

これら PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システム表は、Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで使用されます。すべての表には、別
途記載がない限り、読取り権限が必要です。
表 B-2 PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システム表

表/ビューの名前 表/ビューの名前 表/ビューの名前 表/ビューの名前
PS_AFFILIATE_LANG PS_CHARTFIELD1_TBL PS_LEDGER PSDBFLDLABL
PS_AFFILIATE_VW PS_CHARTFIELD2_TBL PS_LEDGER_BUDG PSDBFLDLABLLANG
PS_AFFINTRA1_LANG PS_CHARTFIELD3_TBL PS_LOCATION_TBL PSKEYDEFN
PS_AFFINTRA1_VW PS_CLASS_CF_LANG PS_NAMES PSOPTIONS
PS_AFFINTRA2_LANG PS_CLASS_CF_TBL PS_OPER_UNIT_LANG PSRECDEFN
PS_AFFINTRA2_VW PS_DEPT_TBL PS_OPER_UNIT_TBL PSRECFIELD
PS_ALTACCT_LANG PS_DEPT_TBL_LANG PS_PAYGROUP_TBL PS_TREE_NODE_TBL
PS_ALTACCT_TBL PS_EARNINGS_TBL PS_PC_BU_GL_VW PS_TREE_NODE_LANG
PS_BD_SCENARIO_TBL PS_FS_CF_TEMPLATE PS_PC_INT_TMPL_GL PSTREEDEFN
PS_BOOK_CODE_TBL PS_FS_FLD_PROMPT PS_POSITION_DATA PSTREEDEFNLANG
PS_BU_BOOK_TBL PS_FUND_LANG PS_PROD_TBL_LANG PSTREELEAF
PS_BU_LED_GRP_TBL PS_FUND_TBL PS_PRODUCT_TBL PSTREENODE
PS_BUD_REF_LANG PS_GL_ACCOUNT_LAN

G
PS_PROGRAM_LANG PSTREESTRCT

PS_BUD_REF_TBL PS_GL_ACCOUNT_TBL PS_PROGRAM_TBL PSXLATITEM
PS_BUL_CNTL_BUD PS_HPYPB_ACCT_LN

(読取りおよび書込み権
限が必要です。)

PS_PROJECT PSXLATITEMLANG

PS_BUS_UNIT_LANG PS_HYP_KK_BD_HDR
(書込み権限が必要です。
PeopleSoftコミットメ
ント・コントロールに使
用されます)

PS_PROJECT_TBL

付録 B
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表 B-2 (続き) PeopleSoft Enterprise Financial Managementソース・システム表

表/ビューの名前 表/ビューの名前 表/ビューの名前 表/ビューの名前
PS_BUS_UNIT_TBL_FS PS_HYP_KK_BD_LN (書

込み権限が必要です。
PeopleSoftコミットメ
ント・コントロールに使
用されます)

PS_REC_GROUP_REC

PS_BUS_UNIT_TBL_GL PS_JOB PS_REC_GROUP_TBL
PS_JOBCODE_TBL PS_RT_DFLT_VW

PS_BUS_UNIT_TBL_HR PS_RT_INDEX_TBL
PS_CAL_ADJP_TBL PS_LED_DEFN_LANG PS_RT_TYPE_TBL
PS_CAL_DEFN_TBL PS_LED_DEFN_TBL PS_SET_CNTRL_REC
PS_CAL_DETP_TBL PS_LED_GRP_LANG PS_SET_CNTRL_TBL
PS_CAL_SUMP_TBL PS_LED_GRP_LED_TBL PS_SET_CNTRL_TREE
PS_CF1_LANG PS_LED_GRP_TBL PS_SETID_TBL
PS_CF2_LANG PS_LED_TMPLT_TBL
PS_CF3_LANG

PeopleSoftコミットメント・コントロール・ソー
ス・システム表

これら PeopleSoftコミットメント・コントロール・ソース・システム表は、Oracle
Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionで使用されます。す
べての表には読取り権限が必要です。
表 B-3 PeopleSoftコミットメント・コントロール・ソース・システム表

表/ビューの名前
PS_KK_BUDGET_TYPE

PS_KK_SUBTYPE

PS_KK_FILTER

PS_KK_KEY_CF

PS_KK_BD_OFFSET

PS_CAL_BP_TBL

PS_LEDGER_KK

PS_HYP_KK_BD_HDR
(PeopleSoftコミットメント・コントロールに使用されます)
PS_HYP_KK_BD_LN
(書込み権限が必要です。PeopleSoftコミットメント・コントロールに使用されます)

付録 B
PeopleSoftコミットメント・コントロール・ソース・システム表
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E-Business Suite表のシノニムの作成
appsユーザー以外のユーザーが参照される場合は、Oracle E-Business Suite表のシノニムを
作成できます。

ノート:

PeopleSoft管理者は通常、構成に関する PeopleSoftスキーマ・アプリケーションを
ユーザーに提供しないため、PeopleSoftのセットアップにはシノニムが必要です。

E-Business Suite表のシノニムを作成するには:

1. この付録にリストされている E-Business Suite表のシノニムを作成します。
2. 作成したすべてのシノニムに読み取りアクセス権を割り当てます。
3. 次の表に書き込みアクセス権を割り当てます:

• GL_Interface

• GL_Budget_Interface

• GL_Track_Delta_Balances

EBS_Data_Serverの ODIトポロジにおいてユーザーとスキーマの両方についてシノニ
ムを使用できます。

付録 B
E-Business Suite表のシノニムの作成
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C
Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムでの代替スキーマの作成

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのあらかじめ構築さ
れた Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムへの統合では、データ抽出に基本
フィルタを使用しており、FDMEEによるアクセスを可能にするための適切なセキュリティが
定義されていると想定しています。環境によっては、ソース・システム表への直接アクセス
がシステム・ポリシーによって禁止されていたり、FDMEEユーザー・インタフェースで用意
されているものより詳細なソース・システム・フィルタを定義することがあります。
たとえば、Account Reconciliation Manager (ARM)で、ソース・システムから貸借対照表勘定
科目またはアクティブな勘定科目のみを抽出する場合などです。そのためには、ソース・シ
ステムで代替スキーマを作成します。この方法により、必要なレベルのセキュリティ、異な
るソース・システム・フィルタ、またはその両方を提供できます。
Oracle E-Business Suiteおよび Peoplesoft (PSFT)システムの代替階層を作成するには:

1. ソース・システム・データベースで新しいスキーマまたはユーザーを作成します。
2. FDMEEによって使用されるソース表リストに対する SELECTまたは SELECT/INSERT
アクセスを、新しいスキーマに付与します。
FDMEEによって使用されるソース・システム表で指定されているソース表リストを参照
してください。

3. E-Business Suiteシステムの場合、必要なソース・フィルタを含む
GL_CODE_COMBINATIONSという名前の新しいビューを作成します。
Peoplesoft システムの場合、PS_LEDGER表を使用してビューを作成します。
ソース表のすべての列を、ビューに含める必要があります。

4. 新しいスキーマで FDMEEがソース・システムから参照する残りのすべてのソース表のシ
ノニムを作成します。
シノニムは、ソース・システム・スキーマのベース表をポイントします。

5. 関連するデータ・サーバーの物理スキーマで新しいスキーマを使用するように、Oracle
Data Integrator (ODI)を更新します。
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たとえば、EBS GL_CODE_COMBINATIONS表で作成されるビューは次のように
なります:

CREATE VIEW GL_COMBINATIONS (SEGMENT1, SEGMENT2,…....)

SELECT SEGMENT1, SEGMENT2,…..

FROM APPS.GL_CODE_COMBINATIONS

WHERE "ADD FILTERS"

新しいスキーマまたはシノニムで作成されるビューにはすべて、FDMEEによって使用
されるソース・システム表で指定されたとおりの名前を使用する必要があります。表
名とビュー名がコア・スキーマと同じであるため、FDMEEは ODIでスキーマ仕様が
変更された更新済のコンテンツにアクセスできます。
SAPの場合は、代替スキーマを作成するのではなく、アダプタでフィルタ定義を変更
します。
システムをスムーズに更新できるように、変更を行う前に、Oracleサポートに連絡し
てプロセスを確認することをお薦めします。

付録 C
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D
ステージング表

ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionステージ
ング表について説明します。

FDMEEステージング表
ここでは、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのステー
ジング表について説明します。

ノート:

Oracleには、情報の挿入、更新および削除に使用できる強力なツールが用意されて
います。しかし、SQL*Plusまたは Oracle Data Browserなどの Oracleのツールを
使用して Oracle Applicationsのデータを変更した場合、データの整合性が崩れたり、
データの変更内容が監査できなくなる恐れがあります。Oracle Applicationsの各表
は相互に関連性があるため、Oracle Applicationsフォームを使用してなんらかの変
更を行うと、多数の表が同時に更新される可能性があります。ただし、Oracle
Applicationsフォーム以外を使用して Oracle Applicationsのデータを変更した場合
は、いずれかの表の行を変更しても、関連する各表で対応する変更は行われません。
各表間の相互同期が失われると、間違った情報が取得されたり、Oracle Applications
全体で予測できない結果を招く危険があります。Oracle Applicationsフォームを使
用してデータを変更すると、Oracle Applicationsはその変更内容が有効かどうかを
自動的にチェックします。また Oracle Applicationsは、情報を変更したユーザーを
追跡します。ただし、データベース・ツールを使用して情報をデータベースの表に
入力した場合は、無効な情報が格納される可能性があります。また SQL*Plusなど
のデータベース・ツールは変更内容の記録を保管しないため、情報を変更したユー
ザーを追跡できません。
したがって、インストール、実装またはオープン・インタフェースの各ガイドで特
に指示されている場合を除き、SQL*Plus、Oracle Data Browser、データベース・ト
リガーなどのツールを使用して Oracle Applicationsの表を変更しないことを強くお
薦めします。
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「ソースからインポート」に使用されるステージング表
表 D-1 「ソースからインポート」に使用されるステージング表

表/ビューの名前 説明
TDATASEG_T データ・ルールの実行時に、ソースからターゲ

ットにデータを変換する場合に使用される一
時データ表です。読取りの一貫性を保つため
に、データは対応するステージング表(たとえ
ば、AIF_EBS_GL_BALANCES_STG、
AIF_EBS_GL_DAILY_BAL_STG、または
AIF_PS_LEDGER)から抽出され、TDATASEG_T
(LOADIDによって分割)にコピーされます。
その後、この TDATASEG_Tは、TDATAMAP_T
で指定されたデータ・マッピングに基づいてソ
ース・データをターゲット・データに変換する
場合に使用されます。

ドリル・スルーに使用されるデータ表
表 D-2 ドリル・スルーに使用されるデータ表

表/ビューの名前 説明
TDATASEG データ・ルールの実行におけるデータ変換につ

いて説明する監査表です。データ・ルールの実
行が正常に行われた場合のみ、TDATASEG_T
内に保管されたデータ変換が TDATASEGにコ
ピーされます。

ターゲットにエクスポートに使用されるビュー
表 D-3 「ターゲットにエクスポート」ビュー

表/ビューの名前 説明
AIF_HS_BALANCES データ・ルールの実行で、ターゲットのアプリ

ケーションにデータをエクスポートするため
に使用されるインタフェース・ビューです。こ
のビューは、一意のターゲット・ディメンショ
ン・メンバーの組合せ全体にわたってターゲッ
トの量を要約することで TDATASEG_T表に直
接問合せを行います。

AIF_EBS_GL_INTERFACE_V ライトバックに対するデータ・ロード・ルール
の実行で、元の E-Business Suiteの一般会計シ
ステムにデータをエクスポートするために使
用されるインタフェース・ビューです。このビ
ューは、一意のターゲットのセグメント値の組
合せ全体にわたってターゲットの量を要約す
ることで TDATASEG表に直接問合せを行いま
す。

付録 D
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表 D-3 (続き) 「ターゲットにエクスポート」ビュー

表/ビューの名前 説明
AIF_PS_GL_INTERFACE_V ライトバック・ルールに対するデータ・ロー

ド・ルールの実行で、元の PeopleSoft
Enterprise Financial Managementシステム
にデータをエクスポートするために使用され
るインタフェース・ビューです。このビュー
は、一意のターゲット ChartField値の組合せ
全体にわたってターゲットの量を要約するこ
とで TDATASEG表に直接問合せを行います。
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E
TDATAMAPSEG表のアーカイブ

データのインポート時にデータの変換に使用するマッピングは、各視点(POV)の
TDATAMAPSEG表にアーカイブされています。多数のマップを使用している場合、この表は
期間とともにサイズが大きくなり、データ・インポート処理時にパフォーマンスの問題が生
じる可能性があります。パフォーマンスを改善するために、TDATAMAPSEG表からデータを
アーカイブします。
リリース 11.1.1.2.4.220では、新しいビュー TDATAMAPSEG_ALLを使用できます。このビ
ューは、マッピングを表示するユーザー・インタフェースによって使用されます。
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TDATAMAPSEGおよび ARCHIVE表を含めるように、ビュー定義を変更できます。次
に、Oracleデータベースでのデータのアーカイブ方法、インデックスの作成方法およ
びビューの作成方法を表したサンプル・スクリプト・セットを示します。
/* Archive the existing table */

RENAME TDATAMAPSEG TO TDATAMAPSEG_ARCHIVE1

;

/*Create index*/

CREATE INDEX TDATAMAPSEG_N1 ON TDATAMAPSEG (DATAKEY)

;

CREATE INDEX TDATAMAPSEG_N2 ON TDATAMAPSEG (PARTITIONKEY, CATKEY, 
PERIODKEY) 

;

/* Create a new table */

CREATE TABLE TDATAMAPSEG

AS

SELECT *

FROM TDATAMAPSEG_ARCHIVE1

WHERE 1=2

;

/* Drop existing view */

DROP VIEW TDATAMAPSEG_ALL

;

/* Create a view which is UNION of base table and archive table */

CREATE VIEW TDATAMAPSEG_ALL AS 

SELECT * FROM TDATAMAPSEG

UNION ALL

SELECT * FROM TDATAMAPSEG_ARCHIVE1

;

/* Create a new table */

CREATE TABLE TDATAMAPSEG

AS

SELECT *

FROM TDATAMAPSEG_ARCHIVE1

WHERE 1=2

;

付録 E
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類似のプロセスを SQL Serverに使用できます。複数のアーカイブを長期間にわたり作成で
き、ビューを必要に応じて変更できます。

付録 E
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F
PeopleSoftコミットメント・コントロール

PeopleSoftのコミットメント・コントロールは、PeopleSoft General Ledger製品において、
予算の転記をサポートし、顧客が構成したルールに従って予算残高に対して取引をテストす
る予算コントロール機能です。コミットメント・コントロールを使用すると、総勘定元帳か
ら代替構造を定義し、チャートフィールド(勘定科目セグメント)とカレンダに基づいて予算を
管理できます。たとえば、実際の費用はコスト・センターで月ごとに記録していても、部門
レベルで四半期ごとに予算を管理することを選択できます。
さらに、予算に対して大規模な変更を行い、転記するためにその改訂を仕訳としてソース・
システムに書き出す一方、当初の予算案、調整、改訂、調整済予算の間で PeopleSoft予算の
区別を維持します。たとえば、Oracle Hyperion Planningを使用して会計年度の開始時に初期
予算を準備できます。会計年度全体にわたって予算を改訂するために使用することもできま
す。予算の準備および改訂を行うと、これを検証し、実際の収益と費用を管理および制御す
るコミットメント・コントロールに転記する必要があります。
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionは、ユーザーが
Hyperion Planningを使用して予算の準備や維持ができるようにしてコミットメント・コント
ロールと統合します。統合には次が含まれます:

• コミットメント・コントロールからの実績情報のロード
• コミットメント・コントロール予算定義に対して、準備および改訂中の予算の検証
• コミットメント・コントロールへの初期予算の転記
• 継続的な予算の改訂のコミットメント・コントロールへの転記
FDMEEのコンテキスト内でコミットメント・コントロールを使用するには、次の手順を実行
します:

1. 「ソース・システム」で、総勘定元帳と HRMSソース・システムを登録します。
2. 「ソース・システム」で PeopleSoftコミットメント・コントロールを使用するには、「コ
ミットメント・コントロールを使用可能にする」を選択します。

3. 「ターゲット・アプリケーション」で、ターゲット・アプリケーションを選択します。
4. 「インポート・フォーマット」でインポート・フォーマットを定義します。これは、Public

Sector Planning and Budgetingアプリケーションのディメンションに PeopleSoftのチャ
ートフィールドをマップする方法を指定します。

5. 「データ・ロード・ルール」で、データのロード元である PeopleSoft会計エンティティ (ビ
ジネス・ユニット)を識別するロケーションを定義します。

6. 「データ・ロード・ルール」で、期間マッピング・タイプとして「予算」を指定します。
7. 「データ・ロード・ルール」で、グローバル、アプリケーション、およびソースのマッピ
ングを定義します。このマッピングによって、PeopleSoftのカレンダと期間における期
間キーが、Public Sector Planning and Budgetingの予算アプリケーションにおける月、四
半期、年などの期間にどのように対応するかが指定されます。次のオプションがありま
す:

• 「現日付」を選択します。
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「現日付」は、有効な日付のレコード(たとえば予算定義)を決定します。
• 予算がプロジェクト期間に基づく場合、「空白期間のターゲット」を選択しま
す。

• オプションで、「期間マッピング」で、カレンダと期間を FDMEEの期間にマ
ッピングして、予算期間をマッピングすることもできます。
コミットメント・コントロールでは、様々なルールで様々なカレンダを使用で
きます。カレンダは、粒度と期間が異なっていてもかまいません。たとえば、
ルールの範囲に使用されるチャートフィールドを Hyperion Planningのエンテ
ィティ・ディメンションにマッピングできます。明示期間マッピングを指定す
る場合、カレンダと期間が FDMEE期間を指すようにして、予算期間をマッピ
ングできます。同じ FDMEE期間を、様々なカレンダの複数のソース期間にマ
ッピングできます。

8. データ・ロードのルールを実行します。
9. 「インポート・フォーマット」で、PeopleSoft会計エンティティのチャートフィー
ルドに書き込む Public Sector Planning and Budgetingデータを指定するライトバ
ック・マッピングを含むインポート・フォーマットを定義します。

10.「データ・ロード・ルール」で、ライトバックに対するデータ・ロード・ルールを
定義します。
ライトバック期間マッピングは明示的期間マップに基づいています。すべてのエ
ンティティは、異なる予算カレンダに関連付けられます。

11. 書込みに対するデータ・ロード・ルールを実行します。

付録 F
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G
レポート問合せ表のリファレンス

レポートを作成するとき、基本 SQL問合せやパラメータ SQL問合せを使用して、レポート
に表示されるデータを拡張できます。基本 SQL問合せを使用すると、各種の表からデータを
取り込み、データをレポート出力として表示できます。たとえば、1つの問合せ定義を使用し
て、様々な列またはグループを表示できます。あるレポートで、勘定科目別に金額をリスト
し、エンティティ別にグループ化したり、エンティティ別に金額をリストし、勘定科目別に
グループ化することができます。
パラメータ SQL問合せを使用すると、レポート定義内のパラメータに対して問合せを実行で
きます。たとえば、問合せを使用して、ロケーション、期間、カテゴリまたは金額のグルー
プを選択できます。あるレポートで、勘定科目別に金額をリストし、エンティティ別にグル
ープ化したり、エンティティ別に金額をリストし、勘定科目別にグループ化することができ
ます。
基本の問合せおよびパラメータ SQL問合せで使用される Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Edition表は次のとおりです:

• TDATASEG

• TLOGPROCESS

TDATASEG表のリファレンス
TDATASEG表は、ユーザーによってロードされたデータおよび、ソース・ディメンション・
メンバーとマッピング・プロセス結果の変換を保管するために使用されます。

ノート:

テキストをロードする場合、ロード先の TDATASEGの列は DATAであり、マップ
の結果は DATAXにロードされます。

表 G-1 TDATASEG表のリファレンス

列名 定義 説明
DATAKEY NUMBER(31,0) NOT NULL

ENABLE
データの各行に対してシステムによ
って生成される一意キー

PARTIONNKEY NUMBER(10,0) NOT NULL
ENABLE

ロケーション・キー。ロケーション情
報を取得するために
TPOVPARTITIONと結合します。

CATKEY NUMBER(10,0) NOT NULL
ENABLE

カテゴリ・キー。カテゴリ情報を取得
するために TPOVCATEGORYと結合
します。
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表 G-1 (続き) TDATASEG表のリファレンス

列名 定義 説明
PERIODKEY DATE NOT NULL ENABLE 期間キー Oracle Hyperion

Financial Data Quality
Management, Enterprise Edition
と EPM期間のマッピングの詳細を
取得するために TPOVPERIODと結
合します。

DATAVIEW VARCHAR2(8 CHAR) DEFAULT
'YTD' NOT NULL ENABLE

Enterprise Resource Planning
(ERP)システムからデータを取得す
る場合、ファイルの場合は YTDにハ
ード・コードされ、貸借対照表の場合
は YTD、損益計算書の場合は PTDに
設定されます。

CURKEY VARCHAR2(10 CHAR) DEFAULT データの通貨コード。
CALCACCTTYPE NUMBER(6,0) DEFAULT 9 NOT

NULL ENABLE
行がソースからインポートされたか、
ロジック・グループによって計算され
たかを示します:
• 9=インポートされた
• 5=計算されエクスポートされた
• 1=計算されたがエクスポートさ
れない

CHANGESIGN NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

インポートされた金額の符号を反転
する必要があるかどうかを指定しま
す:
• 0=変更なし
• 1=符号を反転

JOURNALID VARCHAR2(10 CHAR) DEFAULT 仕訳の ID。ユーザー指定値
AMOUNT NUMBER(29,12) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
ソースからロードされる金額

AMOUNTX NUMBER(29 12) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

変換ルール適用後の金額。この値が、
ターゲット・アプリケーションにロー
ドされます。

DESC1 VARCHAR2(240 CHAR) DEFAULT 説明はファイルからインポートでき
ます。

DESC2 VARCHAR2(75 CHAR) DEFAULT 説明はファイルからインポートでき
ます。

ACCOUNT VARCHAR2(75 CHAR) NOT NULL
ENABLE

ソースの勘定科目メンバー
ACCOUNTX VARCHAR2(4000 CHAR) DEFAULT マッピング・ルール処理後の勘定科目

メンバー
ACCOUNTR NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
このディメンションで使用されるマ
ッピングのキー。TDATAMAPSEG
の DATAKEYを参照します。

ACCOUNTF NUMBER(6,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

マップ・タイプ:
• 1=例外
• 3=次の値の間
• 4=範囲

ENTITY VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースのエンティティ・メンバー
ENTITYX VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT マッピング・ルール処理後のエンティ

ティ・メンバー。この値はエクスポー
トされます。

付録 G
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表 G-1 (続き) TDATASEG表のリファレンス

列名 定義 説明
ENTITYR NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
このディメンションで使用されるマ
ッピングのキー。TDATAMAPSEG
の DATAKEYを参照します。

ENTITYF NUMBER(6,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

マップ・タイプ:
• 1=例外
• 3=次の値の間
• 4=範囲

ICP VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの ICP
ICPX VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT マッピング・ルール処理後の ICPこ

の値はエクスポートされます。
ICPR NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
このディメンションで使用されるマ
ッピングのキー。TDATAMAPSEG
の DATAKEYを参照します。

ICPF NUMBER(6,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

マップ・タイプ:
• 1=例外
• 3=次の値の間
• 4=範囲

UD1 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD1
UD2 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD2
UD3 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD3
UD4 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD4
UD5 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD5
UD6 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD6
UD7 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD7
UD8 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD8
UD9 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD9
UD10 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD10
UD11 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD11
UD12 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD12
UD13 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD13
UD14 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD14
UD15 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD15
UD16 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD16
UD17 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD17
UD18 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD18
UD19 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD19
UD20 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD20
UD1X VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT マッピング・ルール処理後の UD1。

この値はエクスポートされます。
UD1R NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
このディメンションで使用されるマ
ッピングのキー。TDATAMAPSEG
の DATAKEYを参照します。

UD1F NUMBER(6,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

マップ・タイプ:
• 1=例外
• 3=次の値の間
• 4=範囲
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表 G-1 (続き) TDATASEG表のリファレンス

列名 定義 説明
ARCHIVEID NUMBER(31,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
将来使用予定

HASMEMOITEM NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

将来使用予定
STATICDATAKEY NUMBER(31,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
将来使用予定

ATTR1 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR2 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR3 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR4 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR5 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR6 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR7 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR8 VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR9 VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR10 VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR11 VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR12 VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR13 VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

ATTR14 VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ
ッピングまたはドリル・スルーで使用
される
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表 G-1 (続き) TDATASEG表のリファレンス

列名 定義 説明
ATTR15-ATTR40 新規列 ユーザー定義属性 - 必要に応じてマ

ッピングまたはドリル・スルーで使用
される

CODE_COMBINATION_ID VARCHAR2(155 CHAR) Oracle E-Business Suiteとの統合に
使用されます。

AMOUNT_YTD NUMBER(29,12) YTD金額。E-Business Suite、
Peoplesoftデータ・ソースに使用さ
れます

AMOUNT_PTD NUMBER(29,12) PTD金額。E-Business Suite、
Peoplesoftデータ・ソースに使用さ
れます

LOADID NUMBER(15,0) この行を作成または更新したプロセ
ス ID。

RULE_ID NUMBER(15,0) この行の作成に使用されたデータ・ル
ール ID。詳細を取得するために
AIF_BALANCE_RULESと結合しま
す。

STAT_BALANCE_FLAG VARCHAR2(1 CHAR) 残高が統計かどうかを示します:
• Y=統計
• N=残高

VALID_FLAG VARCHAR2(1 CHAR) 行に有効なマッピングがあるかどう
かを示します:
• Y=有効
• N=無効
• I=無視

TLOGPROCESS表のリファレンス
TLOGPROCESS表は、ロケーション、カテゴリおよび期間のワークフロー・プロセス・ステ
ータスを格納するために使用されます。

表 G-2 TLOGPROCESS表のリファレンス

列名 定義 説明
PARTITIONKEY NUMBER(10,0) NOT NULL

ENABLE
ロケーション・キー。ロケーション情
報を取得するために
TPOVPARTITIONと結合します。

CATKEY NUMBER(10,0) NOT NULL
ENABLE

カテゴリ・キー。カテゴリ情報を取得
するために TPOVCATEGORYと結合
します。

PERIODKEY DATE NOT NULL ENABLE 期間キー Oracle Hyperion
Financial Data Quality
Management, Enterprise Edition
と EPM期間のマッピングの詳細を
取得するために TPOVPERIODと結
合します。
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表 G-2 (続き) TLOGPROCESS表のリファレンス

列名 定義 説明
RULE_ID NUMBER(15,0) NOT NULL

ENABLE
データ・ルール ID。詳細を取得する
ために AIF_BALANCE_RULESと結
合します。

PROCESSIMP NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

インポート・ステップのステータス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功

PROCESSIMPNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

検証ステータスに関するテキスト・ノ
ート:
• インポート成功
• 再計算 OK
• インポート・エラー
• 再計算失敗
• マルチロード
• データ・ロードのバイパス
• ロジック計算エラー
• マップ計算エラー

PROCESSVAL NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE,

検証ステップのステータス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功

PROCESSVALNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL,

検証ステップに関するテキスト・ノー
ト:
• 検証成功
• エラー= xレコード(X = マップ・

ルールのないメンバーの数)
• データ・ロードのバイパス

PROCESSEXP NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE,

エクスポート・ステップのステータ
ス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功

PROCESSEXPNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

エクスポート・ステップに関するテキ
スト・ノート:
• 最後の成功エクスポート
• エクスポート-B成功
• エクスポートに成功
• データ・ロードのバイパス

PROCESSENTLOAD NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

ロード・ステップのステータス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功

PROCESSENTLOADNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

ロード・ステータスに関するテキス
ト・ノート:
• 成功時の時間日付スタンプ
• ロード・エラー
• データ・ロードのバイパス

PROCESSENTVAL NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE,

確認ステップのステータス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功
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TLOGPROCESS表のリファレンス

G-6



表 G-2 (続き) TLOGPROCESS表のリファレンス

列名 定義 説明
PROCESSENTVALNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
確認ステップに関するテキスト・ノー
ト:
• 確認成功
• 確認エラー
• データ・ロードのバイパス

PROCESSCERT NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE,

認証ステップのステータス:
• 0=未開始または未送信
• 1=送信済

PROCESSCERTNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL,

ロード・ステータスに関するテキス
ト・ノート:
• 統制送信済
• 統制クリア済
• 未送信
• プロファイルの統制が未検出
• 統制グループ割当てなし
• ステータス設定中のエラー

PROCESSASSES NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE,

アセスメント(プロセス・エクスプロ
ーラ)ステップのステータス:
• 0=未開始または未送信
• 1=送信済

PROCESSASSESNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL,

ロード・ステータスに関するテキス
ト・ノート:
• 統制送信済
• 統制クリア済
• 未送信
• プロファイルの統制が未検出
• 統制グループ割当てなし
• ステータス設定中のエラー

PROCESSCHILDDONE NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

親ロケーション・ステップの認証状態
のステータス:
• 0=未始前またはすべての子が未

完了
• 1=すべての子が完了

PROCESSCHILDDONENOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

親ロケーションの認証ステータスに
関するテキスト・ノート:
• 子の送信済
• 子なし

PROCESSUD1 NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

未使用
PROCESSUD1NOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
未使用

PROCESSUD2 NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

未使用
PROCESSUD2NOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
未使用

PROCESSUD3 NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

未使用
PROCESSUD3NOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
未使用
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表 G-2 (続き) TLOGPROCESS表のリファレンス

列名 定義 説明
PROCESSUD4 NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
未使用

PROCESSUD4NOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

未使用
PROCESSENDTIME DATE DEFAULT

TO_DATE('01/01/1900', 'MM/DD/
YYYY') NOT NULL ENABLE

最終更新日時

BLNWCDIRTY NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

検証前にマップ(WC = WildCard)の
再計算の必要性を示すために使用さ
れるフラグ:
• 0=OK
• 1=ロケーションの再計算
データがインポートされてからマッ
プ・ルールが変更されました。これに
よって計算フラグが表示されます。

BLNLOGICDIRTY NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

検証前に LOGICの再計算の必要性
を示すために使用されるフラグ:

BLNVALDIRTY NUMBER(1,0) DEFAULT 1 NOT
NULL ENABLE

検証ワークフローの再実行の必要性
を示すために使用されるフラグ:
• 0=OK
• 1=検証の再処理
データがインポートされてからマッ
プ・ルールが変更されました。この場
合、計算フラグが表示されます。

INTLOCKSTATE NUMBER(6,0) DEFAULT 50 NOT
NULL ENABLE

ロケーション POVのロック・ステー
タス:
• 50=オープン
• 60=ロック済

PROCESSSTATUS NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

ロケーション/カテゴリ/期間のワー
クフローの現在の状態。
tLogProcessStatesの有効なステー
タス
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H
システム・メンテナンス・タスク

システム・プロセスを実行して、すべてのランタイム・アーティファクト (プロセス表、ステ
ージング表、Inbox/Outboxフォルダなど)のメンテナンスとクリーンアップを行うことができ
ます。表やフォルダには、不要になった大量のデータが含まれていることがよくあります。
システム・メンテナンス・タスク機能では、システム・プロセスをスケジュールして実行し、
標準の表やフォルダをパージできます。

ノート:

1つのアプリケーションがパージの対象として選択された場合、フォルダが割り当
てられていないすべてのアプリケーションがパージされます。デフォルトのアプリ
ケーション・フォルダは汎用で、パージ・スクリプトは、選択したアプリケーショ
ンが含まれるフォルダにフォーカスします。この場合、アプリケーションがパージ
されないようにするには、個別のフォルダに保存します

パージ・スクリプトを簡単に使用できるように、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionには次が用意されています。
• 一連のカスタム・スクリプトが bin/systemディレクトリに含まれています。
スクリプトには次が含まれます:

– アプリケーション・フォルダの保守
– プロセス表の保守
– EBS GL残高表の保守
– PeopleSoft元帳表の保守
– FDMEEデータ表の保守

• スクリプトは、スクリプトの登録でシステム・スクリプトとして登録されます。
• QUERYID = 0および APPLICATIONID = 0の場合、スクリプトはインストールの一部と
して登録されます。

• スクリプト・グループ"System"が作成され、システム・スクリプトが割り当てられます。
• POV内のターゲット・アプリケーションに関係なく、ユーザーにアクセス権があれば、
「スクリプトの実行」にシステム・スクリプトが表示されます。

• パージ・スクリプトは、「スクリプトの実行」画面から実行できます。
• ODIプロセスは、スクリプトを data/scripts/customディレクトリではなく bin/system
ディレクトリから実行します。
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アプリケーション・フォルダの保守
アプリケーション・フォルダの保持プロセスでは、inbox、outboxおよび dataフォル
ダのディレクトリからファイルをパージします。Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionは、フォルダごとに個別の「保存日数」パラ
メータを受け入れます。特定のフォルダに値を指定しないと、FDMEEはそのフォルダ
をスキップします。
また、FDMEEでは、それぞれのフォルダの下にある inboxおよび outboxサブディレ
クトリを確認して、ファイルがある場合は削除します。dataサブディレクトリの
scriptsディレクトリにはカスタマ・スクリプトが保持されているため、FDMEEでは
このディレクトリはスキップされます。

プロセス表の保守
このプロセスでは、次の実行表を保守します。
• AIF_PROCESSES

• AIF_PROCESS_DETAILS

• AIF_PROCESS_LOGS

• AIF_PROCESS_PARAMETERS

• AIF_PROCESS_PERIODS

• AIF_PROCESS_STEPS

• AIF_BAL_RULE_LOADS

• AIF_BAL_RULE_LOAD_PARAMS

• AIF_BATCH_JOBS

• AIF_BATCH_LOAD_AUDIT

• AIF_TEMP

パラメータとして保持する日数を受け入れます。

EBS GL残高表の保守
このプロセスでは、AIF_EBS_GL_BALANCES_STG表を保守します。EBS一般会計
残高は一般会計残高のスナップショットを含み、一般会計期間に基づいて削除されま
す。
プロセスでは、開始期間から終了期間までの一般会計期間のリストを特定します。
このプロセスのパラメータは次のとおりです。
• ソース・システム
• 開始期間
• 終了期間
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PeopleSoft元帳表の保守
このプロセスでは、AIF_PS_LEDGER_STG表を保守します。PeopleSoft一般会計残高は一
般会計残高のスナップショットを含み、一般会計期間に基づいて削除されます。
プロセスでは、開始期間から終了期間までの一般会計期間のリストを特定します。
このプロセスのパラメータは次のとおりです。
• ソース・システム
• 開始期間
• 終了期間

アプリケーションによるデータ表の保守
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionデータ表には、監査
およびドリルダウン目的でエクスポートされたデータのアーカイブが保管されます。このよ
うな表は時間の経過とともに大きくなることがありますが、必要に応じてパージできます。
メンテナンス・プロセスでは、次の表が削除されます:

• TDATAMAPSEG

• TDATASEG

• TPROCESSLOG

パラメータは次のとおりです。
• ターゲット・アプリケーション
• カテゴリ
• 開始期間
• 終了期間

パージ・スクリプトの実行
 パージ・スクリプトを実行するには:

1. 「ワークフロー」タブの「その他」で、「スクリプトの実行」を選択します。
2. 「スクリプトの実行」の「カスタム・スクリプト・グループ」で、「システム・メンテナン
ス・タスク」を選択します。

3. 「スクリプト」グリッドで、パージ・スクリプトを選択します。
4. 「実行」をクリックします。
5. プロンプトが表示されたら、「スクリプトの実行」画面でパラメータ値を入力します。
たとえば、ターゲット・アプリケーション、開始期間または終了期間を選択できます。

6. オプションで、「スケジュール」をクリックします。
ジョブのスケジュールの詳細は、ジョブのスケジュールを参照してください。

7. 「実行モード」から、レポートを実行するオンライン方法を選択します。
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オンライン方法では、レポートが即時に処理されます。
8. 「OK」をクリックします。
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I
Jython、Eclipseおよび Pythonの設定

この付録では、Jython、Eclipseおよび PyDevを Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionスクリプト・コンポーネントで使用するための設定方法につ
いて説明します。
この節は FDMEE 11.1.2.3.100リリースに固有の内容です。Jython、Eclipseおよび Python
は、Oracle製品ではないため、最新の更新や変更についてこれらの製品のマニュアルを必ず
参照してください。Jythonへの完全なガイド、Pythonのマニュアルおよび Eclipseのマニュ
アルを参照してください。
Jythonを設定するには:

1. 作業ディレクトリを作成します。
たとえば、C:\FDMEEを作成します。

2. Jythonを作業ディレクトリにダウンロードします。
でダウンロードできます。Jython

Jythonのインストーラの jarファイルをダブルクリックし、次のオプションを選択しま
す。
• 英語
• 標準インストール
• デフォルトのロケーション(C:\FDMEE\jython2.5.1)

• 現在の Javaホーム
3. 作業ディレクトリに Eclipseをダウンロードして抽出します。

Eclipseダウンロードは http://www.eclipse.org/downloadsで入手できます

ノート:

Eclipseの他に、Notepad++と Jythonアドイン、または Python Fiddleサイトを
使用して、スクリプトの記述およびテストを行うことができます。pythonfiddle
はイベント・スクリプトの記述に適したサイトであり、pythonfiddleの推奨ブラ
ウザは Chromeです。より高度なスクリプトには、Eclipseまたは Jdeveloper
をお薦めします

4. C:\FDMEE\eclipse\eclipse.exeから Eclipseを起動します。
5. ディレクトリを選択し、ワークスペースのデフォルトのロケーションを選択します。
たとえば、c:\FDMEE\Workspaceを選択します。

6. 「Welcome」ページが表示されたら、右上隅の「Workbench」リンクを選択してそのペー
ジをスキップします。
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7. 次のメニュー・オプションを選択して、プリファレンスを更新します:

a. 「Windows」を選択して、「Preferences」を選択します。
b. 「PyDev」を「Available Software Sites」に追加します:

これを行うには:

i. 「Install/Update」を選択し、「Available Software Sites」を選択して、
「Add」をクリックします。

ii. 「Name」に PyDevと入力します。
iii.「ロケーション」に次を入力します: PyDevサイト。

8. デフォルトのテキスト・エディタのオプションを変更します:

これを行うには:

a. 「General」、「Editors」、「Text Editors」の順に選択します。
b. 「Displayed tab width」に 2と入力します。
c. 「Insert spaces for tabs」オプションを有効にします。
d. 「Show print margin」オプションを有効にします。
e. 「Show line numbers」オプションを有効にします。

9. 「Menu」オプションを選択します。
これを行うには:

a. 「Help」を選択し、「Install New Software...」を選択します。
b. 「Work with」で、「PyDev」を選択します。
c. 使用可能なソフトウェア・リスト「PYDev」から「PyDev」ノードを選択し、
「Next」をクリックします。

d. Eclipse用の PyDevのインストールを確認して、「Next」をクリックします。
e. ライセンス条項に同意して、「Finish」をクリックします。
f. インストールが開始すると、Aptana PyDev;および PyDev; Aptana証明書に関
してプロンプトが表示されます。必ず証明書を選択して、「OK」をクリックし
ます。

g. Eclipseを再起動して、PyDevのインストールを完了します。
10. PyDevプリファレンスの更新:

これを行うには:

a. 「Windows」を選択して、「Preferences」を選択します。
b. PyDevによって使用される Jythonインタプリタを構成します:

i. 「PyDev」を選択し、「Interpreter-Jython」を選択します。
ii. 「新規」をクリックします。
iii.「参照」をクリックします。
iv. C:\FDMEE\jython2.5.1\jython.jarを選択します。
v. 「OK」をクリックします。
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vi. SYSTEM pythonパスに追加するフォルダを選択するように求められたら、選択
内容を変更せずに、「OK」をクリックします。

vii.「OK」をクリックして「Preferences」ウィンドウを閉じます。
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